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序

重竹遺跡が所在する関市は、古代より当地方の中心地であることが知られています。壬申の乱での

活躍で知られる身毛君広を輩出したムケツ氏は、市域の大半を含む武儀郡を勢力下とし、重竹遺跡が

立地する下有知を本拠地とした豪族と考えられています。下有知の対岸にある池尻に所在する弥勤寺

跡や弥勤寺東遺跡は、ムケツ氏に関係の深い遺跡であったと推定されています。中世には、全国でも

有数の刀鍛冶の町として繁栄し、現代でも刃物の町としてその名を知られています。また郡上街道と

金山街道を結ぶ交通の要地でもあり、長良川の水運と合わせて古くから交通の要衝でした。重竹遺跡

は、これまで東海北陸自動車道建設などに伴って関市教育委員会によって調査が行われており、縄文

時代から中世にかけての多数の遺構・遺物が確認されました。一方、上西田遺跡が立地する美濃市志

摩の地は、長良川によって形成された広大な砂州上にあり、近世の記録では洪水によって何度も大き

な被害を受けています。

本調査は、東海環状自動車道本体と東海北陸自動車道とのジャンクション建設に伴うものです。重

竹遺跡からは、奈良時代の竪穴住居跡12軒や鎌倉時代の刀鍛冶を行ったと考えられる遺構、幅約4m

ある堀と土塁を伴う屋敷跡など、古代から近世にかけての多数の遺構を確認することができました。

特に鍛冶遺構は、鎌倉時代初期から存在していたと考えられ、刃物の町「関」の源流を探る上で貴重

な発見といえます。また、これまでその存在が知られていなかった屋敷跡群は、15世紀中頃から開発

が始まったと考えられ、当地域の開発の歴史を知るための重要な資料になると,思われます。上西田遺

跡は、当センターが実施した試掘確認調査によって新たにみつかった遺跡です。中世の水田と、畑跡

と考えられる畝状遺構を確認しました｡これらの遺構面は､長良川の氾濫によると思われる砂層によっ

て完全に覆われており、何度水害にみまわれてもその度に耕作地として復旧し現在に至っているよう

です。当時の人々のたくましさを偲ぶことができる貴重な資料といえるでしょう。

本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまして、多大な御支援・御

協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、関市教育委員会、美濃市教育委員会、地元地区の皆

様に深く感謝申し上げます。

平成17年1月

財団法人岐阜県教育文化財団

理事長日比治男

、



例 言

1本書は、関市下有知に所在する重竹遺跡(岐阜県遺跡番号21205-04139)と美濃市志摩に所在する

上西田遺跡（同遺跡番号21207-09629)の発掘調査報告書である。なお、関市下有知に所在する洞雲

戸遺跡（同遺跡番号21205-10001の確認調査の結果について、第2分冊に付篇として記載した。

2本調査は、東海環状自動車道（関～美濃加茂）建設及び東海北陸自動車道と東海環状自動車道の

連絡に係る美濃関JCT工事に伴うもので、国土交通省中部地方整備局及び日本道路公団中部支社

から岐阜県が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護セ

ンター（平成14年度までは財団法人岐阜県文化財保護センター）が実施した。

3発掘調査は、宇野隆夫日本国際文化研究センター教授の指導のもとに、平成13年度に実施した。

整理作業は平成14年度．15年度に実施した。なお、洞雲戸遺跡の試掘確認調査は平成14年度に行っ

た。

4発掘調査及び整理作業の担当などは、本書第1部第1章第2節及び付篇第1章第2節に一括して

記載した。

5本書の執筆分担は目次に示した。編集は、付篇を坂東肇・伊藤利巳が担当し、その他を長谷川幸

志・伊藤利巳が行った。

6発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削などの業務と、遺物の洗浄・注記は、株式会社山

中工務店に委託して行った。

7遺物の写真撮影は、アートフォト右文とスタジオSKYに委託して行った。

8石器の実測・トレース、計測、観察及び砥石表面のデジタル顕微鏡による拡大画面撮影は株式会

社アルカに委託して行った。

8重竹遺跡・上西田遺跡の試掘確認調査におけるトレンチ位置測量は株式会社イビソク、本発掘調

査の座標測量や空中写真測量・地籍図等のデジタルトレースは、株式会社岐阜テクノスに委託して

行った。

9鍛冶関連遺物の分析については株式会社九州テクノリサーチ、プラントオパール分析･花粉分析・

樹種同定・粘土塊の分析・放射性炭素年代測定・土器付着漆質等の材質分析については株式会社パ

レオ・ラボに委託して行った。結果は第3部に掲載した。

10発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である。（敬称略・五十音順）

井川祥子、井上喜久男、内堀信雄、垣内光二郎、汐見一夫、篠原英政、鈴木正貴、清山健、

高木宏和、田中弘志、八賀晋、藤津良祐、古田憲司、三島美奈子、森達也、吉田英敏、

渡這博人、関市教育委員会、美濃市教育委員会

11本文中の方位は、国士座標第V11系の座標北を示している。

12本報告に用いた標高の単位はメートルであり、指定した場合以外は「m」を省略した。

13土層及び土器類の色調は、小山正忠･竹原秀雄1996『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社）

による。

14調査記録及び出土遺物は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。
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第1節調査に至る経緯1

第1部重竹遺跡

第1章調査の経緯

第1節調査に至る経緯

重竹遺跡は関市下有知地内に所在する。当遺跡は長良川左岸の低・中位段丘上に立地し、南は向山

と呼ばれる小丘陵、北は美濃市境まで広がる遺跡である。昭和53年～57年にかけて字重竹に所在する

重竹遺跡A地点の調査、昭和55年～57年にかけて字下屋敷に所在する重竹遺跡B地点の調査が、東海

北陸自動車道建設などに伴って関市教育委員会によって行われた'）（図1）。その結果、縄文時代から

近世にかけての遺構・遺物が多数確認された。その中でもA地点から検出された、中世後期に活躍し

た刀匠二代兼定の屋敷とも推定されている「鍛冶屋敷跡」や、B地点の調査区北から検出された77軒

の古代竪穴住居跡が注目される。

古来より交通の要衝であった関市は、東海環状自動車道（関～美濃加茂）建設と東海北陸自動車道

と東海環状自動車道の連絡に係る美濃関ジャンクション建設の舞台となり、現代再びその役目をにな

うことになる。東海環状自動車道建設事業は、名古屋市周辺30～40kni圏に位置する愛知・岐阜・三重

の諸都市を高速道路によって環状に連絡し､都市部に集中する渋滞の緩和や地域間交流､物流のスムー

ズ化などを目的として計画された｡この計画では､重竹遺跡の範囲内を東西に横切るように道路とジャ

ンクションの建設が予定された。平成12年度に、重竹遺跡範囲外である中位段丘上を含めて、側岐阜

県文化財保護センターが建設予定地内の試掘確認調査を行った。ジャンクション建設予定地は、先述

した重竹遺跡B地点に隣接する場所であり、多数の遺構・遺物の出土が予想できた。また、遺跡範囲

外の中位段丘部分もなだらかな平坦地であり、集落跡などの遺構が存在する可能性が高かった。この

調査（第2節参照）により、中位段丘上には中世後期から近世前期を中心とした集落跡が、低位段丘

上には奈良時代から中世後期までの集落跡が段丘全面に存在することを確認した。なお、この時すで

に多数の鉄津が出土する地点を確認しており、鍛冶遺構の存在が予想された。重竹遺跡の範囲内だけ

でなく、中位段丘上にも遺跡が存在することが判明したため、関市教育委員会と協議の上、重竹遺跡

の範囲が中位段丘にも広がるとして文化財保護法第57条6（遺跡の発見通知）に基づいた遺跡範囲変

更の手続きを行った。

上記のような結果を踏まえて、平成12年度岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会では、東海環状自

動車道の橋脚と側道建設予定地について、本発掘調査が必要と判断した。国土交通省中部地方整備局

（東海環状自動車道建設）及び日本道路公団中部支社（東海北陸自動車道と東海環状自動車道の連絡

に係る美濃関JCT工事)、岐阜県教育委員会と協議を行い、岐阜県から委託を受けた財団法人岐阜県

文化財保護センターが、平成13年度に本発掘調査を実施することになった。
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図1調査区の位置（国土地理院発行1/25000地形図をもとに作成）
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第2節発掘調査の経過と方法

試掘確認調査

試掘確認調査は、平成12年12月から平成13年3月まで行い、平成13年度にその後買収が行われた部

分について調査を行った。関市下有知と美濃市志摩地内の東海環状自動車道及び東海北陸自動車道と

のジャンクション建設に係る一帯のうち、県道関・美濃線以東の丘陵部を除く全地点を対象とした。

対象面積は、約90.000irf*>に及ぶ。

対象地のほぼ全面が平坦地であるため、集落遺跡が包蔵されている可能'性が高いと判断し、遺構確

認率を上げるために2m×4mのトレンチをほぼ20m間隔に開けていく方法をとった(図2。最終的

に279本のトレンチを設定し調査を行った。

その結果、重竹遺跡を含む下有知地内の段丘上では、土地区画整理によって遺物包含層の残存状況

はよくないものの、遺構自体はほとんど削平を受けていないことが分った。また、古代前期の竪穴住

居群と中世のピット、士坑、溝跡などをほぼ全トレンチから検出し、古代～中世の集落跡であること

が判明した。これまで遺跡と認定されていなかった、国道156号線以東の中位段丘上に中世後期以降を

中心とした集落跡が存在することを確認し、関市教育委員会と協議の上、重竹遺跡の範囲拡張を決定

した。

試掘確認調査は、平成13年度の本発掘調査前に前年度未買収であった場所を対象として行い、平成

12年度の調査を裏付ける結果を得た。よって最終的に重竹遺跡12,900irf、上西田遺跡1,200m鰯の本調査

を行うことになった。

発掘調査の方法

今回、非常に広い面積の調査を行うことになり、多数の遺物・遺構の検出が予想されたため、現在

の道路を基準にA～Iの9地区に分けて調査を行った。また現在の溝や畦で隔てられた調査区につい

て、それぞれの位置を基準に調査区名を付与した（図2)。

国士座標X=-53530,Y=-23000を原点とし、東西方向を100mずつ区切り、それぞれアルフアベッ

トにによる名称を付した。さらにその中を5m四方に区切り、各杭に東西方向はA～T、南北方向は

Oから始まる数字を付した。各グリッド名には北東の杭名を充てた(図3)。したがって原点に位置す

るグリッドの名称はAAOとなる。包含層遺物は基本的にこの5mグリッドと層位名（第3章第1節

参照）を基準として取り上げを行った。

本調査はまずA～C区から行い、続いてE区．F区・上西田遺跡調査区、最後にD・G～I区を調

査した。表土掘削は、どの地区もほぼ同じ深さの水田層に覆われていたため、バックホーにより慎重

に掘り下げた。表土掘削は、試掘確認調査の結果を留意しつつ、包含層上5cm残すことを目安とした。

遺構名は、遺構の種別にかかわらず調査区ごとの通番とし、数字の前に地区名のアルファベットを

付した。なお、挿図名や遺物観察表等に記した遺構種別の略号は以下の通りである。

P…ピット・柱穴SK…土坑SH…掘立柱建物跡SB…竪穴住居跡SA…柱穴列跡

SD…溝跡大…大型土坑特…特殊土坑sx…不明遺構SF…カマドSL…畦畔
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竪穴住居跡などの遺構内から検出した遺構については、「遺構名」－｢遺構種別」「番号」（例:F4

-PI)というように遺構名を付した。

遺物取り上げは、包含層出土のものについては原則としてグリッドを基準として取り上げを行った

が、状況に応じて座標と標高を測定して取り上げを行った。また、遺構内遺物についても、床面直上

から出土した遺物や残りの良いものなど、原位置測定が必要と判断したもののみ座標と標高を測定し

て取り上げを行った。

遺物・調査記録の整理作業

平成13年度6月より、出土遺物の整理作業を開始した。同年度中に行ったのは、遺物の洗浄、土器

の硬化処理、遺物の注記までである。平成14年度から、土器の接合、遺構・遺物実測図の製図、遺物

の写真撮影等二次的な記録整理を行い、平成15年度に報告書作成及び遺物・調査記録の収納・保管の

作業を終えた。

発掘調査及び整理作業の体制

発掘調査及び整理作業の体制は以下の表1の通りである。

表1発掘調査及び整理作業の体制

調蕊蕊査 蕊蕊蕊度 通逗成迩蕪;度 平?成磁掌畠度 零|戒迩無度 平J成鴛蕊;度
:H:H:H:::H:;:8:5:二:::;:;::::』

吋
叱
．
即
刻
面
，

尋蕊蕊業蕊蕊種 別 #誠掘;確l認j調J蕊； 泰蕊掘鼠§蚕 蕊蕊整 理蕊liI 蕊 蕊 蕊灘蕊I

理事長 服部卓郎 服部卓郎 服部卓郎 日比治男

副理事長兼事務局長 高橋宏之
副理事長 平光明彦
専務理事兼事務局長 原隆男

一

一成戸宏
一

一成戸宏

常務理事兼センター所長 福田安昭
常務理事兼経営部長

一

一 山 晃 福田安昭 福田安昭
経営部次長兼経営課長 坂東隆 福田照行 福田照行
経営課長 川瀬崇敏
調査部長 高橋幸仁 武藤貞昭 武藤貞昭 武藤貞昭
調査次長 武藤貞昭 片桐隆彦 片桐隆彦
担当課長 片桐隆彦 坂東肇 高木徳彦 高木徳彦

担当調査員

富田雅之

浅野哲男

村瀬泰啓

長谷川幸志

富田雅之

藤岡比呂志

村瀬泰啓

古屋寿彦
長谷川幸志

古屋寿彦
長谷川幸志

伊藤利巳

長谷川幸志

補助員 杉原麻記 杉原麻記 杉原麻記

整理作業員

国井』悦子

後藤'悦子

津田昌子

長屋和子

野尻みどり

長谷保真理子

林浩美

日比野登美子

深谷潤

恵
子

一
一
二
泉島

堀
三

湯城里美

春日井典子

園井‘悦子

淫田昌子

長屋和子

丹羽香

長谷保真理子

林浩美
深谷潤

恵
子

三
一
泉島

堀
三



《調査日誌抄》

5月25日

5月30日

6月8日

6月11日

6月13日

6月15日

6月18日

6月27日

6月29日

7月9日

7月12日

7月23日

7月30日

8月3日

8月27日

8月31日

9月18日

9月19日

9月26日

9月27日

10月3日

10月11日

10月15日

10月18日

10月24日

10月25日

10月30日

10月31日

11月1日

11月5日

第2節発掘調査の経過と方法7

A区表土掘削開始。

B区表土掘削開始。A区表土掘削終了。

A区グリッド杭設置、壁面精査開始。

B区表土掘削終了。C区表土掘削開始。

C区士塁検出。一次整理作業開始。

C区表土掘削終了。

A・B区遺構検出作業開始。

A区にてA1等（区画溝跡)、A100(井戸跡）検出。B区にてB113(道路状遺構）

検出。

B区にてB114(不明遺構）検出。

A100(井戸跡)、B413(堀跡）掘削開始。C区遺構検出作業開始。F区表土掘削開

始。

B134(溝跡）より線刻土師器Ⅲ出土。C71堀跡）検出。

E区表土掘削開始。

指導調査員の宇野隆夫教授による現場指導。

F区にてタイムスリップ探検隊発掘体験実施。

C132地下式坑）検出。

F区遺構検出作業開始。F4(竪穴住居跡）検出。

A・B．C区の空中写真測量実施。

A100(井戸跡）断ち割り、C72(土塁）解体、C132地下式坑）実測等開始。関

市教育委員会篠原氏による指導。

C72士塁下の遺構検出。溝跡、ピット等残りの良い状態で検出。

E区遺構検出作業開始。F575(竪穴住居跡）検出。

A・B．C区調査終了。

八幡町立川合小学校児童発掘体験実施。

G区表土掘削開始。

G区表土掘削終了。

E500(竪穴状遺構)掘削中、鉄津が多く出土。美濃市立中有知小学校6年2組親子

発掘体験実施。

E780(鍛冶関連遺構)付近において、火を使用した痕跡を確認。美濃市立中有知小

学校6年1組親子発掘体験実施。

基礎講座実施。

G区遺構検出作業開始。

F24(土器埋納遺構）よりロクロ土師器など多量の遺物出土。

D区表土掘削開始。
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11月6日

11月8日

11月12n

11月14日

11月21日

11月27日

12月4日

12月5日

12月10H

12月15日

12月19日

1月28日

2月6日

2月7日

2月14日

2月26日

3月7日

3月11日

3月14日

3月isn

3月18日

3月20日

関連指導調査員の八賀晋三重大学名誉教授による現場指導。

D区表土掘削終了。

G区IⅡ層上面で畦畔検出。

指導調査貝の宇野隆夫教授による現場指導。

D区遺構検出開始。

G区HI層上面の空中写真測量実施。

H区表土掘削終了。

I区表土掘削開始。

H・I区遺構検出作業開始。

E・F．G区について、現地説明会を実施。参加者175名。

E・F区及びG区IVb層上面の空中写真測量実施。

F区調査終了。

G区V・VI層上面およびF区の空中写真測量実施。

H108(配石土坑）検出。

G201(溝跡）掘削中、最下層の砂層中より多量の遺物出土。

E区調査終了。

D・H・I区およびG区Ⅷ層上面の空中写真測量実施。発掘作業終了。

指導調査員の宇野隆夫教授による現場指導。

D区調査終了。

一次整理作業終了。

G・H・I区調査を終え、全地区調査終了。

現場事務所撤収。

写真1現地説明会の様子

1）以下の3冊の報告書が既刊である。篠原英政編1979『重竹遺跡一その1－』関市教育委員会、篠原英政編
1981『重竹遺跡一その2－』関市教育委員会、篠原英政編1984『重竹遺跡一その3－』関市教育委員会

2）地山掘削工事が行われる範囲のみを対象としたため、この面積となっているが、実際の平面積は300,000m'以上あ
る。
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第2章遺跡の環境

第1節地理的環境

長良川は、大日岳に端を発し、白烏町、八幡町、美濃市を経て関市に達する。美濃市街地北部から

は河岸段丘・沖積地が発達しており、以南は平坦地が広がっている。重竹遺跡は、関市下有知地内の

この左岸段丘上に立地している。長良川から東に数えて最初の平坦地は、沖積地で非常に砂質が強く、

現況はほとんど根菜類を中心とした畑地になっている。さらに束には、長良川の旧河道である水田地

帯と小俣川を挟んで、重竹遺跡が立地する河岸段丘が段丘東端の低位丘陵まで広がっており、調査地

点付近では3段の面（低位・中位・高位)')が観察できる。それぞれの段丘面は耕地整理が終了してお

り現況ではほぼ平坦に見えるが、段丘端部ではやや地形が高くなっている様子が観察される。調査区

に接する中位段丘端部や調査区から南の高位段丘端部では集落が帯状に集まっており、このような帯

状の微高地（自然堤防）上に、水捌け等の理由から選地されて集落が成立したものと思われる。

第2節歴史的環境

関市およびその周辺地域は、古くは旧石器時代から人々が生活していたことが多くの遺跡により明

らかになっている。遺跡の分布は、大きく次のような地域に分けることができる。長良川と津保川に

よって形成された段丘に立地する西部の竹之越・松原・巾・赤土坂遺跡のある地域、津保川による段

丘に立地する東部の唐鋤・平井・野田遺跡のある地域、長良川による段丘に立地する山王・向中野・

松ヶ洞遺跡のある地域と、関市域の安桜山東麓の日吉神社遺跡のある地域である。中でも重竹遺跡の

ある下有知地区には､握斧状石器が出土した松ヶ洞遺跡やナイフ形石器が採集された向中野遺跡など、

重要な遺跡が目立つ。

縄文時代の遺跡は市内で約30ヶ所確認されており、その立地は旧石器時代の遺跡とほぼ同じ場所で

あることが多い。それらは長良川右岸および左岸に展開する段丘上および山麓部斜面の遺跡群、津保

川流域に形成された段丘上の遺跡群、市域中心の山麓から北部谷底平野周辺にかけての遺跡群という

ように概ね3地域に分けられる。長良川下流右岸の千疋地区には塚原遺跡、竹之腰遺跡、岩利ヶ洞遺

跡、野畔遺跡があり、左岸の小屋名地区には松原遺跡、小屋名遺跡がある。また、下有知地区では重

竹遺跡も含めて、狐塚遺跡、山王遺跡、向中野遺跡、松ヶ洞遺跡などがある。中でも塚原遺跡はこの

地域における代表的な遺跡で、例えば早期のものとしては押型文士器が多く出土しており、遺構とし

ては煙道付炉穴や地床炉などが検出されている。また中期では、遺構の配置が周辺にはみられない特

異な構造をしており、一軒の竪穴住居の周囲に中央広場とも考えられる空白地帯があり、その外側に

掘立柱建物が配置され、更にその外周に半円帯状に竪穴住居が配置されるというものである。これら

から、この遺跡は関市周辺の拠点集落ではないかと考えられている。

弥生時代の遺跡は、市内で約30ヶ所あるが、発掘調査が行われている遺跡は、重竹遺跡A地点、竹

之腰遺跡、松ヶ洞遺跡、南青柳遺跡、山王遺跡など一部の遺跡である。関市周辺部は、河岸低湿地を

多く有する関係上、水稲耕作を営むのに好都合な土地であった。現在のところこの時代の水田の発掘
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例はないが､大杉遺跡からは石庖丁が出土しており、この地方における水稲耕作を裏付ける資料となっ

ている。また、樫王式土器が出土した重竹遺跡A地点と遠賀川系の妻の口縁部分が出土した松ケ洞遺

跡、および南青柳遺跡の3遺跡では住居跡が確認されている。

古墳時代には数多くの古墳が造られ､現在でも169基の古墳を確認することができる。単独で存在す

るものは29基、群集墳として存在するものは21ケ所に140基である。これらの分布は、下有知・池尻・

千疋・広見など市域の西部に集中するが、長良川右岸の千疋・池尻・広見地区は、半径3kmの中に106

基が存在し、関市全体の60%を超えている。中でも千疋地区にある前期古墳を有する陽徳寺裏山古墳

群および後期古墳の塚原古墳群はこの地域の代表的古墳群とされる。下有知地区では、最近の調査で

東の丘陵地で数多くの古墳が明らかになり、その周辺部には広く集落が展開していたことがわかった。

ここの竪穴住居跡で特徴的なのは、その多くが丘陵の頂部から下方にかけての傾斜地につくられてい

るということである。これらは、砂行遺跡、深橋前遺跡、南青柳遺跡や加茂郡富加町の後平遺跡など

でみられるが、山間丘陵地における弥生時代末から古墳時代初頭の集落の形成は、在地諸勢力の様相

や広域な文化の広がりを考える上で、近年注目を浴びつつある。さらに出土した土器の特徴などから

は、東西文化の交流のみならず、その当時の広域な文化のネットワークをも考えることができ、非常

に貴重な資料である。

古墳時代を過ぎる頃になると、「ムケツ氏｣が中濃地域を支配したと考えられる。ムケツ氏は、早く
むげつきみのますらお

は「雄略紀」で身毛君丈夫としてあらわれ、ヤマト王権に対し忠実な服属関係があったことがわかる。

この身毛君氏は、国造として特殊な'性格を持っていたらしく、畿内地方の県主たちと同じように、支

配領域内の美泉を汲んで、大王家に献ずるという服属儀礼をもっていた。壬申の乱（672）において、
むげつきみひろ

身毛君広（牟宜都君比呂とも書く）は、村国男依や和珂部臣君手らとともに、いち早く湯休邑へ馳せ

ている。ただし、彼が乱において活躍したかどうかは、その働きを示す史料がないので明らかではな

いが、その功により天武天皇より封80戸、功田8町を賜っている。その範囲は、有知郷及び跡部郷を

含むと思われる。当遺跡が所在する関市下有知地区は、律令制下において美濃国武儀郡有知郷である

ことから、給付された班田も含まれるものと考えられる。また、壬申の乱後、身毛君氏がその本拠地

の一角に建立した氏寺的な寺院が、長良川対岸の池尻地区にある弥勤寺であると考えられる。この寺

の東部には弥勤寺東遺跡があるが、発掘調査により郡家がここに存在した可能'性が高いと考えられて

いる。

さらに下有知丘陵部における最近の発掘調査の結果、この時期に関連するものとして注目すべきこ

とが2点ある。1点目は、岐阜県で現在確認されている火葬墓14例のうち、9例が関市北部に集中し

ているということである。特に砂行遺跡内の火葬墓は、横穴式石室の形態と構造及び技法を踏襲した

もので、蔵骨器も古墳時代の成形技法を残す須恵器提瓶を使用していることなどから8世紀初頭に近

い年代のものと考えられる。つまり、火葬の風習が日本に伝えられて、さほど時を経ずしてこの地に

伝えられていることになるが､中央と地方の間にムケツ氏が大きく介在していた可能'性が考えられる。

2点目は、10世紀になるが、白査の窯跡が、関市北部から美濃市西南部に集中してみられることであ

る。下有知地区では、10世紀前半頃のもので燈ノ木洞1号古窯、砂行古窯跡、深橋前古窯跡が発掘調

査されているほか、末洞2号古窯も白査窯跡であることが確認されている。なお、10世紀後半の白蓋

窯跡では、美濃市西南部にある桜洞1号窯跡、大洞窯跡、松毛窯跡などが調査されている。
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図4周辺の遺跡(1/50000、国土地理院発行1/25000地形図を縮小）
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重竹遺跡A地点

鍛冶屋敷跡

重竹遺跡B地点

古代集落跡

；・轡

〆凸一一

56人

1
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“多麹

自

』

ロ 1 叩

0 20m
旨卦

図5重竹遺跡A・B地点の遺構（鍛屋敷跡S=1/500、古代集落・中世前期屋敷跡S=1/1000
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平安時代末期から鎌倉時代頃の下有知地区は、伊勢神宮の荘園となり下有知御厨として歴史上表れ

る。1195（建久6）年の「源太子請文」にある「下有智御厨内重武名」の「重武」が現在の下有知の

重竹と考えれば、この御厨の位置は、現在の下有知の南部、国道156号線より西側の地域だと考えられ

る。ここの地頭職は、鎌倉後期以降、天野氏が代々受け継いで戦国期に至っている。また平安以降、

白山信仰が盛んになるにつれて､この付近は白山美濃馬場長瀧寺へ至る禅定道の重要な拠点となった。

中でも下有知の神光寺は、美濃市の洲原神社とともに白山下山七社の1つと考えられており、白山信

仰における聖地の一つであったと推定される。この寺には併設された白山神社があり、その背後の小

高い山には12～13世紀に作られた経塚がある(付篇参照)。この時期の下有知地区は、御厨が南西部を

中心に広がっており、白山信仰の拠点たる神光寺という宗教空間が東部にあるというような様相を呈

していた。

鎌倉時代末期になると、現在の「刃物の町・関」の源流を培った刀鍛冶が、各地からの移住により

少しずつ増えてくる。関刀鍛冶の始祖と呼ばれる元重は応長年間(1300年代初頭）に、伯菩国桧原か

ら関に移住して鍛刀を始め、その後、越前国敦賀から移住した金重が、関の刀鍛冶の基礎を築いたと

いわれている。実際に鍛刀が盛んになるのは室町時代になってからのようで、まず直江志津鍛冶、赤

坂千手院鍛冶、大野郡西郡鍛冶の多くが関に移り住み、南北朝争乱の終わる頃になると、大和の手掻

兼光が、一門の鍛冶を率いて関に移り住むなど、関は美濃の刀鍛冶の中心地となっていった。室町時

代中期から末期頃に、美濃刀鍛冶は最盛期をむかえ、関を中心として約300人余りの刀工がいたと伝え

られている。同じ頃、京都では応仁の乱が続き、幕府権力はますます弱まったが、地方では戦国大名

が次々と出現した。度重なる戦闘は、武器の需要を急激に増大させ、関でも多くの刀が作られるよう

になった。また、鉄砲の普及などにより合戦方法が変化をとげ、武器としての刀剣も変化を余儀なく

され、それまでの太刀から打刀が多く作られるようになった。

この時期の鍛冶屋敷と考えられるものが、重竹遺跡A地点の発掘調査により検出されている。方形

の土塁状遺構（一辺30～40mとともに、その遺構内、及び周辺部から鉄棒、羽口、砥石、短刀、火

打金などが出土した。中でも、砥石は106点出士しており、その多くは屋敷地内と想定される区域から

出士した。近くに「兼定」という小字名があることなどから、和泉守兼定の屋敷跡ではないかと推定

されているが、この頃、周辺部には多くの鍛冶屋敷があったことが推測される。

戦国末期の下有知地区は、上有知（現美濃市）の銘尾山（小倉山）城主･佐藤方秀の領地となるが、

岐阜城落城の後は、金森長近の領地となる。しかし、慶長16年（1611）に金森家が絶家になると、金

森後室1,000石、池田図書600石、肥田主水387石、竜泰寺領30石というように、それぞれ領有すること

になった。やがては金森後室の死去、肥田氏の改易などにより、幕府領1,087石、旗本池田氏知行地700

石、竜泰寺30石となり、文政7年には池田氏知行地のうち300石を残して上知、その結果幕府領2,529

石となった。当時の交通を考えると、郡上街道は下有知南部で東西方向に通っていたものが、国道156

号線と交差するあたりから国道に並行する状況で北上するというように、重竹遺跡の中央部を縦断す

る形で石徹白村（現郡上市白烏町石徹白）へ通じていた。ちょうどその頃、下有知の集落の中心は郡

上街道より東の少し高い地へ移ったようである。水害によってより高い箇所を求めて移動したとも考

えられるが、長良川の築堤工事とともに、寛文年間には東部山麓部に曽代用水が開発されたことによ

り、この地域の農耕地が急速に広がったことに起因するものであろう。また、一時は衰退していた下
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有知東部山麓にある神光寺も慶長元年（1596）高野山南谷増福院の真栄によって再興され、高野山派

の真言宗寺院となった。

なお、江戸時代になり、世の中が平和になると刀剣の必要性はますますなくなり、多くの刀工は、

小刀、庖丁を作るなど一部は野鍛冶へと変化していった。そして、江戸時代末期には、打刃物鍛冶は

67人にまで減少してしまった。

このように、重竹遺跡のある地域は、旧石器時代から現代に至るまで、多くの人々の生活の場とし

て、また、中濃地域の交通・文化の中心地として栄えてきた。

〈参考文献＞

側岐阜県文化財保護センター2000『砂行遺跡』

岐阜県教育委員会1982「郡上街道」『歴史の道調査報告書第二集』

自然・原始・古代・中世）（刃関市教育委員会1994『新修関市史」（考古・文化財篇）（通史篇一
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1）美濃市史では沖積地である生櫛付近を「最下部段丘」として扱っている。それ以外の段丘の名称は美濃市史に従っ
た。
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第3章調査結果の概要

第1節基本層序

重竹遺跡における基本層序は、平成12年度に行った試掘確認調査において、段丘面の違いにかかわ

らずI層（盛り土･現代水田層、耕地整理以前の水田層)、11層（古代･中世の遺物包含層)、IⅡ層（黒

褐色土層、無遺物)、IV層（基盤層、無遺物)の4層に分けられることを確認した。唯一の弥生時代の

遺構である溝跡D420をⅡI層下から検出した以外は、ほぼすべての遺構をⅢ層上面から検出した。IⅡ層

が堆積していない場所では基盤層である1V層が遺構検出面となるが、古代前期の竪穴住居跡や掘立柱

建物跡はこのような場所に集中する傾向が見られた。以下に層序を中位段丘A～D区の一部）と下

位段丘(D区の一部～I区）に分けて記述する。なお、G区は他の地区と層序が異なるため、別項を

設けて記述する。

中位段丘の層序（図7．9．10）

県道関美濃線のある最上位の段丘から一段下がった場所にA区があり、緩やかに傾斜しながら国道

156号線の西側の段丘崖まで平坦面が続いている。現況はほとんどが水田であり、一部に宅地が含まれ

る。A区の最も東側で標高が約60.5m、段丘崖付近では約59.2mを測る。この地域は、すでに耕地整

理が行われており、そのおりに削平を受けたためか、遺物包含層であるII層が残存する場所はほとん

ど存在しなかった。図7の⑤｡⑥でII'層とした堆積士は、後述する堀跡B413-C71によって区画され

た屋敷地の造成に伴う整地土の可能性があり、この層から掘り込まれた遺構を調査区壁面にて確認し

た。ⅡI層はA区、B区の中央部、D区の西端で若干厚く残っていた。旧地形が低い場所を示す堆積と

考える。基盤層であるIV層に漸移的に変化する層（Ⅲc層）を残すのみの場所も多く存在した。なお、

中位段丘では、Ⅲ層からの遺物出土はみられなかった。1V層は大き<3層に分けることが出来る。旧

地形が周囲よりも低くなる場所にみられる黒褐色のIVb層、多くの場所でⅢ層下の基盤層として検出

した褐色のIVc層、各地区の一部でみられる黄褐色のIVd層である。IVb層は粘'性があり、検出範囲

が帯状になるため、旧地形が谷状であった部分に堆積した層と判断した。層の'性質としてはIⅡ層に近

いものであろう。逆にⅣd層は砂質であり、しまりがよく安定している。C区では、この層に掘り込

まれた遺構の壁面に明瞭な工具痕が残っていた(写真図版16)oA区ではIVc層が基盤となるが、他の

地区より粘'性が強く、上面の標高が東へ行くに従って低くなる。井戸跡A100は、A区で最も低くなる

高位段丘の崖下に設置されており、今回の調査で唯一井戸底の湧水がみられた。B区にはIVd層が急

に落ち込んで地形が低くなる部分があり（図7③)、この場所が埋没した小規模な段丘崖と推測した。

なお、1V層の下層には場所によって段丘レキ層がみられる場所が存在する。

中位段丘上から検出した遺構は、II'～IVd層上面を遺構面とするものであるが､遺構面はII'層上面

を除き1面のみである。今回の調査では、II'層上面での遺構検出が困難であったため、Ⅲ層あるいは

基盤層の上面まで掘り下げて遺構検出を行った。

下位段丘の層序（図7．10．11

先述したように、基本的な層序は中位段丘と同じである。図7⑪のI層は、整地によって厚い盛り
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土に覆われていたため周囲より高くなっているが、本来は段丘崖下の低地になっていたと思われる。

遺物包含層であるII層は、耕地整理の影響からか、⑪．⑫付近や旧長良川の自然堤防の後背地と考え

られる⑮付近など、標高が低い場所にのみ残存していた。IⅡ層は⑯．⑰など標高の比較的高い場所を

除いて、ほぼ全面に堆積がみられた。1V層は、中位段丘より形成年代が新しいためか、安定したIVd

層が存在する場所はみられず、IVc層下は段丘喫層になる。場所によってはこの喫層が露出している

状況もみられた。旧長良川の自然堤防の堆積と考えられるIVa層は、あまりしまりの良くない砂質土

であり、F区の西側にのみ存在する。この層中より縄文時代早期の押型文土器が出土しており（第6

章第1節参照)、旧長良川による自然堤防の形成過程で堆積した層と考える。

古墳後期～中世の遺構は、中位段丘と同じくⅢ～IV層の上面で検出した。ただし、奈良時代の竪穴

住居跡や掘立柱建物跡は、ⅡI層の存在しない場所にしか立地しないことから、水捌けなどを鑑みた選

地の様子がうかがえる。弥生前期の溝跡であるD420をⅢ層下から検出していることや、Ⅲ層と同質の

土が入り込んだ風倒木痕から縄文後期と思われる土器片が出土したことより、IⅡ層が縄文時代から古

墳後期にかけて堆積した層であると判断できる。

G区の層序（図8）

G区以南は徐々に地形が低くなっており、G区の北端とI区の南端では現況で約1.4mの標高差があ

る。基盤層もH・I区の方が低く、G区の方が残りがよい。その理由は、耕地整理の段階で水田の水

回りを良くするため、G区付近では盛り土、H・I区付近では削平という工法をとったためと考えら

れる。G区では5面の遺構検出面を確認したが、このうち4面は水田耕作土であった（第3部第4章

参照)。調査段階では他地区と同様に上層から順にI～V1Iまでの層序番号を用いたが､本報告では混同

を避けるため、G区の層位のみローマ数字の前に「G」を付して記述する。なお、他地区との層位の

対応については図8に記載した。

GI・Gil層は、現代耕作士と耕地整理前の水田層と判断した。GⅢ層は、近世以降の水田層であ

り、G区の全域に堆積する。検出した遺構は畦畔のみであり、下層であるGIV層上面とほぼ同じ位置

に存在していた。GIV層は、GIVa層とGIVb層に分けることが出来る。ただし、遺構検出の段階で

はGIVa層とGIVb層を判別することが出来ず、GIVa層を取り除いた段階で遺構を検出した。GIV

a層水田は、南北グリッド58～65グリッド付近の溝跡が集中する部分のみで確認できる層である。直

下の遺構や不明遺構G13などの存在から、GIVb層は水田の改修に伴う層と判断した。なお、GIVb

層掘削中にG13に酷似した遺構G37を検出しており、遺構間の遺物の接合が見られることから、調査

段階では分層できなかったが、GIVa層が南へ広がっていた可能性は高い。GIVb層は、調査区北の

一部を除いてほぼ全面に堆積している。GV層はG区調査区内では最も古い水田層である。多数の溝

跡が集中する南北グリッド56～60グリッドの溝跡G39周辺のみに堆積している。ただし、畦畔など水

田に関係する遺構は検出できなかった｡GV層が表土であった時期には､南側に同時期の集落が広がっ

ていた可能性は高い。GVI層・GVII層は、他地区のⅢ層とIV層にあたる層である。G区の遺構の多く

はGVI層．GⅥI層が基盤となっている。GⅥ層は、調査区北端にあたる南北グリッド53～58付近にの

み堆積がみられ、層中に小喫が含まれる。G19-G41といった溝跡を上面の遺構として検出した。G

vn層は、他地区のIVc層に対応する層である。
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第2節遺構・遺物の概要

遺構の概要

今回の調査で確認した遺構を、ピット、士坑、掘立柱建物跡、柱穴列跡、井戸跡、大型士坑、溝跡、

竪穴住居跡、竪穴建物跡に分類した。この他、堀とそれにともなう士塁、地下式坑、土器埋納遺構な

どが存在する。以下に各遺構の概要を述べる。

土坑・柱穴

地面に掘り込まれた直径2m以下の穴の内のうち、掘形の直径が0.5m未満のものをピット、それ以

上のものを土坑とした。

ピットは、後述する掘立柱建物跡や柱穴列跡を構成するものは柱穴として分類したが、これ以外に

も同様な掘形を持つものが多く、柱痕跡等を確認できるものがある。その他、F24(図122のような

遺物埋納遺構や、耕作痕･植物痕などがピットに含まれる。ピットの大半は中近世のものと考えるが、

F区を中心に古代のピットも少なからず存在すると思われる。ただしピットから出土した遺物の量が

少ないため、遺物が埋納されたピットや掘立柱建物跡の柱穴以外は、時期判断を避けた。

土坑は、その多くは墓である可能性がある')。ただし骨片や埋納遺物(完形の遺物等)が出土した土

坑は少数であり、現段階では推測の域を出ない。この他には古代後期の遺物がまとまって出土したF

区の土坑群（図183)やC区の西側に集中して分布する近世のゴミ穴と考えられるものがある。

士坑・ピットは各地区から多数検出した（図15)。最も多いのはピット・士坑ともにF区であるが、

表2検出した遺構数

－－－－－－－－－ A B C ， E F G H I 合計
－

ピット 301 523 91 212 636 810 582 135 352 3642

中近世 土坑 29 58 58 57 109 285 163 85 129 973

掘立柱建物跡 10 6 0 11 10 9 0 2 6 54

柱列跡 11 4 0 1 5 2 0 0 3 26

井戸跡 1 2 0 4 0 0 0 0 0 7

地下式坑 0 0 1 0 0 0 0 2 0 3

大型土坑 7 10 5 1 10 4 10 5 6 58

竪穴建物 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

特殊土坑 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4

不明遺構 1 2 0 2 0 0 5 1 1 12

土器埋納遺構 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

溝跡 9 44 27 24 11 42 26 17 3 203

土塁 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

小計 369 649 183 312 781 1153 787 251 500 4985

古代 土坑 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3

掘立柱建物跡 0 0 0 0 0 8 0 0 0 8

柱列跡 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

竪穴住居跡 0 0 0 0 0 15 0 0 0 15

土器埋納遺構 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

溝跡 0 0 0 0 0 0 4 3 0 7

畝状遺構 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

小計 0 0 0 0 0 30 4 3 0 37

その他 土器埋納遺構 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

溝跡 0 0 0 2 0 5 0 0 0 7

小計 0 0 0 2 0 5 1 0 0 8

合 計 369 649 183 314 781 1188 792 254 500 5030
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これは面積が広いことが起因しており、面積比では、ピットではA・E．G区がF区を上回り、土坑

ではG区．H区がF区より多い（図14)。A・E区は掘立柱建物跡を多数検出した居住地であり、G区

については先に調査が行われた、重竹遺跡B地点から続く屋敷地である可能性が高い。ピットの密集

度はこのような原因に起因している。士坑については、下位段丘調査区の密集度が高いのに対し、中

位段丘上は極めて低いことが分る。後述するが、中位段丘上の遺構群は中世後期以降のものしかなく、

土坑（墓坑）が中世後期の段階で居住地内には設置されなくなっていったことを意味しているのかも

しれない。

掘立柱建物跡・柱穴列跡

一定の間隔、あるいは規則的に配置された柱穴列跡を、掘立柱建物跡・柱穴列跡とした。掘立柱建

物跡の可能』性があっても、調査区外に続くなどして1列の並びのみしか見られないものについてはす

べて柱穴列跡に分類した。これらの遺構は、調査中に確認できなかったものも多く含まれているため、

調査時の遺構番号とは別にSH-SA番号を付した。

掘立柱建物跡は、ほとんどが側柱であり、総柱であることが確認できるものは全体の13％にあたる

8棟にすぎない。建物規模は､調査区が細長いため全容を確認できるものが少ないが､梁行・桁行が1

間×3間の小規模なものから、2間×5間以上あるものまで存在する。時期的には古代前期～近世前

期のものがあると考えられ､下位段丘の掘立柱建物跡は､中世末期初を下るものは無いと考えられる。

柱穴列跡は、①掘立柱建物跡、②掘立柱建物跡に伴うものSA1・2等)、③土地の区画を表わすも

の(SA20.21等）に分類できる。①は先述したように掘立柱建物跡の一部のみを検出したと考えられ

るものである。②は掘立柱建物跡との配置から推測することが出来るものであり、③は掘立柱建物跡

の間にある空閑地に設置されるもので、2列の平行な柱列が狭い空閑地を形成している場合もある。

いずれも屋敷地を構成する一要素であろう。なお、F区．G区には、規則的な配置がみられないもの

の、ピットが連続して並ぶ地点が存在する。この遺構については、ビット列として別に分類した（第

4章P112～114参照)。

井戸跡

平面形が円形の士坑の内、深さが2m以上あるものについて井戸跡に分類した。井戸跡に分類した

遺構は、D460を除いてすべて中位段丘上から検出した。井戸側・水溜を確認できたのはA100のみで

あり、その他はすべて素掘りであった。この他、単純に掘削深度が浅いものと深いもの、掘形がある

ものとないものに分類できる。時期は中世後期から近世前期のものまでみられる。

大型土坑

地面に掘り込まれた遺構の内、長軸の最大径が1.5m以上あるもので、その規模に比して掘り込みが

浅いものについて大型土坑とした。その機能については、作業場や馬屋・タマヤなど諸説2)があるが、

今回検出したものも様々な形態があり一様ではない。E区から検出した鍛冶関連遺構（第4章P

130～137)もこのようなバリエーションの一つであろう。形態で分けると、方形・円形・楕円形の3

タイプに分けることが可能であり、竪穴住居跡のように垂直な壁面を有するものやⅢ状の窪地のよう

な形状になるものなど様々なものがある。内部構造（石組み等、床面硬化）や上屋の存在などから、

さらに細分が可能である。年代は中世前期～近世後期のものまで存在する。なお、今回鍛冶関連遺構

と推定した遺構もこの分類に含めた。
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溝跡

ほぼ一定の幅で、細長く掘り込まれた遺構を溝跡とした。今回検出した溝跡は、埋士の様子から、

用水として用いられたものは少数であり､大多数が区画等を目的として設置されたものと考えられる。

なお、調査の都合上、調査区毎で異なる遺構番号を付ける必要があったため、同じ遺構と考えられる

溝跡でも違う遺構名を付した場合がある。その接続関係については、表19～22に一括して記載した。

また、本文中で接続した溝跡全体を示す場合は、「遺構名一遺構名」（例1B105-B151)と表記した。

時期は弥生前期、古代前期から近世後期のものがある。

竪穴住居跡

平面形が方形であり、遺構の壁面がほぼ垂直に掘り込まれた遺構であり、柱穴・カマド3)･周溝等を

もつ、当時の人々が居住していたと考えられる遺構を竪穴住居跡とした。ただし遺構の大半が調査区

外になってしまったり、撹乱等により柱穴やカマドが確認できない例の方が多く、そのような意味で

は、分類を遵守しているとは言い難い。したがって上記の条件のうちいずれかを満たし、かつ古代の

遺構と推定できるものについて竪穴住居跡とした。また上記の条件にはほとんど当てはまらないが、

可能'性のあるものについては一覧表のみに記述した。この遺構はF区でも標高の高い部分のみに集中

して分布する。この場所は、昭和56．57年度に調査が行われた重竹遺跡B地点から検出された古代集

落と隣接しているが、今回の調査では、B地点にはみられなかった8世紀末から9世紀初頭の住居跡

を検出した。

この他、竪穴建物跡、堀跡、士塁、地下式坑、土器埋納遺構、不明遺構(SX)等あるが、後章で述

べる。

遺構の年代

遺構の年代観は、調査面がほとんどの場所で1面しかなく、層位的な時期判断ができないため、主

に、出土遺物と遺構の切り合いからの判断による。時期判断する際には、以下の点に留意した。

①士坑・ピットから出土した遺物は、基本的に、最も新しい出土遺物をもって遺構の年代とした。

しかし、その出土状況や遺構の切り合いによっては、遺物とは違う年代と考える必要がある。埋

納遺物と考えられる完形に近い遺物については、その遺構の成立年代と判断した4)。出土遺物中に

主体グループとは別に時期の下る遺物が極少量含まれる場合は、主体グループの遺物をもって年

代を判断したものもある。

②掘立柱建物跡・柱穴列跡等は、遺構に所属する柱穴から出土した遺物をもって年代を判断した。

しかし､柱穴からの遺物出土量が少ないため､溝跡を含めた屋敷地としての遺構配置や主軸方位・

柱穴の切り合いによる相対的な年代判断によるところが多い。

③溝跡は他の遺構と比較すると出土遺物が多く、時期判断の材料に恵まれているが、遺構の存続期

間が長いためか出土する遺物の時期幅が大きい。基本的には、埋士の下層に近いほど成立年代に

近く、上層のものほど廃絶年代に近いと考えられる。層位的に分層出来ない場合は、主体となる

（出土量の多い）遺物群の時期幅をもって存続期間とした。また出土遺物が存在しない場合は、

相対的な年代判定のみに留めた。
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竪穴住居跡
土坑井戸跡柱列跡i

霞琢ヌー11

期

訓
ワ
鋤
期
期

０
６
５
４
３

１
く
く
く
く

缶
半
半
期
期

く
後
前
後
前
期

明
世
世
世
代
代
２

不
近
中
中
古
古
・

■
口
圏
″
■
圏
□

掘立柱建物跡 大型土坑 溝跡

※時期判定がH愛昧なものも含む

※時期判定に幅があるものについては、古い時期に含めた

図17時期別遺構数グラフ（数字は基数）

④住居跡や竪穴状遺構は出土遺物から判断できるが、炉跡や床面付近の遺物を時期判定の基準とし

た。このような遺物がない場合は、遺物の主体グループ．によって時期を判断した。

時期区分は既存の編年を用いて、1～11期に分け、さらに遺構から出土する遺物の状況を踏まえて、

図16のように細分した。

遺物の概要

今回の調査で重竹遺跡から出土した遺物は、44,923点である。その時期幅は、縄文時代～近世まで

長期間にわたるものであり、当地が長い年月の間利用されていたことを示唆している。遺物は土器・

土製品・石製品・金属製品・木製品の大きく5種類に分けることができ（図21)、この他炭化材や炭化

物、自然木、種子などが出土している。この中で最も出土量が多いのは土器であり、全体の95.0％に

及ぶ。縄文時代～近現代にいたるまで幅広い時期のものが出土している。古代以降の土器が主体で、

古墳時代以前の土器は少ない。次に多いのが金属製品であり、全体の3.4％を占めるが、この中の大半

は鍛冶関連遺物である鉄津である。ほとんどが中世・近世に属する。この他、釘などの建築材や刀子

など日常生活用尚尚が多数出土している。石器･石製品は全体の0.6％存在する。石器･石製品は縄文時

代と考えられるものの他、古墳時代・中世･近世のものが存在する。特に各地区から出土した砥石は、

鍛冶関連遺構を始め遺跡の'性格を考える上でも重要と考える。木製品は、護岸施設の一部である杭や

横木、井戸側を支えるために入れられた加工痕のある丸太、井戸跡A100の底から出土した木製品(桶

等)などA区から出土したものが多い。井戸跡A100のみに湧水がみられたように、他地区に比べて地

下水位が高いことが原因と考える。
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土器の器種分類について

先述したように、今也l出土した遺物は土器が大多数を占める。これらは遺構の年代推定の判断材料

になるとともに、特定器種の量比によって遺跡の‘性格を左右する場合もある。本調査では特に中世・

近世の遺物出土量が多く、また段丘を横断するかたちで調査を行ったことから、当時期の階層ごとに

表3重竹遺跡土器・土製品分類表1)

Ｉ
議
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鐸
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］
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祖杜懐壷

仏花瓶(花瓶I類）

仏花瓶(花瓶11hi

尊式(花)版'Ⅱ類）

腰締型(瓶子I類）
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よる集落の配置を復元できる可能性があった。そこで器種の判別が難しい細片についてもなるべく分

類を可能にするため、既存の研究をもとに分類を試みた5)(表3～5)。この分類表では、遺物の細別が

困難なものほど左側の分類が適用されることになる。遺物個別の器種設定は詳述しないが、注意すべ

きものについて以下に述べる。

須恵器

坪身は蓋受けを持つものをA類､持たないもので無高台のものをB類､有高台のものをC類とした。

坪蓋は返りをもたないものをA類、口縁の内側に返りを持つものをB類、口縁端部に返りを持つもの

をC類とした。鉢は「〈」字状の口縁を持つものをA、いわゆる「鉄鉢」といわれるタイプの鉢をB

類とした。

重竹遺跡土器・土製品分類表(2)表4

種別 器種名 細器種名 分類 用途 産地

大
窯

連
一
房
（
陶
器
）

碗

Ⅲ

盤

鉢

瓶・壷

仏飾具

香炉

水指．

建水

碗
・
湯
呑

天目茶碗

丸碗

平碗

筒形碗

小杯

端反Ⅲ

稜花Ⅲ

丸Ⅱ

折縁Ⅲ

稜Ⅲ

菊Ⅲ

内禿Ⅲ

大Ⅲ

志野丸Ⅲ

鉄絵Ⅲ

縁粕小Ⅲ

灯明Ⅲ

大Ⅲ

向付類

播鉢

徳利

小瓶

水注

茶入

仏飾具

天目茶碗

丸碗

平碗

端反碗

尾呂茶碗

腰錆茶碗

腰錆湯呑

腰折碗

鎧茶碗

鎧湯呑

刷毛目茶碗

小杯

碗類蓋

染付碗

柳?茶碗

広東茶碗

I類(輪高台）

II類(内反高台）

I類(ソギなし）

II類(ソギ入り）

I類(ソギなし）

II類(ソギ入り）

焼締タイプ。

白査系陶器タイプ。

陶胎タイプ

袴腰形

箱形

I類(輪高台）
II類(内反高台）

喫茶具

供膳具

灯火具

供膳具

調理具

貯蔵具

喫茶具

その他

喫茶具

供膳具

瀬戸美濃

神仏具

種別 器種名 細器種名 分類 用途 産地

連
一
房
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陶
器
）

Ⅱ

盤

鉢

瓶・壷

婆

鍋・釜

火鉢

十能

灯明皿

乗燭

香炉

仏鯛具

髪盟

合子

水滴

戸車

卸Ⅲ

灯明Ⅲ

丸Ⅱ

志野丸Ⅲ

反Ⅲ

折縁Ⅲ

折縁鉄絵Ⅲ

輪禿Ⅲ

壁Ⅲ

摺絵Ⅲ

菊Ⅲ

鉄絵Ⅱ

染付Ⅲ

三足盤、水

盤

大Ⅲ

馬の目Ⅲ

大平鉢

向付類

揺鉢

片口鉢

練鉢

徳利

有耳壷

浬瓶

小瓶

花瓶

花生

水妻

半胴婆

銭妻

土鍋

行平鍋

土瓶

茶釜

火入

瓶掛

油Ⅲ

受Ⅲ

袴腰形香炉

箱形香炉

1
油Ⅲ

受Ⅲ

仏花瓶

僧型

I類(袋状）

II類(Ⅱ状）

調理具

灯火具

供膳具

貯蔵具

調理具

祭而B具

貯蔵具

調理具

喫茶具

暖房具

灯．火具

神仏具

化粧具

貯蔵具

文房具

その他

瀬
戸
美
濃
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表5重竹遺跡土器・土製品分類表(3) 白査

灰粕陶器について白査という用語を用い

た。

白査系陶器

白査に続いて生産が行われ、その系譜を引

く陶器の一群である山茶碗を白査系陶器とし

た。また胎士が精良な東濃産の製品と考えら

れるものについて北部系6)、胎土が粗で大粒

な砂粒が含まれる瀬戸以南の製品と』思われる

ものについて南部系という用語を用いて分類

した。

大窯

大窯製品のうち、灯明Ⅲについて以下の分

類を行った。おもに大窯1～3期に焼締タイ

プ・白査系陶器タイプ、大窯4期に陶胎タイ

プが含まれる。

焼締タイプ…………無粕で灰色の繊密な胎

土を有するもので、内面には同心円状の工具

による回転ナデ痕が残る。

白査系陶器タイプ。…無粕で形態的には焼締

タイプと同様な形態をとるが、胎士・焼成が

白査系陶器に類似するもの。

陶胎タイプ…………焼締ではなく、錆粕が

施粕されるもの。

中国陶磁器

既存の研究をそのまま用いて分類作業を

行った(註9参照)。観察表には参考にした形

態分類の著者名を付して掲載した。

土師器（古代）

古代に属する土師器の妻の内、赤褐色系の

精良な胎土を有し、口縁部形状・内外面の調

整に特徴がみられる一群をA類、胎土が粗で

黄褐色系の胎士をもつ器壁の薄い一群をB類

とした7)。焼塩土器は、重竹遺跡の発掘事例に

おける吉田氏の画期的な見解から認識が深

まった土器8)であり、今回の調査でも174点を

焼塩土器として抽出した。堀氏の針田遺跡に

種別 器種名
細器種名

名称 備考
用途 産地

連房

(磁器）

染付碗

染付皿

瓶

ノム宋余ｲ宛

丸碗

端反皿

小瓶

供膳具

神仏具

瀬戸美濃

常滑

片口鉢

壷

妻

三筋壷

近世有り

調理具

貯蔵具
常滑

信楽 壷 貯蔵具 信楽

唐津

碗

皿

口

供膳具 唐津

肥前

碗

皿

刷毛目茶碗

染付碗

染付皿

紅皿

供膳具

化粧具

肥前

産地不明

中世陶器

壷

妻
貯蔵具
美濃

須衛？

産地不明

近世陶器
厘鉢 厘鉢 窯道具

中
国
陶
磁
器

青磁碗

青磁皿

青磁盤

磁
炉
青
香

白磁碗

白磁皿

白磁杯

白磁

四耳壷

白磁合子

青白磁

小壷蓋

青白磁合子

青白磁皿

染付碗

染付皿

染付杯

稜花皿

flj花文皿

櫛描文皿

供膳具

貯蔵具

神仏具

供膳具

中国

土師器
(古代）

妻

焼塩土器

暗文土器

長胴婆A

長胴妻B

清郷型

焼塩土器

暗文土器

口縁端部面取り、胎土密

所謂濃尾型長胴萎
調理具

供膳具

土師器

(中世）

皿

杯

鍋・釜

小皿

柱状高台皿

脚高高台皿

脚付皿

脚台付皿

土師器皿

灯明皿

脚高高台杯

伊勢型鍋

内耳鍋

羽付鍋

茶釜

ロクロ土師器

ロクロ土師器

ロクロ土師器

ロクロ土師器

ロクロ土師器

手提

手握

ロクロ土師器

供膳具

灯火具

供膳具

調理具

喫茶具

その他

瓦

錘

土鈴

土人形

軒丸瓦

軒平瓦

平瓦

土錘

陶錘

犬形

その他

神仏具
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外面調整
A横ナデ

B指頭による器形調整

C未調整もしくは不明

A1一段のナデ

A2二段のナデ

A3口縁部のナデ

B1底面の指頭調整B2胴部の指頭調整

B3口縁部の指頭調整

C1手の雛の痕跡が明瞭に残る

C2わずかに指頭痕が残る程度

内面調整
D横ナデE一方向ナデ

F口縁部と底部を区別し

ないナデ

D1ナデ抜きありD2ナデ抜きなし

D3口縁端部のみ E一方向のナデ

F1弧状F2直線的

F36の字F4不定方向

形態a～c断面形態
d～f平面形態

a底部と胴部の境が明瞭

b底部と胴部の境が不明瞭

c片側のみ底部と胴部の境が明瞭

d円形d楕円形

d三角形

図18土師器皿の調整による分類模式図

おける分類9)のように厚手･薄手の2タイプ･がみられるようであるが、胴部破片が大半であることや個

体数の少なさから特に分類を行わなかった。

土師器（中世）

古代後期～中世後期までみられる回転台を用いて作られた素焼きの土器について、ロクロ土師器と

いう用語を用いた｡手握ねの土師器Ⅱについては､既存の研究による分類'0)を参考にしつつ出土品を観

察し、主に製作技法をもとにして図18のように分類を行った。なお、今回出土した土師器Ⅲの詳細に

ついては第4部第1章第1節に記述した。土師器Ⅲの内、明らかに煤が付着し、灯火具として使用さ

れていたと考えられるものについては、灯明Ⅲに分類した。

土器の年代観について

本調査成果の時期設定を行うため、既存の土器編年の対応を行い、11期に分類した(図16)'1)。この

中には、編年の対応関係を言及した論考を手に入れることが出来なかったため、西暦をもとに併行関

係を示したものも含まれる（②．③．⑤)。なお、本文中で時代名称を記述する際には「時期区分名称」

の欄に示した名称を用いた。

1．2期については出土遺物が少ないため、詳細な分類は避けた'2)。3．4期は猿投･美濃須衛窯の

編年を基準とした'3)。5．6期については白査系陶器の編年を基準としたが、北部系.南部系の対応関

係は藤津氏の論考を参考にした。底部破片を分類する場合は、図19で述べた分類にしたがった。7～11
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※本図は小野木学の原案を元に長谷川が作成した。なお、これらの特徴は
遺物カウントの目安として記録したものである。

白蓋系陶器の分類

南部系白姿系陶器 北部系白姿系陶器

'j窯'式i｝1第3型式

《
ロ

吉
画 有 特徴

高台径 7.5～8.5
cm

ゴ

高台は高く、外
面が直立気味の三

角高台。
回転糸切り痕は

ナデ消しが多い。

雷
窯l式 矢戸上野2

ム
ロ

言
固 有 特徴

高台径 7．6～8.5
cm
高台は高く、外
面が直立気味の三

角高台。
回転糸切り痕は

ナデ消しが多い。

雪
窯式 第4型式

ム
ロ

言
画 有 特徴

高台径 7.5～8．0
cm
高台は外側が直
立気味～内傾、内
側がかなり内傾す

る三角高台。

霞
窯式 谷狭間2

ム
ロ

言
画 有 特徴

高台径 6．6～8.0
cm

Ⅳ

高台端部が外側

に「ハ」字状に開
く。または台形を
呈する。

＝ ’
窯式 第5型式

嵩台 有 特徴

高台径 6.5～7．5
cm

弓

底部・胴部内面
は緩やかにつなが

る。高台は低い。

＝
窯式 浅間窯下～窯洞1

高台 有 特徴

高台径 5.6～6．5
C、

ゴ

底部が肩平で厚

手。高台は低く、
底部との接合面積
が広い。

＝ ，
窯式 第6型式

高台 有 特徴

高台径 6.1～6.5
cm

ゴ

底部内面外縁に
は明瞭な窪みがあ

る。底部内面に静
止指ナデ調整。

手 ’
窯式 白土原1

《
画

一
巨
同 有 特徴

高台径 5.1～6.0
cm

ゴ
－

底部内面外縁に
明瞭な輪状のくぼ

みがある。

＝
窯式 第7型式

墨
画

曲
書
画 有 特徴

高台槽5．1～6．0b

cm

呈

底部内面と胴部
内面の境に角ゴテ

痕あり。

＝
窯式 明和1

《
ロ

言
同 有 特徴

高台径 4．6～5．5
cm

_ゾ

底部内面の静止

指ナデが顕著にな

る。高台の幅が次
段階よりも広い。

＝
窯式 第8型式

《
ロ

言
画 鉦

〃、、、 特徴

底径 5.1～6.0
cm

ゾ

無高台

窯式 大畑大洞4

ム
ロ

吉
向 有 特徴

高台径 4．1～5.0
cm

望

底部内面の静止

指ナデが顕著にな

る。高台の幅が前
段階よりも狭い。

窯式 大谷洞14

今
回

雷
同 有 特徴

高台径 3．6～4.5
cm

ぎ

底部内面全体が
窪むものと窪まな

いものがある。高
台は底部周縁にあ
る

窯式 大洞東1

ム
ロ

｛
軍
同 有 特徴

高台径 3.0～4．0
c、

ゴ
’

高台が底部周縁
より内側に入る。
底部内面全体が窪
む。底部内面の静
止指ナデは無いも
のが多い。

言

窯'式 脇之島3

《
ロ

吉
向 鉦

〃、、、 特徴

底径 3.1～4.5
cm

一

無高台 一

窯式 生田2

《
口

言
向 鉦

〃､､、 特徴

底径 3．1～4.5
cm

一

無高台。焼成不
良のため胎土が灰
黄色～黄色を呈す

る。内面のコテナ
デ痕が顕著。
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図20瀬戸美濃産摺鉢の分類(15～19世紀）

究紀要」X瀬戸市歴史民俗資料館

輯（財）瀬戸市埋蔵文化財センター
陶磁史篇』六瀬戸市史編慕委員会
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ゴ
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期については、近年行われている大窯・連房期の瀬戸美濃窯の研

究成果をもとに分類を行った'4)｡また6c期以降安定して出土している瀬戸美濃産の播鉢ついて､図20

のような分類を行って時期判定の基準とした'5)。

鍛冶関連遺物の分類

今凶の調査では、全地点から鍛冶関連遺物が出土している。中でもE区の大型土坑(E780等）から

は、鉄津・砥石・輪の羽口がまとまって出土しており、鍛冶に関連する遺構と推定した。今回出土し

た鍛冶関連遺物(砥石を除く）の出土量は1094点、21061.5gに及ぶ。鍛冶関連遺物の分類は、まず肉

眼観察によって輪の羽口、鉄津、鉄製品（鋳造鉄塊）等を分類し、次に強力磁石を用いて酸化してい

ない鉄の含有の有無を確認した。さらに鉄棒の形状によっても分類を行った'6)。以下に分類を示すが、

発掘調査の段階で、遺構埋土中に含まれる粒状樺や鍛造剥片等の微細遺物を水洗選別等で抽出する作

業を怠ったため、ここでは言及しない。
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鉄津の分類

鉄津I磁石に反応するもの

A椀形鍛冶津…楕円形に近い平面形をもち、片面がくぼむか平坦面であり、もう片面が緩

やかに弧を描いて椀形を形成するもの。2段になったものも存在する。

B椀形以外

a磁'性が強く錆に覆われており、放射状の亀裂が見られるもの。外形は球状になるも

のが多い。津ではなく、いわゆる鉄塊系遺物。

ba以外で鉄の含有量が少ないと考えられるもの。

Ca以外で鉄の含有量が多いと考えられるもの。黒色のメタル質が露出しているもの

がある。

d再結合津17)と考えられるもの。

II磁石に反応しないもの

A高熱によりガラス化した粘土等にレキなどが付着したもの。

B完全な酸化鉄と考えられるもの。

輪の羽口A土製B石製

砥石の分類

今回の調査では、各地区から中近世のものと考えられる砥石が76点出土した。京都の鳴滝産を始め

各産地から全国に砥石が流通しており'8)、その石質によって荒砥.中砥.仕上砥の3種類に分けること

が出来、産地も確定することが可能である。また、砥面の形状から、鎌などの農具の刃先を整えるた

めの手持砥石か、平坦な面に置いて使用する置砥石かを判断した。実測図については、図26で示した

要領で砥面と加工痕について記載した'9)｡なお砥石についての詳細については､第4部第1章第3節に

て記載した｡なお､同時期に流通する石製品として硯が知られているが､今回の調査では5点出土した。

表7各地区から出土した砥石・硯

種別 A区 B区 C区 D区 E区 F区 G区 H区 I区 総計
仕上砥 4 2 2 2 6 0 2 2 1 21

仕上砥か 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

中砥 0 0 0 、 0 3 2 3 2 10

中砥代用か 0 1 1 1 0 1 1 ‘ 0 5
荒砥 0 3 1 1 8 5 15 3 3 39
硯 0 3 0 0 1 0 1 0 0 5

総計 4 9 4 4 15 9 22 8 6 81

砥石・硯以外の石製品について

石製品の実測作業・観察表作成（掲載分）は㈱アルカに委託して行った。ここでは、遺物観察表に
ついて、㈱アルカの業務報告書をもとに掲載する。

「器種」：㈱アルカが行った器種分類をもとに記載した。

「石材」：肉眼観察によって鑑定を行った。基本的に岩石学的名称を用いているが、「下呂石」につ

いては、考古学的に一般に用いられている名称であるためそのまま使用した。

「残存率」：石器の破損状態について記載した。わずかな破損で考古学的な誤差の範囲である場合
は、完形として扱った。



第2節遺構・遺物の概要37

’

言鶏蟻
Cこう謡撒分析遺物s間

－

Cこう’

椀形鍛冶津

A1出土（分析遺物STA-1)

藤棚10cm

鋳造鉄片

E747出土（分析遺物STE-13)

図24鍛冶関連遺物

その他の地区

破片数

E区

破片数 重量
1000点 150009 20点

20口鉄津
15■羽口15

12000800
1010

55

9000600

00
A BCDFGH

重量

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
０
５
０
０

３
３
２
２
１
１
５
０

3500g

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

6000400

3000200

00
C DFGH

(左：破片数、右：重量）

‐AB

地区別鉄津・羽口出土量図25

’

を表す砥面

矢印

一鱗H一一弐
・・.".*・・

砥面を表す

稜線

／

’
湖織
IIIII-II~-、 、

説破損を示す砥面範囲を示す

｢ピケ」「ピン」
一

（ノ

匡刈
一

『
～も

*：il‘｝生産地加工痕消費地加工痕"I

荒砥石（下端が破損している場合）仕上砥石（下端と裏面が剥離している場合）

図26砥石の実測図

■



38第3章調査結果の概要

「刃部属性」：刃部を形成している辺の状態（使用痕等)、もしくは刃部加工の剥離技術について記

載した。微細剥離が見られた場合には「MF」と記述した。

「形態形成加工」：石器の形を作るための剥離技術を記載した。剥離技術については後述する。

「素材技術」：剥片石器の素材剥片を剥離した剥離技術について記載した。

「素材形態」：石器の素材を記載した。剥片石器の場合で、剥片の形態がわかる場合には、「縦長剥

片｣、「矩形剥片｣、「横長剥片」とし、剥片の形態が不明の場合は｢剥片」と記載した。

なお、「矩形剥片」は剥片の長さと幅がほぼ同じ程度の剥片形態を示す。

「計測値」：実測図で計測した最大長、最大幅、最大厚、重量について記載した。計測方法は、『石

器研究法」（竹岡俊樹著1989言叢社）に準拠した。

※剥離技術について

石を割る手法のことで､ハンマーを持つ右手の技術と石持つ左手の技術である｡具体的にはハンマー

の種類と身振りの組合せで記述される。なお、この記述法は『石器研究法』（前掲害)の記述を基本に

し、剥離面の物理的性質を「ハンマーの種類」と「身振り」に翻訳した記号で記述される20)。属'性表中

の記号は「ハンマーの種類」と「打撃の種類」を示し、この順番に記述されている。以下に凡例を示

す。

・HP：ハードハンマーの押圧剥離。

．HI：ハードハンマーの間接打撃。

．HD：ハードハンマーの直接打撃。

．SP：ソフトハンマーの押圧剥離。

．ST:ソフトハンマー（弾'性変形するハンマーであるが、その変形度合いが通常のソフトハン

マーよりも弱いハンマー）の押圧剥離。

．nS'P：ハンマーの径（剥離面の打点部の径）が1～2mm以下のものによる押圧剥離。

．SI：ソフトハンマーの間接打撃。

．SD：ソフトハンマーの直接打撃。

．S'D:ソフトハンマー（弾性変形するハンマーであるが、その変形度合いが通常のソフトハン

マーよりも弱いハンマー）の直接打撃。

・HvD：ハードハンマーの垂直打撃

【ハードハンマーとソフトハンマー】の区別について21）

ハードハンマー：石器よりも硬く、衝撃によって変形しない工具（ハンマー)。

ソフトハンマー：石器に当たったとき、その衝撃によって変形する工具（ハンマー)。

金属製品・木製品

今回の調査では、金属製品が347点、木製品が125点出土した。金属製品は大半が中近世に属する遺

物と考えられるが、一部古代の遺構から出土したものが含まれる。出土地区ではE区が最も多く、鍛

冶関連遺構内からも多くの製品が出土している。器種は釘が最も多く、様々な遺構からの出土がみら

れる(第7章第3節参照)。木製品は、溝跡A1などから検出した杭が大多数を占める。その他の製品

は、井戸跡A100の底面付近から出土したもののみである。なお、杭については第4章のA1の項で詳

述した。
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表8各地区から出土した石器・石製品

|’

※剥片（ブレーク・チップ）・砥石は除く

各地区から出土した金属製品表9
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1)篠原氏は、重竹遺跡B地点（篠原英政編1984前掲）の報告書に

おいて「形状が円形ないし方形を呈し、長短軸ともに1m前後

の規模を有するもの」を「土坑A」というタイプに分類してお

り、まとめの中で｢A類のほとんどは墓坑とみてほぼ誤りない」

としている。

2）篠原氏は、重竹遺跡B地点（篠原英政編1984前掲）の報告書の

中で､今回の調査で竪穴状遺構と分類した遺構を土坑B類とし、

これらの諸説を挙げている。なお鍛冶関連遺物が出土したもの

について、「鍛冶生産にかかわるものもあろうかと考えられる

が、それを決定する根拠を得ていない」としている。

3）カマドの部位名称については、図27のように記述した。

4）可児市柿田遺跡では、掘立柱建物の柱を抜き取ったのち、その

抜き取り穴に遺物を埋納した事例がある。この場合遺物は、遺
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谷旬1982「古代東国のカマド」『研究紀要」7
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5）ここで用いた用語は以下の文献等を参照した。

須恵器

賛元洋2000「猿投窯．湖西窯出土須恵器の主要器種分類」『須恵器生産の出現と消滅」第1分冊第1回東海土器

研究会

尾野善裕2000「猿投窯出土須恵器の主要器種分類」同上

白蓋

斉藤孝正1995「東海地方の施粕陶器生産」「須恵器集成図録」第3巻東日本編

古瀬戸

藤津良祐1997「中世瀬戸窯の動態」「研究紀要」第5輯財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター

金子健一1996「古瀬戸の鍋・釜」『鍋と妻そのデザイン』第4回東海考古学フォーラム東海考古学フォーラム

尾張大会実行委員会

大窯

藤津良祐2002「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」「研究紀要」第10輯瀬戸市埋蔵文化財センター

連房

藤津良祐1998「第一章第九節近世瀬戸村の窯業生産」『瀬戸市史j六瀬戸市史編纂委員会

藤津良祐1998「第二章第六節近世赤津村の窯業生産」同上

産地不明近世陶器

金子健一1996「尾張・三河地方の近世陶器煮沸具」「鍋と饗そのデザイン」前掲

中国陶磁器

横田賢次郎・森田勉1978「太宰府出土の輸入中国陶磁器について」「九州歴史資料館研究論集」4

森田勉1982「14～16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究」第2号日本貿易陶磁研究会

上田秀夫1982「14～16世紀の青磁碗の分類」同上

小野正敏1982「15,16世紀の染付碗、皿の分類とその年代」同上

土師器（古代）

城ヶ谷和広1996「東海地方の古代煮沸具の様相と諸問題」『鍋と髪そのデザイン』前掲

土師器（中世）

鈴木正貴1996「総論－東海地方の中世から近世の車夫津具の様相と諸問題一」同上

八峠興2001「柱状高台考」『中世土器研究論集一中世土器研究会20周年記念論集一」中世土器研究会

降矢哲夫・佐々木満・山下孝司「山梨県内における中世の土器様相について」同上

6）北部系とした中には、美濃須衛産(付編洞雲戸遺跡参照）と思われる個体が少なからず存在していた。しかし筆者
の力量不足から、細片については分類を行うことができなかった。

7）この分類は、重竹遺跡B地点の報告に従っている（吉田英敏1984[B地点I調査の概要」『重竹遺跡－その3－」
関市教育委員会)。また内堀氏・井川氏は、中濃地方では6世紀から丸底髪(A類）と平底雲(B類）の2系統あ

ることを指摘しており（内堀信雄･井川祥子1996「美濃における古代土師器煮炊具の様相」「鍋と髪そのデザイン」
前掲)、重竹遺跡B地点の分類もこれにあたると思われる。

8）吉田英敏1984TB地点5.考察」「重竹遺跡一その3－』関市教育委員会

9）堀正人2001「第5章考察．まとめ」「針田遺跡・東坪之内遺跡・田中浦遺跡」側岐阜県文化財保護センター

10）小野木学1997「美濃地方における中世前期の土師器皿の様相」「美濃の考古学」第2号美濃の考古学刊行会

井川祥子1997[15世紀後半から16世紀前葉の土師器Ⅲ－中濃地域を中心として－」同上

11ここで用いた編年表と時期の対応関係については以下の文献を参照した。

①～②（須恵器・白査）

斉藤孝正1995「猿投、美濃、美濃須衛窯編年と他窯編年対比表」「須恵器集成図録』第3巻東日本編I
②（白査系陶器）

山内伸浩2001「第9章第1節山茶碗窯の編年的な位置付け」「北小木北小木古窯跡群第2次発掘調査報告書』第
二分冊多治見市教育委員会

③（白蓋系陶器）

藤津良祐1994「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第3号三重県埋蔵文化財センター
④（古瀬戸と白査系陶器の併行関係）

藤津良祐1997「中世瀬戸窯の動向」『研究紀要』第5輯瀬戸市埋蔵文化財センター
⑤（常滑）

中野晴久1995Till-9-C2]常滑・渥美」『概説中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編真陽社
⑥（大窯）

藤津良祐2002「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」『研究紀要」第10輯瀬戸市埋蔵文化財センター
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⑦（連房）

藤津良祐・岡本直久2002「江戸時代の瀬戸窯業」「財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター企画展図録江戸時代の瀬

戸窯」瀬戸市埋蔵文化財センター

12）当時期の土器については、「第10回東海縄文土器を観る会」の参加者に土器を実見して頂き、ご指導・ご教示を

賜った。

13）各務原市教育委員会の渡這博人氏に土器を実見して頂き、ご指導・ご教示を賜った。

14）㈱瀬戸市埋蔵文化財センターの藤津良祐氏に瀬戸美濃窯製品について実見していただき、ご指導･ご教示を賜った。

15）今回の分類は、瀬戸窯を中心に扱った論考を参照したため、美濃窯産のものについては、多少異なるものも存在す

ると考えられる。特殊な事例については、その都度見解を記述する。

16田口勇・穴津義功1994「本研究関係用語解説」『国立歴史民俗博物館研究報告」第59集国立歴史民俗博物館を参

考にした。また㈱九州テクノリサーチの大津正己氏に鍛冶関連遺物を実見していただき、ご指導･ご教示を賜った。

17「鍛造鉄片や材料鉄を荒割りするおりの細かい鉄が堆積し、踏み固められるなどして固まったもの。金床石などの

周辺によく見られ､鍛冶作業を行っていた場所を特定する手がかりとなる。また鍛練鍛冶を行っていたことを示唆

する｡」（田口勇・穴淫義功1994上記）

18)汐見一夫2001「石製品の流通一砥石と硯の流通」『図解・日本の中世遺跡」東京大学出版会

19）以上の石材鑑定･観察方法･実測方法については、汐見一夫氏から指導を受けた。（参考：汐見一夫他1997『由比ヶ

浜中世集団墓地遺跡発掘調査報告書』由比ヶ浜中世集団墓地遺跡発掘調査団）

20)この記述法は角張淳一氏(㈱アルカ）によって初めて用いられた方法で、石器の理解には非常に有効であることが

確かめられている。（角張淳一2000｢続石器研究の感想」『東京考古｣18,200｢石器研究の展」『利根川｣23,2003｢講

義2角張淳一氏｢剥片剥離技術の検討および石器実測図の評価｣」『平成14年度愛知県埋蔵文化財センター年報｣愛

知県埋蔵文化財センター)。

21）太田公彦2003「ハンマーと石材の関係について」「アルカ研究論集」第1号（㈱アルカホームページ「石器の考古

学(aruka@aruka.co.jp)」に掲載している「ハンマーと石材の関係について」というレポート）
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第4章中近世の遺構

中世・近世（5～10期）に属すると判断した遺構は、掘立柱建物跡、柱穴列跡、大型土坑、溝跡の

他、士坑・ピットが多数ある。士坑・ピットに関しては出土遺物が少なく、明確にこの期のものと判

断できる遺構は少ないが、今回検出したものの大多数がこの時期に属すると考えられる。すべての調

査区からこの時期の遺構を検出しているが、中心となる年代や遺構の様相は各地区ごとに異なり、大

き<A～C区とD区束・中央調査区、D区西調査区．E区．F区、G区．H区北調査区、H区南調査

区・I区の4ケ所に分けることができる。遺構群の変遷については第4部第1章第1節に譲り、以下

に概要を述べる。

A～C区とD区東･中央調査区は、近世の郡上街道であったと推定される国道156号線や、白山信仰

に関わる古道である県道関美濃線に挟まれた場所である｡遺構の中心となる年代は6c～8期であり、

国道156号線付近では10期の遺構も多く見られた。検出した遺構は、掘立柱建物跡、柱穴列跡、大型土

坑、溝跡、井戸跡などがある。これらの遺構群は、溝によって整然と区画された内部に配置されてお

り、当時の屋敷地としての景観を想起させる。区画の一部には、堀とそれに伴う士塁もあり、格の高

い居住者の存在をうかがわせる。道路として使われたと考えられる空閑地や道路そのものと思われる

硬化面も存在し、先の2本の旧道と合わせて、道路を区画の基準とした計画的な空間配置がなされて

いたと考えられる。また、区画の一角から、岐阜県では検出例の少ない地下式坑を検出した。他に土

坑やピットも多数存在するが、下位段丘で多数見られる円形・方形の定型的な土坑群は、中位段丘上

では少数であった。C区の西側に集中する士坑群や、堀跡(C71)の埋土上層からは、投棄されたと

思われる10期の遺物が多量に出土している。

D区西調査区．E・F区からは、5期～6期を中心とする遺構を検出した。遺構には掘立柱建物跡、

柱穴列跡、溝跡、大型土坑、井戸跡などがある。他に土坑やピットも多数存在し、円形・方形の定型

的な士坑群が調査区全体に分布する。この他に鍛冶関連遺構や地下式坑、土器埋納遺構など特殊な遺

構を検出した。中位段丘上の遺構ほど整然としてはいないが、溝による区画（道路含む）とそれに伴

う屋敷地と考えらる。墓の可能性が高い土坑群は一時期のものではなく、長期間に渡って調査区全体

に配置されたものと思われ、土坑のみが集中した場所も存在する。

G区．H区北調査区は、重竹遺跡B地点の南側に接しており、遺構の様相もほぼ同様である。特に

重竹遺跡B地点から検出された溝跡を同じ方位で検出し、B地点南側の遺構群の一部と考えてもよい

と思われる。遺構には、掘立柱建物跡、柱穴列跡、溝跡、大型土坑があり、ピット・土坑も調査区南

側を中心に多数存在する。遺物の出土量は狭い面積ながら、5期～7a期までの遺物が多数出土して

いる。特に低位段丘には少ない古瀬戸・大窯製品が集中して出土している点が注目される。また、中

世のものと考えられる瓦や、出土例の少ない古瀬戸製品の狛犬が出土しており、格の高い屋敷や宗教

施設の存在がうかがわれる。

H区南調査区・I区においては、北側のG区．H区北調査区に比べて明らかに遺構・遺物の密度が

減る。遺構には掘立柱建物跡、溝跡、大型士坑があり、ピット・土坑も多数存在するが、種類が異な

る遺構の重複が少ない。遺物は、5期の後半から6期にかけてのものにほぼ限定され、他地区に比べ
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て短期的な様相を示す。また1715溝跡以南には明確な遺構が存在せず、当時の居住域の南限を示して

いる可能‘性がある。

以上、中近世の遺構群が、調査区全域において様相を異にしながら存在する様子を述べた。事項で

は、各遺構ごとの詳細を示す。

掘立柱建物跡

中世･近世に属すると考えられる掘立柱建物跡は52棟存在する（図29～31)。中位段丘･低位段丘上

ともにみられるが、掘立柱建物跡が立地する場所はある程度集中している。A・B．D区束調査区で

は、区画溝をともなった居住域と空閑地の配置が意識されている。G区．H区北は、調査区が狭い関

係上、掘立柱建物跡を多く検出することはできなかったが、ピットの集中度や溝跡の配置から考える

と屋敷地の区画が行われていた可能性は高い。その他の地区でも溝跡と掘立柱建物跡の主軸方位が併

行あるいは直交する場合が多く、区画が意識されていた可能性は高い（図28)。

以下に各掘立柱建物跡の様相を述べる。掘立柱建物跡の桁行･梁行･柱間･柱穴の法量などの属'性・

計測値と想定時期は、一括して表10～11に記載した。また出土遺物については、土坑については表

23～32、その他の遺構については表68～75に記載した。なお掘立柱建物跡の時期については、出土遺

物や遺構の切り合いから推定したが、基準となる出土遺物の大半が細片であることから、詳細な時期

は限定できないものが多い。なお、時期が推定できない掘立柱建物跡についても、中近世の掘立柱建

物跡の項に含めて記述した。

図28中近世掘立柱建物跡・柱穴列跡・溝跡の主軸方位
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遺構名
地
区
グリッド
東西

グリッド
南北

桁行
柱間数

梁行
柱間数
棟方向 柱形式 推定時期 備考

SHI A ARAS 4－6 5 2 南北棟 側柱 7期 根石・礎盤のある柱穴あり

SH2 A AQ-AR 2－4 4 (2) 南北棟 側柱 7期 庇付き

SH3 A AS-AT 2 2 1 南北棟 側柱 7期

SH4 A BR-RD 3 (6) (1) 東西棟 側柱 7期

SH5 A AQ-AR 2－3 2 (1) 南北棟 側柱 6b～6c期 庇付き？

SH6 A AP-AQ 1 (2) 2 南北棟 側柱 8期

SH7 A AQ-AR 3－4 3 (1) 南北棟 側柱 6b～6c期

SH8 A AQ-AR 2－3 (2) 2 東西棟 側柱

SH9 A BB-BC 2－3 (2) 1 南北棟 側柱 6c期 大型土坑A4と同じ時期か？

SH10 A AQ-AR 4 3 (1) 南北棟 側柱 6b～6c期

SH11 B BT-CC 6－7 4 2 東西棟 側柱 6c期以前

SH12 B CD-CF 6－7 4 (1) 東西棟 側柱 6c～7期 根石・礎盤のある柱穴あり

SH13 B CE-CF 7－9 (4) (4) 東西棟 総柱 6c期以前 桁・梁ともに推定

SH14 B BO-BQ 10 5 (2) 東西棟 総柱 7b期 礎盤あり

SH15 B BP-BP 10 4 (1) 東西棟 側柱 8b期

SH16 B BOBQ 10 4 (1) 東西棟 側柱 8期

SH17 ， DG-DH 14 2 1 東西棟 側柱 6c期以前 SH18と主軸が近い

SH18 ， DG-DH 15-16 2 1 南北棟 側柱 6c期以前
東西に張り出しあり、井戸跡D6に
切られる

SH19 ， DGDG 16-17 (2) (1) 南北棟 側柱 6c～7a期

SH20 ， DJ-DT 16-17 2 2 南北棟 側柱 6c期

SH21 ， DJ-DT 17 (1) (1) 南北棟 側柱

SH22 ， DO-DO 16-17 (2) 2 東西棟 側柱 6c期以降

SH23 ， DO-DP 16-17 (3) 2 東西棟 側柱 6c期

SH24 ， DQ-DS 16-17 (3) 2 東西棟 側柱 7期

SH25 ， DQ-DR 17-18 (1) 2 東西棟 側柱 7期

SH26 ， EEFF 18-19 2 2 南北棟 側柱 6c期 D430の卜屋

SH27 ， EE-EE 17 (2) (1) 南北棟 側柱 6c期 主軸がSH26に似る

SH28 E EL-EL 19 1 1 東西棟 側柱 6c期

SH29 E EK-EL 19-21 2 2 南北棟 総柱 6c期

SH30 E EM-EN 19-20 (3) 3 東西棟 側柱 6c期 石がつめこまれた柱穴あり

SH31 E EM-EN 20 (3) 1 東西棟 側柱 6a期

SH32 E EN-EO 17-18 2 1 南北棟 側柱 6c期

SH33 E ER-ES 19 3 1 東西棟 側柱 6a期

SH34 E ET-FA 20 2 1 東西棟 側柱 6c期 庇付き

SH35 E ET-FA 20-21 2 1 東西棟 側柱 6c期 庇付き

SH36 E FB-FC 19 (3) (1) 東西棟 側柱 6a期
SH37 E EM-EM 19-20 2 2 南北棟 側柱 6a期

SH38 F FG-FH 23 3 1 東西棟 側柱 6c期

SH39 F FF-FG 23-24 2 1 南北棟 側柱 6c期 F681の卜屋

SH40 F FO-FP 25 ？
● (2) 南北棟 不明 6a期 庇付き？

SH47 F GC-GC 27 2 2 南北棟 側柱 5c期以前
SH48 F GC-GD 27-28 2 2 南北棟 総柱 5c期以前
SH50 F GB-GB 21-22 (2) (2？） 東西棟 側柱 5c～6a期 F375内にも柱穴？
SH51 F GH-GI 24-25 (1) 1 東西棟 側柱 5c～6a期
SH53 F GQ-GR 31-32 (2) 2 南北棟 総柱 5a～5b期
SH54 F FG-FH 20 3 (1) 東西棟 側柱 6c期
SH61 H GQ-GQ 95 (1) 2 東西棟 総柱 6a期
SH62 H HC-HE 76-78 (2) 2 東西棟 総柱 6c期
SH55 I GMGO 99 (3) 2 東西棟 側柱 6a期
SH56 I GL-GM 98-99 (2) 2 南北棟 側柱 6a期 根石・礎盤のある柱穴あり
SH57 I GL-GM 101 (3) 2 東西棟 側柱 6a期
SH58 I GN-GO 101-102 2 1 南北棟 側柱 6c期
SH59 I GF-GG 113-114 4 1 東西棟 側柱 6a期
SH60 I GF-GG 113-114 2 1 東西棟 側柱 6a期



表11 中近世掘立柱建物跡計測表

遺構名
桁行長
m)
梁行長
(m)

平面積

mo

SHI 12．42 4．78 59．37

SH2 9．08 (4.62）
SH3 3．02 2．22 6．70

SH4 (10.66） 2.70)

SH5 7．10 (2.56）
SH6 (4.88） 4．48

SH7 5．06 4.50)

SH8 (6.58） 4．36

SH9 (5.56） 4．30

SH10 6.30 (5.50)
SHU 10.70 (5.16）
SH12 11.60 (3.96）
SH13 7．96 (7.85）

SHU 9．66 (5.80）
SH15 7．22 (4.58）
SH16 9．48 (5.26）
SH17 6．04 2.90 17．52

SH18 4.90 2.00 9．80

SH19 (6.82） (4.12）

SH20 5.10 3．78 19．28

SH21 (2.94） (2.00)
SH22 (6.60） 3.50

SH23 (7.00） 3．02

SH24 (8.20 3．74

SH25 (3.26） 2．94

SH26 5．76 4．32 24．88

SH27 4.50 (2.20）

SH28 3.04 2．96 9.00

SH29 6．54 5．96 38．98

SH30 (10.56） 7．40

SH31 (6.40） 3．62

SH32 3．68 2．20 8．10

SH33 7．52 3．70 27．82

SH34 7.40 3．22 23．83

SH35 6．82 3．90 26．60

SH36 (6.30) (3.40）

SH37 5．72 4．62 26．43

SH38 5.60 3．42 19.15

SH39 2．38 1.40 3．33

SH40 4．14 (1.48）
SH47 3.04 2．12 6．44

SH48 5.06 3．18 16.09

SH50 4．64 (4.14）

SH51 (2.80 2．94

SH53 (5.86） 6．06

SH54 5.50 (1.80)

SH61 (2.63） 4．55

SH62 (6.53） 6.00

SH55 (9.68） 4．06

SH56 (6.20） 4．24

SH57 (5.78） 2．98

SH58 4．56 3.20

SH59 (4.04 4.40

SH60 4．66 3．56 16．59

柱穴平均サイズ(m)

長軸 短軸 深さ

0.49 0.43 0．34

0.53 0.35 0．42

0．27 0．22 0.17

0．30 0．27 0.32

0.32 0．31 0．13

0.45 0．38 0．21

0.39 0.28 0．35

0．45 0.39 0.45

0.56 0．42 0．47

0．49 0．33 0.34

0．34 0．24 0．23

0.83 0．70 0.54

0.37 0.30 0．36

0.62 0.46 0.45

0.48 0．44 0．48

0.52 0.44 0.37

0．21 0．20 0．11

0．35 0.28 0．38

0．34 0．26 0．22

0.37 0．35 0．37

0．40 0．36 0．42

0．48 0.34 0.32

0．34 0.32 0．24

0．64 0.62 0.49

0．26 0.25 0．34

0．26 0.23 0.15

0．31 0．26 0．14

0．33 0.24 0.36

0．31 0．29 0.33

0.38 0.35 0.37

0．38 0．28 0.30

0．27 0．22 0.16

0.40 0.33 0．23

0．44 0.41 0.28

0．39 0.33 0.39

0．45 0．37 0.21

0．27 0．22 0.34

0．25 0.23 0．18

0.26 0.23 0.07

0．27 0．22 0.18

0.40 0.31 0．31

0.47 0.45 0．44

0.50 0．37 0.27

0．34 0.26 0.26

0.32 0.30 0.40

0．24 0.21 0.21

0．36 0.30 0．24

0．46 0.38 0．44

0．52 0．45 0．33

0．40 0．38 0.34

0．32 0．29 0.19

0．40 0．36 0．21

0.44 0.41 0.35

0.33 0.27 0.33

桁行柱間
平均m

2．48

1．91

1．51

1．55

3.01

1.97

1.69

2.40

2．27

2．10

2．68

2.90

1．99

1．93

1．81

2．37

3．02

2．45

2．97

2．55

2．16

2．29

1．84

2．49

2．72

2．88

2．25

3．04

3．27

3．18

1．83

1．84

2．51

3．07

2．81

1．82

2．88

1．87

1．19

2.07

1．52

1．69

2．32

1．74

2．38

1．83

2．63

3．27

2．82

2．82

1．82

2．28

1．35

2．33

梁行柱間
平均(m)

2．39

2．90

2．22

2.20

1．90

2．24

3．24

2．18

4．30

3．18

1．86

3．28

1．96

2．06

2．80

3．14

2．90

2.00

2．84

1．89

2．16

1．75

1.51

1．87

1．47

2．16

1.50

2．96

2．98

2．47

3．62

2．20

3.70

3．22

2.90

1.80

2．31

3．42

1.40

1．12

1．06

1．59

2．50

2．94

3．03

1．80

2．28

3．00

2.03

2．12

1．49

3.20

4.40

3．56

45

主軸方位

N8E

N8E

N3.8E

N85.5W

N3．5E

N2W

N3E

N78W

N5.5E

N6E

N87.5W

N85E

N87E

N84.5E

N90E

N86E

N84E

N8.5W

N1.5W

N8W

NSW

N86E

N82E

N86W

N81W

N5.5E

N4E

N84W

N3E

N85W

N88E

N5.5E

N90E

N83W

N84W

N84W

N7.5E

N87W

N5E

N7.5W

N10E

N11.5E

N66W

N74W

N2.5E

N86W

N73W

N82.5E

N80.5W

N13E

N75.5W

N25W

N80W

N77W
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SH1(図32．33

位置A区の中央南寄りから検出した。

検出状況Ⅲ層・Iv層上面から検出した。しかし検出段階において、南側のⅢ層を下げすぎたため、

完掘後はIV層が南に向かって緩く傾斜した状態になっている。2間×5間の側柱建物であるが、内部

にも柱穴（A82．A319）が存在し、柱穴が足らない総柱建物のようにも見える')。側柱建物の内部を

3つに間仕切り、それぞれ別の空間として使用していた可能′性が高い。なお北側の空間の中央にある

A511が床束柱とすれば、真ん中の空間が土間、北側の空間が床を貼った建物であったと想定できる。

南側については、A511のような柱穴は確認できなかった。

柱穴柱痕が残存するものはなかったが、A224．A141．A305．A308では柱痕跡をセクションで確

認した。また、川原石を礎盤として入れ込んだもの(A137-A305-A308)や小レキを根石としたも

の(A301)がある。

SH2．7．10図34～36

位置A区中央の東側から検出した。付近は3棟の他に、SH5・SH8といった掘立柱建物跡が集中

している。

検出状況SH2は、IV層上面から検出した。南北は4間と考えられるが、束半分が調査区外へ続いて

おり、東西方向が何間になるかは不明である。北端の柱穴A327とA330の柱間は、他のものと比べ短

く、庇の柱である可能'性がある。SH7は、SH2とはぼ同規模な建物と考えられる。SH2のA330に

対応する柱穴が存在しないが、A330の規模から推測すると、SH7の柱穴掘形が含まれており、調査

時に見逃した可能性がある。SH10はSH2．7と主軸がほぼ同じである。SH10の柱穴であるA350と

SH7の柱穴A349の切り合いから、SH10はSH7より新しい建物と考える。柱穴の遺構プランの切り

合いから、SH7→SH10→SH2の順に立て替えられたと考える。

柱穴SH2のA327．A330．A376．A345、SH7のA349．A160には柱痕跡が明瞭に残る。A327に

は、根石によって柱を固定した痕跡が残る。A351の河原石は上層と下層の間から検出しており、柱の

長さを調整するために入れられた礎盤と考えられる。

SH4(図37)

位置溝跡A1、不明遺構A390の西側から検出した。

検出状況1V層上面から検出した。大型士坑A4の遺構プランを切っている。東西方向が6間、南北

方向1間を確認したが、南側が調査区外であるため全容は不明である。

柱穴大半は単層の埋土であるが、A25.85.109には柱痕跡が残っていた。直径に比して、深い掘形

が特徴的である。

SH5(図38

位置A区中央のやや東寄りから検出した。

検出状況1V層上面から検出した。SH2とSH7の内側にあり、SH7とほぼ同じ主軸方位をもつが、

その関係は不明である。また、柱間がSH2．7より約1m長い。北側は庇になると考えられる。

柱穴掘り込みは浅いが、底面レベルがほぼ同じ柱穴で構成される。

SH6(図38

位置A区の北東隅、井戸跡A1・溝跡A21の西側から検出した。
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図32SHI遺構図①(S=1/100)

検出状況IV層上面から検出した。主軸方位が、SHIなどに比べ南北に近い。平面形が平行四辺形の

形状をとる。井戸跡A100と主軸方位が一致することから、8期の遺構の可能性がある。

柱穴他のSHと比べて、柱穴の掘形の形状が不揃いである点が特徴である。A281には柱痕跡と根

石が残存する。

SH8(図39)

位置A区中央の東寄りから、SH2・7等と重なって検出した。

検出状況IV層上面から検出した。周辺のSH2．5．7と比べ、主軸方位が東西軸からかなり傾い

ている。SH2の柱穴A330によって、SH8の柱穴A333が切られているため、SH1．2に先行する建

物と,思われる。
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④7.5YR3/2黒褐色シルト、褐色シルト混入
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図33SH1遺構図②(S=1740)
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褐色シルトブロックが少量混入

黒褐色シルト、暗褐色シルトが混入

；繍二話鮒

図34SH2遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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の暗褐色シルトブロックが下部

に点在、ややしまりよし

③10YR3/3暗褐色シルト、やや粘質
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図35SH7遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)

柱穴A365には、礎盤として利用したと考えられる、上面を平らにしたﾉII原石がピットの上部に入れ

られていた。A367の埋土中には角レキが入れ込まれおり、根石か礎盤と考えられる。なお、A366に

は柱痕跡が残存していた。

SH9(図40)

位置A区の溝跡Al、不明遺構A390の東側から検出した。SH4と位置が重なる。

検出状況IV層上面から検出した。SH4と比べて、主軸方位が南北の軸に近い。また大型土坑A4と

主軸が揃う。

柱穴いずれも十分な深さがある柱穴であり、A30．41には柱痕跡が残存していた。A12とA41の間

にあるA13は非常に浅い土坑で蝿あるが、これを礎石の掘形と考えれば梁行が2問の建物と考えること

も出来る。

SHU(図41)

位置B区において、士塁にともなった可能'性が高い溝跡B387とB771の間の空閑地に、建物の西側

がかかった状態で検出した。
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図36SH10遺構図（平面図:S=1760、層位図;S=1740)
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図39SH8遺構図（平面:S=1760、層位:S=1740)

検出状況in層上面から検出した。検出した位置から、土塁築造以前の建物と考える。主軸方位は、

土塁による区画内の建物群とほぼ同じである。側柱建物ではあるが、他の柱穴と対応して中央に柱穴

B389がある特殊な構造になっている。また、東西の柱間の間隔が、西から2.36m、3.04in、2.26m、

3.04mという長短が繰り返されるパターンになっているのも特徴である。

柱穴全体に小規模なものが多い。B553-B563には柱痕跡が残存する。

SH12(図42)

位置B区の西端近く、堀跡（B413）・土塁によって区画されていたと考えられる一角から検出した。

検出状況土塁に囲まれていたと推定した区画内から検出した掘立柱建物跡である。柱穴はIll層上面
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④75YR2/1黒色シルト、褐色シル
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図40SH9遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)

から検出したが、II'層上面から掘り込まれていた可能性がある。掘形の平面う．ランは1m近くあり、

他の柱穴に比べて群を抜いて大きい。ただし、柱痕跡の幅から柱の太さは、直径0.27m～0.28m程度

と考えられる。掘形の埋土は、基盤層の土に黒褐色のブロックが混じる非常にしまりの良い土であり、

周辺の柱穴とは異なる状況を示す。桁の南側には残存状態は悪いが、B768．B479・B532・B514と

いった柱穴がSH12の柱穴に切られた状態で検出し、建替えが行われたと推測できる。B453が少し東

側に軸がずれた位置にあり、また埋土も異なることから、東西軸の柱穴とは異なった'性格をもってい
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SH11

eB372e'
59．600－－ｍ

①
．
Ｎ
○
○

鯵'○

鱗I
①lOYR2/l黒色シルト、基盤層l吾が粒

状で少量混入

2m
－

一

ｄ
一（

Ｕ
（
Ｕ
戸
○

B378d’
59．

蕊

黒色シルト（B377）

黒色シルト、基盤l曽ブロックが多量混入

黒色シルト、基盤層ブロックが少量混入
ややi*、1－1
、、唱牌L完'○、し

l()YR2/1

1()YR2/1

10YR2/1

①
②
③

鍵

iB388i1
59．700－－

cB381
0－

Ｃ
ｌ州

緋
郡
柵
間

59．60

鰯
:繍鮒jiI

黒色シルト、基盤層ブ

ロックが多量混入①lOYR2/1黒色シルト、基

黒色シルト、基盤層~ﾌﾞ盤層士が粒状で

ロックが少量混入混入

(B382）

lOYR2/l

lOYR2/1

①

2）

柵＃
bB772b’

59.500-①－

嬢

hB563h1
59．700－－

○

○
○
ト
・
の
叩

Ｂ
’

B
59．706

①1{)YR2/l黒色シルト、基

盤屑ブロックが

層状に混入

②lOYR2/l黒色シルト

①lOYR2/l黒色シルト、基盤層プ
ﾛｯｸが混入ややしま

りよし、柱痕跡

②1()YR3/l黒褐色シルト、基盤層
土が粒状で混入、掘り

肩

aB419a' fB427f
59’700－－

鯵
59.700̂ 5̂3̂

璽
59．700

l）l0YR2/l黒色シルト、基盤層ブ

ロックが混入

lOYR2/l

lOYR2/1

10YR2/I

黒色シルト

黒色シルト、基盤層ブロック
が混入、柱痕跡

黒色ｼﾙﾄ､ややしまりよし、

掘り肩

3 ⑪
②
③

①
②
③
④

lOYR2/l

10YR2/1

1()YR4/4

1()YR2/1

黒色シルト、基盤I曹土が粒状で少量混入柱痕跡写ノ皿'1』､色/上需出ンノレ'､、~Y~YL

(B420） 掘り肩

黒色シルト、弱粘質基盤層ブロックが混入、掘り

肩(B420）

黒色シルト、基盤層レキが混入、しまりよし、掘

り肩(B420）

黒色シルト、基盤層ブロックが混入

0（層位)1m

il－l－FriⅢ’’’

図41SHU遺構図（平面図:S=17100、層位図:S=1740)
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SH12 aB453a’
59．700

１

Ｆ
仁
副

回
叶.；

日008.69､一

＜
･‐

①10YR2/1黒色シルト、基盤層ブロックが混入

‘日

fB460f
59．900－

②

‘8

El

①
②
③

10YR2/1

lOYR4/l

10YR5/4

黒褐色シルト、基盤層ブロックが混入、柱痕跡

褐灰色シルト、基盤層士に黒色土ブロックが混入、

しまりよし

にぶい黄褐色シルト、黒色土ブロックが少量混入、
｜士i〕卜’
し手ノーL一

B478 ｇ
’

e

59．900－

黒色シルト、基盤層ブロックが混入、桃痕跡

黒褐色シルト、基盤層ブロックが混入、一部

褐色シルト、黒色シルトブロックが少量混入

①
②
③

10YR2/l

10YR3/1

1()YR4/4

-部I肖状に混入

ｄ
’

ｄ
’

B531

59900

割
’
○
○
⑯
．
①
の

＝ﾌﾆｰ串一
10YR2/1黒色シルト、基盤層ブロックが混入
l0YR4/4褐色シルト、黒色士ブロックが少量混入

①
②

bCS)B513 B523c,C

59．700－
b，

59．700

0（層位)1m

暗褐色シルト、基盤層土に黒色土ブロックか混入、柱痕跡

黒褐色シルト、基盤層土が少量混入、掘り肩？

黒褐色シルト、基盤層士が粒状で混入、掘り肩？

暗褐色シルト、基盤層ブロックが混入、掘り肩

①lOYR3/4

②KlVR.Vl

③10YR3/1
④l()YR3/3
⑤l()YR4/4

⑥l()YR2/l

⑦l()YR4/4

10YR3/3暗褐色シルト、基盤層ブロックが混入、掘り肩①10YR3/1黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、柱痕跡
10YR4/4褐色シルト、しまりよし、基盤層土、掘り肩②10YR2/1黒色シルト、基盤層土が粒状で混入、ややしまり

10YR2/1黒色シルトi15514よし、掘り肩(B521）

10YR4/4褐色シルトしまりよし③黒色土(層状)と基盤層ブロックが混じり合う、掘り肩(B521）
l0YR3/1黒褐色シルト、しまり悪い、掘りﾉH(B514）④10YR4/4褐色シルト、黒色ブロックが少量混入、しまりよ

基盤層土・黒色土ブロックが混じり合う、掘り肩'B.iUし、掘り肩Iffil

径100mm前後の円レキがつまった層、基盤層土レキではない、掘り肩

図42SH12遺構図（平面図:S=17100、層位図:S=1740)

⑤
⑨
⑩
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SH13

006．69
日 ■

ぬ

日
日

'わ
＝ 岡 稗

画
嘩
印
画
声
宰
宇
和
理
寧
畢
画
唾
律
嘩
画
画
亭
津
庫
画
唇
軍
嘩
呼
字
騨
画
卓
津
白
頭
毎
琶
垂
寧
嘩
・
坤
画
草
嘩
画
】
車
幸
麺
一
口
画
皐
章
奉
声
国
軍
墾
画

一
二
二
言
目
冒
冒
心
冒
冒
曽
謂
皇
邑
昌
冒
冒
冒
雪
雲
冒
言
雪
一
冒
冒
富
二

日

葛
昌
黒
罵
目
弓
孟
冨
望
愚
目
昌
冒
昌
昌
男
再
ｇ
昌
男
冒
冨
喜
冒
鷺
冨
宮
居
騨
呈

砿
皿

叩

Ⅷ
肥

叩

印
、

伽

Ⅶ
即

叩

即
卯
叩
駈
叩
醜

６

叩
雌
”
皿
叩
８

卯血ＵＨＩｍ

言
琶
冨
昌
畠
畠
動
冨
目
弓
自
畠
弓
旨
富
量
冒
・
冨
冨
邑
目
目
邑
評
嘩
目
冒
呂
冨

画
薗
辱
雪
再
】
画

一
画
■
ロ
画
幽

車
寓
ゆ
■

一二二＝垂二
二
工
二
三
一一一＝一一

一

；⑤ 一
吋

昭
一
年

６Ｂ
ｇ

ｄ
》
一一一、圭一～’八一一～’八

M̂Oi｣ニユ些

工工垂垂叶

ﾐ準エェェュ=ここ
一一T

鱒；炉餌P菩眉 1'*
ご翌 匙グー4－い〒<9^一二

、

A
A159．900

0 2、
－

図43SH13遺構図①(S=1760)
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SH13 B797

=一面=＝⑩

cB529c’
59．800－

b dB534d’
59．800－－59．800 59．800

J 識窯
①KlYRl/噌享欝蝋量譲①mYR3/1m鰭ｼ畠ﾄリ

①10YR5/1黒褐色シルト、基盤

層ブロックが多量混

入、しまりよし

②10YR2/2黒褐色シルト、基盤
層土が粒状で多量混

入、しまり悪い

③10YR2/1黒色シルト

①
②
③
⑧
⑨

（1）

(I!

⑦土色.

l()YR3/1

1()YR2/1

土質不明

黒褐色シルト（Ⅱ）

黒色シルト、しまり

よし

fB658f
59､700－－

嬢
59.700－且B539－且,

蕊
59.700̂ *̂
、‐二雨

①10YR1.7/1黒色シルト、ややしまり悪
い

①KlYRl.7/1黒色シルト、基盤屑士
がすじ状で混入、やや

しまり悪い

①

②

B674i’
59．700－

hB675h1
59．700－

綴
①10YR1.7/1黒色シルト、基盤層土が粒

状で混入、ややしまり悪い

②10YR4/3にぶい黄褐色シルト、基盤
層土と混じり合う、ややし

まりよし

①
②
③

①KlYRl､7/1黒色シルト、基盤層土が混入、
や耳っ1土11卜｜
、、L一一ノーしぎ

59.700－mB581－m1

雲
kB587k,

…恩
①10YR1.7/1黒色シルト､径5～10mm程度の基

盤層ブロックが混入、ややしま

りよし

O 1m
ILLLLLlllII

①10YR1.7/1黒色シルト、径5mm以下マンガ
ン斑が少量混入、基盤層士が粒

状で混入、ややしまりよし

①10YR2/2黒褐色シルト、基盤層士が粒状で
混入、しまり悪い

図44SH13遺構図②(S=1740)

た可能性がある。上記のような状況からすると、他の建物より格が高い建物であったのかもしれない。

柱穴埋土が上記のような状態であるため、黒褐色の埋土を持つ柱痕跡を容易に検出することが出来

た。B531やB478のように、柱痕跡は掘形の中心からずれた位置にあり、大きめの掘形を掘削した後、

全体のバランスを見ながら柱の位置を設定した様子が分る。B453̂ B460の礎盤となっている川原石

が埋土中に浮いた状態で設置されていたのも、柱の長さを調整した結果であろう。B521には柱痕跡を

取り囲むように根石が入れられていた。

SH13(図43．44）

位置B区西端近く、現代の用水路によって南北に分断された状態で検出した。
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SH14

009．69

1日 ■
■

ｒ
‐
Ｆ
Ｌ

＜

I

‘日

Ⅲ

Ⅲ

糊

』1

斗
廿

＜ ＜
I

○
○
ｍ
。
①
叩

(平面）ロ 2、
L

I】111ﾛﾛⅡF1Ⅱ

'

図45SH14遺構図①(S=1760)
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SH14
a

59,500－
B159a, b

59．500－
B761 け

一 B783c’C

59．500－

①lOYR2/2黒褐色シルト、褐色土

（lOYR/4/4)、黒色土

（lOYR1．7/l）ブロッ

クが混在、ややしまり

悪い
①l0YR2/2黒褐色シルト、基盤層ブ

ロックが少量混入、径5mm

以下の炭化物が少量混入、

ややしまり悪い

②l0YR2/2黒褐色シルト、基盤層土を
巻上げている、ややしまり

悪い(B762）

①
②

黒褐色シルト、ややしまり

悪い

黒褐色シルト、基盤1首土が

粒状で混入、しまり悪い

l0YR2/l

lOYR2/2

． B788e'
＋

，B168 ｆ
’

B247 ｄ
一

e

59．500－59．500 59．500

基盤層土が粒状で混入、や

基盤層土がすじ状で混入、

黒褐色シルト
野。l士、卜1
､k一一ﾉ仁トレ

黒褐色シルト

しまりよし

①l0YR2/2

②1()YR2/2

黒褐色シルト、しまり悪い、柱痕跡

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、
やや1士n卜i
，、し季f季､〆

黒褐色シルト、基盤層土がすじ状で混入、

しまり悪い(B779）

黒褐色シルト、ややしまり悪い(B246）

lOYR2/3

10YR2/2

10YR2/2

10YR2/2

①
②
③
④

①lOYR2/2黒褐色シルト、ややしまりよ
し(B825）

②l0YR2/2黒褐色シルト、径10～100mm大
のレキが多量混入、ややしま

りよし

③lOYR2/2黒褐色シルト、しまり悪い、
柱痕跡

B231 B241’’

59．500－
B749 ｈ

’q ，h
二

59．500－
q

59．500－二二

黒褐色シルト、基盤層土が粒状に多量混
入、ややしまり悪い(B232）
黒褐色シルト、lOYR3/3暗褐色シルト、
基盤層ブロックが多量混入、ややしまり
悪い

①］OYR2/2

②l0YR2/2

①l0YR2/2黒褐色シルト、しまりよL

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、

しまり悪い(Bl91）

黒褐色シルト、基盤層ブロックが混入、
しまり悪い(Bl90）

黒褐色シルト、褐色シルト（l0YR4/4)律
10mm大レキが少量混入、ややしまりよし
(Bl90）

黒褐色シルト、ややしまりよし(B190）
黒褐色シルト、褐色シルト（lOYR4/4)、
基盤層ブロックが混入、ややしまりよし
(B749）

①lOYR2/2

②lOYR2/2

③l0YR2/2

l()YR2/2

10YR2/2

④
⑤

IB808rkB196k'
59.500_LB177 i' 59．50059．500

⑩“

卿
脳

①lOYR2/2黒褐色シルト、基盤層土が
粒状で混入､ややしまりよ
し

黒褐色シルト、しまり悪い、柱痕跡
黒褐色シルト、褐色(10YR4/4)基盤層土を巻
き上げている、ややしまり悪い
黒褐色シルト、基盤層土が粒状で少量混入、
しまり悪い(Bl95）

黒褐色シルト、やや粘質、しまり悪い(B195）

lOYR2/2

1()YR2/2

10YR2/2

10YR2/2

①
②
③
④

黒褐色シルト、しまり悪い、柱痕跡

黒褐色シルト、基盤層土がすじ状で混入、

ややしまり悪い

0 1m
11|'I'|IPI

l0YR2/2

1()YR2/2
①
②

図,46SH14遺構図②(S=1740)
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B165a
n）－

a

59．500－SHIS

009．69

1V
V

Ｉ
心
‐
“ 四’

黒褐色シルト、基盤層ブロックが混入、
しまりよし

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、
しまり悪い

黒褐色シルト

黒褐色シルト、しまり悪い

柱痕跡(Bl64）

黒色シルト、ややしまりよし(Bl64）

①
②
③
④
⑤

lOYR2/2

10YR2/2

10YR2/2

10YR2/2

10YR1.7/1

‘V

b8188b'
59．500－

黒褐色シルト、基盤層ブロックが混入、や

やしまりよし

黒褐色シルト、径100mm大のレキが混入、し
一師Ll

よりよし

①lOYR2/2

②l0YR2/2

cB786
59．500－

Ｃ
ｌ

①l0YR2/2黒褐色シルト、基盤層土が粒．ブロック・

すじ状で全体に混入

d8228d'
59．500－

画
、

①l()YR2/2

②lOYR2/2

黒褐色シルト、
-やi土、卜l
，ｰ季JにF呈〆

黒褐色シルト、
やI士n卜I
，し季●ノ卓降Lプ

基盤層ブロックが混入、や

基盤層ブロックが混入、や

○
○
ｍ
。
①
叩

"～_

(平面）0 2m

B779e‘ fB194
59．500－

e

59．500－

ｆ
’ 59500-且B237g，

２
」

①lOYR2/2

②lOYR2/2

黒褐色シルト、しまり悪い

黒褐色シルト、レキ多量混入、しまり悪い

0（層位)1m

黒褐色シルト、柱痕跡、しまりよし

(B247）①lOYR2/2黒褐色シルト、基盤層土が粒状で

黒褐色ｼﾙﾄ､基盤層土が粒状で混入、全体に混入､しまりよし

ややしまりよし(B247）②lOYR4/4褐色シルト、ややしまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土がすじ状で混入

しまり悪い(B779）

黒褐色シルト、ややしまり悪い(B246）

図:47SH15遺構図（平面図:S=1750、層1

①IOYR2/3

②lOYR2/2

③10YR2/2

④lOYR2/2

S=1740層位図
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m
SH

59.500-且B750a’

(DlOYR2/2黒褐色シルト、ややしまり悪い

59.500̂ B187
ｂ
’

①
②
③

l0YR2/2

10YR2/2

1()YR2/2

黒褐色シルト、径30mm大レキ、径5mm以一ﾄﾞ

炭化物が少量混入、ややしまりよし

黒褐色シルト、基盤層’二が粒状で混入、や
やしまりよし

黒褐色シルト、基盤層士を巻上げているや
峰Ji士、卜｜
、L〆李〃手告

ひ，

B784
C，59.400-且

州

蝋
剛

①lOYR2/2黒褐色シルト、基盤層土ブロックがわずか

に混入、ややしまり悪い

59.500dB787 d,

黒褐色シルト、基盤層士が粒状で点在、や

やしまりよし(B227）

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で全体に混

入、ややしまり悪い(B227）

黒褐色シルト、しまり憩い、柱痕跡

黒褐色シルト、基盤層土が救状で少量混入、

しまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で少量混入、

しまり悪い

lOYR2/2

10YR2/2

10YR2/3

10YR2/2

10YR2/2

①
②
③
④
⑤

A1

CO ’
○
○
叩
の
、

、

0（平面） 2

A1A
59．500一一

B251
59.500且 eI

I）

f8175f
59．500－－

蕊：59.500iL̂ 40_g'

l0YR2/3

1()YR2/2

1OYR2/2

黒褐色シルト、しまりよし

黒褐色シルト、基盤崎土が粒状で混

入、しまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混

入、しまり悪い

①
②
③

黒褐色ｼﾙﾄ､しまり悪い､柱

痕跡

黒褐色シルト、基盤層土が粒状

で少量混入、ややしまりよし

黒褐色ｼﾙﾄ、しまりよし

（1）

②

③

lOYR2/2

1()YR2/2

1()YR2/2
①
②

黒褐色シルト、径5mm以下炭化物が少量混入､

ややしまり悪い

黒褐色シルト、まり悪い

l()YR2/2

10YR2/3 0（層位）
I1hlhlhllhl

1m

図48SH16遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740
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検出状況北側の柱穴列は'Ⅱ層上面、南側はIV層上面から検出した。南側が土地改良によって上面が

削平されたためと考える。3間×3間の総柱建物になると思われるが、北側が1間多いため、南北に

1間または2間の張り出しがあったのかもしれない｡SH13南側の堀B413と溝跡B412の間の空間は土

塁(C72)が存在した場所と思われるが、SHUと同様にこの建物は土塁が作られる以前にあった建物

の可能'性がある。

柱穴単層のもののみであり、根石・礎盤を使ったものも存在しない。埋士には基盤層ブロックが多

く混じる。

SH14図45．46

位置B区中央調査区の中央から検出した。

検出状況IⅡ層上面から検出した。東西が5間、南北が2間であることを確認したが、南側に広がる

可能,性もある。非常に規模が大きく、他の建物より格が高い可能'性がある。東から3列目と5列目に

は中央にも対応する柱穴が存在し総柱建物のように思えるが、4列目には柱穴がない。同じ場所に

SH15・SH16があり、多数のピットが重複している。複数回の建替えがあったことが予想される。

柱穴全体的に平面プランが大きく、深い柱穴が特徴である。また、埋士に多量の基盤層士ブロック

が混入するものが多い。石を使う割合も高く、B159には礎盤と根石が両方用いられている。また、B

761、B247、B788、B191には川原石の礎盤が、B168には角レキの根石がある。柱痕跡はB247、B

196、B808に残存している。

SH15(図47

位置B区中央調査区の中央から検出した。

検出状況Ⅲ層上面から検出した。東西が4間、南北が1間であることを確認したが、南側に広がる

可能'性が高い。主軸がほとんど東西軸とあっており、SH14とは異なる様相を呈す。溝跡B743-B179

の区画内に収まっており、これらの溝跡はこの建物の区画である可能’性が高い｡なお､柱穴列跡SA14-

井戸跡B735もこの建物に関わると考えられる。

柱穴SH14と同様、全体的に平面プランが大きく深い柱穴が特徴である。また、埋土に多量の基盤層

土ブロックが混入するものも同様である。B194は2個の礎盤が入れられていた。B237は2つの柱穴

の可能'性もあるが､切られている方の埋士に石が入れられていた。B188の埋士中にも石が入れられて

いるが、統一感がなく根石かどうかは不明である。B247には柱痕跡が明瞭に残存していた。

SH16(図48)

位置B区中央調査区の中央から検出した。

検出状況ⅡI層上面から検出した。東西が4間、南北が1間であることを確認したが、南側に広がる

可能'性が高い。主軸方位はSH15とほぼ一致する。SH14が遺物から7b期と考えられ、SH15が区画

溝の時期から8b期と推定できることから、SH14→SH16→SH15の変遷が考えられる。

柱穴SH14．15と同様の柱穴で構成されている。B179において、理土中に浮いた状態で礎盤を検出

した。B787、B175には柱痕跡が明瞭に残存していた。

SH19図49)

位置D区の東調査区の南東隅から検出した。

検出状況IV層上面より検出した。SH18と比べ真北に近い主軸をもつ。井戸跡D6がこの建物に付属
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SH19

、
“
．
①
○
○

006．99
,日 ■

■

|〉|〉 lOYR3/2 黒褐色シルト、やや粘質、基盤層土が

粒状で点在、ややしまり悪い

黒褐色シルト、径5～50mm程度の基盤

層ブロックが点在

(1)

ﾋジノロソ
②lOYR2/2

bD23b,

｡一言二篇-－
58．90

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で少量

混入

①l0YR2/2

CD16C！
58．900

黒褐色シルト、径5～50mm程度の基

盤層ブロックが多量混入、ややしま
り悪い

黒色シルト、割合均質、しまり悪い

①l0YR2/2

②7.5YR2/1

(層位)1m
11Ⅱ

Ｏ
ｈ

(平面） 2m

＞

図49SH19遺構図（平面図;s=1760、層位図;S=1740)

する可能性がある。

柱穴柱痕跡など柱穴を証明する痕跡はない。また深さも不揃いである。

SH20(図50)

位置D区の東調査区の中央から検出した。

検出状況Ⅳ層上面から検出した。西側が調査区外に続く可能性がある。主軸はSH18とほぼ|面lじで

ある。溝跡による区画内の建物であると考える。

柱穴D191には礎盤あるいは根石と考えられる川原石が4個入れられていた。また、D177,D78,

D87、D88に柱痕跡が残る。特に、D87において径20cra程度の柱痕跡が約0.85mの深さで明瞭に確認

で､きた。

SH22．23（図51．52)

位置D区の束調査区の南西隅から2棟重なって検出した。

検出状況IV層上面から検出した。西側は、両SHとも調査区外にかかる。東側の柱間が若干短いこ

とや主軸方位が共通する。柱穴の切り合いから、SH23からSH22に建替えを行ったと考えられる。
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aD216a’
58．700－

SH20

－004.89

CD

‘V

画’
①7.5YR2/1 黒色シルト、径5～10mm程

度の基盤層ブロックが部分

的に混入ややしまりよし
#柵柵2

iW

V
V

雲
bD191

58．700－
①

ｂ
’

I
蝿

①］OYR2/2 黒褐色シルト、径5～50mm

程度の基盤層プﾛｯｸが少

量混入、しまり悪い(D200）

黒褐色シルト、基盤層土が

粒状で点在、径5mm程度の

炭化物が少量混入、ややし
まり悪い

黒色シルト、径10mm以下の
基盤層ブロックが点在

鱗 (妙lOYR2/2

③7.5YR2/1

cD177c’
58．700－－Ⅲ

,11

帆

蝋I柵剛聯柵

柵側
Ⅲ

、

○
○
卜
・
の
、

58.700̂ D*7̂

58.700*̂ 78_d' 58.700^^

灘
①7.5YR2/1黒色シルト、基盤層士

唾
垂
駒

①75YR2/1黒色シルト、やや粘質、径10mm以下
の基盤層ブロックが点在、しまり悪
い

②7.5YR3/1黒褐色シルト、やや粘質、径5～50
mⅧ程度の基盤層ブロックが点在、や
やl*、卜1
，ｰーュレ

①75YR2/l

②75YR2/1

③75YR2/1

黒色シルト、径10～70mm程度の基盤j闇
ブロックが点在、ややしまり悪い

黒色シルト、基盤層ブロックが少量混
入､しまり悪い

黒色シルト、径10～70mm程度の基盤層
ブロックが点在、ややしまり憩い

fD89
58700－－

ｆ
’

①
②
③
④

7.5YRl7/］

7,5YR2/1

7,5YR2/1

7．5YR2/1

黄色シルト、径5～10mm程度の基盤層ブロックか混
入、ややしまり悪い

黒色シルト、径5～10mm程度の基盤層ブロックが少
量混入、ややしまりよし(D88）
黒色シルト、径5～10mm程度の基盤層ブロックが点
在、しまり悪い(D88）

黒色シルト、径5～10mm程度の基盤層ブロックが点
在､ややしまりよし(D88）

、

図50SH20遺構図（平面図:S=1750、層位図:S=1740)
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SH23は、出土遺物から6c期の可能‘性があり、SH22はそれ以降と考えられる。

SH24(図53)

位置中位段丘の端部にあたるD区中央調査区の中央やや南から検出した。

検出状況IV層上面から検出した。西側の一部と東側が調査区外にかかる。D区南調査区．中央調査

区の他の掘立柱建物跡と異なり、東西軸が北西方向に傾く特徴がある。南側にあるSH24にも同様な

特徴があるため、段丘端部に立地することによる地形的な制約を受けていたと考えられる。一部の柱

間（西側）が若干短かい点など、SH22・SH23と形態がよく似ている。

柱穴掘形が深くしっかりした柱穴が多い。D310-0323には柱痕跡が残る。なお、D323の柱痕跡は

2層に分層でき、上層には円レキが入れられていた。

SH25図54

位置D区中央調査区のSH24の南側から検出した。

検出状況1V層上面から検出した。建物の東側が調査区外にかかる。

柱穴SH22～SH24に比べて柱穴の掘形は小規模であるが、底面レベルがほぼ揃い、断面が円筒型の

形状を呈する。柱穴の平面形が方形に近い形状を呈するものがみられる。柱痕跡などは残存していな

い。

SH26(図55

位置D区西調査区中央のやや西寄り､段丘崖に沿って作られたと考えられる溝跡D410の西側から検

出した。

検出状況1V層上面から検出した。柱穴は掘形が小規模なものが多いが､大型土坑D430を囲むように

めぐっているのが特徴である。D430から出土する遺物は6a期以前のものが多いが、この建物跡の主

軸方位はE区に展開する6c期の掘立柱建物跡群に似ている。もしこれらの建物跡と同時期だったと

考えると、6b期以前と推定される溝跡D410によって北東隅の柱穴が破壊されていたのではなく、調

査段階で検出できなかったか、最初から存在しなかったことになる。D430は、検出面から5cm程度の

深さがあり、肩が緩やかに立ち上がるタイプの大型士坑である。内部には川原石とともに多数の遺物

の細片が混入していた｡SH26の内部施設と考えられるが､どのような機能を果たしたかは不明である。

SH29(図56．57

位置E区束調査区中央から検出した。SA20の南側に集中する掘立柱建物跡の一棟であり、その中で

は東側に位置する。

検出状況1V層上面から検出した。2間×2間の並びで、中央に1柱がある総柱建物である。若干西

側の柱間が広がっており、柱配置が歪んでいる。

SH30(図58．59

位置E区東調査区中央から検出した。SA20の南側に集中する掘立柱建物跡の一棟であり、その中で

は西側に位置する。SH31・SH37と位置が重なっている。
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SH22
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蝋
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画

(平面）0 2m

一Ii－i

D122且58400且D125且58400_且D129-958.400-qD131－J

篭 議嬢灘
58.400-且

①lOYR3/2黒褐色シルト、径5
~10mm大の炭化物が混

入、基盤哨土が少量混

入、しまり悪い

lOYR3/2

10YR3/2

10YR4/4

山
②
③

黒褐色シルト、径5mm大の炭

化物が少量混入しまり悪い

黒褐色シルト、基盤層が少量
混入、ややしまりよし

褐色シルト、粘質、黒褐色土
(l0YR3/2)がブロックで混
入

①lOYR3/2黒褐色シルト、径5

~10mm程度の基盤層

プﾛｯｸが混入、し
士､頓L､
季ノjLEv

（1）7.5YR3/1 黒褐色シルト、黒

色シルト・基盤j曽
土が混入､しまり

悪い

eD149e
58．300－－

ｆ
’ D156 ｆ

’ D1609 ｇ
’58．300 58．300

①lOYR3/1黒褐色シルト、基盤層土が少量混入、

しまり悪い

①lOYR2/2黒褐色シルト、径20mm程度の基盤層

ブロックが混入、しまり悪い①l0YR3/2黒褐色シルト、径5～10mm程度の基盤層ブ
ロックが少量混入、しまり悪い(D382）

②IOYR3/l黒褐色シルト、径5mm程度の基盤層ブロック
が多量混入、ややしまりよし(D382）

③］OYR3/2黒褐色シルト、径20～30mm程度の基盤層ブ
ロックが多量混入、ややしまりよし(D383）

④］OYR3/2黒褐色シルト、径5～1cm程度の基盤層ブ
ロックが少量混入、ややしまりよし

0（層位)1m
JfdlFill｢「I

図51SH22遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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58.400â 62̂ 58.400̂ 41ti 58.400-且D385c， 58.400̂ D373

謹叫簿…“
鴎叩…う職f顎斑(10YR3/2)①10YR3/2黒褐色シルト、基盤層

土が粒状で､少量混入、

しまり悪い

②10YR2/2黒褐色シルト、しまり
悪い(D371）

①
②
(D131）

l0YR3/2 黒褐色シルト、径10

～20mm程度の基盤層ブ

ロックが多量混入、し

まり悪い

58.400D171y_saAOORD159^

謹繍

58.400̂ 8̂0－g

①10YR2/2黒褐色シルト、基盤層土が混入、l
まり悪い

①10YR2/2黒褐色シルト、径10～20mm程度の
基盤層ブロックが少量混入、しま

ド)悪い①1()YR3/2黒褐色シルト、粘質、灰赤
色シルト(2.5YR5/2)V

ロックが混入

②10YR2/2黒褐色シルト、粘質、やや
しまりよしi):i

(層位）
ヨマーーー

i

1m0

図52SH23遺構図（平面図:S=1/60、層位図;S=i/40)
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①、②I層

③7.5YR2/l

④7.5YR3/1

①10YR3/2

②lOYR4/4

黒褐色シルト、しまり

悪い

褐色シルト、径50～100

mm程度の黒褐色土(l0

YR3/2)ブロックが混

黒色シルト、割合

均質

黒褐色シルト、径

50cm程度の基盤層

ブロックが点在、

ややしまり悪い

黒褐色シルト、径

50mm程度の基盤層

ブロックが少量混

入しまり悪い

黒色シルト、基盤

1首との境界は漸移

的:|ll

黒褐色シルト、基盤

層土が少量混入、し

まり悪いikki

黒色シルト、基盤層

土が混入、しまり悪

い

灰黄褐色シルト、基

盤層ブロックが混入

黒褐色シルト、基盤

層ブロックが混入、

しまりよし

黒褐色シルト、基盤

層土が粒状で混入、

しまり悪い

黒褐色シルト、径20

～30cm程度の基盤層

ブロックが混入、し

まり悪い

①10YR4/4褐色シルト、基盤層土が混入、

黒色土10YR2/1)ブロック
が層状で混入、ややしまりよ

し

②10YR3/1黒褐色シルト、基盤層士が泊
入

①10YR2/1黒色シルト､粘質、入、ややしまり悪い
基盤層土がレンズ③10YR4/4褐色シルト、黒褐色シ
状で混入ルト(10YR3/2)が一

部混入

④10YR4/4褐色シルト、ややしま
りよし

⑤10YT3/2黒褐色シルト、しまり
悪い

⑤l()YR2/2

、⑥
⑧
の（D310）

7.5YR2/1

f
58．200－

D328f,
58.200̂ 2̂3

D303 ｇ
’ g－①1()YK3/I

e

58．200－

2

②l()YR2/1

③
④

10YR4/2

10YR2/2

①10YR2/1黒色シルト、粘質、基盤層ブ
ロックが混入、しまり悪い

①lOYR2/l黒色シルト、基盤屑士が

多量混入 ⑤lOYR2/2

0（層位)1m
⑥lOYR3/2

図53SH24遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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|” ①lOYR2/2黒褐色シルト、しまり悪い
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①10YR3/2黒褐色シルト、基盤層土が少量混
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0（層位Iit

図54SH25遺構図（平面図;S=1760、層位図:S=1740)

検出状況IV層上面から検出した。東西が3間以上、南北が2間あるやや規模の大きい建物であり、

東から2列目にも南北の柱穴列がある配置となる。柱間から庇付き建物とは考えにくく、SHIと同様

に建物内部の間仕切りによる柱配置と考える。遺物から、大型土坑(鍛冶関連遺構)E500と同時期で

ある可能性があるが、主軸方位は若干異なっている。

柱穴柱痕跡が確認できたのはE524のみである。礎盤や根石を使ったものはないが、E736には廃絶

時のものと思われる川原石の破砕レキが入れられていた。

SH32(図60)

位置E区の東調査区北西隅から検出した。溝跡E620をまたぐように立地している。

検出状況IV層上面から検出した。東西がl間、南北が2間の建物と思われるが、柱穴掘形も小さく
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①7.5YR3/1黒褐色シルト、径5～数cm程度の基盤層土ブロックが点在、しまりよし

図55SH26遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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図56SH29遺構図①(S=1760)
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図57SH29遺構図②S=1740
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かなり小規模な建物であったと思われる。なお、SH32の周辺では多量の鍛冶関連遺物が出土しており

（第3部第1章参照)、この建物も鍛冶に関する可能性がある。

SH31(図51)

位置E区の東調査区中央から検出した。大型土坑(鍛冶関連遺構)E500と位置が重なっており、柱

穴E797が切られている。

検出状況IV層上面から検出した。南北が1間、東西が3間以上ある建物と思われるが、東西に並ぶ

柱穴の柱間がやや不揃いである。主軸方位が周囲の掘立柱建物跡と異なり、唯-SH33と似ている。

SH37(図62)

位置E区の束調査区中央から検出した。大型土坑（鍛冶関連遺構)E500、SH30-SH31と位置が重

なっている。

検出状況IV層上面から検出した。2間×2間の建物と考えるが、南側中央の一柱を検出することが

出来なかった。E500を覆う上屋のようにも見えるが、SH30と同様に主軸が若干ずれており、同時性

を考えるには若干疑問が残る。

SH33(図63)

位置E区の西調査区北東隅、ES～ER19グリッドにかけて検出した。

検出状況IV層上面から検出した。この建物の周囲には、軸方位が一致する溝跡がめぐっており、建

物に伴う可能性がある。柱穴からは遺物は出土していないが、周囲の溝跡から出土した遺物から推定

すると、6a期に属する可能性がある。

柱穴E128のみ柱痕跡が残存する。
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図,59SH30遺構図②（層位図:S=1740)
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図60SH32遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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図61SH31遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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図64SH34遺構図（平面図:S=17100、層位図:S=1740)
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図65SH35遺構図（平面図:S=17100、層位図:S=1740)
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SH34．35図64．65

位置E区の西調査区のほぼ中央から、2棟重なって検出した。

検出状況1V層上面から検出した。ともに、1間×2間の建物の西面に庇が付く建物と考える。主軸

方位もほぼ一致することから同じ建物の建替えと考えられるが、柱穴プランの切り合いが無いため、

先後関係は不明である。周囲にあるE30-E100-E245という大型士坑と主軸方位が一致しており、

この建物と何らかの関係があった可能‘性がある。なお､SH35は出土遺物から6c期に推定でき、SH34

もその前後の時期と考えられる。

柱穴SH34のE52-E116、SH35のE78．E168-E255・E351に柱痕跡が残存する。

SH38図66)

位置F区東調査区の橋脚部分のほぼ中央から検出した。東側にSH39が位置している。

検出状況ⅡI層上面から検出した。柱穴は浅いものが多いが、周辺ではかなり厚くⅢ層が堆積してお

り、遺構検出時にこの層をかなり削平したことが原因だと考える。大型士坑F681の上屋と考える

SH39と位置的に何らかの関係があると思われる。また、E区西調査区の6c期掘立柱建物跡群とも主

軸方位が似ており、一連の建物群であるかもしれない。

SH39(図67)

位置F区東調査区の橋脚部分の中央東側から検出した｡大型土坑F681が掘立柱建物跡の中央に位置

している。

検出状況1l1層上面から検出した。柱穴が浅いのはSH38と同様な理由と考えられる。大型土坑F681

の上屋と思われる。F681は、届平な川原石が埋土に入れられた状態で検出した。多くは埋土中に浮い

ていたが、床面に直接置かれたものも存在した。石の約半数に被熱した痕跡が残り、被熱によって破

砕したものもみられた。石の中には磨石(図297:2082.2087)や台として用いたと考えられるもの(図

298：2090)、砥石(図287:2017などがあり、この遺構内で使われていたものの可能'性がある。また、

床面の中央部が硬化しており、暗褐色に変色していた。なお、この遺構の埋士から微細遺物の抽出を

行った。その結果は第3部第2章に記載している。

SH40図68)

位置F区中央東調査区の南側から検出した。

検出状況Ⅲ層上面から検出した。調査区外に続くと考えられ、南北の柱間が短いことから、南北棟

の庇部分と推定したが、確証はない。

柱穴F1110を除いて柱痕跡は残存していない。F770の埋士の上面から8型式の北部系白査系陶器の

碗が積み重なった状態で計6個体出土した2)。建物の廃絶時に何らかの儀礼が行われたものと考える。

SH47(図69)

位置F区中央西調査区の中央北寄りから検出した。

検出状況IV層上面から検出した。柱間が他の中近世掘立柱建物跡より短く、特に梁行の柱間は平均

1m程度である。隣接するSH48とほぼ主軸方位が一致し、建替えなどの関連が考えられる。なお、

柱穴F124とF490の切り合いから、SH47の方が古い。

柱穴東側の4本の柱穴は、旧曽代用水下有知支線であるF18によって上面が削平されている。F48

に建替えられたと考えれば、本来は総柱建物であったのかもしれない。
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SH38

009．99

‘日
、
厘

｡’

A1A

o ’
○
○
画
の
叩

○

A，A

56．500

0 （平面） 2、

56500--56500-－56500皇F1200且56.500且F1201旦

識謹鰯鰯
①10YR2/I黒色粘土、基盤層ブ

①10YR2/1黒色粘土、基盤層ブ①10YR2/1黒色粘土、基盤層
ロックが少量混入土が多量に混入①10YR2/1黒色粘土、基盤層ロックが少量混入

ブロックが部分的

…漁…厳::z..̂
①10YR2/1黒色粘土、基盤I筒①10YR2/1黒色粘土、基盤層土が混入①10YR2/1黒色粘土、砂粒が少

②10YR2/1黒色粘土、基盤層土

0（層位）1､1

図66SH38遺構図（平面図;s=1760、層位図:S=1740)
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SH39 56600且F1256旦

撫
56.600-2F1258

Ⅱ

（
し

009．99

8
①

①

叩

b

へ
）

、
①
．
①
○
○

0

①10YR2/2黒褐色シルト、やや
粘質、基盤層土が粒
状で少量混入、しま

り悪い

①10YR2/2黒褐色シルト、やや
粘質、径5mm程度の

基盤層土・炭化物が

少量混入しまり悪い

DD "心 ¥l

蝋
‘0

56600－ﾛF1261b’ dF1264d1
56．600－

一､＜ﾆﾕ訂
Ⅲ

F125

！ ①10YR2/2黒褐色シルト、やや

粘質、基盤層土が粒

状で少量混入、しま

①10YR2/2黒褐色シルト、やや

粘質、基盤層土が粒

状で､少量混入、しま

り悪いり悪い

I
AF

0（層位）
卜F同一F1-rr一倍

1m州

蝋
Ｐ
囚Ｉ ｌ

Ｑ
、
□

ﾛ’'四
A

56．600－
(平面）A， ロ 2m

３
ｇ
ｏ
卜 |→

◎ ④◎ ①lOYR2/2

断ち割り後

②lOYR3/4

黒褐色シルト、粘'性あり、基盤

層土粒が少量混入、しまり悪い

暗褐色シルト、径5mm以下の炭

化物が少量混入、しまりよし

F681

ｅ
’

ｇ
’

。|一瞥 '一唇

ｇ
’56.600-且

鰯
0 2m

図67SH39遺構図（平面図:S=1760,層位図・F681:S=1740)
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SH40

、
の
．
①
○
○

009．99

‘日 層

|〉 ＞

I0日 日

了

|麦 |這 (平面）0 2m
門

56600－且^*56.600－旦F717b' 56.600=FIOOOc;

職謹 鰯
①10YR3/2黒褐色粘土①10YR2/2黒褐色シルト、やや粘質、炭．
②10YR3/2黒褐色ｼﾙﾄ､基盤層焼土が混入 ①10YR3/2黒褐色シルト､やや粘質､基盤層プロツ

土が粒状で混入ややし②10YR3/2黒褐色シルト、やや粘質、基盤クが混入

③10YR3/3暗褐色シルト、基盤層③10YR2/2黒褐色シルト、やや粘質、基
ブロックが多量混入盤屑士が粒状で混入i-;7i,s

dF770d’
56500－－

eF716e1
56．500－－

蕊
①10YR3/2黒褐色シルト、やや粘質、①10YR2/2黒褐色粘土、基盤層ブロッ

基盤層士が粒状で混入クが混入 0（層位)1m

図68SH40遺構図（平面図;s=1760、層位図;S=1740)

SH48(図70)

位置F区中央西調査区のほぼ中央から検出した。

検出状況IV層上面から検出した。数少ない総柱建物である。柱間が他の中近世掘立柱建物跡より短

い（平均1.64m)。周辺は多数の遺構が密集している。切り合いからF4やF122という竪穴住居跡や

SH47より新しく、E59-F123などの溝跡よりも古いと考えられる。出土遺物に古代のものが多いが、

F4．F122からの混入と考える。

柱穴F398-F1478には柱痕跡が残存していた。柱穴規模が不揃いである点も特徴と言える。

SH53(図71)

位置F区西調査区の南端から検出した。

検出状況[V層上面から検出した。検出当初は2間×2間以上の総柱建物を想定していたが、南側に

に対応する柱穴を検出することが出来なかった。しかし、南壁の壁面から柱穴列跡と同じ軸上にピッ

トを検出しており、南に広がる可能性を否定することは出来ない。なお、道路側溝の跡と考えられる

F210とF281において、この建物跡の北側に両溝跡の切れ目が存在する。この切れ目は道路から屋敷

地へ入るための入り口である可能性がある。
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SH47
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（
Ⅱ
）
Ｉ
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Q○
｜－ (層位）

,一｢-r+-－

1m0

d
57．100－

.！bF511b’
57．100－－

F130

①
cF512c’

57．100－－
aF131a’

57．100－

灰黄褐色シルト、基

盤層土が粒状で混入

にぶい黄褐色シルト

黒褐色シルト

10YR4/2

10YR4/3

10YR3/2

①
②
③ 略褐色シルト、基盤屑①10YR3/2黒褐色シルト、やや粘①10YR4/4褐色砂層、現代溝(F129）

士ブロック混入質、基盤層土が粒状で②10YR4/3暗褐色シルト、基盤屑土
黒褐色シルト、やや粘少量混入、炭が混入が粒状で混入
質、基盤層土粒ブロッ③10YR3/2黒褐色シルト、基盤層ブ
ク混入ロックが混入

fF124f 57.100̂ 1̂4g57．100－

①lOYR3/3

②1()YR3/2

eF513e

57．100－

"鰯F4
鯵

①10YR3/3略褐色シルト、基盤層土が粒状で混
入、ややしまりよし

②10YR4,'4褐色シルト、やや粘質、略褐色土混
入

SH47遺構図（平面図:S=1760、層位図

①10YR3/2黒褐色シルト、やや粘質、
基盤屑土が粒状で混入、炭

が混入

S=1740)

①10YR3/2黒褐色シルト､やや粘質、
基盤層土が粒状で混入、

炭が混入

図69

柱穴柱痕跡が残るのはF204のみであるが、F8．F204．F245の掘形底面には円形の硬化部分が存

在し、柱が立てられていたと考える。

SH62(図72)

位置H区北調査区やや北寄りから検出した。

検出状況1V層上面から検出した。2問×2間以上の総柱建物である。周囲の遺構プランを切ってい
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-̂T
①l()YR3/2黒褐色シルト、基

盤屑土が混入F
1n戸､

l乙ひノ

②10YR3/2黒褐色シルト

①10YR3/2黒褐色シルト、やや粘質、

基盤層ブロックが多量混
入

①10YR4/3にぶい黄褐色砂質、基

盤層ブロックが混入

②10YR4/2灰黄褐色シルト、基盤
層ブロックが混入、や
‐や1才、卜I

③10YR3/2黒褐色シルト、基盤層
土が粒状・ブロックで、

混入、ややしまりよし

①
②

黒褐色シルト

黒褐色シルト、

粘質、基盤層

土粒が多量に

混入

lOYR2/2

10YR3/2

F1354e1 fF1486f’

57.100" 57．100－
F109 9q

57．100一三
←

1

※F1485の層位は図187参照

①10YR3/3暗褐色シルト

②l0YR2/3黒褐色シルト、やや粘
質、基盤層土が粒状で

混入

③10YR3/2黒褐色シルト、やや粘
質、基盤層土が粒状で

混入

④2.5Y3/2黒褐色シルト、弱粘質、
基盤層土粒が混入

IFUO:

=1760、層位図:S=1740)

①土色不明

①10YR4/2灰黄褐色シルト、基
盤層土が粒状で混

入、炭・焼土が混入

②lOYR4/4にぶい黄褐色砂

0（層位）1m

図70SH48遺構図（平面図:S=1760、
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①
②

①lOYR3/3暗褐色砂質、基盤層ブロックが

少量混入

56.900-9F245g

~圃一

径5mm以下の炭化物が

やや粘質

黒褐色シルト、

少量混入

暗褐色シルト、

rl） 10YR2/3

10YR3/3

黒褐色シルト、粘質、しまりよし

暗褐色シルト、粘質、径20～30mm程度の基

盤層ブロックが少量混入、ややしまりよし

黒褐色シルト、粘質、基盤層ブロックが多

量混入、しまりよし

（1）lOYR3/2

②1()YR3/3

③1()YR3/2

①lOYR2/2

②10YR2/2

黒褐色シルト、褐色土が粒状で少

量混入、ややしまり悪い

褐色土(lOYR4/4）と混じり合う

(2)

0（層位)1m

図71SH53遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)



95

SH621｡‘’

…
~FOO“9V

CQ砲I 、

1
ノ

、
一

壁
迄
三

V
I

調い

言
一｝

M1

（ Ⅶ細I

一

1尺7
1Jノ．

／
、、い樹く

課
I

、

一一一一フ

，／
／

／
「

I
／
、
レ
ー
１
１

u-

謡
m

C,

r一

(平面)2m 一
1－一 、

1〆

WM、H

55.700－且H97a'
’
○
○
卜
・
の

b》’

55.700>""* 55.700Â

①lOYR4/2灰黄褐色シルト、基盤層
土が粒状で多量に混入

②l〔)YR3/3暗褐色シルト、やや粘質 lOYR3/2暗褐色シルト 層土が粒状で混入、

混入

層ブロックが混入

層ブロックが混入

f,

黒色ブロック・炭が混入

l0YR2/3黒褐色シルト、基盤層プロ

10YR2/3黒褐色シルト、基盤層プロ

55.700̂ "62

①
②
③

l0YR3/3

10YR4/3

10YR4/3

暗褐色シルト、基盤j曽土が粒状で混入

にぶい黄褐色シルト、基盤層ブロック
が多量に混入

にぶい黄褐色シルト、やや粘質、基盤

層ブロックが多量に混入

②
③55.700且H157-dl

55.700-且H152
才一一一一

ｇ
’

:4 １
１
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●

②
皇珊

暗褐色シルト、やや粘質、基盤層ブ①

ﾛｯｸが混入

にぶい黄褐色シルト、やや粘質、基②

盤層ブロックが多量に混入③

暗褐色シルト、やや粘質

褐色シルト、やや粘質、しまり悪い④

にぶい黄褐色シルト、やや粘質、基

盤層ブロックが少量混入

図72SH62遺構図

褐色シルト、基盤層土が粒状で多量に混

入(Hl53）

暗褐色シルト、やや粘質、焼土が混入

暗褐色シルト、やや粘質、基盤層ブロッ

ク・中砂が混入

暗褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、

レキが少量混入(H72）

①
②
③
④
⑤

I()YR4/4

1()yI-3/3

1()YR3/3

1()YR3/3

l()YR3/3

19YR4/3

10YR3/4

1()YR4/6

10YR4/3

①
②

暗褐色シルト、基盤層ブロック・炭化

物が多量に混入

暗褐色粘土、基盤層ブロック・炭化物

が混入

0（層位)1m

lOYR3/3

10YR3/3

(平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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'405d，bl59b’

55．100－
'66c1 d

55．100－
C

55．100－

①lOYR4/4褐色シルト、暗褐色土

ブロック（lOYR3/3）

が混入、しまりよし

②lOYR3/3暗褐色シルト、基盤層

士粒が混入、しまりよ

し(1404）

③l0YR4/4褐色シルト、暗褐色士

ブロック（lOYR3/3）

が混入、しまりよし

①lOYR3/3暗褐色シルト、径5mm

前後の炭化少量混入、

しまりよし

①lOYR2/3黒褐色シルト、基盤層土が

粒状で少量混入、しまりよ

し

②lOYR3/3暗褐色シルト、径5mm以下

の炭化物が少量混入、やや

しまり悪い

③l()YR3/3暗褐色シルト、基盤層土が

粒状で少量混入、ややしま

り悪い

①
②
③
④

lOYR3/3

10YR3/3

10YR3/3

10YR3/3

暗褐色ｼﾙﾄ､基盤層土が

すじ状で混入､しまりよし

暗褐色シルト、基盤層土が

多量混入、しまりよし

暗褐色シルト、しまりよし

暗褐色シルト、径5mm前後

の炭化物が少量混入、しま

りよし

にぶい黄褐色砂、暗褐色土

がすじ状で混入、しまりよ

し、硬化面あり

(1406）

⑤lOYR5/4

1370q

55．100－二
9ell28 1112f【日 f

55．100－55．100

①lOYR3/3暗褐色シルト、径30mm程度の

基盤層ブロックが少量混入、
しまりよし ①l()YR2/3

②lOYR2/3

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で少量混

入、しまりよし

黒褐色シルト、基盤層-tと混じり合う、
1士、卜’
し仁実ﾉユレ

①lOYR3/2黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、
径5mm前後の炭化物が少量混入、しまり

よし

②l0YR3/3暗褐色シルト、粘質、しまり悪い

③lOYR3/2黒褐色シルト、粘質、基盤層士がすじ状
で混入、しまり悪い55000且’110

Ｈ
’

①lOYR3/3暗褐色シルト、径5mm前後の炭化

物が多量混入、しまりよし

ロ 1m

図74SH55遺構図②(S=1740)

る柱穴が多く、比較的新しい建物跡と考える。区画溝と思われるHI溝跡内にあるが、建物東端の柱

穴は、H1によって切られている。

柱穴H40．H83-H97・H157には柱痕跡が残存する。H62の掘形底面には、柱の痕跡と考えられる

硬化が見られる。

SH55(図73．74)

位置I区の北調査区中央より若干北側から検出した。

検出状況ⅡI層上面から検出した。調査区の西側に続く2間×3間以上の建物と考える。桁の中間に

あたるI59-I383とI370-I112の柱間が短くなっており、特殊な建物構造であった可能性がある。な

お、SH55～SH57はH南調査区の溝跡H303～305と主軸方位が一致し、何らかの関係が考えられる。

柱穴柱痕跡と考えられる堆積が残るのは1204のみである。柱穴の埋土中に炭化物･焼土が含まれて

いるものが多い。
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次式三・、｜、〆〒、

A'OA

○
○
完
叩
の

(平面） 2０
‐ 、

’23

－－言行－－

55.100-①－a55.100且一旦55.100-且’14dbl7126⑤
ざ
一

ａ
’

②_鰻55．100

黙
①l()YR2/3黒褐色シルト、径5

mm以下の炭化物が少

量混入、しまりよし

②l()YR2/3黒褐色シルト、径
10～80mm程度の基盤

層ブロックが少量混

入、ややしまりよし

②lOYR3/3灰褐色シルト、基盤層土が①lOYR3/3暗褐色シルト、基盤層①lOYR3/3暗褐色シルト､やや粘質、②

⑤10YR2/3黒褐色ｼﾙﾄ､しまりよし55.000ユ③10YR3/3鉢ｼﾙﾄ径5卿以5500’

蕊…蝋勘55000-且’73且

。蕊…………
②loYR2/3黒褐色シルト、ややしまり悪い0層位)1m

図75SH56遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)

q190
55．000一二

9

暗褐色シルト、径5mm以下の炭化物

が少量混入、しまりよし(189）

暗褐色シルト、基盤層土が少量混入、
1本、卜IイTRQ1
L〆争ﾉ季L〆11、J望/

暗褐色シルト、径5mm以下の炭化物

が少量混入、しまりよし

黒褐色シルト、やや粘質
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SH57
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A

55．100－
A1 (平面）ｎ

》
ト

2、

55.100-且’231a‘ 55.100b1218b' cl213c’
55．100－－

1203d'd
55．100－

…州蕊蝋…需蝿蕊綴
混入、しまり悪いブロックが少量混

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤屑土

①10YR4/4褐色シルト、砂質mm大の炭化物が混入、し
が混入、しまりよまりよし

しR10YR3/3暗褐色シルト、径5mm前
②10YR3/3暗褐色シルト、し後の炭化物が少量混入、

③10YR4/4褐色シルト、しまりよし

①

55，00且’242且55100Ll237iL g－－~一^~^g'

②

一面X三国
聯
国

蝋蝋
①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土の

粒・炭化物が少量混入、しま

りよし'1241)

②10YR3/3暗褐色シルト、やや粘質、し
まりよし（1241）

③10YR3/4暗褐色シルト、基盤層土の
粒・径5mm前後の炭化物が少

量混入、しまりよし

①
②

黒褐色シルト、径5mm以下の炭

化物が少量混入、しまりよし

黒褐色シルト、径5～10mm程度

の炭化物か混入、しまりよし

lOYR3/2

10YR3/2 ①lOYR4/2

②l()YR3/3

③lOYR3/3

灰褐色シルトI)

略褐色シルト、焼土・炭が多量混入、し
まりよし（II）

暗褐色シルト、篠5mm前後の基盤屑土の

粒・炭化物が多量混入、しまりよし

0（層位)1m

図76SH57遺構図（平面図;S-1760、層位図:S=1740)



100第4章中近世の遺構

剛…柵柵W柵柵柵

繍繍SH59

鱗
ｍ
令
？
④
○
○

＃聯柵1淵

006.ヤ9

一金一多三一
＞

＞ 日‘日

〃)工…て
、､●
、

1678〆
副

0c*
一

一

一一三

~～／

_」 日ﾗ81
ノ

ーく

二一一一一一

蕊 一

,日
/

/の

／

１
１

、
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吋
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(平面） 2ロ 、

'658 1652Cb
54．900－

]655b’ゴ
ー

a

54．900－
C

54．900－

1657

①10YR3/3暗褐色シルト、やや粘質、径1()mm
程度の基盤層土が粒状で混入、し

まりよし暗褐色シルト、基盤層ブロック

が少量混入、しまりよし

暗褐色シルト、基盤層土が粒状

で少量混入、しまりよし

暗褐色シルト、基盤層土が粒状

で少量混入、しまりよし1654

①
②
③

lOYR3/3

10YR3/3

10YR3/3

①10YR3/4暗褐色シルト、径70mm程度の基
盤層ブロックが混入、しまりよ

し

②10YR3/3暗褐色シルト、やや粘質、基盤
層土が粒状で多量混入、しまり

よし

dl678d’
54．900－

1679e'f1734f
54．900－ 54900且’6819’e

54．900－

蕊 鵜
①10YR3/3黒褐色シルト、やや粘

質、径30mm程度の基盤

層ブロックが混入、し

まりよし

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層
土が粒状で混入、径5

mm以下の炭化物が少量

混入、しまりよし

0（層位)1m

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層
土が粒状で少量混入、
1本、卜1
t一季ノー’一

①10YR3/3暗褐色シルト、
基盤層土が粒状

で少量混入、し

ま‐ノよし
÷nL1

図i77SH59遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)
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SH60

－006.rg
V

ml四’

‘V

（
ロ

VV

'1
下
１
＄

CD

031(平面）0 2、
○
○
①
・
寸
叩

54.900A"*8a' 1653h'b d173554.900－且’745c， d’
54．900 54．900

'657

①lOYR3/3暗褐色シルト、径50

mm以下の炭化物が少

量混入、基盤層-tが

粒状で多量混入

①lOYR3/3昭褐色シルト、基

盤層ブロックが混
入、しまりよし

①1()YR3/3H商褐色シルト、基盤

層土、黒褐色土が粒

状で少量混入、しま

りよし

②10yr3/2黒褐色シルト・基盤
層ブロックが混入、

しまりよし

③l0YR3/3暗褐色シルト、基盤屑

土が粒状で､小量混入、

しまりよし

④10YR3/3暗褐色シルト、基盤層
土が粒状で少量混入、

しまりよし
0（層位)1m

図78SH60遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)

SH56(図75)

位置I区の北調査区北東隅から検出した。この付近は周囲より若干高い。

検出状況Ill層上面から検出した。調査区の北側に続く2間×2間以上の建物と考える。主軸方位は

ほぼSH55と直交する。

柱穴柱痕跡は123．126．173．190にみられる。またI7には礎盤と』思われるレキが底面に入れ

られていた。SH55同様に、柱穴の埋土中に炭化物・焼土が含まれているものが多い。

SH57(図76)

位置I区の北調査区の南東隅から検出した。

検出状況ⅡI層上面から検出した。調査区の東側に続く2間×3間以上の建物と考える。主軸方位は

ほぼSH55のものと一致する。
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柱穴検出時にIll層を下げすぎたため、柱穴の掘形は浅い。SH55同様に、柱穴の埋土中に炭化物･焼

土が含まれているものが多い。

SH59．60(図77．78)

位置I区の南調査区ほぼ中央から検出した｡この建物の北側には多数の重複した土坑群がみられる。

検出状況ともにIV層上面から検出した。SH59は柱穴の並びがやや歪んでおり、2列の柱穴列跡ある

いは2軒の建物が重なっている可能'性がある。SH60は、1657．1658の切り合いからすると、SH59

に先行する建物である。SH59と同様に梁行が長く、柱穴の並びもやや歪んでいる。

柱穴SH59の柱穴では、1655．1658に柱痕跡が残る。また、1655には径25cm程度の届平な川原石、

1658には径10cm程度の川原石が数個､埋士の上面に入れられていた。1681と1734の掘形底面からは、

柱の痕跡と考えられる硬化部を検出した。SH60でも、1653-1735．1745に同様の硬化部がみられ

中位段丘上には、中世・近世に属すると考えられる柱穴列跡は25条存在する。柱穴列跡の全長・柱

・杵穴の注量などの計測ｲ直は、一括して表12に記載した。以下地区の順に各遺構について述べる。

検出状況IV層上面から検出した。 主軸方位がSHIとほぼ同 じであ

遺構名
地
区 グリッド

柱
間 全長On)

柱間
平均(m)

主軸方位
柱穴平均サイズm)

長軸 短軸 深さ
推定時期 備考

SA1 A AT4-5 2 3．18 1．59 N6.5E 0.45 0.36 0.33 7期 SHIの付属施設

SA2 A ATS-6 3 5．2 1．73 N6.5E 0.34 0.31 0.43 7期 SHIの付属施設

SA3 A AR-AS4 3 5．34 1.78 N81W0．32 0.25 0.22 7期 SHIの付属施設

SA4 A AQ6 4 6．22 1．56 N5E0.34 0.27 0.19

SA5 A AQ4-6 3 7．42 2．47 N15.5W 0.25 0．24 0.2

SA6 A AS-AT7 2 3 1.5 N85W0.22 21 0．23 7期 SHIの付属施設

SA7 A AR5-6 3 4．46 1．49 N7E0．33 0．27 0．2 7期 SHIの付属施設

SA8 A AQ6 (2) 3．82 1．91 N4E0.26 0.26 0.11 7期 SHIの付~属施設

SA9 A AO-APO 2 4．66 2．33 N84E0．48 0.4 0.24 8期 掘立柱建物跡

SA10 A BE2-3 2 4．1 2．05 N2E0．27 0．25 0．33 6b～6c期 掘立柱建物跡

SA11 A BE2-3 2 3．94 1．97 N9E0.3 0.24 0．27 6b～6c期 掘立柱建物跡

SA12 B BJ-BK3 3 5．17 1．72 N85.5E 0．48 0.31 0.17 6c期 掘立柱建物跡

SA13 B CD-CF7 7 13．95 1．99 N86E0.46 0.4 0.3 7期

SA14 B BOBQ9 5 11.18 2．24 N85.5W 0.45 0.43 0.24 7期以降

SA15 B BO-BP4-5 2 5 2.5 N79．5E 0.3 0．26 0.13 掘立柱建物跡

SA16 ， EF17 2 4．12 2.06 N1W0.24 0.19 0.09

SA17 E EI-EK17 4 9．7 2．43 N84.5E 0．24 0.21 0.21 5b～6a期

SA18 E EK-EM17-18 4 10.42 2．61 N88.5E 0.33 0.28 0．22 5b～6a期

SA19 E EQ-ES19 6 11．12 1．85 N87E0.3 0．24 0．27

SA20 E EK-EM18 4 11 2．75 N81W0.23 0．21 0．22 6c期

SA21 E EK-EM17-18 6 12 2 N81.5W 0.34 0.25 0．18 6c期

SA22 F GB28 2 2．8 1.4 N75W0.2 0.19 0．23

SA24 F FJ-FK21 3 5．26 1．75 N87E0.19 0.19 0.21

SA25 I GF-GG111 3 4．4 1．47 N2.5W0.27 0.23 0．27

SA26 I GF-GG111 6 4．8 0.8 N63W0．28 0．25 0.35

SA27 I GF-GG110 2 4．9 2．45 N84W0．28 0.24 0．24 掘立柱建物跡
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図79SA1．2．7遺構図（平面図;s=1760、層位図:S=1740)
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[1180SA3．6．5遺構図（平面図:S=1/60、層位図:S=1/40
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そのため、SH1の付属施設である可能‘性が考えられる。なお、SA1は、A136.A141の柱間とほぼ全

長が同じであり、建物の一部の可能'性がある。

柱穴SA1に属するA413-A145には、礎盤として川原石が設置されていた。A413は川原石が埋士の

上面に浮いた状態になっている。A428には柱痕跡が残存する。SA2に属するA360-A307には、径約

15cm程度の柱痕が残存していた。その他の柱穴は埋士が単層で浅い。SHIの西面にあたるSA1-SA

2は、SA3やSA4に比べてしっかりとした構造をもっていたことが伺える。

SA5図80

位置A区の南東隅から検出した。

検出状況IV層上面から検出した。主軸方位がA区のSH･SAとは異なっており、時期が異なるのか

もしれない。東側につづく掘立柱建物跡になる可能性がある。

SA13図81

位置B区北調査区の北西隅から検出した。堀・土塁によって区画された屋敷地内の遺構と考える。

検出状況IⅡ層上面から検出したが､本来はII'層上面の遺構と考える。ほぼ等間隔で7間並んでおり、

北側に続く掘立柱建物跡であれば、かなり大型の建物と思われる。位置的に重なるSH12と同様に基

盤層の土が埋士に使用されており、他の柱穴とは異質な印象を受ける。なお、主軸方位もSH12とほ

ぼ同じである。

SA14(図82

位置B区中央調査区の南側から検出した。

検出状況Ⅲ層上面から検出した。西端のB744のみ若干柱間が離れているが､柱穴の構造がよく似て

いることから同列に含めた。主軸方位がほぼSH14に一致するため、SA14がSH14の付属施設である

可能'性もある。

柱穴すべての柱穴に、川原石の礎盤が設置されている。SH14にも礎盤が多用されていることからも

両者の関係が考えられる。B255は底面付近から焼土を検出し、完形の土師器Ⅲ（図218:23)が埋土

中から出土している。また、礎盤の石は届平なものではなく、円筒形のものが使われており、他の柱

穴とは一線を画す。

SA16図83

位置D区西調査区のやや北西寄りから検出した。SH26・SH27に隣接する。

検出状況1V層上面から検出したが、本来はHI層上面から掘り込まれていたと思われる。対応する柱

穴を検出することはできなかったが、SH26・SH27という建物の配置や柱間から考えると、掘立柱建

物跡であった可能'性が高い。

柱穴D447には、礎盤と考えられる河原石が設置されていた。川原石が露出した状態で検出したが、

本来は理土中に浮いた状態であったと推測できる。

SA17(図83

位置E区東調査区の北東隅から検出した。北側に鍛冶関連遺構が存在する。

検出状況IV層上面から検出した。鍛冶関連遺構である大型土坑群の南側にほぼ等間隔で配置されて

おり、主軸方位も近似する。そのため、鍛冶を行う一帯を区画する柵などの施設が想定できる。また、

南側に展開する掘立柱建物跡である可能'性もある。
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SA13

＝＞≦一$-－ ～植物痕

①10YR4/2灰黄褐色シルト、黒色シルトが層
状・ブロック状で混入

②10YR4/4褐色シルト、黒色ブロックが混入
＜

割，

’
９
’
ｆ
｜

翰
撫
諏
溌

程
ｆ
’

①10YR3/2黒褐色シルト、基盤層土・黒色土

が層状に混入、しまりよし

①10YR4/4褐色シルト、黒色ブロックが層状
に混入

59.700A-B484e'

霊
①10YR2/1黒色シルト、基盤層ブロックが多

量混入

①10YR4/4褐色シルト、黒色ブロックが混入

B494
cI59．700且

①
②
10YR4/4

10YR2/1

褐色シルト、黒色ブロックが混入

黒色シルト、基盤層土が粒状で少

量混入(B493)
にぶい黄褐色シルト、黒色ブロッ

クが混入(B493)

③10YR4/3

＜’＜

○
○
⑳
。
①
、

59.800*-̂7 b1

①10YR4/4褐色シルト、黒色ブロックが層状
に混入

0（平面)2m

ざ
一59.800ユ B501

①10YR2/1黒色シルト、基盤層ブロックが層

状に混入

②10YR4/4褐色シルト、黒色ブロックが混入、
しまりよし

0（層位)1m
I｣’''1'11Ⅱ

、層位図:S=1/40)図,81SA13遺構図（平面図:S=1/100、層位図
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SAM

－－一命一 fB255f’
59．500－

①10YR1.7/1黒色シルト、褐色砂ブロック
が混入、底面に焼土が混入、

ややしまり悪い＜

辻’

①10YR2/3黒褐色シルト、径5mm以下の炭

化物が混入、しまりよし

②10YR2/3黒褐色シルト、しまりよし

③10YR2/2黒褐色シルト、しまりなし基盤

層土が粒状に混入

①10YR2/2黒褐色シルト、径2(lmm程度の

炭化物が混入、しまり悪い

②10YR2/2黒褐色シルト、基盤層土が粒

状で混入、ややしまりよし

③10YR2/2黒褐色シルト、マンガン斑が

少量混入、ややしまり悪い

(B222)

④10YR1.7/1黒色シルト、しまり悪い

(3222)

⑤10YR2/2黒褐色シルト、基盤層土がす

じ状に混入、ややしまり悪い

(B222)

d
59．500－

Rクワ1 ｄ
’B2

cB207C
59．500－－

鶏 ①10YR2/2黒褐色シルト、基盤眉土が粒状
で混入ややしまり悪い

②10YR2/2黒褐色シルト、しまりよし

B760 b1
59500_且

①10YR1.7/1黒色シルト、基盤層土が粒状
で少量混入、径5mm程度の炭

化物が少量混入、しまり悪い

②10YR1.7/1①と同じ

③10YR1.7/1黒色シルト、ややしま)悪い

B201

B

匂く’ 割
’
’
○
○
ｍ
・
①
の

0 （平面)2m

B774
59.500̂

ａ
’

①10YR2/2黒褐色シルト、ややしまり悪い

②10YR2/2黒褐色シルト、基盤層土がすじ

状に混入、ややしまり悪い

③10YR2/2黒褐色シルト、しまりよし

0（層位）
'''''''11II

S=1/40)

1m

11182SA14遺構図（平面図:S=1/ICO、層位図
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SA25

A
A

A

54．900－

C

聯

Ill

I
A1

キ"丁

A,

蝋 鰯

al740a，

…萱
①10YR3/3暗褐色シルト、粘

質、ややしまり悪
い

SA26

A

A
54．900－

’

bl626b’
54．800－－

蕊
①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土が粒状

で全体に混入、しまりよし

灘
柵卿

aI738a1
54．900

b
54．900－

'616b1 cl613c『
54．900－－

①10YR3/3暗褐色シルト、
粘質、しまり悪
い

el743e，
54．900－

① 10YR3/3暗褐色シルト、
しまりよし

暗褐色シルト、粘

質、基盤層土が少

量混入、ややしま

り悪い

①10YR3/3暗褐色シル

ト、基盤層

土が少量混

入

①

蝋

C’741C’
54．800－－

10YR2/3黒褐色シルト、基盤層土
が粒状で少量混入、しま

りよし

e A1

A’

Ⅲ

K

、
ら＝

dl627d’
54．900－

①10YR3/2黒褐色シルト、粘質、

基盤層土が粒状で少量

混入、しまりよし

ロ (平面） 2、

0（層位)1m

図86SA25-26遺構図（平面図;s=i/eo、層位図:S=1/40)
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SA18図84

位置E区の東調査区の北側から検出した。

検出状況IV層上面から検出した。主軸がほぼ東西軸に一致する。一直線につながらないが、SA17と

ほぼ主軸が同じで、入れ替わるように続いていることから両者に何らかの関係があると思われる。

SA20．21図85)

位置E区東調査区の中央から検出した。この遺構の南側に掘立柱建物跡が集中している。

検出状況IV層上面から検出した｡主軸がほぼ平行しており、その間が遺構のない空閑地になる｡SA20

の南側に掘立柱建物跡群が展開しており、これらと関係のある通路のような区画が想定できると考え

る。

SA19図84

位置E区西調査区の北東隅から検出した。E60等の区画溝に囲まれており、SH33と位置が重なって

いる。

検出状況IV層上面から検出した。区画溝内に設置されているが、主軸が若干異なっており、SA17-

SA18の主軸に近い。

SA24

位置F区北調査区の北側から検出した。SH54が東側に配置されている。

検出状況Ⅲ層上面から検出した。東側にはSH54があり、同じような掘立柱建物跡の可能'性がある。

SA25．26図86

位置両遺構ともに、I区南調査区の北側から検出した。

検出状況1V層上面から検出した。南にあるSH59-SH60という掘立柱建物跡と主軸方位が合うため、

何らかの関係が考えられる。両遺構とも直線上に並ばず、互い違いの柱配置になるのが特徴である。

SH26の方が柱間が短く、間隔が不揃いである。柵のような施設が想定できる。

F区のビット列（図87）

F区のGK25～26グリッドには、多数のピットが集中して存在し、溝跡F1410を挟んで、南北方向

に2列に並んでいる。東側に集中するピットは密集して切り合っており、複数回の作り替えを行った

柱穴列跡の可能'性もある。しかし、等間隔に直線的に並ぶ列を抽出することはできなかった。ピット

の埋土は単層であり、柱痕跡などはない。また形状や底面レベルが安定せず、ばらつきが多い。西側

は、若干間隔が開いており、数も少ない。

重竹遺跡B地点の報告書（前掲）において、本文中にはふれられていないが、中世前期の屋敷地の

南側に配置された溝跡SD4の北側に、2列の同様な遺構が確認できる。位置的にも道路としての機能

をもった空間を区画していた可能'性が高い。今回F区から検出したものについても、同様な遺構と考

えていたが、①西側のピット列からは古代の遺物しか出土していないこと、②西側には古代の可能性

が高いSH52が配されていること、③ピットの密集度が異なることから、東側については中世の遺構、

西側は古代の遺構であり、古代～中世にかけてF1410も合わせてこの場所に重要な区画が存在してい

たと考える。遺構の上部構造は、西側については柵列や塀になる可能'性があるが､東側についてはピッ

トの様相から、柵や塀のような構造物ではなく、生垣のようなものを想定している。遺物は白蓋系陶
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器等が出土しているが、細片であるため図示はしなかった。遺構の年代は、出土遺物から推定して、

東側が5b～5c期、西側が3c期と考える。

G区のビット列（図88）

HC66グリッド付近から南側は、急激にピット状の遺構が増える。この場所は、重竹遺跡B地点の調

査で検出された古代の大溝SD37の続きと考えられるG201の西側となり、以前に調査が行われた重竹

遺跡B地点と同じ遺構群と考える。溝跡G150-G500とG315-G580の間には遺構の少ない空間がある

が、HC68グリッド付近からこの空間の西側に沿って、密集して切り合ったピット群が1列に配置さ

れ、HC70グリッド南端で西に曲がる。その南側に約2.5mの間隔をおいて再び東西方向のピットの密

集があり、再び南に曲がってHC73グリッドに達している。HC66～HC69グリッドでは先述の空間の

東側にもピットの密集があるが、HC66-HC68グリッドのものについては、G315-G580との切り合い

から、2期（7世紀)の遺物が出土したG530を始め、時期が異なるものが混在している可能性が高い。

したがって、どこまで同一のピット列と考えるかは難しい。G区におけるこの遺構も、F区と同様､道

路あるいは区画の一部として機能していたと考える。また、上部構造も同じものと推定する。

遺構の時期は、出土遺物と遺構の切り合いから6期後半と考えた。なお、遺構の‘性格と調査記録の
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関係上、この遺構に属するピットをすべて明確にすることができない。従ってここでいう出土遺物と

は、確実なもののみであるため量的には少ない。また細片であるため図示しなかった。

土塁と堀跡

今回の調査では、多数の溝を検出している。その多くは、用水を目的としたものではなく、屋敷地

等の区画を行うためのものと考えられる。その中でもB-C区にまたがって検出した溝跡B413-C

71）は、幅約4.5m、深さ約1.3mの規模が大きなものであった（以降、この溝跡については堀跡と呼

称)。C区では、この堀跡の北側から士塁C72)も検出した。またB区からは、堀跡とほぼ直交する

溝跡(B369)や、土塁の盛土下から検出した複数の溝跡と同じ形状をもつ溝群を検出し、士塁･堀に

よる区画が北方向に広がると考えられる(図89)。ここでは、これらの遺構に焦点をあて記述する。ま

た、この堀跡と土塁による区画のもとになったと考えられる溝跡群についてもあわせて述べる。なお、

溝跡の規模等の計測値は、表19～22に他溝跡とともに記載した。出土遺物については表68～75に一括

して記載した。

土塁C72、図92．93

位置C区東調査区の堀跡C71北側から検出した。

検出状況C71と同様に、試掘調査の段階から、その存在を確認していた遺構である。東西方向に延

びるが、B区には盛土が残存していない。残存する盛り土の断面形は台形を呈する。東西方向の長さ

は今回検出した範囲で約18.5m､幅は削平や掘りすぎ等もあり一定ではないが､基底部で6m程度あっ

たと思われる。盛土の高さは、残存高で0.5m程度であるが、上部は崩されて堀跡の埋め立てに用いら

れたと考える。盛土はIⅡ層上面に築かれており、調査区東壁と中央部でほぼ層序が対応する。基礎と

なる盛土層（図93束壁⑬．⑭、中央⑩～⑬）の上に基盤層土を多量に含む土で覆い（束壁⑳、中央⑥

～⑦)、その後北側に盛り土を行っている（図93束壁⑳．⑫、中央⑤．⑧．⑨)。基礎となる盛土の外

側に対応するように溝跡C219が設置されており、盛土を行う際の測量の跡と考えている。北側の盛土

は、構築法が異なる。目印となる溝跡C230の北側に小規模な盛土（図93束壁⑬、中央⑯．⑰）を行い

士塁本体との間を埋めて基礎とし（図93束壁⑮．中央⑭)、さらに盛土をおこなっている。この北側の

盛り土については、当初の計画段階からのものか拡幅によるものかは判断しにくいが、出土した遺物

が大きく3時期(6c・7b・8a）に分けられることから拡幅の可能性を考えたい。ただし、遺物

の出土位置を層位的に捉えることができなかったため、現段階では推測にすぎない。基底部下の縄張

りのための溝は、何条にもわたって掘られており、最終的に2条のみが採用されていることから考え

ると、何度か縄張り溝を掘り変えながら工事を進めたと思われる。なお、土塁下から検出した縄張り

溝跡群は、B区のB412やB444-B440-B437・B771という溝跡（図90)にも共通点を見ることがで

き、B区のB387-B413の内側にも土塁が存在した傍証になると考える。

堀跡B387、図90)

位置B区北調査区西側から検出した。この溝から西側には柱穴・土坑が密集している。

検出状況ほぼ南北の方位に延びる溝である。東西の堀跡に比べると規模はかなり小さく、幅が約

2.9m、深さが0.6m程度である。最下層には粘土層が堆積しており、滞水していた可能'性があるが、

底面レベルは一定であり、用水を目的とした溝ではないと考える。埋士中からは、多量の遺物が出土
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①10YR4/2灰黄褐色シルト(I)

②10YR3/1黒褐色シルト(in

③10YR2/2黒褐色シルト、径2～5cmの小レキが混入

④10YR3/1黒褐色シルト、下層にレキがつまる、基盤層土粒力ﾖ

混入

⑤10YR2/1黒色シルト、弱粘質、レキが混入

⑥10YR3/1黒褐色シルト、弱粘質、しまりよし

⑦10YR3/1黒褐色シルト、弱粘質、基盤層土ブロックが混入、
I士、卜i
レーノーレ

⑧10YR2/1黒色粘土

⑨10YR2/1黒褐色シルト(Ill:

⑩遷移層'ill)

、＝〆

15mロ

図90B区堀・土塁関連遺構遺構図①（遺構位置図:S=17300、層位図:S=1740)

し、特に⑤層からは土師器皿がまとまって出土している（図221)。上層はⅡ層上面から掘り込まれた

溝があり、堀としての機能を消失した後も再掘削をし溝として使用していたものと思われる。なお、

近年までB565に場所を移して溝として使用されていたことを考えると、周辺の溝の中でも重要な区1由I

を表す溝であった可能性がある。遺構の時期は、遺物の時期幅が広いことから年代を特定することは

難しいが、土塁築造以前に存在したと思われる掘立柱建物跡SHUを切っていることから考えると、

南北の堀と同時期の築造と考えてよいと思われる。堀の廃絶とともに下層の溝が機能を停止し、再掘

削した後、継続して使用されたと考える。

堀跡(B413-C71、図89～93)

位置B区西調査区とC区東調査区にまたがって検出した。地形的には、B区からC区にかけて標高

が若干低くなる場所にあたる。

検出状況試掘確認調査の段階から、C区ではその存在を確認していた遺構である。B413はIV層上面

から、C71は西半分をIll層上面から検出した。東西方向に延び、B区側で若干南側に湾曲する。断面

形は逆台形を呈する。東西方向の長さは今回検出した範囲だけでも70mを超えており、さらに西に延

びる可能性が高い。底面レベルは東側(B413束端）が25cmほど高く、滞水時には東から西に向かって

水が流れたと考えられる。ただし、埋土の様相から一時的な滞水はあった可能'性はあるが、常に流水
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B413．B596・B689

ヨB
56．500

黒色粘質土、ややしまりよし

黒色粘質土、基盤層土ブロックが混入、ややしまりよ

し

黒褐色粘質土、しまり悪い

黒色、ややしまり悪い

黒色粘質土、レキが多量に混入、しまり悪い

黒色粘質土、しまりが悪い

黒色シルト、ややしまりよしI;:-,!;

黒色粘質土、基盤層土混入、しまりよしHh^i

黒褐色シルト、しまりよしIll

l0YR2/1

10YR2/1

lOYRSrt

10YR2/1

10YR2/1

10YR1.7/1

10YR1.7/1

10YR2/I

lOYR2/2

⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

黒色シルト、マンガン斑．細かいレキが混入、しまりよし（1）

黒色シルト、砂・細砂が混入、しまりよし(I)
黒色シルト、基盤層土・黒色土混在、しまりよし

黒褐色シルト、基盤層土・レキが混在、しまりよし

黒褐色シルト、基盤層土ブロックが少量混入、ややしまり悪い
黒褐色シルト、ややしまりよし

黒褐色シルト、径10cm程度のレキが少量混入、細砂が混入、上
面で基盤層土が混入、ややしまり悪い

暗褐色シルト、炭化物が少量混入、基盤層土が層状で混入、や
やしまりよし

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

lOYR2/l

1()YR2/1

10YR1.7/1

10YR2/2

10YR2/2

10YR2/2

10YR2/2

lOYR3/3

一

一 －一一－■一一一一一 一一

①

C，
C

59．500

黒色シルト10YR2/2黒褐色、鉄分・マンガン斑沈着、細かいレキが混入、しまりよし（’）
黒色シルト、径5cm程度のレキが混入、ややしまりよし

黒褐色粘質土、鉄分沈着、基盤層土が層状に混入、ややしまり悪い

黒色粘質士、③との境界にレキが集中、しまり悪い

黒色粘質土、基盤層土と混ざり合った様相、しまり悪い

黒色粘質土、しまりよしIWH,

黒褐色シルトnil

10YR2/1

lOYR2/l

10YR2/2

10YR1.7/l

10YR2/1

10YR1.7/1

10YR2/2

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

推定土塁下部遺構
B444．B440・B437・B771

－－－，
黒色シルト、基盤層土粒が混入(B444）

黒色シルト、基盤層土粒が多量に混入(B444)

黒褐色シルト(B771)
黒褐色シルト、基盤層土粒が多量に混入im-i

黒褐色シルト、基盤層土粒が多量に混入、しまり

が悪い(B440;

①
②
③
④
⑤

l0YR2/l

10YR2/1

10YR2/2

10YR2/2

10YR2/2

D,
、

59．700

黒色シルト、マンガン斑沈着．細かいレキが混入、

しまりよし、現代水田面I

黒色粘質土、基盤層土が層状に混入、しまり悪い
HIL'

黒色シルト、基盤層土がわずかに層状に混入、し

まりよし(B660）

黒色シルト、基盤層土ブロックが混入、しまりよ

しIln

黒褐色粘土、しまりよし'Ill

① 10YR2/l

lOYR1.7/］

lOYR1,7/l

10YR1.7/1

10YR2/2

②
③
④
⑤

B412・B660

旦患二二一冨里三=孟
Ｅ
’59．700

③

1mロ

図91B区堀・土塁関連遺構遺構図②(SPは前図参照、S=1740)
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…f戯；
①lOYR2/3黒褐色シルト、均質

②l0YR3/2黒褐色シルト、径数cm程度の基

盤層土ブロックが多量に混入

BC171B'
59.300-

CクククC
59．300－

C，

①lOYR2/2黒褐色シルI

①l()YR2/2黒褐色シルト、径1cm以下の基盤層土

ブロックが点在、ややしまり悪い

-'59.300-EC223E59300－Ec224D1 F！Cｸｸｸ
59300-口

鰯 尊
撫

①lOYR2/2黒褐色シルト、径1

cm以下の基盤層土ブ

ロックが少量混入、

ややしまり悪い

黒色シルト、ややしまり悪い

黒褐色シルト、径1cm以下の

基盤層-tブロックが点在、や

やしまり悪い

“
②
l()YR2/1

10YR2/2

①75YR2/1黒色シルト、均質、径数cm程度の基盤層土粒が少量混入

②lOYR2/2黒褐色シルト、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが多量に混入

③lOYR2/2黒褐色シルト、径数cm程度の基盤層土ブロックが点在

C219．C229°C230．C231・C220

G G，
59．300－

①

H
59．300－

H

黒色シルト、径1cm以下の基盤層上ブロックが~下部に少量混入

ややしまり悪い(C219）

黒褐色シルト（C219）

黒褐色シ'ルト、やや粘質、しまりよし(C229）

黒褐色シルト、径5mm以下の基盤層土粒状が点在(C23()）

黒褐色シルト、均質(C231）

黒褐色シルト、均質(C220）

黒褐色シルト、径5mm以下の基盤層土が粒状に点在(C220）

0

75YR2/］

l(}YR3/2

1()YR3/2

1()YR2/2

10YR2/2

1()YR2/2

10YR2/2

①
②
③
④
⑤
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11192C区堀・土塁関連遺構遺構図①（遺構位置図:S=17200、層位図:S=1740)
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がある状態ではなかったと思われる。埋土は場所によって大きく異なる。最下層には粘土層が堆積し、

B区の西側では、粘土層の上に多量のレキと遺物が混入する層が存在する。B区の西側では、その層

の上に基盤層土とほぼ同質の土と黒褐色シルトの互層がある。c区の東側では、この互層がやや厚く

堆積しており、レキが大量に混入する層が薄くなる。これより西では、近世末から近代にかけての遺

物が、下層の粘質士層にいたるまで出土する。このことから、この堀跡の埋士は大きく4つに分ける

ことができる。

①最下層の滞水による自然堆積

②多量のレキが混じった人為堆積

③土塁を崩しながら、周囲の士を用いて埋め立てた人為堆積

④近世末から近代初めに多量の陶磁器とともに埋め立てた人為堆積

②の層に含まれる陶器は、7期後半から8期前半のものが多い。おそらく屋敷の廃絶時期に符合す

ると考える。③の層は、②の次の段階として行われた堀跡の廃棄行為に伴うものと考えられ、②と大

きな時期差はないと考える。④は再掘削によるものか堀跡の凹みを利用したものかは不明であるが、

ゴミ穴として利用された後に埋め立てたものと推測する。

士塁築造時期は6c期と7b期の二時期が想定できるが、堀と士塁の関係からみれば6c期築造と

考えられる。廃絶時期は8a期であろう。

堀・土塁築造以前の溝B596-C179・B689-C180・C171-C222・C105-C224-C223、図91～93

位置士塁・南北の堀と重なる位置から検出した。

検出状況士塁．堀の掘削後あるいは、う。ランが切られて検出した遺構群である。B596-C179・B

689-C180は、堀跡B413-C71の両肩から検出した遺構であり、ほぼ平行に南北方向に延びる。堀が存

在した段階では、完全に埋没していたことが層位から確認できる。位置．方向が堀跡と完全に重なっ

ており、2条の溝の間隔に合わせて堀が築造されていることからすると、この溝を基準として堀が造

られたことは間違いないであろう。また、C区束調査区の土塁下からは、北に向かって鈎形に曲がる

2条の溝を検出した。これらの溝は、B596-C179に接続する可能性が高く、2条あるのは造り替えと

思われる(C171-C222が新しい)。埋士は単層であり、粘土の堆積も見られないことから、滞水のな

かった区画溝と考えられる。また、2条が平行していることから、道路跡が存在していたと推定する。

B区中央の南北方向の道路状遺構や、SHUやSH13のような士塁築造以前の遺構群との関係が考えら

れる。

時期B596から出土した遺物から、その築造年代は6c期以前と考える。廃絶は、堀の築造時と考え

る。

大型土坑

今回、中近世の大型士坑と分類した遺構を58基検出した。形状や遺構の様相から下記のような要素

を抽出した。

平面形

A楕円形B円形C長方形D方形E長楕円・長長方形F不定形

掘形の形状

a肩の立ち上がりがあるもの
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b底面からなだらかに肩までつながるもの

c不明

付帯属'性

1床面硬化

1'床面が硬化するもののうち鉄分が沈着するもの

2貼り床のような層があるもの

3内部に集石のあるもの

4内部に配石のあるもの

5鍛冶関連遺物が混入するもの

6上屋構造が考えられるもの(SH26・SH39参照）

7内部に付属する士坑や柱穴を持つもの（竪穴建物G635を除<)

8特になし

なお、長楕円形・長長方形は長短軸比が2以上、楕円形・長方形は長短軸比が1.2以上で分類を行っ

た。これに平面規模などを鑑みて、以下のような10タイプに分類した。

①やや小規模で、平面形が方形・長方形となるもの。G78．414．610が、このタイプにあたる。また

A144-A245もこのタイプと考えられる。さらに小規模であるため大型土坑としなかったが､B401-

521．574（図158,159参照）という遺構もこの中に含めて考えても良いであろう。形態的には土坑

とした遺構群と大きな相違はないが、掘形が浅いのが大きな特徴と言える。

②①より規模が大きく、1辺が2mを超えるような方形・長方形を呈する一群である。今回の調査で

最も多く検出したタイプ°である。床面硬化がみられるもの（E30．100．245）や、石が入れられた

ものH100等）もある。

③方形で配石をもつもの(F568)。

④長楕円形．あるいは長長方形の平面形をもつ遺構。多量の石が入れられているものもある（A3．

A96。

⑤溝跡と連結しており、一連の遺構の可能性があるもの（A416．A417)。

⑥①と同規模で円形のもの(C114)。

⑦大規模な円形を呈するもので、やや深めの掘形をもつもの(F60-1250)。

⑧上屋構造をもつもの（D430．F681)。両者とも内部に集石がある。

⑨平面形が楕円形または不定形であり、床面に硬化がみられるもの。G644等G区の一部から集中して

検出した。

⑩方形の掘り込みを持ち、竪穴に土坑・配石・溝・貼り床等が伴うもの。今回鍛冶に関連したと考え

た遺構群が、これに当たる。鍛冶関連遺物以外の遺物出土量も多く、他の大型士坑とは一線を画す。

重竹遺跡B地点の調査で士坑Bとして抽出された一群は、この中の①．②．③．⑨．⑩などに該

当すると考える。今回調査を行っただけでも、これだけのバリエーションを有するということは、単

一目的で作られたものであるとは考え難く、篠原氏の考える諸説に現われているように、それぞれが

当時の人々の生活の1面を支える施設であったと考えた方がよいであろう。以下に各遺構について述









地区
名
遺構名

A A3

A A4

A A96

A A144

A A245

A A416

A A417

B B18

B B35

B B132

B B202

B B205

B
B386．

B416

B B421

B B542

B B678

B B729

C C98

C C114

C Cl20

C C124

C Cl33

， D430

E E30

E E100

E E245

E E500

E E747

E E770

E E780

E E830

E E831

E E835

F F60

F F568

F F585

F F681

G G11

G G50

G G78

G G414

G G605

G G610

G G644

G G645

G G669

G G906

H H100

H H130

H H317

H H318

H H394

I 12

I 14

I 175

I 1250

I 1257

I 1308

グリッド

BD－BE2－3

BD2－3

BE3

AS－AT5

AR4

AS6

AR4

BJ3-4

BK4

BI3

BP10

BP10

CB6

CC6

CD7

CF11-12

BG3－4

DA14－15

DB13

DB13-14

DA15

DB14

EE－EF18－19

FA－FB20－21

ES20

ER－ES21

EM20

EI16

EJ17

EJ16-17

EK－EL16－17

ET-EK16-17

EI-EJ16

GF27

GB20-21

GC23

FF－FG23

HD－HE72

HE73-74

HE72

HE72

HD71-72

HD－HE72

HD71-72

HD71－72

HC－HD72

HC－HD72－73

HD76-77

HE76

GP96

GP96

GP96

GM99-100

GL－HM101

GM－HN99

GJ-HK101

GT-HK103

GH108

長軸
(m)

3．36

3．12

(2.08）

1．24

1．72

2．48

2．04

(1.05)

(1.15）

(2.60）

(2.52）

2．42

(2.40)

4．40

(1.82）

2．41

(2.28）

3．55

1．84

3．20

2．50

(3.30)

4．50

2.00

1．68

(3.36）

2.08

(2.00)

(2.62）

(2.28）

(2.08)

(1.24）

(2.12）

(2.92）

2．14

0．62

2．05

2．04

(2.92）

(0.75）

2．00

2．40

1．35

4．36

(2.12）

4．12

(1.80）

2．56

(1.32）

(1.08)

(1.32）

(2.32）

1．50

(1.76)

(1.40)

(1.64）

(2.72）

(1.80)

短軸
(m)

1．80

2．96

1．24

0．96

1．40

2．40

1．72

(0.53)

(0.40)

1．64

2．64

2．07

3．25

(0.30)

3．00

(0.77)

2．96

(2.50）

(1.84）

3．04

(1.65）

(2.50)

2．56

2．00

1．40

3．48

2．08

3．16

(1.68）

(2.80）

(3.96）

(2.64）

(3.68）

(1.80）

1．92

0．58

1．75

1．76

(1.50)

(0.55）

(0.92)

1．56

1．25

3．00

(2.04)

2．32

(1.76）

2．56

(0.36)

1．92

(1.56）

(0.56)

1．09

(1.60)

2．04

(2.92）

(0.96)

(1.72）

深さ

(m)

0．38

0．20

0．20

0．04

0．18

0．23

0．32

0．28

0．17

0．34

0．30

0．11

0．28

0．38

0．16

0．43

0．40

0．25

0．16

0．24

0．13

0．35

0．08

0．18

0．14

0．16

0．30

0．70

0．16

0．38

0．36

0．40

0．34

0．34

0．20

0．04

0．12

0．20

0．50

0．20

0．22

0．12

0．11

0．20

0．20

0．43

0．19

0．28

0．14

0．34

0．44

0．48

0．13

0．44

0．14

0．52

0．28

0．11

主軸方位

N3E

N56W

N90E

N2W

N23W

N48W

N65E

N3W

N90E

N5W

N15E

N23E

NOE

Nl3W

N20E

N12．5W

N2．5E

N82E

N83E

N15W

N5E

N15E

N11．5E

N90E

N
’7

0．5”W

N4W

N14W

N62W

N10W

N9W

N14W

NOE

N60E

N10W

N90E

N5w

N90E

N3E

N2．5E

N3w

N19w

N10E

N8E

N70w

N10E

N17E

N10E

N41E

N20E

NOE

平面
形

E

，

E

C

C

B

F

，

，

E

，

F

，

，

，

，

，

B

B

F

C

，

E

，

C

C

，

，

C

，

，

，

，

B

，

A

A

，

C

C

C

F

C

E

E

E

E

，

，

，

，

，

F

B

F

B

F

，

掘形
形状

a

a

a

b

a

b

a

b

a

a

a

b

a

b

b

a

a

C

b

a

a

b

b

a

b

b

a

a

a

a

b

C

a

a

a

C

b

a

a

a

a

b

a

b

b

b

C

a

a

a

a

a

b

b

b

a

a

a
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付帯属性 推定時期 備 考

3 8b期

8 6c期

3 8a期

8 6c期

8 6c期

8 水'性堆積

8

8

8

8 7b期

8 7期

8 7a期 遺構内にP・SK多数検出

8 中央をB387(溝跡)に切られる

8

8 6期

8

8 6期

8 10期 切りあい不明

8 10期

8 10期

8 10期

8

3．6 6a期 SH26の内部遺構

1 6c期

1 6c期

1 6c期

2．5 7a期 鍛冶関連遺構

1'･3．5．7 6a期 鍛冶関連遺構

6 5b～5c期 鍛冶関連遺構に切られる

1'･4．7 5b～5c期 鍛冶関連遺構

l'･7 5b期 鍛冶関連遺構

1 5b期 鍛冶関連遺構

1'･2(砂喫） 5b～5c期 鍛冶関連遺構、内部に粘土溜

7 5b期

4 5a期

1.7

1.3 6期 SH39の内部遺構

8 6c期

8 6c期

8 6c期

8

1 6b期

8 6c期

8

1 6c期

1 7a期

1

3 5b期

8

1 6b期

1 6b期

8 5c～6a期

3 5c期

3 6c期

3

3 6c期

8

3 5b期
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くるが、計測値等については表13、出土遺物については表68～75に一括して記載した。

鍛冶関連遺構群(E500．E747・E780・E830・E831)

今回の調査で鍛冶関連遺構としたものは、E区東調査区から検出した大型土坑群である。鍛冶関連

遺構とした理由は、以下の3点である。

①他地区の大型士坑に比べて、鉄津・輪の羽口・砥石等の鍛冶関連遺物出土量が多い。

②鉄津の中に、鍛造剥片が付着したものや再結合津など鍛造鍛冶特有のものが含まれる。

③他の大型士坑と異なり、土坑や溝、石組、砂利敷等特殊な施設を伴い、E780には高温を受けて赤

変した壁面の一部を確認した。

①については、破片数では鉄津、羽口ともに他地区の合計よりも多い(図25)。重量については、鉄

津がE区とその他の地区のものとの差がないように見えるが、これはE区以外から出土している鉄津

に大型の椀形津が多いことに起因している。②については、鉄棒の分析から鍛造鍛冶のさいに排出さ

れる樺であるという結果を得ている(第3部第1章参照)。③は、E区の5基の大型士坑以外には見ら

れない特徴であり、特殊な'性格を持っていたと考えられる。通常、鍛冶に関連した遺構からは、遺構

埋土中に鍛造片や粒状津などの微細遺物が大量に出土するはずである。しかし今回の調査ではこの抽

出を怠っため、鍛冶関連遺構であることを証明する手立てを一つ失ってしまった。F780．F835から

出土した粘土塊から微細遺物を検出しているが極微量である(第3部第2章参照)。したがって、ここ

では鍛冶遺構ではなく、鍛冶に関連した可能性がある遺構とするにとどめる。遺構の時期については、

出土遺物や遺構の切り合いからE831→E830→E780→E835→E747→E500の順で構築されたと考え

られ、E831．E830が5b期、E780-E835が5b～5c期、E747は6a期に降る可能'性がある。E

500は、他とは時期が離れており、7a期の遺構と考える。

E500図97

位置E区東調査区のほぼ中央から検出した。周囲は掘立柱建物跡が密集している。

検出状況IV層上面から検出した。ほぼ正方形の遺構であり、ほぼ底面が平坦になる。理土中から鉄

棒が多数出土し、やや大きめの炭も混入する。床面の断ち割りの結果、粘土質の士が1層貼ってある

のを確認した。炉の位置などは特定できない。なお、この遺構を覆うように配置された掘立柱建物跡

が存在する(SH30・SH37が、E500が伴うかどうかについては判断できなかった。

E830(図99

位置E区東調査区の北東角から検出した。E区では東へ向かうほどⅢ層の堆積が厚くなり、若干地

形が低くなる。この遺構を含めて、E500以外の鍛冶関連遺構群は、E区でも低い位置に配された遺構

といえる。

検出状況本来はⅢ層上面から掘り込まれた遺構であるが、検出は1V層上面である。遺構の北側が調

査区外であるため、全容は不明であるが、方形の遺構になると考える。底面から肩まで緩やかにつな

がる皿状の掘形をもつ。床面は、鉄分が厚さ5mm程度で沈着し非常に固く締まっている。理土中には、

川原石や大型の砥石が入れられていた。付属する施設としては、SKISK2がある。SK1は浅いⅢ

状の土坑であり、埋士中に炭や焼土が層状に堆積している様子が見られた。SK2は最上層に川原石等

の多くのレキが入れられており、その下層は他の遺構とは違い、明黄褐色のシルト層であった。掘形
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①10YR3/1黒褐色シルト、粘質､径0.5～1cm程度の炭化物
入、しまり悪い

②10YR3/2黒褐色シルト、fl'i質、しまり悪い

③10YR5/6黄褐色シルト、粘質、しまりよし、張り床か？

1cm程度の炭化物が少量混

臣 い0 2m

八

一

一

1

1

5m0

Ｆ
‐
一

図97E区鍛冶関連遺構遺構図①(S=17150)
（図中の断面ポイントは図98北壁層位）
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は壁面に段があったり、底面付近に横穴があるなど一様ではなかった。また、土坑の壁面にE830の床

面と同じ鉄分が沈着していた。SK1・SK2ともに鍛冶炉の可能'性が考えられるが、カーボンベットの

可能'性がある炭層があるSKIは別として、SK2のような土坑については炉と特定することは難しい

と思われる。あえて言うならSK2の上層が炉の本体で､下層が除湿のための下部施設と見ることがで

きる。しかしSKI・SK2ともに明確な焼土面が存在せず推測の域をでない。なおE671は、他の土坑

と比較すると小規模な長方形を呈する平面形や、やや深めの掘形など特徴的な形状であり、何らかの

付属施設の可能'性がある。

E831(図99

位置E区東調査区の北東隅から検出した。E830の東側、E835の西側に位置する。

検出状況遺構検出時に東西の肩を両隣の遺構に切られていたため、完掘段階では床の平坦面のみと

いう状況であった。またこのことから、鍛冶関連遺構群の中で最も古い遺構と考えることができる。

他の遺構と同様に、方形の平面形を呈し、底面から肩まで緩やかにつながるⅢ状の掘形をもつと考え

られる。底面は固く締まって鉄分が沈着していた。特に調査区北壁にかかる部分が最も硬化しており、

その部分が若干盛り上がった状況になっていた。また、埋土中に多量の川原石が入れられた状況も同

様である。床面からピットを検出したが、この遺構に伴うかは不明である。

E780図100)

位置E区東調査区の北東隅から検出した。E770の東側、E835の南側に位置する。

検出状況E835の南側から検出し、層位からE835より新しい遺構であることを確認した。他の鍛冶

関連遺構とは異なり、不定形の平面形をもつ。なお、E780より古い土坑であるE766を同時に掘削し

てしまったため、南東部分の本来の形状は不明である。遺構南壁の中央付近にはテラス状になった張

り出しが存在し、その壁の一部が被熱を受けて変色していた。表面が青灰色、内側が赤褐色に変色し

ており、かなり高温の熱を受けたと思われる。また、このテラス部分の埋土には層状に堆積した炭層

がみられた。以上の様子から、この部分は鍛冶炉の可能'性があると考えた。また、遺構肩より外にあ

る西側の窪みには、炭化材がまとめて置かれていた。この炭化材は竹であり（第3部第5章第1節参

照)、燃料ではなく、何らかの道具であった可能性がある。この遺構にも、他の鍛冶関連遺構と同様に

多量の川原石や大型の砥石（図289：2029,2030、図290:2031,2032)が入れられていたが、これら

のレキを除去したところ､中央の窪み部分に川原石の平らな面を上にして敷き詰めた施設を検出した。

窪み自体の'性格も不明であるが、この川原石を設置するために掘られたものか、窪みを利用して石を

敷いたのかは土層観察からは推測できなかった。

E835図100.101

位置E区東調査区の北東隅から検出した。E780の北側に位置する。

検出状況E780の南側から検出し、層位からE780より新しい遺構であることを確認した。当初はE

780と同じ遺構と認識していたため､正確な平面プランは不明であるが､SD1を南端とした方形の平面

形をもつと,思われる。掘形は、底面から肩まで緩やかにつながるⅢ状になる。遺構の南東側の底面が

若干窪んでおり、そこに炭･焼土が混入する粘土3)が面的に置かれていた。また対する北西の床面には、

やや粗い砂喫が非常に固く締まった状態でしかれていた。他の遺構と同様に多量の川原石や大型の砥

石（図291：2034,2035）が入れられており、床面が固く締まり鉄分が沈着していた。大きな特徴とし
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E830SK1

a

56．300－

E830

a
一
勺

7一

一

孝一
一

F一

一_二二一一
一

一

一

一

一

一

一二二宝一 ①
②
③
④

lOYR3/3暗褐色シルト、粘質、しまり悪い

10YR3/3暗褐色シルトと基盤層土の混ざり

土、木炭片が混入、しまり悪い

10YR3/3暗褐色シルト、粘質、しまり悪い

lOYR3/2黒褐色シルト、粘質、基盤層土の

混ざり土、径5～10cmの炭化物が

混入、しまり悪い

10YR3/2黒褐色シルト・基盤層土の混ざり
土、しまり悪い
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暗褐色シルト、粘質

明黄褐色シルト、粘質、褐灰シル

ト（lOYR4/l)が混入

赤褐色鉄層、硬化している

c1

①lOYR3/3

②2.5Y7/6

③5YR4/6

E671

_ぬ二二
－－一室=‐

百 黒褐色シルト、粘質、径5mm程度の炭化物が混

入、しまり悪い

黒褐色シルト．黄褐色シルト(10YR5/8)混ざり
土、しまり悪い

黒褐色シルト．黄褐色シルト(10YR5/8)混ざり
土、炭化物混入、しまり悪い

0 1m

①
②
③

lOYR3/1

10YR3/l

lOYR3/2

図99E区鍛冶関連遺構遺構図②（平面図:S=1750、層位図:S=1740)
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図100E区鍛冶関連遺構遺構図③(S=1750)

(SPは図101の層位図参照）

ては、南端に位置するSD1の存在がある。南側しか存在せず、どのような役目を担っていたかは不明

である。

E747(図101)

位置E区東調査区の北東隅から検出した。鍛冶関連遺構群の中で最も束に位置する。

検出状況他の鍛冶関連遺構と同様に、平面形が方形を呈し、掘形は底面から肩まで緩やかにつなが

る皿状になる。床面の状況や埋土中に多量の川原石が混入する点も同じである。調査区北壁の層位か

ら、E835より新しい遺構であることを確認した。東側の壁面と底面の境目付近にあるSKIは、E

830-SK1と形状がよく似ており、埋土に炭化物が含まれていた。また、この土坑西側のE747の底面に

は畦砂が堆積していた。
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黒褐色シルト、粘質、径5mm程度の炭化物が多量に混入、基盤層土少量混入、ややしまりよし

黒褐色シルト、粘質、径05～1cm程度の炭化物か多量に混入、しまり悪い
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黒褐色シルト、粘質、基盤層土ブロックが混入、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質、しまり悪い

褐灰色シルト、やや粘質

黒褐色シルト、粘質、径5mm程度の炭化物・焼土・基盤層土が混入

灰黄褐色シルト、粘質、基盤層土が多量に混入

黒褐色シルト、粘性強い、径0.5～1cm程度の炭化物・基盤層土が混入

褐色砂、粘質、lOYR3/2黒褐色シルトが混入、しまりよし

灰黄褐色シルト、粘質、基盤層土が混入、しまり悪い

褐灰色シルト、粘質、炭化物・基盤層土が少量混入、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質、基盤層土ブロックが混入

黒褐色シルト、粘質、l0YR6/6明黄褐色のブロックが混入、ややしまりよし

明黄褐色シルト、粘質、粘土ブロック、しまりよし

黒褐色シルト、粘質、基盤層土ブロックが混入

黒褐色シルト、粘質、基盤層±ブロックが少量混入

黒褐色シルト、粘質(SDl）

灰黄褐色シルト、粘質、基盤層土少量混入、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質、しまり悪い(E766）
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赤褐色シルト、粘質、鉄分層

赤褐色砂質士、しまりよし
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にぶい黄褐色シルト

黒褐色シルト、炭化物混入、

しまり悪い
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図101E区鍛冶関連遺構遺構図④（平面図:S=1750、層位図:S=1740)
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E770(図100.101

E770は鍛冶関連遺構ではないと思われるが、遺構の位置関係からここに記述する。

位置E区東調査区の北東隅から検出した。E780の西側に位置する。

検出状況方形の土坑E700と鍛冶関連遺構E780に切られた状態で検出した。周囲の鍛冶関連遺構と

した大型土坑群のように、床面の硬化や鉄分の沈着がみられず、内部施設も存在しない。このE770の

周囲には浅い柱穴が配されており、上屋があった可能’性がある。

その他の大型土坑

A3(図102)

位置A区の北西端から検出した。この付近はA区では最も標高が高く、基盤層も安定した砂質士で

ある。

検出状況A4とほぼ主軸を同じくし、切り合わない。内部には径数cm～30cm程度の小レキ・川原石

が多量に入れられていたが、東側に向かってレキの堆積が薄くなっており、東端にはほとんどレキが

みられない状態であった。

A4(図102

位置A区の北西端から検出した。A3に隣接する。

検出状況ほぼ正方形を呈するが、南西の角が一部内側に入り込んでいる。この遺構が埋没したのち

SH4が建てられている。

A416．A417図103

位置A区のほぼ中央から検出した。

検出状況T字型に連結する溝跡（A277．A370）の南と東の端にそれぞれ接して構築されている。

溝跡との切り合いは確認できず、一連の遺構である可能性が高い。なお、A416の底面には黒色粘土が

堆積しており、滞水していた可能'性がある。

B542図104)

位置B区北調査区の西端から検出した。SH12等堀内に建てられた建物群に隣接する。

検出状況調査区の南壁付近で検出し、南半分は調査区外に続く。非常に浅い遺構であり、方形を呈

する。付近にはB386やB421といった同タイプ°の大型土坑が集まっており、同じ用途に用いられた可

能性がある。またそれが事実ならば、土塁(C72)が築造される以前の遺構と考えてよいであろう4)。

C120図105

位置C区西調査区の中央のやや西壁寄り、道路側溝跡と推定したC123-C215に隣接する。

検出状況平面プランは円形に近い不定形を呈し、Ⅲ状の掘形をもつ｡埋土は、多数の基盤層士ブロッ

クが混入する層と均質な黒褐色の層が互層になっている。レキ（川原石）が多く混入し、特に中央付

近に遺物とともに集中していた。これらは埋士中から出土していることから、遺構廃棄時に入れられ

たものと推定する。

E30．E100・E245(図106.107)

位置E西地区中央の、それぞれ東寄りE30)と西寄り(E100．E245に位置する。

検出状況大きさは異なるが、すべて床面が硬化する方形または長方形の遺構である。区画溝と考え
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図107E区大型土坑遺構図②(S=1740)

られる溝跡E400やSH34・SH35といった掘立柱建物跡と主軸方位が似ている。特にSH35・SH36の

東西両側に位置することから、掘立柱建物跡と大型土坑が一体となった作業場のような施設であった

可能性がある。なお、これらの大型土坑の周囲には規則性はないもののいくつかの柱穴が存在し、特

にE245の中央のピット(E341)は、かなりしっかりした掘り込みがありながら対応する柱穴がない

ことから、上屋の柱穴とは限らず、E245に伴う遺構であった可能性がある。

F585と周囲の硬化面（図108)

位置F区北調査区西端から検出した。ここは、Ill層が南西に向かって周囲よりやや厚く堆積し、若

干地形が低くなっている。

検出状況検出遺構は中央のF585のみであったが、周囲の精査を行ったところ、基盤層が白っぽく変

色し硬化していることを確認した。そのため、遺構検出段階でIⅡ層を下げすぎた結果、掘形が確認で

きなかった大型土坑であると認識した。周囲だけでな<F585の底面も著しく硬化している。なお、調

査記録にある硬化範囲より、空中写真撮影後に行った断ち割り調査で確認した硬化範囲の方が南北に

広がっている。

F568(図108)

位置F区北調査区西端付近に位置し、溝跡F565．F567と重複して検出した。

検出状況掘削時は分らなかったが、セクションベルトからF565を切り、F567に切られていること

を確認した。平面形が隅丸の長方形であり、主軸がそれらの溝跡とほぼ直交する。南側の壁面下に川

原石を並べた配石をもつ。また他の大型土坑に比べ、壁が明瞭に立ち上がる点も特徴的で､ある。なお、

隣接する重竹遺跡B地点でも、川原石を配置する土坑が確認されている5)。
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F50(図109)

位置F区中央西調査区の西壁に遺構の半分がか

かった状態で、土坑F402、竪穴住居跡の可能'性が

ある遺構F54などと重複して検出した。

検出状況検出段階では竪穴住居跡の可能性を考

えていたが、白査系陶器が出土したことや、円形

に近い平面形をもつことなどから、中世の大型土

坑と認識した。F402に切られるが、その北側にあ

る溝とF59との切り合いは不明である。中央の

P2底面の埋土に多量の焼土・炭化物が混入して

いるのを確認したが、セクションベルトの層位を

検討した結果、P2は上面からの掘り込みである

ことが判明した。また遺構の底面から柱穴と土坑

を検出したが､F60に伴うかどうかは不明である。

なお、所属時期は異なるが、遺構の平面形や規模、

掘形の深さなどが1250によく似ている。

Gil(図Ill)

位置G区南側の多数の土坑・大型土坑・柱穴が

集中する地点の一角から検出した。

大型土坑とした遺構群が集まっている（図110)o
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検出状況G区のこの遺構が検出された付近には、大型土坑とした遺構群が集まっている（図noo

この中でも小規模な遺構であり、同規模の大型土坑2基(G78.G414)と切り合っている。また、竪

穴建物跡G635より新しい遺構であることを遺構の切り合いから確認した。

G605．G644-G645-G669・G905(図Ill-112)

位置G区南側の多数の土坑・大型土坑・柱穴が集中する地点の一角から検出した。

検出状況遺構検出時には、遺構の北西側に集まっている土坑群と合わせて、一本の溝のような状況

であり、大型土坑と確認したのは、遺構掘削がかなり進んだ段階であった。そのため、調査記録に各

遺構の平面形や埋土について、詳細な記録が残っておらず、それぞれの遺構の関係や遺構の'性格を推

定することは難しい。ただし、硬化して鉄分が沈着した底面、不定な形状、大型土坑の中でも最も大

きな規模6)について共通点があり、何らかの関係が考えられる。なお、G669は他の遺構より新しいと

考えられ、同時期に存在していなかったと思われる。

H100(図113)

位置H区北調査区のほぼ中央から検出した。

検出状況ほぼ正方形の平面形をもつ。遺構内部には、底面あるいは埋土中に川原石が入れられてい

た。川原石の中には被熱したものも含まれる。また、完形に近い北部系白査系陶器(白土原1号窯期）

を遺構内から検出した。

H317．H318(図114.115）

位置H区南調査区から南壁にかかった状態で検出した。



147

、
、
．
Ｎ
○
○
１
回 ’

G11

|画

一寸一一

直子 、

<G11＞

①10YR3/4
CA

暗褐色シルト、細かい基盤層土粒が混入、
しまり悪い

黒褐色シルト、しまり悪い②10YR2/3
')

<G605.645＞

①10YR3/4

②10YR3/4

‐～~

ジ
暗褐色シルト、しまり悪いIC6i)','

暗褐色シルト、基盤層土粒が混入、しまり
悪いCrtll5)

褐色シルト、細かい基盤層土粒が混入、や

やしまりよし(G605)

褐色シルト、ややしまり悪い(G645)
褐色シルト、ややしまり悪い!G643;

暗褐色シルト(0644)

にぶい黄褐色シルト、基盤眉土粒が少量混

、く

）

③ 10YR4/4

｜国
A

55．700－

'四 ④
⑤
⑥
⑦

10YR4/6

10YR4/4

10YR3/4

10YR4/3

A1

入、ややしまりよし(G644)

一

～、『一
｝

〆

が＆
G605・G644 G645

１
１

’

’
1

、
／
、埼、

内
別
い
ふ
／

G645

8

A

G605 ～

一》
イ
ー

｛

、
〆

Lノーー

U－ ノ=ﾆプー母 皇 〆

一－－L

~ノ
〆

＞宮一一一

、

AA

一
画

④
｛
《

蕊
-両

聯
棚

淵 Ⅲ

B’国
ロ

2mロ
I

図IllG区大型土坑遺構図①(Gil;S=1740,G605:S=1750

一一一



148第4章中近世の遺構

／／-、

/^ノ
一一一～

、
一

JJ⑪1い〆

心 ／

G669

／

〆

一

①
②
③
④

10YR4/4

10YR2/4

10YR4/4

10YR3/4

褐色シルト、細かい基盤層土粒が混入、しまり悪い

暗褐色シルト、しまりよし

褐色シルト、基盤層土粒が混入、ややしまりよし

暗褐色砂、しまり悪い

0 2m

A A’
55．200

図112G区大型土坑(G669・G906)遺構図②(S=1740)

唾

CD
H100

肌

I

1
／

A A1

lC

畷I
’
○
○
・
哩
噸

、

A A
55．600

0 2m

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土少量混入

図113H区大型土坑遺構図①S=l(S=1740)



149

戸
両 Ｆ

己
一

＜

|＃Aロ柵 淵 黄

I ,’
亀I
I

１
１

刷
州
卦

t浄
』

’
Ｉ
倒
司
Ｉ
Ｉ
Ｊ
卜
川
恥
域
Ⅶ
小
川
Ⅱ
Ｗ
Ｗ
に
川
岬
肌
Ⅷ
側
柵
畷
畷
Ⅷ
Ⅷ
汁
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

【更I

画

訓
到

I

Ｓ
目
胃
並
国
胸
閏
〃
写
冒
Ⅱ
の
）
国
垣
凹
訓
任
凶
削
濡
任
ェ
苛
昌
国

！
、
二

、疋三フ

’
訂
妙
ｊ
Ａ
ｒ
ｊ
蝋
.－②
丹1，

渦¥

洲

柵

二
判
二
拙
当
叶
母

旦
吊
吾
拙
Ｊ
母
斗
〃
Ｋ
哩
咽
急

鯵I

I
Ｉ
７
Ｉ
ｊ
脆
舗
ｌ
創
り

I

唖
等
瞥
〃
Ｋ
哩
咽
急
嫡
騨
引
迦
鰯
湖
些
会
へ
凹
嘩
眺

拙
三
叶
牙
／
Ｋ
哩
旦
咽
撫
嫡
蕊
Ｈ
画
謝
湖
〆
趣
堤
隅
圭
会
へ
③
理
眺

く
浬
旦
噸
輪
唱
掴
Ｈ
幽
割
端
／
｛
ミ
ハ
制
理
磨

ク
ペ
哩
咽
急
遥
翼
渦
迦
譲
調
〃
Ｋ
哩
辿
咽
蝿
鴇
雰
雲
婆
上
会
へ
切
嘩
既

自
）
師
署
心
眼
袋
忠
入
嶺
入
卜
〃
｛
会
八
田
哩
鯉

（
ご
上
会
へ
咽
哩
眺

（
己
ニ
ミ
ハ
切
哩
瓶
匡

三
諸
舎
拙
三
坪
ｆ
〃
Ｋ
型
嫡
翼
判
迦
翻
榊
〃
睡
程
眠
上
会

''1
I

１
１弓’

｜
会
八
③
嘩
醒
里
畠
浄
含
⑧

一
会
へ
釦
哩
眺
興
国
浄
言
⑧

一
ミ
ハ
組
駆
眺
要
圏
ン
臼
③

Ｒ
〃
亀
卸
嘩
更
畠
ン
臼
③

一
ミ
ハ
切
鯉
味
亀
圏
〆
昌
③

一
ミ
ハ
凹
嘩
鯉
国
師
醒
浄
白
③

〈
判
劇
中
諸
口
一
Ｋ
国
富
西
〉

一
会
へ
釦
理
蹄
里
圏
湯
負
⑧

｛
ミ
ヘ
掴
嘩
味
里
圏
シ
ョ
③

｛
全
へ
卸
嘩
眺
里
圏
ン
負
③

舎
写
函
〉

宝
へ
八
切
翠
笛
電
畠
浄
宮
③

｛
ミ
ハ
細
理
智
廻
畠
シ
ヨ
⑧

｛
会
八
田
嘩
醒
里
畠
津
言
⑧

今
露
出
〉

盲
蔚
釦
嘩
空
電
圏
ン
言
③

些
会
へ
切
嘩
ミ
畠
浄
臼
③

盲
Ｒ
釦
嘩
眺
望
圏
シ
臼
③

盲
Ｒ
ｕ
鯉
四
国
畠
浄
負
③

｛
会
へ
卸
嘩
雷
電
畠
浄
冒
③

念
嵩
料
副
Ｋ
Ｓ
星
Ｓ
岬
〉

言
へ
八
釦
哩
皆
ご
畠
シ
ョ
③

｛
ミ
ハ
釦
哩
味
国
圏
浄
臼
②

宝
蔚
釦
哩
眺
製
圏
浄
白
②

｛
ミ
ハ
切
嘩
味
国
畠
ン
言
⑤

〈
固
め
出
〉

吉
入
団
理
眺
国
畠
揚
言
②

一
ミ
ハ
釦
哩
味
里
圏
シ
ョ
②

｛
会
八
判
哩
味
里
圏
浄
負
②

一
ミ
ハ
釦
哩
味
国
の
塵
〆
白
②

｛
会
へ
釦
理
醗
望
め
“
ン
三
②

｛
会
へ
凹
翠
味
里
圏
ン
臼
⑤

あ
詞
雷
〉

砿
咽
さ
釦
判
選
〃
岬
三
且
、
②

｛
ミ
ヘ
卸
哩
眺
［
爵
函
浄
言
＠

Ｋ
哩
旦
咽
輪
塙
Ｈ
Ｓ
忠
旦
⑤
。

－
会
へ
凹
嘩
眺
製
畠
浄
言
ｅ

一
会
心
③
理
味
里
畠
ン
宮
。

｛
ミ
ハ
切
理
磨
更
圏
ン
宮
、

｛
会
へ
切
嘩
既
国
畠
シ
ョ
③

食
忌
函
〉

｛
会
八
田
哩
鯉
電
畠
浄
白
、

圭
会
へ
咽
哩
眺
製
的
塵
浄
含
③

一
へ
Ａ
ｕ
理
瓶
匡
里
畠
ン
含
ｅ

・
色
Ｉ
Ｃ
Ｃ
苛
唖
叩

く



150第4章中近世の遺構

H317

¥
３
丘

18

二宣く /、

了 ヘ
ー
ノ

ｒ
Ｉ
、
一

I

‐
Ｉ
、
Ｊ
Ｌ

１
１

一工
一

H394

／

二言-－
／’

一－

0 2m

図115H区大型土坑遺構図②(S=1740)

'2

、

c･ﾙ
ｰ一一(－1L美

V
－

卿
図

9

、
Ａ
ｌ

/一－T～

I
1

1

AA A1

ﾉー叩
●
‐
Ｉ ／

１
１

□"8‘
|国 '四

'四

A A

0 2m

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土粒が少量混入、
しまりよし

図1161区大型土坑遺構図①(S=1740



151

検出状況方形の平面形を持つと思われる。底面が非常に硬化しており、調査区南壁層位でも硬化層

が確認できる(図114)。また、重複するすべての遺構より新しいことも確認した。なお、H318はH317

より新しい。

’2（図116

位置I区北調査区中央のやや東より、ⅡI層の堆積が南西に向かって深くなって行く付近から検出し

た。

検出状況本来は方形の平面形を持つと思われるが、検出段階で上面が遺構面であるⅡI層を下げすぎ

たため、底面付近しか残存していない。扇平な川原石を敷き詰めており、掘形に沿って配置したよう

にもみえる。また、中央には立ててある石ものもあった。特に西側の川原石の中には、炭素が吸着し

ているものや被熱を受けて赤変しているものが若干みられた。また被熱した石の中には、カマドの構

築材に使用した可能性がある、加工痕が残る砂岩(図299：2096)が含まれていた。なお、遺構底面の

硬化や被熱は確認できなかった。

’4（図117）

位置I区北調査区南壁に遺構の半分がかかった状態で検出した。

検出状況この遺構もI2と同様にⅢ層の下げすぎによって、石が浮いた状態で検出した。石の配置

についても、川原石を掘形に沿って配置した可能性がある。西側の集石の中には、裏面に炭が付着し

ているものや被熱しているものが多く見られ、被熱による破砕レキも多数出土した。また、底面付近

の埋士にはかなり多くの炭化物が含まれており、火を使用した施設の可能'性がある7)｡平面形は石の配

置から円形と考えていたが、石を完全に除去した段階において、方形に近い形状であったことを確認

した。なお遺構の底面に被熱ではないが、何らかの要因による変色を確認した。また平面検出はでき

なかったが、南壁の層位から、この遺構の東側にも大型士坑が存在していた可能'性が考えられる。

’75（図117）

位置I区北調査区中央のやや北寄り、I2の北側から検出した。

検出状況この遺構もⅡI層の下げすぎによって、石が浮いた状態で検出した。そのため、本来の平面

形は不明である。12-14より若干石は少ない。埋土は非常にしまりが良く、単純に埋め戻しただ

けではない可能‘性がある。

1308図117

位置I区中央調査区の南側、Ⅲ層の堆積がかなり厚く、地形が低くなっている付近から検出した。

検出状況この遺構も本来は埋土中に川原石があったと思われるが､検出時には表面に露出していた。

前述のI区の大型士坑と違い、川原石が埋士中に完全に浮いている。埋士はかなりしまりが良い。

1250(図118

位置I区中央調査区の北端から遺構の約半分を検出した｡多量の石が入れられた溝跡1260に切られ

る。

検出状況掘り込みの本体が円形であり、掘り込みも他の大型士坑に比べ非常に深い。また、西側と

北側がテラス状になっているが、別の大型土坑があった可能』性もある。埋土中から多くの川原石を検

出したが、すべて底面から若干浮いた状態であった。F60と形状がよく似ているが、いずれも遺構の

半分しか調査できず、遺構の'性格を推定することは難しいと思われる。
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③10YR2/3黒褐色シルト、炭化物・基盤層多量に混入

④10YR3/3暗褐色シルト、径5mm程度の炭化物・焼土
が少量混入

⑤10YR3/3暗褐色シルト、焼土・炭化物・レキが多量
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暗褐色シルト、黒褐色シルト(10YR2/2)と
基盤層土ブロックが多量に混入(1308）

暗褐色シルト、径5～2cm程度の炭化物･基

盤層土ブロックが多量に混入、ややしまり
悪い(1309）

A
55．200－

A’

ロ 2m①10YR3/3暗褐色シルト、径5mm以下の炭化物少量混入

図117I区大型土坑遺構図②(s=1740)
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⑤lOYR3/3

⑥lOYR4/l

⑦l0YR4/6

⑧10YR4/1

灰黄褐色シルト、基盤層土が粒状に少量混入、ややしまりよし（1）

暗褐色シルト、しまり悪い（1）

灰黄褐色シルト
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⑤lOYR3/3暗褐色シルト、ややしまり

なし(1260）

⑥l0YR3/3暗褐色シルト、⑤よりしま
りよし

⑦10YR3/3暗褐色シルト、⑤よりしま
りよし

⑧l0YR3/3暗褐色シルト

⑨lOYR4/2灰黄褐色シルト、径1～2

cm程度の基盤層土ブロック

が多量に混入、しまり悪い

⑩l0YR4/3にぶい黄褐色シルト、基盤

層土プロ､ソクが混入、しま

り悪い
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層土ブロックが混入、しま

り悪い
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図119G区竪穴建物跡遺構図①(S=1740)

竪穴建物跡

平面形が方形の竪穴状になる遺構の内、柱穴を伴うものについて竪穴建物跡に分類した。鎌倉時代

等で多数検出されている方形竪穴建物跡とは異なり、中央に地床炉がある点など、むしろ古代以前の

竪穴住居跡に近い構造となる。しかし、中世の遺構であることや、床面積が小さいため居住には耐え

られないと判断したことから、竪穴建物跡とした8)。

今回の調査では、G区から検川したG635のみである。以下に詳細を述べる。

表14竪穴建物跡一覧表

地区

名

G

遺構名

06,35

グリツト

HE-HD72-71

長軸

(m)

2.80

恵軸
(m)

3.4(）

さ
１
深
吋

().24

主軸方位

N46恥『

平Ifll
形

方形

付屈施設

周溝か、4本の

主柱穴

推定
時期

6c期

備考
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①lOYR3/4

②lOYR4/1

③75YR4/4

④lOYR4/2

⑤lOYR3/3

<G635>

⑥10YR3/3

⑦lOYR4/4

⑧lOYR4/4

⑨l0YR4/4

暗褐色シルト、終備前の耕作土、しまり悪い(GI）
灰褐色シルト、非常にしまりがよい

褐色シルト、鉄分沈着層、しまり悪い(GII）

I火黄褐色シルト、マンガン斑・鉄分沈君、炭化米が多景に
混入((；111）

暗褐色シルト、炭化物･焼土か混入、しまりが悪い(GⅣb）

暗褐色シルト、炭化物・焼土・＊llj土が多量に混入、篠2cln

程度の基盤屑t杭が混入、しまりよし

褐色粘質土

褐色シルト、＊11it，炭化物か混入、しまりよし

褐色シルト、しまり悪い(G908）

⑩lOYR4/3

<G912＞

⑪lOYR4/4

⑫l0YR4/3

<G909>

⑬lOYR3/4

⑭lOYR4/4

⑮l()YR4/4
⑱l()YR4/4

にぶい黄褐色シルト、径1cm程度の炭化物、基盤層土粒が多吋|:に混入(G9()8）

褐色シルト、炭化物・焼土・基盤1首上粒が多量に混入、しまり悪い

にぶい黄褐色シルト、基盤層士粒が多量に混入、しまり想い

暗褐色シルト

褐色シルト、基盤哨土が混入

褐色シルト、甚盤I胃-tが混入、しまり悪い

褐色シルト、基盤層土ブロックが混入、しまり悪い((｝754）

褐色シルト、基盤層tブロックが混入、し

まり悪い

にぶい黄褐色シルト、基無屑土ブロックが

混入、ややしまりよし

褐色シルト、ややしまり悪い

|I音褐色シルト、基盤l静土ブロックが混入、
坪ﾌ婦フl土I）卜｜
、，ｰ一ﾉｭｰ

褐色粘質士

暗褐色シルト、ややしまりよし

褐色粘質土

暗褐色シルト、しまり悪い(周溝埋t）

暗褐色シルト、しまり想い

褐色シルト、基盤屑土ブロックが混入、し

まり‘想い

|I間褐色シルト、基盤層土ブロックが混入、
1本､輔い
ｰｰ'’凶、

暗褐色シルト、炭化物・＊,'i土が混入、蕊盤

哨上ブロックか混入、しまり悪い

略褐色シルト、ややしまり悪い(G824）

褐色シルト、ややしまりよし(G747）

褐色シルト、基盤聯士ブロックが混入、し

まり悪い(G748）

褐色シルト（G608）

（1）IOYR4/4

②I()YR4/3

③lOYR4/4

④lUYR3/4

⑤lOYR4/4

⑥l()YR3/4

⑦lOYR4/4

⑧lOYR3/4

⑨lOYR3/4
/r、｡フfｲ弓、
､h_丁白怯イノ

⑩l()YR4/4

⑪lOYR3/4

⑫l()YR3/4

⑬lOYR3/4

⑭lOYR4/4

⑮lOYR1/4

⑯l()YR4/6

⑰t色ｲ､ﾄﾘI

E E！

Ｆ
’

F1

G822aa bG823b’

(1

①
②
③
④

暗褐色シルト、細かい基盤層士プロ・

クが混入、ややしまり憩い

にぶい黄褐色シルト、ややしまりよ’

にぶい黄褐色シルト、しまり悪い

暗褐色シルト、しまり悪い

褐色シルト、

褐色シルト、

褐色シルト、

多111弓に捉人、

lOYR4/4

10YR5/4

10YR4/3

10YR4/4

1()YR4/4

10YR4/6

10YR4/6

しまり悪い

しまり悪い

堆盤層土プロ

しまり悪い

①
②
③ ケ杓甜

0 （層位)1m

図120G区竪穴建物跡遺構図②(S=1740)
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G635(図119.120

位置G区南側の大型土坑が密集する一角（図noから検出した。

検出状況西側の一部は調査区外にかかるが、ほぼ方形の平面形になると考える。遺構の底面は平坦

で、壁が明瞭に立ち上がる竪穴状の掘形をもつ。遺構中央には2ヶ所の焼土があり、炉があったと,思

われる。南北壁際の床面には浅い周溝のようなものがあり、またその外側に杭痕のような小さな穴が

めぐっている。柱穴は4本柱であり、掘形が方形になるのが特徴である。なお、西側の柱穴は6基が

切り合っており、柱の建替えが行われた可能‘性がある。床面積が狭く居住には適さないと考えられる

ことから、作業小屋のようなものと考える。

土器埋納遺構

遺構内に意図的に土器等を埋納したと考えられる遺構を土器埋納遺構とした。なお、土坑内に土器

を埋納する行為については埋葬時における副納の可能性が高いと考え、ここでは除外した。5期以降

の遺構としては、F区から検出した2基のみである。その内の1基は、前述したSH40の柱穴F770で

ある。もう1基が、陶器や白査系陶器、ロクロ土師器等をピットに詰め込んだF24である。以下にそ

の詳細について述べる。

F24(図122)

位置F区中央西調査区の南西隅から検出した。

検出状況直径0.25m、深さ0.56mの柱穴状の穴であり、北側の掘り込みは別遺構の可能性が高い。

検出段階で、すでに査器系陶器の髪や壷（図122上段）が頭を覗かせていた。掘削を進めるうちに、ほ

ぼ隙間なく土器が詰め込まれている様子を確認した。遺構内部から出土した遺物は破片数にして、白

査系陶器8点、土師器Ⅲ8点、ロクロ土師器12点9)、産地不明陶器3点である(図121)。上段が白蓋系

陶器と産地不明陶器、中段にロクロ土師器・土師器Ⅱ、下段に再び白餐系陶器と大きく三つに分ける

ことができ、接合関係もそのことを示している（図122下段)。遺物は、原位置を保っていると考えら

れるが、接合しても完形となる個体が1個体もないのが大きな特徴である。これは、小規模なピット

に多種類の土器を詰め込むために土器を割り、詰め込みやすいようにしたと捉えることもできる。ま

た、別の場所に同じような遺構を設置し、同じ土器の破片を入れた可能‘性もある。どちらにしても祭

破片数 口

図121土器埋納遺構F24出土遺物構成比
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而日的な意図があったと考えられる。なお、遺構内から竹の炭化材が出土し、放射'性炭素年代測定によっ

て、AD980-1020という出土した白査系陶器(南部系5型式）の編年観より若干古い時期の数値が、分

析結果として計測されている（第3部第6章参照)。

井戸跡

今回の調査では、7基の遺構を井戸跡とした（図29.30)。このうち井戸側があるものが1基、残り

は素掘りであった。底面まで完掘を行っても湧水が見られないものがあり、井戸を設置した当時の水

位が現在より高かったか、浅いものについては溜井であったと考える。以下に各遺構ごとに詳細を述

べるが、計測値等については表15、出土遺物については表68～75に一括して記載した。

表15井戸跡一覧表

遺構名 グリッド 平面形

A100A01 円形

B639CE11-12 円形

B735BQ-R9 円形

D6 DH15-16 円形

D100DI15-16 円形

D188DI14-15 円形

D460EC-ED19-20 円形

井 戸 側

石組み＋横桟

(丸太組）

なし(素掘り）

なし(素掘り）

なし(素掘り）

なし(素掘り）

なし(素掘り）

なし(素掘り）

底面
施設

結物？

なし

なし

なし

なし

長径
(m)

1．44

(1.80)

1．56

1．40

1.76

1．20

6．00

短径
(m)

1．32

(1.48）

(1.40）

1．32

1．72

1.00

5．90

深さ
(m)

2．8

1．6

6m

以上

1．24

4．4m

以上

0．96

3.7

掘り肩
長径
(m)

2．72

2.40

掘り肩
短径
(m)

2．60

(2.20)

掘り肩

深さ

(m)

2．8

0．48

推定時期 備考

8b期

6c～7a期

(廃絶は8b期 溜井戸か

か）

8b～9期前半

6c～7a期 溜井戸か

7a期

6期 溜井戸か

6c期

A100(図123

位置A区の北西隅から検出した。中位段丘の最も奥であり、東側は高位段丘から丘陵になる場所で

ある。

検出状況掘形がほぼ隅丸方形に近い形状の平面う。ランを呈し、肩平な川原石とチャートレキを用い

た井戸側によって壁面を形成する。チャートレキは東側の丘陵を構成する石材であり、転石等を利用

したと思われる。石組みは9段からなり、川原石とチャートレキを隙間に合わせて積み上げたと考え

られ、大きめの石の間に小レキをつめて補強を行っている。この石組みは直径25cm前後のマツ（第3

部第5章第2節参照)の丸太4本によって組んだ井桁に載っていた。掘形にマツ材の丸太を据えた後、

掘形を埋めながら石を組み上げたものと考える。遺構の底部付近からは湧水が見られ、結物の断片が

出土した（図304:4003～4009。井戸底に設置されていたものが井戸の廃棄時に入れられた川原石や

土砂の土圧によって破壊された可能性がある。また、漆が付着した蓋等の木製品も出土している（図

304,305：4001,4010。底部付近から出土した遺物に7a期の大窯製品と8b期の連房製品があり、

その間の出土遺物がないため、遺構の存続期間と考えることが難しく、8b期を廃絶時期と捉えるに

留める。なお､井戸底から出土した連房製品の反Ⅲは､溝跡Alから出土したものと接合した(図238:

476)。

B735図125

位置B区の中央調査区から検出した。周囲にはピット・士坑・溝跡が密集する。

検出状況掘形は円形を呈し、井戸の本体はそのほぼ中央に位置する。井戸側のない素掘りの井戸で



検出状況

＝フー絵

井戸側石組の状況
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暗褐色シルト、
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砂・レキが混入

0

図123A区井戸跡遺構図(S=l/40)
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ある。掘形は、遺構面から45cm程度の深さで終わ

り、本体のみ段丘レキ層を貫いて掘り込まれてい

た。井戸本体の埋土は、上層と下層で異なってお

り､特に下層はほとんどがレキで構成されていた。

r～

ﾄﾉ/こ＝ここ 定
．

－－－~一寺二一一一
-上一L一-二存一
一一一一一一一一一一一一一一一一一H--

戸

一

,卜L－壁L一一
おそらく段丘レキ層を掘り抜いた土をそのままI

利用して埋め戻したものと考える。半割作業が困

難となり、重機による断ち割り調査を行ったが、

5～6m下げた段階でも底面に達しなかった。ま

た、湧水もなかった。溝跡B179はこの井戸を避け

るように迂回して設置されており、B735の存在が

意識されていた時期があったと思われるが、前述

のようにこの井戸跡は掘削後すぐに埋め戻された

可能性が高く、何らかの目的で再利用されていた

可能性がある。仮説ではあるが、井戸本体を下層

埋土の高さまで埋め戻した後（図125⑦層)、降雨

埋め残したB7

7K

埋工の局さまで埋め戻した後（凶125⑦層)、降m図124B758井戸跡の利用仮説

時等に溝跡B179に溜まった水をB735に接続する

溝跡B758を通して排水していたと考えることもできる（図124)oB735の底面はレキ層であるため、

水が溜まることもなかったであろう。ただし、このことは溝跡B179が降雨時等に滞水するという前提

（下流に水を流すことができない）であるため、椎11ﾘの域をでることはないと思われる。

B639(図125)

位置B区西調査区から検出した。堀跡B413の南側では数少ない明確な遺構である。

検出状況素掘りの井戸跡であり、平面形が楕円形を呈す。基盤層の下層にある砂牒層まで掘り込ま

れており、底面付近から若干の湧水があった。掘形下部の断面形が算盤状を呈し、ここに砂層や、基

盤層土に類似する土が水平堆積していた。おそらく、B639の壁面のうち、砂喋層部分が湧水による浸

食を受けて崩れ、算盤状の断面形になったものと考える。上層には明らかな再掘削の跡があり、検出

面には集石が存在する。上面の集石内から8b期の連房製品（図238:483)が出土したことから、こ

の時期に何らかの目的で再利用されたものと思われる。

D6(図126)

位置D区束調査区から検出した。

検出状況素掘りの井戸跡であり、平面形が円形を呈す。内部には拳～人頭大の川原石が多量に投げ

込まれており、底面付近まで存在する。湧水はなく、溜井の可能性がある。なお、D100と区画溝を挟

んで並んで配置されており、一つの区画に1ヶ所ずつ設置されていたのかもしれない。

D100(図126)

位置D区束調査区から検出した。

検出状況素掘りの井戸跡であり、平面形が円形を呈す。D6とは違い、掘り込みが深く、基盤層下

層の段丘レキ層を掘り抜いている。重機による断ち割り調査を行ない、検出面から4.5mほどまで半割

を行ったが、底面は検出できなかった。湧水はみられなかったが、埋土の下層ではシルト'I'に砂喋が
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1
D6レキ検出状況(1段目） D188
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黒褐色シルト、径5～20cm程度の亜'1]～円レキが多量にi昆入、径0.
5cm程度の基盤層土ブロックが多量に混入、しまり悪い

黒色ｼﾙﾄ､ややしまり悪い

黒褐色シルト、やや粘質、径1cm以トーの基盤屑土ブロックが混入、
しまりよし

暗褐色シルト、径05cm程度の炭化物が少量混入、基盤哨土ブロック
が混入、しまりよし

褐色シルト、砂が混入

黒褐色シルト、基盤層土粒が多量に混入、径10cm以下の唖|リー円レ
キが多量に混入、しまり悪い

暗褐色シルト、砂混入、径1cm以下の基盤I曽土ブロックが点在、し
まりよし

褐色砂質～シルトがブロック状で混入

にぶい黄褐色シルト、砂混入、径5cm以下の円レキが多量に混入、
基盤層土粒が混入、しまり悪い

黒褐色シルト、径lOCm以トーの'1ルキが多量に混入、しまり悪い
黒褐色シルト、やや砂質、基盤層土粒が多量に混入、径10cm程度の
亜'11～円レキが多量に混入、しまI)悪い

黒褐色シルト、やや砂質、樺10cm程度の拒円～円レキが混入、しま
り悪い

層位図:S=1750)

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳

lOYR2/2

75YR2/l

5YR3/l

lOYR3/3

1()YR4/4

7.5YR3/l

lOYR3/3

10YR4/4

10YR4/3

7.5YR3/1

7.5YR3/1

10YR2/2

黒色シルト、均質、径数cm程度の亜|[ルキが少量混入、しまりよし
鼎褐色シルト、篠l～数cm程度の報円～和角レキが少量混入、①に

比べるとしまり憩い

黒褐色シルト、径l～数cm程度の炭化物は少量混入、径数～10cm程

度のレキが多量に混入、ややしまり悪い

黒色シルト、径15cm程度の亜円～円レキが多量に混入、②．③と比
べてややしまり悪い

黒褐色シルト、やや粘質、径10cm程度の亜｢U～円レキが少量混入、
堤.児。I士ド】ヱ題し，
、、レチノ』ともT

黒褐色シルト、径数cm程度の基盤層土ブロックが点在、しまり悪い

黒褐色シルト、径数cm程度の基盤層土ブロックが多量に混入
黒褐色シルト、径0.5～数cm程度の基盤照-tブロックが,,‘lKｲIﾐ、しまり

悪い

黒褐色シルト、径1cm以|､~の基盤崎_上ブロックが点ｲE、しまりよし
黒褐色シルト、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが少敢混入、し

まり悪い

7.5YR2/l

lOYR2/2

10YR2/2

75YR2/l

lOYR2/3

1()YR3/2

10YR2/3

]OYR2/2

1()YR2/2

1()YR2/3

山
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

図127D区井戸跡遺構図②（平面図;S=17100、
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混じるようになり水分が多くなる。また、埋土の下層には黒色粘土が堆積していたが、当時の花粉化

石を検出することはできなかった（第3部第4章参照)。

D188図126

位置D区東調査区から検出した。D6．D100のある区画の北側に位置する。

検出状況素掘りの井戸跡であり、平面形が円形を呈す。規模はD6より一回り小さく、溜井の可能

性が高い。埋士は2段階で埋まっており、再掘削が行われた可能性がある（図126上段右②～④、⑥．

⑦)。図示していないが、遺構の壁面に6ヶ所の横穴が同じ高さに開けられており、木材などを渡した

付属施設の可能'性がある。

D460図127

位置D区西調査区から検出した。当時の段丘崖下に当たる部分に位置する。

検出状況掘形が非常に大きく、井戸としての構造もない。検出面から約1.2mのところで基盤層が段

丘レキ層に変わり、そこから約2.4m掘り抜いている。埋士が上層と下層で大きく異なり、検出面から

約2.2mまでは中央が落ち込む碗状の堆積であり、川原石が集中的に入る部分がある。その下は基盤層

士ブロックが見られる一括堆積が主となる。上層・下層とも埋土の様子から人為的な堆積と考えられ

るが、埋め戻した後に何度か掘り返した様子が層位から見受けられる（図127⑳．⑳、⑮．⑯)。井戸

側を構築するために大きめな掘形を掘削したものの、十分な水量が得られずいったん埋め戻し、再度

利用を試みた後再び埋め戻したものと推測する。なお、これだけの深さを掘削したにもかかわらず、

湧水は見られなかった。溝跡D410などを切っており、D区西調査区で最も新しい遺構と言える。

地下式坑

地下式坑'0)とは、江崎武氏の論考'1)によれば｢地平面下に竪坑を掘り下げてこれを入り口部とし、そ

の底面から横へ掘り拡げて本体である地下室を築いた遺構」であり、「14世紀･15世紀代に盛行した墓

制すなわち一定の空間を必要とする一種の土葬墓」とされている。その後「15世紀後半から16世紀に

かけて、荘園制の崩壊に続く戦国領国制の開始とともに、地下式塘は漸次終馬に向かう」とされてい

る。この他、貯蔵庫と考える説もあるが、今回の調査では、その‘性格を特定する材料は得られなかっ

た。なお、江崎氏の論考には、地下式坑の集成が行われており、県内に2遺跡の検出例があるとされ

ている'2)｡以下に今回検出した3基の地下式坑について述べるが､計測値等については表16、出土遺物

については表68～75に一括して記載した。

表16地下式坑一覧表

入り口部（計測単位:m) 主体部（計測単位:m
遺構名 グリッド 平面

形
長径 短径 深さ 段

川原石
等
部屋
数
天井
部
平面
形
長径 短径 深さ

推定時期 備考

C132
CL-CM12-
13

円形 1．32 1．08 (1.08） ○
底面に
敷く

2 崩落 方形
1.2

2．2

1．12

1．4

1．32

1．32

6期(崩落は
9期）

掘削時の工具痕あり、
部屋部の底面に排水溝か

H355GP-Q94 方形 1.6 1．12 1．60 なし 2 崩落
楕円
形

2
6期(崩落は
7bか）

H377GQ93-94
楕円
形
0．880．76 0．56 埋土中 入り口のみ
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C132図128

位置C区東調査区から検出した。区画溝と考えられるC55の北東の角に位置する。

検出状況竪坑部分は溝跡C55の底面から、横穴は士坑C46の一部として検出したため、当初は別の

遺構として調査を行っていた。しかし、竪坑から北方向に横穴が延びていたため、地下式坑と認識す

るに至った。この遺構は、非常に良く締まった砂質の基盤層を掘り込んで築造されている。竪坑は平

面形が楕円形を呈し、東側に張り出しのような浅い土坑が接続する。竪坑の南側の壁には足をかける

ためか段が付けられている。底面付近には川原石が､埋士中に浮いた状態でほぼ水平に置かれていた。

横穴部分は、ほぼ同じ床面積の長方体の部屋が2室設けられていたと考えられ、それぞれ東西に張り

出している。天井は完全に崩落しており、埋士下層には天井崩落士が確認できた。天井崩落土下には、

黒色の粘土層があり、上面などから進入した水によって堆積した層と考える。また東側の横穴の底面

南側には、排水溝のようなものが掘り込まれていた。特徴の一つとして、横穴の壁面に残された無数

の工具痕がある(写真図版16)。工具の形状から、平たいへラのような形状の工具で横から削り落とす

ように掘り進んでいた様子がうかがえる。なお、天井崩落土の上層から、完形の鉄製鎌(図303:3055

が水平に置かれたような状況で埋士内から出土した。この埋土中からは近世陶磁器が出土しており、

9期の段階で横穴の天井が崩落した際に、墓穴として利用された可能'性がある13)。

H355(図129

位置H区南調査区から検出した。

検出状況C132と同様､竪坑と横穴を別の遺構の切り合いと考えて調査を開始したが､掘削中に地下

式坑であることが判明した。竪坑は平面が方形を呈し、入り口付近の南側に浅い段が付設する。竪坑

の底面は横穴より1段高く、やはり段状になっている。C132との大きな違いとして、検出面から約2

mある掘り込みの深さと羨道部が存在しないことが挙げられる'4)。横穴部はC132と同じ2室あり、東

西に広がっているが、東側は調査区外であり、掘削することはできなかった。層位の断面観察では、

天井崩落士の下層にはまったく堆積がなく、崩落後に入り口方向から埋め戻されたことが分る。この

ことから、掘削後ほどなくして天井が崩落し、埋め戻された可能‘性が高い。従って、埋め戻しで入れ

られた土に含まれる6期の遺物が、この遺構の年代を示している可能性がある。

H377図129)

位置H区南調査区の北端から検出した。

検出状況平面形が隅丸の長方形を呈する、竪坑と考える。地下式坑としたのは、北側の調査区壁に

横穴がつながっているのを確認したためである。一部であるため竪坑自体の深さも不明であるが、竪

坑と横穴の位置関係はH355とほぼ同じと思われる｡埋士の上面には閉塞のためか川原石が入れられて

いた。

道路状遺構

今回の調査で道路状遺構としたのは、明瞭な砂利等による舗装と硬化面がある遺構であり、中近世

のものとしてはB113とG1の2条である。ただし、硬化面は伴わないものの2条の溝が平行に配置さ

れた道路側溝と考えられる溝も検出しており、区画の基準として道路状遺構が各地区に存在していた

可能,性は高い。ここでは、最も残りの良いB113とその側溝である溝跡群について述べ、その他の道路
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側溝である可能性がある溝跡については別項で記述する。なお、G1は数層にわたって存在する特殊

な遺構であるため、これも別項に記述する。

B113(図130.131

位置B区のほぼ中央を南北に横切る。

検出状況遺構は、非常にしまりの良い砂と小レキによる舗装、同質の士を埋士とする連続する遺構

（波板状遺構)、基盤層硬化面からなる。本来地山硬化が見られる部分全体に舗装がなされていたと考

えられ、波板状遺構はその下部施設であろう。舗装土は、遺構面から盛り上がっており、検出段階で

下げすぎたため、とばしてしまった部分もある。比較的北側の残りがよい。波板状遺構は南北に細長

い不定形のものや円形のものがあるが、同一の埋士であり、掘り込みが浅く底面が硬化して鉄分が沈

着している点は共通している。基盤層の硬化は図130の範囲で見られ、南北方向に道がつながっていた

様子を示していると思われる。出土した遺物の大半が白査系陶器であり、6c期の段階で設置された

遺構と考える。

B104-B153・B278-B204(図130．131)

位置B区のほぼ中央を、南北に約5mの間隔で平行に走る。

検出状況周囲の遺構群の中では古い段階に属すると考えられ、多くの遺構に切られている。埋土は

単層で流水の痕跡はない。底面レベルは北側の方が低くなっている。B113が両溝跡の間のほぼ中央に

位置するため、道路状遺構に伴う側溝と考えられる。B113と同じように、6c期以降の遺物は出土し

ていない。

B105-B151・B276-B204(図130.131

位置B区のほぼ中央を、南北に約5mの間隔で平行に走る。

検出状況B104-B153-B278-B204溝跡より新しく、作り替えと考えられる溝跡である。埋土はB

105の南側とB151以外は単層で、流水の痕跡はない。底面レベルは北側の方が低くなっている。B105

の南側とB153は、再掘削されており、溝幅が広がっている。おそらく、この溝の東側にある近世の掘

立柱建物跡群の造成に関り、溝跡を改修して西側の区画溝として利用されたと考える。B113はB

276-B204に切られており、道路が西側に移された可能'性が高い。なお、この時点でB113が利用され

ていたかについては不明である。再掘削時に混入したと考えられる連房製品以外は、7期以降の遺物

がほとんど混入していなかった。しかし、溝の再利用がなされていたことを考えると、7期の段階で

も道路としてではなくとも、溝跡は存在していたと考えたい。

特殊土坑

土坑とするには規模が大きく、大型土坑にも分類できない特徴的な遺構を特殊土坑として分類した。

すべてH区から検出し、5基をこの分類に含めた。特殊な形状をもつもの(H15)、石組み･石敷きを

もつもの(H108-H173)、入り口状の小規模な土坑を付設するものH302．H308)があるが、いず

れも用途については不明である。以下に各遺構について詳細を述べたが､計測値等については表17に、

出土遺物については表68～75に一括して掲載した。
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表17特殊土坑一覧表

遺構名 グリッド 名称
付属施設（計測単位:m

平面形 長径 短径 深さ

主体部（計測単位:m

平面形 長径 短径 深さ
推定時期 備 考

H15 HD-HE76-77 長方形 6．15 1．00 0．9 6a期

H108HC-HD76
石組

み
方形 (2.13） (0.92) 0．64 長方形 (1.00) (0.60） 0.64 7a期 主体部計測値は石組み内

H173HC78
石敷

き
方形 1.20 1．12 0．52 長方形 2．52 (1.44） 0.16

付属施設計測値は石敷き
の範囲

H302GO-GP95-96
入り

口状
楕円形 1．20 (0.60) 0.4 楕円形 2．76 1．80 0.8 6b期

H398GP95-96
入り

口状
方形 1．32 長方形 2．92 1．92 0．84 6b期

H15図132

位置H北調査区から検出した。

検出状況細長い長方形の平面形をもつ遺構であり、当初は溝跡として調査を行っていた。垂直に立

つ遺構の壁と約0.9mある深い掘形が特徴である。埋士は地山ブロックを非常に多く含み、しまりの悪

い士であり、北方向から斜めに下がる堆積状況が見られる。遺構の'性格は不明である。

H108(図132)

位置H北調査区の北東隅から検出した。

検出状況北側と東側が調査区外であるが、隅丸の長方形か楕円形の平面形になると考える。土坑の

壁際に、川原石横面の平坦面を土坑内側に向けてそろえた状態で積み上げて、中央部に空間を作り出

している。遺構掘削時にはこの空間に川原石が多数みられ、廃絶時に入れられたものか北側の石積が

崩れたものかは不明である。川原石の石積が4段で構成されており、1段目は川原石の長軸を石組内

部に向けて、2．3段目は長軸方向意識せずに、4段目はやや小さめの石も使って積み上げている。

石の隙間には小さめのレキを充填して安定を図っている。なお、西壁についてはこれほど丁寧には積

み上げていない。南側石列の背後にある一見裏込に見えるレキは表面に載っているのみであり、この

遺構の化粧的な役割があったのかもしれない。掘形は、①中央の石室部分の窪み、②石列を設置した

平らな段、③掘形部分の段の3段で構成されている。①は緩やかに中央に向かって低くなっており、

その傾斜を南方向へたどると、③の底面の角にたどり着く。したがって最初に①．③の掘形があり、

石を配置する際に②の掘削をしたと考える。H北調査区の中で最も新しい溝であるHIを切って構築

されており、H北調査区の中で最も新しい遺構といえる。遺構の'性格については地下式の倉庫や墓等

が考えられるが、全容が不明であり、断定はできない。なお、H108の真北に位置する土坑G155に入

れられた川原石も石積みの可能性がある（図171)。

H173図133

位置H北調査区の溝跡HIの底面から検出した。

検出状況本来は長方形を意識した平面形であったと思われるが、北東部分はHIによって完全に破

壊されている。南西角の半円形の部分は別の土坑と考えられるが、切り合いは不明である。遺構の底

面には、肩平な川原石が④層の上面に12個並べられており、南側の最も大きな石を除いて被熱してい

た。③層には褐色の粘土ブロック（焼士？）や炭化物が多く混じり、火を使った作業が行われていた

可能'性がある15)。なお、先に述べた円形士坑の壁面から、3個の川原石を立てかけたような状態で検出

した。これについても他の土坑に見られない特徴といえる。
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図132H区特殊土坑遺構図①(H15:1750、H108:1740)
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』 H302(図134)

位置H南調査区の南東隅から検出した。この付近は非常

に大きな掘形をもつ土坑が密集している。

検出状況遺構南側の端がわずかに調査区外にかかる。平

面形が方形の浅い土坑と、長方形の平面をもつ大型の深い

掘り込みで構成される。地~ド式坑の可能性も考えたが､天井

崩落土は確認できなかった。埋土は南側の浅い土坑の方か

ら北に向かって下がるように堆積している。重竹遺跡B地

点のSK893・SK894が、形状・規模・堆積状況などすべて類

似しており、1両1種の遺構と思われる。

H398(図134)

位置H南調査区のt央南よりから検出した。H302と近接

している。

検出状況入り口のような施設が付属する点では、H302と

同じである。規模も似ているが、本体･入り口部ともに楕円

形を基調としている点が異なる。H302と同様に地下式坑の

可能性も考えたが、天井崩落土は確認できなかった。埋土

は、遺構底面の周縁から堆積する自然堆積のような層序を

呈するが、どの層にも地山ブロックが多数混入することや

人頭大の川原石が埋土中に見られることなどから、人為的

な堆積の可能性が高い。なお、H302-11398ともに、その性

A

A
55．500－

A’

①
②
③
④

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

基盤層土粒が混入

基盤層土粒が混入

炭化物・褐色ブロックが多量に混入、しまりよし

弱粘質、基盤1首t粒が混入

lOYR3/3

10YR3/4

10YR3/4

10YR3/3

2mロ
I

図133H区特殊土坑遺構図②(S=1740)

格は不明である。



174第4章中近世青の遺構

、
今
．
の
○
○

H302

褐色シルト、粘質、砂質の

均質土、しまり悪い

暗褐色シルト、やや粘質、

一部に粘質シルトが混入、
I士n卜’
し手ノチレ

褐色シルト、やや粘質、砂

質とシルトの混合、ややし

まりよし

暗褐色シルト、粘質、炭化

物を少量混入、ややしまり

よし

褐色シルト、粘質、均質、

炭化物が混入、ややしまり

よし

褐色シルト、粘質、均質、

炭化物が混入、⑤より粒子

が細かい、ややしまりよし

暗褐色シルト、粘質、炭化

物を多量に混入

暗褐色シルト、粘質、均質、

しまりよし

暗褐色シルト、やや粘質、

やや粒子の粗い土、しまり

悪い

暗褐色シルト、粘質、炭化

物を少量混入、しまりよし

暗褐色シルト、粘質、基盤

層土ブロックが少量混入、
やや｝士、卜1
、、レチ′÷し

褐色シルト、砂質、⑪の土
D争・巨寺

かY民.へ

暗褐色シルト、やや粘質、

砂質の粒子が混入、ややし

まりよし

にぶい黄褐色シルト、粘質、

基盤層土粒が混入、ややし

まりよし

にぶい黄褐色シルト、粘質、

⑭に類似、しまりよし

暗褐色シルト、粘質、粒子

は粗いが均質、ややしまり

よし

①
②

lOYR4/6

10YR3/4＞ ＞

k

③lOYR4/6
皇へ

エニーニプ一
戸

●
／
』

④l0YR3/3

⑤lOYR4/6
二言

ｉ
ｆ
間
Ｉ

|’

I ⑥lOYR4/6

ﾉ’
⑦
⑧
⑨

lOYR3/4

10YR3/4

10YR3/4

、
）

⑩
⑪

1()YR3/3

1()YR3/3

10YR4/6

10YR3/4

一
一

ｒ
Ｌ

⑫
⑬

勺

主詞｜＞
‐

一

一 一三

⑭l()YR4/3

由
仁
．
の
○
○

⑮lOYR4/3

⑯10YR3/3H398

‘Bmi

=＝三冬＝ニラ
’ ぎぷ
ﾉﾉ

－－

Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ａ
ｌ

A，

lOYR3/3暗褐色シルト、弱粘質、基

盤層土粒が混入、しまり悪
い

10YR3/2黒褐色シルト、弱粘質、黒

褐色のブロックが混入、基

盤層土粒が混入、しまり悪
い

lOYR3/2黒褐色粘質、一部に人頭大

の河原石が混入、炭化物が

混入

lOYR3/2黒褐色シルト、②と同じ

lOYR3/l黒褐色シルト、粘質、基盤

層土粒が層状に混入

lOYR3/2黒褐色粘質土、大型の基盤

層土粒が混入、ややしまり

よし

lOYR2/2黒褐色シルト、やや粘質、
炭化物が混入

lOYR3/2黙褐色シルト、基盤層土ブ
ロックが混入

10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土粒
が多量に混入

lOYR2/2黒褐色シルト、ややしまり
よし

10YR3/2黒褐色砂、一部に褐色ブ

ロックが混入

10YR2/2黒褐色シルト、黒褐色プ

ﾛｯｸが混入、ややしまり

よし

黒褐色シルト、均質、炭化物が混入

(1)

一一

､､／
土／ ②面～

、 ノ「
一

ﾉ

／

’ ③

、

Jユ
④
⑤
⑥

１
１
１
１
〆

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

A’
叩
基
盤
層
土
ブ
ロ
ッ
ク

９４５

、守
唱抄

0 2m

図134H区特殊土坑遺構図③(S=1740)



175

不明遺構

非常に規模が大きく、用途不明な遺構をここに一括した。以下に各遺構について詳細を述べが、計

測値等については表18に、出土遺物については表68～75に一括して記載した。なお、G区Ⅲ～V層上

面から検出した不明遺構については、別項で記述した。

表18不明遺構一覧表

A390(図135．136

位置A区調査区の北壁にかかって検出した。溝跡A1に切られる。

検出状況北側が調査区外に続くため本来の平面形は不明であるが、長方形に近い形状であると思わ

れる。掘削を進める段階で、多量の基盤層士ブロックを含む層（図136上段⑧層）を、遺構の肩に沿っ

て南北方向に帯状に検出し、人為的に土を入れ込んだ様子を確認した。また、遺構南側の壁に平行に

置かれた細木の横木や多くのレキを検出し、それらが⑧層の下層にあたる同一の層内にあることを確

認した。これらが護岸施設とすれば、水に関する何らかの施設と考えられるが、横木の位置が遺構底

面に近すぎるため、護岸施設と言い切るのは難しい。ただし図136上段の⑥層や下段の②層が示すよう

に、再掘削が行われている可能'性があり、その時設置されていた護岸の上部が破壊された可能′性はあ

る。存続時期が長い溝跡A1と同時に存在していた時期があり、そこから供給された水を一時溜めて

おくような施設だったのかもしれない。その後埋め戻され、Al西岸の杭が打ち込まれたようである

（図141)。遺物は、6c～7a期の遺物がまとまって出土している。

B114(図137)

位置B区北調査区のほぼ中央に位置する。この遺構のあるBOSグリッドとBP5グリッドとの間付

近は旧地形の変換点と考えられ、基盤層が変化し段丘レキ層が高くなっている。

検出状況平面形は、東西に長い隅丸の長方形を呈する。掘り込みはその平面規模に比して浅い。東

側を中心にして多量の遺物と川原石が入れられており、土師器Ⅲが石に押しつぶされた状態で出土し

た(図版18)。なお、大半の川原石は埋土中に浮いた状態であった。埋土は、最上層を除けば、底面が

段丘レキ層である部分と基盤層である部分では掘り込みが別である状況を示しており、東側が若干深

くなる。東側の掘り込みの下層埋土は、川原石が含まれるものの均質で安定した粘土であり、一時期

滞水していた可能'性がある。廃絶時期は遺物から8a期の可能性が高いが、6c～7b期の遺物も多

量に出土している。

duo(図138

位置D区中央調査区の北端に位置する。この調査区の北側は､全体に5cm程の段差が付いて低くなっ

ており、この段に堆積していた黒褐色土を取り除いた段階で検出した。

遺構名 グリッド 平面形 長軸(m) 短軸(m 深さm 推定時期

A390 BA-BB2 方形か 8.28以上 8．20 0.6 6c～7a期

B114 BN-BQ4-6 長方形 13.05 5．60 0.55 7a期

B143 B.I4 長方形か 2.90 1．45 0.6

duo DQ-DS1314 方形か
１
１
２
師
４
４
西
東

６
４
９
８
３
３
西
東

西0.72

M0.54
10期

D115 DO-DP15-16 長方形 6．40 (1.48） 0．56 8期

H13 HC-HD76 不定形 (1.65） 0.75 0.33 6c期

1480 GK108 不明 (3.15） (1.22） 0．35
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繍徽 …柵柵 側

①10YR2/1
<Bll4＞

②10YR2/1

③10YR3/2

④10YR2/2

⑤10YR7/3

黒色粘土(B246)

黒色シルト、レキが多量に混入

黒褐色粘質士、レキが多量に混入

黒褐色シルト

にぶい黄褐色シルト、しまりなし

ロ 2m
I

図137B区不明遺構遺構図（平面:S=17100、層位図:S=1750)
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ごアヘ

A，⑫A

58．000－

日 B,
⑧58．000

－

黒褐色シルト、*,{i質、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質、拳大の黒褐色粘質シルト(2.5Y3/1が多量に混入、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質、黒褐色tt質シルト(2.5Y3/1)が混入、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質

褐色シルト、粘質、基盤層土ブロックが混入

褐色粘質土、黒褐色シルトがブロックで混入、ややしまりよし

褐色粘質土と粘質シルトの混合土、ややしまりよし
黒褐色粘質土と黒色(10YR1.7/1)の混ざり土

褐色シルト（粘質)と黒褐色シルト(粘質、2.5Y3/1)の混ざり土、ややしまりよし
黒褐色シルト、粘質⑥層と対応

黒褐色粘質土、ややしまりよし

黒褐色粘質土と黒色(10YR1.7/1)の混ざり土、しまり悪い

黒褐色シルト(粘質)と黒褐色粘土(2.S¥i:1の拳大のブロック混入

図138D区不明遺構遺構図①(1760)
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2.5Y3/1
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7.5YR2/1

2m0
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検出状況遺構の北側は調査区外であるが、長方形に近い平面形をもつことが予想される。大きな特

徴は､遺構を南北に仕切る基盤層の盛り上がりである｡これによってこの遺構が2回の掘り込みによっ

て形成されたものと推定できるが、どちらの掘り込みが古いかは層位では確認できない。埋土は、多

くのブロックが混入するしまりの悪い土であり、人為的な埋め戻しが行われたと考える。

D115(図139)

位置D区東調査区の西端に位置する。

検出状況西側が調査区外にかかっており全容は不明であるが、平面形が長方形を呈すると考える。

調査記録では一つの大きな遺構として扱われているが、南側は層位からみても別の遺構であることは

間違いのないところである(B115')oB115は底面が階段状になる特徴があるが、南側の3段目につい

ては、層位から後の掘り込みによるものと考えられ、段自体に意味があったかは不明である。埋土は

B115-BUS'ともに基盤層土ブロックが多量に混入しており、人為的に埋め戻されたものと思われる

が、平坦な層序ではないため、何度か掘り返したか別遺構がある可能性がある。

溝跡

今回の調査では、中近世以降に設置されたと考えられる溝跡は、203条存在する。（図142)。調査区

が違う溝については、原則として違う遺構番号を付した。その接続関係を考慮すると、溝跡の条数は

170条となる。先に述べたように、堀跡や道路側溝、土塁の縄張りなどの他、区画溝や用水に用いられ

たと考えられるものが存在する。

遺構一覧表について（表19～22）

法量幅と深さについては、3地点の平均により求めた。

主軸直線的な溝についてはl方向、屈曲す

．ァ、J〆『、、一一一、､ーｰ=〆レーLn－l－－r上=す／T、今_‐土rl，÷‐－1￥しみ、才＝ナ主 a肩から底面まで緩やかにつながる．「V」字型（片薬研タイプ）
るものについては2方向の主軸を求めた。な

お、本文中に記述する際は、北からみて45.の

傾きで｢南北溝」「東西溝」を分け、「南北溝」

については､北からみて東西どちらに傾くか、

「東西溝」については、東からみて南北のど

ちらに傾くかを表現する。

断面形状断面の形状を図140のように7種

類に分類した。

溝跡の接続関係地区間や調査区間で接続す

ると考えられる溝跡の番号を表記した｡なお、

先述したように、遺構番号が異なる溝跡の接

続を表現する場合、（遺構番号)－(遺構番号）

という表記をする。

時期推定した遺構の時期を記載した。

以下に各地区ごとの溝跡について述べる。

なお、出土遺物については一括して表68～75

b逆台形e肩と底面がほぼ同じ幅

c「V」字型（薬研タイプ)fru」字型

gその他

国140溝跡断面形状分類模式図

11

1噸w，w
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表19中近世溝跡一覧表(1)

遺構名 グリッド

A1 BA1－5

A2 AT－BA1－7

A21 AOO－1

A155AO1

A277AR－AS4

A370 AR－AS4－6

A380 AQ－AT1－2

A400 AP－AT1

A435 AS－AT7

B2 BI-BJ3-4

B5 BJ3－4

B17 BJ－BK3－4

B104 BQ－BR5－7

BlO5 BQ－BR5－7

Bll5 BG3

B116 BG－BH3

B128 BG4

B129 BG－BI4－6

B130 BG－BI3－4

B134 BI4-7

B139 BG-BJ6-7

B140 BG－BI6－7

B141 BI4－6

B142 BI-BJ5

Bl50 BQ－BR9

B151 BQ-BR9-11

B153 BQ9－11

B179 BQ-BR9-10

B201 BP9－11

B204 BP9－10

B259 BO10

B262 BN－BO9－10

B263 BN9

B264 BN9－10

B276 BP-BQ5-7

B278 BP6－7

B325 BQ6－7

B347 BP－BR6

B387 CB6－7

B412CE－CG9

B413 CC－CF10

B439 CC6－7

B440 CC6－7

B441 CC6

B444 CC6－7

B565 CA6－7

B596 CC－CG9

B660 CD－CF8－9

B689 CC-CF9-10

B743 BO－BP9

B758BQ9

B771 CC6－7

B795 CF7

C45 CL13-14

C55 CL－CO12－14

C56 CS－CT14－15

C71 CK－CO10－12

ClO5 CS－DAl2－13

C106CS－BB12－13

幅(m)

1．95

2．20

1．18

0．38

0．63

1．15

0．86

(2.2）

1.05

2．08

1．61

0．63

(1.46）

1．10

1．53

1．20

0．90

0．50

1．56

1．00

2．90

1．45

1．80

(1.15)

1．10

0．57

(1.46）

(0.83）

1．30

1．00

0．98

0．45

0．65

0．60

1．88

0．96

1．13

0．56

0．61

1．91

1．55

5．20

0．36

0．51

0．21

0．55

1．78

(1.13）

(0.60）

(0.50)

1．16

0．49

(0.26）

0．31

0．86

2．56

2．66

4．30

0．53

1．08

深さ

(m)

0．38

0．54

0．34

0．12

0．12

0．13

0．15

0．12

0.3

0．45

0.3

0．25

0．22

0．35

0．33

0．32

0．32

0．26

0.3

1．04

0．37

0.2

0．44

0．28

0．16

0．52

0．1

0．31

0．37

0．13

0．06

0．81

0．25

0．3

0．14

0．17

0．07

0．08

0．47

0．14

1．28

0．17

0．18

0．09

0．18

0．11

0．46

0．29

0．6

0．53

0．2

0．09

0．05

0．12

0．43

0.5

0．9

0．12

0．41

主軸① 主軸② 断面形
溝跡の
接続関係

推定時期 備考

N4．5E N5W a 6c～8a期
A2(SD)とA100(SE)から出土した遺

物が接合

N2．0W N9E b 6～8a期 Al(SD)から出土した遺物が接合

N3．0E a 6b～6c期

N2．5E a

N70．0W a 6期後半 A370と「T」字型に交わる

N5．0E a
A416(大型

土坑）
6期後半 A277と「T」字型に交わる

N78．0W a 7期 池状遺構あり、A400を切る

N78．0W b 7期 A380に切られる

N79．0W a 遺物なし

N85．0W NOW a 6c～7a期 6c期の可能,性が高い

N13．0W b 8a期

N14．5W a 6期後半

N12．0W a 6c期 B113(道路状遺構）側溝

N14．5W a Bl51 6c～7期 道路側溝

N74．0W b 7期

N85．5W a 5c期

N85．0W b 7b期 B2(SD)の作り替えか

N46.OE N85E a 6c期 大窯の遺物は混入か

N0.0E a 7b期

N5．0E b 7期 底面付~近から土師器皿がまとまって出土

N74．5W b 6期
B141(SD)と交わる。B140の付け替え
か

N77．5W a 5b～5c期

N3．5E a 5b～5c期 B139(SD)と交わる

N71．5W a

N84．0W a 土師器皿のみ出土

N3.0W b BlO5 6c～8a期 道路側溝、拡幅あり

N7．0W a BlO4 6c期 B113(道路状遺構）側溝、遺物なし

N70．0E N28E C 8b～9期

N1．5W a B276 6c～7期 道路側溝

N0.0E a B278 6c期 B113(道路状遺構）側溝、遺物なし

N4．5E a

No．OE b 6c～7a期
炭化米､完形の土師器皿･天目茶碗がまと

まって出土。埋土中に焼土が含まれる。

N81．0W b B743 7b期～

N6．0E b 5c期

N12．5W b B201 6c～7期 道路側溝

N34．0W N2W b B204 6c期 B113(道路状遺構）側溝

N12．0W b

N89．5E a

N2．0E a 6c～8a期 堀跡、作り替えあり

N85．0E C 7a期
土塁下部遺構を切る。土塁の増築に関係
か

N87．5E b C71(堀跡） 7a～9期 堀跡

N7．5W a 6c期 土塁下部遺構

N14．0W b 6c期 土塁下部遺構

N37．0W a 6c期 土塁下部遺構

N14．0W b 6c期 土塁下部遺構

N3．0E b 9期～現代 B387の作り替え、近年まで存続

N90．0E b C180 6期前半 堀の前身となる溝

N89．0E b 6c期 土塁下部遺構か

N89．0E b C179 6期前半 堀の前身となる溝

N36．0W 9 8a～8b期 連房製品がまとまって出土

N81．0E a
B735(SE)

B179
8b～9期

N8．5W a 6c期 土塁下部遺構

N84．5W b

N14．5W a 9期

N83.OE N10W a C56 6c期 連房製品が混入

N11．0W N70E a C55 6c期 連房製品が混入

N82．5E a B413(堀跡） 6c～10期 堀跡

N76．0E a 6期

N73．0E a 10～11期
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表20中近世溝跡一覧表(2)

遺構名 グリッド 幅(m)
さ
〕
深
伽 主軸① 主軸② 断面形

溝跡の
接続関係

推定時期 備考

C113 DA－DBl3 1．00 0．22 N12．0W a 6期 連房製品が混入

Cll7 DB12-13 0．48 0．08 N14．0W 9 遺物なし

C123 DB－DC12－16 (2.75） 0．75 N14．0W b 6c～7a期 道路側溝、連房製品が混入

C129 CS－DA13－14 1．63 0．3 N82．5W a 遺物なし

C134 CL－CN14 1．21 0．45 N77．0E 9 6期
C55-C56の前身となる溝か､連房製品が

混入

C135 CKll-13 0．25 0．08 N7．5W b 10～11期

C165 CN9 0．79 0．08 N8．5W a C224 6期前半 土塁より古い区画溝（道路側溝）

C171 CM8-9 0．91 0．11 N4．0E a C222°C179 6期前半
土塁より古い区画溝（道路側溝)、C

165-C224の付け替え

C179 CK-CL10-11 (0.18） N81．5W 9
B689．C171

．C222
6期前半

土塁より古い区画溝（道路側溝)、C

165-C224の付け替え

Cl80 CK－CL11 0．73 0．43 N83．5E a B596 6期前半 堀の前身となる溝

C182 CT-DA14-15 1．01 0．24 N61．0E a 遺物なし、C56．Cll3より新しい

C189 DAl4 0．61 0．37 N54．5E f 遺物なし

C215 DB－DC13－16 2．50 1．12 N13．0W a

7b期～(近世に

も使われていた可

能性あり）

道路側溝、Cl23の付け替え

C219 CL－CM9 0．76 0．18 N82．0E a 6c期 土塁下部遺構

C220 CL－CM9 (0.35) 0．16 N89．0E a 6c期 土塁下部遺構

C222 CM10 1．86 0．36 N9．0E a C171．C179 6期前半
土塁より古い区画溝（道路側溝)、C

l65-C224の付け替え

C223 CM－CN10 0．43 0．11 N86．0W a 6c期 土塁下部遺構

C224 CM－CNlO 0．90 0．15 N12．0W a Cl65 6期前半 土塁より古い区画溝（道路側溝）

C229 CL－CN9 (0.20) 0．06 N85．0E a 6c期 土塁下部遺構

C230 CL9 (0.30） 0．05 N84．0E a 6c期 土塁下部遺構

C231 CL9 (0.23） 0．07 N83.OE a 6c期 土塁下部遺構

D1 DG15 0．16 0．24 N87．0W b 6期

D2 DGl5 0．18 0．08 N86．0W a 遺物なし

D3 DH－DI15 1．63 0．31 N84．5E b D75 7期～8期 D4-D80より古い

D4 DH-DIl5-l7 0．96 0．24 N6．0W N85W a D80 7期～8期 D3-D75より新しい

D5 DH－DK14－15 0．98 0．22 N87．0E N40W C 7b期

D10 DF-DJ15-17 1．11 0．29 N20．0W N80E a 6c期

D20 DH-DI15-16 1．40 0．13 N86.OE N5．5W a 遺物なし

D30 DI17 0．71 0．09 N77．0W 遺物なし

D40 DHl7 0．65 0.1 N10．0W b 遺物なし

D75 DI-DK15-16 (1.60） 0．52 N86．0E a
D3．

Dl20
7期～8期 D4-D80より古い、連房製品が混入

D80 DI－DKl5 0．80 0．22 N90.OE C D4．，111 7期～8期 D3-D75より新しい

Dlll DO15 0．66 0．08 N88．5E b D80 7期～8期 遺物なし

D112DNl3-14 1．53 0．18 N2．5E b 遺物なし

D120DO－DP16 2．65 0．4 N82．5E a D75 7期～8期 遺物なし

D130DO－DP17－18 1．58 0．54 N56．5W b D310 6c期 他の溝と全く主軸方位が異なる

D135DO－DP18 (0.90) 0.515 N81.OE a 遺物なし

D190DJl7 (0.93) 0．18 N80．0E b 遺物なし

D200DJl6 0．55 0.105 N38．0E a 遺物なし

D310DQ-DT14-16 1．58 0.2 N57．5W 9 Dl30 6c期 他の溝と全く主軸方位が異なる

D320 DQ-DR15-l6 (1.31） 0．26 N2．0E a 6期

D346DR16 0．30 0．05 N84．0E b 遺物なし

D410 ED－EF15－20 2．85 0．88 N21．0W b
5期後半～6期前

半
遺物なし、D460(井戸跡）より古い

D465 EC－EF19 (1.55） 0．24 N11．5E a 5期 遺物なし、D470より古い

D470 EC-EFl7-20 1．68 0．105 N43．0W a 5a期

E8 FC19-20 0．78 0．07 N79．0W N11E a 6期

E60 ES－ET19－20 0．57 0．16 N1．5W N78．5W a 6a期

E80 ES－FAl8 0．62 0．15 N83．5E a 6a期

E90 ER－ESl8 0．33 0．08 N89．5W a E924 6a期

E271 ET－FAl9 0．50 0．07 N83．0W a 遺物なし

E400ER－ES22 0．28 0．15 N87．5W a 6c期

E402 EN22 0．84 0.2 N65．5W a 遺物なし

E560 EK－EL16－21 0．52 0．83 N4．0E e 9期以降

E620EO17-18 0．76 0．12 N6．0E a 5b～6a期

E874 EQ18-19 0．34 0．08 N12．0E a 遺物なし

E924 EQ18 0．40 0．13 N85．0W a E90 6期前半

F36 GF29 0．25 0．15 N10．0W 9 遺物なし

F59 GB－GF27－28 0．63 0.435 N67．0W b F506 6a期
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表21

遺構名

F96

F123

F149

F194

F196

F197

F198

F210

F224

F281

F293

F301

F368

F369

F501

F506

F559

F565

F567

F576

F602

F619

F621

F645

F659

F732

F761

F767

F848

F849

F871

F879

F906

F982

F

1235

F

1251

F

1301

F

1400

F

1410

F

1415

G14

G19

G39

G40

G143

G150

G178

G181

G191

G203

G220

G236

G315

G389

第4章 中近世の遺構

中近世溝跡一覧表(3)

グリッド

GD－GE29－30

GB－GD27－28

GA29

GB27

GB27

GA－FB27－28

GB27-28

GQ－GR30

GQ－GR27－28

GP-GQ30-31

GP29

GP－GR29

GO26-27

GN26-27

GI25-26

GI-GL25-26

GA－FB20

GA－FB20－21

GA－FB20－21

GB21

GI26

GA20

GA20

FO21-22

FM－FN21－22

FN－FP23

FN－FO23

FN23-25

FM21-22

FM21-22

FN24

FN－FO24

FL22

GA22

FF-FJ24-25

FH-FJ25-26

FH-FI25-26

GJ－GK26

GK25-26

GL25

HB55

HA－HB54－55

HB－GC56－61

HB56-59

HD69

HD67－74

HD73-74

HD70

HD68-70

HB56-58

HB－GC58－60

HC62-64

HC66-71

HD－GE71

幅(m)

0．50

0．03

0．33

0．23

0．20

0．25

0．23

0．35

0．60

0．46

(0.30）

0．50

1．36

0．65

0．50

0．66

0．40

(0.66）

(1.11）

(0.38)

0．35

0．20

0．10

1．30

1．25

1．43

1．00

0．98

0．75

1．71

(0.53)

0．30

0．31

0．50

1．10

(0.60)

(0.56）

0．23

0．66

0．33

61．8

278.0

110．0

150.0

(105.0）

61．7

48．3

82．5

67．5

(90.0)

120．0

53．3

63．3

72．5

深さ
(m)

0．07

0．302

0．16

0．05

0．21

0．19

0．14

0.185

0．27

0．3

0.195

0．24

0．44

0．34

0．18

0．27

0.1

0．125

0．37

0．07

0．08

0．16

0．16

0．16

0．19

0．17

0．27

0.1

0．25

0．21

0．09

0．16

0．09

0．06

0．18

0．36

0．11

0．65

0．14

0．05

0．14

0．27

0．26

0．22

0．07

0．23

0．11

0．18

0．26

0．07

0．32

主軸① 主軸② 断面形

N79．0E a

N72．0W N12E b

N15.OE a

N8．0E b

N11．5E a

N35．0E f

N13．5E a

N75．0W f

N44．5E b

N81．5W b

N73．5W a

N73．0W b

N14．0E C

N19.OE b

N15．5E a

N70．5W b

N67．5W a

N69．0W a

N63．5W a

N47．0W 9

N81．5W b

N72．0W C

N35．0W 9

N10．5W a

N5．5W a

N71．5W a

N73．5W a

N75．5W b

N6．0E ．

N25．0E b

N17．5W 9

N73．0W 9

N2．5E a

N60．0W b

N76．0W a

N77．0W a

N73．5W a

N71．5W b

N9．0W a

N68．0W a

N5.OE ．

N2．0W a

N83．0E N4．5W a

N77．5E N8E b

N4．0E

N83．0W a

N60．5W C

N18．3E a

N86．5W N0.5W

N77．0E a

N80.OE a

N89．5W e

N77．0W a

N20.OE a

溝跡の
接続関係

F59

F761

F732①層

F982

F871

備考参照

F559.

F1235

F576

F761

F732②層

F732①層

G500

G580

推定時期

5期

5c期

5b～5c期

5b～5c期

5b～5c期

5b～5c期

5期後半

5期後半

5c～6a期

6a期

5期

5b～5c期

5c期

5期後半

5b～5c期

5期

5b期

6a期

5期

5b～5c期

5c期

7b期

6c～7a期

7a期

7a期

備 考

竪穴住居跡を切っているため古代遺物の

出土が多い。G18からの混入遺物有り。

遺物なし

遺物なし

道路側溝、F281に対応

他の溝と全く主軸方位が異なる

道路側溝、F210に対応

道路側溝、遺物なし、F301に対応

道路側溝、F293に対応

遺物なし

遺物なし

遺物なし

遺物なし

遺物なし

F567'F1301(①層)、F565-F1251((2)
層）と接続か

遺物なし

遺物なし、F645と接続

遺物なし

遺物なし

遺物なし

F1415と関係か

遺物なし

遺物なし、F1400と関係か

遺物なし、道路側溝、2回目：IVb層上
面

遺物少ない

遺物なし

道路側溝

遺物なし、道路側溝

遺物なし

遺物なし

遺物なし

層位から時期を判断した｡須恵器はG201
からの混入と考える。

遺物なし、G568と関係か

遺物なし､G439等に対応した道路側溝か

遺物なし､G831等の溝跡と対応した区画
溝か
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表22中近世溝跡一覧表(4)

遺構名 グリッド 幅(m)深さ(m) 主軸① 主軸② 断面形 溝跡の
接続関係 推定時期 備考

G413 HC70-74 63．3 0．27 N78．0W H1 7a期

G439 HC－HD73－74 36．7 0．27 N80．0E e 6期 G315等に対応した道路側溝か
G441 HB－HC62－67 75．0 0．12 N88．5E a 6c期

G500 HC62-66 68．3 0．25 N89．0W e G150 道路側溝
G568 HB61 46．7 0．15 N2．5W a 遺物なし、G236と関係か
G580 HC65-66 90．0 0．31 N87．0E a G315 美濃国刻印須恵器出土
G590 HC65-66 38．3 0．2 N85．0E f 遺物なし

G591 HD66 (45.8） 0．38 a G647 6c期

G647 HD67 90．0 0．48 a G591 6c期
G831等の溝跡と対応した区画溝か｡道路

側溝の可能性もある。

G831 HD68-70 116.6 0．13 N89．0E a
遺物なし､G647とは切り合い関係がない

可能性もある。
G832 HD68-70 58．3 0．11 N87．0W 遺物なし

G876 HB61-67 (73.3） 0．16 a 遺物なし

H1 HC76-79 1．85 0.5 N9．0W N67．5E b G413 7a期
南側の辺は浅い、陶製狛犬出土、H2の作
り替え、

H2 HC79-80 1．33 0．24 N57．0E a 遺物なし

H5 HC76-77 (0.83） 0．26 N3．5W b 7a期

H6 HC78-89 0．62 0．14 N2.0W a

H8 HC80 1．15 0．16 N86．0W 9 遺物なし

H9 H－GD77 0．35 0．05 N80．0E a
遺物なし、G区の道路側溝の可能性があ

る溝群と関係か

H10 HC－GD76－77 0．87 0．11 N78．0W a Hl2 5b期以前 H100(5b期）に切られる

H11 HE75-76 1．00 0．4 N25．0E a
G区の道路側溝の可能'性がある溝群と関

係か

Hl2 HD－GE76 0．95 0．26 N73．5W a H10 5b期以前 H100(5b期）に切られる
Hl4 HD－GE75－76 0．47 0．11 N2.OE a

H180HE76 0．55 0．27 N9．5W 9
H11の作り替え、G区の道路側溝の可能

'性がある溝群と関係か

H303 GP-GQ95 0．70 0．09 N74．5E a 6a期

H304 GP－GQ95 0．90 0．21 N71．5W a 6a期

H305GP-GQ94-95 1．30 0．07 N85．0W a 6a期

H306 GP－GR94 0．77 0．14 N84．0W a 5a～5b期

H307 GQ－GR94 0．75 0.3 N81．5W 9 5a～5b期

H407 GQ95 0．56 0．06 N82．0W a 遺物なし

1260 GJ-GK101-108 0．96 0．155 N11．0E a 6c期 レキが入れ込まれた溝、遺物多

1275 GJ104-108 0．52 0．06 N9．0E a 6c期 レキが入れ込まれた溝、遺物多

1715 GH-GIll7-119 0．97 0．21 N84．0W NllE a 6c期

に記載した。

A区の溝跡（図142.143）

配置A区から検出した溝跡は、9条である。調査区の中央やや西寄りに南北溝であるA1・A2が

あり、東西溝のA380-A400-A435などが掘立柱建物跡群を取り囲むように配置されている。その他、

調査区中央に、T字型に交わる性格不明な溝跡(A277．A370)が存在する。

規模幅約2mを測るA1'A2・A435などが、この地区の最も大きな溝跡である。その他は幅約0.4

m～1m程度の小規模なもので､深さもA21を除けば0.1m程度である｡深さと幅のある4条の溝跡が、

この調査区中央に位置する掘立柱建物跡群の区画に関係したものと考える。

主軸（図28）南北溝・東西溝それぞれまとまりがあり、同一の区画意識のもとで設置された可能性

が高い。ただし、南北溝と東西溝は90.の角度では交わらず、平行四辺形に近い区画になっていたと思

われる。

流水方向南北溝は北から南へ流れる東西溝については、それほど標高差がなく不である。

堆積多くの溝で、上層に基盤層土の粒が混じる人為堆積と考えられる堆積を検出したため、廃棄時

に埋め戻されたと考える。最下層には粘質の強い黒色土層の堆積がみられるものがあり、滞水の可能

‘性を示している。ただし、ラミナ層など流水の痕跡は確認できなかった。
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一三

）

図141A1から検出した杭列(S=1/200)

その他Alには、溝跡の東肩に沿って木杭が打ち

込まれていた（図'41)。護岸と考えられるが、西岸

のみに見られる。杭は、丸木芯持材と割材の2種に

分けることができる。丸木芯持材については、丸木

をそのまま用いるものより、半割して使用している

ものが多い。先端は、丸木芯持ち材が数方向から先

端削りを行っているのに対し、割材は’～2方向か

ら先端削りを行っているものに限定される。いずれ

も単純な削りを行っており、比較的鋭角に削りだし

ている。枝を切り落とした痕の観察から、材の上を

先端としているものが大半であった。このように比

較的杭に統一感があり、一時期に設置された可能'性

が高い。護岸としての機能については、盛り土や横

木を設置した痕跡がなく、若干疑問が残る。ただし、

不明遺構A390が埋没した部分を掘削したさいに､軟

弱なA390の埋士部分に杭を打ち込んで補強したと

考えることはできるだろう。なお、A390の埋土上面

にA1の杭と平行して杭が打たれているが、この部

分には溝跡を検出しておらず、どのような役割を果

たしていたかは不明である。

Ⅲ状の窪地のような形状になる。溝跡埋土との切り合A380には、溝跡の幅が広くなる部分があり、Ⅲ状の窪地のような形状になる。溝跡埋土との切り合

いがないため同時期に機能したものと思われる。川原石やの人頭大のチャートレキが底面の上に置か

れていた。石の配置の意図は不明である。なお、チャートレキはA区の東側にある丘陵で転石として

採集できるものである。

A2の埋土上層から、配石遺構を検出した。配石は2～3段で一列に、平坦面を揃えて積まれた川

原石で構成されており、溝跡を堰き止めているようにも見える。ただし、溝とは直交せず、東からみ

て若干南側に傾く。水を堰き止める施設としては隙間が多く、それほどの流量があったとは考えられ

ないことから、溝がほとんど埋まった段階で、これを渡るために設置された飛び石状の施設と考えた。

おそら<A2の最終段階(8b期）に、井戸跡A100を使った人々によって利用されたと思われる。

時期出土遺物の中には、A1とA2(図245:661)、A1とA100(井戸跡）（図238:476)で遺構間

接合したものがある。したがって、これらの遺構の同時‘性が考えられる。A380とA400では切り合い

があり、前者は後者の造り替えと考える。また両者ともA2に切られている。A435はA2に切られて

いるため、同時存在した時期もあるが、先に廃絶したものと思われる。これらのことや出土遺物から、

まず6期後半頃（前半まで遡る可能'性あり）にA1あるいはA2が存在し、区画溝としてA380(のち

にA400に改修）・A435が設置され、8期の段階まで、A1^2が残ったものと思われる。主軸方位

がほぼ一致することからも、それぞれの溝跡が何らかの関連』性をもって設けられた考えられる。
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A1
Aa

Aa’

①

②
G）

60．500 星
Ｉ

’
／
Ｊ
向
乙
⑥
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勾
Ｊ
Ｊ
Ｊ
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ー
ＪＲ
蝿
脳

諏
Ｙ
Ｙ

再
ｊ
’
１
１
４
勺
Ｉ
Ａ

ｐ
ｎ
Ⅲ
〉
ハ
Ⅱ
〕

黒褐色シルト

黒褐色シルト

灰黄褐色粘土

しまり悪い

ややシルト質、しまり悪い

Ab Ab’
60．500

A2

溝内配石検出状況

__言－－言一言--亨夕
AC T

AC’ 75YR3/1黒褐色シルI

lOYR2/2黒褐色シルI

⑪
②

Ad
60．700－

Ad1
撹乱

5）

一

2

(3

陶鶏弓､《こE二三0 2m

I ‐

AC Ac1
撹乱一60．500

①
②
③
④
⑤
⑥

黒色シルト（A76）

黒褐色シルト、径数cm程度の亜'1ルキが少量混入

黒褐色シルト、やや砂質、径数cm程度の唖円．唖

角レキが点在

黒褐色粘土

黒褐色シルト、やや粘質、径数～10cm程度の基盤

層土ブロックが混入

褐色シルト、やや粘質

75YR2/l

lOYR3/2

10YR2/3

10YR3/l

lOYR3/2

10YR3/3

一

①lOYR3/2黒褐色シルト、砂が混入

②lOYR3/2黒褐色シルト、径1cm以下の炭化物が少量混入
③lOYR3/1黒褐色粘土

④lOYR2/3黒褐色シルト、やや砂質、径1cm以下のブロックが点在
⑤l()YR3/2黒褐色粘土

⑥lOYR3/2黒褐色シルト、やや砂質、径1cm程度の基盤層土ブロックが多量に混入

★層位図中のレキは南方向からの見通し

AdA21Ad'Ae
60．500－60．500－

A380．A400

Ae’

三一~－‐雨－－－－－~三ニーー

’二
==ミミミ三三＝ﾆーー

②

①lOYR2/2

②7.5YR3/1

黒褐色シルト径l～数cmのレンズ状の褐色シノl
卜所々に混入

黒褐色粘土、割合均質

黒褐色シルト、11膳の残り

黒褐色シルト、径0.5mm～lcnl程度の基盤層土か粒状に点在（A380）

黒褐色シルト、径0,5mm～1cm程度の基盤眉土が粒状に少量混入（A400）
黒褐色シルト、径0.5mm～1cm程度の基盤層土が粒状に多量に混入（(A400）

lOYR3/2

10YR3/2

1()YR2/3

10YR3/2

①
②
③
④

A380．A400(池状部分）
Af

Af！
60．500

l()YR2/2

10YR2/2
1()YR3/1

黒褐色シルト、径1cm以下の炭化物が点在、上

部にマンガン斑点在（A38()）

黒褐色シルト、砂が混入（A380）

黒褐色シルト（A400）

A370

①
②
③

A435
Ah Ah,

60．300
何
〕

壷7
5

Ag
60．500－

Ag 一

－－一三＝二匹二二二二二一壱
①
②
③
④
⑤
⑥

lOYR3/2

10YR3/3

10YR4/4

10YR4/3

10YR4/4

10YR2/3

黒褐色シルト、径1cm以下の基盤l曽土ブロックが多量に混入
暗褐色シルト、ややしまり悪い

褐色シルト、ややしまり悪い

にぶい黄褐色シルト、砂が混入、しまり悪い

褐色シルト、砂が混入、基盤層土が少量混入、しまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土が部分的に混入、しまり悪い

①lOYR2/2黒褐色シルト、やや粘質

、 2m

I

図143A区溝跡遺構図（溝内配石検出状況;s=i/so、その他S=1740)
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B区の溝跡（図142．144．145）

配置B区から検出した溝跡は44条であり、これに接続関係を考慮すると37条となる。A区に近い、

BG2～BI7グリッドにB2など溝跡が多数あり、埋没段丘の境であるBJ4グリッドの溝群、その西

に道路状遺構の側溝と考えられる溝群、さらに西には堀跡等の溝群が集中している。また、中央調査

区には、中世に属する南北溝に加えて、近世の溝跡が存在する。調査区中央の道路状遺構B113から東

に約30mのところに南北溝B5やB17、西に約30mのところに土塁を伴う溝跡であるB387が存在し、

それぞれ間に南北溝が存在しないことから、計画的な溝の配置が行われた可能'性がある。

規模先述した土塁を伴う堀跡を除けば、上場の幅が約3m、深さ約1mを測るB134図145上段）

はこの地区で最も大きな溝跡である。その他は幅が1m～1.5mで深さが0.3m前後のものが多い。こ

れらのほとんどが区画に関連する溝と考えられ、これより小規模なものは、先述の士塁下部遺構や近

世以降の遺構であろう。

主軸（図28）南北溝・東西溝ともにばらつきがある。特にA区では少ない、北からみて西へ傾く南

北溝や、東からみて北に傾く東西溝の存在が目立つ。道路状遺構の側溝や土塁を伴う溝跡などがこの

主軸方位をもち、調査区の西側を中心に分布している。これに対し、A区の主軸に近いものは、埋没

段丘以東に集中する溝跡群など、ほとんどが道路状遺構の以東から検出されている。これは、道路状

遺構の東西で主軸の基準が異なっていたことを示していると思われる。なお、上記に示した2つの主

軸方位に属さないものについては、B129やB179など、他の溝跡とは時代が異なると考えられるもの

である。

流水方向南北溝は、北から南の可能性が高い。東西溝ははっきりしないが、土塁を伴う溝跡B413は

東より西の底面の方が低い。

堆積大半の溝は、埋土に基盤層士の粒やブロックが混入する人為的な堆積と考えられる士層であっ

た。最下層に均質な粘土層が堆積しているものがみられるのも同様である。特徴的なものとしては、

多量のレキや遺物が最上層に投棄されていたB139図144)や、埋め戻し前に土師器Ⅲ等を使った祭

而Bを行った可能性が高いB134(図145上段)-6262図14下段5がある。B134は人為的な埋め戻し

と考えられる層（①～⑥層）の下に、粘土層が堆積しており、滞水があったと考えられる。この層の

上面付近に10個体の土師器Ⅱが2ケ所に分けて捨てられており（図145、その中に輪宝を模したと考

えられる線刻を施した個体（図251：810）が含まれていた。この層にはさらに大型のレキが投棄され

ており、廃絶段階の作業の一貫であったと考える。B262は掘り直しが見られる溝であり、2度目に造

られた溝の底面から、炭化米を含む炭化物と焼土が敷き詰められたような状況で出土し、その上面か

ら土師器Ⅲ（図253：855～860）や天目茶碗（図253：863）がまとまって出土した。これも廃絶の際の

祭而Bであろうか。なお、炭化米から得られたAMS法による放射'性炭素年代はAD1445-1490年であっ

た（第3部第6章参照)。

時期5期の後半から8期後半まで幅広い時期の溝跡が存在している。特に6期後半から7期にかけ

ての溝跡が多く、7期後半以降のものは少なくなる。ただし、これはB区における人の活動の最盛期

が過ぎたというより、溝跡の再編が進み集約されたような印象を遺物量などから受ける。なお、8期

以降の遺物が出土する溝は、士塁を伴う溝跡を除いては中央調査区にしかなく、当調査区の掘立柱建

物跡SH15・SH16を造成する際に設けられた新たな区画溝と考える。
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B2・B115・B116・B128・B129(調査区東壁）

Ba
60．400－

Ba,

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

1()YR2/3

1()YR3/2

1(}YR2/2

1()YR2/l

lOYR2/2

10YR2/2

10YR2/2

10YR2/3

黒褐色シルI、（1）

黒褐色シルト（1）

黒褐色シルト（1）

黒色シルト、粘質、しまり悪い（II？）

黒褐色粘土、ややしまりよし（B115）

黒褐色シルト、基盤層士が混入、ピットか？

黒褐色粘'三、しまり悪い（B128）

黒褐色粘土、ややしまりよし（B2）

B2Bb’

⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

lOYR2/3

1()YR1.7/l

lOYR2/2

10YR3/l

lOYR2/I

10YR2/3

黒褐色粘士、基盤層土ブロックが混入（B729）

黒色シルト、基盤I曽土が少量混入（Bl29）
黒褐色シルト

黒褐色シルト、基盤層士混入（B116）

黒色粘士、Bll6に関係する溝あるいは土坑か？

黒褐色シルト、粘質、ややしまりよし（、）

Bb
60．100－

①lOYR2/1黒褐色シルト（1）

②風倒木痕

Be Be，
61．300

Bd，
B130B116

Bc B129
BCRd
－60．20060．200

、 一筆ご亘一一旦_二、
須一

!’

三二二ｺ二患①l0YR3/l黒色粘土、基盤層土ブロックか

多量に混入
フロック

①lOYR3/l黒い褐色シルト

度のﾚｷが混入

②風倒木痕

篠1～3cm程

①lOYR2/2黒褐色粘土、径10cm程度レキが

少量混入

B115(調査区北壁）
一

(1)

－－－－房
60.300-巳i B1，

鯨蝋 蝿
黒褐色シルト

黒褐色シルト

黒褐色シルト

（1）

上面に鉄分沈着、サバ石粒が混入（1）

(Bll5）

l0YR2/3

10YR3/1

7.5YR3/1

①
②
③

B2・B5(調査区北壁）

一
一

一
一

一
一

モ
ー

症
一
一
一

一
一

一
一

一
一

Bq
60．300－二

植物痕

u~－－

一一一

③
Z

一

黒褐色シルト

黒褐色シルト

黒褐色シルト

２⑯
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

①l0YR2/3

②lOYR2/2

③lOYR3/2

（1）

（1）

サバ石粒が混入、上層と混じる、しまりよし

黒色シルト、1画に鉄分1首

黒褐色シルト、基盤層土ブロックが混入

黒色ｼﾙﾄ、しまりよし

黒褐色粘t、シルト中に若干の中砂が混入

黒褐色シルト、基盤)曽土ブロックが混入、しまり悪い

黒褐色砂、ｼﾙﾄは少ない

黒色粘｜z

黒褐色粘土、⑧より砂が少ない

黒褐色シルト（ⅡI）

黒褐色シルト、基盤購土ブロックが多量に混入（B6）

lOYR2/l

lOYR2/2

10YR2/l

lOYR3/1

1()YR2/2

10YR3/l

lOYR2/l

lOYR3/l

lOYR2/2

10YR2/1

<B5>

④l()YR3/2 黒褐色シルト

2m0

図144B区溝跡遣構図①(S=1740)
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B139．B140

60.000-旦、
Bh，

〈Bl39＞

①10YR2/1

②10YR3/2

③10YR2/1

④10YR4/2
〈B140＞

⑤10YR1.7/]

B134．B141
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60,000－

黒色シルト、多量のレキが投棄されていた

黒褐色粘土

黒色粘土、基盤層土が混入

灰黄褐色粘土、基盤層土が混入

黒色↓シルト

Bi，

＊土師器皿の集積は⑥層と⑦層の間から検出した

くBl41＞

⑨10YR3/1黒褐色シルト、基盤層土が多量に混入

⑩10YR2/1黒色シルト、サバ石が少量混入

⑪10YR3/1黒褐色粘土、基盤層土ブロックが混入

⑫10YR2/2黒褐色シルト'Ill

<Bl34＞

①10YR3/1

②10YR5/2

黒褐色粘土、基無層土ブロックが多景に混入

灰黄褐色粘土、細砂が混入、サバ石・基盤層土ブロッ

クが多量に混入

暗褐色粘土、細砂～中砂が混入、基盤層士ブロックが

相乗に混入

黒褐色粘土、⑥より基盤層土ブロック混入が少ない

黒色粘土

黒褐色粘土、基盤層土ブロックが縞状に混入

黒色粘土、強粘質、上面に人頭大のレキが混入

にぶい黄褐色粘土、中砂が混入
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図145 B区溝跡遺構図②（土師器皿集積;s=1720、溝跡層位図:S=1740)
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C55．C134(調査区南壁）

②
一

(1)

Cb！
59．300

①l0YR3/2

②7.5YR2/l

③7.5YR3/1
<C55〉

④10YR2/2

⑤10YR2/2
⑥lOYR3/2

⑦10YR2/2

黒褐色シルト、径数cmのレキが混入(1)
黒色シルト、しまり悪い(I)

黒褐色シルト、鉄斑が沈着、しまりよし(I)

黒褐色シルト、割合均質、しまりよし

黒褐色シルト、ややしまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土ブロックが混入、ややしまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土ブロックが混入、ややしまり悪い

C56

<Cl34＞

⑧10YR2/2黒褐色シルト、砂が少量混入、径1cm以下の基盤層土ブロック
が少量混入、しまりよし

⑨10YR2/2黒褐色シルト

⑨10YR2/2黒褐色シルト
⑩10YR2/2黒褐色シルト、径0.5～10cm程度の基盤屑土ブロックが多量に混

入

⑪10YR3/2黒褐色シルト、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが点在

⑫10YR3/2黒褐色シルト、割合均質Ill

Cc，Cc

59.100-

黒褐色シルト、篠0.5～1cm程度の基盤眉土

が点在

黒褐色シルト､径0.5～1cm程度の基盤層土

ブロックが特に下部に多い、ややしまり悪
い

① l0YR2/2

10YR2/2(2)

Cd

59．100－
Cd'(D10YR3/1 黒褐色シルト、径0.5～1cm程度の基盤層土

ブロックが下部に多量に混入、しまりよし

'C182

黒褐色シルト、径1cm程度の基盤哨土ブ

ロックが少量混入、しまりよし

黒褐色シルト、径1～数cm程度の基盤哨土

ブロックが多量に混入、ややしまり悪い

C105

調‘"獅一
①10YR2/3黒褐色シルト、割合均

質

②10YR3/2黒褐色シルト、径数cm
程度の基盤層土ブロッ

クが多量に混入

lOYR2/2

10YR2/2

②
③

C113 Cf
59．400－59400-2且 ｅ

（
し Cf,

(2)

黒色シルト、割合均質、径1～数cm

程度の亜円レキが少量混入

黒褐色シルト、径0.5～1cm程度の基

盤層土ブロックが多量に混入

①
②

lOYR2/l

lOYR3/2①10YR2/2黒褐色シルト、径5mm程度の基盤層土ブロツ②
クが混入、ややしまりよし

②1()YR2/1黒色シルト、径1cm程度の基盤層土ブロック
が少量混入、ややしまり悪い

③10YR2/2黒褐色シルト、径1cm程度の基盤層土ブロッ
クが多量に混入

59．300

C129chCh'
59．300－

Ci’C［

＝
①10YR2/1黒色シルト、径1cm程度の

基盤層土ブロックガ少量混
入

UIYR21黒色シルト、径().5～1cm程度の黒褐色シルト(10YR2/2)ブロックが多量に混入､下

部に基盤層土ブロックが少量混入

10YR3/2黒褐色シルト、径数C､程度の基盤層土ブロックガ多量に混入
lOYR2/l黒色シルト、径l～数cm程度の黒褐色シルト・基盤層土ブロックがレンズ状に点ｲf

lOYR2/2黒褐色シルト、径数～l()c､程度の基盤屑士ブロックが多量に混入

C kCk1
59．400－

(1）

②
③
④

CI06Cl Cl
59．400

イク1
LLノ

黒褐色シルト、割合均

質、ややしまり悪い

黒褐色シルト、径1

～5cm程度の基盤屑土

ブロックが少量混入

l()YR3/2

1()YR2/2

①
②

2mロ下部に基盤層土が混入、しまり悪い

径1～数cm程基盤1肖士ブロックがが多量に混入

図148C区溝跡遺構図②(S=1740)

1()YR2/2黒褐色シルト、

l0YR3/2黒褐色シルト、

①
②
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C123．C215(調査区南壁）

11
ａ
戸
）Ca

59．300－

〔
２
』 '1

2）

①1()YR3/2

②10YR2/3
③lOYR3/2

<C215＞

④7.5YR3/1

⑤10YR2/1

Zr,1ワQ、
、L"ユムJ/

⑦10YR3/2

⑧10YR3/2

⑨10YR2/2
⑩lOYR3/3

黒褐色シルト、径数mmのレキが少量混入(I

黒褐色シルト、径5mm程度の鉄斑が兇られるi;
黒褐色シルト、径数mmのレキが多量に混入（，？）

黒褐色シルト、やや粘質、径数cm程度の円レキが少量混入、

④よりはしまりよい

黒色シルト、割合均質､ややしまり悪い⑥7.5YR3/1黒褐
色シルト、やや粘質

黒褐色シルト、径1cm以卜の基盤層土ブロックが*央部に多
量に混入

黒褐色シルト、径5mm程度の基簿層k粒が少量混入

黒褐色シルト、径5mm程度の基盤屑土粒が多量に混入
暗褐色シルト．砂、細砂～シルト

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑫
⑳

黒褐色シルト、径1cm以下のレキが少量混入、しまりよし

黒色シルト、やや粘質

黒褐色シルト、やや粘質

黒褐色シルト、ややしまり悪い

黒褐色シルト、やや砂質、径5mm程度の基盤層ブロックが少

量混入

黒褐色シルト、⑮より砂質ではないか、砂が塊で混入する部
分あり

黒褐色シルト、基盤層士が多量に混入、しまり悪い

黒褐色シルト、鉄斑が沈着、しまりよし

黒色シルト、割合均質、ややしまりよし

黒色シルト、割合均質、⑬よりはしまり悪い

黒色シルト、径1cm程度の黒褐色シルトが点在、しまりよし

黒褐色シルト､割合均質､大小のレキが混入（波板状遺構？）

黒色シルト、割合均質、中央部の基盤層土ブロックが層状に
混入、しまりよし（士坑埋土）

0 2m

10YR2/2

7.5YR2/l

10YR3/2

10YR2/2

10YR3/2

10YR2/3

10YR2/2

10YR2/2

10YR1.7/l

I0YR1.7/1

10YR1.7/1

10YR2/2

7．5YR2/I

'11|'11'

図147C区溝跡遺構図①(S=1750)

C区の溝跡（図142.146～148）

配置C区から検出した溝跡は27条であり、これに接続関係を考慮するB区から続くものも除<)

と211条となる。束調査区のC71(堀跡）の南側には直角のコーナーを有する区画溝C55があり、その

内側にはそれ以前の区画溝と思われるC134が存在する。西調査区にはC55に接続するC56に加えて、

中近世の溝跡が多数ある。その中でもC123-C215は、江戸時代に中山道の支道の一つとして整備さ

れた郡上街道に関連する溝跡（側溝）と考えられる。この街道は中世の段階から存在していたと思わ

れ、周囲の区画の基準となった可能性が高い。なお、この溝の西側に入れたトレンチから、路面と考

えられる層を検出している(堆積の項参照)。なお、C113の西側には東西溝がなく、C113自体がC123

と平行していることから考えると、C123以前の道路側溝であった可能性も考えられる。

規模区画溝と考えられるC55-C56は、幅約2.6mのやや規模が大きい溝跡であり、区画のl辺が約

35mある。区画の内側にあるC134もおそらく同規模であったと思われる。道路側溝と考えるCl23．

C215は、断面形が逆台形を呈する非常に丁寧な作りであり、溝としての規模も大きい。その他はIPSO.5

m～1m、深さ0．1m程度の小規模なものが大多数であった。

主軸（図28）北からみて西側に傾く南北溝と東から見て北に傾く東西溝に集中が見られる。これは

B区の道路状遺構以西に見られた特徴と一致する。この主軸方位にはC123．C215も含まれており、

この溝跡（道路）がB・C区の区画の基準になっていたと考える。この主軸方位に一致しないのが、

土塁築造以前の溝跡（Cl71・Cl79．Cl80．C222）に多いことは、区画の成立を考える上で興味深

い。

流水方向南北溝は北から南へ流れる。東西溝は、両の方が底面が低いものが多い。

堆積大半の溝は、埋土に基盤屑土の粒やブロックが混入する人為的な堆積と考えられる士屑であっ
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B262．B264（調査区南壁）

一
一

一
一 一

一

⑪

＝＝＝二二二画二二二二二二二二二二Br二＝－－=＝
B｜

59．600

①10YR2/3黒褐色シルト、しまりよし(I)

②10YR2/3黒褐色シルト、上面に鉄分沈着、しまりよし(I!
③10YR2/2黒褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、しまりよしII
④10YR2/2黒褐色シルト、径10mm程度の基盤層土ブロックが少量混入、しまりよし（B264）

⑤10YR2/2黒褐色シルト、1部に径10cm程度のレキが少量混入、中央部よ下に径5mm程度の炭化物(炭化米含む)が多量に混入、しまり悪い（B262）
⑥10YR2/2黒褐色シルト、しまり悪い:H2(i2

⑦I0YR1.7/1黒色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、基盤層土粒か混入、しまり悪い、遺構埋土？
⑧10Y'R2/3黒褐色シルト、基盤層-t粒が少量混入、しまり悪いBWI
⑨10YR2/2黒褐色シルト、ややしまり悪いIll

B263．B264（調査区東壁）

－－－－－－－一一一

一

⑪
一
②

一

一一一一一一一一

59600-旦皿
一

Bm1

①
②
③
④
㈲

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

lOYR2/3

10YR2/2

1()YR2/3

10YR2/2

10YR2/2

しまりよし（1）

径5mm以下の炭化物が少量混入、しまりよし（Ⅱ）

しまりよし（B263）

径10mm程度の基盤層土ブロックが少最混入、しまりよL

ややしまり悪い（IⅡ）

(B264）

B743B179
Bn

59．500－
Bo1Bo

59．500－
Bn,

一 一

5

黒褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、

基盤層土粒が混入、しまりよし

黒褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、

基盤屑士粒が混入、ややしまり悪い

黒褐色シルト、ややしまり悪いi-sir.i

黒褐色シルト、ややしまり悪いiHlnll

黒褐色シルト、炭化物が少量混入、径5mm以ﾄﾞの

基盤層土粒が混入、ややしまり悪い（B846）

① l0YR2/2

1OYR2/2

10YR2/2

10YR2/2
10YR2/3

I0YR2/2黒褐色シルト、径5cm以下のレキが少量混入、ややしまりよし

10YR2/2黒褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、ややしまりよし
lOYR2/2黒褐色シルト、しまり悪い

褐色シルト(I0YR4/4)、黒褐色シルト(10YR2/2)が層状に混入、ややしまりよし
lOYR2/2黒褐色シルト、しまり悪い

/ワ､
、白ノ ①

②
③
④
⑤

④
④
⑤

2mロ

図146B区溝跡遺構図③(S=1740)
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た。最下層に均質な粘土層が堆積しているものは、堀跡C71やC123-C215など規模の大きいものに

限られる。なお、溝跡の堆積ではないが、C123-C215の西側の堆積状況（図147をここに示す。こ

の部分は、溝跡の'性格究明のため、調査区と国道156号線の間にあった空閑地に設けた東西方向のトレ

ンチである。調査の都合上、平面調査ができなかったため、下記の観察記録はすべて断面調査による

ものである。図147の③は近年まで道路として使われていた可能性がある層である。⑪～⑳は硬化層を

含む道路面の整地層と考える。⑰については、その性格は定かではない。C123．C215の掘形の高さ

は、⑪層の上面より高いため、本来の路面は③の造成によって失われたと思われる。なお、⑳は波板

状遺構の可能'性がある。

時期6期から10期まで幅広い時期の溝跡が存在している。特に6c期の溝跡が多い。C113が最も初

期の道路側溝、B123が堀と士塁を伴う屋敷地造成の際の造り替え、B215が郡上街道整備の際に設置

されたものと考えれば、今回の調査における中位段丘上の遺構の時期的変遷を示すものとして重要で

ある。

D区の溝跡（図142．149．150

配置D区から検出した溝跡は24条であり、これに接続関係を考慮すると18条となる。束調査区では、

北側を除いて溝跡が複数見られる。この溝の周囲には掘立柱建物跡や井戸跡が集まっており、小規模

な区画を形成していたものと思われる。この溝跡群は、複数の切り合いがみられ、何度かの造り替え

があったのであろう。西調査区の中央には、規模の大きいD410があり、やや小規模なD470を切って

いる。区画的な意図の有無は不明であるが、溝跡の設置位置は、当時の段丘崖が意識されていた可能

性が高い。中世の遺構がこれらの溝の以西にあるのもそのことに関係していると考える。

規模D410は、幅約2.9m、深さ約0.9mを測るやや規模の大きな溝である。この溝以外には、束調査

区中央の東西溝であるD3-D75-D120が若干規模が大きいが、その他は幅0.5～1.5m程度であった。

主軸（図28C区と同様に、北からみて西側に傾く南北溝と東から見て北に傾く東西溝に集中が見

られる。これらは東調査区の区画を形成する一群であり、C区と同じ基準で溝跡が設置されたためと

思われる。東調査区のD130-D310や西調査区の溝跡は、他の溝跡と主軸方位が異なっており、時期が

異なる（古い）ことや地形的制約（西調査区）などの理由が考えられる。

流水方向南北溝は北から南へ流れる。東西溝は、西の方が底面が低いものが多い。

堆積大半の溝は、埋士に基盤層土の粒やブロックが混入する人為的な堆積と考えられる士層であっ

た。最下層に均質な粘土層が堆積しているものはみられなかったが、D470の底面には黒褐色シルトの

下に薄い砂利層が堆積しており、若干の流水があった様子をうかがわせる。ただし、それほど長期間

に渡る流れではなかったようである。

時期5期から8期までの溝跡が存在している。中央・東調査区については6．7期の溝跡が主体で

あり、A～C区とほぼ同じ時期のものと考える。西調査区については、D470(図150)が5a期の溝

跡である可能'性があり、D410についても、井戸跡D460との切り合いから考えて、それほど時期が下

る遺構ではないと考える。

E区の溝跡（図142.151）

配置E区から検出した溝跡は、11条ある。E区の中央北側に、区画溝と考えられる溝跡が集中して

いる。それ以外は、東調査区中央に近世の溝跡E560がある程度で、分布にかなり偏りがある。E60や
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D10

58.800̂ Da！

58.800-̂ Db，
一

D1

①
②

黒色シルト、ややしまり悪い

黒褐色シルト、徒0.5～数cm程度の基

盤層士ブロックが多量に混入
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皿
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①l()YR2/2黒褐色シルト、しまり悪い

DC Dc1
58．800

①
②
7.5YR3/］

lOYR2/2

黒褐色シルト、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが小量混入

黒褐色シルト、径0.5～5cm程度の基盤層土ブロックが小量混入、
しまり悪い(D2()0）

D4．，3．，20

58800－QqD40Dd‘
①

De De’58．800

①7.5YR2/1 黒色シルト、径］c､以下

の基盤層_ヒブロックが点

在、ややしまり悪い

<D4>

①7.5YR3/1 黒褐色シルト、径10～15cm程度のレキが部分的に多量に混入、径
lcm以下の基盤層土ブロックが所々に集中している、ややしまり
悪い

黒褐色シルト、径().5～数cm程度の基盤層土ブロックが点在、やや

しまり悪い

黒褐色シルト、径1cm以一下の基盤層土ブロックが少量混入、黒色

土ブロックが混入する部分あり、②よりはしまりよい

黒褐色シルト、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが点在、やや

しまり悪い

<D3>

②lOYR3/2

③lOYR3/2

<D20>

④1()YR3/2

D3
58．900－

①10YR2/2黒褐色ｼﾙﾄ、径l～10cm程度の基盤眉土ブ58400－29
ロックが所々に集中している

②7.5YR3/1黒褐色シルト、やや粘質､径0.5～1cm程度の
基盤層土ブロックが少量混入、ややしまり悪
し、

DhD2Dh’
58.900-①－

－竜一
rmlハVP〔

Dg'D120

①lOYR2/2黒褐色シルト、粘質、基盤層土が少量混入しまり悪い

②黒褐色シルト、粘質、径(}.5～1cm程度の基盤層土ブロックが混入、しまり悪い

③10YR4/2灰黄褐色シルト、粘質、径1～3cm程度の基盤層土ブロックが少量混入、黒褐色

シルト(10YR2/2)も混入、しまり悪い

④lOYR3/2黒褐色シルト、粘質、径l～2cm程度の基盤層士ブロックが混入、しまり悪い
IWill

^r¥nr¥-r¥-7C^i-y-ir¥^j
58.900D80．，75．，10

①
②

l()YR2/2

10YR3/2

黒褐色シルト、基盤層土が少量混入、
母〕や1幸、｝‐I
，、レーノロ、ｰ

黒褐色シルト、基盤層土が多量に混入
幕｡やI士n｝‐l
，1ｰ一．ノ．、ｰ

D5nrDi
58．900－

黒色シルト、基盤層土粒が点在、や

やしまり悪い

黒褐色シルト、基盤層上粒が点在

①7.5YR2/1

②7.5YR3/l

D130
Dk

58,300－

<D80>

①7.5YR3/］

<D75>

②10YR3/2
<D10>

③l()YR3/2
④lOYR3/2

58.300-

黒褐色シルト、径10～15cm程度のレキが少量混入､径0.5～数cm程度の基盤層

士ブロックが点在、ややしまり悪い

黒褐色シルト、径0.5cm程度の基盤屑士ブロックが下部に少量混入

黒褐色シルト、径1cm以下の基盤層土ブロックが混入

黒褐色シルト、径0.5cm程度の基盤屑士ブロックが少量混入（D]()）

D310Di，

Dk，

黒色シルト、粘質、しまり悪い

黒色シルト、粘質、径0.5程度の粒状の

ものが少量混入、基盤層士粒が少量混
入、しまり悪い

黒色シルトと基盤層どの混ざり土

褐色シルト、粘質、黒色シルト（'0
YR2/1）が少量混入、ややしま)悪い

lOYR2/l

10YR2/1
①
②

l0YR2/l

lOYR4/4

黒色シルト、粘質、しま
り悪い

褐色シルト、粘質、黒色

シルト(10YR2/1)がブ
ロック状で混入

2m

（1）

②10YR2/l

10YR4/4
③
④

0
I

図149D区東・中央調査区遺構図（層位図:S=1740、配置図S=171000
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D410．，470

， ③④
Dm’

56.100̂

黒褐色シルト、細砂が少量混入、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが混入

黒褐色シルト

黒褐色シルト、②．④との境界部に径1cm程度の幅で鉄分が沈着

黒褐色シルト、割合均質

黒褐色シルト、割合均質、径数cm以下のレキが少量混入

黒褐色シルト、粘質、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが混入

黒褐色シルト、基盤層士が混入

黒褐色シルト、径0.5～数cm程度の基盤層土ブロックが少量混入、しまりよしIM7()

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

l()YR3/2

10YR2/2

7.5YR3/1

10YR3/2

10YR3/2

7.5YR3/1

10YR3/2
7.5YR2/2

D410 D465．D470Do

5̂6.100-
Do1

Dn

56．100－

‘

<D470>

①7.5YR3/1

②10YR3/2
<D465>

③10YR3/2
④5YR3/1

黒褐色シルト、鉄斑が沈着、しまりよし

黒褐色シルト、やや砂質、鉄斑が沈着

黒褐色シルト、鉄斑が沈着、ややしまりよし

黒褐色シルト、径0.5～1cm程度のレキが点在

0
①
②
③
④

黒色シルト

黒褐色細砂、シルトより砂が多い

黒褐色シルト、②との境は明瞭

黒褐色粘土、径().5cm程度の基盤層土ブロックが点在、下部は基盤層土が混入

7.5YR2/l

10YR2/2

7.5YR3/2

7．5YR3/1

2m

図150D区西調査区溝跡遺構図(S=1740)

Ea

56．600－

園
一E620 E874

一一ー－－－－～一一一一Eb1

E924

56.600-匡旦 Ec1
56.600̂

①

E8

①
②

10YR2/2黒褐色シルト､径0.5cm程度の基盤層土ブ
ロックが少量混入、ややしまり悪い

10YR3/2黒褐色シルト､径0.5～数cm程度の基礁層
士ブロックが点在、ややしまり悪い

E90

56600-E且①‐里

懸

①l0YR3/2黒褐色シルト、粘質、しまり悪い

7.5YR3/I
10YR3/2

黒褐色シルト、ややしまり悪い

黒褐色シルト、径1cm以下の基盤

層土ブロックが少量点在、ややし

まり悪い

①
②

E80
Ed，

56.600-E且

①10YR22/3黒褐色シルト､径0.5～1cm程度の

基盤層土ブロックが少量混入①10YR2/2黒褐色シルト、径0.5～1cm程度の基
盤層土ブロックが少量混入

E400

EhEh'

鏑"，~燕

E60
Ef，56700旦 Eg

56．700－
Eq’

霧
① 10YR3/2黒褐色シルト、径1cm以下の基盤層土

ブロックが点在、ややしまり悪い

2m

①7.5YR3/1

②l0YR2/2
黒褐色シルト、割合均質

黒褐色シルト、径0.5～1cm程

度の基盤層土ブロックが点在、
ややしまり悪い

黒褐色シルト、割合均質

黒褐色シルト、径0.5～1cm程

度の基盤屑土ブロックが点在、
ややしまり悪い

①
②
7.5YR3/1

1()YR2/2
0

図151E区溝跡遺構図(S=1740)
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E80、E90に囲まれる範囲にはSH33があり、この建物の区画と考える。またE400とE60の間にほぼ

同じ主軸方位で大型土坑A245が存在する。E620とE924は平行に走る南北溝であるが、この間隔は約

11mであり、この空間が何に利用されていたかについては不明である。

主軸（図28）南北溝は北からみて東に傾くものが多く、東西溝は東からみて南に傾くものが多い。

したがって南北溝と東西溝はほぼ直交する状況といえる。他の地区と比較して主軸方位にまとまりが

あり、同一の基準をもって設置されたものと思われる。

規模幅が狭く浅い溝が多い。唯-E560が深さ約0.8mを測るが、掘形の上場は幅0.5m程度である。

流水方向底面レベルは場所によってまちまちであり、方角的にどちらが低いかとは言えない。途中

で寸断している溝跡も多く、流水方向は特に意識されていなかったと思われる。

堆積すべての溝跡が、埋士に基盤層土の粒やブロックが混入する人為的な堆積と考えられる士層で

あり、滞水の痕跡などはみられなかった。

その他E620からは、多量の鍛冶関連遺物が出土している。ただし、その'性格については不明である。

時期8期以降であるE560を除けば、6期に属する溝跡が多い。東調査区北東隅に集まっている鍛冶

関連遺構群と同時期（鍛冶関連遺構E747か、新しい段階の集落に伴う遺構と考える。

F区の溝跡（図142．152．153）

配置F区から検出した溝跡は42条あり、これに接続関係を考慮すると32条となる。調査区が飛び地

状になっているため確認できなかったが､東西溝のいくつかは接続する可能性が高い(F567-F732-F

1301、F59-F506など)。また、南北溝では、北調査区のFM21．22に存在するF659．F848．F849

や西調査区のGN26～G027グリッドのF368-F369のように、間隔を開けて集中する場所がある。な

お、この2ケ所は約110m離れており、条里型地割りの坪境を示している可能'性があるが、旧地籍図か

らは地割りを読みとることができなかった。また、このように東西溝・南北溝に限らず、複数条を同

じような場所と方向で検出する場合が多く、数度の地割りの変化があった可能性を示している。D

210.D301などの4条の溝は、ほぼ同じ規模と形状をもち、2条が一列に、その列が平行に配置され

ている。これは、道路側溝の可能'性があり、それぞれの溝の切れ目は区画への入り口であったと考え

る。なお、旧地籍図においても、この場所に道路があったことが示されている（第4部第1章第2節

参照）が、この遺構との関連性は不明である。

主軸（図28）東西溝については、束からみて南に傾くものに集中が見られる。傾きはE区より若干

強い。南北溝は、大半の溝が北からみて東に傾く。西に傾くものは非常に小規模なF36-F1410や、

やF645-F871などである。後者は、遺物の出土がなく時期不明であるが、切り合いから古い溝と推定

している。西調査区の北西隅に位置するF224は、他の溝と全く主軸方位が異なり、東からみて北に約

45°傾く。重竹遺跡B地点の調査で検出された古代の大溝SD37に沿って走る、小規模な中世溝(SD51

等）の北端が東調査区に隣接しており、それらの溝跡とつながる可能'性がある。

規模最も規模の大きいもので、坪境溝の可能性があるF849図152下段）で幅約1.7m、深さ0.2m

程度であり、幅が1mを超えるものは少ない。なお、F848図152下段）は、今回の調査で唯一の片

薬研堀タイプ°の断面形をもつ。

流水方向東西溝については途中で寸断しているものが多く、特に流水方向は意識されていないよう

である。ただし、北調査区の南東側に向けて地形が低くなっており、F567-F732-F1301などはこれ
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F559．F565．F567

56900_E且 Fa,

①10YR2/3

②l0YR3/2
<F559>

③10YR2/3

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

まりよし

しまりよし（1）

しまりよし(I

径0.5cm程度の炭化物が少量混入、！

<F567>

④10YR2/3
〆戸『－戸戸、

くEDbOノ

⑤10YR2/3
⑥l0YR3/3

暗褐色シルト、径0.5cm以下の炭化物が混入、基盤屑土粒が少量混入

黒褐色シルト、④より基盤層土粒の混入が少ない、しまりよし

暗褐色シルト、基盤屑士粒が混入（IⅡ？）

F761 F1235
Fb

56．600－
Fb，Fc
－56．600－

Fd’Fc'Fd
－56．600－

①
②
③

10YR3/2

10YR2/2

10YR3/2

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

黒褐色シルト、

しまりよし

炭化物が混入I7fil

基盤層粒が混入
10YR2/2黒褐色シルト、基盤層土粒が少量混

入、しまりよし

I0YR2/2黒褐色シルト、粘質、基盤層土少量
混入、ややしまり悪い

暗褐色シルト(10YR3/3)と、基盤層どの混ざり
土

①
②
③

①10YR2/2黒褐色シルト、粘質、基盤

屑土極少量混入、ややしま
り悪い

②I0YR2/3黒褐色シルト、基盤層土が
混入、しまりよし

F732

Fe F1251庵
一

Ff
56．600－

F1，
56．600

①
②
I0YR3/2黒褐色粘質土

10YR3/2黒褐色シルト、基盤層士ブロックが混入

<F13()1>

①l0YR3/2
<F1251>

②10YR3/2

③I0YR3/2
④lOYR3/2
⑤l0YR3/2

黒褐色シルト、ややしまり悪い

黒褐色シルト、しまりよし

黒褐色シルト、基盤層土粒が少量混入

黒褐色シルト、②より粘質強い、基盤層上粒が少量混入、ややしまり悪い
黒褐色シルト、ややしまり悪い

F659 F848．F849
Fg

56．700－
Fg'Fh
－56．700－

Fh1

①
②
lOYR3/3暗褐色シルト、しまりよし

10TR3/3暗褐色シルト、径3cm程度の褐色土粒がブロックで混入 <F848>

①l0YR3/3

<F902＞

②10YR2/3
<F849>

③l()YR3/4

④l0YR3/3

⑤lOYR3/3

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

0

基盤層士粒が少量混入

しまり悪い

しまりよし

基盤層土が少量混入、しまり悪い
基盤層土が11胃状で混入、しまり悪い

2m
Ⅱ

庁言1

図152F区溝跡遺構図①(S=1740)
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F59
Fi

57､100－

匡
‐ F

57．100－
F|'

①lOYR3/2黒褐色シルト、弱粘質

①
②
③
④

l()YR3/2

10YR3/I

10YR4/2

1()YR4/2

黒褐色シルト

黒褐色シルト、粘質

灰黄褐色シルト、弱粘質M基盤層上ブロックが少量混入

灰黄褐色シルト、弱粘質、基盤層土ブロックが少量混入

F123

駅
一

Fk Fl Fl1
57．100 57．100

①

lOYR2/3黒褐色シルト、弱粕質

10YR3/3暗褐色砂、基盤層土粒が多量に混入植物痕？
①
②①lOYR3/3暗褐色シルト、砂質強い、基盤層土粒が多量に混入

②10YR2/3黒褐色シルト、弱粘質

FmFm

鰯

F506
FnFn'

57．000

蕊
lOYR3/3暗褐色シルト、基盤層七粒が少量混入

10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土粒がより多く混入

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土粒が少量混入

②10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土粒が①より多く混入

①
②

F368

F369

Fo1
5̂6.900̂

②③
一

一

～_UL-一2-----FO
56．900

①10YR4/2灰黄褐色シルト、しまりよし（1）
②1()YR3/4暗褐色シルト、しまりよし（1）

卜、しまりよしI ③10YR2/3黒褐色シルト、炭化物が混入、鉄分が沈着、しまりよしI
、しまりよし(I) ④10YR3/3暗褐色シルト、径0.5cm程度の炭化物が混入、基盤層土粒が混

入、ややしまりよしK3IW;

、マンガン斑混入mi; ⑤10YR3/3暗褐色シルト、径0.5cm程度の基盤層土ブロックが混入、やや

、基盤層土が少量混入、ややしまりよしF3liSしまりよしFII14

⑥10YR3/3略褐色シルト、径2～3cm程度の基盤層上ブロックが少量混
入、ややしまりよし11-372:

FrF281Fr， Fs"01_,Fq'

鰯…”鰯
①10YR3/4暗褐色シルト、にぶい黄褐色(10YR4/3;

①10YR3/3暗褐色シルト、ややしまりよしが混入

裟盤層士が少量混入②l()YR3/3暗褐色シルトと基盤層どの混ざ②I0YR3/3暗褐色シルト、基盤層粒が少量混入

FuF224Fu'

①
②
③
④
⑤

l0YR4/2

10YR3/4

10YR2/3

10YR3/3

10YR3/3

灰黄褐色シルト

暗褐色シルト、

黒褐色シルト、

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

F210

57DOO-E且

①10YR3/3暗褐色シルト、

②10YR3/4暗褐色砂

F293Ft
57．000－

基盤層士が少量混入

①l0YR3/3暗褐色砂

lOYR2/3黒褐色シルト、粘質

lOYR2/3黒褐色シルトと褐色土の混ざり土

①
②

2m0

弓信言「

図153F区溝跡遺構図②(S=1740)
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が意識されていた可能‘性がある。南北溝は基本的に南側の底面レベルが低くなっている。

堆積すべての溝跡が、埋土に基盤層士の粒やブロックが混入する人為的な堆積と考えられる士層で

あり、滞水の痕跡などはみられなかった。

時期5c期から6期前半にかけての溝跡がほとんどであり、造り替えに関してもこの期間内に行わ

れたと考える。

G区の溝跡（図142．154．155）

配置G区から検出した溝跡は26条あるが、別の遺構に寸断されているだけで接続すると考えられる

ものが多い。南北に細長い調査区に沿うように南北溝を検出した。東西溝は、GIVb層上面から検出

したG14や、GVH層上面から検出したG19という溝跡のみであった。ただし、G40やG181．G831の

ように90.屈曲する溝跡は、存在する。G区から検出した溝跡は、古代に設置された溝跡G201周辺に集

まる､やや規模の大きい溝跡とその西側に沿うようにつくられた幅の細い溝跡に分けることができる。

G201が重竹遺跡B地点から検出されたSD37に対応していることは後章で述べる（第4部第1章第2

節参照）が、それ以外の溝についてもB地点から続いている可能性が高い。規模の大きい溝が重竹遺

跡B地点に存在する集落の東端に設置された区画溝であり、小規模な溝はその内側に設置された道路

が、造り替えられた痕跡である可能性がある。先述したG区ピット列はこれらの溝跡に沿ってつくら

れており、7a期の溝跡G413による区画の前段階に設置された大型土坑G605-0645などが存在する

地区を、区画していたと思われる。

主軸（図28G区の溝跡は、南北グリッドの64～66付近で一様に方向を変える傾向がある。すなわ

ち、北側では北からみて西に傾く傾向が強く、南側はほぼ南北方向になる。おそらく、重竹遺跡B地

点の集落が立地する自然堤防の縁辺の形状に沿って方向を変えているのであろう。

規模先述したように、G19．G40などのやや規模の大きい一群と、G580などの小規模な溝に分ける

ことができる。前者は断面形が逆台形になるものが多く、後者は底面が明確でないa類の形状を呈す

るものがほとんどであった｡図示していないがG236は､唯一断面形が長方形となるe類の形状をもつ。

流水方向標高から、北から南への流水方向が意識されていたと考える。調査区が南北に細長いため、

東西溝については不明である。

堆積調査記録の不備などにより判然としない部分が多いが、概ね規模の大きな溝には粘土質の堆積

が見られ､滞水していた可能性が考えられる。小規模なものについては単層のものがほとんどであり、

滞水していた可能'性は低い。

時期時期を判断できる溝跡は6c期から7a期のものである。古代の溝跡G201・G635の上層から

は中世の遺物が出土しており、少なくとも5b期までは存在していた可能'性が高い。また、溝跡の配

置から、5c～6b期の溝跡が存在していた可能性も推定できる（第4部第1章第1節参照)。

H区の溝跡（図142.156）

配置H区から検出した溝跡は17条あり、これに接続関係を加味する(G区から接続するものを除く）

と15条となる。北調査区では、H3．H4・H7という古代から続く溝跡があり、これを切るように

H1・H2・H5という規模の大きな溝が同じ主軸方位で配されている。HIはH2の造り替えと考

えられ、調査区の中央付近で西側に屈曲するL字形を呈する。おそら<G413と接続すると考える。そ

の他は、G区のものに似た小規模な溝が、複数存在する。南調査区では、小規模な溝が、調査区の北
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G39・G40(調査区東壁）

一

’

==＝=＝==二二二二二二二
一 一一

②－
－－一一＝

竺竺～

一

Ga
Ga’56．000

①l0YR3/3暗褐色シルト、しまり悪い（GI）

②lOYR3/4暗褐色シルト、しまりよし（GII）
③7.5YR4/4褐色シルト、鉄分沈着層、しまり悪い（GII）
④lOYR4/2灰黄褐色シルト、マンガン斑.鉄分沈着、炭化米が多量に混入（GⅢ）
(Gl9＞

⑤IOYR2/3暗褐色シルト、やや粘質、径0.5cm程度の'1,レキが混入、〈G39＞
⑥lOYR4/2灰黄褐色シルト、粘質強い、炭化物．土師器片が混入
⑦lOYR3/2黒褐色シルト、炭化物が板少量混入、しまり悪い
⑧⑨層とほぼ同じ

⑨IOYR3/4暗褐色シルト、粘質強い、炭化物･士師器片が混入、径0.5cm程度の基
盤層土粒が多量に混入

⑩10YR4/2灰黄褐色シルト、径1cm程度のレキが少量混入、マンガン斑沈着．し
÷mLl/Tｧ可､

ま『ノふし（、,『ノ

⑭lOYR3/3

<G40＞

⑫l0YR3/2

⑬lOYR3/3

⑭lOYR3/2

⑮lOYR3/3

⑯lOYR4/4

⑰lOYR3/2

⑬lOYR4/2

⑲lOYR2/3

暗褐色シルト、炭化物が混入、径1cm程度の基盤層土が斑点状に混じる
(V？）

黒褐色粘土、マンガン斑沈着

暗褐色粘土、V層がブロックで混入、径2cm程度の基盤1弾土ブロックか
挽入

黒褐色粘上、鉄分斑、径1cm程度の基盤屑土が混入

暗褐色粘土、基盤層土ブロックが多量に混入

褐色粘土質、基盤層土ブロックが混入

黒褐色粘土、基盤層土ブロックが多量に混入

灰黄褐色粘士、マンガン斑・炭化物が混入径1cm程度の基盤層士ブロッ
クが混入

黒褐色粘土、粘質強い、マンガン斑沈着、基盤I輔士との境界不Iりl暗(W）

G39．G40・G203・G220

－

苫三二二重=芝’Gb
55．500－ 、

1

蝋

②lOYR3/3暗褐色シルト、強い粘質、径1cm程度のレキか混入⑤10YR3/3暗褐色シルト、やや砂質、径05cm以卜・の小レキが混入

55．800－－55，800－－55．800－－55．800－－
① ⑪

鰯 繍鵜繍鐘

G590G580．G441 G236

55800-旦旦 Gc1
－55．800－

－”，"聯一一

一ー

B876

①1()YR3/3暗褐色シ

ルト、基

‘やや粘質盤屑土が

．＊,',質が強い多量に混

基盤層土粒が混入人、しま

，基盤層土が層全りよし

黒褐色シルト

暗褐色シルト

褐色シルト、

暗褐色ンルト

体に混入

I0YR2/3

10YR3/3

1()YR4/4

10YR3/4

①
②
③
④

<G441＞

①lOYR3/2
<G58()＞

②lOYR3/3

③10YR3/4

黒褐色シルト、粘質、砂利が多量に混入

暗褐色シルト、やや粘質、基盤層土が混入、

ややしまり悪い

暗褐色シルト、基盤層土が層全体に混入、I

まりよし

G500-G150:G236．G590は断面位置不明

0 2m

｣I|'|'|」I ‐

図154G区溝跡遺構図①(S=1740)
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G831．G180・G163・G143・G191・G324(調査区西壁）

q
Gd,

Gd

56．000－

にぶい黄褐色シルト、しまり悪い（Gl43）

にぶい黄褐色シルト、基盤層土ブロックが混入、しまり悪い
暗褐色シルト、細かい基盤層土ブロックが混入、しまり悪い
暗褐色シルト、しまり悪いi.gihi

暗褐色シルト、細かい基盤層土ブロックが混入、しまり悪い
暗褐色シルト、マンガン斑、ややしまりよし^CIV?:

暗褐色シルト、しまり悪い(GI)R
褐灰色シルト、非常にしまりがよい(GI)R
褐色シルト、鉄分沈着層、しまりが悪い(Gil)R
灰黄褐色シルト、マンガン斑・鉄分沈着(Gin)O
褐色シルト、粘質、ややしまりよし(GIVb)@

暗褐色シルト、炭化物.焼土が混入、しまりが悪い(GIVb?)R
黒褐色シルト、ややしまりよし!G342

lOYR4/3

10YR4/3

10YR3/4

10YR3/4

10YR3/4

10YR3/4

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

lOYR3/4

10YR4/1

7.5YR4/4

10YR4/2

10YR4/4

I0YR3/3

10YR3/2

(Gl91）

(Gl63）

(G831）

2m0

L一
－

図155G区溝跡遺構図②(S=1740)

側を中心に同じ向きで配されている。

主軸（図28）北調査区では、南北溝はほぼ南北軸付近に主軸が集中する。東西溝はばらつきがある

が、新しい溝跡については東から見て北に傾く主軸をとるようである。L字形を呈するHIは、鋭角

な区画になる。南調査区では、南北溝はなく、すべて東西溝である。H303を除き、すべて東から見て

南に傾く主軸をとる。

規模最も規模の大きい溝跡はH1であり、幅約1.8m、深さ約0.5mである。ただし、西に屈曲した

部分は浅くなっており、深さが0.1m程度になる。その他の溝は小規模であり、1幅が0.5～1m、深さ

は0.3m以下である。

流水方向北調査区では、南北溝は南側の底面レベルが低くなっているものが多いが、浅いものにつ

いてはそれほど変化はない。南調査区では、浅いものしか無く、大きな底面レベルの違いは見られな

いが、西側は低くなっている可能性がある。

堆積ほとんどの溝跡が、埋土に基盤層土の粒やブロックが混入する人為的な堆積と考えられる土層

である。ただし、HIは均質なしまりのよい埋土がみられた。また、H5は周囲の溝とは異なり、単

層ではあるが、粘質の強い埋土が堆積していた。

その他HIのHC77グリッドで、A2のものに似た飛び石状の遺構を検出した（図156)。川原石が

積み重なっていない点が異なるが、H1がある程度埋没した段階で、これを横切るように1列に並べ

られていることは同様である。両肩に近い部分のレベルが高く、中央が窪んでおり、川原石の平坦面

もこれに対応して面が揃えられている。

出土遺物比較的遺物が多く出土したHIから、陶製の狛犬（図257:948)の脚部が出土したことが

注目される'6)。付近に宗教的な施設が存在したのかもしれない。

時期北調査区では、5期前半から7a期のものがみられる。H1は、H2に続いてつくられたと推

測され、H108に次いで北調査区では新しい溝跡といえる。なお、H3を古代の溝としたが(第1部第

5章参照)、埋土中から中世の遺物が比較的多く出土している。複数の溝跡が切り合っているため、掘

削時に埋土を誤認した可能'性もあるが、H4^H7が廃絶した後、5期前半段階まで溝として存在し



21):,

H1・H3・H5
Ha

Ha,55．500

<H1＞

①lOYR3/3暗褐色シルト、しまりよし
②lOYR4/3にぶい黄褐色シルト、基盤眉士フ
<H5>

③lOYR3/3暗褐色シルト、粘質強い
くH4>

④l0YR3/I黒褐色粘質士、ややしまりよし
⑤lOYR3/3暗褐色シルト

⑥砂レキ層、鉄分沈着、しまりよし

H1
Hb,

暗褐色シルト、しまりよし

にぶい黄褐色シルト、基盤眉士ブロックが多量に混入、 しまりよL

HI飛び石状遺構検出状況
Hb

55．500－

鶏 Hc1

DlOYR3/4暗褐色シルト、やや粘質、炭化物が多量に混入
レキ砂・基盤層土粒が混入

H2Hd
55．500－

Hd
Hc

55．400－
Hc

8

乃
三
動

l()YR3/3暗褐色シルト、基盤層土が混入、しまり悪い

l()YR4/4褐色シルト、基盤|曽土ブロック･粒が多量に混入

HeH6He'
55．700－

①lOYR3/4暗褐色シルト、やや粘質、炭化物が多量に混入、レキ砂・
基盤層土粒が混入

H fHI2Hf
55．700－

①lOYR3/3暗褐色シルト、基盤層士粒が少量混入

①lOYR3/2黒褐色シルト、基盤層士粒が混入、

中層にレキ砂1首が一部見られる

H14

HhHh'
55.700-①－

議繍

HgH11 Hg'
55．700

①
②
l()YR3/3暗褐色シルト、基盤j曽土粒が混入、ややしまりよL
lOYR4/6褐色シルト、基盤層-tに黒褐色ブロックが混入

①

②

55300-uL

lOYR3/3暗褐色シルト、

lOYR3/l黒褐色シルト、

H303H''

基盤｝曽土ブロックが混入、ややしまりよし
粗砂が混入

HJH304
55．300－

Hk

55．300－
H305Hi Hk1

①I()YR3/3暗褐色シルト、弱粘質、
‐ややl士fl卜｜
、、レーノふし ①IOYR3/2黒褐色シルト、弱粘質、炭化物が

混入、基盤層土粒が混入
①lOYR3/2黒褐色シルト、炭化物・焼土が混入、

蛙盤哨土か混入

HIH306hi

5""~蕊一
H307Hm

55．300－
Hm1

黒褐色シルト、炭化物・基盤層土粒が混入

蝋褐色シルト、弱粘質、しまりよし

暗褐色シルト、基盤層土粒が混入、ややしまり悪い

褐色シルト、基盤層土に似る基盤屑土ブロックか？

①
②
③
⑳

lOYR3/2

10YR3/2

1()YR3/3

10YR3/4

①lOYR3/4暗褐色シルト、粘質、基盤層上粒が

わずかに混入するがほぼ均質、やや
しまりよし

ロ 2m

図156H区溝跡遺構図(S=1740)
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ていたと理解したい。南調査区は、5期後半から6期前半の比較的まとまった時期の遺構と考えられ

る。なお、北側に配置された溝跡の方が古いようである。

｜区の溝跡（図142.157）

配置I区から検出した溝跡は、3条である。中央調査区では、密にレキを入れ込んだ1260と1275

が、幅約3mの間隔をおいて平行に配される。南調査区では、L字形をとる1715が調査区のやや南よ

りの位置に配されており、この溝以南に明確な遺構がなくなることが注目される。

主軸（図28）3条の溝跡の主軸方位はほぼ一致しており、同じ基準で設置された可能性がある。

規模3条とも幅1m以下であり、深さも0.2m程度である。1260．1275ともに内部に入れられたレ

キが、検出面より盛り上がった状況であった。

流水方向どの溝跡も場所によって底面レベルが異なる状況であり、特に流水方向は意識されていな

い。

堆積1260．1275には、多量のレキが入れられていたが、場所によって埋士上面に浮いているもの

や、底面に直接置かれているものがあり、一様ではない。おそらくレキと士を分けずに入れたものと

推測する。

その他I区の溝からは、多くの遺物が出土したが、そのほとんどが1260-1275内のレキとともに

出土したものである。その出土状況は、G区の不明遺構やSL5によく似ている。おそらく、レキと遺

物を区別しないで入れたのであろう。最も新しい遺物は6c期と思われるが、5期から6期までの白

査系陶器や古瀬戸製品、常滑製品が時期に関係なく出土している。I区の集落跡ではこのような陶磁

器を多量に消費した痕跡はなく、どこからこれらの遺物が持ち込まれたかは不明である。ただし、遺

物の中に大型の椀形鍛冶津が含まれていることから､周辺に存在した鍛冶施設を伴う中心的な集落(重

竹遺跡B地点も含む）より持ち込まれた可能'性がある。

時期いずれも6c期の遺構と考えられる。特に1260-1275は遺構間接合がみられ（図258：979.

981)、同時期に設置された可能性がある。





209

土坑（図158～177）

今回検出した土坑の総数は、先に大型士坑･地下式坑･特殊土坑に分類したものを除いて976基存在

する。このうち3基は､遺物から4期に属する遺構と判断した｡残りの973基のうち､遺物の出土によっ

て時期が判断できる士坑は実際には少なく、全体の20%程度である。しかも、出土遺物の多くは細片

のみであり、完形品や同時期の遺物がまとまって出土した場合以外は推定に寄らざるを得ない状況で

あった。したがって、遺物の混入しないものについては、中近世以前の士坑が混在している可能'性は

否定できない。しかし、5b期以前の士坑からは、古代のもの含めて、遺物の出土量が比較的多い傾

向にあり、判断が付きやすい。また、よく似た埋士や形状からもほとんどの士坑が中近世の遺構と考

えて差し支えないであろう。ここでは、それらすべてを含めて扱うこととする。なお、重竹遺跡B地

点の報告書では、土坑Aとした土坑群が墓坑であるという見解が述べられており、その点を留意しつ

つ報告を進める。

土坑一覧表について（表23～32）

図12に示した分類を示したほか、法量・主軸方位を計測して記述した。平面の規模は検出面の遺構

の上場を、深さは検出面からの最深部を計測した。切り合いによって規模が不明な場合は、（)によっ

て残存値を示した。主軸方位は、北を基準にした傾きを記載した。平面形が円形であり、長軸／短軸

の比が1.2未満の士坑については、主軸方位を計測しなかった。「長短比」は、長短軸の比を以下のよ

うに4段階に分類したもので、数値が大きいほど細長い遺構であることを示す。

1…1.2未満2…1.2以上1.5未満3…1.5以上2未満4…2以上

「備考」には、士坑から出土した遺物の略号と遺物の破片数（接合後）を掲載した。遺物の略号に

ついては表68～75の凡例に記載したのでそちらを参照されたい。遺構間接合がみられたものについて

は、同じく「備考」に遺構名と遺構種別を掲載した。

3

遺構名 グリッド
長径

(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 主軸 長短比 種類 平面形 断面 堆積 推定時期 備 考

A10 BD2 (0.59） (0.42） 0．30 A b I

All BC2 0 82 0 65 0 03 N2W 2 A b

A13 BC2 0 80 0 48 0 04 N86．5E 3 A ． 土中近2

A33 AQ1 0 84 (054） 0 41 N84W A b VI 白系北1常滑1

A34 AQO 1 86 (1 14） 0 29 N88W A b I
．
Ｉ 白系北4中国1

A38 BB2 0 57 0 57 0 09 N77W 1 A b 1

A51 AP1 0 78 0 50 0 85 N4．5W 3 A b 11 1V 白系北5

A52 AP1 0 65 0 38 0 17 N3．5W 3 A I

A69 AT－BA3 0 60 0 39 0 09 N27．5E 3 A

A103 AO1 0 69 0 44 0 12 N106．5W 3 A b 土中近1

A188 APO 1 06 0 72 0 15 N86E 2 A I 6b期 白系南1白系北3

A200 APO 0 90 (056） 0 08 N77．5E A f I 6b期 白系北2

A206 AQO 0 70 0 28 0 37 N87W 3 A b V11 V

A213 AQ4 1 06 0 93 0 10 N81W 1 A ． 1V

A214 AQ4 0 94 0 87 0 12 N80W 1 A ． 1V

A215 AQ4 1 28 (104） 0 16 N12W A 1V 土中近5

A216 AQ－AR4 I 16 0 48 0 14 N79E 3 A V11

A232 AR5－6 1 18 0 85 0 14 N3．3E 2 A C 1V 7a期 大窯1

A249 AQ6 1 12 0 48 0 17 N80W 3 A b I

A253 AQ6 1 51 0 81 (） 27 N32E 3 A b VI

A255 AQ6 0 95 0 87 0 32 1 A VI

A298 AR7 0 68 0 45 0 22 N9．8E 3 A 1V

A300 AS6 0 78 0 73 0 23 1 A 11 1V 6b～6c期 -占瀬戸1土中近1

A396 AT3 1 00 0 80 0 08 N40E 2 A b I i

A414 AR4 1 10 0 85 0 08 N2．2E 2 A f

A425 AQ1 0 65 0 60 0 31 1 ， 11 i 土中近1

A465 AS4 0 68 0 49 0 25 N81．5E 2 A b 1

A491 AQO 0 29 0 28 0 33 N57W 1 A f I 1V

A508 AQ1 1 35 1 12 0 38 N10W 2 A b IIl

B8 BK4 (064） 0 62 0 04 N29E A b r]系北1土中近7

B25 BK4 (1 10） 0 59 0 33 N2W A b I 土中近4

B49 BN4 0 60 (040） (020） N34W B Ⅱ

B64 BM－BN4 0 52 0 44 0 36 B II 8期 白系北3土中近17連房陶l唐津1

B70 BN4 0 38 0 31 0 09 N74E A f 1

B80 BO4 (076） 0 62 0 14 Nl4W b 1 土中近2

B85 BP4－5 1 56 (068） (016） B 土中近1

B127 BJ4 0 92 0 14 0 12 N 4W A I

B131 BH3 (’ 18） 0 65 0 03 N82E A II

B235 BP10 (1 11） (037） 0 11 N14．5E A ． I 6b期 白系北1

B236 BO10 1 14 (068） 0 06 N10E A f II

B246 BO10 (061） (042） 0 12 N55E A f I
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表24中近世土坑一覧表(2)
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表25中近世土坑一覧表(3)
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表26中近世土坑一覧表(4)
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A区の土坑（図158）

A区から検出した中近世に属すると考えられる士坑は29基存在する。分布状況にまとまりはなく、

主軸方位に統一感はない。円形・方形という定型的な形状のものが少なく、レキを伴うものはない。

規模は、長軸が0.6m程度の小規模なものから1.8mを超える大規模なものまであり、若干細長い形状

のものが多い。掘り込みも浅いものが多く、平均0.22mである。埋士は、基盤層土のブロックや粒が

混入する単層のものがほとんどであり、人為的に埋め戻しが行われたと思われる。

遺構内からの出土遺物は少なく、A232から出土した完形の小瓶（図259:1002)以外は、特徴的な

出土状況は見られなかった。時期が不明な遺構がほとんどであるが、A区全体が6期後半から8期ま

で続いた屋敷地であり、同時期の遺構である可能性が高い。

B区の土坑（図158.159）

B区から検出した中近世に属すると考えられる士坑は58基存在する。A区の立地する平坦面には土

坑が少なく、埋没段丘(BJ4グリッド付近）を挟んだ西側に多くの土坑が存在する。不明遺構B114の

北東部BN-BO4グリッドと、堀と土塁によって囲まれた屋敷地と推定されるCC6-CG7グリッドに

特徴的な土坑の集中が見られる。前者はレキを伴う士坑が集中し（図158)、後者は円形あるいは楕円

形の土坑が密集している(図159)。また浅い方形の士坑が、BJ4グリッド以西に散在している(図94。

遺構の規模は、非常に浅く不定型な植物痕の可能'性が高いものを除けば、長軸が0.6m程度の小規模な

ものから2m程度の規模が大きなものまである。円形・方形のものでは、長軸・短軸の比が1.5を超え

るような細長い平面形をもつものは少ない。掘り込みは、平均0.19m程度の浅いものが多く、先に述

べたような植物痕を除いてもさほど平均深度は変わらない。掘形は概ねA・Bタイプ°であるが、フラ

スコ状の断面形を呈する土坑も存在する(B705(図159中段)。埋土は、基盤層士のブロックや粒が

混入する単層のものがほとんどであり、人為的に埋め戻しが行われたと思われる。

遺構内からの出土遺物は細片が多いが､B456からは5c期の白査系陶器がまとまって出土している

（図259：1007.1008)。遺構の時期は、土坑から出士する遺物に7期のものが少なく、6期あるいは

8期以降ものがある。先に述べたCC6-CG7グリッドの士坑群は、5c期の遺物が出土しているB

456を含めて、掘立柱建物跡や柵列の柱穴に切られおり、屋敷地造成以前につくられていた可能‘性が高

い。

C区の土坑（図160）

C区から検出した中近世に属すると考えられる土坑は60基存在する。地下式坑(C132)の周辺や、

郡上街道の側溝と考えられる遺構の東側に近世に属する土坑が密集している。また、土塁・堀の北側

あるいは土塁盛土の下にあたる東調査区北東隅(CI7CLIOグリッド)には、方形に近い形状をもつ士

坑の集中が見られる。位置的に、B区のCC6-CG7グリッドに分布する土坑群の一部と考える（図

94)。理土中にレキを入れたものはいくつか存在するが、C93のようなゴミ穴的要素をもつもの(図160

上段）や、C137のように特徴的な形状をもつもの（図160下段）などは、10期以降の特殊な土坑に限

られる。規模・形状は、郡上街道沿いに分布する士坑群には全く規則'性が認められない。それは掘形

の断面形状についても同様である。掘り込みは、平均0.22mであり、堀・土塁の内外によって大きな

違いはない。東調査区北東隅の土坑群についてはA・B区と同様であるが、それ以外は基盤層士等の

ブロック・粒が多量に混入する、しまりの悪い埋土が大半である。先に述べたC93の埋土には、多量
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の焼土がブロック状に入り（図160上段②層)、南東部では層上面の硬化もみられた。火を使った何ら

かの作業を行ったのかもしれない。C137は粘質で均質なシルトが互層になって水平堆積しており、水

に関連した何らかの施設と思われる。なお、③層（図160下段）の上面に川原石が並べるように置かれ

ていた。

出土遺物は細片が多いが、C93の③層内から10期のまとまった遺物が出土している。瀬戸美濃製の

灯明油皿・受皿が7個体、ほぼ完形に近い形で出土しているのが特筆される。士坑の時期は、6期前
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半の屋敷地が成立する以前のものと、西

調査区の郡上街道沿いと推定される場所

に集中する10期のものがある。また地下

式坑C132は、9期に墓坑として利用され

た可能性があり（前掲P165)、周辺の土

坑が当時期に属する可能性がある。

D区の土坑（図162.163）

D区から検出した中近世に属すると考

えられる土坑は56基存在する。中位段丘

上（束・中央調査区）には方形の形状を

もつ土坑が散在する程度であるが、西調

査区のEE19-EF20グリッドで･は、土坑

の方形配置（図161)が見られる。この方

形・円形の土坑群は主軸方位がほぼ一致

しており、意図的に配されたものと考え
図161D区西地区の土坑方形配置(S=17200)

る。埋土中にレキを入れたものは、中位

段丘・低位段丘問わず存在し、D区の土坑の14％にあたる8基にのぼる。レキの状況は、埋土の上層

に多量に混入するもの(D60図162上段)、埋土中に浮いた状態で一カ所に集中して混入するもの(I)

446図162下段、D406図163下段左)、底面付近に士坑全体に密集して混入するもの(D407図163中段左）

などがある。土坑の形状は、以東の調査区と比べてI'J形・方形の定型的なものが多い。長軸長が1m

~1.5mであり、中付:段丘上の土坑の方が正方形・正円形に近いものが多い。また、中位段丘上には、

D60．，345（図162中段）など不定形で規模の大きなものもある。掘り込みは、平均0.23mであり、

段丘による違いはない。ただし低位段丘上の土坑については、検出段階でⅡI層を下げすぎたため、実

際は0.05m～0.1m程度掘り込みが深いと考える。

遺構内からの出土遺物は細片が多く、特徴的な出土状況を示すものはない。土坑の時期は、D60な

ど7期まで降るものもあるが、概ね5期～6期の範嬉で捉えられる。低位段丘上の方形配置を呈する

土坑は、5c期から6b期まで継続してつくられたものと推定できるが、これは隣接する鍛冶関連遺

構群が営まれた年代と一致し、その関係が注目される。

E区の土坑（図164.165）

E区から検出した中近世に属すると考えられる土坑は109基存在する｡東調査区では中央付近を除い

た四方に、西調査区では北側に主に分布が見られる。東調査区では、中央の掘立柱建物跡群の周閉に

分布しているとみることができるが､西調査区は建物･柵列と分布が重なっている。EK20-EJ21グリッ

ド付近とES19-ET20グリッド付近には、土坑が環状に配置されている状況がみられる。士坑の形状

は、切り合い等で平面う．ランが判然としないものも円形・方形に近い形状である可能性が高く、士坑

群の大半を占める。また、これらの土坑はほとんどが長短軸比が1.5未満であり、細長い形状をとるも

のは少ない。規模は、長軸長が0.65m～1.85mであり、大きさによる量的な偏りはない。掘り込みは、

平均0.23mであるが、各遺構によってばらつきが大きく、よく似た平面形をもつ土坑でも深さが全く
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図163D区土坑遺構図②(S=1740)
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異なる場合が多い。埋土は1～3層の単純な堆積が多く、いずれも基盤層土のブロック・粒、炭化物

などの混入があり、人為的に埋められたものと思われる。E53図164中段右）は南から北に下がる斜

方向の堆積があり、士を入れ込んだ方向を示している可能性がある。E53を切るE271は、調査段階で

溝跡としているが、E53の南北層位では斜方向の最終段階の埋没にもみえることから、むしろE53の

一部であったのかもしれない。なおこの遺構は、断面がフラスコ状になる特徴も合わせもっている。

士坑からの出土遺物は、他地区と同様に細片が多い。しかし、鍛冶関連遺構周辺の士坑からは、白

査系陶器や土師器Ⅲが比較的多く出土し、それらに混じって、鉄津や輪の羽口、鉄製品などが出土し

ている。これらの遺物は混入である可能』性が高いが、陶器類は鍛冶関連遺構と同時期のものしか出土

しないため、鍛冶を行った集団によってつくられた士坑群である可能'性は高い。鍛冶関連遺物の出土

量が多いE621図165中段右）や、鍛冶関連遺物とともに内面に漆が付着した北部系白査系陶器の碗

（図262：1078）が出土したE761、E761と切り合うE760(図165下段右)、鍛冶関連遺構に切られE

761と同様に完形の北部系白査系陶器の碗（図262:1079が出土したE766(前掲図101)、鉄製品（図

302:3034)が出土したE749(図165下段左)は、炭化物を多く含む埋土や平面の形状がよく似ており、

関連'性がうかがえる。各士坑の時期は、遺物から判断することは難しいが、概ね5b期～6c期の範

嬬で捉えられ、E区に展開する集落の存続期間と一致する。

F区の土坑（図166～170）

F区から検出した中近世に属すると考えられる士坑は285基存在する。北調査区の橋脚部分の南側

(FF23-FJ25グリッド）を除けば全域に存在しており、特定のまとまりを確認することは困難であっ

た。FF20-FJ22グリッドに存在するF1073．F1074を中心にして環状に展開しているようにみえる土

坑群（図95）が存在するが、D区西調査区の土坑群ほどは密集していない。時期も、5b期～6c期

のものまでが混在している。

土坑の種類には集石のあるものが5基と、今回の調査で唯一配石とした土坑が1基ある。このうち

F758図167上段左）は底面付近の理土中にほぼ水平に小レキを入れもので、これをはずすと東側に

かたよった状態でもう1段のレキを確認した。このレキは、ほぼすべてが被熱しており、それによっ

て破砕したものも多くみられた。レキは川原石とチャートレキであり、この遺構の北側で露出してい

る段丘レキと大差ないものである。遺構の上層には､炭化物が含まれていたが､この土坑内で火を使っ

たかについては不明である。F39図169上段）は、長軸長が約1.7mある大型の士坑であり、楕円形

を呈する。内部には、届平な川原石が被熱した状態で多量に入れられていた。川原石は炭素が吸着し

たものや破砕したものを含めて、ほぼすべてが被熱していた。また、床面にほぼ貼付いた状態のもの

もあり、埋没直前に入れられたと考える。遺構の床面には黒色士が踏み固められたような状態で硬化

していたが、焼土は埋士中のみにしかみられず、この場で火を使った行為が行われていたかどうかは

不明である。なお、川原石には大型の荒砥（図288:2028)が含まれていたが、これ以外に鍛冶関連遺

物は出土していない。配石としたF243(図170下段）は埋土③層上面に扇平な川原石を3個並べたも

ので、石の上面や裏面に多量の炭化物がみられた。土坑の形状や、川原石が埋士中に浮いている点は

異なるが、重竹遺跡B地点のSK1971-1に検出状況が似ている。土坑の形状は、円形・方形に近い形

状であり、それ以外のものは、植物痕などを誤認して掘削した可能'性が高い。円形・方形に近い形状

をとる土坑は、ほとんどが長短軸比が1.5未満であり、1.5以上の細長い形状をとるものは少ない。規
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模は、長軸長が0.75m～2m

まであり、0.8m～1.4mのも

のが主体となる｡掘り込みは、

平均0.23mであるが、各遺構

によってばらつきが大きく、

よく似た平面形をもつ士坑で

も深さが全く異なる場合も多

い。埋土は1～3層の単純な

堆積が多く、いずれも基盤層

土のブロック・粒、炭化物な

どの混入があり、人為的に埋

められたものと,思われる。特

徴的なものには中央東調査区

から検出した6基の土坑があ

り、炭が層状に堆積していた

（図168)。遺構の底面、ある

いは埋土中に薄く面的に堆積

した様子を確認した（図版

25)。

土坑から出土した遺物は、

他地区と比較するとやや多

い。東調査区のF363．F242

（図170上段)では、底面から

ほぼ完形の南部系白姿系陶器

の碗が出土した。F242のもの

また、F255(図170中段左）

F758レキ検出状況 完掘状況
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黒褐色シルト、やや粘質、炭化物が混入、

基盤層土粒が多量に混入

黒褐色シルト、粘質強い、基盤層土ブロッ

クが混入

l0YR3/2

10YR3/2②
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F1

Ｂ
ｌ
Ｉ
、
命

B

0 2m

56600且
I

B’
ト ー一

<F751＞

①10YR3/2黒褐色シルト、基盤層土ブロックが混入
<F1102＞

②10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土粒が多量に混入
③10YR3/2黒褐色シルト、やや粘質、基盤層土、ブロッ

クが混入

④10YR3/2黒褐色シルト、やや粘質、基盤層土、ブロッ
クが少量混入

図167F区土坑遺構図②(S=1740

は上からの圧力でつぶれたように、遺構底面に貼付いた状態であった。また、F255図170中段左）

からは破片ではあるが多数の遺物が出土した。その中には、鉄製品の完形品の刀子（図302：3048）も

含まれていた。このような士坑は、F区東調査区以外では、E区東調査区やD区西調査区の一部でみ

られ、地点的なまとまりがある。この他、先述したF39の川原石の間から、5c期の北部系白査系陶

器の碗（図263：1082）が出土するなど、5c期以降の遺物も散見され、6a期以降に属すると判断で

きる土坑も少なからず存在する。ただし、これらの遺物はほとんどが細片であり、5b期の遺物のみ

が出土する土坑と比較すると出土状況の差は歴然である。このことは、遺物の出土しない、あるいは

時期判別不能な細片のみが出土する大半の土坑が5c期以降に属する可能‘性を示している。ただし、

F区については大窯製品を出土する士坑は皆無といって良く、7期以降に降るものはないと考える。

G区の土坑（図171）

G区から検出した中近世に属すると考えられる土坑は163基存在する｡多くはGVI層あるいはⅥI層上

面から検出しており、規模の大きな溝が少ない調査区の南側に分布が偏っている。南北グリッドの70
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図158F区土坑遣構図③(S=1740)

までは小規模な溝跡あるいはビット列に囲まれる空間を避けるように配置してされているが、それよ

り南側では調査区全体に分布している。このうち5基には石が入れられており、G156(図171上段左）

はH108と同様な石組みの可能'性がある。平面プランは、円形.方形のものがやや不整なものも含めて

50基ずつ存在する。方形を呈するものには、長短軸比が1.5を超えるような細長い形状を呈するものが

みられる。

土坑の掘り込みは、平均0.3mであり、他の地区より若干深い。これは、他地区より保存状態が良好

であったことに由来していると考えられ、あまり削平を受けていないためと考えられる。ただし、よ

く似た平面形をもつ土坑でも深さが全く異なるのは他地区と同様である。埋土は1～3層の単純な堆

積が多いが、Gl60・Gl69のような複雑な堆積を示すものも存在する。なお、この2基は土層の解釈

が不明瞭であるため図示していないが、規模等からD区束調査区のD6-0188のような井戸跡である
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可能性がある。いずれの士坑も基盤層土のブロック・粒、炭化物などの混入があり、人為的に埋めら

れたものと』思われる。

士坑からの出土遺物は、他地区と同様に細片が多い。そのため、遺構の時期を判断するのは困難で

あるが、北側に位置するF区とは異なり、6c期以降の士坑が目立つ。これは隣接するH区北調査区

も同様であり、地点的な特徴と考えられる。

H区の土坑（図171

H区から検出した中近世に属すると考えられる士坑は85基存在する。調査区全体に分布が見られる

が、特定のまとまりを看取することはできなかった。士坑の形状は、円形・方形のものが一定量みら

れるが、特徴的なものとしては、H82(図171上段右）のように長短軸の比が1.5を超える細長い方形

プランをもつ遺構である。掘り込みも、他の遺構と比べて深い。H52．H54・H55など隣接して存在

しており、主軸方位も一致する。他に、特殊士坑としたH302．H398に隣接して大型の円形土坑H336-

H337・H384があり、その規模や所属時期から特殊士坑と一連のものかもしれない。

士坑の掘り込みは、平均27.2cmであり、他の地区より若干深い。これは先の円形士坑の影響であり、

実際には他地区と大きな差はない。各遺構によって深さにばらつきが大きく、よく似た平面形をもつ

士坑でも深さが全く異なる。埋士は1～3層の単純な堆積が多く、H30(図171中段右）やH337(図

171下段右)のような大型の土坑でも、同じことが言える。いずれも基盤層土のブロック粒、炭化物な

どの混入があり、人為的に埋められたものと思われる。

士坑からの出土遺物は、H337等大型士坑にやや出土量が多い傾向があるが､他地区と同様に細片が

多い。特殊な出土状況を示すものには、H82の埋土中から口縁部を上に向けて水平に置かれた状態で

出土した完形の土師器Ⅱ(図265：1156)がある。遺物が少ないため、遺構の時期決定が困難であるが、

北調査区では5b～7a期まで確認でき、南調査区では6a～6b期の遺構がみられる。特に南調査

区は、地下式坑を始め、多くの遺構に6a期～6b期の遺物が混入している。おそらく、H区南調査

区の南側、I区北調査区の掘立柱建物跡群に代表される集落の年代を表わしていると考える。

｜区の土坑（図173～177）

I区から検出した中近世に属すると考えられる士坑は131基存在する。3ケ所の調査区全体に分布が

見られ、特に中央調査区の西側(GI104～GJ108グリッド、図174～176)や、南調査区の北側

(GG110～GH113グリッド、図176.177にかけて、それぞれ土坑の群集が見られる（図172)。前者

は、土坑が2列になって南北につらなる状況を呈する。その長さは検出した範囲で約22mに及ぶ。こ

の群集を形成する土坑の形状は、方形に近いものが多く、若干円形のものも混じる。後者は非常に密

に土坑が群集しており、埋土も近似していることから、切り合いを確認することが困難であった。こ

ちらの土坑群はどちらかといえば円形のものが多い。どちらも他地区には見られない特徴的な配置と

いえる。士坑の中には、集石を伴うものがいくつかみられる。1451．1460(図173上段）は、遺構内

部にびっしりと径5～10cm程度のレキを入れたもので、2基並んで検出した。13．1360（図173上

段左、中段右）は、1451より大きめの川原石を用いている。1360は掘り込みがほとんどなく、士坑

というより集石のみような状況を呈していた。土坑の形状は、円形のものが方形のものより若干多い。

特徴としては、長短軸比が1.5を超える細長いプランをもつ土坑が一定量みられる点である。140(図

174上段左)は非常に細長い方形の平面形をもち、掘形が深い。厚さ約0.01mの粘土の堆積がみられた
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が、人為的なものかどうかは不明である。なお1

145（図174上段右）にも同様な層を確認した。土

坑の掘り込みは、平均約0.25mであり、他地区と

大きな差はない。各遺構によって深さのばらつき

が大きく、よく似た平面形をもつ土坑でも深さが

全く異なるのも1両l様である。140や1145のような

特殊な堆積がみられるものは少ない。いずれも基

盤層土のブロック・粒などの混入があり、人為的

に埋められたものと』思われる。

土坑からの出土遺物は、他地区と同様に細片が

多い。特殊な出土状況を示すものには、残りの良

い北部系白査系陶器が出土したI140(図173中段

左）・I705（図173下段）がある。1140は、北調

査区の南西隅で遺構が希薄な場所(GP-Q101グ

リッド付近)から検出した円形の浅い土坑であり、

北部系白査系陶器は土坑底面のやや西よりから出

土した。出土したものは碗であり、口縁部を下に

して伏せた状態であった。白土原1号窯式に比定

される(図266:1181)o1705は、南調査区の土坑

集中地点からやや南の土坑が散在する地点

(GH105グリッド）から検出した。土坑北壁に近

い埋土中から北部系白査系陶器の碗が2個体、小

皿が5個体まとめて出土した。碗は、口縁を合わ

せるような状態で出土し、小皿はその周囲から口

縁部を上に向て並べられていた。碗．小皿ともに

白土原l号窯式に比定される（図266:1188-

1195)。土坑の時期は、遺物が少ないため、推定に

よらざるを得ない。その中でも、各調査区におい

て単独で存在する土坑（1140．1150．1265-I

705等)は、5b期に属すると考えられる。南調査

区の土坑集中地点は、6c期と5b期の土坑が混

在しており、継続して営まれたものかどうかは不

~6c期の土坑が混在しており、一時期に設置さ明である。中央調査区の土坑集中地点もまた、5b～6c期の土坑が混在しており、一時期に設置さ

れたものではないようである。6a期の遺物が出土する士坑は北調査区の北側中央(GN98～GM99グ

リッド）に多い。この時期の土坑群の主体は、H区南調査区の付近にあると考えられることから、そ

の広がりの南限を示している可能性がある。



239

'349

H
L－

'463

--1-----‐

W

は

A

AＱ
）

L 弓 <1357＞

①lOYR3/3

②l()YR3/3

1W〃、－八魁

、止幻bノ

③lOYR3/l

④lOYR3/1

B1
55．000 暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

しまり想い

黒褐色シルト、

しまり悪い

恩褐色シルト、

しまり想い

ややしまり悪い

基盤陶土が少量池人、やや

54.900-
A

基盤I肖土が少量混入、やや

基盤I肖止が多量況人、やや

(2)
①lOYR3/3暗褐色シルト、粘質、ややしまり悪い

'358
褐灰色シルト、粘質、しまり想い（1）

褐灰色シルト、＊,'i質（1）

にぶい黄褐色シルト、粘質（Ⅱ）

暗褐色シルト、粘質、しまり悪い

|暗褐色ｼﾙﾄ､粘質､基盤屑土粒が多1,1:に

混入、④にと比べるとしまり悪い

暗褐色シルト、粘質、しまり想い

H1子褐色シルト、粘質、基盤1脚tブロックが

混入、しまり悪い

黒褐色シルト、しまり悪い（lll）

①lOYR4/l

②lOYR4/l

③lOYR4/2

<1358＞

④lOYR3/3

⑤l()YR3/3

⑥lOYR3/3

⑦l()YR3/3

③l()YR3/2

－－－

3）Ｃ
ｌｊ
″
１
ｋ
１
＄
‐
Ｉ

C’

-55000_Q C

／
／
ﾉ

～畠＝

'350．’463．’466

;…
D，

D,

lOYR3/3

10YR2/2

1()YR3/3

暗褐色シルト、粘質､基盤崎tが

少量混入、しまり悪い(1350）

黒褐色シルト、＊,',質、堆盤肘土

が少賊縄人（1350）

暗褐色シルト、基盤肘tを多量

に混入、しまり悪い（1466）

①
②
③

，

55.000-巨
［
仁
一

「

虻
①l0YR3/2黒褐色シルト、基盤層土を少量混入、しま

り悪い（1463）

F’
55.0oo-

'313．314．315

蕊
11

フニー4混一
＝

①l0YR3/3暗褐色シルト、＊llj質、蛙盤1吋土
粒が多量に況人、ややしまり忠
L，西

F ／

~、．

/づ
55000丘 G，

〆

①10YR3/3暗褐色シルト、粘質、

基盤I博士粒が多量に混

入、ややしまり悪い1
（1〕

抑
郡

'315 '1V1，

側蒋仙恥
〆

苗
Z

（ I

寸皇ご〆
漣 H

55．000－

H1

G
①lOYR3/3暗褐色シルト、粘質、

基盤増~t粒と黒色(l(）

YR2/l)シルトがブ

ロック状で混入

'313

L二－二二二4ノ
2mロ

図1751区土坑遺構図③(S=1740)



中近世の遺構第4章240

'335'346

１
曾

1333

1A

C

B,ロ
ロ

55.000-A A，

１戸
）
’55300-2

B155300且

暗褐色シルト、粘質、基盤層土粒が混入、

しまり悪い

にぶい黄褐色シルト、粘質、基盤層土が多

量に混入、しまり悪い

黒褐色シルト、粘質、しまり悪い

①10

－ニニプー●一-一

①

②

③

lOYR3/3

10YR4/3

10YR3/2 ①10YR3/2黒褐色シルト、粘質、径1cm程度の焼
士が少量粒混入、径1～5cm程度の炭

黒褐色シルト、粘質、径l～2cm程度の
化物が少量混入、径l～3cm程度の基

基盤層土航が多量に混入、ややしまり悪
盤屑土・黒褐色シルト{10YR2/2)がブ

い

ロックで多量に混入、ややしまり悪い

ハ
11639－＄_全一

lOYR3/2

'617

'615

‐
＄
１
１
Ｅ

’一

二一
一

、
－

万一
Ｆ
’F

Ｅ
’

リ

D

Ｅ
’

54.900-

F
54．900－

Ｆ
’

D，
54.900且

①10YR3/3略褐色シルト、径5mm以1、.の炭

化物が少量混入、基盤層士粒が

混入、しまりよし
①10YR3/3暗褐色シルト、径5cm程度の基盤

層土ブロック・粒が多量に混入、

しまりよし

①lOYR3/3暗褐色シルト、径5mm以下の炭化物が
混入、基盤層士粒が混入

I 多－－蝉一1640 '637

G

略褐色シルト、基盤層h粒が少

量混入、しまりよし

暗褐色シルト、基盤層土粒が多

量に混入、しまりよし

暗褐色シルト、基盤層土粒が②

より多く混入、しまりよし

暗褐色シルト、基盤層土粒が少

量混入、しまりよし

①
②
③

l0YR3/4

10YR3/4

10YR3/4

1()YR3/4

‐‐可一二二一

H1
5490,-且

54.900-

Ｉハ
ロ

鋤

2mロ

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土粒・ブ
ロックが少量混入、しまりよし

図1761区土坑遺構④(S=1740)



241

'661．’662．’663

A1

、I

~1－－－=ー

一＝
一一一一

0

一

Ｊ
１

'632
、

と一

~～
～

、

54.900-A A’
o，、2

J C
54．800

‐

一
行
）

①10YR3/3暗褐色シルト、
1631

<1633>

②10YR3/3暗褐色シルト、
りよし

③10YR3/3暗褐色シルト、

55，00旦

基盤層土粒が少量混入、しまりよし

略褐色シルト、径5mm程度の炭化物が少量混入、基盤層土粒が少量混入、

しまりよし111511

暗褐色シルト、基盤層-士粒が多量混入、しまりよし（,645）

暗褐色シルト、基盤層土粒．黒褐色ブロックが少量混入、しまりよし

(1649）

暗褐色シルト、基盤層土粒が少量混入、しまりよし（1649）

①l0YR3/3

②10YR3/3
③lOYR3/3

④lOYR3/3

54800-旦

基盤層土粒が①より少量混入、しま

基盤層土粒が少量混入、しまりよし

B’

，！

ノT作句心、

、lDj‘ノ

①10YR3/3

②10YR3/3

基盤層土粒・黒褐色が少量混入、

基盤層土粒が少量混入、しまりよ

暗褐色シルト、

しまりよし

暗褐色シルト、

I

<1648>

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤屑士約．
黒褐色粒が全体に混入

②10YR3/3昭褐色シルト、基盤層士約か
少量混入

54900星①
E’

…
、,弓¥，i#',，L’

'634．’636

J＞

怠…
－マー

ル
マェニ一

可 '636

<1647>

①10YR3/3暗褐色；
F

ルト、基盤j肖土粒が少量混入、しまりよし

二一一

F’F
54．800－

暗褐色シルト、基盤層士粒が少量混入、しまりよし（1636）

暗褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、基盤層土粒．ブロックが

①より多く混入、しまりよし（1636）

暗褐色シルト、基盤層土粒が①．②より少量混入、しまりよし（1634）

0 2m

lOYR3/3

l(IYK3/3

10YR3/3

①
②
③

一(2)

図1771区土坑遺構図⑤(S=1740)



242第4章中近世の遺構

G区上層の遺構

他地区とは異なり、G区には複数の遺構面が存在する(第3章第1節参照)。これは、G区の西側が

段丘端部に発達した旧長良川の自然堤防であり、その後背地に接する位置に立地するG区の地形が西

側より若干低くなっていることによると思われる。GⅢ～GV層上面の遺構は、畦畔や溝跡などの水

田に関係する遺構が大半と考える。なお、各層から検出した遺構のうち溝と士坑については、それぞ

れの遺構種別ごとの一覧表に、不明遺構は表33に計測値を一括して掲載した。以下に各層ごとの遺構

について述べる。

G区GⅡI・GIVb層上面遺構

水田跡（図178）

水田層であるGIⅡ層は、G区全体に見られ、H区北調査区に及んでいる可能性がある。水田1枚の

範囲を検出することはできなかったが、旧地籍図とほぼ一致する位置から畦畔を検出した（図178左

上)。なお、旧地籍図によると、SL3とSL4の間にもう1条畦畔が存在すると考えられる。SL5につ

いては旧地籍に該当する区画は存在しないが、G区北西にある水田の区画ラインを延長すると、SL5

の北端とほぼ一致することから(図178右上)、近代に区画の改変が行われた可能性がある。畦畔には、

レキを埋め込まれたものがあり、SL4・SL5には川原石が一列に並べた状態で入れられていた。川原

石を入れることで畦畔の補強を行ったのかもしれない。またSL5の南側は、畦畔の延長線上に多量の

石を入れ込んだ連続する土坑群を検出した。この遺構は南北に約28mにわたって連なっており、19基

の士坑からなる。士坑は細長い長楕円形を呈するものが多く、深さは検出面から0.3m～0.4m程度あ

る。この中にレキがほぼ隙間なく充填されていた。SL5の延長線上にあるため畦畔と何らかの関係が

あると考えられるが、畦畔にこのような遺構が伴う例は管見の限り確認できていない'7)。

GIVb層上面からもGⅢ層とほぼ同じ位置から畦畔を検出しており、この段階で旧地籍図にある水

田区画がなされたと考える。ただしこの段階ではSL5'以西にはGIVb層がなく、GⅢ層の段階より

水田範囲が狭かった可能性がある。なお、SL5の遺構内から出土した遺物の一部がG39やG13という

不明遺構出土のものと接合しており、SL5が設置されたのはGUI層の段階ではなく、GIVb層水田が

造成された時期の可能'性が高い。このことは、SL5の東側にもほぼ同じ形状の石を入れ込んだ士坑列

SL7を検出したことからも推定される。したがって、GIVb層水田と水田でない場所を区画する

位置にSL5が区画として設置され、GⅢ層水田の段階で畦畔に転用されたと考えられる。層中に包含

される遺物や上面の遺構から、GIVb層の水田は7b期を中心に営まれ、GⅢ層水田は8期以降に造

成されたと推定される。

道路状遺構(G1、図179

位置G区北端近くのGUI-GIVb層上面から検出した。

検出状況東西方向に延びる砂利を敷き詰めた遺構であり、その幅は1.5m程度である。砂利は非常に

しまりが良く、路面としての機能を果たしていたと考える。その初現は、VI層上面の遺構である溝跡

G19の築造段階にあった可能性がある。G19の南肩に沿うようにGVI層を削り込み、堤防上の盛り上

がりが造られている（図179⑯層oGV層の段階で一度G19は改修され、堤防も若干拡幅する（図179

⑩層)oG19が廃絶した後GIVb層の段階になると、堤防には砂利が敷かれて道路として機能するよう

になり、G19のあった位置には溝跡G14が造られた。GⅢ層では、そのまま道路を踏襲したようであ
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lOYR3/3暗褐色シルト、マンガン斑、径5cm程度の小石が混入、しまりよし

（G1）

l()YR3/2熟褐色シルト、弱粘質、鉄分斑(G14）
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②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨l0YR3/3暗褐色シルト、マンガン斑、炭化物が混入、しまりよし（GlVb）
⑩IOYR3/3暗褐色粘質土

⑪lOYR3/2黒褐色シルト、弱粘質、径5mm程度の小石が混入（GIVb）
⑫lOYR3/2黒褐色シルト、基盤層土が全体に混じり合って混入、しまり悪い（G82）
⑬lOYR3/3暗褐色シルト、粘質、径5mm程度の砂利が混入、基盤層土粒が少量混入

（G19）

⑭l()YR3/4暗褐色シルト、粘質、基盤層土粒が少量混入（Gl9）
⑮lOYR3/3暗褐色シルト、マンガン斑・鉄分斑、径1cm程度の小石が混入、しまりよ

し(GV）

⑯lOYR2/3黒褐色粘質土、マンガン斑、基盤層土粒が混入(GVI）
＊附｢面ポイント位置は図178にあり

、 2m

岸戸一F 三

図179G区道路状遺構Gl遺構図（平面図:S=17100、層位図:S=1740)

る。また地籍図でも、G1が近代まで道路として活用されていたことが示されている（図178右上)。

したがって、遺構の存続時期は、G19が設置された6c期から現代に近い時期までの長い期間である

と』思われる。

不明遺構(G13、図180)

位置G区ほぼ中央のGIVb層上面から検出した。

検出状況SL3の南側からIVb層が若干南に向かって低くなり、代わりにGIVa層が始まる。この層

はSL6付近まで堆積しており、GIVb層水Illの低くなっている部分を改修して営まれた水田層と考

える。G13は、このGIVa層の直下から検出した。隅丸の長方形に近い不定形の平面形をもち、掘形

が浅い遺構である。内部には北西の一角を除いて多量のレキが充填されており、レキの間からは遺物

が多数出土した。周囲に全く見られない砂質シルトでレキが覆われており、人為的な埋没である可能

性が高い。GIVb層上面から検出した遺構ではあるが、GIVa層水田の造成にともない、排水などの
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目的で造られた遺構と考えたい。なお、G16もG13と同様にレキが入れられた遺構であるが、円形の

集石が6ケ所でみられる特徴がある。

出土した遺物は、大半が7a期以前のものであり、水田が造成される以前に栄えていた集落のもの

が混入していると考える。レキと区別なく投入されたものであろう。これらの遺物の中には、SL5や

G38-G39という下層の遺構から出土した遺物と同一個体であったり接合しているものが多数存在し、

G13の設置がGIVb層水田の操業開始と時期が同じであることを示していると考える。

土坑G7、図178

位置GIVb層が東側にしか残存しなくなるG区南側の地点から検出した。

検出状況この遺構がある付近において､下層に古代の溝G607が存在する場所以外にはGⅣb層が存

在しなくなる。G7は、その上面から検出した遺構である。遺構の東側が調査区外であるため、平面

形は不明である。内部にレキが入れられているが、埋土中に浮いた状態である。掘形は2段になって

おり、中心がⅢ状に窪む。遺構の性格は不明である。層位から7b期の遺構と考える。

G区V層上面遺構

GV層は、G201やG40という規模の大きい溝跡が下層に密集している地点に堆積している層であ

り、プラントオパール分析でも水田の可能性が高いという結果を得ている(第3部第3章参照)。しか

し、畦畔等水田に関わる遺構は確認できなかった。この層の上面から検出した遺構は、溝跡G39とG

220のみである。なお、GⅣb層掘削中に確認したG37についても合わせて記述する。

溝跡G39、図181)

位置G区中央よりやや北側のGV層上面から検出した。

検出状況前述のように、この遺構がある付近には溝跡が集中しており、方向や規模を変えながら付

け替えが繰り返されている。G39はその中でも最も新しい溝跡であり、これ以降溝跡は造られなくな

る。HA56グリッドから始まった溝は西側に向かい、西壁に接して南に向きを変える。遺構の北側では

遺構の肩に寄せるように(図181右上)、南側では溝跡に詰め込むように多量のレキが入れられていた。

埋士は人為的な堆積である可能‘性が高く、流水の痕跡は見られなかった。G39の向きや形状は下層か

ら検出した溝跡G40と同じであり、G40の付け替えがG39であると考えられる。なお、G220について

は、詳細な記録が残っていないため、G39との関係は不明である。出土した遺物や層位から7a期の

遺構と考える。
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A A，

B，
ロ
ロ

①
②
③
④

黒褐色シルト、やや砂質、マンガン斑

黒褐色シルト、やや粘質、径5inm程度の小liが混入

黒褐色粘質士、径5～10cm程度の川原石が遺物とともに多量に混入

黒褐色粘質土(Givb;

7.5YR3/2

10YR3/2

10YR2/2

inYR3/2

、 2m

図180G区IVb層上面不明遺構遺構図(S=1750)
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G39レキ検出状況（北側）
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~~、ダ
ーーーー一一一一

径20cm程度の河原石が混入(G39)

径5mm以下の小石が混入(G40)

基盤層士が全体に混じり合っている(GVか）

0 1m
言一FrH-弓

①10YR2/2

②10YR3/3

③10YR3/3

黒褐色粘質土、

暗褐色粘質土、

暗褐色粘質土、I

7．38はGIVb層掘削中に検出*G

1噸

J、

0m

G区V層上面の遺構及びG39レキ検出状況

（遺構図:S=17200、レキ検出状況:S=17100、
図181

層位図:S=1740
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①土質不明

0 2m

一 －－‐

図182G区IVb層内から検出した不明遺構遺構図(S=1740)

不明遺構G37、図182)

位置G区のほぼ中央から検出した。この付近にはGV層の堆積はないが、位置G区のほぼ中央から検出した。この付近にはGV層の堆積はないが、GIVb層掘削中に検出し

たため、ここに掲載した。

検出状況方形に近い不定形の平面形をもち、掘形は浅い。多量のレキが入れらており、様相はG13

とよく似ている。遺構の東側は大きめのレキがまとまっており、別の遺構である可能'性もある。G13

上面のGIVa層に該当する層が確認できなかったため､GIVb層中から検出したことになっているが、

実際は上面にもう1層GIVa層に相当する層で覆われていた可能性が高い。そのことは、先述した遺

構間の遺物接合などから推定できる。出土遺物の内容はG13とほぼ同じであるが、連房製品(図271:

表33G区IⅡ。IVb。V層上面不明遺構一覧表

遺構名 グリツド 検出面 平面形
長軸

(m)
短軸
(m)

さ
〕
深
伽 推定時期 備考

G13 HB－HC61－62 IVb層上面 長方形 (4.87） (3.90） 0．4 7b～8a期

G15 HB55 IVb層上面 不定形 1．10 (1.05) 0．08 7b～8a期 遺物は6b期までのものしか出土していない。

G16 HB－HC60－61 IVb層上面 不定形 3．35 1.00 7b～8a期

G37 HB－HC62－63 IVb層掘削中 不定形 4．75 4．50 0．28 7b～8a期

G38 HB－HC63－65 IVb層掘削中 不定形 6．20 2．25 0．07 7b～8a期
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1315）が見られる。G13とともに、8a期の古い段階まで時期が降る可能'性がある。

1 宮田進一氏は梅原胡摩堂遺跡の報告書の中で掘立柱建物跡を分類し、このタイプの建物を総柱･側柱とは別のタイ

プとして扱い、「中抜け側柱」と呼称している（宮田進一1994「第IV章2掘立柱建物」「梅原胡摩堂遺跡発掘調査報

告（遺構編)」肋富山県文化振興財団)。

降雨等の影響で検出状態を保存することが出来ず、図面・写真を残すことが出来なかった。

この粘土についての分析は、第3部第2章参照。

B386．B421は、土塁の痕跡あるいは堀の延長と考えた遺構に切られている。(P116図89土塁の推定位置参照）

重竹遺跡B地点では、配石のある土坑B類は総数108基のうち7基に石組があったとしている。

重竹遺跡B地点から検出した土坑の中で、実測図を見る限りでは、SK79が最も平面形や掘形の形状が類似してい

る。ただし底面の硬化については記述がないため不明であり、また内部に集石がある点も異なっている。

宇野隆夫氏から、「火葬に関連した施設」の可能性があるとの指導を受けた。

命名については、宇野隆夫氏の御指導による。なお、吉城郡神岡町江馬氏館跡にも同様な遺構が存在し、「竪穴住

居」として報告されている（大平愛子1998「江馬氏館跡IV-下館跡南堀延長部周辺の調査」神岡町教育委員会)。

重竹遺跡B地点の調査では、SK852からロクロ土師器の柱状高台Ⅲがまとまって出土しているが、F24の遺物より

時期的に古い平安後期の遺構である。

各種・論文報告では「地下式塘」・「地下式拡」・「地下式遺構」等の名称が用いられている。「塘」の文字は本来墓

を指す名称であるため、′性格不明である本遺構については適当でないと判断した。なお、この「地下式坑」という

名称は新潟県奈良崎遺跡の報告でも用いられている（春日真実他2002『奈良崎遺跡』新潟県教育委員会･財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団)。

江崎武「中世地下式塘の研究」『古代探叢II-早稲田大学考古学会創立35周年記念考古学論集一」早稲田大学出版

部

重竹遺跡B地点、半布里遺跡が上げられている。B地点の方は、SK1985として報告されており、底面に段のある竪

坑と3室の横穴をもつ構造が示されている。半布里遺跡は、参考文献としてあげられている報告書に記述がないた

め詳細は不明である｡なお､重竹遺跡B地点と長良川を挟んで対岸に当たる古村遺跡からも1基検出されている(未

報告、美濃市教委高木宏和氏からご教示を受けた)。

C区と同じ街道沿いにある美濃市下巾上遺跡の発掘調査報告書には、土坑から鎌が出土したことについて、発掘に

参加した作業員の話として「美濃市周辺は戦前まで墓に鉄鎌を埋納する風習がみられた」という記述がある（小野

木学1995『下巾上遺跡』財団法人岐阜県文化財保護センターP92)。

半田竪三氏の分類によれば、C132が竪坑と横穴の底面に段差がなく、羨道部があり、入り口の平面形が円形のA

2類、H355は竪坑と横穴の底面に段差があり、羨道部がなく、入り口の平面形が方形になるD1類に該当すると

思われる。なお分類模式図は、半田氏の論考が手に入らなかったため、安城市本神遺跡の報告書（川崎みどり･神

谷真佐子「本神遺跡』安城市教育委員会）に掲載されたものを参考にしている。

参考：半田竪三1979「本邦地下式塘の類型学的研究」『伊知波良」2

宇野隆夫氏から火葬施設の可能'性があるというご教示を受けた。

出土例としては、岐阜市正明寺城之前遺跡から瀬戸窯製のものがある。この狛犬は、脚部や頭部の一部を欠くが、

ほぼ全身がわかる資料であり、今回重竹遺跡から出土したものより一回り大きい（朝田公年2003「鷺山遺跡群発掘

調査現地公開資料」「岐阜県新発見考古速報2003」岐阜県教育委員会)。

本調査の段階での記録は残っていないが､試掘確認調査では、この土坑に入れられたレキがIll層上に盛り上がって

いる様子を確認している。なお、その段階では何らかの区画に伴う集石土坑の列という認識をしていた。

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10

11

12

13）

14）

１
１
５
６
１
１

17)
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第5章古代の遺構

古代（3～4期）に属すると判断した遺構は、竪穴住居跡11軒、掘立柱建物跡8軒、柱穴列跡1条、

溝跡7条の他、土坑3基と畝状遺構がある（図183)。土坑・ピットに関しては出土遺物から判断する

しかないため、遺物の出土していない遺構に当時期のものが含まれている可能'性があるが、それらは

中近世に含め、明確に判断できるもののみ掲載した。

古代の遺構は、F～H区といった、長良川旧河道にほど近い場所のみから検出した。これは重竹遺

跡B地点の遺構と隣接しているとも言える。F区では主に居住域（竪穴住居跡･掘立柱建物跡)、G・

H区では、重竹遺跡B地点で検出された古代の大溝(SD37の続きと考えられる溝跡を検出した。

重竹遺跡B地点の調査では、調査区の北側(A～F区、2～15区）に集中して7世紀後葉～8世紀

中葉の竪穴住居跡70軒(1981年度調査分も含む）や掘立柱建物跡4棟が確認されているが、F区が隣

接する場所（重竹遺跡B地点南北グリッドの22～28区付近）では、SD37以外の古代に属する遺構はほ

とんど存在しない。このことから、今回検出した集落は、まとまりとしてはB地点のものとは別と考

えた方がよいと,思われる。

竪穴住居跡は、F区のFQ19～GP29グリッドの間に存在し、特に中央西調査区に最も集中している。

竪穴住居跡が立地する場所は、基盤層の標高が高く、Ⅲ層の堆積が薄い場所に限られており、地形を

選択して居住をしていたと考える。

掘立柱建物跡は、住居跡に伴う3期のものと4期に属するものがあり、前者は中央西調査区、後者

は中央東調査区のみから検出した。ただし、西調査区の掘立柱建物跡については、切り合いでは竪穴

住居跡より新しいものがほとんどであるため、時期を判断する際には、出土遺物や柱穴形状の違いを

頼りに時期判断を行った。中央東調査区の掘立柱建物跡は、白査を始め、まとまった時期の遺物が周

辺の士坑やピットから出土しており、この一角に当時期の遺構が集中していると考える。なお、これ

らのピットには、ほぼ完形の遺物が入れられているものがあり、埋納ピットとして分類した。

溝跡は、G区｡H区から検出しているが、名称を付けた溝跡すべてが先述のSD37から接続する1条

の溝と考える。ただし、H3．H4・H7にみられるように付け替えが行われた可能性があり、同時

期にすべての溝が存在したわけではないようである。また、埋土の上層からは中世の遺物が出土する

ことから、遺構の存続期間は極めて長かったと考える。なお、この溝跡の一部であるG201の東側には

道路状遺構としたG81．G868がある。

以下に、各遺構ごとに詳細を述べる。なお、各遺構についての一覧表中に記された属'性については、

すべて中近世の一覧表に準じた。

竪穴住居跡

古代に属すると考えられる竪穴住居跡は11軒存在する。ほとんどの竪穴住居跡が、切り合いによっ

て破壊されたり、または調査区外にかかっているため、全容が判明したものは少ない。この他に、カ

マド．柱穴等を確認できないが、竪穴住居跡の可能'性があるものについては、表34に他の竪穴住居跡

とともに記載した。以下に、検出状況、付属施設、主柱穴の三項目について詳述する。
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表34竪穴住居跡一覧表

×

F4(図184～186)

検出状況F区中央西調査区のほぼ中央から検出した。平面形は、l辺が6mを超える正方形を呈し

ていたと考えるが、F18(旧曽代用水下有知支線）によって東側が破壊されている。また北東の角は

竪穴住居跡F122によって切られている。検出段階では分らなかったが、SH49の柱穴F1479～1481が

、
Ｎ
，
○
○
○

、

且〕 Ｃ
ｌ

C

57．000－Ｌ
ｊ

漣
』

一
ｑ

C,C

b
57．000－

け
一

(硬化部）

Q〕 煙

①10YR3/2黒褐色シルト、炭化物．焼土が多量に混入
②10YR3/2黒褐色シルト、炭化物．焼土が①より少なめ、基盤層土粒混入
③10YR3/3暗褐色シルト、非常にしまりがよい、貼床に似る
④10YR4/2灰黄褐色シルト、炭化物・焼土が混入
⑤10YR3/2黒褐色シルト、炭化物．焼土が混入、しまりよし、貼床
⑥10YR2/2黒褐色シルト、基盤層土粒が少量混入、煙道に関する埋土か
⑦10YR3/3暗褐色シルト、炭化物・焼土が多量に混入、煙道に関する埋土か
⑧10YR4/4褐色シルト、炭化物・焼土が少量混入
⑨10YR3/3暗褐色シルト、炭化物・焼土が多量に混入、基盤層土ブロック多量に混入、
⑩7.5YR3/2炭化物・焼土ブロックが多量に混入、しまりよし④と同じ
⑪10YR5/4にぶい黄褐色シルト、黒色ブロック混入、基盤層土が硬化して変質した層
⑫10YR5/4にぶい黄褐色シルト、黒色ブロック混入、袖部か
⑬⑪と同じ

⑭7.5YR4/3褐色シルト、最も焼土が多量に混入、煙道部
⑮10YR2/2黒褐色シルト、植物痕？
⑯黄褐色のブロック

⑰10YR2/2黒褐色シルト、やや粘質、焼土が多量に混入fiith:
⑬10YR3/3暗褐色シルト、炭化物・焼土が混入、しまり悪い
⑲10YR4/4褐色シルト、しまりよし

焼土層の上にかぶっている、天井部か

0 1m

－li

図184F4竪穴住居跡遺構図①(S=1/40)
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F4の貼床に掘り込まれており、F4の方が古いと考える。なお、覆土中から暗文土器(図275:1382

が出土しており、包含層遺物として取り上げた1560.1561と同一個体の可能‘性がある。

付属施設カマドは遺構の北壁に設置されており、煙出しと考えられる溝が遺構外に延びる。当初、

明確な袖部を確認することができなかったため、広範囲に広がる焼土の範囲を確認し、ベルトを残し

て掘削を行った。焼土除去後に、貼床に掘り込まれた硬化し変色した底面をもつ浅い土坑が残ったた

め、変色した範囲を燃焼部と推定した。土層の断面観察の結果、袖または天井と考えられる粘土の一

部を確認した（図184⑨．⑫)。また、貼床に似た士が入れられた形跡があり（図184③)、補修がおこ

なわれた可能'性がある。カマド内から土師器等が出土しているが、いずれも細片であり、カマドの構

築時か廃棄時に混入した物と思われる。

貼床はカマドを中心とした北側にのみ行われているが、硬化が認められなかった⑦層（図186）の上

面が貼床と水平な堆積になるため、本来は貼床と同様な層であったのかもしれない。遺構の南壁にあ

る段状遺構とした硬化部分（図186左）は、この⑦層を除去する段階で残ったものであり、入り口部分

の⑦層が踏み固められた可能性がある。なお、貼床除去後、遺構の中央部に土坑状の落ち込み(図186

右）を確認したが、性格は不明である。

この他､床面上の西側から長径が2mを超える士坑SKIを検出した。遺構の上面に硬化した貼床は

なく、⑦層に覆われていた。主柱穴であるP16に切られることから、F4構築以前の遺構と考える。

主柱穴F4の床面からは、多数のピットを検出したが、このうちP14-P16-P21.P22が主柱穴

と考える。底面レベルは4基とも一定であり、掘形の埋士に炭・焼土が混入する。P22のみ柱痕跡が

残る。なお、F1482とF1483は貼床の下から検出しており、確実に古代に属する柱穴と考える。

F122(図187.188

検出状況F区中央西調査区のほぼ中央から検出した。平面形は、1辺が6mを超える正方形を呈し

ており、F18旧曽代用水下有知支線）によって中央部を南北に破壊されている。F4．F478を切っ

ている。F18の影響で埋土の残りが悪く、図で示した層位はF18掘削後のものである。規模や周溝、

主柱穴の様相がF4と酷似しており、F4の建替えによってつくられた住居と考える。

付属施設カマドは、遺構の北壁に設置されていたと考えるが、F18によって完全に破壊されている。

貼床は、F4と切り合う南西の隅とF478の上面のみから検出した。埋士の大半がF18によってなく

なっているため、本来は全面に貼床が存在した可能'性がある。

主柱穴F4同様に床面から多数のピットを検出したが、P3・P10・P14．P15が主柱穴と考える。

底面レベルは4基とも一定であり、掘形の埋土に炭・焼土が混入する。

F144(図189

検出状況F区中央西調査区の南東角から検出した。遺構の西肩の一部のみであるが、周溝の形状や

掘形の深さは、F4．F122によく似ている。周溝埋土の上に堆積している層には、硬化したブロック

状の堆積（図189⑦．⑮．⑯．⑳）があり、また遺構埋士の大半を占める⑨層と異なる士が周溝の付近

にのみ見られる。これは、住居として活用されていた時に周溝がすでに埋まっており、竪穴の壁が周

溝の内側にあった可能'性を示していると考える。

付属施設遺構の底面には黒褐色のシルト層がl層見られるが､硬化しておらず貼床とはしなかった。

ただし、この層を取り除くと底面は凹凸になる。
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図189F144竪穴住居跡遺構図(S=1/40)

主柱穴該当する柱穴を確認することができなかった。

F185．189(図190)

検出状況F区中央西調査区の中央北側から検出した。F122の北側に位置する。埋土の大半がF18に

よってなくなっており、切り合いは半II然としないが、おそらくF122の方が新しいと考える。F185は

直線的な東側の肩の一部を検出したのみであり、様相はほとんど分らない。周囲に竪穴住居跡が密集

していることから、本遺構も竪穴住居跡の可能性があるとした遺構である。F189はF185より一段掘

形が深く、方形の平面形を呈する。F18に西側と上面を破壊されており、層位からF185が上面にあっ

たと考える。

付属施設F189の北壁に近い位置に、炭･焼土が多量に入る土坑(SF1)を確認した。カマドの残津

と考えるが、底面は焼けた様子が見られなかった。底面中央の方形土坑SKIは、新しい遺構である可

能性が高い。
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主柱穴該当する柱穴を確認することはできなかっ

た。

F284(図191)

検出状況F区西調査区から検出した。東側は調査区

外となる。今凹検出した中では最も西に位置する。埋

土上面は撹乱等によって一部失われており、白査系陶

器が混入する。

付属施設西側の壁にそって周溝が残存している。そ

れ以外の遺構は中世遺構のものであり、貼床もみられ

なかった。

主柱穴不明。

F374(図192)

検出状況F区西調査区の側道部から検出した。南側

は調査区外となり、全容は不明であるが、隅丸方形の

平面形をもつと思われる｡隣接する竪穴住居跡F384と

は今回検出した部分では切り合っていないが、調査区

南壁でF384に切られていることを確認した。なお、西

側の堀形は､中世の溝跡F369によって上面を削平され

ている。

付属施設カマドは、遺構西壁のやや北よりに設置さ

れている。袖部の残存状況は今回の調査では最もよい

が､煙道は中世の溝跡F369の削平によって失われてい

る。袖には細長く届平な川原石が埋め込まれていた。

カマドの北側には、基盤層土と褐色の砂が混じり合

う特殊な埋土をもつP2がある。遺構の上面から土師

器の髪の口縁部（図277:1422)、底面近くから完形の

杯身B類（図277：1420）が伏せた状態で出土した。重

Ⅱ

！IL
1 ｡’ 1

1

イ

Ｉ

Ｉ

！
A

57．000

①
②
③

10YR3/3

10YR3/3

10YR3/4

0

暗褐色シルト､褐色砂質が~ド部で混入

略褐色シルト、やや粘質、周溝部か？
暗褐色シルト

2m

一計

図191F284竪穴住居跡遺構図(S=1740)

竹遺跡B地点の竪穴住居跡でもみられる、いわゆる「貯蔵穴」に該当する遺構と思われるが、カマド

袖の下になっているため、この住居が使用されていた段階では、P2は機能していなかったことにな

る。

周溝は、調査区南壁の断面では落ち込みを確認したが、今回調査した部分では検出することができ

なかった。

主柱穴p1が主柱穴の一柱である可能性がある。

F384(図193)

検出状況F区西調査区の側道部から検出した。南側は調査区外となり、全容は不明であるが、方形

の平面形をもつと思われる。隣接するF374とは今回検出した部分では切り合っていないが、調査区南

壁で､F374を切っていることを確認した。
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56900旦
rql
lツノ

F38

淫1壁墜ご垂皇子皇敷 二一典一二二二＜四一
F

痕痕

現代耕作士(I

10YR2/2黒褐色シルト、現代耕作士(I)

10YR3/3暗褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、しまりなL

10YR4/4褐色シルト、基盤層ブロック

10YR3/4暗褐色シルト、しまり悪い

10YR3/3暗褐色シルト、焼土か少量混入、しまり悪い

I0YR3/4暗褐色シルト、焼~tが多量混入

10YR4/4褐色シルト、焼~tが多量混入

10YR3/4暗褐色砂質、しまりよし
lOYR3/4暗褐色シルト、焼土が少量混入

10YR2/3黒褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入

10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土と混じり合う、しまりよし
lOYR3/3暗褐色シルト、しまり悪い、周溝埋土

10YR4/4褐色シルト、暗褐色土が多量混入

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

①10YR3/4暗褐色砂質、炭化物・焼土が混入
②10YR3/4暗褐色砂質、炭化物・焼土が少量混入

A1A

_』隆一56.600-̂ 1ﾂ旦
必ﾐｴﾐ三7一

2mロ

①10YR3/4暗褐色シルト、基盤層土が粒状に少量混入
②10YR3/4暗褐色シルト、基盤層土と混じり合う

唖』
…～a,

声一言＝琴嘱
1422

ｂ
’

a

56．900－

風 二厘耳42。
①10YR4/4褐色砂、基盤層士と混じり合う
②lOYR4/4褐色シルト、ややしまりよし

50cm

TI＝一一一一司

(S=1740、P2遺構図のみS=1720)

0

卜F､司一FF

F374竪穴住居跡遺構図図192
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F374埋土
一
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－ ① 一
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56.900日
②

目

現代耕作土（1）

lOYR2/2黒褐色シルト、現代耕作土（1）
7,5YR3/2黒褐色シルト、基盤層土が粒状に少量混入、撹乱か？
lOYR2/3黒褐色シルト

lOYR3/4暗褐色シルト、径20mm程度の基盤層ブロックが少量混入、
焼土が粒状に少量混入

lOYR2/3黒褐色シルト、炭化物・焼土が少量混入
lOYR2/3黒褐色シルト、基盤層土が粒状で全体に混入、炭化物．

焼土が少量混入

lOYR2/3黒褐色シルト、基盤層土か多量混入、貼床部
l0YR3/3暗褐色シルト、しまり悪い貼床の一部か？
l0YR3/4暗褐色シルト、しまりよし、周溝埋土
10YR2/3黒褐色シルト、しまり悪い、周構埋土
lOYR3/4暗褐色シルト、基盤層土が多量混入、粘土ブロック混入、

しまりよし、貼床部

lOYR3/4暗褐色シルト、基盤層土が多量混入

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑫
⑳
⑳
⑮
⑳

lOYR3/3

10YR3/4

10YR3/4
10YR2/3
10YR4/3

10YR3/4

10YR3/4

10YR3/4

10YR3/3

10YR4/4

10YR3/4

10YR3/4
10YR4/4

暗褐色シルト、径5mm以下の炭化物が少量混入、しまり悪い、
周溝埋土

暗褐色シルト、基盤層土が多量混入貼床？
暗褐色シルト、焼土が粒状で少量混入
黒褐色シルト、褐色土が少量混入

にぶい黄褐色シルト、しまりよし、カマド煙道部
暗褐色シルト、褐色砂質・焼土か粒状で少量混入
暗褐色シルト、褐色土と混じり合う、しまりよし

暗褐色シルト、褐色砂質が粒状に混入、炭化物が少量混入、焼
土が粒・ブロック状で少量混入
暗褐色シルト、ややしまり悪い

褐色シルト、ややしまりよし

暗褐色シルト、やや粘質

暗褐色シルト、やや粘質、径5mm程度の炭化物が少量混入
褐色シルト、暗褐色土が粒状に少量混入

P1

56．700旦一a『
，⑰，

司予にヱァ

56.700&b'

ご鋤三

P3

56.700c
⑪/ご

癖認j
①IOYR4/4褐色シルト

②lOYR3/4暗褐色シルト、

③10YR3/4暗褐色シルト、
混じり合う

①lOYR3/4暗褐色シルト、径5mm程度の炭
化物が少量混入

①lOYR2/3黒褐色シルト、焼土が

粒状で少量混入 しまりよし

基盤唐土と

0 2m

I

SF1検出状況 SF1完掘状況
I

ハ／

1

↑／
I

職
、

一一
一、

"'1436

焼

50cmU

｜'

図193F384竪穴住居跡遺構図(S=1740SF遺構図のみS=1720)
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恥Ⅶnm1L帆Ⅶ、I111，V

MMq

l0YR3/2

10YR3/2

黒褐色シルト、基盤層-tか粒状で少量混入、炭．焼土か混入
F4xr,

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で①より多く混入、炭．焼士
が混入

黒褐色シルト、珪盤層土が粒状多量混入、ややしまりよし

褐色シルト、基盤屑ブロックが多量混入、しまり悪い

黒褐色シルト、やや粘質、炭．焼土が混入(FMW

黒褐色シルト、基盤哨士が粒状で多量混入、炭．焼~tが混入
i1488

暗褐色シルト、基盤層上が混入(Fl488）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

lOYR2/2

10YR5/4

10YR3/2

10YR3/2

10YR2/2

10YR4/3

10YR4/2

黒褐色シルト、基盤層土が混入:FMS8

にぶい黄褐色砂質、黒色ブロックが混入(Fl488）

黒褐色シルト、基盤層ブロックが多量混入、炭．焼土が
混入

黒褐色シルト、基盤屑ブロックが少量混入、炭．焼土が

混入

黒褐色シルト、やや*l',質、基盤層士が粒状で少量混入

にぶい黄褐色砂質、基盤層ブロックが多量混入

灰黄褐色砂質、基盤層ブロックが多量混入、貼床か？

0 2m

⑤
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

]OYR2/2

10YR4/4

10YR2/2
10YR3/2

l0YR3/3

図194F477竪穴住居跡遺構図①{S=1740)

付属施設カマドは、隣接するF374と異なり、遺構北壁に設置されている。北壁を掘り込んで燃焼部

が築かれており、そこからさらに煙道が延びている。煙出部はピット状になっている。燃焼部の底面

中央には、立柱石の痕跡と考えられる小ピットを確認した。貼床はカマドの周辺のみにみられるが、

調査区の南壁でも一部確認できる(似'194⑮層)。カマドの西側には、F374とI可様にピットが存在する。

P2．P3のうち、P3の方が掘り込みが深い。周溝は、カマドのある部分を除き、遺構底面に沿っ

て全周していると考えられ、調査区南壁の層位でも確認できる。カマドの焼土内からは土師器の髪の

細片がまとまって出士した（図193下段左）が、そのほとんどが同一個体であった（図278:1436)。ま

4
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SK1

56．900－旦
①④③

SK3SK2
Ｉ
（
し

（
し
一

ｂ
ｌa’ 56.900B

…
黒褐色シルト、炭・焼土が

多量混入、しまり悪い

褐色シルト、黒色ブロック

混入

①黒褐色シルト、基盤屑ブロックが

混入、炭・焼土ブロックが混入

黒褐色シルト、基盤層ブロックが

混入、炭・焼土が混入、ややしま

りよし

lOYR2/2

10YR4/4

lOYR3/2

10YR3/2

褐色シルト、基盤層土が粒状で

混入

暗褐色シルト、基盤層士が粒状

で混入、炭・焼土が混入

にぶい黄褐色シルト、基盤層土

が多量混入

灰黄褐色シルト、基盤層土が多

量混入

①

②

lOYR4/4

①
②
③
④

②lOYR3/4

10YR4/3

10YR4/2

SK4

9-56.900-『－56．900－巳
e，①l()YR3/4暗褐色シルト、炭．焼土．焼土ブ

ロックが混入、カマド関係施設

か？

－－~③②10YR3/3暗褐色シルト、炭・焼土が多量混
入、ややしまりよし

③10YR4/3にぶい黄褐色シルト、基盤層ブ
ロックが多量混入、しまりよし

56.900-且

③一

SK6
SK5

g'
56.900-56.900-L f｜

①10YR3/4昭褐色シルト、炭．焼土.焼土ブロックが多量混入、
床面は焼けていない

0 2m

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層ブロックが混入、
炭．焼-tが多量混入

図195F477竪穴住居跡遺構図②(S=1740)

た、カマドの東隣の周溝内からも土帥器の髪が出土している。

主柱穴p1が主柱穴の一柱と思われるが、非常に掘り込みは浅い。

F477(図194.195）

検出状況F区中央西調査区の西側から検出した。古代の掘立柱建物跡であるSH43の他、多数の中

世遺構に切られている。方形の平面形をもち、底面に多数のピット・土坑が見られる。

付属施設カマドの位置は不明であるが、SK4-SKS付近の床面には多量の炭･焼土が堆積している

ため、東壁にカマドが存在した可能性がある。遺構の底面から検出した土坑の埋土は、多くの炭・焼

土が含まれており、P13～P16､SK4～6が特に顕著であるが､遺構底面が被熱している様子はない。

また、この中のSK4．5からは須恵器や土師器（図278：1446.1447）がまとまって出土している。

このように、床面に多数見られる土坑の性格については類例もなく、現段階では不明である。なお、

底面の一部には貼床のような堆積があり（図194⑭層)、これを取り除くと底面に凹凸が残る。

主柱穴主柱穴のあるべき場所に土坑等があるため、断定することはできない。また土坑埋土への柱

穴状の掘り込みも確認できなかった。

F478(図196)

検出状況F区中央西調査区のF4^122に重なって検出した。両竪穴住居跡に切られている。掘形

は旧曽代用水下有知支線であるF18の影響もあり、東側の一部しか残存していない。残った掘形の形

状から方形のう°ランを呈すると考える。埋土の上面には、F122の貼床が落ち込んだものと考えられる
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①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

黒褐色シルト、基盤層土が粒状に混入、炭化物混入

黒褐色シルト、やや粘質、基盤層土が粒状に少量混入

灰黄褐色シルト、基盤I曽土が粒状に多量混入､炭化物・

焼土混入

暗褐色シルト、基盤隠士が粒・ブロック状に混入、炭

化物・焼土混入

にぶい黄褐色シルト、非常にしまりよし、Fl22の貼り

床部からの落ち込み

にぶい黄褐色シルト、基盤層士混入

にぶい黄褐色シルト、やや粘質、基盤層ブロックが多

量混入

にぶい黄褐色シルト、黒色士ブロックが混入、しまり

よし

黒褐色ｼﾙﾄ､基盤層ブロックが多量混入

lOYR3/2

10YR3/2

10YR4/2

10YR3/3

10YR5/4

10YR4/3

10YR4/3

10YR4/3

10YR3/2

，
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① 56.800-i56．800－旦P’ 56.800S

a， 56．800－且P3c'
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’b』

①l()YR4/4褐色シルト、基盤層ブ

ロックが多量混入、炭

化物が混入

②’(lYR4/4褐色シルト、黒褐色土
ブロックが混入、炭化

物が多量に捉入、やや
1士n卜I
レーノーレ

①lOYR3/2黒褐色シルト、基盤層

ブロックが多量混入

②l0YR4/3にぶい黄褐色シルト、

基盤I筒プロソクが多量

眠人

③1()YR3/3暗褐色シルト、基盤j筒
ブロックが多量混入

①l()YR3/2黒褐色シルト、や

や粘質、基盤層上
が粒状に混入、炭

化物・焼土が混入

②lOYR4/2灰黄褐色シルト、

やや粘質、基盤層

土が粒状に混入

2mロ

図196F478竪穴住居跡遣構図(S=1760
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③10YR2/3黒褐色シルト、基盤層
ブロックが混入、しま

り悪い

／自ブ
ミ

／
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》

ジ
『。）

⑭

＞

57.000-巳 B，
３
』 (1２

｝

①
②
10YR2/3黒褐色シルト、遺物出土層、しまりよし

10YR2/3黒褐色シルト、基盤層士と混じり合う、操が多量混入、貼床検出層、
しまりよし

10YR4/4褐色シルト、黒褐色土が少量混入、しまりよし

図197F529竪穴住居跡遺構図(S=

0 2m

③

(S=1740)

堆積（図196⑤層）がみられる。

付属施設カマドの位置は不明である。束壁には周溝と考えられる溝が残る。

主柱穴主柱穴は、F4およびF18の底面から検出した4基(P1～P4)が該当すると考える。

F529(図197)

検出状況F区北調査区の最も北に位置する場所から検出した。このあたりは周囲で最も基盤層のレ

ベルが高く、段丘レキ層が露出している。土地改良の影響からか非常に埋土の残りが悪く、平面う．ラ

ンも推定に近い。しかし、出土遺物は残りの良いものがあり、元位置を保っている可能性がある（図

版31)。
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黒褐色シルト､径;-)mm以下の炭化物が混入(別

遺構埋土）

黒褐色シルト、基盤層上が粒状に混入、径5

mm以下の炭化物．焼土が一部混入、ややしま

り悪い

黒褐色シルト、やや粘質、基盤層土が粒状に

混入

暗褐色シルト、基盤層士が粒状に混入

暗褐色シルト、焼土が一部混入

黒褐色シルト、基盤層土が粒状に混入、やや

しまり悪い

暗褐色シルト、基盤層が多量に混

黒褐色シルト、径30mm程度の基盤1首ブロック

が混入

にぶい黄褐色シルト、粘l--(貼床)と混じり合

う、しまりよし

褐色シル|､、砂質土ブロックが混入、貼床部、

しまりよし

黒褐色シルト、周溝埋土、しまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土が粒状に多量混入、植

物根か？

暗褐色シルト、しまり悪い

黒褐色シルト、基盤層土が粒状に多量混入

暗褐色シルト、基盤層土が粒状に混入

褐色シルト

暗褐色シルト、径;iiimi以下の炭化物が少量混入、

ややしまり悪い

⑩10YR4/4

⑪
⑫
10YR2/3
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⑯
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10YR3/4
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10YR3/4

10YR2/3

⑦10YR3/4

⑧10YR2/3

⑨10YR4/3

2mロ
I

図198F575竪穴住居跡遺構図①(S=1760)
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図199F575竪穴住居跡遺構図②(S=1740)

付属施設カマドは、北壁の中央が一部外側に掘り込まれていることから、北側に設置されていたと

考える。この付近の埋土には、固く締まった黒色土が堆積している部分がある。p1はカマドに関連

したピットである可能性がある。竪穴住居跡の北東コーナーにあるF682は、貯蔵穴の可能性があるか

判然としなかった。貼床と考えられる硬化部分を②層上面（図197）から検出したが、床面の状況を見

る限り、当時は広い範囲に貼床がなされていたと考える。

主柱穴該当する柱穴は確認できなかった。

F575(図198.199)

検出状況F区北調査区の東端に近い場所から検出した。この場所から中央西調査区の間は徐々に地

形が低くなり、Ill層の堆積が厚くなる。遺構はほぼ方形の形状を呈し、掘形は明確である。

付属施設カマドは遺構の北東壁に設置されており、煙出し口のみ遺構外へ突出する。袖部は南側の

み残存しており、そこから焼土が北側に広がっていた。焼土除去後、立柱石の抜き取り穴と考えられ

る小ピットを底面から検出した。貼床は中央部のみに残存し、除去後にはⅢ凸がみられた。P4は貯

蔵穴と考えられるピットであり、埋土中に多量の焼土が見られた。遺構内から土師器髪の破片が出土

している。周溝は北側のコーナー付近にのみ確認した。

主柱穴P5・P7～P8が主柱穴になる可能性があるが、掘り込みの浅い小ピットであり、配置も

歪んでいる。この他の柱穴はすべて中世以降のものと考える。

掘立柱建物跡

今回の調査で古代の掘立柱建物跡とした遺構は8棟ある。このうち6棟が3期、2棟が4期に属す

る。検出した地点は、3期のものがF区中央西調査区と西調査区、4期のものがF区中央東調査区で

ある。古代の掘立柱建物跡は、以下の二つの特徴から判断した。
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1出土遺物の大多数が3～4期に属する

2柱穴が特徴的な形状をとる

1については、SH41-42からは、4期の出土遺物しかなく、また周辺にも同時期の遺物が出土する

遺構が多いことから、当時期と判断した。SH43～46-52については、3期の遺物のみ出土している。

SH49は、若干の中世遺物の混入がみられるが、大半が3期の遺物である。2については、SH41．42

とその周辺の柱穴が、直径に比して深いものが多く、また炭・焼土が混入し粘質のある黒褐色の埋土

のものが多く、当時期の特徴的な柱穴と捉えた。SH44～46.52は柱穴にもよるが、平面の直径がやや

大きめであり、底面が平坦ではなくやや丸みを帯びるものが多い｡SH49は、掘形の様相は似ているが、

平面形が隅丸方形になり径も大きい。SH49から出土した中世遺物を混入とした理由は、主にこの特徴

的な形態による。この他、同時期の遺構と隣接する（竪穴住居跡や士坑）ことも理由の一つに上げる

ことができる。

以上のような理由で、古代の掘立柱建物跡であるという判断を行ったが、F区の遺構の大半が中世

の遺構であることを鑑みると、上記の判断理由は時期決定の傍証に過ぎない')｡特に3期の掘立柱建物

跡は、直接的な証拠となる竪穴住居跡との切り合いが重要となる。しかし、今回の調査では竪穴住居

跡と切り合う掘立柱建物跡は、すべて掘立柱建物跡のほうが新しいことが判明し、現状では「古代の

遺物しか出土していない中世の掘立柱建物跡」である可能‘性を否定できない状態である。報告は古代

に属する遺構で進めるが、中世の遺構の可能性を残すことを付け加えておく。

以下、表35に各建物跡の属'性を、表36に計測値を示した。個別の柱穴の計測値は表42～67に一括し

て記載した。

表35古代掘立柱建物跡属'性表

遺構名
地
区
グリッド
東西

グリッド

南北

桁行
柱間数
梁行
柱間数
棟方向 柱形式 推定時期 備考

SH41 F FQFR 24-25 -2 2 東西棟 側柱 4c期

SH42 F FQ-FR 24-25 -2 -1 南北棟 側柱 4c期

SH43 F GA-GB 27-28 3 2 南北棟 総柱 3c期

SH44 F GA-GB 29 -2 -1 東西棟 側柱 3c期

SH45 F GA-GB 29 -3 -1 東西棟 側柱 3c期

SH46 F GA-GC 29 3 -2 東西棟 側柱 3c期

SH49 F GD－GE 28-30 -5 2 南北棟 側柱 3c期 F4(SBを切る

SH52 F GL-GM 26 3 -1 東西棟 側柱 3c期

遺構名
桁行長
(m)
梁行長
(m
平面積
(m

柱穴平均サイズ(cm)

長軸 短軸 深さ

桁行柱間
平均(m)

梁行柱間
平均(m

主軸方位

SH41 (6.18） 4．52 26.00 22.00 31.67 2．18 2．26 N85W

SH42 (6.04） (5.58） 35．25 29．38 28．25 2．75 2．82 N0.5E

SH43 6．44 4．00 25．76 37．20 29．44 25.80 2．15 2.00 N11.5E

SH44 (4.96） (2.52） 46．25 38．50 36．25 2．13 1．82 N75W

SH45 (6.56） (2.74） 51．80 37．25 30.25 2．05 1．82 N78．5W

SH46 4．94 (3.70 48．93 43．86 34．21 1．65 1．53 N80.5W

SH49 (8.54） 4．50 65.00 52．73 42．27 1．62 2．25 N1W

SH52 4．58 (2.48） 41．67 33．75 29．08 1．53 1．96 N88．5E
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図200SH41遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)

SH41(図200)

位置F区中央束調査区の西側、4期の遺構が集中する地点より検出した。

検出状況ⅡI層上面から検出した。柱穴F789̂ 806の間の柱穴は、4期の土坑F779によって切られ

ている。また、同じく4期の土坑F1143にもF1267が切られている。西側は調査区外に続き、桁行が

2間以上になる。梁行のF799とF790の間が若干長いが、他はほぼ均等な柱間になる。

柱穴先に述べたように、直径に比して深く、炭.焼土を含んだ粘質のある埋土が特徴である。F806
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図201SH42遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)

には柱痕跡が残る。なおF799には半完形品の白査の碗が埋納されていた(P283参照)。

SH42(図201)

位置F区中央束調査区の西側、4期の遺構が集中する地点からSH41と重複する位置で検出した。

検出状況IⅡ層上面から検出した。SH41とは異なり、南北棟の可能性がある。調査区の南側と西側に

に広がると考える。F778とF785の柱間が長い。SH41との切り合い関係はなく、先後関係は不明であ

る。

柱穴F807の様相が異なるが、他の柱I穴はSH41とI可じである。

SH43(図202)

位置F区中央西調査区の東側、竪穴住居跡F477と重複する位置から検出した。

検出状況IV層上面から検出した。竪穴住居跡F477を切っているが、主軸方位は完全に一致する。ま

た、梁行がF477の一辺の幅とほぼ一致しており、連続性など何らかの関連を考えたい。F191とF87n

の間の柱穴は、土坑F201によって切られている。F1489とF1490の間にある土坑F485によって柱穴
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が失われていたとすれば、総柱建物であった可能'性もある。なお、F477は今回検出した竪穴住居跡の

中でも最も新しく、それ以降の遺構と考えると4期まで時期が降る可能'性がある。

柱穴F152-F180-F870には柱痕跡が残る。F1489の底面付近に堆積する黄褐色の砂質士は、SH49

にもみられ､掘削後にしばらく放置期間があり、風雨で壁面の基盤層土が底面に堆積した層と考える。

SH44・SH45・SH46図203

位置F区中央西調査区の南東隅、竪穴住居跡F477．SH43の南側から検出した。

検出状況IV層上面から検出した。ほぼ同じ場所に3棟が重複している。今回の報告ではいずれも東

西棟としたが、梁行が2間になる大規模な掘立柱建物跡になる可能'性がある2)。柱穴の切り合いから

SH45より竪穴住居跡F144の方が古く、SH44はSH45より新しい。またSH46は竪穴住居跡F122を

切っている。3棟ともよく似た様相の柱穴をもち、主軸方位もほぼ一致するが、特にSH44とSH45

は規模もほぼ同じである。おそらく建替えであろう。SH45は他の2棟に比べて柱間が短く、時期的に

異なるなど何らかの違いがあると,思われる。なお、SH46の内側には柱穴F168が対応する位置にある

が、他の2棟については調査区外になるため不明である。

柱穴SH41・SH42とは対照的に、径が比較的大きく土坑的なイメージを受ける柱穴が多い。これは

SH49・SH52にも共通する要素である。底面レベルはSH44・SH45はほぼそろっているが、SH46は

若干ばらつきがあり、東側の2基の柱穴がやや浅い。SH45のF163．F155、SH46のF615．F171．

F159．F473には柱痕跡が残る。

SH49(図204.205

位置F区の中央西橋脚部調査区の南西隅、竪穴住居跡F4と切り合って検出した。

検出状況1V層上面から検出した。下位段丘の調査区では、中世の遺構を含めて最も規模が大きい。

主軸はほぼ南北軸にあっており、周辺の掘立柱建物跡とは異なる。南側は調査区外に続いており、桁

行は6間以上になる。検出当初は、F4の上面で柱穴プランを検出することが出来なかったためF4

より古い遺構と考えていたが、F1480.F1481がF4の貼床土を切っていることを確認し、SH49の方

が新しいと判断した。柱間は梁行・桁行ともにそれぞれほぼ均等で、建物の平面形が平行四辺形を呈

する。なお、柱穴内から出土する遺物は古代のものが多いが、中世のものがわずかに混入する。

柱穴掘形の平面形が隅丸方形を呈するものが多い。また規模の大きいものが多く、平面形の径が0.5

m以下のものはない。基盤層の砂層が、底部にみられるものがあるなど、埋土にもいくつかの共通点

がある。F1．F2．F3．F87には柱痕跡が残存するが、F1のものはかなり径が太く、他のもの

の倍近くある。平面的に柱痕跡を検出することができなかったため、F1以外は柱痕跡の端を半割し

た可能‘性が考えられる。

SH52(図206)

位置F区西調査区の東端に近い、GL26～27グリッドから検出した。

検出状況IV層上面から検出した。1間以上×3間の建物であり、調査区の南側に広がると考える。

この掘立柱建物跡の東側には2列のビット列(P112参照）があり、このうち西側の列が、この掘立柱

建物跡に関連する可能'性がある。

柱穴F1435が若干複雑な堆積を示すのみで、他は単層に近い。
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図204SH49遺構図①（平面図:S=1760)
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F87植物痕a’ F2ａ
’ b

57．100－
け
一 57.100-且F1481

Ｃ
ｌ57．100

露
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑨

l0YR3/3暗褐色シルト、基盤層土が粒状・ブロッ
クで多量混入、しまりよし

lOYR3/2黒褐色シルト、基盤層土が層状に混入、
l÷hL1

レエリふし〃

lOYR3/2黒褐色シルト、基盤層土が少量混入、し
まりよし

I0YR3/2黒褐色シルト、基盤層土が層状に混入、
1本、卜’
し季'ふし

lOYR3/3暗褐色シルト、基盤層ブロックが混入
lOYR2/2黒褐色シルト、基盤層ブロックが混入、

柱痕跡

lOYR4/3にぶい黄褐色砂、黒色土ブロックが多量
混入、

lOYR4/2灰黄褐色砂、黒色土ブロックが多量混入

dFlad'57．100－

①
②
③
④
⑤
⑥

2.5Y3/2黒褐色シルト

lOYR3/3暗褐色シルト、基盤層土が粒状で混入
lOYR2/2黒褐色シルト、しまり悪い、根痕？
lOYR3/3黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入
lOYR3/2黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入
lOYR4/4褐色砂、黒色土ブロックが混入

①l0YR3/3暗褐色シルト、基盤層土が粒状・
ブロックで混入

57.100-且F1480e‘ fF34
57．100－

f

植物

①l()YR3/2黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入 〈F則[い
、ユリ、ノグ

①10YR3/2

②lOYR3/3

③lOYR2/2

④lOYR4/3
⑤lOYR5/4

①l0YR3/3

②lOYR3/2

③25Y3/1

④25Y2/l

⑤l0YR3/3

暗褐色シルト、しまりよし

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、

焼土混入

黒褐色シルト、基盤層ブロックが多量混

入

黒色シルト、基盤層ブロックが少量混入

ややしまりよし

暗褐色シルト、粘質

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入、

炭が混入

暗褐色シルト、基盤層ブロックが多量混

入

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で多量混

入、炭が混入

にぶい黄褐色砂、黒色土が少量混入

にぶい黒褐色砂、しまりよし

57100-2F1479a' hF27

57.100-②
F3

57.100皇
h，

１．
１
’

①l0YR3/2黒褐色シルト、基盤層土が粒状で少量混入

lOYR3/2

10YR3/2

10YR2/2

10YR3/2

10YR3/2

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で多量混

入

黒褐色シルト、基盤層士が粒状で混入、

焼土が少量混入

黒褐色シルト、やや粘質、基盤層土が粒

状で混入、炭が混入

黒褐色シルト、やや粘質、基盤層土が粒

状で少量混入

黒褐色シルト

①
②
③
④
⑤

l()YR3/1

1()YR3/1

1()YR3/2

10YR4/3

黒褐色シルト、やや粘質、柱痕跡

黒褐色シルト、基盤I曽ブロックが混入、

堀り肩

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入

にぶい黄褐色シルト

①
②
③
④

k
57.100XF28

F100

①

Ｋ
’

Ｉ
’

’
57．100－

’1F21
57．100

①lOYR2/2

②lOYR4/3

黒褐色シルト、基盤層ブロックが多量混

入

にぶい黄褐色シルト、黒色土が少量混入

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入

暗褐色シルト、植物痕？

暗褐色シルト

暗褐色シルト、基盤I曽ブロックが多量混入

にぶい黄褐色シルト

1()YR2/2

1()YR3/3

10YR3/3

10YR3/3

1()YR4/3

①
②
③
④
⑤

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で混入

黒色粘土、基盤層ブロックが多量混入

黒色粘土

灰黄褐色シルト、しまりよし

lOYR3/2

10YR2/1

1()YR2/］

IOYR4/2

①
②
③
④

（層位）
l

lllIIII

1mロ

図205SH49遺構図②(S=1740)
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SH52
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(平面） 2m0F1359

（7）

一_－<望． bF1433b'

蕊 蕊

‐
へ
ａa

57．000－

①10YR2/3黒褐色シルト、やや粘質、基盤眉
-tが粒状で少量混入、やや》しまり

よし

①10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土が粒状
で少量混入、しまりよし①

②
③
④
⑤
⑥

黒褐色シルト、しまりよし（1）

黒褐色シルト、しまりよし(I)
暗褐色シルト、鉄分が混入、しまりよし

黒褐色シルト、基盤層土が粒状で少量混

入、ややしまりよし

暗褐色シルト、基盤層土と混じり合う、
ややI士、卜1
、、レチノ÷し

暗褐色シルト、基盤層土と混じり合う、

ややしまりよし

lOYR2/3

10YR3/2

10YR3/3

10YR2''3

10YR3/4

10YR3/4

fF1430f
57．000－

e F1435e'
57．000－

剛澗~一両ｱ洞蝿

57.000̂ 8̂d'

①10YR2/3黒褐色シルト、基盤層士が粒
状で少量混入、しまりよし ①10YR3/3略褐色シルト、やや粘質、基盤層

が粒状で､少量混入、ややしまりよ

し

②10YR3/3暗褐色シルト、基盤屑士と混じり
〃△-易1士、卜1
ロノ､L〆季ノ季し戸

黒褐色シルト、粘質、基盤層-tが

粒状で少量混入、しまりよし

黒褐色シルト、粘質、径10～20,,m

程度の基盤層ブロックが多量混

入、しまりよし

黒褐色シルト、＊lIi質、しまりよし

黒褐色シルト、やや粘質、基盤層
土が粒状で少量混入、しまり悪い

黒褐色シルト、＊,'i質、篠]O～30mm

程度の基盤層ブロックが少量混

入、しまりよし

褐色シルト、しまりよし

黒褐色シルト、粘質、基盤屑が粒

状で少量混入、しまりよし

(F1436）

①
②

lOYR2/3

10YR2/3

③10YR2/3

④10YR2/3

⑤10YR2/3

〆r鋼

lOYR4/4

1()YR2/3

0（層位）1m
1111|''111

図206SH52遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=l740)
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bF37b'
57．100－－

蕊：
＞

①
②
③

黒褐色シルト、炭化物・焼土が混入

黒褐色シルト、やや粘質

灰黄褐色シルト

①
②
③

lOYR3/2

10YR2/2

10YR4/2

Ⅷ
１
１

①
②

lOYR3/2

10YR4/3

黒褐色シルト、基盤層土が粒・フ

ロック状で混入

黒褐色シルト

'↑≧|逗
0（層位）
卜rFr1-r-FFF戸トー

(平面） 1m2ロ 、

図207SA23遺構図（平面図:S=1760、層位図:S=1740)

柱穴列跡

古代に属する柱穴列跡としたものは、1条のみである。この他、先に述べたピット列としたものが、

SH52の東側、GK25．26グリッドに存在する(P112参照)。

表37古代柱穴列跡一覧表

SA23(図207

位置F区中央西調査区のSH49・竪穴住居跡F4の西側にあたる、東壁際から検出した。

検出状況IV層上面から検出した。南北方向に1列に3基が並ぶ。柱穴の様相が3期のSHとしたも

のによく似ている。おそらく掘立柱建物跡であろう。

柱穴3基とも柱痕跡が残る。F37-F440は底面に柱痕跡が接地しないタイプ．であり、特にF37は掘

立柱建物跡の項で述べた灰褐色の砂質土が底面に堆積している。

土坑（図208）

古代に属すると判断した土坑は3基存在する。F区中央束調査区の西側に集中する4期の遺構群に

隣接したFR24～FQ25グリッドから検出した。それぞれ平面形が異なるが、F771とF1143は炭･焼土

が多量に含まれる点や遺物が埋土の上層から出土する点など共通点がある。F1143には被熱した川原

石も同時に入れられており、中には被熱により破砕したものもみられた。

遺物は白査の他、ロクロ土師器や清郷型髪（図279：1465～1468)など他の調査区では出土していな

遺構名

SA23

地区

F

グリット

GE－GF28-29

柱間

ワ
ム

全長
(m)

3．4

柱間
平均(m)

1.70

主軸方位

NSW

柱穴平均サイズm

長軸

0．42

短軸

0.37

深さ

0．38

時期

3期

備考

掘立柱建物跡か
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F771 F779
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蕊
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b

56．600－

け
一

56．600
2） 1~）（4

F1143
F771

①10YR2/1

②10YR2/2

③lOYR3/3

④l()YR2/2

⑤土色不明
F779

①10YR3/2

F1143

①lOYR2/2

ニーーー一＝、

、 黒色シルト、やや粘質、残りのよい炭化材、基盤層土粒
が混入

黒褐色シルト、やや粘質、炭化物・焼土・基盤層土粒が

混入

暗褐色シルト、やや粘質、炭化物・基盤層土ブロックが

混入

黒褐色シルト、③とほぼ同じだが、若干基盤屑土粒が少
ない

1C

|’

一

黒褐色シルト、やや粕質、基盤層土粒・ブロックが多量
に混入

黒褐色シルト、残りのよい炭化材・焼土を多量に混入、

基盤層士粒が埋土全体にまばらに混入、しまりよし

0 1m
I|''1111|'

C

56．600－
Cl

図208古代（4期）土坑遺構図(S=1740)
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56．600－

Ｉ

ａ
ｌ b’56.500旦

470

①
②
③
④
⑤

lOYR3/2

10YR3/2

10YR5/1

10YR4/2

10YR3/2

黒褐色シルト、残りの良い炭化材残存、基盤層土粒が混入

黒褐色シルト、残りの良い炭化材残存、基盤層土粒が混入、
①よりしまり悪い

にぶい黄褐色シルト、黒色ブロックが混入

灰黄褐色シルト、粘質、基盤層土粒が混入、ややしまり悪い

黒褐色シルト、粘質、基盤層土混入

①l0YR3/1黒褐色シルト、やや粘質、基
盤層土粒が混入、しまり悪い

ロ 50cm
ﾛﾛ

図209遺物埋納遺構遺構図(S=1720)
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いものが多く見られた｡重竹遺跡B地点では､SK852から同様に多くの古代後期の遺物が出土している

が、F771．F1143とは異なり、柱状高台のロクロ土師器が多く、白査の碗も時期的に新しい。なお、

SH41の一柱であるF1267から出土した清郷型鍋（図279:1465は、F1143出土のものと接合した。

F1267はF1143に切られており、F1143を掘削し埋め戻す際に、F1267の埋士内に紛れ込んだものと

推測する。細片であるため図示しなかったが、F779からもほぼ同時期の遺物が出土している。遺構の

時期は、白蓋の年代から4c期と考える。なお、F771から出土した炭化材のAMSによる放射性炭素

年代測定を行った結果、AD955-985という結果を得た。（第3部第6章参照）

表38古代土坑一覧表

土器埋納遺構（図209）

土器埋納遺構とした遺構には、4期に属する2基のピットがある。F区中央東調査区の西側に集中

する4期の遺構群に隣接したFQ24グリッドから検出した。F794は内部から須恵器の婆（図279:

1470)が、F799は白査（図279:1471)の碗が出土している。

F794には、須恵器の饗1個体が破片になった状態で入れられていた。雲は口縁部.底部ともになく、

胴部も半周する程度しかない。内面の当て具に板状のものを使用しており、8世紀以前の妻とは一線

を画す。萎胴部の内外面にほぼ同じ範囲に煤が付着しているが、どのような状態で使われたかは不明

である。①．②層から残りのよい炭化材が出土していることから考えて、火に関係した祭祁を行った

後､破片の一部を炭化材とともに埋めたものと考える。出土した遺物からは時期的な推測は難しいが、

周囲の遺構と同じく、4c期に属すると考える。

F799はSH41の一部であり、掘立柱建物跡の北東角に位置する。碗は破損しているものの口縁部ま

で残る半完形品である。この白餐が、建物が建てられた時期の前後どちらに当たるかについては、埋

土が単層であることもあり、不明である。時期は、白査の碗の年代から4c期と考える。

畝状遺構（図210

土坑・土器埋納遺構と同じF区中央束調査区から検出した。全部で8条の溝からなる。ほぼ東西軸

に一致する方位に、約1.5m間隔で平行に設置されている。埋士はどの溝跡も同じであり、断面形状や

掘り込みの深さもほぼ同じである。中世の士坑や4期に属する土坑・柱穴に切られており、当調査区

で最も古い遺構である。出土遺物は少ないが、F727から4期の遺物が出土しており、当調査区に集中

する4期遺構群の一連のものであり､SH41-42などの建物群に伴う畑地の可能'性があると考えられる。

遺構名 グリッド
長径

(m)
短径
m

深さ

(m)
主軸

更短比
種類
種類 平面形 断面 堆積

推定

時期

F771 FR24 (1.47） 1.12 0.23 N74W 1 A b I V 4c期

F779 FQ24 1．20 1．16 0.46 N45E 1 A a II
●
で
■
■
ユ 4c期

F1143 FQ25 1．35 (0.66) 0.19 N69W 1 A ． II
●
１
日
ユ 4c期
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‐てニラこ元
①

DF724D'

灘

F,
56.600-旦F727E'

蕊
56．600

56600-且F759 G1 HF760u'

56600--工工二r
植物痕①

a－g

①

56600mr-.言二r--基盤層土ブロックが多量に混入、
①10YR4/3にぶい黄褐色シルト、やや粘質、

~話フ 植物痕①1才、卜’

①10YR3/3暗褐色シルト、やや粘質、基盤層
土ブロックが多量に混入、ややし

まりよし

図210F区畝状遺構遺構図（平面:S=17200、層位:S=1740)

表39畝状遺構溝跡一覧表

遺構名

F703

F721

F724

F727

F738

F759

F760

F792

グリシ｝

FO－FP24

FO-FP25

FO-FR24

FO－FR24

FO-FR23-24

FO-FQ23

FP23

FP-FQ24

幅(m)

0.15

0.2(1

0．20

0．28

0.40

0．35

().26

0.20

深さm,

0.10

0.15

0.1
７
‐

0．23

0．15

0.20

0．09

0．14

主軸

N89.5E

N90E

N90E

N89.5W

N88.5W

N83W

N74.5W

N87W

推定時期

4期

4期

4期

4期

4期

4期

4期

4期

備考

遺物なし

遺物なし

打製石斧のみ出土

遺物なし

遺物なし
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G868

叩
一J一一一

９
（
ａ型

と
Ｉ
－

ａ
ｌ

ー一一一一一一一一一苧一一一一二~･---------

)YR3/3暗褐色砂、しまりよし

.5YR5/8明褐色シルト、鉄分沈着

b1

3
1）

ノ
ー

暗褐色砂層、非常にしまりよし

黒褐色シルト、しまりよし

明褐色シルト、鉄分沈着

YR3/3

YR2/3

5YR5/8

汁「
｜

［
一

図211G区道路状遺構遺構図（平面:S=17500層位:S=1740)

道路状遺構（図211）

G201にそって検出した、粗砂を盛り上げてつくられた遺構を、道路状遺構とした。盛り上げられた

砂は、G201等の底面に堆積する砂層に酷似しており、非常に硬化している。大溝の底に溜まった砂を

利用して盛り上げ、鳴き固めたものと推測する。この遺構は、後世の溝跡によって分断されながら、

G201が調査区東壁に接するまで続いている。これより南では大溝の東側の肩を検出した場所がないた

め、どこまで続いているかは不明である。道路状遺構としたが、溝跡の補修や護岸の目的で作られた

可能性が高いと考える。

出土した遺物の中には、中世の遺物も若干みられるが、溝跡と同様に後世溝跡埋土の誤認の可能性

が高い。遺構の時期は、遺物から3a期と考える。
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溝跡（図212.213)

古代に属する溝は、G・H区から検出してい

る。番号をつけた溝跡は7条あるが、接続関係

を考慮すると4条となる。また、このうちG

41-G205を除く3条は付け替えなど何らかの関

係があると考える。

G区の最も北に位置する遺構であるG41は、

北端が調査区の北壁に接し、2ヶ所を中世の溝

に切られるが､G205に接続して調査区の東壁に

抜ける。途中東西方向の溝と交差しているが、

切り合いは見られず一連の遺構と考えた。埋土

は粘質の強いシルトであるが、流水の痕跡は見

られなかった。底面レベルは南側が低くなって

おり、流水があった場合は北から南へ水が流れ

たものと思われる。なおG205は、調査の最終段

階でGⅥ層を掘削中に検出したため別番号に

なっているが、同じ溝とみてよい。遺物から3

期の遺構と考える。

G41-G205の南には、多数の中世溝に切られ

る大溝G201がある｡重竹遺跡B地点の調査にお

いて検出された古代の大溝SD37の続きと考え

られ、溝の断面形状や最下層の粗い砂から須恵

器等の遺物が多量に出土したことなど、共通点

は多い。この溝跡はHC56グリッド付近から始

まると考えられるが、中世の溝跡に切られてい

るため正確な位置は不明である。その後G区の

中央を南北軸にそって進み、HB63-64グリッド

付近で束に向きを変え調査区外に|可かってい

る。調査区外を南に向かった後、G区の南東角

から検出したG617に接続し､H北調査区のH4

に続くと考える。G617-H4ともに埋土がG201

と酷似しており、最下層の粗砂層も存在してい

る。また、G617から出土した須恵器の髪（図

282：1525）が、G201出土のものと接合した。

H4はこのまま調査区の南へ抜けるが、その先

は旧長良川の段丘崖になっており、その後段丘

崖に沿って続くのか、旧長良川に合流するのか

G41重竹遺跡

B地点SD37

卜

ロ
ロ

〔
竺
（
ロ 05

唄
門

傘 q1lII1c

G201

,P'

＃

u川I
11

,Mト’

、

１
１
１検出した古代〉

華
再

推定した古代溝のキ妾続関係

三一G617

切り合い未確認

蚤葬

H4

点

0 20m

図212G．H区の古代溝とその接続関係

S=17700)

号
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G205

B
56200－

G41

A

56．200－

A1 日

①

10YR3/3

10YR2/3

10YR2/3

暗褐色シルト、粘質

黒褐色シルト、粘質が強い、基盤層士が混入

黒褐色シルト、粘質は最も強い、基盤層土が層全体に

多量に混入(G761）

①
②
③

①I0YR2/3黒褐色シルト、粘質が強い、
土師器片混入

G201

55，00－2
C,

①
②
③

黒褐色シルト、やや粘質(G441）

黒褐色シルト、粘質、小レキが混入(;2:iii

暗褐色シルト、粘質、小レキが混入cwn

lOYR3/2

10YR2/3

1()YR3/3

<G201＞

④10YR2/3

⑤10YR2/2

⑥liiYKi:)

⑦10YR3/4
③l0YR3/4

黒褐色シルト、やや粘質

黒褐色シルト、粘質、レキが混入

にぶい黄褐色シルト、粘質

暗褐色シルト、じゃりが多量に混入

暗褐色シルト、粘質強い、基盤層土粒が混入(;:!

D，

55700-口

暗褐色シルト、基盤層土が多量に混入、しまり悪い

暗褐色シルト、炭化物が混入、しまり悪い

褐色シルト、基盤層土に酷似、しまり悪い
暗褐色シルト、径1cm程度の砂利が混入、しまり悪
い

暗褐色シルト、基盤層土が多量に混入、しまりあり

⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

10YR3/4

10YR3/3

10YR4/6

l()YR3/3

10YR3/3

やや粘質(G441）

しまりよし(G569）

基盤層土が少量混入、しまりよし

土師器片・炭化物が少量混入、しま

①10YR3/2

②lOYR3/3

③10YR3/4
<G201〉

④lOYR3/3

黒褐色シルト、

略褐色シルト、

暗褐色シルト、

暗褐色シルト、

りよし

H3・H4

③－E' 55.400－E

G617

E
55､400－

Ｐ
一

①
②
③

暗褐色シルト、しまり悪い

暗褐色シルト、砂利が多量に混入

黒褐色粘土、粘質強い、マンガン斑沈着、

基盤層七との境界不明瞭iGIV;

lOYR3/4

10YR3/4
10YR2/3

<H3＞

①10YR2/2黒褐色シルト、弱粘質
②10YR3/3暗褐色シルト、基盤層土ブロックが混入
③10YR2/3黒褐色シルト
<H4>

④10YR3/3暗褐色シルト、やや粘質、径1cm程度のレキが混入
⑤10YR2/3黒褐色粘土
⑥10YR2/2黒褐色粘土

⑦10YR3/2黒褐色粘土
⑧10YR3/1黒褐色粘土

⑨10YR4/4褐色シルト、しまりが悪い
⑩砂レキ層、鉄分沈着、しまりよし

H7
９（
ロ

55500-且

1m0

黒褐色シルト、焼土混入

黒褐色粘土、ややしまりよし

暗褐色シルト、弱粘質、基盤層土粒が混入

にぶい黄褐色シルト、基盤層土粒と③が混じり合う

図213古代溝跡遺構図(S=1740)

①10YR3/2

②l0YR2/2

③lOYR3/3
④l0YR4/3
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については不明である。ただし、同じ段丘崖際にあるH区南調査区からは、続きと考えられる溝を検

出していない。H7は、調査当初H4より古い溝跡であり、H4に付け替えが行われたと考えていた

が、2段に掘り込んだ断面形状がH4より明らかに新しいH3と酷似していることや粗砂層が見られ

ないことから、H4よりH7の方が新しい可能性がある。H4．H7が切り合う付近は、H1・H5

という中世の溝跡が存在し、切り合いの確認ができなかった。H3-H7の新旧関係は不明であるが、

切り合いからG201の次に設置されたことが分っている溝跡G203(遺物なし、時期不明）と関係した

付け替えの溝であった可能性がある。

重竹遺跡B地点のSD37について、農業用水の可能性が指摘されているが､今回の調査では古代の水

田層を確認できなかった。今回の調査によって、周辺で最も地形が高くなっている重竹遺跡B地点が

立地する旧長良川の自然堤防の端に沿うように、この大溝が設置されていると考えられ、やや低くな

るこの溝の東側に水を供給していたとしても不思議ではない。ただし、E区からF区にかけて東西に

調査を行ったが、水田に利用可能な湿地の存在を確認することはできなかった。したがって、G区の

東側に水田に適した地形が広がっていたかについては若干疑問が残る。今後周辺を調査する際には、

十分留意する必要があるだろう。

出土遺物は、7世紀後半から15世紀後半に至るまで幅広い時期のものがある。中世の遺物、特に15

世紀代のものについては、溝跡の切り合いが激しく、遺構掘削作業の段階で埋土の誤認による取り上

げが行われた結果と考える。これは5e期～6期前半の遺物が混入しておらず、6期後半の遺物が増

加することに表われている。この時期の溝が古代とした溝と多く切り合っていることも調査結果とし

て存在する。特に中世遺物が多いH3は、5c期までのものまで混入がみられる。おそらくこの大溝

は付け替えが行われながら、中世前期の段階まで溝が機能していた、あるいは跡として残っていたも

のと考える。

表40古代溝跡一覧表

遺構名 グリッド 幅(m) 深さm

F584GB23 0．20 0．08

G41 HB53-57 1.05 0.22

G205HB57 1.05 0.38

G201 HB-HC59-64 2．48 0.40

G617HC71-74 (151.60） 0．38

H7 HC-HD77-79 2．25 0．62

H4 HC76-82 (3.40） 0．44

H3 HC79-81 2.70 0．48

主軸

N22．5E

N87E

N87E

N87E

N17E

N6.5W

N4．5E

断面形

A

A

A

溝跡の接続関係

G205

G41

G617？？・

重竹遺跡B地点

SD37？

G201？．H4？

G617？

推定時期

4期

3期

3期

3期～5b期

3期～5b期

3b期～4期

3期～3b期

4期？～5c期

備 考

須恵器・白査の細片が出土

している

3期と考えるが白査系陶器

が混入する

古代大溝、遺物から中世前

期まで存続していた可能性
がある。

H3と同時期の存在してい

た可能性がある（溝が二股

になっていた)。

H3-H4・H7のうちで最も

中世遺物が多い。5期の溝
の可能‘性あり。H7と同時期
の可能′性がある。

1）中世の掘立柱建物跡としたSH47・SH48から出土した遺物の大半は3期のものである。しかしSH48の柱穴F109

が、中世の土坑F110を切っているため、中世と判断するに至った。これに近接するSH47も遺物から中世と判断

したが、この2棟は、柱間が他の中世の掘立柱建物跡より極端に短い点や、SH48と古代としたSH46の柱間がほ

ぼ同じ規格であることなど、特徴的な様相を呈している。したがって1．2とあげた判断基準は、傍証に過ぎず、
中世段階の掘立柱建物跡である可能性を以前残しているといえる。

2）重竹遺跡B地点では、8世紀の古い段階に属する、3間×5間の掘立柱建物跡(第59号掘立柱建物吐)を検出した。
この建物は梁行の柱間の方が短く、SH44～46の東西を梁と考えた場合と符合する。
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第1節1期の遺構

1期に属する遺構はD区西調査区から検出した溝跡D420.,476のみである。しかし、F区中央調

査区の地山確認トレンチ内から縄文時代早期に属する遺物が出土したため、合わせて記述した。以下

に詳細を述べる。

地山確認トレンチ（図214)

試掘確認調査の段階で､IV層が無遺物層であることを確認していたが、F122周辺のピット埋土を掘

削中に遺構の壁面から縄文時代早期の押型文土器を検出したため、F区調査の最終段階に2m×9m

のトレンチを設置し、人力による掘削を行った。上面が遺構検出面となる①層は、細砂～中砂からな

るしまりの良い砂層であり、この層を除去するとやや粘質のシルト層（②、③層）になる。遺物はこ

の②層と③層の境目から検出した。土器は1カ所に固まって出土し、ほとんどローリングを受けてお

らず、保存状態は良好であった。破片数34点であるが、個体数は2～3個体程度である。ただし、ほ

とんど接合はしない細片の状態であった。石器は多くが土器の西側から出土し、集中する一角も存在

する。加工あるいは使用痕があるものが8点、加工のないものが4点出土した（図292,293：

2048～2055)。チップ°のような細片はなく石器を製作していた痕跡はない。石材はチャートと下呂石が

みられた。③層上面には遺構らしき掘り込みは確認できなかったが、②層と③層の区別が困難である

ことを考えると、遺構が存在していた可能性もある。面的な出土状況から考えて、③層上面が早期の

遺構面であり、何らかの活動が行われた後、旧長良川の氾濫によって短期間に埋没したものと考える。

おそらく旧長良川の自然堤防が形成される段階であろう。当時期の遺構面は面的に広がる可能'性があ

るが、多数のトレンチ･遺構掘削にもかかわらず、遺物が出土したのはこの一角のみであった。なお、

①層については他の調査区にはない堆積であり、西側のF区西調査区ではさらに粗い砂層の堆積がみ

られる。これらの層が自然堤防を形成する堆積の上層になると考える。

D420．D476(図215)

D区西調査区の東壁に沿って検出した。当調査区は、中位段丘と低位段丘を分ける段丘崖のすぐ西

側に位置し、D420はこの段丘崖に沿うように存在する。当調査区がある場所は、段丘崖を削平して造

成した宅地であり、調査区壁に沿って緩やかにカーブする河道が旧地形の段丘崖を表していると考え

る。溝の幅は、今回検出した最も広い部分で4m弱であるが、これは溝跡の半分程度でしかなく、か

なり規模の大きな遺構と考える。底面レベルは南側の方が低く、流水時は南に向かって流れたと考え

る。検出した層はIV層上面であり、上層にはⅢ層が堆積している。今回唯一111層下から検出した遺構

と言える。ただしⅢ層中には遺物の包含はみられなかった。埋土は最下層の砂レキ層を除いて粘質の

ある黒色あるいは黒褐色の土であり、最下層に近づくほど砂が多く混入する。埋没は、自然堆積によ

るものと考えられる。土器は、深鉢(図285：1575)が、今回検出した範囲のほぼ中央付近で、やや岸

に寄った部分の最下層砂層中からまとまって出土した。石器は、石鍬と分類した石器が流路に散在す
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るような状況でやはり砂層中より出土している(図295,296:2070,2073～2076,2078～2080)。この

溝跡は、断面形が肩から底面までなだらかにつながる様相から自然流路かもしれない。同期の遺構が

他には存在しない点や大量の石鍬がこの溝から出土した点など、′性格については今後検討を要する。

D476は、D420に切られる遺構であるため、弥生前期以前のものと考える。溝跡と考えるが、遺物の

出土はなく詳細は不明である。

第2節2期の遺構

溝跡とピットがある。いずれも7世紀代と考えられる坪身A類が出土している。重竹遺跡B地点で

は、7世紀後葉の竪穴住居跡が8世紀代の住居跡と重なって多数検出されているが、7世紀前葉まで

降るものはない。今回の調査でも7世紀後葉から8世紀前半と考えられる住居跡を検出しているが、

F635から出土した須恵器が7世紀後葉でもやや古手であるため､時期を区分するためにあえて2期に

分類した。

溝跡F635は、F区北調査区の竪穴住居跡F529の南東から検出した。主軸が東から見て若干北に傾

く東西溝である。非常に浅く細い溝であり、他の中世の溝とは様相が異なる。遺物は、7世紀後葉の

杯身A類が1点出土したのみである（図285：1579)。この溝跡の周囲にはF635と直交する溝跡F

625-F635.F651)が集まっており、断面形状や堆積もよく似ている。遺物の出土はないが同時期の

可能‘性が高い。同時期の遺構が他にはないため、遺構の性格は不明であるが、調査区外にこの時期の

集落があった可能性は考えたい。（図216）

ピットG530は､G区ビット列とした遺構による区画で､道路と推定した空白部分の東側に密集する、

ピット群の1基としてHC66グリッドから検出した。遺構は、2段に掘り込まれており、その埋士の

境目から坪身A類が口縁を上に向けて入れられていた（図285：1578)。周囲のピット群は、G区ピッ

ト列とした遺構より古いと考える溝跡G315に切られるものが多く、G区ビット列には含まれないと考

えられ、G530と同時期の遺構である可能‘性がある。遺構の'性格は不明である。

表41古代以前の溝跡一覧表

遺構名 グリッド 幅(m 深さ(m) 主軸 断面形 推定時期 備考

D420EB-EF15-20 2．46 0．78 N45W B 1期（弥生前期）

D476EB20 (0.76） 0.27 N42.5W A 1期（弥生前期） 遺物なし、D420より古い

F635F0-FP21 0．33 0．10 N16E A 2期（7世紀後半） 須恵器坪身A類出土

F625FO-FP20-21 0．45 0.18 N68.5W B 2期（7世紀後半）
須恵器の細片のみだが、周辺の

細い溝は古代の可能'性が高い

F642F021 0．36 0.06 N71W E 2期（7世紀後半）
遺物ないが､F625等周囲の溝跡
に似る

F651FN21 0．40 0.03 N73.5W A 2期（7世紀後半） 遺物なし、F625に接続

F892FP21 0．36 0.19 N75.5W A 2期（7世紀後半） 遺物なし、F625等と関係か
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10YR3/2

7．5YR3/2

黒色シルト、やや粘質

黒褐色シルト、割合均質

黒褐色シルト、やや砂質

黒褐色砂、レキが混入

黒褐色シルト、径1cm程度の基盤層十zブ

ロックが混入、しまりよし(D476）

7.5YR2/l

lOYR2/2

7.SYR5/1

10YR3/1

10YR3/2

黒色シルト、粘質、割合均質、ややしまりよし

黒褐色シルト、粘質、割合均質、③より粘質弱い

黒褐色粘土、径1cm以下の鉄斑、遺構の肩付近に径1

cm以下の基盤層士ブロックが少量混入

黒褐色シルト、細砂混入

黒褐色砂レキ、径数crn以下の亜角・亜円レキが混入、

砂は中～細砂
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図215D420溝跡遺構図（平面図;S=1/200、層位図;S=1750、遺物は不同）
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図216古墳時代後期の遺構遺構図(平面図:S=17100、層位図:S=1720．S=1740)



地区 遺構名
齢
鋤 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
』
深
伽 属′性 備考

A A109 P BC3 0．33 0．31 0．40 A，b，ア,－，ii，a SH4

A A110 P BC3 0 23 0 23 0 10 A a ？，－，i

A A111 P BD3 0 19 0 19 0 17 A a ？，－，i SH4

A A113 P BB2 0 27 0 25 0 22 A a ？，－，i

A A117 P AOO－1 0 32 0 28 0 15 B a イ，，
．
’

A A118 P APO 0 48 0 40 0 22 A a イ9ツ
。
ｑ
■
＆ SA9

A A119 P APO 0 19 0 15 0 19 A a ？，－，i

A A120 P APO 0 19 0 19 0 21 A a ?，－，i，－

A A121 P APO 0 17 0 17 0 12 A a ？9－ヮ1，－

A A122 P APO 0 30 0 20 0 22 A b ？，－，i，－

A A124 P AT1-2 0 25 0 23 0 15 A a イ，－，iii,－ SH3

A A125 P AT2 0 20 0 20 0 16 A a ？，－，i

A A126 P AT2 0 20 0 20 0 20 A a ？，－，i’一

A A127 P AT2 0 24 0 11 0 22 A b ア,－，iii,－ SH3

A A128 P AT2 0 18 0 18 0 09 A a ？，－，i

A A129 P AT2 0 24 0 22 0 18 A a イツ，
●
Ｉ
■
且 SH3

A A130 P AS1－2 0 21 0 20 0 18 A a イ，111,ii，f SH3

A A131 P AS2 0 29 0 26 0 21 A a イ，111,ii，f SH3

A A132 P AS2 0 37 0 37 0 34 A a ア，II，i

A A135 P AS3 0 32 0 24 0 18 B b ア，ツ
母
。
■
且

A A136 P AS4 0 53 0 43 0 44 A a ア,－，i，－ SH1

A A137 P AS4 0 80 0 48 0 47 A b ア，II，iii,－ SH1

A A139 P AS5 0 23 0 22 0 09 A b ？，－，i’一

A A140 P AS5 0 39 0 32 0 45 A b ア9－91，－

A Al41 P AS5 0 43 0 32 0 40 A a イ，， ii･C SH1

A A142 P AS5 0 23 0 22 0 21 A a ？，－，i，－

A A143 P AS5 0 44 0 36 0 48 A a イ，－，i

A A145 P AT4 0 44 0 34 0 25 A a ア，II，i SA1

A A146 P BA6 0 11 0 11 0 23 A a ？，－，i，一 溝で消失

A A147 P AS2 0 20 0 20 0 21 A a ？，－，i

A A148 P AS2 0 21 0 21 0 14 A a ？，－，i，－

A A150 P APO (036） (012） 0 66 A a ア,－，i，－

A Al51 P AP1 0 28 0 24 0 29 A b イツ，
●
屯
Ⅱ
＆

A A152 P AP1 0 20 0 20 0 22 A a イ，，
。
１

A A156 P AO1 0 23 0 22 0 03 A a ?，－，i，－

A Al57 P AQ3－4 0 28 0 28 0 09 A a ?，－，i，－ SH5

A A158 P AQ4 0 27 0 27 0 17 A a ?，－，i

A A159 P AQ4 0 23 0 23 0 13 A b ？，－，i，－

A A160 P AQ4 0 48 0 36 0 45 A a イ，ツ ii、a SH7

A A161 P AQ4 0 29 0 28 0 48 A a アワーッ119 b

A A162 P AQ4 0 25 0 25 0 20 A a ？，－，i，－

A A164 P AQ4 0 42 (035） 0 44 A a イ，－，iii,－ SH2

A A165 P AQ4 0 16 0 16 0 05 A a イ，－，i

A A166 P AR4 0 28 0 27 0 44 A a ア’－911， f

A A167 P AR4 0 19 0 17 0 05 A a ?，－，i，－

A A168 P AR4 0 19 0 18 0 07 A a ?，－，i

A A169 P AR4 0 20 0 20 0 04 A a ?，－，i

A Al70 P AQ5 0 47 0 36 0 38 A b ア
●●合

’一’1119一

A A171 P AQ5 0 27 (021） 0 40 A a イ，ウ
⑪
。
■
且

A Al72 P AOO 0 32 0 25 0 27 A a イワ7
Ｇ
ｄ
■
且

A A173 P APO 0 29 0 20 0 29 A b ？，－，i，－ SA9

A A175 P AOO－1 0 12 0 12 0 05 A a ?，－，i，－

A A181 P AO1 0 20 0 16 0 03 A a ？，－，i

A A182 P AO1 0 20 0 20 0 04 A a ？，－，i’一

A A183 P AO1 0 15 0 15 0 03 A b ?，－，i，－

A A186 P AO1 0 15 0 14 0 18 A a ？，－，i

A A187 P AO1 0 18 0 16 0 17 A b ?，－，i，－

A A189 P AQO-1 0 28 0 22 0 24 A a ア,－，i，－

A A190 P AQ1 0 36 0 28 0 11 A b ア
●■●

ウーッ1119－

A A192 P AP1 0 31 0 30 0 61 A a イ，－，iii,－

A A194 P AS2 0 11 0 11 0 23 A a ?，－，i，－

A Al95 P AS2-3 0 21 0 18 0 07 A a ？，－，i’一

A A196 P AS3 0 11 0 11 0 22 A a ?，－，i’一

A A197 P AS3 0 16 0 15 0 08 A a ?，－，i’一

A A198 P AS3 0 14 0 14 0 20 A a ?，－，i，－

A A199 P AP1 0 12 0 12 0 23 A a ?，－，i’一

A A202 P AP1 0 40 0 30 0 34 A b イ，－，iii,－

A A204 P AQO－1 0 28 0 22 0 10 A b ？，－，i

A A205 P AQO－1 0 38 0 37 0 18 A a イ，，
申
ｇ
■
且

A A207 P AQ4 0 30 0 26 0 18 A a イワ？
告
口
■
且

A A208 P AQ4 0 34 0 26 0 35 A a ア，， ii･f SA5

A A210 P AQ5 0 24 0 24 0 09 A a ？，－，i

A A212 P AQ4 0 32 0 29 0 05 A a イ，，
●
一
画
■
■ SH10

A A218 P AR4 0 27 0 27 0 10 A a ？，－，i’一

A A219 P AR4 0 48 (014） 0 37 7岳 a 77？？■Q■Q･Q･ SH10

A A220 P AR4 0 25 0 25 0 08 A a ？，－，i，－

A A221 P AR4 0 25 0 24 0 38 A a ア 9，
●
。
■
且

A A222 P AR4 0 68 0 60 0 41 A b イ，－，iii,－ SH1

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽
属性 備考

A A5 P BD3 0．77 0．52 0．55 A、b、ア7－911ゥ f

A A6 P BD2 0 36 0 32 0 48 A a，ア
●●■

9－91119－

A A7 P BD2 0 19 0 18 0 17 A a‐？ ツー’19一

A A8 P BD2 0 25 0 24 0 12 A a，？，－，i

A A9 P BD2 0 32 0 28 0 22 A a ア,－，i’一

A A12 P BC2 0 56 0 48 0 53 A a・ア
e●｡

ワーッ111ツー SH9

A A14 P AQ1 0 40 0 36 0 32 A b，ア,－，ii，e

A A15 P AQ1 0 56 0 54 0 31 A a，イ，－，iii,－

A A16 P AP1 0 32 0 28 0 34 A a，ア，111,ii a

A Al7 P AP1 0 14 0 14 0 21 A a，？，－，i，－

A A18 P AP1 0 28 0 25 0 40 A b，ア,－，i，－

A A19 P AP1 0 24 0 21 0 28 A b，ア,－，ii，b

A A20 P APO 0 20 0 20 0 29 A a，？，－，i

A A22 P APO 1 00 0 96 0 22 A b，イ，－，iii,－ SA9

A A23 P BD3 0 39 0 24 0 20 A C，？，－，i

A A24 P BD3 0 24 0 23 0 24 A a・ウ
●｡、

ワーヲ111，一

A A25 P BD3 0 36 0 28 0 43 A b，ア,－，ii，b SH4

A A26 P BE2 0 28 0 26 0 16 A a，イ ワワ
。
白
日
且 SA11

A A27 P BC3 0 42 0 36 0 60 A b，ア,－，iii,－

A A28 P BB3 0 33 0 32 0 45 A b，ア,－，i SH4

A A29 P BB2－3 0 40 0 37 0 19 A b，？，－，iii,－

A A30 P BB－BC2 0 41 0 38 0 46 A a，ア,－，ii，f SH9

A A31 P BB2 0 23 0 22 0 35 A a，ア,－，iii,－

A A32 P BC2 0 30 0 29 0 04 A a，？，－，i，－

A A36 P AP1 0 28 0 26 0 39 A a，イ ツ9
●
■
Ⅱ
▲

A A37 P BA4 0 47 0 31 0 12 A a，？，－，i，－

A A41 P BB2 0 70 0 45 0 45 A c・アツー91】ッ b SH9

A A43 P BB2 0 17 0 16 0 05 A a，？，－，i’一

A A44 P BB2 0 20 0 19 0 34 A b，？，－，i’一

A A45 P BC2 0 31 0 28 0 36 A a，イ ，，
●
。
■
且 SH9

A A46 P AP1 0 38 0 32 0 46 A b，ァ,－，ii，a SA11

A A48 P AP1 0 32 0 28 7
台 b 77ツ。ワ。，

77
．ワ｡

A A49 P AP1 0 20 0 15 0．10 A b，？，－，i，－

A A50 P AP1 0 20 0 20 0 13 A b，？，－，i，－

A A53 P AP1 0 30 0 30 0 08 A b，？，－，i，－ SH6

A A54 P AP1 0 36 0 27 0 31 A b，イ ，，
●
釘
Ⅱ
凸

A A56 P AP1 0 36 0 34 0 31 A b，アワーッ119 a

A A57 P AP1 0 33 0 29 0 49 A b，イ 7ツ
、
旬
日
凸

A A58 P AP1 0 21 0 21 0 30 A a，？，－，i

A A59 P APl 0 32 0 26 0 33 A a，イ ，ツ ii･a

A A60 P AP1 0 24 0 23 0 17 A a，？，－，i’一 SH6

A A64 P AP－AQ1 0 50 0 20 0 20 A b，？，－，i，－

A A65 P AT3 0 16 0 16 0 15 A a，？，－，i，－ 溝で消失

A A66 P AT3 0 15 0 15 0 17 A a，？，－，i 溝で消失

A A67 P AT3 0 12 0 12 0 14 A a，？，－，i’一 溝で消失

A A70 P BA3 0 35 0 34 0 15 A a ？，－，i’一

A A71 P AT4 0 15 0 15 0 12 A a，？，－，i’一 溝で消失

A A72 P AT4 0 16 0 15 0 15 A a，？，－，i，－ 溝で消失

A A73 P AT4 0 08 0 08 0 03 A a，？，－，i’一 溝で消失

A A74 P AT4 0 12 0 11 0 23 A a ？，－，i’一 溝で消失

A A75 P AT4 0 10 0 10 0 08 A a，？，－，i 溝で消失

A A76 P AT5 0 13 0 12 0 11 A a ？，－，i’一 溝で消失

A A77 P AT5 0 15 0 11 0 18 A a‐？ ，－．91，－ 溝で消失

A A78 P AT5 0 10 0 09 0 16 A a，？，－，i 溝で消失

A A79 P AT5 0 24 0 24 0 10 A a，？，－，i 溝で消失

A A80 P BA5 0 47 0 43 0 04 A b，？，－，i，－

A A82 P AS5 (060） 0 56 0 23 A a，イ ，，
①
．
■
■
▲ SH1

A A81 P BA5 0 73 0 40 0 10 A b，ウ，－，ii，c

A A83 P AS5 0 24 0 23 0 13 A a イ，－，iii,－

A A84 P BC3 0．32 0．32 0．35 ？，a，？，－， 77．9｡
記録なし
SAl5

A A85 P BC－BD3 0．30 0．28 0．43 A，a，ア,－，ii，a SH4

A A86 P BC3 0 82 0 52 0 05 A b ？，－，i，－ SH9

A A88 P BE3 (032） 0 28 0 32 A a イワ，
●
■
■
且 SAl5

A A89 P BE3 0 36 0 32 0 06 ？■ a ？‐？ ？？・，。

A A90 P BE3 0 24 (016） 0 18 A a イ，－，i SA11

A A91 P BE3 0 34 0 26 0 29 A a アツー9119 b

A A92 P BE2 0 31 (019） 0 22 A a イツ，
①
■
Ｈ
Ｌ SA10

A A93 P BE2 0 12 0 12 0 09 A a ？，－，i，－ SA15

A A94 P BE2 0 35 0 22 0 26 A b イ，II，ii，b SA11

A A95 P BE2 0 23 0 21 0 46 A b ア’－911， f SA10

A A97 P BD－BE2 0 16 0 15 0 11 A a ？，－，i，－

A A98 P BB2 0 20 0 18 0 20 A a ？，－，i，－

A A99 P BB2 0 30 0 22 0 21 A b ？，－，i’一

A A101 P AO－APO 0 34 0 30 0 45 A a ウ，－，i，－

A A102 P AP1 0 28 0 24 0 73 A a ア，－，iii,－

A A104 P APO 0 52 0 44 0 31 A C ア
●●●

’一9111，－

A A106 P APO 0 43 0 34 0 31 A b イ，， ii･e

A A108 P APO 0 22 0 21 0 10 A a ？，－，i’一



地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
〕
深
い 属‘性 備考

A A224 P AR5 0．24 0．23 0．27 A，a，イ ，ワ
甲
一
面
日
込

A A225 P AR5 0．44 (0.37） 0．43 A a イ9， ii･C SH1

A A226 P AR5 0 36 0 34 0．24 A a イ，－，i

A A227 P AR5 0 25 0 25 0．10 A a ？，－，i，－ SA7

A A228 P AR5 0 15 0 14 0 03 A a ？，－，i，－

A A229 P AR5 0 50 0 47 0 49 A a イ，－，i

A A230 P AR5 0 28 0 28 0 24 A a イ，－，i SH1

A A233 P AR5 (032） 0 28 0 29 A b イ9ツ
●
で
Ⅱ
▲ SA7

A A235 P AR6 0 28 0 28 0 23 A a ?，－，i，－

A A236 P AR4 0 58 0 46 0 48 A b イ，－，iii

A A237 P AR4 (046） 0 39 0 53 A a イ？，
。
ｄ
■
且 SH7

A A238 P AR4 0 32 0 20 0 32 A b ア，？
●
勺
Ⅱ
且

A A244 P AR4 0 39 0 29 0 14 A a イ，－，i SA3

A A248 P AQ6 0 26 0 26 0 15 A a ?，－，i，－ SA8

A A250 P AQ6 0 40 0 40 0 03 A b ?，－，i

A A251 P AQ6 0 45 0 43 0 69 A a ア,－，i，－

A A252 P AQ6 0 29 0 29 0 11 A a ？，－，i，－ SA8

A A254 P AQ6 0 30 0 30 0 08 A a ?，－，i

A A256 P AQ6 0 23 0 23 0 06 A a ？，－，i SA8

A A258 P AQ7 0 37 0 24 0 23 A b イ，ワ
●
君
■
４

A A259 P AQ6 0 21 0 21 0 10 A b ？，－，i

A A260 P AQ6 0 42 0 40 0 30 A a イ?ツ ii･f SA5

A A261 P AT7 0 38 0 30 0 12 A b ？，－，i，－

A A262 P AT7 0 46 0 40 0 15 A a ？，－，i，－

A A264 P AQ1 0 65 (039） 0 25 A b ウ
●｡●

，一ヮ111ツー SH6

A A265 P AQ1 0 17 0 16 0 16 A a ？，－，i，－

A A266 P AQ1 0 15 0 15 0 03 A a ？ツー91ツー

A A269 P AQ1 0 20 0 19 0 11 A b ？，－，i

A A272 P AQ1 0 47 0 44 0 25 A a イ，，
●
ぜ
Ⅱ
込 SH6

A A273 P AQ1 0 18 0 18 0 08 A b ？，－，i，－

A A275 P AQ2 0 24 0 20 0 32 A a イ，，
。
利
０
ユ

A A276 P AP1 0 36 0 28 0 32 A a イツ，
●
勺
Ⅱ
品

A A278 P AP1 0 23 0 18 0 10 A b ？，－，i，－

A A279 P AP1 0 14 0 13 0 14 A b ？，－，i，－

A A280 P AP1 0 31 (016） 0 30 A b ウ，－，i，－

A A281 P AQ1 0 43 0 42 0 55 A a ア．I･ii、C

A A282 P AQl 0 40 0 36 0 31 A a ウ，－，iii,－

A A283 P AQ1 0 43 0 38 0 12 A a ウ
●■●

，－91119－

A A284 P AQ－ARO 0 28 0 20 0 20 A b ？，－，i，－

A A286 P AS2 0 23 0 23 0 13 A a ？，－，i，－

A A288 P AS3 0 24 0 24 0 19 A a ？，－，i，－

A A289 P AS3 0 21 0 20 0 19 A a ？，－，i’一

A A294 P AR5 0 30 0 18 0 23 A b ？，－，i，－

A A295 P AQ6 0 28 0 24 0 19 A a ア，ーシ1ﾜー SA4

A A296 P AQ－AR6 0 29 0 28 0 21 A a ア,－，i，－ SA4

A A297 P AQ7 0 34 0 29 0 33 A a イ，－，ii a

A A301 P AS7 0 46 0 38 0 30 A a イ，I，iii,－ SH1

A A302 P AQ－AR2 0 40 0 32 0 24 ？■ b 7777・ツ。’■，。 SH5

A A303 P AR2 0 33 0 33 0 21 A a ？，一，i’一 SH5

A A305 P AS－AT6 0 57 0 56 0 39 A a イ，II，ii，f SHl

A A306 P AT6 0 18 0 16 0 25 A a ?，－，i，－

A A307 P AT6 0 36 0 32 0 56 A a ア,－，i，－ SA2

A A308 P AT6-7 0 44 0 42 0 31 A a イ，11，ii a SH1

A A309 P AT7 0 27 0 25 0 20 A a ?，－，i，－ SA6

A A311 P AR6 0 29 0 24 0 10 A a ？，－，i

A A312 P AR6 0 16 0 16 0 21 A a ？，－，i

A A315 P AS6 0 55 0 40 0 04 A b ？，－，i，－

A A317 P AS6 0 48 0 48 0 33 A a ウ，－，i，－ SH1

A A319 P AS6 0 52 0 44 0 33 A b ウ，－，iii，－ SH1

A A320 P AQ2 (030） 0 28 0 19 A C イワ，
■
雲
、
Ⅱ
凸

A A321 P AQ2 0 20 0 18 0 24 A a イ，－，i

A A322 P AQ1－2 0 76 0 54 0 06 A b ？，－，i，－ SH6

A A324 P AQ1 0 23 0 23 0 17 A b ？，－，i

A A325 P AQl－2 0 51 0 49 0 32 A b イ，－，iii,－

A A326 P AQl 0 28 0 27 0 20 A a アシーツ119 f

A A327 P AR2 0．39 0．37 0．32
A，a，ア，I
f

？
｡’ 11

SH2

A A328 P AR2 0．20 0．20 0．23 A，a，？，－，i

A A329 P AR2 0 22 0 21 0 26 A a ？，－，i，－

A A330 P AR2 0 60 (047） 0 45 A a イ9， ii、a SH2

A A331 P AR2 (029） 0 27 0 40 ？■ a 7？？？
。，。ウoツ。

A A332 P AR2 0 44 0 36 0 41 A a アツ， ii･b

A A333 P AR2 (028） (019） 0 52 ？｡ a 7777｡ツ｡，。，。 SH8

A A334 P AR2 0 27 0 18 0 14 A b 7－。，， 1

A A335 P AR2 0 27 0 19 0 11 A a ？，－，i

A A336 P AR3 0 18 0 17 0 05 A a ？，－，i，－

A A337 P AQ3 0 37 0 32 0 23 A b ウ，－，ii，a

A A342 P AR3 0 27 0 20 0 23 A b 7－。，， 1

A A343 P AR3 0 14 0 13 0 26 A a ？，－，i，－

地区 遺構名
鱗
鋤 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

A A344 P AR3 0．44 0．39 0．28 A，a，イ，－，iii,－ SHlO

A A345 P AR3 (0.30） 0．34 0．45 A a ア’一，11ワ f SH2

A A346 P AR3 0．27 0 23 0 19 A a アツー，1ツー SH7

A A348 P AR3 (043） 0 43 0 20 A a ？，－，i，－ SH8

A A349 P AR3 0 41 (021） 0 39 A a イ，－，iii,－ SH7

A A350 P AR3 0 40 0 33 0 65 A a イ，－，iii,－ SH10

A A351 P AR3 0 37 0 35 0 49 B a ア,－，iii,－ SH2

A A352 P AR3－4 0 30 0 30 0 03 A a ？，－，i’一 SH5

A A353 P AQ3 0 52 0 32 0 14 A b イツ9
●
も
■
且

A A354 P AQ3 0 15 0 14 0 22 A a ？，－，i

A A355 P AQ3 (033） (043） 0 42 A a イ，－，i

A A356 P AQ－AR3 0 21 0 21 0 14 A a ？，－，i

A A357 P AQ3 0 19 0 18 0 40 A a ？，－，i

A A358 P AS5 0 58 0 53 0 52 7● a 77？。？。，。
？
ツ。 SH1

A A359 P AT5 0 32 0 31 0 27 A a イ，，
０
。
■
且 SA2

A A360 P AT5-6 0 44 0 40 0 61 A a ア,－，i，－ SA2

A A361 P AT6 0 20 0 19 0 06 A a ？，－，i

A A362 P AT6 0 25 0 22 0 29 7甲 a 7．， 77？。9．，｡ SA2

A A364 P AR2 0 24 0 20 0 36 A a ウ，9ii･a

A A365 P AR2 0 45 0 35 0 53 B a ア，－，i，－ SH8

A A366 P AR3 0 33 0 38 0 25 A a イ，－，ii a

A A367 P AR4 0 51 0 48 0 71 B a ア，－，ii，C SH8

A A368 P AR－AS3 0 30 0 24 0 10 A a ？，－，i，－

A A369 P AR3 0 23 0 23 0 10 A a ？，－，i，－

A A373 P AR－AS3 0 30 0 30 0 06 A a ？，－，i

A A374 P AR3 0 18 0 18 0 22 A a ？，－，i

A A375 P AR3 (030） 0 16 0 21 7昏 a 777－・ワ■？。， SH7

A A376 P AR3 0 58 0 37 0 40 A C イ，， ii･C SH2

A A377 P BD3 0 32 0 24 0 15 A b イ，ワ
、
１ A4内

A A378 P BD3 0 32 0 27 0 30 A a ウ，？
●
。
■
且

A A379 P BD3 0 28 0 20 0 18 ？｡ b 77？。，。9口
？
ウ。 SH4

A A381 P BD3 0 28 0 23 0 19 ？● b ？？77。，｡，巳，。 SH4

A A382 P BD2 0 15 0 15 0 23 A b ？，－，i

A A383 P BD2 0 18 0 18 0 09 A b ？，－，i，－

A A385 P AT1 0 23 0 23 0 25 A a ？
ロツ －919一

A A386 P AT2 0 22 0 22 0 21 A a ？，－，i

A A387 P AT2 0 35 0 34 0 24 A a イツウ
●
■
■
且

A A388 P AT2 0 16 0 16 0 20 A a ？，－，i，－

A A389 P AS2 0 38 0 32 0 11 A a ア,－，i，－ SH3

A A392 P AT3 0 44 0 20 0 17 A b ウ
■●●

ツー’1119－

A A393 P AT2 0 30 0 26 0 10 A a ？，－，i

A A394 P AS2 0 22 0 22 0 15 A a ？，－，i，－

A A397 P AT3 0 36 0 24 0 26 A b イ，－，iii,－

A A399 P AT3 0 32 0 32 0 11 A a ？，－，i，－

A A401 P AT3 0 40 0 39 0 19 A b ？，－，i

A A402 P AT4 0 42 0 38 0 05 A a ？，－，i

A A403 P AS－AT4 0 50 0 35 0 10 A b ？，－，i，－

A A404 P BA3 0 25 0 21 0 07 A C ？
ロ， 一919－

A A405 P BA3 0 17 0 16 0 02 A b ？ロツ 一919一

A A410 P AS5 0 23 0 21 0 07 A b ？，－，i

A A412 P AT2 0 16 0 16 0 20 A a ？，－，i

A A413 P AT4 0 48 0 37 0 23 B b イ，－，iii SAl

A A415 P BE3 0 28 (027） 0 39 A a イ，－，ii a SA11

A A418 P AR6 0 40 0 24 0 21 A C ？，－，i，－ SA7

A A420 P AQ5 0 33 0 33 0 10 A a ？，－，i

A A339 P AR3 0 30 0 30 0 10 A a ？，－，i，－ SH5

A A340 P AQ－AR3 0 23 0 12 0 27 A a イツ？
■
一
面
■
且

A A341 P AR3 0 20 0 19 0 36 A a イ，，
●
．
■
■
巳

A A421 P AR6 0 26 0 18 0 05 A b ？，－，i

A A422 P AR6 0 46 0 28 0 27 A b ？，－，i

A A424 P AT1 0 26 0 25 0 24 A a ？，－，i

A A426 P AQ1 0 23 0 20 0 14 A a ？，－，i

A A427 P AQ－ARl 0 38 0 36 0 19 A a ウ
P｡●

ウーワ1119

A A428 P AT5 0 42 0 38 0 51 A a イ，， ii、f SAl

A A429 P AQ－AR1 0 46 0 40 0 37 A a ア，II，iii,－

A A431 P AQ1-2 (040） 0 44 0 22 A b イ，，
◆
。
■
＆

A A432 P AQ1-2 0 44 (036） 0 30 ？■ a 7777．，｡ﾜ｡，.

A A433 P AP1 0 15 0 14 0 06 A a ？，－，i

A A434 P AQl 0 65 0 62 0 51 A b ア ，，
甲
・
日
且

A A436 P AS3 0 19 0 18 0 18 A a ？，－，i

A A437 P AR1 0 25 0 17 0 10 A a ？，－，i，－

A A438 P AQ1 0 21 0 18 0 18 A a ？
■， －91ツー

A A439 P AS7 0 51 0 42 0 19 A a ウ
●岳■

’一9111？ SHl

A A440 P AS7 0 48 0 44 0 29 A a ウ，－，iii，－

A A441 P AQ1 0 15 0 13 0 10 A b ？，－，i

A A443 P BA4 0 20 0 18 0 09 A b ？，－，i

A A444 P AT3 0 30 0 22 0 09 A b ？，－，i

A A445 P AT2 0 28 0 28 0 14 A a ？，－，i



地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径
(、）
深さ
(、）
属性 備考

B B36 P BJ4 0．29 0.28 0.08 A，a，？，－，i

B B39 P BL4 0 30 0 24 0 10 A b ？，－，i

B B42 P BL4 0 50 0 42 0 14 A b ア，－，iii,一

B B44 P BL4 (033） 0 33 0 07 C a ？，－，i

B B46 P BL4 0 16 (010） 0 12 A b ？，－，i

B B47 P BL4 0 45 0 35 0 07 C b ？，－，i

B B48 P BL4 0 27 0 25 0 09 A a ？，－，i’一

B B50 P BM4 0 33 0 27 0 06 A a ？，－，i

B B51 P BM4 0 30 0 27 0 06 A a ?，－，i

B B54 P BL4 0 20 0 19 0 05 A a ?，－，i，－

B B55 P BL4 0 24 0 20 0 21 C a ?，－，i，－

B B56 P BL4 0 40 0 35 0 41 B b アヲ，
白
勺
Ⅱ
＆

B B57 P BL4 0 32 0 22 0 07 C a ?，－，i

B B58 P BL5 0 40 0 36 0 12 C b ？，－，i

B B59 P BM5 0 39 0 38 0 08 A b ？，－，i，－

B B61 P BM5 0 34 0 30 0 15 A b 7－。，， 1

B B65 P BM4 0 20 0 19 0 04 A a ？，一シ19一

B B66 P BM4 0 23 0 22 0 07 A a ？，－，i’一

B B67 P BN5 0 32 0 30 0 10 A a ？，－，i，－

B B68 P BN4 0 56 0 51 0 31 A a イ，II，ii e

B B71 P BO4 0 34 0 24 0 16 ？｡ a 77
．，。
？？
，．，。

B B73 P BN4 0 54 0 51 0 35 A a イ，，
●
令
■
ユ

B B74 P BN4 0 19 0 19 0 15 A a ？ツー917－

B B75 P BN4 0 29 0 21 0 07 A b ？，－，i，－

B B76 P BN4 0 28 0 27 0 09 ？● a ？｡， －91，一

B B84 P BO4 0 32 0 30 0 08 A a ？，－，i

B B87 P BP4 0 52 0 23 0 07 A a ？，－，i

B B88 P BP4－5 0 27 0 20 0 07 A b ？，－，i

B B90 P BP5 0 34 0 33 0 24 A a ？，－，i

B B91 P BP5 0 36 0 28 0 55 7｡ a 77・，。 7－9口，

B B92 P BP5 0 34 0 30 0 23 A a ？，－，i

B B93 P BP5 0 30 0 27 0 25 A a ？，－，i’一

B B94 P BQ5 0 50 0 23 0 21 A C ？，－，i

B B98 P BQ5 0 53 0 41 0 10 C b ？，－，i

B B103 P BR5 0 49 0 44 0 39 A a ア，II，iii，－

B BlO6 P BR5 0 40 0 29 0 23 A b ？，－，i

B B107 P BR5 0 35 0 30 0 23 A a ？，－，i

B BlO8 P BR－BS5 0 34 0 26 0 30 A b ア,－，ii，a

B B109 P BN5 0 26 0 24 0 06 A a ？，－，i

B B118 P BG3 0 26 (016） 0 21 A C ？，－，i

B Bll9 P BG3 0 26 0 22 0 26 A a ？，－，i’一

B Bl20 P BG3 0 25 0 23 0 38 A a ？，－，i，－

B B121 P BH3 (036） 0 36 0 10 A a ？，－，i

B B122 P BH3 0 57 0 42 0 24 A b ？，－，i

B B136 P BH5 0 47 0 36 0 28 A b ？，－，i’一

B B137 P BH5 0 42 (023） 0 40 A a ？，－，i’一

B Bl52 P BQ10 0 48 0 34 0 30 A a ウ,－，iii,－

B B154 P BQ9 0 49 0 46 0 29 A a イ，－，iii,－

B Bl55 P BQ9 0 52 0 46 0 65 A a イ，－，iii,－

B B156 P BQ9 0 22 0 20 0 14 A a ？，－，i

B Bl57 P BQ9 0 34 0 33 0 20 A a ？9－シ19－

B B158 P BQ9-10 0 47 (034） 0 30 A a イ，ヲ ii･a

B B159 P BQ9-10 0 56 0 44 0 49 B a イ，II，iii,－ SH14

B B161 P BQ9 0 30 0 29 0 07 C C ？，－，i，－

B B163 P BQ9 0 34 0 24 0 14 A b ？，－，i，－

B B164 P BQ10 0 39 0 36 0 31 A a イ，ツ ii･f

B B165 P BQ10 0 42 0 38 0 58 A a イ，－，iii,－ SH15

B B166 P BQ10 0 20 (018） 0 15 A a ？，－，i，－

B B168 P BQ10 0 66 0 58 0 50 A a ア．I
●ゆ■

，1119一 SH14

B B169 P BQ10 0 50 (038） A b ？。， I，？，？

B B170 P BQ10 0 52 0 55 0．62 A a イ，， ii、a

B B171 P BQ10 0 25 0 25 0 07 A b ？，－，i，－

B B172 P BQ10 0 35 (024） 0 25 A a イ，－，i

B Bl73 P BQ10 0 29 0 28 0 37 A a イ，， ii・a

B Bl74 P BQ10 (062） 0 63 0 32 A b イ，II，ii a

B Bl75 P BQlO 0 39 0 32 0 29 A b アワーヲ117 f SH16

B B176 P BQ10 0 46 0 38 0 50 A a ア9－，11サ b

B B177 P BQ10 (053） 0 40 0 32 A a ア，II，i’一 SH14

B B178 P BQ10 0 30 0 29 0 53 A a ア ツツ
●
一
回
Ｂ
二

B B181 P BP－BQ9 0 41 0 38 0 22 A a ア ワツ
●
勺
Ⅱ
且

B B183 P BP9 0 33 0 30 0 46 A a イ9ツ ii･f

B Bl84 P BP9 0 29 0 23 0 20 A a ？，－，i，－

B B185 P BQ9 (045） 0 43 0 32 A a イ？，
ひ
■
■
且

B B187 P BP10 0 65 0 50 0 42 A C ア
●■●

9－シ111，－ SH14･SH16

B B188 P BP10 0 43 0 36 0 55 A a ア,－，iii,－ SH15

B B189 P BQ10 0 70 (052） 0 60 A a ウ，－，ii，e

B B190 P BP10 0 66 0 45 0 63 A a ア，II，iii,－

B B191 P BP－BQlO 0 71 0 60 0 72 A a イツツ
①
召
Ⅱ
△

B B192 P BQ10 0 49 (036） 0 45 A a イウ，
■
旬
日
且

地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

A A447 P AP1 0．33 0．32 0.08 A，a，？，－，i，－ SH6

A A448 P APO-1 0 40 0 20 0 34 A b イ，－，iii,‐

A A449 P AT3 0 34 0 27 0 21 A b イ，－，iii,‐

A A450 P AT3 0 28 0 20 0 20 A a ？，－，i，－

A A452 P AT3 0 35 0 30 0 22 A b ？9－，1ワー

A A453 P AR4 0 79 0 33 0 36 A b アワーヲ17－ SH2

A A454 P AS2 0 19 0 17 0 16 A a ？，－，i，－

A A456 P AP1 0 26 0 25 0 17 A b イツ，
■
一
口
■
巳

A A457 P AS3 0 50 0 40 0 23 A b イ，ツ
●
口
Ⅱ
＆

A A458 P AS3 0 32 0 31 0 25 A a イ，－，i

A A459 P BD2 0 24 0 17 0 50 A C イ，－，i

A A460 P AQ-AR4 (040） 0 44 ？
●
C 7777
．，｡ツ。7．

A A461 P AP1 0 34 0 26 0．27 A a イ，－，ii，f

A A462 P APO 0 44 0 28 0 40 A a イ，－，i，－

A A463 P APO 0 24 0 20 0 10 A a イ，－，i

A A464 P APO (044） (028） 0 15 A b ア，－，i，－

A A466 P AS4 0 39 0 24 0 22 A b アツ9
●
。
■
且 SA3

A A467 P AS4 0 44 0 32 0 12 A b ？，－，i，－

A A468 P AS4 0 20 0 16 0 32 A b イ，，
●
口
■
且

A A469 P AS4 0 18 0 17 0 29 A a ？，－，i，－

A A470 P AS4 0 33 0 30 0 08 A a ?，－，i，－

A A471 P AR4 0 18 0 17 0 15 A b ?，－，i，－

A A472 P AQ5 0 30 0 28 0 23 A a ウ，ツ
●
ｑ
Ⅱ
＆

A A473 P AQ5 0 47 0 39 0 03 A a ?，－，i，－

A A474 P AQ5 0 30 0 27 0 34 A a ウ,－，i，－ SA5

A A475 P AS4 0 23 (016） 0 33 A a ア，－91，－ SA3

A A476 P AR5 0 26 0 20 0 24 A b ？，－，i，－

A A477 P AQ4－5 0 26 0 16 0 14 7■ b ？ 77・ワ。 ？
，。

A A478 P AQ5－6 0 27 0 25 0 29 7 a 7777．ツ｡ツロ，｡ SA5

A A479 P AQ5－6 0 25 0 20 0 28 A a ？，－，i SA4

A A480 P AR5 0 33 0 32 0 18 A a ？，－，i，－ SA7

A A481 P AQ4 0 24 0 23 0 14 A a ？，一，i’一 SA5

A A483 P AS－AT4 0 27 0 23 0 20 A a ？，－，i SA3

A A484 P AQ3 0 48 0 34 0 16 A b ？，－，i

A A485 P AQ6 0 24 0 23 0 25 A a ？，－，i，－

A A486 P AQ－AR6 0 20 0 20 0 08 A b ？，一，i SA4

A A487 P AQ2 0 49 0 24 0 08 A a イ，，
■
旬
日
▲

A A488 P AQO 0 64 0 48 0 15 A a ア
■●●

9－7111ワー

A A489 P AR－AS1 0 17 0 15 0 10 A b ？，－，i，－

A A490 P AS1 0 28 0 23 0 21 A a ？，－，i，－

A A493 P AS7 0 22 0 21 0 21 A a ？，－，i，－ SA6

A A494 P AR－AS6 0 28 0 27 0 24 A a ？，－，iii

A A495 P AS7 0 17 0 17 0 28 A a ？，－，i，－ SA6

A A497 P AQ5 0 27 0 27 0 17 A a ？，－，i，－

A A499 P AQ5 0 25 0 24 0 11 A a ？，－，i

A A500 P AR3 0 14 0 14 0 21 A a ？，－，i，－

A A501 P AQ－AR3 0 51 0 43 0 46 A a アツーヮlワー SH8

A A502 P AR3 0 25 0 22 0 14 A a ？，－，i，－

A A503 P AT2 0 24 0 24 0 24 A b ?，－，i，－

A A507 P AQ1 0 16 (011） A a 77？？・ワ。，・9。

A A505 P APO 0 20 0 20 0．26 A a ?，－，i，－

A A508 P AQl 135 1 12 0 38 ﾜツ ツヲ

A A509 P AQ7 0 51 0 44 0 39 A・a イ，－，ii a

A A510 P AQ7 0 33 0 27 0 46 A a ア,－，i，－

A A511 P AS5 0 32 0 25 0 26 A a ア,－，iii，－

B B3 P BJ3 0 51 0 31 0 09 A a アシーツ17－ SA12

B B4 P BJ3 0 39 0 39 0 07 A b ？，－，i，－

B B6 P BJ3 0 40 0 30 0 02 A C ア？，－，i，－ SAl2

B B7 P BK3 0 64 (028） 0 39 A b イツ， ii･C SA12

B B9 P BK4 1 19 0 45 0 52 A b ア，，
●
旬
日
且

B B10 P BK4 0 40 0 40 0 07 A a ?，－，i，－

B Bll P BK4 0 22 0 22 0 07 A
？
． ?，－，i，－

B B13 P BK3 0 36 0 20 0 17 A a ア，－，i，－ SAl2

B Bl4 P BK4 0 49 0 33 0 17 A C イ，－，ii a

B B15 P BK4 0 45 0 32 0 18 A a ア,－，i，－

B B16 P BK4 0 50 0 49 0 31 A a ?，－，i’一

B B19 P BK4 0 34 0 26 0 15 A b ?，－，i，－

B B20 P BK4 0 18 0 18 0 17 A b ？，－，i，－

B B21 P BK4 0 56 0 29 0 25 A C イ，11，ii a

B B22 P BK4 0 55 0 50 0 25 A b ウ，－，iii，－

B B24 P BJ－BK4 0 29 0 28 0 35 A a ?，－，i，－

B B26 P BK4 0 60 (035） 0 14 A a イ，－，iii,－

B B27 P BK4 0 48 0 44 0 52 B a イ，－，iii,－

B B28 P BK4 0 85 0 40 0 22 7句 a 7777．9。？｡，。

B B29 P BK4 0 29 (018） 0 22 A a ？，－，i，－

B B30 P BK4 0 44 0 24 0 18 A a ？，－，i，－

B B31 P BK4 0 28 0 22 0 04 A b ？，－，i，－

B B32 P BK－BL4 0 24 0 21 0 11 A a ？，－，i

B B34 P BK4 0 32 0 29 0 13 A a ？，－，i’一



地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
深さ

(、）
属性 備考

B Bl94 P BQ10 0．49 0．46 0．62 A，a，イ，II，iii,－ SH15

B B195 P BP－BQ10 0
FP

OO (046） 0 47 A a イ，， ii・a

B B196 P BP10 (038） 0 38 0 44 A a イワ， ii・f SH14

B Bl98 P BQ11 0 17 0 14 0 08 A a ？，－，i，－

B B199 P BP10 0 42 0 29 0 23 B C イ，－，iii,－

B B203 P BP10 0 37 0 34 7 A a ？，－，i

B B206 P BP9 0 48 0 27 0．08 A a ？，－，i，－

B B207 P BP9 0 41 0 34 0 32 A C アシーツ119 f SAl4

B B208 P BP9 0 19 0 16 0 12 A a ？，－，i

B B210 P BP9 (055） 0 48 0 43 A a イ，－，iii

B B212 P BP10 (064） 0 55 0 33 A b ア，II，i

B B217 P BO－BP10 0 30 0 29 0 07 A a ？，－，i

B B218 P BP9 0 34 0 20 0 24 A b ？，－，i，－

B B219 P BP9 0 21 0 20 0 10 A a ？，－，i，－

B B221 P BO－BP9 0 69 (049） 0 36 A C ウ．11．iii SAl4

B B222 P BO9 (052） 0 52 0 38 A a イ，－，iii,－

B B225 P BO9－lO 0 29 0 26 0 14 A a ？，－，i

B B226 P BP10 0 50 0 24 0 17 A b ？，－，i

B B227 P BO10 0 60 (041） 0 48 A b イ，－，iii,－

B B228 P BP10 0 49 0 37 0 39 A b イ？ツ ii･a SH15

B B230 P BPlO 1 29 0 96 0 84 A a ア，II，iii,－

B B231 P BPlO 0 83 (027） 0 33 A a アツツ 77．ツ。 SH14

B B232 P BP10 0 56 0 48 0 23 A b ア’－71，－

B B233 P BP10 0 55 0 42 0 49 A a イ，－，iii,－

B B234 P BP10 0 31 0 20 0 16 A a ？，－，i，－

B B237 P BO10 0 57 0 55 0 41 B a ウ，－，iii,－ SH15

B B238 P BO10 0 47 0 41 0 39 A a イ，－，iii,－ SH14

B B239 P BO10 0 32 0 27 0 27 A a ？，－，i，－

B B240 P BO10 0 48 (044） 0 17 A b ア
●■●

7－，111，－ SH16

B B241 P BO10 0 44 0 42 0 35 A b イ，，
●
。
Ⅱ
且 SH14

B B242 P BO10 0 42 0 34 0 20 ？｡ b 7777．ツ。，｡？。

B B243 P BO10 0 56 (037） 0 35 A a ア
●●●

9－，111，ー

B B244 P BO10 (039） 0 36 0 25 A b イ，II，ii a

B B245 P BO10 0 26 0 25 0 20 A b ？，－，i

B B247 P BO10 (045） 0 41 0 40 A,a，イ，II？，ii，a SH14

B B248 P BO10 (040） 0 40 0 20 B，a，ア,－，iii,－

B B249 P BO10 0 58 0 48 0 33 A a ウ，－，iii，－

B B251 P BO10 1 00 0 51 0 45 A b，イ ，，
●
一
面
１
▲ SH16

B B253 P BO9 0 42 0 38 0 44 A C，ア，－，ii a

B B254 P BO9 0 42 0 46 0 39 A b，ア,－，ii，f

B B255 P BO9 0 39 0 38 0 21 B b･アツー919一 SA14

B B256 P BO9 0 17 0 17 0 07 C a，？，－，i’一

B B258 P BO9 0 44 0 40 0 31 A a イ9？
■
一
羽
■
▲

B B261 P BO9-10 0 60 0 27 0 15 A C，？，－，i，－

B B269 P BO－BP6 0 56 0 52 0 12 A b，？，－，i

B B270 P BP6 0 25 0 23 0 08 C a，？，－，i

B B271 P BP6 0 74 0 54 0 07 C b，？，－，i，－

B B272 P BP6 (028） 0 28 0 20 A b，？，－，i，－

B B273 P BP6 0 31 0 30 0 10 A a イ，－，i

B B275 P BP6 0 28 0 28 0 19 ？● b 7777ワロ，■9．，。

B B284 P BO7 0 22 0 20 0 07 A b，？，－，i，－

B B285 P BO6－7 0 61 0 53 0 16 A b，？，－，i

B B286 P BO7 0 57 0 29 0 11 A b 7，｡ワ 一シ1ワー

B B288 P BO7 0 27 0 26 0 05 7争 a，？，－，i

B B289 P BO7 0 25 0 21 0 05 A a，？，－，i，－

B B291 P BO7 0 24 0 23 0 08 A a，？，－，i，－

B B292 P BO7 0 24 0 23 0 09 A a イ，－，i

B B294 P BO7 0 26 0 23 0 05 A a，？，－，i，－

B B295 P BO7 0 22 0 22 0 05 A a，？，－，i，－

B B297 P BO7 0 36 0 32 0 11 A b，？，－，i

B B298 P BO7 0 40 0 37 0 13 A b 7ツ。， -，1，－

B B299 P BO6－7 0 54 0 29 0 18 A a，？，－，i，－

B B300 P BO7 (033） 0 30 0 09 A b，？，－，i

B B301 P BO7 0 28 0 28 0 14 A a，？，－，i，－

B B305 P BP7 0 51 0 38 0 11 A b，？，－，i

B B306 P BP7 (067） (057） 0 21 A b，？，－，i，－

B B307 P BP7 0 37 0 26 0 10 A a，？，－，i’一

B B308 P BO7 0 54 0 33 0 09 A a，？，－，i

B B309 P BO7 0 49 0 45 0 07 A a，？，－，i

B B310 P BO7 0 26 0 22 0 05 A a，？，－，i，－

B B311 P BP7 0 42 0 25 0 06 A c，？，－，i

B B312 P BP7 (073） 0 26 0 07 C b，？，－，i，－

B B313 P BP7 0 29 (031） 0 07 A b，？，－，i

B B342 P BQ5-6 0 48 0 48 0 10 C a，？，－，i

B B343 P BQ6 (020） 0 23 0 07 C a，？，－，i，－

B B344 P BR6 0 43 (025） 0 30 A C，？，－，i

B B348 P BR6 0 45 (036） 0 26 A a，ウ，－，ii，c

B B349 P BR6 0 34 0 31 0 14 A a，？，－，i’一

B B350 P BR6 0 20 0 18 0 11 A a，？，－，i，－

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
深さ

(、）
属性 備考

B B352 P BR6 0．18 0．16 0．10 A，a，？，－，i

B B353 P BR7 0 23 0 23 0 09 A a ？，－，i’一

B B356 P BR5 0 21 0 20 0 13 A b ？，－，i’一

B B357 P BR5 0 34 0 25 0 24 A b ウ,－，ii，c

B B358 P BS6 0 23 0 22 0 21 A b ？，－，i

B B359 P BS5 0 23 0 22 0 21 A a ？，－，i，－

B B360 P BS5-6 0 35 0 29 0 22 A a ウ，， ii･C

B B361 P BS5 0 20 0 19 0 10 A a ？，－，i

B B362 P BS6 0 40 0 28 0 21 A C イ，， ii・e

B B363 P BT6 0 21 0 19 0 48 A a イワ，
●
■
■
且

B B364 P BT5 0 22 0 21 0 07 A a イ，－，iii,－

B B366 P BT6 0 22 0 21 0 08 A a ？，－，i

B B367 P BT6 0 18 0 17 0 34 A a ？，－，i

B B369 P BT6 0 30 0 25 0 40 A a ？，－，i，－

B B368 P BT6 0 21 0 17 0 27 A a 7ツーヮ’’一

B B369 P BT6 0 20 0 20 0 35 A a ？，－，i，－

B B371 P BT6 0 25 0 23 0 33 B a ア9－，1ツー

B B372 P BT6 0 26 0 22 0 22 A a ア，－，i，－ SH11

B B373 P BT－CA6 0 52 0 40 0 40 7巳 b 7777ロヲ｡，。，骨 データなし

B B374 P CA6 0 37 0 13 0 05 C C ？，－，i

B B375 P CA6 0 27 0 23 0 16 A a ?，－，i，－

B B376 P CA6 0 31 0 29 0 30 A a イ，，
●
■
■
且

B B377 P CA6 0 43 0 20 0 19 A C ア，－91ワー

B B378 P CA6 (040） 0 25 0 47 A C イ，－，iii,一 SH11

B B379 P CA6 0 32 0 29 0 17 A b ア,－，i，－

B B380 P CA6 0 33 (027） 0 18 A b ア,－，i’一

B B381 P CA6 0 35 (023） 0 19 A b ア,－，i，－ SH11

B B382 P CB6 0 27 0 10 0 09 A a ア,－，i，－

B B383 P CB6 0 23 0 21 0 02 A a ？，－，i

B B384 P CA6 0 40 0 23 0 08 C a ？，－，i

B B385 P CB6 0 21 0 19 0 35 A a ア,－，i，－

B B388 P CB7 0 42 (019） 0 22 A a イ，，
●
口
Ⅱ
△ SH11

B B389 P CB6 0 21 0 20 0 08 A a ？，－，i SH11

B B390 P CA7 0 24 0 15 0 03 A a 7777
口，｡，。，｡

B B392 P CA6 0 20 0 19 0 08 A a ？，－，i

B B393 P CA6 0 40 0 38 0 11 A C ？，－，i

B B394 P CA6 0 32 (017） 0 12 A a ？，－，i’一

B B395 P BT6 0 24 0 21 0 09 A b ？，－，i’一

B B396 P BT6 0 49 0 30 0 26 A C ？，－，i，－

B B397 P BT6 0 28 0 21 0 11 A a ？，－，i

B B398 P BT6 0 21 0 16 0 21 A b ？・ツ －91，－

B B400 P BT6 0 35 0 35 0 15 ？｡ a 77？
．，｡7・

？
，。 データなし

B B402 P BT6 0 18 0 15 0 11 A a ？，－，i'一

B B403 P BT6 0 20 0 18 0 04 C a ？，－，i，－

B B404 P BT6 0 23 0 20 0 32 A b ア，－，i，－

B B405 P BT6 0 18 0 17 0 04 A a ア，－，19－

B B406 P BT6 0 28 0 18 0 60 A a ？，－，i

B B407 P BT6 0 20 0 18 0 04 C b ？，－，i，－

B B408 P BT6 0 29 0 29 0 18 A a ？，－，i，－

B B409 P BS6 0 28 0 26 0 16 A a ？，－，i

B B414 P BN4 0 24 0 22 0 06 7 b 77？？。，｡，。ワ。

B B417 P CB6 0 54 (032） 0 16 A C イ，－，iii,－

B B419 P CC6 0 51 (021） 0 19 A a イツ，
●
利
口
且 SH11

B B420 P CC6 0 51 0 37 0 51 A b イ，ワ ii･a

B B422 P CC6 (024） 0 24 0 20 7 a 7777・ツ．，・9ロ

B B423 P CC6 0 36 0 32 0 18 A a ウ．I 1

B B424 P CB6 0 16 0 16 0 15 A a ？，-，i，－

B B425 P CB6 0 25 0 24 0 13 A a ？，－，i

B B426 P CB6 0 26 0 23 0 08 A b ？，－，i’一

B B427 P CC6 0 33 0 25 0 18 A a イ，－，i SH11

B B428 P CC6 0 45 0 41 0 15 A b ？，－，i

B B430 P CC6 0 38 0 35 0 13 A b ？，－，i，－

B B431 P CC6－7 0 39 0 39 0 11 A a ？，－，i

B B433 P CC6 0 37 0 32 0 13 A a ？ロワ －シ1ワー

B B435 P CC6 0 16 0 16 0 10 A a ？，－，i，

B B436 P CC6 0 23 0 18 0 16 A a イ，－，i

B B437 P CC6 0 33 0 26 0 22 A a イ，－，i

B B442 P CC6 0 29 0 23 0 08 A b ？，－，i

B B445 P CC6 0 37 0 27 0 34 A C イ，－，ii a

B B446 P CC6 0 27 0 17 0 09 A a イ9，
、
■
■
＆

B B447 P CC6 0 30 0 28 0 27 A a イ，，
●
。
■
且

B B449 P CC6 0 35 0 29 0 36 A a イ，－，ii a

B B452 P CD6 0 38 0 34 0 47 A a イ，， ii･a

B B453 P CD6 0 71 0 57 0 34 A a ア，11，i SH12

B B455 P CD7 (050） 0 52 0 23 A b ア，，
●
■
Ⅱ
凸

B B457 P CD7 0 46 0 40 0 25 A a ウ9－91ワ SA13

B B458 P CD6-7 0 38 0 32 0 42 A a イ，－，iii,－

B B459 P CD7 (060） (025） 0 05 A a ？，－，i

B B460 P CD7 0 81 0 72 0 56 A b ァ，II，ii，a SH12



地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属′性 備考

B B579 P CE9 0．22 0．22 0．11 A，b，イ ，ワ
●
。
■
且

B B581 P CE9 0 37 0 34 0 44 A b イ，ヲ
、
１ SH13

B B582 P CE9 0 14 0 14 0 04 A a ？，－，i，－

B B583 P CE9 0 22 0 22 0 17 C a ？，－，i，－

B B584 P CE9 0 31 0 27 0 57 A a イ，，
●
□
■
▲ SH13

B B585 P CF9 0 22 0 22 0 05 A a イ，－，i

B B586 P CF9 0 34 0 34 0 44 A a イ，－，i

B B587 P CF9 0 28 0 28 0 35 A b ア，，
白
も
■
＆ SH13

B B588 P CF9 0 40 0 36 0 10 A a アツ，
●
■
■
且

B B589 P CF9 0 23 (004） 0 38 A a ？，－，i，－

B B591 P CF9 0 41 0 34 0 04 A b ア,－，i，－

B B592 P CF9 0 44 0 35 0 06 A b ア,－，i’一

B B593 P CF9 0 20 0 20 0 07 A b イ9？
●
。
■
且

B B594 P CF9 0 29 0 27 0 05 A b ？，－，i

B B595 P CF9 0 35 0 32 0 51 A b イ，－，i

B B597 P CF11 0 25 0 21 0 21 A a イワツ
●
．
■
■
且

B B598 P CF11 0 25 0 24 0 30 A a イ，，
●
屯
Ⅱ
且

B B599 P CE11 0 31 0 29 0 05 A b ア,－，i，－

B B600 P CE11 0 30 0 30 0 11 A a ア,－，i，－

B B601 P CE11 0 20 0 20 0 16 A b イ，ツ
●
。
■
且

B B602 P CDlO-ll 0 33 0 25 0 12 A a ア,－，i，－

B B603 P CDll 0 21 0 19 0 04 A b ア,－，i，－

B B604 P CD11 0 27 0 25 0 09 A a ア,－，i，－

B B605 P CD11 0 22 0 20 0 06 A a ア,－，i，－

B B606 P CD11 0 24 0 24 0 08 A a ？，－，i’一

B B607 P CClO 0 22 0 22 0 19 A a ア,－，i，－

B B608 P CC10-11 0 30 0 21 0 09 A b ア,－，i，－

B B609 P CC11 0 26 0 23 0 04 A a ア,－，i’一

B B610 P CC11 0 40 0 30 0 11 A b ア,－，i’一

B B611 P CC11 0 22 0 18 0 07 A b ア，ワ
白
■
Ⅱ
▲

B B612 P CC11 0 18 0 18 0 04 A a ア,－，i’一

B B613 P CC11 0 22 0 19 0 05 A a ア，ーワ1ワー

B B614 P CCll 0 29 0 20 0 07 A a イ，，
●
口
Ⅱ
且

B B615 P CCll 0 18 0 17 0 05 A b ア9－919－

B B616 P CCll 0 36 0 20 0 07 A a ア,－，i，－

B B617 P CC11-12 0 27 0 23 0 10 A b イ，，
口
画
■
且

B B618 P CC11 0 50 0 25 0 05 A b ？，－，i

B B619 P CC11 0 23 0 22 0 10 C b ？，－，i’一

B B620 P CCll 0 36 0 28 0 09 A b ア，ヲ
●
勺
Ⅱ
且

B B621 P CC－CD11 0 34 0 24 0 04 A b ア ，，
●
旬
日
且

B B622 P CD11 0 42 0 39 0 04 A a ？，－，i’一

B B623 P CC11 0 42 0 23 0 05 A b イ，？
の
勺
Ⅱ
▲

B B624 P CC－CD11 0 37 0 27 0 06 A a ア，，
●
。
Ⅱ
且

B B625 P CD11 0 24 0 22 0 06 A a ?，－，i，－

B B626 P CD11 0 25 0 24 0 10 A a イワツ
●
■
Ⅱ
丑

B B627 P CD11 0 27 0 22 0 12 A b イヲ’
●
も
■
且

B B628 P CD11 0 40 0 31 0 10 A a イ，－，i

B B629 P CD11 0 50 0 31 0 05 A b ア，ヲ
９
屯
■
＆

B B630 P CD11 0 40 0 39 0 07 A a ア ，ツ
合
口
■
▲

B B631 P CD11 0 57 0 44 0 18 A C イ，9
●
勺
■
且

B B633 P CD11 0 40 0 32 0 14 A C イウ，
■
画
■
且

B B634 P CD11 0 50 0 32 0 07 A a ア,－，i，－

B B635 P CD11 0 28 0 28 0 08 A a イ，ツ
．
’

B B637 P CE12 0 31 0 27 0 11 A b ア，－，i，－

B B638 P CE12 0 42 0 23 0 05 A b ア,－，i，－

B B642 P CD12 0 44 0 43 0 12 A a ア，ーヮ1，一

B B643 P CD12 0 25 0 18 0 07 A a イ，－，i

B B644 P CD12 0 34 0 30 0 11 A a イ，ツ
．
１

B B645 P CD12 0 46 0 39 0 10 A a ア,－，i，－

B B647 P CDl2 0 30 0 23 0 06 A a ア,－，i，－

B B648 P CD12 0 28 0 21 0 06 A a ア9，
■
も
■
且

B B649 P CC12 0 25 0 25 0 13 A a イワ，
●
■
■
且

B B650 P CC12 0 20 0 17 0 05 A a ア,－，i，－

B B651 P BP6 0 58 0 54 0 20 A a ？，－，i

B B652 P BP-BQ5-6 0 51 0 50 0 15 ？■ a ？，－，i

B B653 P BP5 0 38 0 28 0 25 A a ？，－，i，－

B B654 P BP5 0 54 0 43 0 10 A b ？，－，i'一

B B655 P CE9 0 24 0 24 0 36 A a ？，－，i’一

B B656 P CE8 0 20 0 16 0 14 A a ？，－，i

B B658 P CF8 0 20 0 19 0 28 A b アウーッ1，－ SHl3

B B688 P BG3 0 23 0 22 0 04 A b ？，－，i’一 根石あり

B B691 P BI5 (066） (035） (013） A b ？，－，i

B B692 P BI5 0 46 0 39 0 18 A a イ，，
●
ｑ
Ⅱ
且

B B693 P BH3 0 28 0 24 0 25 ？■ b 7777
。ワ。，。ツ。 記録なし

B B694 P CF9 0 53 0 35 0 38 A b ウ,－，iii,－ SH13

B B695 P CF8 0 25 (013） 0 08 A a ？，－，i SH13

B B696 P BH5 ？
●

？
｡

7 7‘
.，｡9

？ 消失

B B697 P BH5 ？
■

？
■

7 7！
。，。，

？
ヲ。 消失

B B698 P BH3 0．41 0．35 0．08 A a ？，－，iii

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

B B461 P CD7 0．32 0．31 0．20 A，a，イ，－，ii a

B B464 P CD6 0 75 0 48 0 43 A b イ，－，i

B B467 P CD6 0 65 (061） 0 63 A a ア,－，ii，e

B B468 P CD6 (055） 0 48 0 26 C a ？，－，i

B B473 P CD7 0 49 0 39 0 30 A b イ，－，iii,－ SA13

B B475 P CD6-7 0 53 0 42 0 38 A b ア
D●｡

，－91111ー SAl3

B B478 P CD7 0 95 0 93 0 62 A a ア,－，ii，a SH12

B B479 P CD7 0 51 (018） 0 31 A a イ，－，iii,－

B B480 P CE7 0 44 0 40 0 42 A C イ，－，i

B B482 P CE7 0 26 0 19 0 11 A a ？，－，i，－

B B483 P CE7 0 33 0 33 0 16 A C ？，－，i，－

B B484 P CE7 0 43 0 37 0 27 A a イ’ツ
■
召
Ⅱ
ａ SA13

B B485 P CE7 (035） 0 32 0 14 A C イ，－，iii,－

B B486 P CE6-7 (051） 0 45 0 24 A C アワー911， f

B B488 P CE6－7 0 97 0 68 0 31 A C ウ
■●■

，一，111，－

B B489 P CE7 0 49 0 43 0 28 A b ア,－，i，－ SA13

B B490 P CE7 0 25 0 20 0 20 A a ？，－，i

B B491 P CE7 0 39 0 38 0 35 A a イ，－，iii,－

B B492 P CE－CF6 0 32 0 28 0 18 A b ア,－，ii，a

B B494 P CF7 0 41 (029） 0 15 A a アワ?
●
ｑ
Ⅱ
４ SA13

B B495 P CF6-7 0 48 0 40 0 20 ？● b 7777。，・ヲ・ワ｡ 記録なし

B B496 P CF7 0 30 0 27 0 49 A b イ，－，i

B B497 P CF7 0 41 0 37 0 31 A b ア,－，i’一

B B498 P CE6 0 36 (026） 0 28 A a ア，－，i，－

B B499 P CF6 0 15 0 14 0 20 A a ？，－，i，－

B B500 P CF6 0 27 0 23 0 32 A C ？，－，i，－

B B501 P CF7 (045） 0 43 0 44 A C イ，－，iii,－ SA13

B B502 P CF7 0 40 0 35 0 38 A a イ，－，iii,－

B B503 P CG7 (017） 0 23 0 10 A C ？，－，i

B B505 P CF7 0 38 0 35 0 04 A C ？，－，i’一

B B506 P CF7 0 31 0 26 0 03 A a ？，－，i

B B507 P CF7 0 15 (012） 0 03 A a ？，－，i’一

B B508 P CF7 0 55 (048） 0 43 A a イ，－，ii a

B B509 P CF7 0 15 (012） 0 03 A a ？，－，i，－

B B510 P CF7 0 46 0 38 0 17 A b ？，－，i，－

B B511 P CF7 0 24 0 16 0 10 A b ？，－，i

B B513 P CF7 0 60 0 42 0 50 A a イ，－，ii，a

B B514 P CF7 0 68 0 50 0 46 A a イ，－，iii,－ SH12

B B515 P CF7 0 36 0 29 0 23 A a イ，－，ii，a

B B517 P CF7 0 37 (027） 0 19 A b ？，－，i，－

B B519 P CF7 0 17 0 16 0 20 A a ？，－，i，－

B B520 P CF7 0 57 0 49 0 39 A b イ，ツ ii･f

B B522 P CF7 0 26 0 24 0 22 A a ？，－，i，－

B B523 P CE－CF7 0 86 0 72 0 63 A C ア、I・ii・a SH12

B B525 P CE7 0 26 0 22 0 11 A a イツ，
■
■
■
且

B B526 P CE7 0 38 0 32 0 33 A a イツ9
■
●
Ⅱ
且

B B527 P CE7 0 39 (035） 0 33 A a アツー，119 f

B B528 P CE7 0 44 0 32 0 14 A b ウ，－，i，－

B B529 P CE7 0 61 (045） 0 34 A b イ’ツ
■
一
回
■
＆ SH13

B B531 P CE7 1 03 0 81 0 61 A a ア
O●●

シーツ1119－ SH12

B B534 P CE7 0 38 0 34 0 22 A b イ’，
■
召
Ⅱ
Ｌ SH13

B B535 P CE7 0 30 0 28 0 18 A b ？，－，i，－

B B536 P CE7 0 26 0 23 0 14 A a ？，－，i，－

B B537 P CE7 0 25 0 24 0 07 A a ？，－，i，－

B B538 P CE7 0 21 0 19 0 11 A a ?，－，i

B B539 P CE7 0 43 0 42 0 31 A b イ，－，iii,‐ SH13

B B543 P CD7 0 24 0 21 0 04 A a ?，－，i，－

B B544 P CD7 0 35 0 32 0 10 C a ?，－，i，－

B B545 P CC－CD7 0 54 0 45 0 09 C b ?，－，i，－

B B548 P CD7 0 30 0 26 0 02 A a ？，－，i，－

B B549 P CD7 0 20 0 19 0 13 A a ？，－，i

B B552 P CC7 0 23 0 23 0 13 A a イツワ
、
１

B B553 P CC7 0 34 0 23 0 25 A b ウ，－，iii，c SH11

B B555 P CC7 0 20 0 20 0 21 A a ？，－，i’一

B B556 P CB－CC7 0 55 0 34 0 08 C b ？，－，i’一

B B559 P CB7 0 22 0 19 0 21 A a ？，－，i，－

B B560 P CB7 (021） 0 24 0 07 A b ？，－，i，－
B B561 P CB7 0 22 0 10 0 30 A C イヲツ

◆
勺
日
払

B B563 P CB7 0 37 0 31 0 41 A b ウ，－，ii，a SH11

B B564 P CB7 0 48 (020） 0 18 A C ？，－，i，．‐

B B567 P CF8 0 30 0 30 0 37 A a ？，－，i’一

B B568 P CE8 0 36 (018） 0 23 A b ？，－，i，-‐
B B569 P CD9 0 27 0 23 0 13 A a ？，－，i’一

B B570 P CD9 0 22 0 22 0 27 A b ？，－，i

B B573 P CD9 0 31 0 30 0 30 A b ？，－，i

B B575 P CD9 0 22 0 20 0 05 A a ？，－，i

B B576 P CD9 0 37 0 34 0 31 A a ？，－，i

B B577 P CD9 0 22 0 20 0 03 C a ？，－，i，－

B B578 P CE9 0 27 0 25 0 23 C b ？，－，i，-‐



’

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
深さ

(、）
属性 備考

B B700 P BM5 0．24 0．23 0．10 A，b，？，－，i，－

B B701 P BN4 (020） 0 18 0 08 7巳 a，？，？，？， ？ 記録なし

B B702 P BN4 0 40 0 24 0 18 A b，イ ?ワ ii・C

B B703 P BK4 0 33 0 25 0 26 A b ？，－，i

B B704 P BJ－BK4 0 59 0 22 0 18 A a，？，－，i，－

B B709 P CF9 0 35 (037） 0 38 A ？，？，－，i，‐

B B710 P BP5 0 30 0 28 0 14 A b，？，－，i，－

B B712 P BO4 0 48 0 23 0 12 A C ？，－，i

B B713 P BN4 0 30 0 27 0 21 A a ？，－，i

B B714 P BM5 0 30 0 27 0 36 A b，？，－，i，－

B B715 P BG－BH4 0 42 0 35 0 12 A b，？，－，i

B B716 P BG4 0 37 0 26 0 09 A b，？，－，i

B B717 P BG4 0 31 (020） 0 08 A b，？，－，i，－

B B719 P BG4 0 23 0 20 0 16 A C，？，－，i，－

B B720 P BG3-4 0 25 0 23 0 20 A b，？，－，i

B B721 P BG4 (048） 0 34 0 09 A b ？，－，i

B B722 P BH3 0 51 0 45 0 03 A a，イ ，，
●
一
羽
■
ａ

B B723 P BH3 0 32 0 24 0 21 A b，イ，－，iii,－

B B727 P BR6 (034） (035） 0 18 A a，？，－，i，－

B B728 P BR6 (020） (020） 0 10 A a，？，－，i

B B730 P BOlO 0 63 0 38 0 29 A c・ウ
■●■

ツー9111，－

B B732 P BP－BQ10 0 68 (032） 0 31 A a･ウワーッ1ツー

B B733 P BQlO 0 49 (031） 0 65 A b，ア，－，i，－

B B734 P BQ7 0 34 0 30 0 06 A b，？，－，i

B B737 P BQ9－10 0 56 0 16 0 19 A a，ア，11，i

B B738 P BQ10 0 56 0 56 0 74 A b，ア？，－，ii，a

B B739 P BP6 0 43 (028） 0 14 A a 7－
｡，，

B B740 P BQ5 0 31 (028） 0 18 A a，？，－，

B B742 P BR7 0 24 0 22 0 17 ？｡ b，？，？，？，？

B B744 P BQ9 0 46 0 43 0 16 A a イ，II，ii a SA14

B B745 P BP7 0 23 0 21 0 18 A a，？，－，i，－

B B746 P BP7 0 23 0 21 0 10 A a ？，－，i

B B747 P BQ5 0 47 (034） 0 35 A C，？，－，i

B B748 P BP－BQ5 0 47 (034） 0 35 A a，？，－，i，－

B B749 P BP10 0 66 7 0 70 A a，ア，II，i，－ SHl4

B B750 P BQ10 0 41 0．40 0 22 A a，イ ツ，
●
包
日
且 SH16

B B751 P BS5 0 29 0 22 0 16 A a･ウシーツ19－

B B752 P BS5 0 29 0 26 0 08 A b，？，－，i，－

B B753 P BR5 0 40 0 28 0 19 ？｡ C－7 77？。ツ。，■

B B754 P CC6 (031） 0 25 0 22 A a，？，－，i，－

B B755 P CA7 0 26 0 18 0 18 7 a，？， 777．，｡’■ 記録なし

B B756 P CA7 0 27 0 25 0 06 A a イ，？
■
■
■
■
△

B B757 P CB7 0 35 0 23 0 55 A a イ，ワ
■
一
画
■
且

B B759 P BP9 0 20 0 18 0 07 A a，？，－，i，－

B B760 P BP9 0 57 0 50 0 12 A c，ア，II，i SAl4

B B761 P BPlO 0 50 0 49 0 39 B a･ウ’一，19－ SH14

B B762 P BP10 (049） 0 44 0 46 A a，イ ツワ
■
旬
日
且

B B763 P BP10 0 61 (046） 0 36 A b，ウ，－，i，－

B B764 P BP10 0 39 (032） 0 31 A c，イ ツワ
■
一
■
■
且

B B765 P BP10 0 72 ？
● 0 40 A b，イ ツ？ ii･f

B B766 P BO9 0 31 0．30 0 26 A a，ア，－，ii，f

B B767 P CB7 0 27 0 41 0 27 A a，？，－，i

B B768 P CD7 0 67 0 40 0 29 A a、ア
●●■

ツー’1119－

B B769 P CD6 0 35 0 16 0 56 A a，イ ，ワ ii･a

B B770 P CD7 0 28 0 26 0 05 A b，？，－，i，－

B B772 P CB6 0 27 0 25 0 13 A a・ウ
●■●

7－’111，－ SHll

B B773 P BP9 0 44 (030） 0 33 A C ウ，－，i，－

B B774 P BO9 0 44 0 39 0 26 A a イ，－，iii,－ SA14

B B775 P BP9 0 20 0 19 0 16 A a，？，－，i

B B776 P BO10 0 58 0 56 0 29 A b，ア，I 1

B B777 P BOlO 0 49 (040） 0 34 A b，イ ツツ ii･a

B B778 P BO10 0 54 0 42 0 46 A b・ウ
■●●

ワーヮ111ワー

B B779 P BO10 (056） 0 54 0 41 A b，イ ツ？
●
一
羽
■
ユ SHl5

B B780 P BO10 0 37 (031） 0 41 A a イ，， ii･f

B B781 P BO10 (051） 0 35 0 40 A ？，ア,－，i

B B782 P BOlO 0 20 0 17 0 13 A a，？，－，i，－

B B783 P BP10 0 66 0 50 0 27 A b，イ，－，iii,－ SH14

B B784 P BP10 (044） 0 48 0 44 A a，イ ツ?
●
。
■
且 SHl6

B B785 P BP9 0 43 0 25 0 11 A a，？，－，i，－

B B786 P BP10 0 46 0 40 0 42 A a，イ ツ？
。
■
■
＆ SHl5

B B787 P BO10 0 49 0 46 0 56 A a，イ ツーワ ii･f SH16

B B788 P BO10 0 76 0 63 0 69 A b，イ，II，ii a SHl4

B B789 P BP10 0 29 (015） 0 17 A a ？，－，i，－

B B791 P BO10 (045） (015） 0 14 A ？
。， イツー，

■
一
面
■
４

B B659 P CE9 0 33 0 34 0 60 A b ‘）
7．， －711，a

B B661 P BJ4 0 26 (024） 0 33 ？● a，？，－，i，－

B B662 P BI4 0 60 (034） 0 30 ？ a，？，－，i，－

B B663 P BI4 0 51 0 50 0 53 A a，ア，II，i

B B666 P BJ3 0 38 (028） 0 20 7 b，？，－，i

地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
〕
深
伽 属性 備考

B B668 P BH3 0．22 (0.17） 0．17 A，a，？ ツ，
由
■
■
且

B B669 P BH3 0 21 0 20 0 24 A a ？，－，i，－

B B671 P BP5 0 66 0 62 0 28 A a ウ
甲｡｡

，ー，1119一

B B672 P BP5 0 61 0 50 0 28 A b ア,－，i，－

B B673 P BP－BQ5 0 29 0 28 0 11 A b ？，－，i

B B674 P CE8 0 31 0 28 0 47 A b ア,－，ii，a SH13

B B675 P CE8 0 39 0 22 0 55 A C ウツーヲ1，－ SH13

B B676 P CE9 0 19 0 19 0 18 A C ？，一，i

B B677 P CE－CF8 0 30 0 27 0 06 A a ？，－，i，－

B B679 P CD12 0 14 0 14 0 05 A b ？，－，i，－

B B680 P BK4 0 50 0 47 0 17 A a ？，－，iii，－

B B681 P BK4 0 22 (016） 0 04 ？■ a 7777．ツロツ｡，。 なし

B B682 P BK4 0 25 0 24 0 20 A b ？，－，i

B B683 P BH4 0 25 0 24 0 13 A b ？，－，i，－

B B685 P BG3 0 20 0 19 0 04 A a ？，－，i，－

B B686 P BG3 0 23 (011） 0 09 A a ？，－，i，_

B B687 P BG3 0 19 0 16 0 04 A b ？，－，i，－

B B792 P BO10 0 58 0 56 0 44 A b イヲ，
●
屯
Ⅱ
＆

B B793 P BOlO 0 35 0 30 0 11 B a イ，－，i

B B794 P CD6 0 52 0 31 0 41 A C イヲ，
●
．
■
■
且

B B796 P CG7 0 24 0 22 0 08 A a ？，－，i，－

B B797 P CF7 0 35 (015） 0 42 A b ア
●寺●

，一ワ1119一 SH13

B B800 P CF7 0 36 (008） 0 24 A 7 ウ，－，iii,－ SH13

B B801 P BQll 0 41 (040） 0 50 A b イ，II，ii a

B B802 P BQlO 0 55 (052） 0 51 A a イ，－，i

B B803 P BQ11 0 49 0 31 0 12 A a イ，， ii･C

B B804 P BP11 0 30 0 30 0 57 A a ？，－，i’一

B B805 P BP10 0 16 0 16 0 07 A a ？，－，i，－

B B806 P BP10 0 39 0 34 0 16 A b ア，一シ19一 SHl4

B B807 P BPlO 0 58 0 53 0 25 A b ？，－，i，－

B B808 P BP10 0 53 0 31 0 51 A a イ，－，ii，f SH14

B B811 P BO10 0 65 0 55 0 31 A a イワツ
．
１

B B812 P BOlO 0 46 0 17 0 15 A a イワ，
■
一
面
■
ユ

B B814 P BO10 0 28 (023） 0 23 A a ？，－，i

B B815 P CD7 0 24 0 24 0 23 A a イツ？
、
１

B B816 P CE6 0 24 0 22 0 27 A a ウ？ワ ii･a

B B817 P CD6 0 53 0 41 0 24 A a イ’，
也
口
■
４

B B818 P CE7 (026） 0 26 0 28 A a ア，－，iii，－

B B819 P CD6－7 0 66 (045） 0 31 A C イ，－，i

B B820 P CF7 0 33 0 30 0 32 A b イ，－，i

B B821 P CE7 0 23 0 20 0 24 A a ？，－，i，－

B B822 P BP11 0 20 (014） 0 43 A a ？，－，i

B B823 P BP10 0 69 0 62 0 46 A C ア，－，ii，a

B B824 P BP10 0 65 0 41 0 20 A b ウ,－，i，－

B B825 P BOlO 0 22 (010） 0 23 A ？
● イ，－，i

B B826 P BN9 0 32 0 30 0 03 A b ？，－，i，－

B B827 P BO10 0 22 (016） 0 16 A a イ，－，i

B B828 P CF7 0 40 0 39 0 16 A a イツ，
①
。
■
且

B B829 P BN10 0 20 0 19 0 08 A a ？，－，i

B B830 P BO10 0 45 0 40 0 44 A ？
● イツ，

●
■
日
且

B B831 P BQ9 (035） 0 24 0 20 A a イ，－，i

B B832 P BQ10 0 40 0 36 0 21 A a 77｡，。 ？‘）
ツ｡，｡

B B833 P BO9 0 24 0 21 0 10 A a ?，－，i

B B834 P BO9 0 36 0 32 0 34 A a ア ，一91ツー

B B835 P BP10 0 25 0 23 0 50 A a ?，－，i

B B836 P BP10 0 42 0 38 0 27 A a ？，－，i，－

B B837 P BQ10 0 28 0 22 0 35 A b ?，－，i，－

B B838 P BQ10-11 0 32 0 30 0 17 A a ？，－，i，－

B B839 P BP10 0 41 0 33 0 47 A a イ，－，ii，b

B B841 P BN10 0 35 0 33 0 30 A a ？，－，i’一

B B842 P BO10 0 35 (020） 0 45 A a ウワーワ19ー

B B843 P BQ11 0 34 (010） 0 25 A a イ，－，iii,－

B B844 P BP10 0 25 0 19 0 11 A b ?，－，i，－

B B845 P BP9 0 30 0 29 0 70 A b イ，II，i

B B847 P BR9 (015） (010） 0 27 A a イ，－，i

B B848 P CG－CF8 0 31 0 30 0 11 A b ？，－，i，－

B B850 P CF9 0 17 0 17 0 23 A a ？，－，i，－

B B851 P CD9 0 22 0 22 0 60 A a ？，－，i，－

B B852 P CE8 0 17 (008） 0 58 A a ?，－，i，－

B B853 P CF8 0 44 (012） 0 61 A 7 ？，－，i，－

B B854 P BS5 0 16 0 15 0 07 A a ？，－，i，－

B B855 P BJ5 0 57 0 50 0 69 A a イ，ワ
ご
■
Ｉ
＆

B B856 P BJ5 0 56 0 45 0 26 A b イワ7
●
一
面
■
品

B B857 P BO6 0 44 0 38 0 46 A b イ？ツ ii･a

B B858 P BQ6 0 33 0 28 0 10 A a イ，－，i

B B859 P BQ6 0 37 0 26 0 25 A a イ，ワ
、
１

B B860 P BQ10 0 46 0 30 0 19 A b イ，ワ
●
一
面
Ⅱ
△

B B861 P BQlO 0 32 (014） 0 28 A ？
① イ，，

、
１

B B862 P BQ10 0 25 (019） 0 02 A a イワ，
■
一
画
■
且



地区 遺構名
齢
鋤 グリッド

長径
(、）
短径
(、）
深さ
(、）
属性 備考

C C178 P CS15 0．31 0．20 0．08 A，b，？，－，i，－

C Cl95 P CI-CJ7-8 0 33 0 32 0 13 A a イウ， ii、f

C C196 P CJ8 0 27 0 26 0 36 A a イ，－，i

C C197 P CT15 0 24 0 20 0 06 ？■ a 7777。，。，。ヲ。

C C198 P DB12 0 36 0 26 0 29 A b イ，－，ii，f

C Cl99 P DB12 (027） 0 24 0 43 A a イ，－，i

C C200 P DB12 0 54 0 48 0 39 A a イ，－，ii

C C204 P CT14-15 0 32 0 17 0 08 A b ？9－91ツー

C C205 P CT14-l5 0 39 0 30 0 07 A C ？，－，i

C C206 P CT15 0 23 0 23 0 07 A a ？，－，i，－

C C207 P CT15 0 19 0 15 0 06 A b ？，－，i’一

C C208 P CT15 0 25 0 15 0 08 A b ？，－，i，－

C C216 P DA14 0 22 0 17 0 09 A a ？，－，i，－

C C221 P CK9 0 38 0 13 A a ウ,－，iii,－ 土塁下

C C227 P CL10 0 30 0．29 0 16 A a ？，－，i，－ 土塁下

C C228 P CL10 0 44 0 44 0 10 A a ？ワーッ1，－ 土塁下

， D12 P DG17 0 24 0 24 0 21 A a ？，－，i，－

， D13 P DG17 0 21 0 19 0 14 A a ？，－，i’一 SHl9

， D14 P DG16 0 26 0 26 0 15 A a ？，－，i，－

， D15 P DG16 0 34 0 32 0 06 A a イツ， ii･C SHl8

， D16 P DG16 0 44 0 40 0 27 A b イ，－，iii,－ SH19

， D17 P DG16 0 29 0 14 0 51 A C イ，－，i SH18

， D18 P DG16 0 35 0 23 0 26 A a イ，－，i

， D19 P DG16 0 28 0 24 0 20 A a イ，－，i

， D22 P DG16 0 28 0 24 0 24 A a イツ，
●
勺
■
且

， D23 P DG15-l6 0 36 0 32 0 06 A a イ，，
。
■
■
且 SHl9

， D24 P DG15 0 28 0 20 0 18 A b ?，－，i，－

， D25 P DG15 0 21 0 21 0 08 A b ?，－，i，－

， D150 P DOl7 ？
●

7
巳

？
● ，， ツワ 消失

， Dl51 P DOl7 0．27 0．21 0．16 A・a ア,－，i，－

， D152 P DO17 0 36 0 34 0 05 A a ？，－，i，－ SH23

， D153 P DO17 0 21 0 16 0 25 A a ア ？ウ
●
１
■
且

， D154 P DO17 0 32 0 30 0 10 ？■ a 7777■Q･GpG■ SH23

， Dl55 P DO17 0 54 0 40 0 46 A a ア
●●●

ツー9111ツー

， Dl56 P DO17 0 60 0 52 0 40 A a アワ，
舎
■
■
且 SH22

， D157 P DO17 0 28 0 20 0 23 A b イ，－，i

， D158 P DO17 0 40 0 40 0 11 A b ？，－，i，－

， Dl59 P DN－DO17 0 40 0 35 0 29 A a イ，－，i SH23

， D160 P DO17 0 45 0 37 0 50 A a イ，－，i SH22

， D161 P DN17 0 59 (047） 0 10 A a イ，ツ
●
君
Ⅱ
凸

， D162 P DN17 0 19 0 18 0 28 A a ア,－，i，－

， D163 P DN17 (040） 0 53 0 65 A a イ，－，ii

， Dl65 P DP17 0 28 0 23 0 10 A a イヲツ
■
ｑ
Ⅱ
▲

， D166 P DP17 0 24 0 20 0 07 A a ？，－，i’一

， Dl67 P DO－DP17 0 42 0 40 0 19 A a イ，－，iii,－

， D168 P DP17 0 50 0 31 0 18 A b イ’ヲ
●
。
Ⅱ
４

， D170 P DP17 0 28 0 24 0 08 A a ？，－，i’一

， D171 P DP17 0 40 0 37 0 21 A a イ，－，i SH23

， D172 P DO－DP17 0 29 (023） 0 12 A a イ，－，i

， D173 P DO－DP17 0 23 0 26 0 03 A a ア，9
舎
包
■
且

， D174 P DP18 0 34 (022） 0 20 A a ア,－，iii,－

， Dl75 P DP18 0 21 0 20 0 15 A a ア,－，i，－

， D176 P DP17-18 0 24 0 16 0 23 A a ？，－，i，－

， D177 P DJ17 0 38 0 36 0 39 A a アワーヲ11， f SH20

， Dl78 P DP17 0 40 (005） 0 33 A a 7777．，。，。，。

， D179 P DP17 0 27 0 25 0 09 A a ア,－，i，－

， D180 P DO14 0 94 0 66 0 51 A a イ，－，ii a

， Dl82 P DJl3 0 20 0 16 0 06 7 b 77・ツ。， 77．，。

， D183 P DI13 0 16 0 16 0 10 7 a ？？？？寺Q申Q血G等

， D184 P DI13 0 12 0 12 0 05 ？◆ a 7777．，｡，・ツ。

， D185 P DI13 0 28 0 26 0 17 7各 b 7777．，｡’｡，白

， D186 P DI14 0 14 0 12 0 10 ？● a 7777．7。，・9。

， D26 P DG15 0 30 0 24 0 29 ？■ b 7777■7。，｡，｡ SH18

， D27 P DG15 0 26 0 24 0 12 A a ？，－，i，－

， D28 P DGl5 0 26 0 22 0 20 A a イ，－，iii,－

， D29 P DG15 0 28 (015） 0 48 A b ア,－，ii，C SH18

， D31 P DG15-16 0 36 0 34 0 41 A a イ，－，iii,－ SH19

， D32 P DG15 0 53 0 40 0 07 A a ？，－，i’一

， D33 P DG16 0 19 0 19 0 03 A a ？，－，i

， D34 P DG16 0 27 (020） 0 41 A b イ，， ii、f SH18

， D35 P DG－DH16 0 29 0 25 0 10 A b イ，，
ｅ
○
■
且

， D36 P DHl6 0 20 0 20 0 09 A a ?，－，i

， D37 P DH16 0 24 0 20 0 18 A a イ，－，i

， D38 P DH16 0 20 (015） 0 13 A a イ，，
●
。
Ⅱ
▲

， D39 P DH16 0 42 0 40 0 38 A a イ，－，ii C

， D41 P DH16 0 26 0 20 0 27 A a イ，，
●
■
■
▲

， D42 P DH16 0 10 0 09 0 11 A a ？
’一919－

， D44 P DH16 0 11 0 10 0 06 A a ？，－，i，－

， D45 P DH15 (034） 0 34 0 48 A a ア ワ， ii・a SH18

地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径

(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

B B863 P BQ10 (0.26） 0．29 0．46 A・b 777－7，｡ヲ。

B B865 P BQ10 (036） 0 37 0 47 A a イ，－，iii,－

B B866 P BQ10 0 36 (016） 0 23 A b，イ ツヲ
■
Ｇ
８
＆

B B867 P BQ10 0 29 0 20 0 06 A a，ア，II，i

C Cl P CI7 0 32 0 26 0 53 A b，イ，－，i

C C2 P CI7 0 28 0 26 0 29 A b，イ，－，i

C C3 P CI8 0 20 0 17 0 07 A a，？，－，i

C C4 P CI8 0 38 0 38 0 11 A a，？，－，i

C C5 P CI8 0 23 0 20 0 10 A b，？，－，i，－

C C6 P CI8 0 32 0 28 0 39 A a ア,－，i，－

C C7 P CI8 0 54 0 40 0 43 A c，イ ツ， ii、b

C C8 P CI8 0 27 0 24 0 17 A a，？，－，i，－

C C9 P CI8 (022） 0 16 0 06 7血 c，？，？，？，？

C C11 P CJ7-8 0 56 (020） 0 66 7由 b，？， 77？■，。’｡

C C13 P CJ8 0 28 0 27 0 22 A a，？，－，i

C C15 P CJ8 0 30 0 28 0 14 A a イ，－，i

C C16 P CJ8 0 20 0 19 0 16 A a，？，－，i

C C17 P CJ8 0 43 0 40 0 05 A C，？，－，i，－

C C18 P CJ8 0 17 0 16 0 13 A b，？，－，i，－

C C19 P CJ8 0 19 0 18 0 20 A a，？，－，i，－

C C20 P CJ8 0 16 0 15 0 09 A a，？，－，i

C C21 P CJ8 0 52 0 48 0 31 A a，イ ，，
①
白
日
且

C C24 P CK8 0 30 0 24 0 18 A b，イ ，ツ
Ｃ
Ｇ
Ⅱ
且

C C25 P CK8 0 50 0 42 0 24 A C‐？ ，－91ヲ一

C C26 P CK8 0 40 0 32 0 10 A a イ，－，i

C C27 P CK8 0 25 0 20 0 05 A C ？，－，i，－

C C28 P CK8 0 18 0 18 0 09 A a，？，－，i，－

C C29 P CL8 0 32 0 28 0 25 A a，イ 凸一

，ツ

●
勺
Ⅱ
品

C C30 P CL8 0 25 0 24 0 05 C a，？，－，i，－

C C31 P CL8 0 31 0 25 0 25 A b，イ ，ヲ
●
ｑ
Ⅱ
▲

C C32 P CK9 0 31 0 24 0 06 C a ？，－，i，－

C C34 P CK－CL9 (043） 0 21 A ？ イツツ ii･e

C C35 P CK9 0 31 0．23 0 05 A b，？，－，i，－

C C36 P CI8 0 27 0 20 0 05 C b，？，－，i

C C37 P CI8 0 26 0 19 0 05 C b，？，－，i，－

C C38 P CI8 (036） (022） 0 47 A a，イ ツ，
、
１

C C47 P CL13 (066） (031） 0 30 A b，？，－，i，－

C C62 P CNl3 (043） (024） 0 11 7● a，？，？，？，？

C C63 P CN14 0 49 0 20 0 15 ？｡ b，？，？，7，？

C C73 P CS13 0 23 0 22 0 20 A a，？，－，i，－

C C74 P CT13 0 30 0 30 0 12 A a ？，－，i，－

C C75 P CT13 0 33 0 32 0 09 A a ？，－，i，－

C C76 P CT13 0 30 0 29 0 05 A a ？，－，i

C C77 P CT13 0 33 0 30 0 09 A a ？，－，i，－

C C78 P DA13 0 30 0 30 0 08 A a ？，－，i

C C79 P CT－DA13 0 42 0 37 0 12 A a，？，－，i，－

C C80 P DA13 0 32 0 32 0 13 A a，？，－，i，－

C C81 P CT14 0 32 0 32 0 15 A a ？，－，i，－

C C82 P CS13 0 38 0 33 0 09 A a，？，－，i，－

C C83 P CS13 0 43 0 37 0 12 A a，？，－，i，－

C C86 P CT14 0 40 0 40 0 08 A a，？，－，i，－

C C87 P CT14 0 43 0 34 0 05 A a，？，－，i，－

C C88 P CT14 0 46 0 35 0 17 A a，？，－，i

C C89 P CT14 0 18 0 16 0 06 A a，？，－，i，－

C C90 P CT14 0 44 0 44 0 14 A b，？，－，i

C C95 P DA－DB14 0 46 0 45 0 09 A a，？，－，i，－

C C96 P DA14 0 30 0 25 0 09 A a，？，－，i

C C99 P DA－B15 0 52 0 44 0 09 ？｡ a，？，？，？，？

C C101 P DA15 0 37 0 36 0 11 A a，？，－，i，－

C C130 P CT15 0 35
？
． 0 14 A a，イ，－，iii,－ 溝で消失

C C131 P CTl4 0 30 0．30 0 15 A a，？，－，i，－ 溝で消失

C C143 P CT13 0 24 0 22 0 12 A a，？，－，i’一

C C145 P CI7 0 38 0 38 0 12 A a，？，－，i，－

C C146 P CI8 0 17 0 17 0 05 C a ？，－，i，－

C C147 P CJ8 0 39 0 37 0 33 A a，イ，－，iii,－

C C148 P CJ8 0 48 (036） 0 40 A a，ア,－，ii a

C C150 P CJ8 0 26 0 25 0 07 C a，？，－，i，－

C C151 P CK8 0 32 0 28 0 13 A C イ，，
、
１

C C158 P CK－CL9 1 00 0 85 0 21 A a･ウ
■●●

9－，1119－

C C159 P CL8 0 33 0 32 0 14 A a，？，－，i

C C160 P CL8 0 25 0 25 0 10 A a ？，－，i’一

C C161 P CL8 0 44 0 44 0 32 A a ア，－，i，－

C C162 P CL9 0 44 0 31 0 07 C b ？，－，i

C C163 P CL9 0 36 0 32 0 23 A a ア，－，i，－

C Cl64 P CL9 0 37 0 28 0 06 C a ？，－，i

C C167 P CL－CM8 0 40 0 38 0 06 7巴 c，？，？，？，？

C C170 P CM9 0 44 0 33 0 07 A b，？，－，

C C173 P CI8 0 27 0 18 0 24 A 77一・，｡ワツ

C C174 P CJ8 0 39 0 30 0 48 A a，イ ワ，
●
。
Ⅱ
且 19－



地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
〕
深
伽 属性 備考

， D46 P DH15 0．24 0．24 0．25 A，a，イ ツヲ
■
一
羽
■
且

， D48 P DHl5 0 56 0 35 0 56 A b イツ， ii･C SHl8

， D51 P DH15-16 0 40 0 37 0 18 A a イ9ツ ii･f

， D52 P DG14 0 16 0 16 0 08 A a ？，－，i，－ SH17

， D53 P DHl4 0 18 0 17 0 14 A a ？，－，i

， D54 P DHl4 0 20 0 20 0 09 A a ？，－，i，－ SH17

， D56 P DH14 0 53 0 45 0 20 A a イ？， ii･a

， D57 P DHl4 0 50 0 42 0 27 A a イ，ワ ii･a

， D58 P DHl4 0 19 0 19 0 15 A a ？，－，i，－ SH17

， D59 P DH15 0 13 0 13 0 08 A a ？，－，i SHl7

， D62 P DJ14 0 26 0 25 0 45 A a ア，－，i，－

， D63 P DJ14 0 20 0 20 0 33 A a イ9ツ
由
１
Ⅱ
△

， D64 P DJl4 0 22 0 20 0 10 A a ？，－，i，－

， D66 P DJl4 0 18 0 18 0 11 A a ？，－，i，－

， D67 P DJ14 0 23 0 22 0 06 A a ？，－，i’一

， D68 P DJ14 0 37 0 35 0 12 A a ？，－，i’一

， D69 P DJ14 0 24 0 23 0 11 A b ？，－，i’一

， D71 P DKl4 0 34 0 26 0 29 A b イ，－，iii,－

， D73 P DJ16 0 29 0 27 0 32 A b ウ，－，i，－

， D74 P DJ16 0 19 (015） 0 06 A b イ，ツ
■
も
Ⅱ
一
込

， D77 P DJ17 0 29 0 25 0 14 A a イツツ
①
一
面
■
且

， D78 P DJ17 0 41 0 39 0 34 A b イツ？ ii･C SH20

， D81 P DJ17 0 28 0 18 0 03 A b ？，－，i，－

， D82 P DJ17 0 39 0 37 0 41 A a イツ？ ii･f SH21

， D83 P DJ17 0 40 0 32 0 37 A a イツ， ii・C

， D84 P DJl7 0 16 0 16 0 17 A a ？，－，i，－

， D87 P DI-DJ17 0 49 0 43 0 87 A b ア，－，ii，a SH20

， D88 P DJ17 0 54 0 45 0 50 A a ア,－，ii，C SH21

， D89 P DJ17 0 23 0 17 0 12 A b イツツ
■
も
一
■
品 SH20

， D91 P DJ17 0 11 0 11 0 08 A a ？，－，i，－

， D92 P DJ17 0 20 0 14 0 09 A a ？，－，i

， D93 P DJ17 0 24 0 24 0 23 A ？
｡ ？，－，i，－

， D94 P DJ17 0 23 0 18 0 06 A a イツ，
●
■
■
且

， D96 P DJ17 0 27 0 16 0 12 A C イ’ツ
●
笹
■
且 消失

， D97 P DJ17 0 20 0 14 0 12 A b ア,－，i，－ 消失

， D99 P DI16 0 24 0 20 0 22 A a イツワ
●
■
■
且

， D104 P DM13 0 24 (016） 0 08 A a ？，－，i，－

， DlO7 P DO15-l6 0 65 0 61 0 72 A a イツ， ii･a

， D108 P DOl5 0 24 0 20 0 10 A a ？，－，i

， D109 P DOl6 0 71 0 51 0 66 A C イツ， ii･a

， Dll6 P DO16 0 16 0 15 0 27 A a イ，，
■
で
Ⅱ
且

， D117 P DO16 0 31 0 31 0 24 A a イ?ワ
自
勺
Ⅱ
且

， D118 P DO16 0 55 0 49 0 31 A a ア ツーゥ11ヲ f

， D119 P DO16 0 25 0 21 0 10 A b イツツ
●
一
■
■
且

， D121 P DO16 0 50 0 44 0 23 A a イ，－，iii,－

， D122 P DO－DP16 0 45 0 38 0 35 A a イ，ーツ
。
－
１
。
＆ SH22

， D124 P DO16-17 0 27 0 22 0 10 A a ア,－，i，－

， D125 P DOl6 0 54 0 51 0 31 A a イツ，
Ｇ
一
面
Ⅱ
丑 SH22

， D126 P DO16 (025） 0 21 0 28 A a アツーワ1ワー

， D127 P DO16 0 21 0 18 0 27 A a イ9ツ
●
も
■
且

， D128 P DO16 0 21 0 18 0 15 A a イ，ワ
■
一
羽
■
４

， D129 P DO16 0 58 0 41 0 21 A b イツ，
●
旬
日
且 SH22

， Dl31 P DN－DO17 0 45 0 41 0 28 A a イ，－，i SH22

， D132 P DO17 0 36 0 31 0 14 A a ア ツ，
甲
色
Ⅱ
且

， D133 P DO17 0 55 0 50 0 52 A a ア シーツ119 b

， D136 P DOl7 (021） 0 19 0 20 A a イワツ
■
制
Ⅱ
△

， D137 P DO17 0 37 0 28 0 24 A a ア，－，i’一

， Dl38 P DO17 0 32 0 28 0 12 ‘）
●

a 7777
｡ツ。9｡9． 消失

， D139 P DO17 0 33 0 30 0 29 A a イツウ
●
■
Ⅱ
皿

， D141 P DO17 0 31 0 27 0 39 A a イ？ワ
由
も
Ⅱ
且 SH23

， D142 P DO17 0 54 0 40 0 33 A a ア ’－71ツー

， Dl43 P DO17 0 48 (024） 0 17 A a イ，－，iii,－

， D146 P DO17 0 28 0 24 0 13 A a ?，－，i，－

， D147 P DO17 0 44 0 40 0 18 A a ？，－，i

， Dl48 P DOl7 0 43 0 39 0 59 A a イワ9
■
一
■
Ⅱ
■

， D149 P DO17 0 30 0 25 0 16 A a イ？ワ
■
旬
日
＆ SH22

， D187 P DG14 0 24 0 20 0 13 7 b 7777．ツ｡，・ツ。 SHl7

， D189 P DJ17 0 19 0 17 0 41 A a イ，ツ
■
■
１
且

， D191 P DJ16 (） 44 0 37 0 56 B a ア
■●■

ツー91119一 SH20

， D192 P DHl5 0 28 0 24 0 28 A b ア，一シ’’一

， D195 P DGl6 0 42 0 31 0 39 A b イ，－，iii,－ SH18

， D196 P DGl6 0 31 0 24 0 12 A b ？，－，i，－

， D197 P DF16 0 19 0 19 0 11 A a ？，－，i，－

， D198 P DJ17 (048） 0 48 0 49 A C ア
血合■

ツーヮIllツー SH20

， D199 P DGl5 0 24 0 20 0 25 A a イツ，
●
一
羽
■
＆

， D202 P DJl7 0 23 0 16 0 02 A b ？，－，i，－

， D203 P DJ17 0 09 0 09 0 03 A a ？，－，i，－

， D204 P DJl7 0 20 (012） 0 26 A a イ，ヲ
●
ｑ
Ⅱ
凸

， D205 P DI16 0 11 0 11 0 09 A a ？，－，i，－

地区 遺構名
齢
鋤 グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

， D206 P DH16 0．11 0．11 0.04 A，b，？，－，i，－

， D207 P DG15-16 0 13 0 12 0 06 A a ？，一，i

， D208 P DG16 0 11 0 11 0 06 A a ？，－，i

， D209 P DH17 0 49 0 37 0 20 A b イ，，
●
旬
日
且

， D210 P DH17 0 22 0 21 0 09 A a イ，，
白
■
■
＆

， D213 P DH15 0 18 0 16 0 20 A a イ，－，i 消失

， D214 P DJ17 0 15 0 15 0 09 A b ？，－，i’一

， D215 P DJ17 0 28 0 25 0 35 A a ア，－，ii，a SH21

， D216 P DJ16 0 44 0 40 0 11 A C イツワ
．
’ SH20

， D217 P DJ16 0 36 0 28 0 10 A C イ，，
●
■
■
且

， D218 P DJ16 0 20 0 19 0 08 A C ？，－，i，－ SH20

， D219 P DG16 0 15 0 14 0 19 A a ？，－，i，－

， D220 P DG17 0 30 (020） 0 26 A a イ9，
●
一
面
日
ユ

， D221 P DJ17 0 19 0 16 0 42 A b イ，－，i

， D222 P DH16 0 17 0 16 0 10 A a ？，－，i’一

， D223 P DH15 0 17 0 14 0 10 A b イ，－，i 消失

， D224 P DJ14 0 13 0 13 0 05 A b ？，－，i'一

， D225 P DJ14 0 45 0 31 0 23 A b ？，－，i

， D226 P DJ14 0 18 0 17 0 16 A b ？，－，i，－

， D227 P DJ17 0 4(） 0 20 0 09 A b ウ，－，iii,－

， D228 P DI14 0 11 0 10 0 12 A a ？ワー919－

， D229 P DI14 0 17 0 14 0 22 A b ？，－，i

， D230 P DI14 0 10 0 10 0 12 A a ？，－，i，－

， D231 P DJ15 0 26 0 18 0 17 A a イ，ワ
●
も
Ⅱ
且

， D232 P DJ17 0 65 0 54 0 42 A C イ，9ii･f

， D233 P DJ17 0 41 0 24 0 48 A a イ，－，iii,－

， D302 P DS16 0 73 0 58 0 45 A a ア,－，i，－ SH24

， D303 P DS16 0 59 0 48 0 49 A a ア ’一919一 SH24

， D307 P DR16 0 21 0 20 0 28 A a イ，ツ
●
君
■
且

， D311 P DR16 0 70 0 61 0 70 A a イ，’
●
一
面
■
ユ SH24

， D313 P DR16 0 46 0 44 0 21 A a イ，－，iii,－

， D315 P DR16 0 31 0 27 0 15 A b イワツ
⑪
勺
Ⅱ
且

， D316 P DR16 0 27 (017） 0 11 A a イツ，
①
。
■
且

， D318 P DR16 0 62 0 60 0 54 A a ア9－91ツー SH24

， D322 P DR17 0 26 0 22 0 15 ？｡ b 7777・？。9。，。

， D323 P DRl7 0 62 (058） 0 63 B a イ9， ii・a SH24

， D324 P DR17 0 25 0 24 0 11 A a イ，－，i

， D325 P DR17 0 22 0 38 0 13 A b ウツー91ツー

， D326 P DR17 0 24 0 24 0 27 A a ア ワ，
●
■
■
且 SH25

， D327 P DR17 0 43 0 28 0 14 A C ウ
■●■

9－シ111ワー

， D328 P DR17 0 51 0 50 0 36 A a イ99
●
■
■
且 SH24

， D329 P DR17 0 22 0 14 0 08 A b ？・ワ －91ワー

， D330 P DR17 0 24 0 18 0 09 A a ？，－，i，－

， D337 P DQ16 (050） (020） ？
■ ’7 ，， SH24

， D338 P DQ16 (070） 0 23 0．11 A･c ア，－，i，－

， D341 P DR16 0 39 0 38 0 06 A a イ，－，i

， D342 P DR16-l7 0 30 0 22 0 24 A b イ，－，i

， D343 P DR17 0 31 0 28 0 49 A a アシーツ1ツー SH25

， D344 P DR18 0 24 0 23 0 23 A a ア,－，i，－ SH25

， D347 P DQ17 0 21 0 19 0 13 A a アツー91，－ SH25

， D348 P DR17 0 16 0 14 0 09 A a イ，－，i

， D349 P DQ16 0 32 0 18 0 25 A C ア,－，i，－

， D350 P DR16 0 17 0 16 0 12 A a ア ワーッ1，－

， D351 P DRl8 0 21 0 18 0 17 A b ア’－91ワー

， D352 P DQl8 0 34 0 32 0 60 A a ア 9－91ﾜー SH25

， D353 P DQl6 (020） 0 18 0 14 ？● a 7777
。，巳，｡，｡

， D361 P DP17 0 33 0 28 0 28 A a ア9－91ワー

， D362 P DPl7 0 39 0 35 0 15 A a イ，ワ
●
屯
Ⅱ
且 SH23

， D363 P DP17 (024） 0 26 0 34 A a ア，－，iii，－

， D365 P DOl6 0 39 0 35 0 07 A a イヲ，
●
守
日
且

， D366 P DO15 0 33 0 32 0 30 A a イ，－，iii,－ SH8

， D367 P DO15 0 40 0 28 0 30 A a イ，9
●
一
君
■
＆

， D368 P DRl6 0 39 0 35 0 19 A C ウツー91ワー

， D369 P DOl8 0 27 0 25 0 08 A a イ，9
■
一
面
■
且 消 失

， D370 P DO18 0 25 0 24 0 24 A a アツツ
の
９
日
且 消 失

， D371 P DPl7 0 29 (015） 0 38 A C ウ，－，i’一

， D372 P DO－DPl6 0 60 0 54 0 76 A C ア，，
⑪
勺
Ⅱ
且

， D373 P DO17 (040） 0 38 0 69 A a イ，－，i SH23

， D374 P DO17 0 25 (009） 0 16 A a イ，－，i

， D375 P DOl7 0 19 0 17 0 20 A a イ，9
①
。
■
且

， D376 P DO16 0 44 0 44 0 36 A a イワ，
■
君
■
品

， D377 P DO16 0 31 0 21 0 33 A b イ，ツ
■
■
■
且

， D378 P DO16 (064） 0 56 0 58 A C ア
●■●

’一，111ワー

， D379 P DO16 0 21 0 17 0 16 A a イ，，
申
旬
日
且

， D380 P DO17 0 20 0 19 0 12 A a イ，，
■
・
旬
日
＆ SH23

， D381 P DN－DOl7 (020） 0 19 0 45 A b ア，－，i，－

， D382 P DN－DOl7 0 33 (016） 0 20 A a イ，ワ
●
一
面
■
＆

， D383 P DN17 0 27 (020） 0 21 A a イワ，
●
旬
日
且

， D384 P DO16-17 0 71 (040） 0 25 A C イツワ
●
一
面
■
凡



ソ

地区 遺構名
構
別
一

道
種
グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性

備考

E E35 P FA19 0．25 0．23 0．20 A，a，ア，11，i

E E36 P FA－FB19 0 25 0 18 0 07 A b ？，－，i，－

E E37 P FA19 0 15 0 15 0 03 A b ?，－，i，_

E E38 P FA19 0 55 0 34 0 35 A b イ，ヲ
●
ｑ
Ⅱ
込

E E39 P FA19 0 12 0 11 0 10 A a ?，－，i，－

E E41 P FA19 0 55 0 31 0 54 A C イウツ ii･C

E E42 P FA19 0 34 0 26 0 08 A a ？，－，i

E E43 P FA19 0 39 0 25 0 24 A a イ，－，iii,－

E E44 P FA19 0 25 0 23 0 31 A a イ，－，iii,－

E E46 P FA19 0 33 0 30 0 08 A a ?，－，i，－

E E47 P FA19 0 28 0 22 0 04 A a ？，－，i，－

E E48 P FA20 0 48 0 32 0 44 A b ウ,－，i，－

E E49 P FA20 0 19 0 14 0 03 A a ？，－，i’一

E E51 P FA20 0 27 0 24 0 36 A a ア，，
●
。
■
且

E E52 P FA20 0 38 0 38 0 45 A a イ’？ ii･a

E E54 P ET19 0 60 0 33 0 28 A b イ，－，i

E E58 P ET19 0 35 0 34 0 11 A a ？，－，i，－

E E62 P ET18-l9 0 40 0 24 0 24 A b イ，－，iii,－

E E63 P ET18 0 42 0 30 0 24 A b イ，－，iii,－

E E64 P ES-ET19 0 36 0 32 0 37 A a ア,－，iii,－

E E67 P ET19 0 43 0 37 0 10 A a ？，－，i’一

E E68 P ET19 0 33 0 26 0 04 A b ？，－，i，－

E E69 P ET20 0 48 0 45 0 43 A a イ，－，iii,－

E E71 P ET20 0 18 0 15 0 10 A a ？，－，i，－

E E73 P ET20 0 44 0 32 0 35 A C ウ，－，iii,－

E E74 P ET20 0 33 0 26 0 14 A a ？，－，i’一

E E76 P FA20 0 39 0 32 0 53 A a イ，9
■
も
日
込

E E77 P FA20 0 22 0 17 0 11 A b ？ツー919ー

E E78 P ET20 0 49 0 34 0 52 A b イ，－，ii a SH35

E E82 P ES19 0 32 0 29 0 30 A a ウ，－，iii,－

E E83 P ES19 0 15 0 14 0 14 A a ？，－，i SH33

E E84 P ES19 0 20 0 19 0 14 A a ？，－，i，－

E E86 P ES19 0 40 0 28 0 60 A b ウ,－，iii,－ SA19

E E88 P ES19 0 35 0 33 0 10 A a ？，－，i，－

E E89 P ES19 0 45 0 33 0 07 A b ？，－，i

E E91 P ER18 0 40 0 35 0 07 A b ？，－，i，－

E E92 P ES19 0 29 0 24 0 11 A a ？，－，i

E E93 P ES19 0 32 0 27 0 32 A a イ，－，iii,－

E E94 P ES19 0 48 0 40 0 53 A a ア
●●●

ワーッ111，－

E E96 P ES19 0 28 0 24 0 23 A a イヲ，
■
一
面
■
ユ

E E98 P ES19 0 33 0 24 0 07 A b ？，－，i，－ SH33

E E99 P ES19 0 28 0 22 0 08 A a ？，－，i，－

E ElO2 P ES19 0 32 0 28 0 41 A a イヲ，
骨
１

E E103 P ES19 0 63 0 44 0 25 A b イ，ツ
●
。
■
凸 SH33

E E104 P ES20 0 33 0 31 0 12 A b ？，－，i，－

E E106 P ES20 0 48 0 47 0 29 A a イ，－，i

E E107 P ES20 0 24 0 22 0 07 A a ？，－，i，－

E E108 P ES20 0 48 0 24 0 12 A b イ，－，iii,－

E E109 P ES20 0 36 0 31 0 13 A a ？，－，i’一

E E112 P ES20 0 31 0 28 0 07 A a ？，－，i，－

E E113 P ET20 0 45 0 37 0 17 A a ウ
●｡●

ツー9111ツー

E E114 P ET20 0 32 0 29 0 36 A a イ，－，i SH35

E E116 P ES20 0 16 0 16 0 08 A b ？，－，i，－

E Ell7 P ES20 0 17 0 14 0 05 A a ？，－，i，－

E E119 P ES20 0 32 0 32 0 46 A a ア，一9119一

E E120 P ER19 0 29 0 27 0 13 A a ？，－，i’一

E E121 P ER19 0 25 0 19 0 10 A a ？，－，i，－ SH33

E E122 P ER19 (028） 0 26 0 16 A a イ，－，iii,－

E El23 P ER19 0 28 0 29 0 41 A a イ，－，iii,－

E E124 P ER19 0 32 0 24 0 33 A b イ，－，iii,－ SA19

E E125 P ER19 0 25 0 21 0 12 A a ？，－，iii

E E126 P ER19 0 47 0 44 0 44 A a イ，－，iii,－

E E127 P ER19 (032） 0 31 0 26 A b イ，－，iii,－

E E128 P ER19 0 48 0 44 0 46 A C イ，， ii･a SH33

E E129 P ER18 0 17 0 15 0 09 A a ？，－，i’一

E E130 P ER19 0 19 0 18 0 10 A a ？，－，i，－ SA19

E E131 P ER19 0 18 0 16 0 07 A a ？，－，i

E E132 P ER19 0 22 0 20 0 10 A a ？，－，i

E E133 P ER19 0 30 0 22 0 23 A a ？，－，i’一 SA19

E E134 P ER19 0 30 0 20 0 15 A b ？，－，i，－

E E135 P EQl9 0 43 0 40 0 20 A a イ，－，iii,－

E E136 P EQ19 0 40 0 32 0 33 A C イ，－，iii,－

E El37 P EQ18 0 38 0 33 0 12 A a ？，－，i，－

E E138 P EQ-ER18 0 20 0 18 0 05 A b ？，－，i’一

E E141 P ER18 0 25 0 23 0 17 A a ？，－，i，－

E E142 P ER19 0 26 (000） 0 00 A b ？，－，i

E E143 P ET19 0 44 0 29 0 09 A b ？，－，i，－

E E144 P FC19 0 46 0 28 0 09 A b ？，－，i

E E145 P FC19 0 11 0 11 0 10 A a ？，－，i

地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
〕
深
伽 属′性 備考

， D385 P DO17 0．35 0．31 0.19 A，a，ア,－，i，－ SH23

， D386 P DO16 0 54 (022） 0 16 A C イヲ？
●
ｑ
Ⅱ
凸

， D387 P DO16 0 21 0 20 0 15 A a イ9？
■
一
■
Ⅱ
凸

， D388 P DP16 0 38 0 25 0 44 A a ア,－，i，－

， D389 P DO16 0 44 0 36 0 25 ？● b 7777｡CGQ■Q■

， D390 P DO16 0 40 0 36 0 42 7由 b 7777。，｡，・ツ｡

， D391 P DO16 0 52 0 24 0 17 A b イ，，
由
も
■
＆

， D392 P DO16 0 37 0 26 0 44 A b イ，－，ii，f

， D393 P DO16 0 53 0 38 0 13 A b イツ，
早
口
■
巳

， D408 P EE20 0 20 0 20 0 07 A a ？，－，i，－

， D412 P EE19 0 32 0 28 0 13 A a イヲ，
甲
矧
Ⅱ
皿 SH26

， D413 P EE19 0 33 0 27 0 13 C a ？，－，i，－

， D414 P EE19 0 50 0 27 0 09 C b ？，－，i，－

， D418 P EF19 0 26 0 24 0 20 A a ア ，，
●
も
Ⅱ
凸 SH26

， D423 P EF18 0 35 0 22 0 05 C a ？，－，i，－

， D424 P EF18 0 21 0 17 0 09 A a イ，－，i

， D426 P EF18 0 20 0 17 0 14 A b イ，，
①
。
■
且

， D427 P EF18 0 29 0 20 0 12 A b ウ,－，i，－ SH26

， D431 P EF18 0 26 0 24 0 23 A a イツ，
■
●
■
■
丑 SH26

， D434 P EE18 0 18 0 14 0 21 A a ?，－，i，－

， D436 P EE17 0 28 0 22 0 06 A b ?，－，i，－ SH27

， D437 P EE17 0 38 0 31 0 07 A b ?，－，i，－ SH27

， D438 P EE17 0 32 0 28 0 21 A a イ，－，i SH27

， D439 P EE17 0 23 0 23 0 06 A b ?，－，i

， D444 P EF17 0 22 0 22 0 09 A b ?，－，i，－ SA16

， D445 P EE16 0 23 0 23 0 11 A ？
｡ ?，－，i，－

， D447 P EF17 0 39 0 24 0 09 A C ウ，II，i，－ SA16

， D448 P EE19 0 21 0 20 0 06 A b 7－。，ツ

， D449 P EE17 0 46 0 35 0 19 A b イツ9

， D451 P EC20 0 24 0 24 0 12 A a イ，－，i1

， D452 P EE17 0 45 0 28 0 17 A a ウ，II，i 消失

， D453 P EF19 0 19 (012） 0 12 A a イ，－，i

， D454 P EE16 0 42 0 31 0 20 A a イ，，
●
■
Ⅱ
凸 SH27

， D455 P ED19 0 18 0 15 0 06 A b ？ゥ一？1，－

， D456 P ED19 0 21 0 17 0 06 C a ？，－，i，－

， D457 P EE19 0 21 0 21 0 07 A a ？，－，i，－ SH26

， D458 P ED20 0 48 0 40 0 22 A b ア
●●●

ワーワ111，－

， D462 P EC17 ？
｡

？
● 0 90 A -,ア,－，i，－ 消失

， D466 P EE－EF16 1．09 (0.48） 0 09 A a，？，11，i 消失

， D467 P EE18 0 44 0 26 0 04 A a イ，－，i

， D468 P EB20 0 21 0 21 0 13 A a ？，－，i，－

， D469 P EE16 0 38 (024） 0 39 A a，イ ，ツ
●
勺
Ⅱ
且

， D471 P EF21 0 13 0 11 0 15 A a，？，－，i，－

， D473 P EF17 0 18 0 16 0 12 A a，イ ，，
●
■
■
且

， D474 P EF18 0 12 0 12 0 08 A a，？，－，i，－ SA16

， D475 P EF19 0 24 0 24 0 05 A b，？，－，i

， D477 P EF16 0 31 (008） 0 22 A a，イ ワ，
●
ｑ
Ⅱ
ａ 消失

， D478 P EF18 0 19 0 13 0 14 C a ?，－，i，－

， D479 P ED17 0 15 0 15 0 06 C a，？，－，i，－

， D480 P ED17 0 17 0 16 0 10 A a ？，－，i，－

， D481 P ED17 0 18 0 17 0 10 C a ？，－，i，－

， D482 P ED17 0 15 0 15 0 11 A a，？，－，i，－

， D483 P ED17 0 17 0 16 0 12 C a ？，－，i，－

， D484 P ED18 0 17 0 17 0 08 A a，？，－，i

， D485 P EE18 0 20 0 20 0 17 A a イ，－，i SH26

， D486 P EC20 0 40 (030） 0 32 A a イツ，
■
一
面
Ⅱ
凸

， D487 P EC20 0 15 0 15 0 12 A a ？，－，i

E E1 P FC19 0 31 (028） 0 06 A a，イ ，ワ
●
Ｇ
Ⅱ
丑

E E2 P FC19 0 37 0 33 0 14 A a イツ，
■
一
画
■
且 SH36

E E3 P FC19 0 37 0 25 0 11 A a，？，－，i，－

E E4 P FC19 0 44 0 38 0 30 A a イ，－，iii,－ SH36

E E5 P FC19 0 18 0 15 0 16 A a‐？ ，一シ’’一

E E6 P FC19 0 25 0 22 0 08 A a，？，－，i，－

E E7 P FC19 0 44 0 39 0 27 A a イ，9
■
一
面
■
＆ SH36

E El2 P FB19 0 26 0 23 0 28 A a イ，ウ
●
．
■
０
星

E E13 P FB19 0 26 0 20 0 20 A b，ウ,－，i，－

E E14 P FB19 (055） (018） 0 20 A a ウ，－，iii,－

E El5 P FB19 0 36 0 27 0 09 A a，イ ワ9
巳
。
■
且

E E16 P FB19 0 53 0 40 0 09 A a イ，9
■
一
面
■
具 SH36

E E18 P FB19 0 35 0 30 0 17 A C ？，－，iii

E E21 P FB20 0．24 0．22 0．22
A？，a，イ？，？，
i？，？

E E22 P FB19 0．24 0．24 0．21
A？，a，イ？
i？，？

7
，｡，

E E23 P FB20 0．25 0．24 0．10 A，a，？，－，i，－

E E24 P FB20 0 28 0 27 0 11 A a ？，－，i，－

E E28 P FB20 0 21 0 19 0 10 A a ？，－，i，－

E E29 P FB20 0 40 0 33 0 35 A b イ，－，iii,－

E E33 P FA19 0 22 0 21 0 13 C a ？，－，i，－ 撹乱



地区 遺構名
鹸
割 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

E E303 P ER18 0．27 0．26 0．12 A，a，？，－，i

E E306 P ES19 0 30 0 27 0 33 A a イ，－，iii,－ SA19

E E307 P ES19 0 22 0 20 0 32 A a イ，－，i

E E308 P ES19 0 18 0 15 0 15 A a ？，－，i

E E309 P ES19 0 27 0 25 0 15 A a ？，－，i，－ SA19

E E310 P ESl8 0 25 0 23 0 13 A a ？，－，i

E E311 P ES20 0 35 0 30 0 16 A a ？，－，i

E E312 P ES20 0 26 0 23 0 08 A a ？，－，i，－

E E314 P ES19 0 40 0 36 0 21 A a イ，－，iii,－ SH33

E E315 P FA20 0 24 0 24 0 14 A a ？，－，i

E E316 P FA20 0 31 0 30 0 15 A a イ，，
●
。
■
且

E E317 P ES23 0 60 0 36 0 17 A b イ，－，iii,－

E E318 P ES22 0 51 0 33 0 04 A a イツ，
。
。
■
且

E E319 P FC19 (026） (009） 0 05 A b イ9，
●
。
■
且

E E321 P ES22 0 30 0 30 0 06 A a ？，－，i’一

E E325 P ET19 (023） (031） 0 11 A b イ，，
●
君
■
且

E E326 P ER18 0 41 0 38 0 12 A a ウ，一91ツー

E E327 P FB20 0 27 0 25 0 19 A a イ，－，iii,－

E E328 P ET19 (026） (015） 0 33 A a ア,－，i，－

E E329 P FB19 (033） (007） 0 24 A a ウウーワ1，一

E E330 P FA20 0 48 0 42 0 24 A a ア？ 9，
●
ｇ
■
且

E E332 P FA20 0 18 0 16 0 06 C a ？，－，i

E E333 P FB20－21 0 30 0 18 0 04 C b ？，－，i

E E334 P ES19 0 64 0 48 0 45 A b イ，－，iii,－

E E335 P FB20 (025） (012） (013） A a イ，－，i

E E336 P FB20 0 23 0 17 0 08 A a ？，－，i，－

E E339 P ES20 0 27 0 24 0 43 A a イ，－，i

E E340 P FB20 0 28 0 12 0 49 A a イ，，
■
一
画
日
込

E E341 P ES21 0 39 0 31 0 28 A a ア,－，iii,－

E E342 P FB21 0 28 0 28 0 38 A a イ，，
●
君
■
且

E E343 P ET20 0 18 0 15 0 04 A C ？，－，i

E E344 P FA20 0 47 0 41 0 13 A a イワツ
白
■
■
且

E E345 P FA20 0 20 0 16 0 09 A a イツワ
●
１
■
且

E E346 P ET19 (027） (012） 0 45 A a ウ
●●｡

ワー，111ﾜー

E E347 P ET20 0 26 0 20 0 11 A a ?，－，i

E E349 P ET18 0 39 (022） 0 15 A b ウワーワ11一

E E350 P ET－FA18 0 40 (018） 0 29 A a イ，ワ
●
利
■
且

E E351 P ET21 0 38 0 32 0 50 A a イ，， ii･a SH35

E E352 P ET21 0 43 0 40 0 25 A a イ，－，i

E E353 P ET21 0 20 0 17 0 10 A a ?，－，i，－

E E354 P ET20 0 27 0 22 0 11 A a ？，－，i’一

E E355 P ES20 0 84 0 45 0 19 A b イ，－，iii,－

E E356 P ES20 0 18 0 18 0 06 A a ？，－，i

E E357 P FA21 (035） (020） 0 18 A a イ，－，i

E E358 P ES19 0 21 0 21 0 05 A a ？，－，i，－

E E359 P ERl8 0 20 0 19 0 11 A a ？，－，i

E E360 P FB21 0 21 0 14 0 04 C a ？ツー，lワー

E E361 P FA21 0 22 0 18 0 10 A a ウ，－，i，－

E E362 P FA21 0 15 0 15 0 08 A b イ，，
●
ｑ
■
且

E E364 P FB20 0 27 0 24 0 21 A a ウ，－，i，－

E E365 P FB20 0 15 0 13 0 09 A a イ？，
●
も
Ⅱ
＆

E E366 P ET18 0 21 0 20 0 15 A b ア？9
甲
。
■
且

E E367 P ET20 0 15 0 15 0 21 C b ？谷ツ －91ツー

E E368 P ET21 0 33 0 21 0 09 A b ウ9，
●
君
■
且

E E369 P ES21 0 27 0 27 0 10 C b ？，－シ19－

E E370 P ES21 0 52 (043） 0 17 A a イ，－，i

E E371 P ES20 0 25 0 25 0 11 A a ？，－，i，－

E E372 P ET20 0 20 0 20 0 15 A a イ9ツ
．
１

E E373 P ES20 0 30 0 28 0 09 C a ？，－，i

E E374 P ES20 0 16 0 14 0 12 A a ？，－，i

E E375 P ES20 0 20 0 14 0 05 A a ？，－，i

E E376 P ES20 0 14 0 14 0 05 A a ？，－，i

E E377 P ES20 (029） 0 28 0 11 A a イ，－，iii,－

E E378 P ES20 0 25 0 24 0 10 A a イ，－，iii,－

E E380 P FA22 0 33 0 30 0 11 A a イツ，
●
■
■
且

E E381 P FA22 0 36 0 32 0 16 A a イ，，
。
．
■
■
且

E E382 P ET18 0 28 0 21 0 13 A b ？，－，i，－

E E384 P FC20 0 37 0 31 0 02 A C ウ，II，i，－

E E386 P FC20 0 18 0 17 0 08 C a ？，－，i，－

E E387 P FC19 0 34 0 28 0 11 C b ？ワーワ19

E E388 P FC19 0 13 0 13 0 09 A a ？，－，i

E E389 P FB20 0 20 0 20 0 06 C a 7ワーワ1ツー

E E390 P FA21 0 13 0 13 0 08 A a ？，－，i

E E391 P ET20 0 19 0 18 0 10 A a ？ワーヲ19

E E392 P ET20 0 22 0 16 0 10 A a ？ツー919－

E E393 P ET21 0 17 0 17 0 05 C a ？，－，i，－

E E394 P ETl9 0 16 0 16 0 08 A a ？，－，i

E E395 P ER18-l9 0 62 0 37 0 10 A b ？，－，i，－

E E396 P ER－ES19 0 14 0 14 0 09 C a ？，一919一

地区 遺構名
鱗
鋤 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属′性 備考

E E147 P FC20 0．28 0．26 0．06 A，a，？，－，i

E E148 P FB20 0 32 0 30 0 29 A a，イ，－，iii,－

E El49 P FB20 0 17 0 17 0 10 A b，？，－，i，－

E El51 P FB21 0 27 0 26 0 26 A a イ，－，i

E El52 P FB21 0 23 (018） 0 23 A a，イ ？ツ
●
■
■
且

E E153 P FB21 0 18 0 17 0 11 A a，？，－，i，－

E E155 P FB21 0 20 0 18 0 05 A a，？，－，i，－

E E156 P FB21 0 20 0 17 0 10 A a，？，－，i，－

E E157 P FB21 0 25 0 20 0 17 A b，？，－，i，－

E El63 P FA21 0 18 0 17 0 10 A a，？，－，i，－

E E164 P FA21 (020） 0 20 0 10 A a･アワーッ1ワー

E E166 P ET21 0 54 0 53 0 32 A a，イ 9ツ ii･a

E E167 P ET21 0 31 0 30 0 10 A a，？，－，i，－

E El68 P ET21 0 37 0 33 0 36 A a イ，－，ii a SH35

E E169 P ET21 0 22 0 20 0 19 A a，イ ，サ
。
■
■
４

E E174 P FA22 0 28 0 24 0 16 A？，a，イ，－，i

E El75 P FA22 0 20 0 19 0 07 A，a，？，－，i，－

E E180 P FA22-23 0 36 0 34 0 06 A a，？，－，i，－

E El82 P FA23 0 27 0 24 0 08 A a，？，－，i，－

E E183 P FA23 0 22 0 22 0 10 A a，？，－，i，－

E E184 P FB22 0 26 0 24 0 09 A C，？，－，i

E E187 P FB23 0 36 0 34 0 07 A a，？，－，i，－

E E188 P FB23 0 20 0 20 0 09 A a，？，－，i

E E191 P FA23 0 35 0 35 0 11 A a，？，－，i，－

E E192 P FA24 0 24 0 24 0 10 A a，？，－，i’一

E E195 P FA23 0 31 0 27 0 06 A b，？，－，i

E E196 P FA23 0 26 0 22 0 07 A a，？，－，i，－

E E203 P ET23 0 24 0 14 0 07 A b，？，－，i，－

E E204 P ET23 0 26 0 24 0 12 A a，イ ，ワ
■
旬
日
ユ

E E207 P ET23 0 21 0 20 0 12 A a，イ 9，
●
一
面
■
ユ

E E218 P ES23 0 40 0 36 0 09 ？● a，？，？，？，？

E E221 P ER23 0 22 0 21 0 12 A a，？，－，i

E E223 P ER22 0 35 0 30 0 11 A b，？，－，i，－

E E224 P ES22 0 25 0 24 0 08 A a，？，－，i’一

E E227 P ES22 0 32 0 24 0 44 A b，イ，－，i

E E228 P ES22 0 18 0 16 0 13 A a イ，－，i

E E233 P ET22 0 42 0 32 0 17 A a，？，－，i

E E234 P ET22 0 25 0 20 0 09 A a，？，－，i，－

E E235 P ET22 0 20 0 19 0 06 A a，？，－，i，－

E E236 P ET21 0 28 0 24 0 17 A a，イ ツワ
●
勺
Ⅱ
且

E E237 P ET22 0 62 0 52 0 29 A b，イ ，ツ
●
君
Ⅱ
＆

E E240 P ET22 0 32 0 32 0 41 A a イ，－，iii,－

E E244 P ES21 0 48 0 47 0 09 A a，？，－，i

E E248 P ES21 0 34 0 32 0 66 B a イ，－，ii C

E E249 P ET21 0 38 0 38 0 08 A a，？，－，i

E E251 P ES21 0 21 0 20 0 08 A a，？，－，i

E E254 P FA21 0 38 0 32 0 23 A C イ，－，i SH35

E E255 P FA21 0 42 0 35 0 45 A a，イ ツワ ii･a SH35

E E256 P FB19 (057） 0 37 0 24 A a，イ，－，iii,－ SH36

E E258 P FB19 0 24 0 24 0 23 A a･アワーゥ19ー

E E259 P FB19 0 19 0 19 0 08 A a，？，－，i，－

E E260 P FA20 0 40 0 30 0 18 ？｡ b，？，？，？，？

E E261 P FB19 0 11 0 11 0 05 C？，a，？，－，i

E E262 P FB19 0 28 0 27 0 10 A，b，？，一，i，－

E E263 P FB19 0 20 0 20 0 14 A a ？，－，i，－

E E264 P FB19 0 19 0 18 0 10 A a ？，－，i

E E265 P FA19 0 24 0 19 0 08 A a ？，－，i

E E267 P FA19 (045） 0 32 0 10 A b ウ，－，i，－

E E268 P FA19 0 24 0 24 0 10 A a ？，－，i，－

E E269 P FA19 0 65 0 26 0 13 A b イ，9
■
一
画
■
且

E E270 P FA19 0 24 0 21 0 10 A a 7ワーッ11－

E E273 P FA19 0 20 0 19 0 06 A a ？，－，i

E E274 P ET19 0 25 0 25 0 08 A a ？，－，i，－

E E275 P ET19 0 45 0 24 0 08 A C イ，－，i

E E282 P FA20 0 35 0 33 0 32 A a イ，－，i SH35

E E283 P FA20 0 28 0 23 0 27 A a イ，，
、
１

E E284 P ET19-20 0 33 0 21 0 10 A a イ9ワ
■
一
面
■
＆

E E285 P ET20 0 56 (027） 0 08 A a イツツ
●
一
■
■
且

E E286 P FA20 0 21 0 21 0 09 A b ウ，－，i，_

E E287 P FA20 0 24 0 24 0 12 A a ？，－，i，－

E E288 P FB20 0 35 (023） (013） A a イ，－，iii,－

E E289 P FB20 0 21 0 22 0 10 A a イ9，
甲
色
Ⅱ
且

E E291 P FA19-20 0 28 0 27 0 21 A a イ，－，iii,－

E E293 P FB19 0 30 0 29 0 15 A a ？，－，i，－

E E294 P FB20 0 32 0 30 0 06 A a ？，－，i，－

E E295 P FB20 (035） (017） (008） A a イワツ
●
も
■
且

E E296 P FB20 0 22 0 21 0 29 A a ア，ーシ1ワー

E E297 P FB20 0 36 0 35 0 11 A a ？9－，19－

E E298 P FB21 0 23 0 20 0 08 A a ？，－，i，－



地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

E E397 P FA21 0．35 0．28 0．15 A、b、？ワ，

E E398 P FB20 0．47 0．35 0．09 A、b・ウ，ワ

E E399 P ES22 0．23 0．22 0．06 A，b，？，－，

E E401 P EN22 0．30 0．25 0.13
A？ b，イ？，？，
i？，？

E E403 P EN22 0．26 0．24 0．10 A，a，イ 9ヲ
■
刊
■
▲

E E404 P EN22 0 25 0 25 0 14 ？，a，？，？， 77｡7。

E E405 P EM22 (025） (010） 0 33 A，a，ウ，－，iii,－

E E406 P EM22 0 17 (008） 0 24 A，b，イ ツ，
●
勺
■
且

E E407 P EM22 0 35 0 28 0 28 A，a，イ ツツ
●
ａ
■
且

E E408 P EM22 0 25 0 24 0 19 A，a，イ，－，i

E E411 P EM21-22 0 32 0 28 0 36 A，a，ア,－，i，－

E E412 P EM21-22 (029） 0 35 0 36 A，a，イ，－，i

E E414 P F1，， 0 21 0 20 0 20 A？，a，？，？，i？，？

E E415 P F1，， 0 19 0 18 0 17 A？，a，？，？，i？，？

E E416 P F1” 0 48 0 43 0 32 A，a，イ，－，i

E E417 P F1，， 0 34 (026） 0 40 A，a，イ，－，i

E E419 P EJ21 0 35 0 22 0 36 A，a，イ，－，ii C

E E423 P EK21 0 38 0 35 0 28 A，a，ア,－，iii,－ SH29

E E428 P EK21 0 37 0 33 0 30 A，a，イ ツ，
句
も
■
且

E E429 P EK21 0 31 0 26 0 15 A？，a，？，？，i？，？

E E430 P EK20-21 0 35 0 30 0 33 A，a，イ，－，i

E E431 P EK21 0 20 0 15 0 10 A？，a，？，？，i？，？

E E432 P EK21 0 41 0 40 0 40 A，a，イ，－，i SH29

E E433 P EK21 0 25 (022） 0 18 A？，a，？，？，i？？・ワ。

E E434 P EK21 0 25 0 25 0 11 A？，a，？，？，i？ ？
?。

E E435 P EK21 0 33 0 32 0 10 A？，a，？，？，i？，？

E E436 P EK21 0 27 0 25 0 11 A？，a，？，？，i？，？

E E437 P EK21 0 30 0 26 0 09 A？，a，？，－，i？，？

E E438 P EK21 0 24 0 24 0 25 A，a，イ ’ヲ
●
も
Ⅱ
▲

E E439 P EK21 0 32 0 26 0 09 ?，a，？，？，i？，？

E E440 P EK21 0 22 0 18 0 09 A，a，イ，－，i

E E441 P EK21 0 57 (025） 0 09 A a ウ,－，i，－

E E442 P EK21 0 40 0 35 0 06 A a ？
｡? ?，i？，？

E E443 P EK21 0 35 0 32 0 13 A a ?，？，i？，？

E E444 P EL21 0 31 0 31 0 14 A a ?，？，i？，？

E E445 P EL21 0 20 0 20 0 07 A a ?，？，i？，？

E E446 P EL21 0 49 0 47 0 43 A a イ，ツ
句
白
日
ユ

E E447 P EL21 0 26 0 21 0 10 A a ?，？，i？，？

E E448 P EL21 0 28 0 24 0 37 A a ア ツー，1ツー

E E449 P EL21 0 35 0 30 0 14 A a ？？
｡?ﾛワ i？，？

E E450 P EL21． 0 21 0 20 0 17 A a ？？
・ワ0ウ i？，？

E E451 P EL21 0 43 0 37 0 12 A,a ？？ワ｡？｡， i？，？

E E452 P EL21 0 32 0 23 0 48 A，a，ア,－，i
E E453 P EL21 0 32 0 28 0 74 A b ア,－，i，－

E E454 P EL21 0 38 0 35 0 14 A a ？？
｡，・ウ i？，？

E E455 P EL21 0 26 0 25 0 15 A a ？？
。，｡， i？，？

E E456 P EL21 0 31 0 31 0 22 A a ?，？，i？，？

E E457 P EM21 0 58 0 32 0 20 A b 77。，－ワ 177．9。

E E458 P EM21 0 25 0 24 0 41 A a ア,－，i，－

E E460 P EM21 0 22 0 31 0 09 A a 7ワ
・7。， I

7？
｡?。

E E461 P EM21 0 36 (023） 0 22 A a イ，－，i
E E462 P EM21 0 37 0 35 0 33 A C イ，’

。
。
■
且

E E463 P EM21 0 25 0 20 0 08 A a 77
｡，,， 1

？？
｡，。

E E464 P EM21 0 25 0 22 0 08 A a ？？
。?・9 1

？？
・ワ。

E E465 P EN21 0 30 0 26 0 40 A a ア,－，i，－

E E467 P EN21 0 31 0 30 0 10 A a ？？17？
｡，｡，ム｡，｡

E E470 P EL21 0 33 0 25 0 09 A a ?，？，i？？・ワ。

E E471 P EN20 0 30 0 29 0 46 A a イ，－，i
E E472 P EN20 (030） 0 23 0 18 A a ?，？，i？，？

E E475 P EN20 0 34 0 26 0 21 A a ?，？，i？，？
E E476 P EN20 0 38 0 33 0 21 ?，c 179，9 ？?・ワ。

E E477 P EN20 0 36 0 26 0 17 ?，a ’7？？？。?｡，｡

E E479 P EN20 0 26 0 22 0 30 A，a，イ ツワ
●
勺
Ⅱ
ユ

E E480 P EN20 0 30 (018） 0 23 A，a，ア,－，i，－

E E481 P EN20 0．24 0．22 0．18
A？，a，イ？
a？

‘）
ツ‘ウ ii？

E E482 P EN20 ？
｡

7
●

？
● A？，c，？，？，i？，？

E E483 P EN20 ？
｡

7
巳 0．18 A C ？

■ウ ?，i？，？

E E484 P EN20 0．30 0．26 0 19 A a ウ？ ？9，ワ iii？ ？ウ｡

E E485 P EN20 0 30 0 26 0 28 A a ア,－，i，－
E E486 P EN20 0 31 0 29 0 29 A a イ，，

◆
○
日
且

E E487 P EN20 0 35 (030） 0 38 A a ア,－，i，－
E E488 P EN20 0 30 0 25 0 23 A a イ，，

●
ｑ
Ⅱ
凸

E E489 P EN20 (024） 0 29 0 35 A a ア’－，19－
E E491 P EN20 0 32 0 36 0 13 A,a，？，？，i？ ？

E E494 P EN20 0 21 (015） 0 10 ?，a，？， '，iリ，？
E E495 P EN20 0 22 0 20 0 11 A？，a，？ ?，i？，？
E E496 P EN20 0 35 0 24 0 12 A b

７
． ?，i？，？

E E497 P EN20 0 28 0 26 0 11 A b ？． ？
｡’ i？， ？ SH31

E E498 P EN20 0 34 0 32 0 26 A a イツ，
●
０
１
４

E E499 P EN20 (023） 0 30 0 24 A a イ，9
●
１

E E502 P EM20 0 28 0 23 0 14 A C ウ，－，i，－

地区 遺構名
齢
鋤 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
深さ

(、）
属性 備考

E E503 P EM20 0．32 0．31 0．32 A，b，イ ツ，
●
ａ
■
且

E E504 P EM20 (024） 0 27 0．31 A C イ，－，i

E E506 P EM20 0 35 0 32 0．56 A a ア,－，i，－ SH30

E E507 P EM19-20 (028） 0 28 A b ?，？，i？，？

E E508 P EM20 0 44 0 31 0．12 A b アヲ－，1ワー

E E509 P EM20 0 44 0 24 0 32 A b イ，－，iii,－ SH31

E E510 P EM20 0 25 0 20 0 06 A a イ？ i？ ？9．

E E511 P EM20 0 30 0 21 0 23 A a アツ，
巴
。
■
且 SH37

E E512 P EM19-20 0 54 (028） 0 33 A a イ，，
●
も
■
且 SH31

E E513 P EM20 (025） 0 31 0 26 A？，b，イ，－，iii,－

E E514 P EM20 0 35 0 32 0 22 B，a，イ，－，iii,－

E E515 P EM20 0 15 0 14 0 08 C？・a ?，？，i？，？

E E516 P EM20 0 20 0 20 0 08 A a ?，？，i？，？

E E517 P EM20 0 24 0 20 0 05 A a ?，？，i？，？

E E518 P EM20 0 40 0 22 0 16 A a ?，？，i？，？ SH37

E E519 P EM20 0 43 0 39 0 72 A a イ9，
、
１ SH30

E E520 P EM20 0 44 0 39 0 10 ？■ b ？ 77？。ワ。ツロ

E E521 P EM20 0 55 0 44 0 08 A a イ？ ？ワ｡， i？ ？，。

E E522 P EM20 0 49 (040） 0 56 A a イ，9
巴
・
■
■
▲ SH30

E E523 P EM20 0 29 0 27 0 41 A a イ，，
．
１ SH37

E E524 P EM19 0 46 0 41 0 32 A a イ，ワ ii･a SH30

E E525 P EL－EMl9 0 30 0 25 0 27 A a ア’一シ19－

E E526 P EL－EM19 0 30 0 29 0 58 A a イワ，
．
１ SH37

E E527 P ELl9 0 21 0 20 0 33 C？､a ？？・ワ・9 1 ？？D，｡

E E528 P ELl9 0 37 0 35 0 39 A、a ア’一，1’一

E E529 P EL19 0 35 0 15 0 23 A・a イツ，
●
●
Ⅱ
ユ SH28

E E530 P EL19 0 35 0 30 0 10 A？･a ？ ?，i？，？

E E531 P EL19 0 25 0 20 0 28 A a ?，？，i？，？

E E532 P EM19 0 36 0 26 0 42 A a ウ，ヲ
①
勺
Ⅱ
▲ SH30

E E533 P EL20 0 21 0 20 0 43 A a イ9，
●
・
■
日
晶

E E534 P EL20 0 19 (015） 0 12 A a ウ，－，i，－

E E535 P EL20 0 39 0 34 0 34 A a イ，，
■
□
■
且

E E536 P EL20 0 20 0 19 0 08 A a ?，？，i？，？

E E537 P EL20 0 18 0 15 0 08 A a ?，？，i？，？

E E538 P EL20 0 17 0 15 0 08 A a ?，？，i？，？

E E539 P EL20 0 30 0 25 0 25 A a ア,－，i，－

E E540 P
E L

-EM20-21
0．62 0．52 0．40 A，c，ウ

●●●

，－91117－

E E541 P EL21 0．50 0．40 0．14 A？，c，？，？，i？ ？
ワ■

E E542 P EL21 0 30 0 23 0 22 A b ?，？，i？，？

E E543 P EL21 0 25 0 22 0 52 A a イヲ，
●
ａ
■
且 SH29

E E544 P EN20 0 35 0 17 0 26 A a イツ，
、
１

E E545 P EN20 0 38 0 34 0 44 A a イ，－，iii,－ SH31

E E546 P EN19－20 0 65 0 38 0 32 A a イツツ
●
ロ
Ⅱ
＆

E E547 P EN19－20 0 47 0 31 0 60 A b アヲ，
●
■
■
且

E E548 P EL19 0 20 0 19 0 18 A a ？？
。，。’ i？，？

E E549 P EL19 0 40 0 37 0 10 ?，a，？，？，i？，？

E E551 P EL19 0 22 0 21 0 39 A，a，イ ヲワ
●
も
■
且

E E552 P EL19 0 32 0 32 0 46 A、a イ7，
●
。
■
込 SH29

E E553 P ELl9 (028） 0 32 0 35 A・a イツ，
．
１ SH28

E E554 P EL19 0 15 0 14 0 20 A？・a?，？，i？，？

E E555 P EL19 0 46 0 43 0 08 A？･a ？？。，・ワ 1 ？？･，■

E E556 P EL19 (023） (015） 0 23 A・b イ，ツ
■
一
面
■
且

E E557 P EL19 0 20 0 20 0 09 A？･a ?，？，i？，？

E E558 P EL20 0 40 0 38 0 54 A･a ア,－，i，－

E E559 P EL20 0 19 0 17 0 10 A･a イワツ
●
刊
■
且

E E561 P EK20 0 31 0 30 0 13 A？、a?，？，i？，？

E E562 P EK20 0 24 0 20 0 10 A？、a ？？。?｡， i？，？

E E563 P EK20 0 32 0 30 0 19 A？･a ？？Dヮ・9 i？，？ SH29

E E564 P EK20 0 20 0 16 0 09 A？･a?，？，i？，？

E E565 P EK20 0 24 0 20 0 20 A？･a ？？、，・ワ i？，？

E E566 P EK20 0 20 0 20 0 33 A・a イ，，
●
■
Ⅱ
▲

E E568 P EK20 0 38 0 35 0 17 C？・a ？。? ?，i？，？

E E569 P EK20 0 29 0 28 0 33 A･b ア，，
●
■
■
且 SH29

E E572 P EK20 0 25 0 24 0 11 A a ?，？，i？，？

E E573 P EK20 0 23 0 20 0 09 A a 77
・ワ｡， i？，？

E E574 P EK20 0 30 0 25 0 12 A a 一ワーッ19－

E E575 P EK20 0 33 0 32 0 13 C a ヲ 1

E E578 P EK19 0 36 0 33 0 29 A a イワ，
■
■
■
■
且 SH29

E E579 P EK20 0 70 0 55 0 07 A a ，，

E E580 P EK20 0 25 0 20 0 06 A a ，，

E E581 P EK20 0 25 0 20 0 09 C a
，ワ

E E582 P EJ20-21 0 65 0 60 0 15 A a イ9，

E E583 P EJ21 0 45 0 31 0 08 A C イ，，

E E584 P EJ21 0 28 (014） 0 11 A a イツ，

E E586 P EJ20 0 30 0 25 0 22 A a イツツ

E E587 P EJ20 0 25 0 21 0 20 A a ー，一ヲ1ツー

E E588 P EJ20 (020） (015） 0 04 A a 一，ー917－
E E589 P EJ20 0 21 0 18 0 08 ﾜｦ ，ウ

E E591 P EJ20 0 20 0 20 0 39 A･a イ，－，iii,－
E E592 P EJ20 0 37 0 33 0 18 C・a ， 1

E E593 P EJ20 0 24 0 23 0 09 A･a イ，，
●
。
■
且

E E594 P EJ20 0 21 (014） 0 06 A･a イ，ツ
、
１



地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

E E595 P EJ19-20 0．23 0．21 0．37 A，a，イ，－，i

E E596 P EJ19 0 24 0 21 ？
● C a 97 1

E E597 P EJ19 0 79 0 65 0．36 A b イ，－，i

E E598 P EKl9 0 26 0 24 0 26 A a ツツ 1 SH29

E E599 P EKl9 0 25 0 21 0 23 A a ツサ 1

E E600 P EK19 0 35 0 32 0 28 A a ヲ 1

E E601 P EK19 0 24 0 20 0 07 A a 一ツー71ツー

E E602 P EK19 0 21 0 20 0 26 A a 一ツー？1ツー

E E603 P EK19 0 21 0 20 0 23 A a 一ワーワ1，－

E E605 P EL20 0 21 0 20 0 16 A a ツワ 1

E E606 P EL20 0 20 0 20 0 26 A a イワ，
■
１
Ⅱ
▲ SH29

E E607 P EL20 0 22 0 20 0 11 A a 一ツー91，－

E E608 P EO17 0 50 0 30 0 09 A C 一ワーッ1，一

E E609 P EO17 0 32 0 26 0 08 C a 一’－91，－

E E610 P EO17 0 20 0 20 0 08 A a 一ワー919－

E E611 P EOl7 0 28 0 22 0 26 A a 一ワーヲ1ツー

E E612 P EO17 0 20 0 16 0 17 A b ツツ 1 SH32

E E613 P EO17 0 21 0 18 0 24 A b 一シーツlツー

E E614 P EO17 0 30 0 25 0 51 A a ウ，－91，－

E E615 P EOl7 (023） (020） 0 19 C C －9－719一

E E616 P EO17 (032） 0 27 0 09 A a
，， 1

E E617 P EO17 0 27 0 24 0 33 A a イ，－，i

E E618 P EO－ENl7 0 28 0 25 0 06 C a 79

E E619 P EN17 0 40 0 33 0 16 A a
ウツ

E E622 P ENl7 0 21 0 20 0 11 A a ツワ

E E623 P EN17 0 20 0 20 0 08 A a ワツ

E E624 P ENl7 0 26 0 20 0 20 A a イ，－，i

E E625 P ENl7 0 30 0 25 0 23 A b ウ，－，ii，a

E E626 P EN17 0 22 0 20 0 05 A a ，ツ 1

E E627 P EN17 0 29 0 21 0 06 A b ﾜワ 1

E E628 P ENl7 0 25 0 20 0 24 A b ツワ 1

E E629 P ENl7 0 23 0 20 0 22 A a イウ，
■
一
利
■
△ SH32

E E630 P ENl7 0 22 (010） 0 28 A a イ，ツ
、
１

E E631 P ENl7 0 45 0 38 0 12 A a アウーゥ19－

E E632 P EN17 0 30 0 26 0 11 A a －ツーヮlツー

E E633 P EM17 0 30 0 22 0 12 A b ツツ 1

E E634 P EM17-18 0 25 0 25 0 22 A a イ，－，i

E E635 P EM18 0 30 0 25 0 04 A a 一シーツ1ツー SA18

E E636 P EM17 0 45 0 32 0 14 A C
，？ 1 SA21

E E637 P EM17 0 20 0 15 0 34 A a 一ツー719－

E E638 P EM17 0 24 0 20 0 09 A a ツ 1

E E639 P EM17 0 20 0 19 0 20 A a イ，，
。
１ SA21

E E640 P EL－EM17 0 23 0 23 0 18 A a ウ,－，i，－

E E641 P EL－EM17 0 21 (015） 0 19 A a イ，，
甲
旬
日
＆

E E642 P EL－EM17 0 21 0 20 0 10 A a －ワーワ19－

E E643 P EM17 0 28 0 25 0 14 A a イ？，
●
・
日
且

E E644 P EM17 0 35 0 30 0 10 C a ﾜワ 1，－

E E645 P ELl7 0 25 0 20 0 24 A b イ，ウ

E E646 P ELl7 0 34 0 30 0 24 A a アツ， SA18

E E647 P EL17 0 35 0 29 0 34 A b イツ，

E E648 P EL17 0 25 0 20 0 18 A b イ，－，

E E649 P EO17 0 20 0 20 0 15 A a 一ワーヲ1ッ

E E650 P EOl8 0 29 0 24 0 24 A a 一ワーヲ1，－

E E651 P EO18 (018） 0 17 0 16 A a ツワ 1

E E652 P EO18 0 33 0 25 0 15 A a イ，－，ii a SH32

E E653 P EO18 0 31 0 29 0 24 A a ツ 1

E E654 P EOl8 0 34 0 30 0 25 A a イワ，
．
１

E E655 P EO18 0 34 0 24 0 12 A b 一サーワ1ツー SH32

E E656 P EO18 0 34 0 25 0 20 A b ツ， 1

E E657 P EOl8 0 24 0 15 0 05 A b 7 1

E E658 P EO17-18 0 30 0 20 0 18 A b ，， 11－

E E659 P EN－EO18 0 26 0 22 0 22 A a
ツワ 1

E E661 P EN18 0 47 0 30 0 12 C C －9－919－

E E662 P EN18 0 47 0 41 0 14 A a イ，－，i

E E663 P EN18 0 25 0 22 0 12 A a
ﾗワ 1

E E664 P ENl8 0 25 0 22 0 16 A a 一ツーワ1ツー SH32

E E665 P EN－EO18 0 30 0 24 0 33 A b イ，－，i

E E666 P EN18 0 24 0 21 0 23 A a ワ 1

E E667 P EO18 0 62 0 42 0 38 A C ア，，
●
も
■
且

E E668 P EM18 0 40 0 35 0 10 A a
ツツ 1

E E669 P EN17 0 20 0 18 0 10 A b ツワ 1ゥ一

E E670 P ENl8 0 12 0 11 0 20 A a
ﾜツ 1

E E672 P EN18 0 47 0 45 0 13 A a イ，－，iii,－

E E674 P ENl9 0 60 0 48 0 10 A b イツワ
●
。
■
且 SH30

E E675 P EN19 0 25 0 20 0 07 A b 一ツーワ1ツー

E E676 P EN19 0 25 0 25 0 16 A a
，ツ

●■●

111

E E677 P EN19 0 33 0 25 0 16 A b ，9
■●■

111 SH30

E E678 P EN19 0 30 0 30 0 16 A a
ツヲ

●■■

111ツー

E E679 P EN19 0 20 0 19 0 14 A b －9－，1ワー

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
深さ
(、）
属性 備考

E E680 P EN19 0．21 0．20 0．07 A・a，ﾜワ

E E681 P EN19 0 23 0 20 0 09 A a ツツ

E E682 P EN19 0 25 0 25 0 14 A a ﾜツ

E E683 P EM19 0 50 0 30 0 08 C b イ，ツ

E E684 P EM19 0 44 0 40 0 47 B a イ，－，i1 SH30

E E685 P EN19-20 0 44 0 36 0 27 A a ウ，， SH31

E E687 P ENl8 0 55 0 40 0 12 A b 一，－71ワー

E E689 P ENl8 0 20 (015） 0 08 A a ーワーッ1 SA20

E E690 P EL17-18 0 20 0 19 0 10 A a ア ，，

E E691 P EL17-18 (021） 0 21 0 09 A a イ，－，

E E692 P ELl7-l8 0 25 0 22 0 21 A a －，－，19－

E E693 P EL17 0 17 (006） 0 06 A a アツ？

E E694 P EL17 0 27 0 21 0 14 A a ア，ツ

E E698 P EKl7 0 20 0 20 0 20 A a イ？，

E E699 P EK17 0 17 0 17 0 12 A a ア ワツ

E E701 P EN18 0 27 0 24 0 23 A a ，， 1

E E702 P EKl7 0 20 0 17 0 12 A b ，ワ 1

E E703 P EK17 0 25 0 25 0 23 a
，ツ，

E E704 P EK17 0 20 0 20 0 15 A，a，イ ，ワ

E E706 P EJ17 0 21 0 16 0 17 A b イ，－， SA17

E E708 P EJ17 0 15 0 15 0 24 A a アツツ

E E709 P EKl7 0 21 0 20 0 29 A a －9－71ツー

E E710 P EK17 0 30 0 29 0 39 B a ア，－，iii，－

E E711 P EKl7 0 20 0 20 0 25 A a ア 9－91，一 SAl7

E E712 P EK17 0 30 0 27 0 24 A a イ，，
●
勺
Ⅱ
昼

E E713 P EK17 0 20 0 16 0 14 A a イヲ，
●
。
■
且

E E714 P EKl7 0 25 0 22 0 13 A a イ，－，iii,－

E E715 P EK17 0 20 0 19 0 04 a
ﾜツ，

E E716 P EKl7 0 15 0 10 0 03 a
，ツワヲ

E E717 P EK17 0 30 0 30 0 33 a
，，，， SA18

E E718 P EK17－18 (021） 0 20 0 11 a
ツヲワツ

E E719 P EK18 (020） (015） 0 03 a
ツヲﾜツ SA21

E E720 P EK18 0 21 0 20 0 14 A，a，－，－，i

E E721 P EK18 0 26 0 24 0 27 A a ヲ，ツ 1

E E722 P EK18 0 27 0 25 0 21 A a 7，， 1 SA21

E E723 P EK18 0 20 0 20 0 23 A aワーヲーヲlワー

E E724 P EK18 0 25 0 21 (） 28 A aツーヮーヮ1ツー

E E725 P EK18 0 26 0 25 0 26 A aツーヮーゥ1，一

E E727 P EK18 0 40 0 25 0 32 A b，－，－，i，－ SA21

E E728 P EK18 0 25 0 23 0 22 A aツーヮーヲ1，－

E E729 P EK18 0 36 0 34 0 11 A a，－9－，17－

E E730 P EK18 0 31 0 28 0 24 A a，ア，－，i SA20

E E731 P EJ18 0 70 0 30 0 02 C a，一ワーヮ17－

E E732 P EL17-18 0 48 0 30 0 18 A b，イ，－， SA21

E E733 P ELl7-l8 0 26 0 25 0 18 A a・ア？，

E E734 P EL18 0 20 0 15 0 28 A bワヲ，
●
ぞ
一
日
且 SA20

E E735 P EL19 0 35 0 33 0 28 A aワーヮーヲ19－ SH28

E E736 P EL－EM19 0 52 0 47 0 56 B a イ，－，iii,－ SH30

E E737 P EM18 0 29 0 26 0 10 A a ワツ 1

E E738 P EM18 0 45 0 38 0 33 A a イ，－，iii,－

E E739 P EN17 0 24 0 18 0 13 C b，，9

E E740 P EN18 0 30 0 25 0 04 A a ，ﾜツ

E E741 P EN－EO18 0 30 0 26 0 16 A a ，，， SH32

E E742 P EN18 0 29 0 24 0 08 A a ウ，，

E E743 P EO18 0 25 0 19 0 34 A c・ウ9－，1ワー

E E744 P EO18 (030） (010） 0 29 A a，イ 7，
●
。
■
且

E E745 P EN18 0 35 0 32 0 10 A a9－9－71ワー

E E746 P EIl6 0 22 0 22 0 27 A a イ，－，i

E E748 P EI16 (025） (025） 0 20 A a イ，－，i

E E750 P EI16 0 25 0 25 0 35 A a ア，－，i，－

E E751 P EI16 0 30 0 25 0 31 A a，ア，－，i

E E752 P EI16 0 20 0 19 0 31 A a、アツー，1ワー

E E753 P EIl6 0 19 0 17 0 09 A
●■●

aワーッーッ1119－

E E754 P EIl6 0 25 0 25 0 05 A aワーヮー91ﾜー

E E755 P EI16 0 24 0 22 0 24 A a イ，－，i

E E756 P EL17 0 15 0 15 0 05 C a ワ，，ワ

E E757 P EIl7 0 50 0 48 0 32 9
a
，，，，

E E758 P EI17 0 35 0 31 0 07 A，a，イ，－，i

E E759 P EI17 0 30 0 27 0 23 A a イ，－，i SA17

E E762 P EIl7 (020） 0 25 0 21 A b イ，，
■
利
■
＆

E E763 P EI17 0 27 0 23 (026） A a イ，ツ
●
●
二
日
ユ

E E764 P EI17 (030） (035） 0 24 A a イ，－，i

E E765 P EI17 0 30 0 22 0 34 A a ア，9
自
己
■
且

E E767 P EJ17 0 15 0 15 0 05 C a ，－91ツー

E E768 P EJ17 0 35 0 34 0 29 A a イ，，
■
一
面
日
ａ

E E769 P EJ17 0 34 0 30 0 26 A a イ，－，iii,－

E E773 P EJ-EKl7 0 25 0 24 0 20 A a イ，－，iii,－ SA17

E E774 P EJ17 0 15 0 15 0 15 A a イツ9
凸
君
■
＆

E E775 P EJ17 0 24 0 20 0 22 A b イ，－，iii,－ SA17



地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
』
深
伽 属性 備考

E E876 P EQ18 0．32 0．28 0．18 A，a，イ，－，iii,－

E E877 P EQl8 0 40 0 32 0 29 A a イ，，
●
ｑ
■
且

E E878 P EQl8 0 28 (020） 0 16 A a イ，－，iii,－

E E879 P EQ19 0 34 0 26 0 13 A b イ，－，iii,－ SA19

E E880 P EQ19 0 46 0 38 0 31 A a イ，－，iii,－

E E881 P EJ16 (070） 0 41 0 42 A a
ウツ，

E E882 P EI17 0 24 0 20 0 09 A a
，，，

E E883 P EI17 0 20 (010） 0 14 A a ，，ワ

E E885 P EJ16 ？
●

？
●

7 A a ，，，

E E886 P EK16 (0.15） (0.20） 0．05 ツ bツ97，

E E887 P EJ16 0 15 0 11 ？
■ A，a，－，－，－，－

E E888 P EJ17 0 19 0 16 0．24 A，a，－，－，－，－

E E889 P EJ17 (028） (008） ？
■

a
ツワツワ

E E890 P EJ17 0 20 0 12 7
勺 A・b，ツ，

●
。
■
且

E E891 P EJ17 7
台

7
｡

？
■

a
9ツ，9

E E892 P EJ17 (0.26） (0.12） 0．10 ，
a
，，ツワ

E E894 P EJ17 0 18 0 16 7
■ ツ

a
，ツ99

E E900 P EO18 0 24 0 25 0．18 A，a，イ 9，
●
勺
■
且

E E902 P EN20 0 18 (007） ？
● A，a，－，－，－，－ SH31

E E904 P EM18 0 15 0 15 0．23 A･a，ツ， SA20

E E905 P EK21 0 25 0 20 0 09 A・a，ツ，

E E906 P EJ16 0 19 0 15 0 06 ヲ b？99ツ

E E907 P EK16 0 15 0 15 0 12 ツ
a
ツ’7ツ

E E908 P EK18 0 15 0 12 0 11 ，
a
，，ツ，

E E909 P EN19 0 23 0 20 0 11 A，a，－，－，i

E E910 P EM18 0 25 0 25 0 25 A a ツワツ 1

E E911 P EO17 (035） (060） 0 22 A bワーッーヲ1，－

E E912 P EN19 0 15 0 12 0 20 A a ワーッーワ1ワー

E E913 P EN18 0 29 0 25 0 07 C a，－，一ヲ19－

E E914 P EO18 0 32 0 31 0 18 A aワーッーヲ11－

E E915 P EM18 0 26 0 25 0 31 A a9－9－’19－ SA18

E E916 P EN19 0 20 0 17 0 20 A b，－，－，i，－

E E917 P EL21 0 30 0 30 0 08 A a
，， 1

E E918 P EN18 0 20 0 20 0 23 A a9－，－91，－

E E919 P EM20 (050） 0 49 0 13 A a ワーワー，1，一

E E920 P EKl9 0 25 0 20 0 13 A b，，？
●
旬
日
且

E E921 P EJ18 0 21 0 20 0 17 A bワーワー917－

E E922 P EN21 0 23 0 22 0 16 9
a
’79ツ

E E923 P EQ18 0 26 0 18 0 06 A，b，イ ツ，
。
■
■
且

E E925 P EQ18 0 30 0 20 0 13 A a ア
●●●

ワーワ111，－

E E926 P EQ18 (017） (014） 0 08 A a イ，，
●
勺
Ⅱ
且

E E928 P EQ18 0 35 0 22 0 07 A b ウ,－，i，－

F F1 P GE2829 0 70 0 57 0 55 A b ウワー911， ． SH49

F F2 P GE28 0 62 0 55 0 49 A b イ，7ii、． SH49

F F3 P GD29 0 58 0 54 0 50 A b イワツ ii･b SH49

F F5 P GD27 0 59 0 53 0 32 A a アツ99 SH48

F F6 P GR32 0 38 0 33 0 52 A b ア
■●●

’－，1119一

F F7 P GR32 0 39 (020） 0 12 A a －9－919－

F F8 P GR32 0 38 0 31 0 32 A a ア
●■●

9－，1111一 SH53

F F9 P GR32 0 35 0 32 0 26 A a ア,－，i’一

F F10 P GR32 0 33 0 33 0 35 A b イ，ワ ii・a

F F13 P GR32 0 33 0 24 0 15 A a ？，－，i’一

F F15 P GR32 0 29 0 27 0 20 A a ア
■■●

ツー91111一

F F16 P GR32 0 33 0 30 0 12 A a イ，－，i

F F17 P GR32 0 36 0 33 0 35 A b ア，ツ ii・C

F F19 P GE30 0 28 0 25 0 37 -,A,－ ウヲ

F F20 P GE30 0 28 0 25 0 24 A・b イ，ワ
●
。
Ⅱ
且

F F21 P GE30 0 57 0 51 0 40 A b イ，－，iii,－ SH49

F F22 P GE30 0 97 (040） 0 21 A -,イ ワ，ツ

F F23 P GE30 0 48 (020） 0 29 ？■ b，？，？，？，？

F F26 P GE29 0 20 0 17 0 35 ？■ a ？
・ツ
77？
。，。9．

F F27 P GE29 0 87 0 60 0 46 A C イ，－，iii,－ SH49

F F28 P GE29 0 60 0 54 0 33 A b ア
●己｡

，ーワ1111ー SH49

F F29 P GE29 0 50 0 39 0 20 A a ウ,－，iii,一

F F30 P GE29 0 25 0 20 0 42 ？■ a ？
。，
7 77
．，。，。

F F31 P GE29 0 28 0 24 0 31 7■ a 7777．，・ツ。，。

F F32 P GE30 0 28 0 24 0 41 A b ウ，－，i，－

F F33 P GE29 0 45 (019） 0 38 A C イ，－，iii,－

F F34 P GE29 0 61 0 57 0 42 A b ア，－，iii，一 SH49

F F35 P GE29 0 61 0 36 0 13 7骨 C 77？－
。，。，・ワ

F F37 P GF29 0 43 0 37 0 41 A a イ，－，iii,－ SA23

F F38 P GF28-29 0 57 0 34 0 18 A a ウ
■●●

，ー’1111一

F F40 P GE－GF28 (050） 0 37 0 34 A C ウ
●●●

ワーワ111，－ SA23

F F42 P GE－GF28 0 35 (032） 0 42 A C イ，－，iii,－

F F44 P GE28 0 35 0 23 0 39 7申 a ？
・ツ
7？？
。，。ヲ。

F F46 P GE28 0 40 0 30 0 26 7凸 a 7777
．9・，■，。

F F47 P GE28 0 30 0 29 0 11 A a イ，，
●
ｑ
■
＆

F F49 P GE28 0 28 0 24 0 26 A a ア ，－，11， f

F F50 P GE28 0 28 0 25 0 29 ？● a ？．？．？．？

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
』
深
伽 属性 備考

E E776 P EJ17 0．26 0．20 0．05 ツ
a
ヲツワ

E E777 P EO17-18 0 53 (041） 0 22 A，a，イ，－，ii a

E E779 P EI-EJl7 0 19 0 15 0 24 A a イ，－，i

E E781 P EK-EJ17 (030） (045） 0 09 A C ワヲツ

E E782 P EJ17 0 20 0 20 0 07 A a ﾜワ

E E783 P EK18 0 34 0 29 0 28 A b ﾜヲ

E E784 P EL17 0 25 0 25 0 18 A a アツー，1，－

E E785 P EN18 0 30 0 20 0 20 C b ツツツ

E E786 P EN18 0 21 0 15 0 14 A b ツ 1

E E787 P EL17 0 25 0 25 0 13 A a ウ’－，1ﾜー SA21

E E788 P EL17 0 17 (011） 0 19 A a イウツ
、
■
Ⅱ
▲

E E789 P EL17 0 23 0 21 0 17 A a イツ?
、
ｑ
Ⅱ
△

E E790 P EI16 0 29 0 26 0 16 A a ウ，－，i’一

E E791 P EN20 (021） (028） 0 52 A a イ，－，i

E E792 P EN20 0 18 0 16 (007） A a ウ,－，i，－ SH30

E E793 P EO18 0 16 0 11 0 25 A a ﾜヲツ

E E794 P EK20 0 20 0 11 0 18 A a イヲ？
●
。
■
且

E E795 P EM20 0 19 (007） 0 11 A a ア，－，i，－

E E796 P EM20 0 21 0 18 0 23 A a ア,－，i，－ SH30

E E797 P EM20 0 22 0 19 0 29 A a イ，ツ
自
屯
Ⅱ
▲ SH31

E E798 P EM20 (020） (016） 0 26 A b イ，－，i

E E800 P EL－EN22 0 24 0 24 0 27 A a ﾜツ，

E E801 P EM19 0 18 0 16 (008） A a ア,－，i，－ SH37

E E802 P EN20 0 25 0 24 0 41 A C イツワ
■
ｑ
■
且 SH37

E E804 P EL19 0 26 0 17 0 19 A b イツチ
●
ｑ
■
且

E E805 P EL19 0 25 0 21 0 38 A a イ，？
●
勺
■
且

E E806 P EJ20 0 19 0 19 0 29 A a イ，－，i

E E807 P EK21 0 35 0 37 0 53 A a イ，－，i

E E808 P EM21 0 31 0 30 0 13 9
a
ツツヲサ

E E809 P EI22 0 19 0 15 0 10 9
a
ワワワ，

E E810 P EI21 0 35 0 32 0 06 ツ
a
9ワヲ9

E E811 P RI21 0 30 0 29 0 06 ？
a
，，，ツ

E E813 P EL19 0 29 0 25 0 60 A，a，ア,－，ii，f SH28

E E814 P EL19 0 20 0 19 ？
■ A，a，－，－，i’一

E E815 P EL19 0 21 0 20 0．31 ，
a
，9ワツ

E E816 P EL18 0 30 0 25 0．27 A，a，－，－，i，－ SA20

E E817 P EM19 0 17 0 15 0．26 A aワーヮー？17－ SH37

E E821 P EJ17 0 26 (020） ？
■ C a ワｳツ，

E E822 P EJ17 0 18 (016） 7
① C a ワツツワ

E E823 P EJ17 0 24 0 20 7
① C a ツﾜツ

E E824 P EI17 0 50 0 44 0．65 A a，イ，I
●
ｑ
Ⅱ
ａ

E E825 P ELl9 0．29 0．27 0.06 B，c，－，一,－，－
石のみ掘
り込みなし

E E828 P EK16 (0.25） (0.18） 0．06 ， b99ワツ

E E829 P EI-EJ16 0 44 0 38 0．51 A，c，ア，II，i

E E832 P EJl7 (022） (010） 0．11 9
a
9ツワツ

E E833 P EI17 0 31 0 24 0．37 A，？，ア,－，i

E E834 P EJ16 (024） (021） ？
■ ，

a
97ワワ

E E836 P EJ17 0 50 0 32 0．17 A，b，ア,－，i，－

E E837 P EJ17 0 24 0 20 0 18 ， b，99，

E E838 P EJ17 0 35 0 35 0 49 A，b，イ，－，ii，b

E E839 P EI16 0 29 0 25 0 30 A a イ，－，i

E E841 P EJ16 0 34 0 33 0 42 A b イ，－，i

E E842 P EK16 0 25 0 24 0 31 A a ア，111,i

E E843 P EK16 0 16 0 17 0 24 A a イ，，
■
ｑ
Ⅱ
▲

E E844 P EJ17 0 21 0 18 0 26 A a イ，，
心
口
８
星

E E845 P EK16 (025） (013） 0 17 A a イツ，
●
も
■
＆

E E846 P EK16 0 19 (008） 0 11 A a ウ,－，i，－

E E848 P EJ16 0 19 0 16 0 31 A a イ，－，i

E E849 P EJ16 (022） 0 21 0 11 A a イ，，
。
□
■
＆

E E850 P EJ16 (047） 0 45 0 38 A C ア,－，iii,－

E E853 P ES22 0 55 0 30 0 09 ワ
C
，，ワゥ

E E855 P FA22 0 13 0 12 0 17 ツ
a
99ツゥ

E E856 P ES22 0 40 0 32 0 10 A，c，？，－，i，－

E E857 P ER22 0 25 0 21 0 15 ツ
a
，，ツワ

E E858 P ES22 0 25 0 20 0 40 A，a，イ，－，i

E E859 P ES22 0 17 0 15 0 11 A a イツヲ
●
。
■
且

E E860 P ET19 0 27 0 26 0 19 A a イツ，
．
’

E E861 P FA23 0 15 0 15 0 06 C a‐？ ツー91ヲ一

E E862 P ET－FA24 0 25 0 21 0 07 A a ？，－，i，－

E E864 P ET23 0 16 0 16 0 05 A a ？，一，i，－

E E865 P ES－ET22 0 20 0 19 0 06 A a ？，－，i

E E866 P ET18 0 24 0 24 0 06 A a ？，－，i，－

E E868 P ES21 0 49 0 38 0 06 C b，？，－，i

E E869 P ES22 0 15 0 15 0 19 A a イ，ツ
●
。
Ⅱ
▲

E E870 P ES-ET21 0 20 0 19 0 10 A a‐？ ツー，lツー

E E871 P ES20 0 30 0 30 0 34 ，
a
，，，，

E E872 P ET18 0 34 0 32 0 21 A，b，ア,－，i，－

E E875 P EQ18 0 47 0 30 0 21 A，b，ウ，－，i



地区 遺構名
齢
罰 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
』
深
伽 属性 備考

F F51 P GE28 0．24 0．21 0．36 ?，a，？，？，？，？

F F53 P GF28 (017） 0 20 ？
■
a 7777
。？・ツ｡，｡

F F55 P GF28 (010） (010） 0．33 ？ a 7777
．ウ。ツ｡，､

F F57 P GE－GF27 0 30 0 26 0 45 7■ a 7777
。？･ツ｡，。

F F58 P GF27 0 34 0 32 0 36 A b ア
｡■●

ツー91119－

F F61 P GF27 0 41 0 32 0 39 A b ウ，－，i，－

F F63 P GF27 0 37 0 30 0 34 B b ウワーッ1，－

F F64 P GF26 0 82 0 24 0 56 ？● a 7777
・？■ツ。？。

F F65 P GF26 0 42 0 24 0 37 7曲 a 7777
．?。ツ。，。

F F67 P GF26 (036） 0 25 0 37 ？■ a 7777．?。ツ。ツ｡

F F68 P GF26 0 41 0 40 0 45 A b イ？ツ
■
一
面
日
旦

F F79 P GE27 0 32 0 28 0 40 7● b 7777
｡，・ツ・7。

F F82 P GE27 (031） 0 30 0 21 A C イ，？
●
■
■
且

F F87 P GE28 0 85 0 64 0 49 A b ウツー，11ヮ f SH49

F F88 P GE28 (） 24 0 20 0 42 7 a 77？？｡’｡9．，｡

F F90 P GE28 0 35 0 30 0 39 ？｡ a 7777
・ワ。9■？。

F F91 P GE28 0 16 0 15 0 34 A a ア,－，i，－

F F92 P GE28 0 30 0 25 0 38 7甲 a 7777■，・ツ・ツ。

F F93 P GE28 0 31 0 28 0 18 A a ウ？9
●
Ｇ
■
且

F F94 P GE29 0 33 0 31 0 20 A a ウ
■●■

9－91119－

F F95 P GE30 0 41 0 25 0 23 A b イ9？ ii･f

F F98 P GE29 0 46 0 21 0 36 A b イ，9
●
一
君
■
ユ

F FlOO P GD29-30 0 81 0 66 0 64 A b アワゥ， SH49

F F102 P GD29 0 27 0 23 0 39 A C イ，，
①
旬
日
且

F F105 P GD29 0 26 (012） 0 26 A a ア，一’119 f

F F106 P GD29 0 31 0 28 0 36 A a アツ9
●
■
■
且

F FlO9 P GD28 0 60 0 64 0 43 A C イ，－，ii，a SH48

F Fll2 P GE28 0 40 (020） 0 23 7 b 7777．ワ｡ツ。，。

F F119 P GD27 0 19 (010） A a 7777．9．ツロワ。 消失

F Fl24 P GC27 0 48 (039） 0．47 A b ア，111，iii，－ SH47

F F125 P GC27 0 41 (025） 0 35 A a アシーツ19－

F Fl26 P GC－GD27 (053） (030） 0 15 B a イﾜーヲ
●
一
面
■
且

F F127 P GC－GD27 0 79 (052） 0 11 A b イ，ワ
的
■
Ⅱ
４

F F130 P GC27 0 57 0 54 0 66 A a ア，111,ii a SH47

F F131 P GC26-27 0 57 0 26 0 19 A C ウ．IⅡ
●■●

’1119－ SH47

F F133 P GD27 0 25 0 26 0 23 A b イ9， ii･a

F F134 P GD26 0 86 0 60 0 09 A b イツ，
凸
一
利
■
ユ

F F138 P GD26 (030） 0 20 0 26 ？④ C 7777．ワ｡ツ■ツ。

F F142 P GD26-27 0 46 0 34 0 30 A b ウワ9
①
５
１
Ａ

F F143 P GD27 0 46 0 41 0 41 A b ア，－，iii，－

F Fl45 P GA29 0 20 (016） 0 14 7 a 7
。，
77？
。ツ。ワ■

F F146 P GA29 0 16 0 15 0 21 ？● a 7
。，
77？
。7・ヲ｡

F F147 P GA29 (050） 0 33 0 24 ？｡ C ？
。，
7 77
・，。？■

F F148 P GA29 0 49 0 27 0 26 A b アツー’1ツー

F F150 P GA29 0 38 0 36 0 36 A b イ，？，iii,－

F F151 P GA29 0 25 (022） 0 23 A b イ，？
●
一
面
■
ユ

F F152 P GA28 0 48 0 34 0 34 A b イツツ
■●■

111 SH43

F F154 P GA29 0 92 0 36 0 43 7由 C 77‘
｡，。， SH44

F F155 P GA29 0
r＝庁

Oイ 0 56 0 42 A a イツ，
己■

11 a SH45

F F156 P GA29 0 18 0 18 0 30 7● a 77’｡，｡，
？
，｡

F F159 P GB29 0 58 0 52 0 33 A b イツ，
●●

11 a SH46

F F160 P GB29 (022） 0 21 0 06 A a イ？，
■
一
■
■
昼

F Fl62 P GB29 0 49 0 37 0 29 7 b 77．ツ｡ツ ？
ウ。 SH44

F F163 P GB29 0 51 0 49 0 19 A a ア，111,iI SH45

F F164 P GB29 0 56 0 55 0 32 A a イ’ﾜツ SH46

F F165 P GB29 0 47 0 42 0 53 A b ウ，－，i，－ SH44

F Fl68 P GB29 0 43 0 35 0 48 ？● b ？・ツ 77？。ワ。7o SH46

F F171 P GB29 0 43 0 43 0 47 B b イ，？ ii･C SH46

F F175 P GB28 0 23 0 23 0 26 A a イサワ
●
令
Ⅱ
且 SA22

F Fl76 P GB28 0 22 0 20 0 25 A a イ？9
●
君
０
Ａ SA22

F F178 P GB28 0 16 0 15 0 17 ？● a 7777・7｡，■ワ｡ SA22

F F179 P GB28 0 24 (019） 0 15 A a ア9－シ19－

F F180 P GB28 0 32 0 27 0 18 A C イ？ウ
■
一
句
■
且 SH43

F F191 P GB27 0 40 0 35 0 38 ？｡ a 7777。ワ｡，。ツ｡ SH43

F F199 P GA27 (028） 0 28 7 C ？
｡，
77？
。，。’｡

F F204 P GR32 0 35 0 34 0．33 A b イ，ツ ii･a SH53

F F205 P GS32 1 21 0 52 ？
① ，ワ ，，

F F207 P GR31 0 32 0 32 0．51 A、b ア,－，iii，－ SH53

F F208 P GR31 0 34 0 29 0 19 A a イ，－，iii,－

F F211 P GR29 0 20 0 17 0 08 A a ？，－，i

F F212 P GR29 0 25 0 19 0 19 A a ？，－，i，－

F F214 P GR29 0 43 0 40 0 20 A a ？，－，i，－

F F215 P GR29 0 32 0 30 0 10 A b ？，－，i

F F218 P GR29 0 16 0 16 0 10 A C ?，－，i’一

F F219 P GR29 0 40 0 33 0 16 A C ？，－，i，－

F F234 P GQ26 0 45 0 34 0 10 A a ?，－，i，－

F F237 P GQ27 0 16 0 14 0 06 C a ？，－，i

F F244 P GQ32 0 23 0 20 0 12 A a ?，－，i，－

F F245 P GQ32 0 32 0 30 0 25 A a イ，－，iii,－ SH53

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

F F246 P GQ32 0．27 (0.13） 0．12 A，a，ア，－，i

F F247 P GQ32 0 35 0 28 0 24 A b･ウツー711－

F F248 P GQ32 0 30 0 25 0 11 A a，？，－，i’一

F F249 P GQ32 0 52 (033） 0 30 A a イ，－，iii,－

F F250 P GQ32 0 57 0 51 0 38 A a イ9ツ
■
喜
勺
Ｂ
ａ

F F251 P GQ32 0 89 (050） 0 22 A c、ウﾜツツ

F F257 P GR31-32 0 36 0 35 0．20 A a，？，－，i

F F258 P GR31 0 27 0 24 0 48 A a，？，－，i SH53

F F259 P GR31 0 27 0．25 0 07 A a，？，－，i

F F260 P GQ31 0 30 0 30 0 51 A a，？，－，i，－ SH53

F F261 P GQ31 0 15 0 14 0 04 A a，？，－，i

F F262 P GQ31 0 26 0 21 0 06 A a，？，－，i，－

F F263 P GQ31 0 22 0 21 0 10 A a，？，－，i，－

F F266 P GP31 0 20 0 18 0 13 A a，？，－，i

F F268 P GQ31 0 20 0 16 0 06 A a，？，－，i

F F269 P GQ31 0 24 0 24 0 06 A a，？，－，i

F F270 P GQ31 0 21 0 19 0 07 A a，？，－，i，－

F F271 P GQ31 0 25 0 24 0 08 A a，？，－，i

F F275 P GR31 0 46 0 36 0 13 A b，？，－，i

F F276 P GR31 0 18 0 18 0 02 C a，？，－，i

F F285 P GP30 0 38 0 35 0 12 A a，？，－，i，－

F F286 P GP30 0 25 0 15 0 16 ？① a，？，？，？，？

F F288 P GP30 0 23 0 19 0 20 A a，？，－，i，－

F F289 P GP30 0 18 0 18 0 17 A a，？，－，i

F F290 P GP29-30 0 45 0 40 0 07 A b，？，－，i，－

F F291 P GP29-30 0 38 0 31 0 05 A a，？，－，i，－

F F292 P GP29 0 37 0 27 0 18 A b，？，－，i

F F295 P GP29 0 43 0 28 0 17 A b，？，－，i

F F298 P GP29 0 30 0 30 0 29 A a，？，－，i

F F299 P GP29 0 20 0 18 0 11 A a，？，－，i

F F304 P
GP-GQ
29-30

0．37 0．32 0．22 A，a，？，－，i，－

F F305 P GQ30 0．32 0．29 0．04 A，a，？，－，i

F F306 P GQ30 0 23 0 21 0 06 A a，？，－，i

F F307 P GQ29 0 48 0 39 0 38 A b，イ ツワ
■
一
羽
■
凸

F F309 P GQ29 0 49 0 31 0 13 A a，ア，－，i

F F310 P GQ29 0 17 (017） 0 18 A a，？，－，i，－

F F311 P GQ29 0 45 0 42 0 09 A a，？，－，i

F F312 P GQ30 0 22 0 19 0 12 A a，？，－，i，－

F F313 P GQ29-30 0 23 0 22 0 07 A a，？，－，i

F F314 P GQ30 0 26 0 24 0 32 A a，？，－，i

F F315 P GQ30 0 36 0 25 0 10 A a，？，－，i’一

F F316 P GQ30 0 17 0 17 0 07 A a，？，－，i

F F319 P GR29 0 22 0 19 0 10 A a，？，－，i

F F320 P GR29 0 35 0 22 0 18 A C，？，－，i

F F321 P GR29 (034） 0 29 0 26 A b，イ，－，iii,－

F F324 P GR29 0 25 0 25 0 10 A a，？，－，i，－

F F325 P GQ29 0 36 0 30 0 10 A a，？，－，i，－

F F326 P GQ29 0 23 0 18 0 06 A a，？，－，i，－

F F327 P GQ29 0 27 0 23 0 18 A a，？，－，i，－

F F329 P GQ29 0 37 0 30 0 10 A a，？，－，i，－

F F334 P GQ28 0 48 0 47 0 10 C a，？，－，i，－

F F339 P GQ28 0 34 0 21 0 08 A a，？，－，i，－ SH48

F F341 P GQ28 0 50 0 48 0 08 C C，？，－，i，－

F F347 P GQ28 0 25 0 24 0 05 A b，？，－，i，－

F F353 P GQ28 0 46 0 39 0 10 A a，イ ワワ
①
旬
日
品

F F360 P GP27 0 40 0 24 0 35 ‘）
｡ c，？，？，？，？

F F370 P GN26 0 16 0 14 0 14 A a ？，－，i，－

F F371 P GN26 0 18 0 15 0 20 A a，？，－，i，－

F F375 P GN26 0 29 0 25 0 25 A c、ウワーヮ1，－

F F376 P GN26 0 26 0 24 0 31 A b，イ ，，
む
つ
■
且

F F378 P GM26 0 46 0 36 0 12 C a，？，－，i

F F379 P GM26 0 23 0 19 0 26 A a，？，－，i，－

F F380 P GM26 0 42 0 33 0 08 A a，？，一，i

F F381 P GM26 0 30 0 24 0 12 A a，？，－，i

F F382 P GM26 ？
●

？
｡

‘）
｡ A －，？，一，i’一

F F383 P GM26 0．32 0．30 0．42 A a イ，－，iii,－

F F386 P GF26 0 24 0 18 0 37 ？■ a 7777・7・ツ｡？。

F F387 P GF27 0 23 0 15 0 65 A b ア
●●●

，一9111ツー

F F392 P GF26 0 22 (009） 0 20 A a ア 7－919－

F F393 P GF26 0 50 (013） 0 30 A C ウ，？，

F F394 P GF26 (018） 0 12 0 32 A a イ，－，iii,－

F F395 P GF26 0 25 0 13 0 25 A a イ
●●己

ワーヲ111，－

F F398 P GD27 0 55 0 51 0 26 A b ア
ゆ●●

ワーヲ1119－ SH48

F F399 P GC27 (062） (032） 0 37 A a イ9，
。
１

F F400 P GF27 0 43 0 36 0 44 A b ウ，－，ii，a

F F401 P GF26 0 21 (010） 0 31 A a ア 9－919一

F F403 P GF26 0 20 0 17 0 37 7由 a 7777
｡，。ヮ。9・

F F406 P GD27 0 38 (021） 0 45 A b イツ，
、
１ SH48



地区 遺構名
遺
種
菅
Ⅲ
グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
〕
深
伽
属性 備考

F F516 P GB27 0．32 0．24 0．22 A，a，ア,－，i，－

F F517 P GC27 0 29 0 28 0 16 A a イ，－，i

F F518 P GJ25 0 31 0 29 0 28 A C ウ,－，i，－

F F519 P GJ25 0 29 0 16 0 13 A b ア,－，iii,－

F F520 P GJ25 0 18 0 16 0 09 A a ア,－，i，－

F F521 P GJ25 0 22 (018） 0 21 A a イ，，
、
１

F F522 P GJ25 0 21 (017） 0 12 A b ア,－，i，－

F F524 P GI-GJ26 0 23 0 21 0 18 A b イ，，
●
。
■
且

F F525 P GJ26 0 17 (010） 0 06 A a ア,－，i’一

F F526 P GC29 0 30 0 18 0 37 ？｡ C 7777．，。，。，。

F F528 P FP20 0 53 0 33 0 04 A a ?，－，i，－

F F530 P FP20 0 15 0 14 0 11 A a ?，－，i，－

F F532 P FP-FQ19 0 28 0 20 0 04 A a ？，－，i'一

F F535 P FQ19 0 15 0 12 0 10 A a ?，－，i，－

F F536 P FQ19 0 25 0 23 0 23 A a イ，－，i

F F540 P FQ19 0 30 0 23 0 07 A C ?，－，i，－

F F544 P FQ-FR18 0 25 0 24 0 23 A C ウ,－，i，－

F F545 P FR19 0 22 0 19 0 05 A a ？，－，i，－

F F547 P FS19 0 17 0 17 0 05 A a ？，－，i

F F550 P FSl9 0 37 0 37 0 15 A a ？ツー’17－

F F551 P FS-FT18 0 64 0 56 0 06 B a ウ，－，i，－

F F558 P GA19 0 18 0 15 0 03 A a ？，－，i，－

F F560 P GB20 0 14 0 14 0 04 A a ？，－，i

F F561 P GB20 0 22 0 19 0 03 A a ？，－，i’一

F F563 P GB20 0 12 (006） 0 23 A a イ，ツ
●
。
Ⅱ
且

F F571 P GB21 (025） (010） 0 12 A a イ，，
．
１

F F572 P GB21 0 17 0 16 0 02 A a ？，－919ー

F F573 P GB21 0 20 0 15 0 05 A a ？，－，i’一

F F574 P GB21 0 40 0 35 0 34 A b ア,－，ii，a SH50

F F578 P GB22 0 41 0 40 0 09 C a ？，－，i，－

F F579 P GB22 0 27 0 20 0 31 A a イ，，
、
１

F F580 P GB22 0 19 0 18 0 06 A b ？，－，i，－

F F583 P GC23 0 28 0 23 0 21 A a アワー，19－

F F586 P GC23 0 34 0 33 0 05 A a ？シーツ1ツー

F F587 P GC23 0 24 0 24 0 08 A a ?，－，i，－

F F588 P GC23 0 34 0 32 0 20 A a イ，－，iii,－

F F591 P GB22 0 43 0 38 0 30 A b イ，－，i

F F595 P FR19 0 25 0 20 0 04 A a ？，－，i，－

F F596 P FR19 0 20 0 20 0 07 A a ？，－，i，－

F F598 P GH24-25 0 41 (018） 0 28 A C イ，－，iii,－ SH51

F F604 P GJ26 0 40 (018） 0 07 A C ？，－，i，－

F F605 P GJ26 0 32 0 24 0 14 A a イ，－，iii,－

F F606 P GA29 0 52 0 21 ？
● A a イ，－，iii,－ SH45

F F609 P GB29 0 42 (014） 0．46 A a ウ
■■●

ワーッ111ヲ一

F F610 P GB29 0 65 (025） 0 30 A ツ ウ
●●●

ゥ－91111一

F F611 P GB29 ？
｡ (032） 0 37 A C ウ，－，iii,－

F F612 P GB29 0．42 0 34 0 28 A C イツ9
●
口
Ⅱ
▲

F F613 P GB29 0 41 (029） 003 A a イ，－，iii,－ SH45

F F614 P GB29 0 45 0 39 0 21 A a ウ,111,iii,－ SH44

F F615 P GC29 0 67 0 54 0 23 A C ウヲワヲ SH46

F F620 P GA20 0 30 0 29 0 20 A b イ，－，ii a

F F622 P GB28 0 18 0 18 0 36 A a 7777。ツ。，。ツ｡ SH43

F F623 P FP20 0 35 0 20 0 14 A －，？，－，i，－

F F624 P FP20 0 56 0 33 0 02 A b，？，－，i

F F626 P FP20 0 25 0 22 0 15 A a ？，－，i，－

F F627 P FP20-21 0 44 0 32 0 21 A a ア,－，i，－

F F629 P FP20 0 26 0 21 0 07 A a ？，－，i，－

F F637 P FO21 0 22 0 18 0 14 A a ？，－，i，－

F F638 P FO21 0 26 0 24 0 16 A a イ？，
●
せ
Ⅱ
▲

F F640 P FO22 0 40 ？
● 0 08 A a ？，－，i

F F643 P FO21 (035） ？
● 0 16 A －，ウ，－，i，－

F F646 P FO22 0 35 0．33 0 03 A a ？，－，i，－

F F647 P FO22 0 20 0 20 0 04 A a ？，－，i，－

F F648 P FO22 0 20 0 18 0 18 A b イ，9
●
。
■
且

F F649 P FO21 0 21 0 16 0 14 ？｡ b ‘〉 7
ロツ
77
．’｡

F F654 P FN22 0 47 0 21 0 08 A b イ？ワ
●
ｑ
Ⅱ
▲

F F655 P FN22 0 55 0 35 0 15 7由 a ？‘）
。’ロ，

7
．，
？

F F656 P FN22 0 53 0 38 0 15 A b イ，－，i

F F657 P FN22 0 26 0 22 0 16 A b イ9ツ
、
１

F F658 P FN22 0 21 0 18 0 15 A a アツーゥ11ー

F F661 P FN22 0 22 0 21 0 41 A a イ，－，i

F F663 P GB27 0 29 0 29 0 19 A a イツワ
●
君
■
＆

F F664 P GI25 0 22 0 16 0 29 ？● a 7777■Q■●｡Q旬

F F666 P GE28 0 21 0 19 0 10 A a ？，－，i，－

F F668 P GJ26 (024） (010） 0 19 A a イヲ，
●
も
■
ａ

F F673 P GI25 0 27 0 25 0 22 A a ア？，
●
一
面
■
畢

F F675 P FN25 0 62 0 46 0 11 ？● a 7777．，．ワ。9・

F F680 P GB22 0 69 0 51 0 33 A C イ，， ii、a SH50

F F683 P FN25 0 47 0 28 0 38 A C ウ，， ii･a

地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
』
深
伽 属‘性 備考

F F407 P GD26 (0.20） 0．22 0．12 A，b，？，－，i

F F408 P GD26 0 29 ？
｡
C ？ 77

｡ワロ
7
，。

F F409 P GD26 0．33 0 26 0．30 A a イ，－，i

F F410 P GD26 (027） 0 26 0 36 A a ア 9－シ1，－

F F412 P GD29 0 28 0 24 0 32 A b ア，－，i，－

F F413 P GN27 0 18 0 16 0 17 A a ？，－，i

F F414 P GQ27 0 21 0 19 0 15 A a ？，－，i，－

F F415 P GQ27 0 23 0 22 0 19 A a ？，－，i

F F419 P GF27 0 29 (010） 0 20 A ？■ ？，－，i，－

F F420 P GE29 0 29 0 24 0 35 A a ア，－，i，－

F F421 P GE29 0 19 0 19 0 19 A a ア,－，iii,－

F F422 P GE29 0 25 0 15 0 36 A a イ，－，iii,－

F F423 P GD29 0 24 0 16 0 16 A a イ，－，i

F F424 P GE29 0 23 0 15 0 23 A b ア,－，i，－

F F426 P GR31 0 25 0 21 0 11 A a ？，－，i’一

F F427 P GR31 0 27 0 27 0 12 A a ？，－，i

F F428 P GQ32 0 39 0 28 0 39 A a イヲ，
●
ｑ
Ⅱ
且

F F429 P GQ32 0 18 0 18 0 04 A －，？，－，i，－

F F430 P GP32 0 48 (021） 0 63 A ワ ア?ﾜツ

F F431 P GQ32 ？
■ 0 56 0 37 A ？ ウ

■｡｡

’一シ111，－

F F432 P GR32 7
■ 0 25 0 39 A ， イ，-,iii,－

F F433 P GR30 0．34 0 31 0 42 A a イ，－，iii,－

F F434 P GR30 (018） 0 15 0 30 A b，ア,－，i

F F435 P GR29 0 31 0 30 0 09 A b，？，－，i

F F436 P GR29 0 20 0 20 0 19 A a，？，－，i

F F437 P GR29 0 58 0 39 0 21 A C イ，－，iii,－

F F438 P GR29 0 22 0 20 0 18 A a，？，－，i

F F439 P GR29 0 41 0 30 0 31 A b，イ，－，iii,－

F F440 P GE－GF29 0 40 (037） 0 38 A a・ウ
｡｡●

9－9111ツー SA23

F F441 P GD29 0 26 0 20 0 40 A a，？，－，i，－

F F442 P GE29 0 35 0 18 0 19 A c・ウ
p■●

ツー9111ワー

F F443 P GE－GF29 0 24 0 27 0 33 A a イ，－，iii,－

F F444 P GE28 0 41 (022） 7
， A a ウ，－，i，－

F F447 P GD29 (017） 0 21 0．26 A a，イ ，ツ
、
１

F F450 P GD－GE29 0 60 (018） 0 26 A a イ，－，iii,－

F F451 P GE27 0 26 0 22 0 24 A a，イ ウ9
。
１

F F452 P GE27 0 25 0 23 0 27 A b，イ，－，i

F F453 P GE27 (030） 0 30 0 42 ？■ b，？，？，？，？

F F455 P GR29 0 26 0 26 0 18 C a，？，－，i

F F456 P GR29 0 28 0 27 0 13 A a ？，－，i，－

F F457 P GR29 0 30 0 24 0 28 A a ？，－，i，－

F F458 P GR29 0 22 0 18 0 10 A a ？，－，i

F F459 P GR29 0 19 0 15 0 14 A a，？，－，i，－

F F460 P GR29 0 22 0 18 0 10 C a，？，－，i

F F461 P GP30 0 30 0 28 0 24 A a，イ ，，
、
１

F F463 P GQ32 0 23 0 20 0 26 A b，ア,－，i，－

F F464 P GE27 ？
■ 0 23 0 24 A ， ウ

●●｡

シーツ111ワー SH45

F F466 P GE27 (0.25） (016） ？
● a．？．？．？．？

F F468 P GE30 0 47 (038） 0．43 A C イ，－，iii,－

F F469 P GD30 0 32 0 33 0．20 A C イ，－，iii,－

F F470 P GE29 (034） 0 20 ？
■ A C ア,－，i，－

F F472 P GE27 0 27 (013） 0．33 A C ア
■●●

，－91119－

F F473 P GC29 0 49 0 44 0．47 A a イ，－，ii a SH46

F F474 P GC29 0 30 0 26 0．44 ？
■
a 77？？
｡，。ツ,ツロ

F F475 P GC29 0 25 (015） 0．23 ？
■
a 77？？
・ワ・9・ワ｡

F F476 P GC29 0 45 0 40 ？
●
a 7777
．9・ツ・ワ巳

F F479 P GQ32 0 19 0 10
７
． A a イヲ’

●
勺
日
且

F F480 P GR32 (023） 7
●

？
｡

7 77？
。9．，Q

F F481 P GQ32 0．30 (015） 0．26 A a ア，－919一

F F482 P GQ31 0 21 0 20 0．38 ？● a 7 7ワ？｡，．ツ｡

F F483 P GQ32 0 31 (030） ？
● A a ？一一一・ヲワヲ

F F484 P GB29 0 56 (024） 0．48 A b ア？，，

F F486 P GQ31 0 30 (015） ？
●
a 7777
．9｡，・ワ。

F F487 P GQ32 0 37 ？
｡ 0．32 A ツ イ，，

●
。
■
且

F F489 P GA27 0 45 0．40 0 14 ？■ b，？，？，？，？

F F490 P GC27 0 46 (031） 0 29 A a イ，－，iii,－

F F493 P GH25 0 32 0 27 0 17 A a ア
●●●

，－，1119－ SH51

F F497 P GI25 0 26 0 21 0 23 A b ア，－，ii，a SH51

F F498 P GH24 0 38 0 31 0 34 A a ウ，－，iii，－ SH51

F F499 P GH－GI24 0 33 0 26 0 39 A a イ，－，iii,－

F F504 P GI25 0 38 0 29 0 20 A b イ，－，iii,－

F F508 P GC29 0 44 0 35 0 23 A C ア
●■●

’－91119－

F F509 P GC29 0 20 (012） 0 33 ？｡ a ？ 777．，。？。

F F510 P GC29 0 57 (023） 0 49 ，
a
ワヲﾜワ

F F511 P GC27 0 26 0 24 0 29 A，b，イ ，ツ ii･a SH47

F F512 P GC27 0 28 0 24 0 22 A a イ，111 SH47

F F513 P GC27 0 33 0 29 0 22 A a イ，111 SH47

F F514 P GC27 0 25 0 25 0 11 A a イ，，
●
勺
日
且 SH47

F F515 P GP30 0 26 0 22 0 16 A a ア，－，i，－



地区 遺構名
遺
種
背
'1
グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

F F684 P FN25 0．38 0．29 0．33 C，b，？，－，i，－

F F686 P FN25 0 28 0．23 0．32 A b，ウ，－，i，－

F F687 P FN25 0 26 0．24 0．36 ‘）
｡ a，？，？， 77。ツ。

F F688 P FN25 0 27 0．20 0．26 A c，イ，－，ii，a

F F689 P FN25 0 22 0．16 0．20 7■ a，？，？，？，？

F F690 P FN25 0 31 0．27 0 14 7 a，？，？，？，？

F F691 P FN25 (031） 0．25 0 18 ？由 a，？，？，？，？

F F692 P FN24 0 40 0．40 0 16 ？● a，？，？，？，？

F F695 P FO25 0 43 0．38 0 05 A a，？，－，i，－

F F696 P FO25 (020） 0 24 0 05 A a，？，－，i，－

F F697 P FO25 0 39 0 29 0 29 A b，イ，－，iii,－

F F699 P FO25 0 43 0 33 0 28 A b，ウ，－，i

F F700 P FO24-25 0 27 0 25 0 24 A a･ア
●ゆ申

ワーッ’''’一

F F706 P FN24 (040） 0 48 0 09 A b，？，－，i

F F707 P FN24 0 31 0 26 0 27 ？■ a，？，？，？，？

F F710 P FO24 (050） 0 55 0 12 ，，ﾜﾂ，

F F716 P FP25 0 34 (015） 0 19 A，b，イ ワツ
ひ
勺
Ⅱ
ａ SH40

F F717 P FP25 0 31 0 25 0 22 A a イ，－，iii,－ SH40

F F718 P FP25 (017） 0 17 0 13 ？● a，？，？，？，？

F F722 P FO24 0 31 0 26 0 19 A b，イ，－，iii,－

F F723 P FO24 0 39 0 33 0 39 A a･ウ
巳｡●

9－，1119－

F F729 P FP24 0 35 0 33 0 06 A a，？，－，i，－

F F730 P FP24 0 35 0 35 0 31 7■ a，？，？，？，？

F F731 P FN24 0 28 0 27 0 32 A a，ウ，－，i

F F737 P FO24 0 49 0 35 0 12 7由 a ？？77
・，。，。，。

F F739 P FP23 (000） 0 33 0 05 A a，？，－，i，－

F F740 P FP23 (030） (025） 0 18 7 a，？，？，？，？

F F741 P FP23 0 76 0 51 0 21 A b，ウ，－，－，－

F F742 P FP23 0 21 0 16 0 19 ？ a，？，？，？，？

F F743 P FP23 0 20 0 20 0 26 ？● a，？，？，‘ ？
，。

F F744 P FP23 0 25 0 23 0 34 ？● a，？，？，‘ ‘）
ツ。

F F753 P FO24 0 40 0 25 0 17 7句 77？’・ツ・ツ｡，
7
？。 記録なし

F F754 P FO24 (000） 0 30 0 13 A a，？，－，i

F F756 P FO23 0 18 (000） 0 00 A －，？，－，i，－

F F757 P FO23 (000） (000） 0 00 C C，？，－，i

F F762 P FN－FO23 0 51 0 41 0 08 B a，ウ，111

F F764 P FN23 0 56 0 43 0 07 B b，ウ，Ⅲ

F F765 P FN23 (063） 0 28 0 04 B C ウ，－，i，－

F F770 P FP25 0 27 (017） 0 09 A a，ア，－，i SH40

F F772 P FR24 0 30 0 22 0 29 ？ a，？，？，？，？

F F773 P FR24 0 31 0 29 0 36 A a，？，－，i，－

F F778 P FQ24 0 45 0 31 0 10 C a，？，－，i，－

F F780 P FP25 0 63 0 30 0 21 A a，ウ，－，ii，a

F F781 P FP25 0 40 0 25 0 28 ？ a，？，？，？，？

F F783 P FP25 0 41 0 30 0 18 7由 c，？，？，？，？

F F785 P FQ25 0 28 0 24 0 25 A a イ，－，i SH42

F F787 P FQ25 0 97 (060） 0 07 A C ア，－，i，－

F F788 P FQ25 0 26 0 24 0 43 A b，イ ツ?
■
Ｔ
Ｉ
早 SH42

F F789 P FQ25 0 27 0 22 0 21 A a イ，－，iii,－

F F790 P FQ25 0 24 0 23 0 36 A b，イ ？，
●
一
回
Ⅱ
凸 SH41

F F791 P FQ25 0 40 0 36 0 31 ‘） a，？，？，？，？

F F794
鋤
ット
FQ24 0．34 0．32 0．31 B，b，ウ，－，iii,－

F F795 P FQ24 0．43 0．34 0．65 A，b，イ ツ9
●
制
■
且 1

F F796 P FQ24 0．62 0．46 0.19 C，a，？，-，

F F797 P FQ24 0．34 0．30 0．18 A，a，？，－，

F F798 P FQ24 0．36 0．28 0．23 A，a，イ 9， SH42

F F799
鋤
ット
FQ24 0．27 0．26 0．25 B，b，イ ツ?

●
一
面
■
且 SH41

F F800 P FP24 0．34 0．27 0．19 ？，a，？，？，？，？

F F802 P FQ24 0 26 0 21 0 30 ？｡ a，？，？，？，？

F F803 P FQ23 0 22 0 22 0 13 A a，？，－，i，－

F F804 P FR24 0 27 0 25 0 08 A a，？，－，i，－

F F805 P FR24 (020） (014） 0 12 A a･アゥ－91ツー

F F806 P FR24 0 24 0 20 0 30 A b，イ 9， ii･a SH41

F F807 P FQ24 0 51 0 42 0 22 A a、ウワーッlツー SH42

F F808 P FR24 (034） 0 37 0 14 A a，ウ，－，i

F F809 P FR24 0 30 0 25 0 34 A b，イ，111,iii,－

F F811 P FR24 0 22 0 22 0 17 C a，？，－，i

F F813 P FR25 (000） 0 28 0 03 A a，？，－，i

F F815 P FQ24 0 19 0 18 0 10 A a，？，－，i，－

F F816 P FQ24 0 45 0 25 0 14
？
． a，？，？，？，？

F F817 P FQ24 0 27 0 22 0 13
７
． a，？，？，？，？

F F819 P FQ25 0 25 0 19 0 08 A a，？，－，i，－

F F820 P FQ25 0 29 0 24 0 26 A a イ，ツ
●
屯
Ⅱ
且

F F821 P FQ25 0 22 0 18 0 10 A a，？，－，i，－

F F822 P FQ24 0 40 0 36 0 12 7 a，？，？，？，？

F F823 P FQ24 (040） (035） 0 16 ，ツ，，ツ

F F824 P FQ23 0 65 (015） 0 21 ツウ，ツ，

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径

(、）
短径

(、）
深さ

(、）
属性 備考

F F825 P FO24 0．30 0．30 0．19 ？，a，？，？，？，？

F F826 P GB21 0 34 0 28 0 23 A a イ，ワ
●
旬
日
且

F F829 P GA20 0 27 0 23 0 11 C a ？，－，i

F F830 P GA20 0 25 0 23 0 11 A a ？，－，i，－

F F831 P FO22 0 20 0 17 0 11 A a ア9－，1，一

F F832 P FO22 0 16 0 15 0 02 A a ?，－，i

F F834 P FO22 0 23 0 21 0 23 A a イ，－，i

F F835 P FO21 0 30 0 26 0 15 7F a 7？ 77。ワ。

F F836 P FO21 0 41 0 30 0 15 7由 a 77？？
｡，・9。，。

F F838 P FN21 0 20 0 18 0 04 A －，？，－，i

F F839 P FM21 0 51 (025） 0 13 A b、ウ
●岳■

ワーワ1111－

F F840 P FM21 0 33 (021） 0 43 B a イ？，
．
’

F F842 P FM22 0 20 0 19 0 23 A b ア，，
●
勺
Ⅱ
瓜

F F843 P FM22 0 51 0 43 0 26 A b イ，－，iii,－

F F844 P FM22 0 34 0 30 0 15 A a ？，－，i

F F845 P FM22 0 20 0 20 0 05 A a ？9－919－

F F846 P FM22 0 45 0 32 0 10 A a ？，－，i

F F847 P FM22 0 29 0 20 0 23 A a イツワ
●
ｑ
Ⅱ
△

F F850 P FL－FM22 0 31 0 26 0 30 A a イ，－，i

F F854 P FP21 0 23 ？
｡ 0 04 A 7■ ？，－，i

F F856 P FM22 0 35 0．29 0 13 A b イ，－，iii,－

F F858 P FL22 0 22 0 20 0 10 A a ？，－，i

F F859 P FL22 0 13 0 13 0 14 C a ？，－，i，－

F F860 P FL21 0 51 0 10 0 16 ？■ ？
■

7 777
・ツ■，。，。

F F861 P FL21 0 16 0 16 0 16 C a ？，－，i，－

F F862 P FL21 0 30 0 27 0 13 C a ？，－，i

F F863 P FM22 0 27 0 26 0 17 A a イ，－，iii,一

F F864 P FM22 0 18 0 10 7 A b イ，－，i

F F865 P FP25 0 29 0 22 0．29 A a イツ， ii･a

F F866 P FP25 0 35 0 30 0 16 7 b 7777．ツ｡ツ。ツ■

F F870 P GA27 0 43 0 35 0 19 A a イ，111,ii a SH43

F F872 P FO25 0 40 0 28 0 20 ？｡ a 7777。9・，。，。

F F873 P FO25 0 25 0 28 0 10 ？｡ a 7777．，｡，｡，｡

F F874 P FO25 0 29 0 40 0 22 A b ウ，－，ii，a

F F876 P FR25 0 40 0 22 0 20 A a イ，－，iii,－

F F877 P FQ25 0 22 0 27 0 23 A b ア，－，i，－

F F878 P FO25 0 28 0 36 0 38 A b イワツ
■
君
■
且

F F880 P FO24 0 39 0 20 0 15 ？｡ a 77・ツ■9 77｡ヲ｡

F F881 P FO24 0 24 0 25 0 29 ？● a 7？77．，。，。，。

F F882 P FO24 0 46 0 22 0 15 ？① a 7777．ワ。サ｡ワ．

F F883 P FN24 0 29 0 26 0 33 A b アツー919－

F F884 P FO21 0 29 0 18 0 18 A a イツ，
●
一
面
■
＆

F F885 P FO21 0 18 0 16 0 16 A a ア9－91ワー

F F886 P FO22 0 19 0 25 0 28 A a イ，，
Ｑ
ｑ
■
且

F F887 P FO21 0 40 0 15 0 38 A b ア
●巳■

ワーッ111ワー

F F888 P FN22 0 15 0 15 ？■ a 7？ 77。，。

F F889 P FN22 0．29 7 ？
●

7 777
．ツゥ，｡，｡

F F890 P FN22 0．37 0 21 0．22 A a イ，9
●
○
日
早

F F891 P FN22 0 22 0 16 0 07 C a ？，一，i，－

F F893 P FN22 0 16 0 19 0 21 A a イヲ，
■
一
画
Ⅱ
且

F F894 P FN22 (025） 0 10 0 11 A ワ イ，？
巳
一
羽
■
且

F F895 P FM22 0 31 0 18 0 10 A a‐？ ’一91ツー

F F896 P FM22 0 26 0 17 0 19 A b アツー917－

F F897 P FM22 0 21 0 19 0 09 A a ？，－，i，－

F F898 P FM22 0 20 0 15 0 08 A a ？，－，i’一

F F899 P FM22 0 16 0 15 0 09 A a ？，－，i

F F901 P FM21-22 0 36 0 30 0 29 A b イ，－，i

F F902 P FM22 0 48 0 36 0 15 A a ？，－，i，－

F F903 P FM22 0 25 0 15 0 05 A b イ，－，i

F F904 P FM22 0 18 (013） 0 19 A b イ，，
、
１

F F905 P FM22 0 44 0 42 0 16 A a イ，－，i

F F907 P FL22 0 27 0 22 0 26 A a ア ワー91ワー

F F910 P FL21 0 24 0 23 0 09 A a ？，－，i

F F911 P FL21 0 47 0 41 0 16 A a ？
。， －919－

F F912 P FL22 0 30 0 20 0 10 A a ？ ’一，’’一

F F913 P FL22 0 20 0 17 0 06 C a ？，－，i，－

F F914 P FL21 0 48 0 35 0 21 A b ウ，ー919－

F F915 P FL21 0 30 0 23 0 13 C a ？
。， 一ヮ19－

F F916 P FL21 0 20 0 18 0 18 A a イ，－，iii,－

F F917 P FL21 0 29 0 26 0 08 C a ？，－，i，－

F F918 P FL21 0 31 0 26 0 07 C a ？，－，i，－

F F919 P FL21 0 30 (010） 0 13 ？● a ？？77
・ツ｡，｡，。

F F920 P FL21 0 19 0 19 0 15 A a ？，－，i，－

F F922 P FL22 0 23 0 22 0 13 C a ？一・9， 1

F F923 P FL22 0 40 0 24 0 19 A b イ，－，iii,－

F F924 P FL22 0 20 0 17 0 04 A a ？，－，i，－

F F925 P FL22 0 26 0 17 0 08 A a ？，－，i

F F926 P FL22 0 18 0 15 0 10 A C ？，－，i’一

F F928 P FK22 0 14 0 13 0 07 A a ？，－，i’一



表1)

地区 遺構名
齢
翻 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
〕
深
伽 属性

備考

F F1034 P FN25 0．35 0．27 0．36 ？，a，？ ？‘》？？．，。，｡

F F1035 P FN24 0 21 0 20 0．31 ？
吾 a，？，？，‘ ？

F F1036 P FO24 0 37 0 32 0．14 ？
● a，？，？，‘’7，。

F F1037 P FO25 0 31 0 26 ？
■ a，？，？， ？

ワ。

F FlO38 P FP24 0 39 0 37 0．16 A a，？，－，i

F F1039 P FP24 0 27 0 20 0 19 ？● a，？，？，’ ？

F FlO40 P FQ24 0 30 0 29 0 27 ？｡ c，？，？，‘ ？
，｡

F F1041 P FQ24 0 50 0 45 0 07 ，，，，，

F F1042 P FQ24 (035） 0 17 0 10 ？，a，？ 77？ワ。ワ。，。

F F1043 P FP-FQ23 0 18 0 18 0 14 A a，？，－，i’一

F F1044 P FQ23 0 21 0 19 0 10 A a，？，－，i

F F1045 P FQ23 0 18 0 17 0 12 A b，ウ,－，i

F F1046 P GC23 0 28 0 10 0 14 A a イ，－，iii,－

F F1047 P GA21 0 25 0 24 0 17 A a･ア
●●｡

ツー91119ー

F F1049 P GB20 0 23 0 22 0 20 B a イ，－，i

F FlO51 P FO23 (030） 0 26 0 09 A a，？，－，i

F FlO52 P FO23 0 37 0 26 0 11 A a，？，－，i

F FlO53 P FO23 (020） (020） 0 15 A a－7ウーワ19－

F F1054 P FQ23 0 18 0 18 0 06 A a ？，－，i，－

F F1055 P FP23 0 21 0 20 0 06 A a，？，－，i，_

F F1056 P FP23 0 22 0 18 0 18 A a，？，－，i

F F1057 P FN22 0 50 0 43 0 21 A a，イ ，ツ
、
１

F F1058 P FM22 (027） 0 26 0 23 A b，イ，－，iii,－

F F1060 P FJ21 0 22 0 21 0 35 A a ア,－，i，－ SA24

F FlO62 P FJ21 0 47 0 26 0 10 A a‐？ ，一ヲ1，－

F F1063 P FJ21 0 17 0 17 0 12 A a，イ ，9
岳
■
■
＆ SA24

F FlO67 P FI21 0 20 0 18 0 10 A a イ，－，iii,－

F FlO74 P FH22 0 74 0 26 ？
｡

a
ツ，，

F F1075 P FH22 0 33 0 28 0．12 A，a，？，－，i

F F1076 P FH22 0 36 0 26 0 11 A b ？，－，i，－

F F1077 P FH22 0 49 0 41 0 11 A a ?，－，i，－

F F1078 P FH21 0 35 0 33 0 08 A a ?，－，i

F F1084 P FH21 0 36 0 33 0 16 B a ウ,－，iii,－

F F1086 P FH21 0 23 0 19 0 14 A a アヲ，
●
一
口
■
且

F F1089 P FH－FI20 0 22 0 21 0 23 A b ア,－，i，－ SH54

F F1090 P FH20 0 27 0 25 0 30 A b イ，，
●
。
■
且

F F1091 P FO23 (030） 0 22 0 06 A a ？，－，i，－

F F1092 P FO23 0 64 (032） 0 12 B C ウ,－，i，－

F F1094 P FQ23 0 32 0 25 0 12 A a ？，－，i，－

F F1095 P FP25 0 27 0 26 0 07 A 7
寺 ？，－，i，－

F F1096 P FP25 0 28 0 23 0 18 A a ？，－，i

F F1097 P FO25 0 32 0 26 0 10 A a ?，－，i，－

F FlO98 P FN－FO25 0 53 0 38 0 25 A a ?，－，i，－

F F1099 P FN25 0 35 0 27 0 28 A a ？，－，i

F F1100 P FN25 0 21 0 21 0 41 A a イ，7
●
ｑ
日
晶

F F1101 P FN25 (020） (020） 0 08 A a ？，－，i’一

F F1103 P FQ24 0 29 0 25 A a イﾜワ ii・a

F FllO4 P FQ25 0 19 0 19 0．16 A a ？，－，i，－

F F1105 P FQ25 0 22 0 22 0 40 A b ア ツツ
●
■
■
且

F F1106 P FQ25 0 21 0 21 0 17 A a イ99
自
屯
Ⅱ
＆

F F1107 P FQ25 0 27 0 26 0 24 A a ア ，ワ
●
■
■
且

F FllO8 P FQ25 0 18 0 17 0 16 A a ？，－，i

F F1109 P FP25 0 26 0 23 0 32 A a イワ，
。
。
■
且

F F1110 P FP25 0 27 0 27 0 27 A a イワ， ii、a SH40

F F1112 P FH20-21 0 28 0 20 0 20 A b ア，一91’一 SH54

F F1113 P FH20 0 26 0 21 0 21 A a ウツー919－

F F1116 P FH20 0 21 0 21 0 12 A a ア’－91，－ SH54

F F1122 P FG21 0 30 0 23 0 07 A a ?，－，i，－

F Fll23 P FG20 0 17 0 14 0 13 A a ア9－91ツー

F Fll24 P FG20 0 19 0 14 0 28 A a ウ，，
■
■
Ⅱ
品

F F1125 P FG20 0 23 0 20 0 07 A a ？，－，i，－

F F1126 P FG20 0 32 0 27 0 33 A a ウ，一ワ19一

F Fll28 P FG20 0 23 0 23 0 28 A a ア？一ワ1ﾜー SH54

F Fll38 P FP25 0 24 0 24 0 21 ？■ a ？？。ヲ。 77。ワ。

F F1139 P FO25 0 29 0 29 0 31 A a ウヲ－911ッ f

F F1142 P FQ25 0 25 0 25 0 19 A a ア’一，11ー

F F1145 P FQ24 (030） (030） 0 15 C a ？，－，i

F F1147 P FR25 (020） (020） 0 19 A ？
｡ ？，一，i’一

F F1148 P FR25 0 20 0 19 0 09 A a ？，－，i

F F1149 P FR25 0 38 0 38 0 20 A b イ，－，iii,一

F Fll50 P FR25 0 28 0 27 0 19 C ？｡ ？，一，i’一

F F1151 P FR25 0 26 0 26 0 46 A b イ，－，iii,－

F F1152 P FR25 0 27 0 27 0 43 A a ア ，，
印
も
■
且 SH41

F F1153 P FR24 0 24 0 24 0 39 A b ア,－，ii，a

F F1154 P FM22 0 28 0 28 0 26 A a イ，，
●
□
Ⅱ
▲

F F1155 P GB21 0 24 0 24 0 20 A b イ，II，i

F Fll56 P GB21 0 13 ？
● 0 20 A ？

■ ？，－，i，－

F F1157 P FP23 0 27 0．27 0 17 ？● a 77
･ヲ｡，
？？
・ツ。

F F1158 P FQ25 (020） (0.20） 0 25 A ？ ？，－，i

地区 遺構名
齢
鋤 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
』
深
伽 属性

備考

F F930 P FK22 0．22 ？
｡ 0．06 C，a，？，－，i

F F933 P FK22 0 18 0．17 0 10 C a ？9－919－

F F935 P FK22 0 30 0 20 0 15 A a ？，－，i

F F936 P FK21 0 27 0 21 0 09 C a ?，－，i，－

F F937 P FK21 0 39 0 27 0 19 A a イ，－，iii,－

F F938 P FK21 0 22 0 19 0 08 C a ?，－，i

F F939 P FK21 0 26 0 21 0 10 C a ?，－，i

F F940 P FK21 0 24 0 22 0 12 C a ？，－，i

F F941 P FK21 0 31 0 21 0 32 A a ア,－，ii，a

F F943 P FK21 0 32 0 27 0 16 C a ？，一，i

F F945 P FK21 0 26 0 25 0 22 A a イワ，ワ

F F946 P FK21 0 21 0 18 0 14 A a ？，－，i

F F947 P FK21 0 18 0 17 0 07 A a ？，－，i

F F948 P FK21 0 20 0 18 0 13 A a ？，－，i

F F950 P FK21 0 15 (013） 0 14 ？● a 7－7 77oワ。 SA24

F F951 P FJ-FK21 0 65 0 57 0 21 A a ウ
｡●｡

，一，111ワー

F F952 P FJ21 0 29 0 21 0 09 A a ツワ，

F F955 P FJ21 0 22 0 20 0 23 A a ア ワーッ19－ SA24

F F956 P FJ21 0 28 0 24 0 13 A b イ，ワ
．
１

F F958 P FJ21 0 26 0 25 0 03 A a 7ワーッ1，－

F F961 P FJ21 0 27 0 23 0 11 A a ？，一，i’一

F F962 P FJ21 0 21 0 19 0 15 A a イ9－91ツー

F F963 P FJ21 0 29 0 27 0 28 A a イ，？
．
’

F F964 P FJ21-22 0 17 0 16 0 20 A b アワーッ1ヲ一

F F965 P FJ22 0 14 0 14 0 12 A b アワーヲ1ワー

F F966 P FJ22 0 35 0 32 0 24 A a イ，，
・
１

F F967 P FJ22 0 22 0 15 0 14 A a アツー，19－

F F968 P FJ22 0 19 0 16 0 21 A a アワー91ワー

F F971 P FO22 0 40 0 30 0 18 A a ？，－，i，‐

F F972 P FP21 0 32 0 21 0 03 A a ？9－91，－

F F973 P FP20 0 45 0 16 0 13 A a ？，－，i

F F974 P FP20 0 40 0 24 0 10 A 7
台 ？，－，i，－

F F975 P FQ19 0 29 0 24 0 27 ？｡ a 7777．ツ｡ツ。？｡

F F976 P GC23 0 28 0 24 0 12 A b ア,－，ii，a

F F977 P GC23 0 40 0 35 0 10 A b ア,－，i，－

F F978 P GB22 0 40 0 26 0 14 A b イワ，
■
一
画
■
ユ SH50

F F979 P GB22 0 55 0 32 0 42 A C ア
●■｡

ワーワ111，－

F F980 P GB22 0 21 0 19 0 10 A a ？，－，i，－

F F981 P GB22 0 40 0 29 0 13 A b イ，－，i

F F985 P GA21 (016） 0 20 0 28 A a イ，ツ
０
勺
Ⅱ
且

F F986 P GA21 0 38 0 24 0 23 A C ア
■●巳

ツー，111ツーー

F F987 P GA20 0 29 0 29 A b 7777．，。ツ白ツ巳

F F988 P GB22 0 39 0 25 0．17 A a ア,－，i，－

F F989 P GA20 0 22 0 30 0 06 A a イ，，
、
君
Ⅱ
必

F F990 P GA20 0 23 0 18 0 03 A a ？，－，i

F F991 P GA20 0 44 0 31 0 13 A a ア，－，i，－

F F993 P GA27 0 20 0 41 0 32 A b ア，－，i，－

F F994 P FN22 0 49 (039） 0 20 A C ウ，－，iii，‐

F F995 P FM22 0 35 0 23 0 11 A a ？，－，i

F F996 P FM22 0 48 0 31 0 27 A b イ，－，i，－

F F997 P FM22 0 30 (020） 0 18 A C イ，－，i

F F998 P FM22 0 29 0 19 0 15 A b イ，－，iii,-‐

F F999 P FO24 0 36 0 26 0 35 7 a ？？｡’｡ 77｡？･

F F1000 P FO25 0 16 0 15 0 14 A a イツツ
申
■
■
＆ SH40

F F1001 P FO25 (030） (020） 0 08 A C ？，－，i，-‐

F F1002 P FN25 (016） 0 20 0 22 ？｡ a 77・ツ｡， 77｡ヮo

F F1003 P FN25 0 25 0 21 0 32 A a イ，－，i

F F1004 P FN25 0 30 0 27 0 19 7甲 a 7777・，。ツ。ウ。

F F1005 P FN25 (030） 0 26 0 18 ？● a 7777。’。ツ。ツ｡

F F1007 P FN24－25 0 25 0 20 0 17 7巳 a 77？？■，。？。9口

F F1009 P FP24 0 28 0 21 0 26 A b イ，－，iii,－

F F1010 P FP23 0 22 0 18 0 10 A a ア，－，ii，a

F FlO11 P FP24 0 46 0 40 0 34 ？■ a 77？？。，。，・ツ。

F F1013 P FQ24 0 30 0 22 0 09 A a ？，－，i

F F1014 P FQ24 0 29 0 27 0 28 A a イワ，
串
一
１
日
且

F F1015 P FQ24 0 30 0 24 0 08 A a ？，－，i

F F1016 P FQ24 0 37 0 34 0 16 A a ？，－，i’一

F F1017 P FQ24 (030） 0 31 0 06 A a ？，－，i，－

F F1019 P FQ24 0 37 0 33 0 14 A a ？，－，i，‐

F F1022 P FQ24 (055） 0 32 0 20 A C イ，－，iii,－

F F1023 P FQ24 0 23 0 20 0 14 ？● a 7777■G巳｡｡Qq

F F1025 P FQ24 0 23 0 23 0 10 A a ？，－，i

F F1026 P FP24 (020） 0 24 0 10 A a ？，－，i，‐

F F1027 P FO24 0 30 0 25 0 39 A a ア，－，i，‐

F F1028 P FO24 0 46 0 39 0 17 A a ？シーツlツー

F F1029 P FP24 0 25 0 20 0 21 A a ？，－，i，－

F F1030 P FP24 0 20 0 20 0 20 A a ？，－，i，－

F F1031 P FO24 0 51 0 45 0 16 ？｡ a 77
・，。
77
．，｡

F F1032 P FO24 0 22 0 20 0 29 7■ a 77。，。 77・，。
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地区 遺構名
隼
鋤 グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

F F1159 P FR25 0．20 0．20 0．23 A，b，ア,－，i，－

F F1172 P FJ22 0 21 0 19 0 08 A a ?，－，i，－

F Fll73 P FJ22 0 40 0 35 0 18 A a ?，－，i，－

F F1176 P FJ22 0 21 0 21 0 13 A a イ，－，iii,－

F F1177 P FJ22 0 21 0 17 0 24 A a ?，－，i

F Fll78 P FJ22 0 14 0 11 0 12 A a ?，－，i

F F1179 P FI22 0 29 0 29 0 13 A a ア？9
●
旬
日
且

F F1180 P FI22 0 19 0 19 0 15 A a イ?ツ
■
一
面
■
且

F F1181 P FH22 0 24 0 24 0 25 A a イウーヲ
●
制
Ⅱ
且

F F1182 P FH23 ？ 7
台 0 02 C a ？，－，i’一

F F1183 P FG23 0．37 0．37 0 33 A a イ，，
■
勺
－
０
且

F F1184 P FH23 0 28 0 21 0 15 A a ？，－，i’一

F F1185 P FG－FH23 (042） 0 36 0 12 A a ウ?ツ
●
君
■
＆

F F1187 P FG23 0 22 0 18 0 07 A a イ？，
Ｑ
君
０
４

F Fll88 P FG23 0 20 0 17 0 24 A a ア,－，i，－

F F1189 P FG22 0 25 0 18 0 14 A b ア9－919－

F F1191 P FG－FH21 0 42 0 37 0 11 A a ？，－，i，－

F F1192 P FG24 0 25 0 21 0 12 A a イツ9
、
１

F F1193 P FF23 0 23 0 23 0 12 A a ？，－，i

F F1194 P FG23 0 27 0 26 0 21 A a ア，－，ii，a SH38

F F1195 P FH23 0 24 0 22 0 12 A a ア，－，i，－ SH38

F F1196 P FH23 0 25 0 23 0 16 A a イ9－ツ
●
一
口
１
且 SH38

F Fll97 P FH23 0 28 0 25 0 29 A a イ，，
甲
一
回
■
＆ SH38

F F1198 P FH23 0 23 0 23 0 11 A a イワウ
●
旬
日
且 SH38

F F1199 P FH23 0 25 0 21 0 11 A a イワツ
ｅ
、
５
日
品 SH38

F Fl200 P FG－FH23 0 25 0 22 0 27 A a イツ，
。
ご
■
＆ SH38

F Fl201 P FG23 0 24 0 22 0 19 A a イツ9
●
君
■
且 SH38

F Fl202 P FF24 0 11 (005） 0 54 A a イワツ
■
□
■
■
△

F F1203 P FF23 0 11 (009） 0 10 A a イ，－，iii,－

F Fl204 P FF23 0 26 0 23 0 20 A a アゥ－ヮ19－

F F1205 P FG24 0 21 0 20 0 07 A a ？，－，i

F F1207 P FH21 0 23 0 21 0 12 A a ？，－，i

F F1208 P FH21 0 21 0 21 0 05 A a ？，－，i

F F1209 P FG21 0 21 0 18 0 10 A a ？，－，i，－

F Fl210 P FG21 0 26 0 24 0 11 A a イ，，
巳
一
面
■
且

F Fl211 P FG20-21 0 25 0 21 0 21 ヲ
a
ツツﾜワ SH54

F Fl212 P FH24 0 15 0 15 0 18 A，a，？，－，i，－

F F1213 P FG24 0 35 0 21 0 13 A b，ア，－，i，－

F Fl214 P FH24 0 24 0 23 0 20 A b，ア,－，i

F F1215 P FH24 0 26 0 24 0 08 A a，？，－，i，－

F Fl216 P FH24 0 18 0 10 0 06 A a ？，－，i

F F1218 P FH24 0 37 0 25 0 12 C a，？，－，i

F F1219 P FH24 0 17 0 17 0 15 A a，？，－，i'一

F Fl220 P FH24 0 34 0 29 0 13 A a，？，－，i

F F1231 P FI24 0 46 0 45 0 08 A a，？，－，i’一

F F1233 P FI24 0 36 0 33 0 10 A a，？，－，i

F F1234 P FI24 0 37 0 37 0 07 A a，？，－，i

F F1236 P FG24 0 22 0 21 0 11 A a，イ ワ，
■
旬
日
ユ

F Fl238 P FG25 0 20 0 17 7
● a，？，？，？，？

F F1239 P FG25 0 24 0 23 0.06 A b，？，－，i，－

F F1242 P FP24 0 46 0 31 0 29 A C イ，－，iii,－

F F1243 P FQ25 0 31 0 25 0 21 7● a，？，？，？，？

F F1244 P FQ25 0 20 0 18 0 11 A a，？，－，i F786内

F Fl250 P FG26 0 28 (011） 0 20 A a イ，－，iii,－

F F1252 P FH25-26 0 23 0 21 0 18 A a，？，－，i，－

F F1253 P FH25 0 32 0 25 0 23 A a ア,－，i，－

F F1254 P FH25 0 21 0 20 0 07 C a，？，－，i

F F1255 P FH25 (032） 0 32 0 56 A a イ，ツ
■
Ｔ
Ⅱ
邑

F F1256 P FG23 0．44 0．41 0．07 A，a，イ ウーツ
●
一
面
！
且

F681上屋
SH39

F Fl257 P FG23 0．25 0．22 0．05 A，a，イ ，，
■
●
０
国
且

F681卜屋

SH39

F F1258 P FG24 0．20 0．17 0．07 A，a，イ，－，i
F681上屋
SH39

F F1259 P FF24 0．24 0．22 0．11 A，a，ウ，－，iI

F F1260 P FF23 0．25 0．20 0.15 A，a，イ ツ9
、
１

F681上屋
SH39

F F1261 P FF23 0．20 0．20 0.10 A，a，イ，－，i
F681上屋
SH39

F F1262 P FF23 0．21 0．20 0．08 A，a，？，‐，

F Fl264 P FF24 0．24 0．17 0．06 A，a，イ，－，i
F681上屋
SH39

F Fl265 P FQ25 0．20 0．17 0．10 ？，a，？，？，？， 7

F Fl266 P FQ25 0 29 0 20 0 18 A a，イ ツワ
■
■
■
且

F F1267 P FQ25 0 31 0 28 0 21 A C，ア，－，i SH41

F Fl268 P FQ25 0 19 0 14 0 43 A a，ア，－，iii，－

F F1270 P FG25 0 17 0 17 0 16 A a，？，－，i，－

F Fl271 P FG25 0 22 0 20 0 02 A a，？，－，i，－

F F1272 P FG25 0 27 0 24 0 05 A a，？，－，i，－

F F1273 P FG25 0 20 0 16 0 08 A a，？，－，i

F F1274 P FG25 0 23 0 17 0 07 A a，？，－，i，－

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ
(、）
属性 備考

F F1275 P FG25 0．20 0.16 0．06 A，a，？，－，i，－

F F1276 P FH25 0 18 0 16 0 06 A a ？，－，i，－

F Fl277 P FH25 0 28 0 22 0 11 A a イ，－，ii a

F Fl278 P FH25 0 27 0 21 0 07 A a ？，－，i，－

F F1280 P FI25 0 19 0 16 0 02 A a ？，－，i

F F1281 P FI25 0 32 0 26 0 54 A b ア ワー91，一

F F1282 P FI25 0 39 0 40 0 16 A a ウ
●｡●

，－9111ツー

F Fl283 P FI25 0 23 0 20 0 15 A a イ，ワ
①
１
■
且

F F1285 P FH25 (047） (029） 0 31 A a ウツ？
①
旬
日
且

F Fl286 P FH25 0 22 0 22 0 12 A a ？，－，i

F Fl287 P FI26 0 59 0 43 0 21 A b ウ？，
●
①
■
且

F Fl288 P FI26 0 33 0 30 0 15 A a イ，－，iii,－

F F1290 P FI26 0 20 0 13 0 14 A ？● ？，－，i

F Fl293 P FI25 0 18 0 16 0 06 A a ？，－，i，－

F Fl294 P FI25 0 25 0 21 0 31 A a ？，－，i

F F1295 P FI25 0 33 0 14 0 08 A a ?，－，i，－

F Fl296 P FI25 0 18 0 15 0 03 C a ？，－，i

F Fl297 P FI24 0 53 0 45 0 22 A a イ，，
◆
。
■
＆

F Fl298 P FI24 0 18 0 15 0 09 A a ？，－，i’一

F Fl299 P FI24 0 42 0 36 0 11 A a ？，－，i，－

F Fl300 P FI24 0 26 0 25 0 09 A a ？ツー91，－

F F1302 P FH25 0 25 0 22 0 06 A a ?，－，i，－

F F1303 P FH25 0 26 0 22 0 03 A a ?，－，i，－

F Fl304 P FG25 0 21 0 19 0 10 ？■ a 77？？。，｡9・，。

F F1305 P FH25 0 21 0 19 0 07 A a ？，－，i，－

F F1306 P FG23 0 33 0 26 0 27 A a ア，－，i，－

F Fl307 P FG23 0 34 (023） 0 24 A a ウ，サ
●
■
■
且

F Fl308 P FQ25 0 31 0 23 0 10 A ？● ？，－，i，－

F Fl309 P FM21-22 (045） 0 31 0 37 A C ウ，－，i，－

F Fl311 P FN25 0 20 (007） ？
｡

？
●

7 777
．9．，。9口

F F1312 P FN26 0 24 0 18 0．28 A a ア，－，i，－

F Fl313 P FI-FJ25 0 18 0 18 0 19 A a ？，－，i’一

F F1314 P FI-FJ25 0 22 0 22 0 17 C a ？，－，i

F Fl315 P FI-FJ25 0 33 0 25 0 06 A a ？，－，i，－

F F1316 P FI25 0 20 0 15 0 04 A a ？，－，i

F F1317 P FH25 0 17 0 16 0 21 A a ？，－，i

F F1318 P FH25 0 20 0 19 0 13 A a ？，－，i’一

F Fl319 P FH25 0 32 (018） 0 35 A C ウ，－，i，－

F Fl320 P FH25 0 20 0 15 0 13 A b イ，，
●
。
■
且

F Fl321 P FH25-26 0 23 0 24 0 15 A a イ，－，i

F F1322 P FH26 0 22 0 19 0 21 A b ウ9－91，－

F Fl324 P FH26 0 23 7
巳 0 20 C ？■ ？，－，i

F F1325 P FH26 0 29 (0.23） 0 41 A a イ，－，iii,－

F Fl326 P FH26 0 23 0 13 0 25 A C イ，ワ
■
一
羽
■
且

F F1327 P FH25 0 31 0 26 0 33 A b イワ，
●
屯
■
且

F F1328 P FF25 0 45 0 30 0 31 A C イ，，
■
一
画
■
ユ

F F1329 P FF25 0 32 0 29 0 12 A a ア ’－，1ツー

F F1330 P FI23 0 23 0 20 0 21 A a ア，－，i，－

F F1331 P FI26 0 27 (018） 0 26 A a ？ツー91ツー

F F1332 P GD26 0 28 (009） 0 41 A b イ，，
●
ご
■
■
■

F F1333 P GE26 0 28 0 24 0 24 A a ウウーッ】ツー

F Fl334 P GE26 0 23 0 18 0 18 A a ア,－，iii,－

F F1335 P GF26 0 24 0 23 0 08 A a ？，－，i

F Fl336 P GF26 0 28 0 27 0 43 A b ア,－，i，－

F Fl337 P GF26 0 38 0 19 0 25 A C ウ,－，iii,一

F F1338 P FQ25 0 25 0 21 0 38 A a ウ，－，i，－ SH41

F F1340 P FI26 0 23 0 21 0 07 A a ？，－，i’一

F F1341 P FG26 0 21 0 18 0 18 A a イ，－，i

F Fl343 P FI25 0 17 0 17 0 10 A a ？，－，i

F F1344 P FI25 0 23 0 15 0 03 A a ？，－，i’一

F F1346 P GE27 0 22 0 21 0 07 A a ？，－，i，－

F Fl347 P GE27 0 17 0 15 0 18 A a ア ウーワ1ツー

F Fl349 P GC29 0 22 0 20 0 23 A b ア，－，i，－

F Fl350 P GC29 0 25 (010） 0 53 7 ？● 7 777．9・ワ。？。

F Fl352 P GC29 0 27 0 26 0 07 A b イツ，
．
Ｉ SH46

F F1353 P FF25 0 18 (013） 0 11 A ？
｡ ？，－，i’一

F F1354 P GD27-28 0 35 0 35 0 42 7 a ？？77ウツ・ワ｡？。 SH48

F Fl355 P FM22 0 24 (019） 0 22 A a イ，－，i

F Fl356 P GE29 0 39 (033） 0 32 A C ア
ゆ●｡

9－9111，－

F F1357 P FF25 0 18 0 16 0 10 A a ？，－，i，－

F F1359 P GL－GM26 0 39 0 38 0 37 A a イ，111,iii,－ SH52

F F1361 P FI25 0 20 0 20 0 12 A a ？，－，i

F F1362 P FR24 0 25 0 21 7
阜

a 77？？
■9．？。，｡

F F1363 P GB26 0 25 0 19 0．33 A a ア ，，
甲
■
Ⅱ
且

F F1364 P FI20-21 0 21 (） 19 0 13 A a イツツ
●
■
■
且

F F1365 P GJ26 (024） 0 25 0 26 A a イ99
■
■
■
且

F F1367 P GJ26 0 24 0 22 0 09 C a ？，－，i

F Fl368 P GJ25 0 20 0 16 0 04 A a ？，－，i’一

F F1371 P GJ25 0 27 0 20 0 13 A a ？，－，i



地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

さ
』
深
伽 属性

備考

F Fl473 P GK25 0．14 0．13 0．07 A，a，？，－，i’一

F F1474 P GK25 0．16 0．15 0．06 A，a，？，－，i

F F1476 P GA22 0．22 7 0．16 A,－，ウ,－，i
壁にのみ検
出

F F1477 P FJ24 (0.16） ？
｡ 0．12 Aツ9イ，－，i

壁にのみ検
出

F F1478 P GD28 0．42 0．40 0．59 A，b，？，？，？，？ SH48

F F1479 P GD29 0．54 0．39 0．11 A b ウ？ヲ SH49

F F1480 P GD29 0．42 0．35 ？
■ A b ウツ， SH49

F F1481 P GD28 0 64 0．54 0．16 A a アツツ SH49

F F1485 P GC28 0 32 0．32 0．45 A b イ，111,i SH48

F F1486 P GC27-28 0 52 0．41 0．63 A C ア,－，iii,－ SH48

F F1487 P GB28 0 28 0．26 0．23 A a イ？， ii･f

F F1488 P GB28 0 34 0 29 7
血 A C イ，－，iii,－

F F1489 P GB27 0 46 (030） 0．34 A ？■ ア,－，iii,－ SH43

F F1490 P GA27 0 62 0 40 0 12 A b イツワ
●
ｑ
■
且 SH43

F F1491 P GB28 0 22 0 20 0 20 A a 77？。，。ヲ。
7
9． SH43

F F1492 P GB27 0 43 0 37 0 17 A b ウ，－，iii,一

F F1493 P GB28 0 35 0 30 0 28 A a イ，－，i

F F1494 P GA28 0 35 0 25 A C 7777。9。，。，。 SH43

F F1495 P GA27-28 0 46 0 38 ？
｡ A a ウシーツ1ワー

F F1496 P GB28 0 26 0 25 0．41 A a 77？？骨ツ。，。，。

G G8 P HD72 0 34 0 34 0 20 A a ウ，－，i，－

G G9 P HD72 0 43 0 36 0 23 A a ウ，－，i，－

G G10 P HE72 0 36 0 32 0 13 A a ア,－，i’一

G G12 P HD71-72 0 39 0 33 0 15 A a イ，9
●
。
Ⅱ
＆

G G22 P HD73 0 25 0 20 ？
● ワ

C
，ヲ，，

G G24 P HD73 0 45 0 29 ？
■ ワ

b，ワ，ヲ

G G25 P HD73 0 25 0 22 0．36 A，a，イ，－，i

G G27 P HE73 0 37 0 33 0．33 A，a，イ，－，i

G G29 P HD73 0 28 0 22 ？
｡

a
ツウツ，

G G31 P HD73 0 38 0 36 0.13 A，b，ア,－，i，－

G G32 P HD73 0 28 0 17 0．38 A，a，ア,－，i，－

G G33 P HD73 0 22 0 21 ？
● ，

bワ，，9

G G42 P HD73 0 46 0 32 ？
｡ ヲ

b，ツヲ，

G G44 P HD－HE73 0 31 0 31 0．35 A，a，ア,－，i’一

G G45 P HE73 0 40 0 32 0 37 A a イ9ツ
．
１

G G46 P HE73 0 32 0 30 0 65 A a ア7－，11－

G G47 P HE73 0 39 (034） 0 21 A a ア,－，i，－

G G52 P HD73 0 24 0 24 0 19 A a ア，ーシlツー

G G53 P HD73 0 27 0 25 ？
■ ，

a
，ツ’，

G G54 P HD73 (040） (015） 0．58 A，a，ア,－，i

G G57 P HE73 0 22 0 21 ？
■ ヲ

b，，，，

G G58 P HE73 (014） (016） ？
｡ ワ

a
，ﾜツ，

G G60 P HE73 (051） 0 45 0．65 A，b，ア,－，i

G G61 P HE73 0 32 (018） 7
甲 サ

a
，，，，

G G62 P HE73 (021） 0 29 a
97ワヲ

G G63 P HE73 0 47 0 43 a
ツワツ?

G G64 P HE73 0 47 0 40 ツヲワワ

G G65 P HE72-73 0 25 0 17 a
ツﾗワ，

G G66 P HE72 0 33 (025） b9999

G G67 P HE72 0 38 0 27 a
，，，ワ

G G69 P HE73 0 18 0 17 0．17 a
ツツヲツ

G G70 P HE72-73 (034） 0 38 7
岳

C
，，’9

G G71 P HE72 0 18 0 18 a
ツヲ，，

G G72 P HE72 0 17 0 16 a
，？，，

G G73 P HE72 0 21 0 20 b，ワツ，

G G74 P HE72 0 22 0 20 ツウ9，

G G75 P HE72 0 53 0 33 C
ツ，，ヲ

G G77 P HE72 (022） (025） 0．53 A，a，イ，－，i

G G80 P HD72 (033） (013） 7
サヲ，ツワ

G G83 P HD73 0 35 0 35 0．50 A，a，ア,－，i，－

G G84 P HD73 (021） (018） 7
巳 ，

b
，ワワワ

G G85 P HD73 0 23 0 23 0．34 A，a，イ ，，
、
１

G G88 P HD72 0 42 0 31 0．23 A，a，ウ，－，i，－

G G92 P HD73 0 27 0 22 0．36 A，c，イ ，ヲ
の
。
Ⅱ
ユ

G G93 P HD73 0 35 0 23 ？
｡ ，

C
ツ，，，

G G97 P HD72 0 30 0 25 a
ヲ，，ツ

G G98 P HD72 (026） 0 21 ，，7，

G G100 P HD72 0 27 0 22 a
，，ツワ

G G101 P HD72 (021） 0 22 a
，，19

G G102 P HD72 0 20 0 15 a
999

G G103 P HD72 0 20 0 19 a
，，ツ

G G104 P HD72 0 33 0 32 a
，ツワ

G G105 P HD72 0 47 0 37 0．21 b，，，9

G G106 P HD72 (015） (034） 0．45 ツツ，，

G G107 P HD72 (055） (035） 7
由 b，ツゥ，

G G108 P HD72 0 38 0 21 0．21 A，a，イ，－，i

G GlO9 P HD72 0 25 0 16 7
，
a
ワゥ，，

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
い
属性 備考

F F1372 P GJ25 0．27 0．18 0．10 A，a，？，－，i

F F1373 P GJ25 0 31 0 29 0 25 A a ウ，－，i’一

F F1374 P GJ25 0 14 0 14 0 10 A a ？，－，i，－

F Fl375 P GJ25 0 37 0 28 0 24 A a イ，ヲ
●
。
■
且

F F1376 P GJ25 0 15 (011） 0 10 A a ア ツツ
■
も
■
且

F F1377 P GJ25 0 16 (011） 0 12 A a イ，－，i

F F1378 P GJ25 0 23 0 21 0 12 A a イ99
●
勺
Ⅱ
且

F F1379 P GK25 (020） 0 17 0 13 A b ア,－，i，－

F F1381 P GK25 (032） 0 18 0 29 A a イ，－，i

F F1382 P GK25 0 20 0 18 0 24 A b ウツーワ19－

F F1383 P GK25 0 30 0 26 0 08 A a ？，－，i

F F1384 P GK25 0 46 0 30 0 27 A C イ，9
●
○
日
且

F F1385 P GK25 0 23 0 20 0 33 A a イ9？
。
。
Ⅱ
且

F F1386 P GK25 0 36 0 31 0 24 A C アワーワ11－

F F1387 P GK25 0 26 0 26 0 21 A b イ，，
●
勺
Ⅱ
凸

F F1388 P GK25 0 32 0 30 0 44 A a イツウ
●
■
Ⅱ
皿

F F1389 P GK25 (028） 0 29 0 17 A a ？，－，i，－

F F1392 P GK25-26 (034） 0 23 0 38 A a イ，－，iii,－

F Fl393 P GK26 (024） 0 22 0 12 A a ア,－，i，－

F F1394 P GK26 0 38 (020） 0 17 A C ?，－，i

F F1395 P GK26 0 29 (017） 0 15 A a イ，－，i

F F1397 P GK26 0 25 0 24 0 14 A a イ，－，i

F F1399 P GK26 0 35 0 28 0 18 A a イ，－，i

F F1401 P GK26 0 76 (014） 0 44 ツヲ ワツ

F F1402 P GK26 0 18 0 16 0 05 A･a ？，－，i，－

F F1403 P GK26 0 34 0 29 0 29 A a ア9ツ
■
。
Ⅱ
且

F F1405 P GK26 0 18 0 16 0 25 A b ア,－，i，－

F F1406 P GK26 (029） 0 22 0 18 A C イ，ヲ
●
■
■
且

F F1407 P GK26 0 41 0 32 0 15 A C ウツ’
●
・
１
■
且

F F1408 P GK26 0 20 0 24 0 15 A a イ，－，i

F F1409 P GK26 0 24 0 21 0 13 A a イ，－，i

F F1411 P GK25 0 15 0 15 0 11 ？● a 7777
・9．ヲ。，。

F F1412 P GK25 0 35 (028） 0 15 A a イ，－，i SH52

F F1414 P GL26 0 25 0 24 0 13 A a イヲ，
■
■
■
＆

F F1420 P GK25 0 19 0 18 0 07 A a ？，－，i

F F1421 P GK25 0 27 0 23 0 26 A a イ，9ii・a

F F1422 P GK25 0 34 0 28 0 16 A a イ，－，i

F F1423 P GK25 (035） 0 34 0 32 A C イ，－，iii,－

F F1424 P GK25 0 29 0 24 0 09 A b イ?ツ
●
勺
Ⅱ
且

F F1425 P GK25 0 17 (010） 0 21 A a イ，－，i

F F1426 P GK25 0 15 ‘〉凸 7
｡

7 777
・，。ツ。，｡

F F1427 P GL26 0．18 0．17 0 10 A a ？，－，i，－

F F1428 P GL26 0 47 0 44 0 18 A a イ，111,i SH52

F F1429 P GL26 0 19 0 20 0 13 A a ？，－，i

F F1430 P GL26 0 41 0 19 0 29 A a イツツ
●●

11 a SH52

F F1431 P GL26 0 26 0 21 0 10 A a ？
｡?一ワ1

F F1432 P GL26 0 27 0 25 0 13 A a イ，111

F F1433 P GL26 0 37 0 34 0 31 A a イ，111 SH52

F F1435 P GL－GM26 0 52 (042） 0 45 A C ウ
■●旬

9一91111－ SH52

F F1436 P GL26 0 31 (021） 0 45 A C ?，－，i

F F1440 P GL25 0 15 0 15 7
句 A a ?，－，i，－

F F1442 P GK25 0 35 0 31 0．37 A C ウ,－，i，－

F F1444 P GJ25 0 16 0 16 0 07 C a ？，－，i，－

F F1445 P GK25 0 28 0 24 0 03 A a ？，－，i

F F1446 P GK25 0 25 (018） 0 16 A b ？，－，i，－

F F1447 P GK25 0 34 (021） 0 11 A a イ9，
■
一
画
■
且

F Fl448 P GK25 (024） 0 26 0 07 A b ア,－，i，－

F F1450 P GK25 0 38 0 29 0 25 A a ア
■●旬

ツー’111ワー

F Fl451 P GK25 0 19 0 19 0 24 A a ウ，－，i，－

F F1452 P GK25 0 25 0 17 0 32 A ？｡ ？，－，i

F F1453 P GK25 0 26 0 22 0 12 A a ア,－，i，－

F F1454 P GK25 0 40 0 29 0 15 7 a 7777■，｡，ロツ｡

F F1455 P GK26 0 27 0 23 0 16 A a イ99
●
勺
Ⅱ
且

F F1456 P GK25 0 32 0 31 0 16 A a イ，－，i

F Fl457 P GK25 0 16 0 14 0 20 A a ア，－，i，－

F F1458 P GB24 0 23 (011） 0 58 A ？● ウ
●●凸

シーツ111ツー

F F1459 P GJ25 0 22 0 19 99 I？99 礎石か

F F1460 P GN26 0 30 0 23 ，， I？ ？， 礎石か

F Fl461 P GM－GN26 0 20 0 18 ツヲ I？，－，－ 礎石か

F F1462 P GL25-26 0 32 0 25 ？，a 7777。，oヮ。，．

F F1463 P GK25 0 24 ？？
｡｡｡
？？
。ツ。
77
。，｡

F F1465 P GK25
７
鞠 7

今 0．25 A,－，？，－，i，－

F F1466 P GK25 0．19 0．19 0 13 A，a，？，－，i

F F1467 P GK26 0 17 0 17 0 08 A，a，？ 9－91ツー

F F1468 P GK26 0 18 0 17 0 06 A，a，？，－，i

F F1469 P GK26 0 16 0 15 0 10 A，a，？，－，i

F F1470 P GK26 0 20 0 20 0 09 A，a，？，－，i

F Fl471 P GK26 0 16 ？
■ 0 13 A，a，？，－，i，－

F F1472 P GK26 0 16 0．15 0 20 A，a，？，－，i
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地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属‘性 備考

G G110 P HD72 0．51 0．49 0．57 A，a，イ，－，i

G Glll P HD72 0 28 0 29 0．27 A，a，イ ，ツ
■
？
Ⅱ
且

G Gll2 P HD71 0 25 0 23 ？
■

’
a
ツ，，?

G G113 P HE71 0 27 0 23 0．21 A，a，イ ツ，
●
。
Ⅱ
且

G G114 P HD71 0 35 (021） ？
■

，
a
，?？

G G115 P HD71 0 37 (022） 0．20 A，a，イ，－，i

G G116 P HD71 0 32 0 30 0．46 A，a，イ ツ，
申
旬
日
４

G G118 P HD71 0 42 0 39 0．29 A，a，イ，－，i

G Gll9 P HE71 (028） 0 24 ？
■

ワ
a
ツウﾜツ

G Gl20 P HE71 (018） 0 26 7
ツ
C
，？99

G G121 P HE71 (025） 0 33 0．18 ， c・アツツワ

G G123 P HE71 0 33 0 31 0．29 A，a，イ 9，
ｅ
■
■
且

G G125 P HE71 0 48 0 40 0．34 A，a，イ ?ツ
■
凸
■
Ｂ
ユ

G G127 P HD70 (046） (032） 7
■

ワツ，ウツ

G G128 P HD70 0 50 0 40
ワツ91

G G129 P HC64 0 30 0 25 bｳツﾜﾜ

G G131 P HD70 0 23 0 21 a
ツツﾜツ

G Gl32 P HD70 0 40 0 30 a
ツワツワ

G G134 P HD70 0 26 0 25 0．25 A，a，イ ツ9
●
・
利
■
＆

G G135 P HD70 0 20 0 20 ？
■ ワ

a
ツゥﾜツ

G Gl36 P HD70 0 41 0 30 a
，，，

G Gl37 P HD69 0 50 0 40 C
，’9

G G139 P HD71 0 40 0 35 a
？’，，

G G141 P HD70 0 25 0 20 a
ワﾜツ？

G G142 P HD70 0 23 0 20 a
，99，

G G144 P HD73 0 33 (023） a
ツツツツ

G G145 P HD73 0 31 0 28 0．33 A，a，イ，－，i

G G146 P HC73 0 53 0 33 0 26 ？
C イ91，

G Gl47 P HC73 0 31 0 25 0 21 －，a，イ ツワウ

G Gl49 P HD73 0 16 0 15 0 19 A，a，イ，－，i

G G152 P HE73 0 33 0 25 0 45 A，a，ア，－，i，－

G G153 P HE74 0 17 0 17 0 15 A，a，イ，－，i

G G154 P HE74 0 38 0 34 ？
■

?
a
ツツﾜツ

G Gl62 P HE73 (060） (030） 1．13 ツ イツ，
●
ｑ
Ⅱ
皿

G G166 P HE73 (030） (026） 7
台

a
ツワﾜツ

G G167 P HE73 (058） (030） 7
｡ a，イ ツツヲ

G G168 P HE73 (014） (009） 7
印

a
，，ツヲ

G G172 P HE73 0 33 0 32 0．80 A，a，ア,－，i，－

G G173 P HE74 (028） (025） ？
● ツ

C
ツ7，，

G Gl74 P HE74 (095） (058） ‘）
● ， bウゥﾗワ

G Gl75 P HE74 0 20 0 16 0．12 A，a，ア,－，i

G Gl76 P HE74 0 28 0 24 ‘）
｡ ツ，，ツ，

G G179 P HD74 (050） (018） 0．26 c･ア’，，

G G186 P HD70 0 46 0 45 7
，

a
ツツウワ

G G187 P HD70 0 40 0 22 C
ツヲ，，

G G188 P HD70 (011） (031） a
，，ワツ

G G189 P HD69-70 0 26 (025） a
?ワワヲ

G G190 P HD70 0 37 (023） a
ツ，ツツ

G G192 P HD70 0 26 0 26 a
ﾜツウワ

G Gl93 P HD70 0 25 0 21 a
，ワワウ

G Gl94 P HD70 0 19 0 19 0．22 A，a，イ，－，i

G G195 P HC－HD70 0 35 (023） 7
甲 ツ bﾜワワ，

G Gl96 P HC－HD70 (032） 0 34 bワワツワ

G Gl97 P HC70 (020） 0 20 C
9，，，

G G198 P HC70 0 34 0 26 b，ツヲ，

G Gl99 P HD70 0 21 0 20 a
ﾜワ79

G G200 P HD70 (015） 0 16 a
99ツウ

G G202 P HB55 0 38 0 35 0．31 ？ アツヲワ

G G204 P HB56 0 35 0 30 7
● ，，ツゥ

G G207 P HB57 0 40 0 39 0．38 A、a ア．I・i

G G211 P HB57 0 33 0 30 0．24 A、a イ，－，i

G G212 P HB57 0 41 0 40 0．54 A・a イワ，
●
勺
■
ａ

G G217 P HC60 0 40 (030） 0．16 A、a アワーッlツー

G G221 P HC62 0 45 0 35 ？
● ，

a
ツツワツ

G G224 P HC61 (030） 0 30 7
F ，

a
97ワワ

G G225 P HC62 0 27 0 23 0．41 A，a，イ，－，i

G G227 P HC61 (013） (031） 0．61 ？？ ア ，，ツ

G G228 P HB61 0 47 0 32 0．16 B，b，イ ，，
．
’

G G229 P HC59 (020） (020） 7
● ， b，ツワ，

G G230 P HC59 (038） 0 48 ？
■

C
?ツワ，

G G231 P HC64 0 35 0 30 7
●

a
ツツウツ

G G232 P HC64 0 38 0 28 0．26 ツウ，ツ

G G233 P HC63 0 29 0 21 7
■ b99ﾜワ

G G234 P HB62 0 53 0 46 0．07 bウ，，，

G G238 P HC64 (031） 0 20 0．20 b，ﾜツ，

G G240 P HD66 0 40 0 30 ，ツﾜツ

G G241 P HD70 (020） 0 43 7
由 bツツゥ，

G G242 P HD70 0 25 0 20 ？
■

a
ヲ，’，

G G246 P HC72 0 20 0 17 7
ゆ

a
，，，，

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

G G248 P HD71 0．31 0．28 0．19 B，a，ウ，－，i，－

G G249 P HD71 (016） 0 25 ？
● ，

a
’99，

G G250 P HD72 0 35 0 30 ？
● 9

a
，’，

G G252 P HD72 0 30 0 30 0．43 A，a，イ ，，
。
。
■
ユ

G G253 P HC73 0 45 0 36 0．30 A，a，ア,－，i，－

G G254 P HD70 0 30 0 25 ？
● ，

a
，，ツワ

G G255 P HD70 0 45 0 29 0．23 ， b？99，

G G257 P HC72 0 37 0 35 0．37 A，a，ア,－，i，－

G G258 P HC72 0 35 0 27 ？
■ ，

C
，，ワ

G G259 P HC72 0 40 0 30 b
，ワヲ，

G G260 P HC72 0 35 0 31 a
ツ，，，

G G262 P HC72 0 50 0 32 b
ﾜワワツ

G G263 P HC72 (038） (023） b，，ワワ

G G266 P HC72 0 31 (021） C
79ツ

G G268 P HC72 0 45 0 33 b
ワワ，ワ

G G269 P HC72 0 38 (028） a
ワワ，，

G G270 P HC72 (028） 0 24 b
7，99

G G271 P HC72 0 40 (022） b
ワ，？ワ

G G272 P HC72 0 44 0 39 0．27 A，a，イ，－，i

G G273 P HC72 0 34 0 32 0．26 A･a イ，，
■
も
■
▲

G G274 P HC71-72 0 37 0 34 0．27 A・c イ，－，i

G G275 P HC71-72 (030） (032） 7
｡ ，， ツヲ

G G276 P HC71 0 43 0 32 0．23 A、a ウ,－，i，－

G G278 P HC71 0 27 0 26 ？
● ツ

a
ツツワ，

G G279 P HC71 0 30 0 25 a
ツワ99

G G280 P HC71 0 26 0 25 a
ツヲワツ

G G281 P HC71 0 28 0 25 C
，，，，

G G282 P HC71 (020） 0 30 b，9，ワ

G G283 P HC71 0 24 0 23 0．31 A，a，ア，－，i，－

G G284 P HC71 (028） 0 31 0．28 A，a，イ 99
●
一
羽
■
＆

G G286 P HC71 (030） 0 29 ？
● ， bツツゥ，

G G287 P HC71 0 31 0 30 0．24 ツ イツツゥ

G G288 P HC71 0 46 (039） ？
■

a
，，ワ

G G289 P HC71 0 35 0 30 ツワ99

G G290 P HC71 0 34 (028） a
，，ツゥ

G G291 P HC71 0 34 0 27 a
，ワヲ?

G G292 P HC71 (066） 0 46 C
，，ワワ

G G294 P HC71 (035） 0 29 0．14 A，c，イ，－，i

G G295 P HC71 0 19 0 15 ？
■

a
ツツ，

G G296 P HC71 0 38 0 28 0．17 B，a，イ，－，i 礎石か

G G298 P HC71 (016） 0 17 7
，
a
ツワ，，

G G301 P HC72 (042） 0 40 0．20 ，9イ，，ツ

G G302 P HC72 0 30 0 25 ？
● 9

a
ツ99，

G G303 P HC72 0 55 0 31 7
巳 ，

C
799，

G G304 P HC72 0 40 0 25 0．26 A，a，ウ，－，i，－

G G306 P HC71 (015） 0 31 ？
● ヲ

a
ツツワワ

G G307 P HC72 (030） (043） 7
ツ b’99ウ

G G312 P HC70 (014） 0 21 7
甲 ツツウツツ

G G313 P HD72 (025） 0 41 ？
｡ ツ

a
ワツヲ，

G G316 P HC71 0 51 0 40 0．56 A，a，イ ワツ
●
も
■
且

G G317 P HC71 0 18 0 17 ？
｡ ツ

a
ツ9，ツ

G G318 P HC71 0 35 0 23 7
？ bワワ7，

G G319 P HC70 0 27 (018） 0．21 A，a，イ，－，i

G G320 P HC70 0 32 0 30 0．32 A，c，イ，－，i

G G321 P HC71 0 25 0 21 ？
｡

a
ワｳツ，

G G322 P HE70-71 ？
｡

？
■ 0.06 ，， イ9，7

G G323 P HC70-71 0．27 0．17 7
甲 ワ bツ99，

G G324 P HC71 (020） 0 18 7
も 7

a
，，，?

G G326 P HC70 0 44 0 44 0．15 A，a，イ，－，i

G G327 P HC70 (027） 0 30 ？
● ワ

a
ワﾜツツ

G G328 P HC70 0 27 (018） ？
｡ ，

a
ワワツ

G G331 P HD70 0 43 0 26 0．19 A，b，イ，－，i

G G332 P HD71 (010） (022） 7
■ ，

a
ワワワワ

G G333 P HC－HD70 (038） 0 33 0．40 A，b，イ ，9
Ｐ
Ｇ
Ⅱ
且

G G334 P HD70 (040） 0 39 ？
● ，

C
ワツ99

G G335 P HC－HD70 0 33 0 25 ？
● ツ

b99ﾜツ

G G336 P HC70 (011） 0 27 7
ワ
a
999，

G G337 P HC70 0 42 0 30 7
甲 ワ

C
，，，，

G G338 P HC70 0 62 0 30 0．21 C，c，イ 9ツ
●
も
■
凪

G G339 P HD69 0 28 0 25 ？
｡ ワ

a
ツ99

G G340 P HD69 0 40 0 35 7
，
a
9999

G G342 P HD69 (010） 0 22 ？
9
C
，，，？

G G344 P HC67 0 26 0 21 ？
■ ツゥ，，ワ

G G345 P HC67 0 29 0 25 0．15 A･a イ，－，i

G G347 P HC68 0 58 (038） 0．30 A･a イ，－，i

G G348 P HC67 0 58 0 25 ？
｡ ，？ ，，

G G349 P HC68 (035） 0 35 ？
● ツワ ツ，

G G350 P HC68 (015） (024）
？
．

ツウ ，ワ

G G351 P HC68 0 33 0 31 ？
■ ，， ツワ
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地区 遺構名
遣
掴
構
別
グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属‘性 備考

G G473 P HC66 0．50 0．42 0．18 A，a，イ，－，i

G G474 P HC66 0．30 0．28 0．29 A，a，イ，－，i

G G475 P HC66 0．16 0．15 ？
● ？

a
ツ99，

G G477 P HC65 0．28 0．23 0．23 A，a，イ，－，i

G G480 P HC65 0．39 0．29 0．33 B，a，イ，－，i

G G482 P HC65 0．26 0．23 ？
｡ 9

a
ツ，，

G G488 P HC65 (0.35） (0.41） 0．26 A，a，ア,－，i

G G489 P HC65 (0.18） 0．18 ？
，
a
，ワヲ，

G G491 P HC65 (0.17） 0．39 0．25 A，a，ウ,－，i’一

G G493 P HC64 0 50 0 42 0．18 A，a，イ，－，i

G G494 P HC65 0 34 0 31 0．24 B，a，ア,－，i，－

G G495 P HC64－65 0 30 0 27 7
9
a
，ワツワ

G G497 P HC65 0 24 0 21 0．18 A，a，イ，－，i

G G503 P HC64 0 35 0 30 ？
｡

a
，，，9

G G505 P HC64 0 28 0 26 0．20 A，a，イ ，ツ
●
。
■
且

G G506 P HC63 0 31 0 30 0．11 a
，ツ，，

G G508 P HC63 0 45 0 41 ？
■

a
，ツツツ

G G509 P HC63 0 40 0 35 0．03 B，a，イ ，ツ
Ｇ
勺
Ⅱ
＆

G G510 P HC63 0 41 0 39 0．11 A，a，ア,－，i，－

G G511 P HC62 0 28 0 26 0．20 A，a，イ ヲワ
●
ｑ
Ⅱ
且

G G514 P HD72 0 25 0 22 0．00 ，，，ヲ？

G G515 P HC71 0 50 0 40 ？
｡ ツ

b，9，，

G G516 P HC71 (014） 0 34 0．31 A，a，イ ツ，
●
旬
日
且

G G517 P HC71 0 32 0 27 0．24 A，a，イ，－，i

G G520 P HC69 0 30 0 25 7
缶 ツ

a
，ツ，

G G523 P HC69 0 48 0 25 0．32 A，a，イ，－，i

G G525 P HC66 0 31 0 24 0．14 A，a，ア,－，i’一

G G526 P HC66 0 35 0 33 0．15 ，
C
ツﾜツ？

G G527 P HC66 0 28 (022） 0．10 ，
C
，，，ワ

G G528 P HC66 (025） 0 25 7
ツ
C
，，ツツ

G G529 P HC66 (025） 0 26 ？
● 9

C
ウ，ツツ

G G530
鋤
ット
HC66 0．49 0．39 0．34 B，c，－，－，－，－

G G531 P HC66 0．39 0．30 ？
｡ ヲ

a
ツ9，，

G G532 P HC66 (052） 0 50 ？
●

a
ツワ，，

G G533 P HC65-66 0 36 0 35 ？
■

C
9ツワ，

G G534 P HC65 (033） 0 30 0．38 bワヲツ，

G G535 P HC66 (036） 0 30 0 19 a
ワツワヲ

G G536 P HC66 0 25 0 21 0 10 a
ﾅツﾗワ

G G537 P HC66 0 21 0 20 0 07 a
，ヲ，，

G G538 P HC66 0 25 0 25 0 09 a
ヲツゥ，

G G539 P HC66 (035） 0 32 7
岳

a
？ﾜツツ

G G542 P HD65 (016） 0 21 0．34 A，a，イ，－，i

G G543 P HD65 (017） (027） 0．16 A，a，イ，－，i

G G544 P HD65 0 25 0 20 0．19 ，， イウ，ワ

G G545 P HD65 (045） (019） ？
■

C
ツツ，，

G G546 P HC65 0 29 0 26 7
■

a
，，91

G G547 P HC65 0 47 0 30 ？
● b，，99

G G549 P HC65 0 26 0 25 0．12 a
ワワワワ

G G550 P HC65 0 33 0 28 ？
●

C
ツワツワ

G G551 P HD66 0 50 (030） 7
，

a
，，，，

G G554 P HC65 0 33 0 31 0．11 A，a，ア,－，i，－

G G556 P HC63 0 35 0 25 7
岳

a
，，，

G G559 P HC66 (041） (038） 0．15 B，a，ア,－，i’一

G G560 P HC66 (014） (025） 023 A a ，，，

G G561 P HC67 (028） 0 29 0 18 A a ，，，

G G563 P HC62 0 30 0 28 0 41 A a イツ，
。
。
■
且

G G571 P HB62 0 40 0 40 0 09 B a イ，－，i

G G575 P HC67 (025） 0 25 ？
■ ， bツ，ツ，

G G576 P HC67 0 30 0 25 7
● ，

a
，，ツゥ

G G577 P HC67 0 61 0 31 ？
■ ヲ

C
ワ，，，

G G578 P HC66 0 31 0 29 0．18 A，a，イ ，，
口
も
日
▲

G G579 P HC65 0 53 0 47 0．13 A，a，イ，－，i

G G581 P HC66 (025） 0 40 ？
● ワ b？ワツワ

G G582 P HC65 0 37 0 29 0．24 B，a，イ，－，i

G G583 P HC65 0 41 0 29 0．10 A，a，イ ，ワ
●
ｑ
Ⅱ
▲

G G584 P HC65 0 50 0 45 7
甲 ，

a
，ワツヲ

G G585 P HC65 0 36 0 32 0．25 A，a，イ，－，i

G G586 P HC65 0 34 0 31 0．12 B，a，ア，－，i

G G587 P HC65 0 45 0 30 7
， ツ

a
，，ワ？

G G588 P HC65 (035） (040） ？
■ ツ

C
，’7

G G589 P HC65 0 55 0 52 0．20 A，a，イ ，，
ｐ
■
■
且

G G594 P HD67 0 22 (020） 0．32 A，a，イ ，？
●
も
■
且

G G595 P HD67 0 30 0 30 ？
■ ， b，，，ツ

G G596 P HC－HD67 (037） 0 38 0．18 A，a，イ ，9
●
勺
■
且

G G597 P HC67 0 40 0 35 0．12 ，
C
，ツヲ

G G598 P HC67 0 25 0 20 0．17 9
a
ワツワツ

G G599 P HC67 0 30 (015） ？
由 ？

C
？，，

G G600 P HC67 (026） 0 25 0．25 ワ b，イ99，

地区 遺構名
蝉
鋤 グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属′性 備考

G G352 P HC68 0．40 0．33 ？
● ツ

a
，ツワウ

G G353 P HC68 (022） 0 29 0．24 A，a，ア,－，1，－

G G354 P HC68 0 32 0 29 ？
● 9

a
，ワツ，

G G355 P HC68 0 31 0 27 7 a
ワ999

G G356 P HC68 (035） (020） ？
■ ワ，，，ウ

G G357 P HC68 0 41 0 31 0．30 A，c，イ ツウ
Ｃ
Ｑ
■
且

G G360 P HC68 0 20 0 15 ，
a
ﾜヲ，，

G G361 P HC68 0 42 0 21 0．36 A，a，イ ワ，
■
一
Ⅱ
Ⅱ
巴

G G362 P HC68 (028） 0 23 ？
■ ツ

a
，，9，

G G363 P HC68 0 33 0 30 a
？ワヲツ

G G364 P HC68 0 22 0 08 p，ヲ，

G G365 P HC68 0 26 0 25 a
，ワゥ，

G G366 P HC69 0 33 0 26 a
9，ツヲ

G G367 P HC69 0 34 0 28 0．26 A，a，イ，－，i

G G368 P HC69 0 38 0 28 0．52 A，a，イ，－，i

G G369 P HC69 (018） (007） 7
● ，，，，，

G G370 P HC69 (009） 0 29 a
ツツワヲ

G G371 P HC－HD69 0 45 (021） bツワヲウ

G G372 P HC69 0 37 (022） a
，ウヲ

G G373 P HC69 0 25 0 23 a
ヲﾜヲツ

G G374 P HC69 (020） 020 a
ヲ’9，

G G376 P HD67 (010） (030） a
ワﾜツ，

G G378 P HC－HD69 (035） 0 35 0．20 B，a，ア,－，i，－

G G379 P HC69 0 20 0 17 7
句

a
ワ97ツ

G G380 P HC69 0 33 0 29 0．30 A，a，イ，－，i

G G381 P HC69 0 17 0 14 ヲ
a
ツ，，ウ

G G382 P HC69 0 28 0 26 0．21 A，a，イ，－，i

G G383 P HC69 (026） 0 26 7
● ，

a
ツ，ツツ

G G384 P HC69 0 28 0 27 ？
● ？

a
，ツツ9

G G385 P HC69 (010） (025） 7
申 ，’，，，

G G386 P HD69 0 31 0 29 ？
● ？

a
，ツ99

G G387 P HC－HD69 (019） (028） 0．20 A，c，イ 7，
。
。
■
且

G G388 P HC69-70 0 37 0 28 0．28 A，a，イ ワ，
●
君
■
△

G G391 P HC68 0 25 0 21 7
寺 ，

a
ツ，，ツ

G G392 P HC68 0 50 0 26 7
，

a
’999

G G394 P HC68 0 30 0 26 0．28 B，a，イ ，，
．
１

G G396 P HC68 0 20 0 18 ？
■ 9

a
ヲツゥ，

G G397 P HC68 0 15 0 15 7
車 ツ

a
，，，ツ

G G398 P HC68 0 30 0 23 ？
｡ ，

a
ツツヲヲ

G G399 P HC68 0 44 0 40 0．30 A，a，イ ，，
句
一
面
日
且

G G402 P HC69 0 30 0 21 7
岳 ワ

a
ツツ，，

G G403 P HC69 0 25 0 17 ？
◆ ，

a
ツツツヲ

G G404 P HC68 0 30 (013） ？
■ 99ツ，，

G G405 P HC68 0 37 0 28 0．12 ，
a
，，，’

G G406 P HC68 0 49 0 25 0．13 A，a，イ ，，
■
屯
Ⅱ
＆

G G407 P HC68 (015） 0 25 7
◆ ，，，，，

G G408 P HC68 0 41 0 30 ？
■ 9 bウ，，ツ

G G409 P HE72 0 30 0 23 0．19 B，a，ア,－，－，‐

G G412 P HC73 0 40 0 34 ？
●

a
ワツワヲ

G G418 P HC73 (021） 0 30 a
ワ，，

G G420 P HC71 (023） 0 21 a
ﾜツﾜワ

G G423 P HC71 (025） 0 25 a
，，，

G G424 P HD72 0 45 0 31 a
，，，，

G G433 P HD70 0 20 0 40 a
，，，

G G436 P HD72 0 30 0 29 0．35 A，a，ア,－，i，－

G G442 P HD67 0 31 0 29 0．29 A，a，イ，－，i

G G443 P HD67 (053） (025） 0．32 B，a，イ ？，
●
も
■
且

G G444 P HD67 (019） 0 27 7
凸 ヲ

a
91，，

G G445 P HC68 (023） 0 25 7
●

a
ツワヲ，

G G446 P HC68 (015） 0 20 ？
●

a
，7，，

G G450 P HC67 0 25 0 22 ？
● ，

a
ヲツヲヲ

G G451 P HC67 0 58 (031） 0．30 A，a，ア,－，i，－

G G452 P HC67 0 50 0 41 0．21 A，a，イ，－，i

G G453 P HC67 0 22 0 21 0．19 B，a，ア,－，i，－

G G454 P HC67 0 25 0 21 ？
、 ツ

a
ツﾜヲ，

G G455 P HC67 0 33 0 28 0．23 A，a，イ，－，i

G G456 P HC67 0 20 0 20 ？
①

a
ツツツツ

G G457 P HC67 0 36 0 26 0．31 ツ
a
ツツヲ，

G G458 P HC67 0 26 0 20 ？
■ ，

a
ツﾜウ，

G G460 P HC67 0 21 0 20 0．21 A，a，イ，－，i

G G462 P HC67 0 36 0 28 0．31 A，a，イ ，，
由
。
Ⅱ
且

G G463 P HC66 0 30 0 29 ？
● ツ

a
，ツヲ？

G G464 P HC66 0 50 0 33 ？
①

a
ツツ，ツ

G G465 P HC66 0 24 0 20 0．19 A，a，イ，－，i

G G466 P HC66 0 25 0 20 7
申

a
9ツワ

G G467 P HC66 0 24 0 24 0．18 B，a，イ，－，i

G G470 P HC66 (025） 0 20 ？
q ワワ，ツ7

G G471 P HC66 0 50 0 47 0．24 B，a，イ ？，
。
１

G G472 P HC66 (030） 0 38 ？
● ツワ，，9



地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径
(、）
短径

(、）
深さ

(、）
属性 備考

G G602 P HC73 0．42 0．32 0．25 ？ウ ア，ワ，

G G603 P HC72-73 0 30 0 24 0 45 A，b，イ ，，
。
■
■
且

G G604 P HC72 0 32 0 23 0 29 A，c，ア，－，i’一
G G606 P HE72 0 25 0 21 0 66 ツ？ アワワ，

G G607 P HE72 0 24 0 23 0 67 ，， ア，ﾂ9

G G608 P HE72 0 23 0 25 0 47 ワ， ア 99？

G G609 P HE72 0 26 0 25 0 80 ？ツ アﾜツワ

G G612 P HE72 (021） 0 21 0 48 A，a，－，－，i，－
G G613 P HC72 0 35 0 25 7

● ， bツゥツゥ

G G614 P HC71 0 30 0 20 7
■ ヲ

C
，ツﾜツ

G G618 P HC67 0 30 0 28 0．14 ワ
a
ツヲ9

G G619 P HC68 (033） 0 28 0．10 A，a，イ ？，
●
一
■
■
且

G G620 P HC67 0 26 0 25 ？
，
a
，ワ，？

G G623 P HC68 0 36 0 28 0．31 A，a，イ 99
由
９
日
且

G G624 P HC68 0 25 0 23 0.13 a
ツゥ79

G G625 P HC67-68 0 29 0 21 7
G 9

a
ワヲ99

G G627 P HC67 0 53 0 37 0．12 C
ウワ

G G629 P HC67 0 30 0 27 0 08 ワ
a
ｳツツワ

G G631 P HC67 0 30 0 25 0 24 A，a，イ ’，
●
ａ
■
且

G G632 P HC67 0 20 0 18 0 11 ，
a
ツツ9

G G633 P HC67 0 40 0 29 0 33 A，c，イ ？？
●
。
■
且

G G634 P HC67 (020） 0 23 0 11 ，
C
，7ワ

G G636 P HC67 0 52 0 31 0 21 B，c，イ ，ウ
●
臼
Ⅱ
４

G G637 P HC66 0 21 0 19 7 a
サウワウ

G G638 P HC66 0 18 0 16 ？
●

a
ワワ，，

G G639 P HC66 (041） 0 37 ？
④ b

7，’9

G G640 P HC66 (023） (026） 7
｡ ，，ワツ

G G643 P HE74 0 21 (015） 0．16 C
ツツワ

G G646 P HE72 0 15 0 13 7
G

a
’，ウワ

G G648 P HC73 0 30 0 25 C
ツﾜツ，

G G649 P HC73 0 25 0 21 a
97ワゥ

G G650 P HC73 0 28 0 23 a
ウ’9ツ

G G653 P HC71 (017） 0 26 C
ツゥ，9

G G654 P HC71 0 38 0 31 0．25 A，a，ア9－ヮ19－

G G655 P HC73 0 30 (018） 7
句 9

C
，ﾜウワ

G G661 P HC70 0 53 0 25 b
，，ワサ

G G663 P HC70 0 35 0 24 b
ウツ9ウ

G G664 P HC70 0 19 0 16 a
ワワ’9

G G665 P HC69-70 0 58 0 47 a
ツウツゥ

G G666 P HC69 0 24 0 23 0．42 A，a，ア’一919－

G G667 P HD74 (036） (023） ‘）
ワ bﾜツツワ

G G668 P HD73 0 27 0 23 0．41 A，a，ア’－91ツー

G G670 P HD70 0 33 0 32 ワツﾂヲ？

G G674 P HC70 0 19 0 16 ？
｡ ワ

a
ワツツワ

G G675 P HC70 0 25 0 22 ？
● ツ

a
ワワ，ツ

G G676 P HC70 0 23 0 22 7
ツ
a
99ワワ

G G682 P HC68 0 68 0 57 0．30 A，a，イ ，，
●
。
■
且

G G683 P HC68 0 58 0 40 0 31 A，a，イ ワ，
Ｇ
も
Ⅱ
ユ

G G684 P HC68 0 31 0 27 0 08 ， b’9ワワ

G G685 P HC68 (023） 0 25 0 09 ，
a
ワワツワ

G G686 P HC69 0 35 0 28 0 23 ツ
a
，，ツワ

G G687 P HB55 0 57 0 45
７
．
ツゥ？，ツ

G G688 P HB56 0 25 0 15 7
，ウﾜツツ

G G690 P HB56 (024） (043） 0．24 ワツ79，

G G691 P HB55 0 32 0 30 0 21 ，，7，，

G G692 P HB54 0 17 0 15 0 09 ツ，，，，

G G693 P HB54 0 40 0 29 0 14 ，，ﾜヲ，

G G695 P HB54 0 24 0 16 0 06 99，，ワ

G G696 P HB54 0 45 0 40 ？
● ，ツ，，?

G G697 P HB53 0 25 0 22 0．08 ツワツツワ

G G698 P HB53 0 35 0 28 0．07 ，ツ797

G G699 P HB53 0 30 0 28 0．09 ワヲ，，？

G G701 P HB53 0 36 0 23 ？
● ，，ﾜﾂ，

G G706 P HB55 0 46 0 37 0．15 A，a，ア’一919－

G G707 P HB55 0 45 0 41 ？
① ツ，979

G G708 P HB55 0 41 0 36 0．12 ツワﾜツ

G G709 P HC67 0 22 0 19 7
｡

a
ワヲ99

G G710 P HC67 0 48 0 33 ？
● b

99，，

G G711 P HC67 0 25 0 22 ？
｡

a
ワワワウ

G G712 P HB58 0 26 0 25 0．15 a
，？，，

G G713 P HB58 0 39 0 21 0．23 b
，，7，

G G714 P HB58 0 40 0 38 0．35 A，a，ア,－，i

G G715 P HB57-58 (064） 0 47 0.10 A，a，イ ，ワ
●
一
面
■
＆

G G716 P HB57-58 (035） (045） 7
？
C
，，79

G G717 P HB57 (070） (014） ？
● ワ

C
9，9，

G G718 P HB57 0 57 0 47 0．07 A，a，イ ，？
●
。
■
且

G G719 P HB57 0 45 0 36 ？
■ ，

a
ﾜウサワ

G G720 P HB57 0 41 0 36 0．12 B，a，ア，I
●
Ｇ
■
且

G G726 P HC69 0 24 0 18 ？
｡ ，

a
ツテワワ

地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径

(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

G G728 P HC69 (0.25） (0.30） ？
■ ，

C
ワワ，，

G G730 P HC69 (021） 0 30 a
’7ワツ

G G732 P HC－HD70 0 38 0 33 C
9，ﾜﾜ

G G733 P HD70 0 22 0 18 a
ワワ，ワ

G G734 P HC－HD69 0 70 0 30 b
，ﾜツヲ

G G735 P HC69 0 36 0 30 a
，？9，

G G736 P HC69 (020） 0 26 b
9，，ツ

G G737 P HC71 (040） (015） C
ツワツヲ

G G738 P HC71 (051） 0 25 b
ツツワ，

G G739 P HC71 (060） (020） b
，，ワゥ

G G740 P HC71 0 46 0 31 0．30 A，a，イ ，9
。
勺
Ⅱ
且

G G741 P HC71 0 45 0 34 0．34 A，c，ウ，－，i，－

G G742 P HC69 0 28 0 26 ？
●

a
？，，，

G G743 P HC69 7 7
口

，？9，

G G744 P HD69 (0.26） (0.08） a
ウ，，9

G G745 P HD68 (065） (020） C
サワツヲ

G G749 P HE72 0 38 0 22 a
，，

G G750 P HE72 (012） (028） a
ツヲ，

G G751 P HE72 (031） 0 28 ツゥﾜワ

G G752 P HE72 (018） 0 16 C
ツﾜワ

G G753 P HE72 0 48 (027） a
，，’，

G G754 P HE72 (025） (028） a
ツワ9

G G755 P HE72 (011） (013） a
，，ツワ

G G756 P HE72 0 52 0 36 a
，，，，

G G757 P HE72 (029） (030） a
ワゥツワ

G G759 P HC71 (030） 0 25 a
サワ，，

G G761 P HB57 ？
●

7 C
ワワ，ツ

G G762 P HB57 (0.82） (0.32） 0．29 B，c，ア，-,-,-

G G763 P HB56 0 20 0 15 0 21 ツ，，，ツ

G G764 P HB56 0 30 0 26 0 12 ，，，，，

G G767 P HB54 (030） (040） 0 11 ，，，?，

G G768 P HB54 0 23 0 22 0 21 97，ツヲ

G G769 P HC64 0 18 0 16 0 09 ，9ワツワ

G G771 P HC64 0 20 0 16 0 16 ツ
a
ツツツヲ

G G772 P HC64 0 41 0 33 0 17 A，a，イ ，9
、
１

G G773 P HC64 0 30 0 23 0 04 a
ワヲツツ

G G774 P HC65 0 42 0 36 0 25 ，
a
ツゥ，，

G G777 P HC65 0 25 0 18 0 08 ，
a
ワワ，

G G778 P HC65 0 40 0 26 ？
● 9

a
，ツ，，

G G779 P HC65 0 59 0 49 0．22 B，a，イ ，ワ
自
君
Ⅱ
且

G G780 P HC65 0 35 0 28 0．18 ，
a
ワワツ，

G G781 P HC65 0 50 0 28 0．23 C
，ワ，

G G782 P HC65 0 54 0 48 ？
｡ ，

C
ワワツヲ

G G783 P HC65 0 60 0 35 ？
● 99ウツ？

G G787 P HC64 0 53 0 38 0．20 A，a，イ ツ，
■
■
■
ユ

G G788 P HC63 (035） 0 30 7
｡ ，，，，9

G G789 P HC67 0 53 0 41 0．19 ツ
a
，，，，

G G790 P HC67 (028） 0 26 0．08 a
9，ワヲ

G G791 P HC67 0 47 0 41 0．20 B，a，ア，－，i’一

G G792 P HC67 (010） 0 18 ？
● ワ

a
，，，，

G G793 P HC67 0 53 0 45 0．15 A，a，イ 9，
Ｃ
・
Ｕ
■
且

G G794 P HC67 (076） 0 59 0．21 A･a イ，，
●
旬
日
且

G G796 P HC67 0 20 0 15 ？
■ 9， ウワ

G G797 P HC67 0 27 0 24 0．16 ﾜツ ワヲ

G G798 P HC67 0 60 0 42 0 18 A・c ウ，－，i，－

G G799 P HC67 0 42 0 27 0 09 99 99

G G800 P HC67 0 18 0 12 0 21 b
，，ワツ

G G801 P HC72 0 26 0 25 0 11 ワワツ，

G G802 P HC73 0 31 0 20 0 23 a
ワワ，，

G G803 P HC72 0 58 0 40 7
ツゥ，，

G G804 P HC72 (035） (015） 7 a
，，ツワ

G G805 P HC72 (025） 0 23 0．11 a
ツワ，，

G G806 P HC61 0 55 0 47 ？
｡ b，ヲ，ワ

G G807 P HC72 0 25 0 21 a
ﾜツワワ

G G810 P HC72 0 25 0 18 a
，，’9

G G814 P HC72 (015） 0 17 ツワ，，

G G816 P HC73 0 32 0 20 C
ﾜツ？，

G G817 P HC72 0 31 0 21 a
，，？，

G G819 P HC68 (025） (030） a
p，ｳワ

G G820 P HC68-69 (010） 0 30 a
’，ワワ

G G822 P HD72 0 47 0 46 0．56 A，b，イ ，ワ
●
で
Ⅱ
且

G G823 P HD－HE72 0 48 0 42 ？
■ ，

a
ワワ，

G G824 P HE72 0 28 0 22 ？
● ，

a
，，ウツ

G G825 P HC－HD69 (061） (039） 0．45 A，c，イ，－，i

G G826 P HC71 (048） (021） ‘〉
● ワワツワワ

G G828 P HE71 (021） 0 16 ‘）
，
a
99？

G G829 P HD72 0 32 0 29 ？
｡ 99，ツワ

G G830 P HC－HD72 0 31 0 28 ？
，
a
99ﾜウ

G G833 P HC72 0 41 0 35 0．49 A，a，イ，－，i



地区 遺構名
齢
副 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

H H58 P HC76 0．86 0．83 0．05 A，a，ウ，－，i’一

H H59 P HD78 (097） 0 64 0 09 A b ウ,－，i，－

H H62 P HC77-78 0 77 0 60 0 62 A a ウ．111
｡■●

91119－ SH62

H H66 P HD78 0 21 0 20 0 04 ？① a 77。ワ。 ？？。ツ。

H H67 P HD78 0 47 0 39 0 62 A a ア,－，i，－

H H71 P HD77-78 0 39 0 16 0 13 A a ア,－，i，－

H H74 P HD77 (058） 0 62 0 14 A a ア,－，i，－

H H75 P HD77 0 38 0 33 0 12 A b ？，－，i

H H77 P HD77 0 26 0 26 0 21 A a イワ，
●
も
■
＆

H H79 P HD77 0 42 0 37 0 11 A a ？，－，i，－

H H83 P HD77 0 40 0 30 0 33 A a ウ
●今｡

，－，111ワー SH62

H H85 P HD77 0 28 0 22 0 25 A b イ，－，iii,－

H H92 P HE77 0 25 0 20 0 18 A b イ？ワ
●
口
Ⅱ
▲

H H96 P HD77 0 23 0 23 0 09 A a 79－，1，ー

H H97 P HE76 0 46 0 34 0 42 A a ア
●｡●

9－9111，ー SH62

H H99 P HE76 (028） (018） 0 30 A ？● ウ
●■■

9－9111，一

H HlO1 P HE76 0 35 0 27 0 20 A b アツー91，一 消失

H HlO2 P HE76 0 26 0 21 0 71 A b ア,－，ii，a

H HlO5 P HD76 0 50 0 46 0 31 A a イ，－，iii,－

H H107 P HD76 0 40 (026） 0 46 A a ア，－，i，－

H H119 P HD76 0 30 0 28 0 38 A a アワー911ッ a

H H121 P HD76 0 48 0 41 0 04 A b ？，－，i，－

H H123 P HD76 0 48 0 39 0 59 A a アワツ
●
■
■
且

H H127 P HD－HE76 0 65 0 38 0 22 A C ア9－シ19－

H H128 P HE76 0 31 0 30 0 52 A a ア，111,i

H Hl33 P HE76 0 26 0 22 0 40 A b ア,－，ii，a

H H134 P HE76 (045） (018） 0 24 A C ウ
●●●

’一シ111，一

H H135 P HE76 (035） (034） 0 34 A a ウ’一シ11ッ C

H H137 P HE76 0 46 0 36 0 12 A f ？，－，i，－

H H138 P HE76 0 41 0 30 0 14 A b 7ツー919－

H H139 P HE76 0 35 0 34 0 50 A a ア,－，ii，C

H H140 P HC76 0 45 0 38 0 34 A b ア9－，119 a SH62

H H141 P HE76 0 57 0 30 0 57 A C ウツウ
甲
屯
■
皿 消 失

H H144 P HE76 0 17 0 15 0 05 A a ？，一,iii

H H145 P HC81 0 24 0 21 0 17 A a イ，－，i

H H147 P HE－HD77 0 32 0 24 0 19 A a ?，－，i’一

H H148 P HC77 0 25 0 24 0 37 A a ア,－，i，－ 消失

H H150 P HD77 0 31 0 26 0 10 A b イ，ツ
●
も
■
且

H H151 P HD78 (023） 0 21 0 12 A a ウ?ツ
●
。
■
且

H H152 P HD78 (040） (022） 0 30 A a ウ
●⑪●

’－91119 SH62

H H153 P HD78 (017） (023） 0 18 A a イ，－，i

H H155 P HC80 0 35 0 28 0 97 A a ア,－，i，－

H H156 P HC80 0 32 0 28 0 39 A a ウ,－，i，－

H Hl57 P HC77 0 41 0 37 0 67 A b アワーワ119 b SH62

H H160 P HC－HD79 0 30 0 25 0 07 A a ？，－，i’一

H H161 P HD79 0 37 0 25 0 12 A a ？サーッ19－

H H162 P HC－HD79 0 26 0 19 0 14 A a ？，－，i，－

H H163 P HC77 0 46 0 32 0 26 A C ウ,－，i，－ 消失

H H164 P HD78 (046） (009） 0 61 A b ア ，ワ
●
。
■
且

H H165 P HC77 0 39 0 35 0 22 A a イ，ワ
．
Ｉ

H H174 P HC78 0 43 0 28 0 15 A a ？，－，i’一

H H177 P HC79 0 38 0 24 0 10 A b ？，－，i，－

H H178 P HC79-80 0 38 0 31 0 09 A a ？，－，i，－

H H181 P HD77 (022） 0 33 0 19 A a イ，－，iii,－

H H185 P HD78 0 21 0 20 0 19 A a ？，－，i，－

H H188 P HD76 0 38 0 35 0 48 A a ア’－，19－

H H189 P HC79 0 59 0 36 0 44 A C イ，？ ii・a？

H H190 P HC79 0 22 0 21 0 29 A b ？，－，i，－

H H191 P HD76 0 42 0 36 0 14 A a ？，－，i，－

H H193 P HC78 0 19 0 19 0 06 A a ？，－，i，－

H Hl94 P HD78 0 28 0 24 0 00 A a ？，－，i，－

H Hl95 P HD76 0 26 0 24 0 27 A a ア,－，i，－

H H196 P HE76 0 25 0 20 0 31 A b ア,－，i，－

H Hl98 P HC79 0 78 0 33 0 34 A b ウ，－，i，－

H H199 P HD77 0 28 0 27 0 26 A a ア，一9119 a

H H200 P HE77 (027） 0 31 0 22 A b ウ，－，i，－

H H201 P HE77 0 40 0 38 0 85 A C ？，－，i，_

H H310 P GO96 0 49 0 31 0 18 A b ア ，，
●
ｑ
■
且

H H311 P GO96 0 36 0 26 0 25 A a イ，，
●
。
■
且

H H312 P GO96 0 30 0 30 0 10 A b ？，－，i，－

H H313 P GO96 ？
＆

？
●

？
＆

？
●

？
缶

？ ？77
。ツ。ワ。？。

H H314 P GO96 0．38 0．30 0．10 A ？ ？，－，i’一 消失

H H315 P GO96 0 20 0 16 0 40 A b ア,－，i，－ 消失

H H316 P GP96 0 30 0 23 0 33 A a ウ，－，i，－ 消失

H H320 P GP96 0 40 0 39 0 33 A a ウ，II，iii,－

H H324 P GQ96 0 35 0 33 0 30 A a イ，－， SH61

H H325 P GQ95-96 0 43 0 42 0 54 A a ア 9，

H H326 P GQ95-96 0 62 0 48 0 40 A C ア，ウ

H H327 P GQ95-96 0 46 (016） 0 13 A a イ，，

地区 遺構名
遺構
種別
グリッド

長径

(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

G G834 P HC72 0．35 0．25 ？
■ ，

a
，ツウワ

G G835 P HD72 (029） (032） ？
● ，

a
ツﾂツ9

G G836 P HC70 (040） (018） ？
●

a
ツﾜヲツ

G G837 P HC70 (015） 0 15 7
巳 ，ツﾂヲ，

G G839 P HC68 (044） (014） ？
● A，a，－，－，－，－

G G841 P HC－HD66 (035） 0 25 7
｡ ，

a
，，，，

G G842 P HC66 0 25 0 25 0．10 ’7，，

G G843 P HC67 0 22 0 20 0．11 a
ウ，ツ，

G G844 P HC67 0 25 0 21 7
や aワーヲー，－9－

G G845 P HC67 (025） 0 31 ？
■

a
ワツワ，

G G847 P HB－HC67 0 28 0 27 0．28 a
，ｻツワ

G G849 P HC67 0 42 0 20 0．25 ，ツ79

G G850 P HC66 0 30 0 27 0．17 ﾗツツゥ

G G851 P HB61 0．25 0 24 0．18 a
ツ9，，

G G852 P HB61 (0.37） (016） 7
寺 ヲツ？？

G G853 P HB61 0 24 0 22 ？
■

a
ツワゥ，

G G855 P HC67 (055） 0 33 ？
｡ ヲ，ﾜツ

G G856 P HC67 0 68 0 39 0．15 A，c，ア,－，i，－

G G857 P HC64 0 27 0 26 0．06 ，，ツヲ，

G G859 P HC64 0 24 0 24 0.08 a
ツツワ9

G G860 P HC63-64 (033） 0 25 7
■ ツヲツゥ

G G861 P HC66-67 0 37 0 35 0．22 a
’ツ，9

G G862 P HC67 0 40 0 30 0 15 a
ツﾜツ7

G G863 P HC67 0 43 0 36 0 13 b，，ワワ

G G865 P HC63 0 24 0 21 0 06 a
ツゥ’7

G G866 P HC65 0 27 0 21 0 11 a
9ワワツ

G G869 P HB67 (0.60） ？
● 0．12 97イ，，ヲ

東壁のみに
検出

G G870 P HB66 (1.54） 7 0．12 ，， イツツ，
東壁のみに
検出

G G871 P HC68 (0.38） (0.40） 0．12 -,-,イ，－，－，‐

G G875 P HB57 7
骨

？
▲ 0．22 ワ ア，，，

G G881 P HD72 0．38 0．28 7
｡ ツツ，ツ

G G884 P HC71 (0.35） (0.06） ‘）
● ’979

G G885 P HC71 (0.13） 0．25 7
●

a
ツヲ，

G G893 P HE72 0．38 0．33 ？
●

a
ワツツ

G G894 P HC70 (0.64） ‘）
● 0．14 ワ， イ，－，－，－

東壁のみの
検出

G G896 P HD70 0．25 0．21 ？
｡ ，

a
，ツ，，

G G897 P HD70 0．21 0．18 7
甲 ツ

a
97ツワ

G G898 P HD70 (0.13） (0.17） ‘）
● ワウツワワ

G G900 P HC69 (0.50） ？
● 0．12 ?， アウ，ツ

壁のみの検
出

G G901 P HC69 (1.14） ？
■ 0．12 ，， ウツ99

壁のみの検
出

G G902 P HC69 (0.40） ？
■ 0．16 ワツ イ，－，－，－

壁のみの検
出

G G903 P HC69 (0.74） 7
｡ 0．16 ，， イワ，，

壁のみの検
出

G G904 P HC69 (0.78） ？
｡ 0．20 ，， イ？ツワ

壁のみの検
出

G G905 P HC69 (0.60） 7
凸 0．14 ，， イ，ﾜヲ

壁のみの検
出

G G908 P HE72 (0.25） (0.07） 0．26 99，ワ，

G G909 P HE72 (033） (011） 0．62 ツワ99，

G G912 P HE72 (029） (032） ？
■ ツ b，，，？

G G913 P HC67 0 38 0 28 0．27 A，c，イ ツワ
●
。
■
４

G G914 P HB55 0 27 0 23 ？
■ ，ツツ，9

G G916 P HC69 0 41 0 28 ツワサワ

G G917 P HB55 0 50 0 48 ，，ワヲ

G G918 P HC－HD69 0 29 0 26 a
9，，，

G G919 P HC72 0 24 0 20 ，，9，

H H16 P HD77-78 (072） 0 28 0．05 A・b イ，－，i

H H18 P HB83 0 28 (022） 0 19 A a ウワ，
申
も
■
且

H H19 P HB83 (037） 0 37 0 18 A b イ，ツ
●
。
■
且

H H20 P HB83 0 26 0 19 0 23 A b イツ，
●
○
日
▲

H H22 P HB82 (036） 0 39 0 24 A b イ，－，iii,－

H H23 P HB82 0 41 0 32 0 44 A a イ，9ii、a

H H25 P HD76 0 25 0 21 0 42 A a イ，－，i SH62

H H26 P HB82 0 27 (014） 0 62 A a イ，， ii･a 消失

H H27 P HC81 0 26 0 22 0 48 A a ウ，－，iii，－

H H28 P HC80 0 21 0 19 0 11 A a イワ，
■
君
Ⅱ
基

H H29 P HC80 0 34 (022） 0 22 A b イ，－，iii,－

H H31 P HC80 0 78 0 45 0 33 A b ウ，，
ｅ
屯
Ｂ
且

H H32 P HC80 (000） 0 29 0 08 A b ？，一，i，－

H H42 P HC79 0 37 0 37 0 61 A a ア,－，i，－ 消失

H H43 P HC79 0 34 0 33 0 10 A a ？，－，i’一

H H45 P HC79 0 50 0 42 0 27 A C イ，，
●
口
Ⅱ
且

H H46 P HC79 0 30 0 25 0 14 A b ?，－，i，－

H H56 P HC78 0 68 0 60 0 05 A a ウ，ーシ19ー

H H57 P HC78 0 33 0 32 0 22 A a イ，－，iii,－



地区 遺構名
鱗
翻 グリッド

長径

(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

H H328 P GQ96 0．40 0．39 0．16 A，a，イ，－，iii,－

H H329 P GQ95-96 0．53 0 37 0．19 A C イ，－，i

H H332 P GQ96 (030） 0 33 0 16 A b 7777｡9･，｡，｡

H H333 P GQ96 0 30 0 30 0 13 A a イ，－，iii,－
H H334 P GQ96 0 48 (034） 0 31 A a イツワ

●
一
利
■
＆

H H335 P GQ96 (024） 0 36 0 33 A a ア
●●●

シーツ1119－

H H339 P GQ95 0 70 0 42 0 14 A b ウ，，
●
９
日
且

H H340 P GQ95 0 11 0 19 0 10 A a ？，－，i，－

H H341 P GQ95 0 48 0 35 0 10 A a ？，－，i，－ SH61

H H342 P GQ95 0 27 0 24 0 18 A a ？，－，i，－

H H343 P GQ95 0 33 0 23 0 14 A a ?，－，i，－

H H345 P GQ95 (038） 0 28 0 26 A a ウ，－，i，－ SH61

H H346 P GQ95 0 42 0 39 0 31 A a イ，II，ii a

H H347 P GQ95 0 47 0 34 0 36 A C ウ
○＄｡

ワーッ111ツー

H H348 P GQ95 0 20 0 15 0 18 A a ？，－，i，－

H H349 P GQ95 0 60 0 58 0 44 A a 77？？｡ツ｡，■，｡

H H357 P GQ95 0 36 0 33 0 20 A a ？，－，i

H H358 P GQ95 0 31 0 30 0 20 A a ウ
●●自

’一9111，－

H H359 P GQ95 0 24 0 23 0 29 A a ア,－，i，－ SH61

H H360 P GQ95 0 31 0 27 0 30 A b ア？9
。
。
■
且 消 失

H H361 P GQ95 0 49 (038） 0 45 A a ア,－，iii,－

H H362 P GQ95 0 62 0 43 0 61 A a ア？ー，19－

H H363 P GQ95 (049） (019） 0 23 A a イツツ
●
一
羽
■
尋

H H364 P GQ95 0 33 (024） 0 11 A ？｡ ？’一？1，－ 消失

H H365 P GQ95 0 35 0 30 0 39 A b イ9ツ
●
○
日
▲

H H367 P GQ94 0 26 0 14 0 18 A b ？，－，i，－

H H372 P GR94 0 26 0 15 0 15 A a ？，－，i

H H373 P GR94 0 66 0 38 0 02 A b ？’一71ツー

H H374 P GR94 0 27 0 18 0 23 A a ？，－，i

H H375 P GQ94 0 17 0 17 0 18 A a ？，－，i，－

H H376 P GQ94 0 40 0 36 0 14 A a ？，－，i'一

H H378 P GP94 0 32 0 30 0 25 A a ウ，－，i，－

H H379 P GQ94 0 43 0 38 0 23 A a イ，－，iii,－

H H381 P GP95 0 52 0 32 0 04 A b ？’一ヮ’’一

H H385 P GP96 0 30 0 17 0 18 A b ？，－，i，－

H H386 P GQ95 0 24 0 19 0 22 A a ？，－，i，－

H H389 P GQ96 0 58 0 36 0 44 A ？
｡ イ，－，iii,－

H H396 P GQ96 0 41 0 30 (020） A C ウ，－，ii，a

H H397 P GQ96 0 22 0 20 0 14 A a イ，，
。
ｄ
■
且 消 失

H H403 P GQ95 0 21 0 21 0 33 A a ア,－，i，－

H H404 P GP96 0 25 0 21 0 19 A a ？，－，i

H H405 P GQ96 0 25 0 24 0 45 A a ア ラーワ1，－

H H408 P GQ94 0 33 0 10 0 11 A b ？，－，i，－

H H409 P GQ96 0 30 (028） 0 35 A a ア，－，i，－

H H411 P GQ94 0 39 0 30 0 32 A a ウ
●●●

9－9111，一

H H412 P GO96 (032） (013） 0 43 A a イ，－，i

H H176 P HE77 (065） 0 50 0 05 A C ？，－，i，－

H H331 P GQ96 (062） (027） 0 31 A C ウ，－，i，－

I 17 P GL98 (054） 0 56 0 52 A a ア，II，i SH56

I 19 P GL98 0 23 0 22 0 09 A a イ，－，i

I 110 P GL98 0 25 0 22 0 53 A a ア,－，i，－

I 111 P GL98 0 40 0 37 0 20 A a イ，－，iii,－

I 112 P GL98 0 25 0 24 0 22 A a ア ’一，1，－

I 113 P GL99 0 35 0 25 0 12 C b ？，－，i，－

I 114 P GL98-99 0 45 0 43 0 26 A a イ，－，iii,－ SH56

I 115 P GL98 0 41 0 45 0 26 A a ウ，111,iii,－

I 116 P GM99 0 46 0 41 0 15 A a ウ，11，i

I 117 P GM98 0 33 0 24 0 06 A a ？，－，i，－

I 118 P GM98 0 31 0 21 0 02 A a ？，－，i，－

I 119 P GM98 0 28 (018） 0 15 A a イ，－，iii,－

I 121 P GM98 0 29 (018） 0 21 A a イ’，
、
１

I 123 P GM98 0 42 (024） 0 19 A a ア ，， ii･C SH56

I 124 P GM98 0 47 0 45 0 43 A a イ，－，iii

I 125 P GM98 0 41 0 37 0 20 A a イ，－，iii,－

I 126 P GM98 0 39 0 39 0 49 A a ア9－シ11ワ f SH56

I 127 P GM98 0 40 (018） 0 14 A a イ，－，i

I 128 P GM98-99 0 44 0 44 0 44 A a ウ
●●●

9－ヲ111，－

I 129 P GM98 0 49 0 41 0 31 A b イ，－，i

I 131 P GM98 0 53 0 41 0 43 A C ウ
●●●

9－シ111ワー

I 132 P GM98 (030） 0 34 0 15 A b イ9，
■
一
羽
■
ａ

I 133 P GN98 0 50 0 37 0 32 A a ア，－，iii，－

I 134 P GN98 0 40 (009） 0 13 A ？
｡ イ，ワ

●
□
Ⅱ
且

I 135 P GN98 0 18 0 18 0 10 A a ？，－，i，－

I 136 P GN98 0 46 0 35 0 54 A a イ，－，ii a

I 137 P GN98 0 50 0 44 0 28 A C イ，， ii･a

I 138 P GN98 0 29 0 27 0 19 A a ア ワーワ17－

I 139 P GN98 0 43 0 40 0 45 A C ア ツツ
⑪
■
■
＆

I 141 P GN98 0 46 (028） 0 85 A ？
● ウワー，119 b

I 142 P GN98 0 18 0 18 0 12 A a ？，－，i，－

地区 遺構名
齢
鋤 グリッド

長径

(、）
短径

(、）
深さ

(、）
属性 備考

I 143 P GN98 0．23 0．22 0．22 A，a，ア,－，i，－

I 144 P GN98 0 46 0 30 0 32 A b イ，－，iii,－

I 146 P GN98 0 36 (032） 0 19 A a ウ，－，i，－
I 147 P GN98 (046） 0 44 0 42 A b イ，，

●
一
利
■
＆

I 148 P GN98 0 27 0 18 0 22 A b ？，－，i，－

I 149 P GN98 0 43 0 34 0 30 A a イワ，
●
勺
Ⅱ
皿

I 154 P GO98 0 28 0 25 0 10 C a ？，－，i，－

I 156 P GN99 0 51 (029） 0 26 A a イ?ツ
●
旬
日
且

I 157 P GN99 0 25 0 26 0 17 A a イワワ
●
一
羽
■
ユ

I 158 P GN99 0 31 0 31 0 14 A a イ，－，iii,－

I 159 P GN98-99 0 44 0 40 0 43 A a イワ，
●
ｑ
■
且 SH55

I 161 P GN98 0 29 0 28 0 23 A a イ，－，iii,－

I 162 P GO98 0 51 (036） 0 23 A a イ，－，i

I 163 P GO98 0 38 (032） 0 31 A a ウ，－，i，－

I 164 P GN99 0 21 0 19 0 05 A a ？，－，i，－

I 166 P GM－GN99 0 57 0 48 0 29 A a イ，－，iii,－ SH55

I 167 P GM－GN99 0 51 (036） 0 17 A a ウ，－，i，－

I 168 P GM99 0 46 0 35 0 14 A b イ，II，i

I 169 P GN99 0 31 0 24 0 09 A a イツ，
●
■
０
且

I 171 P GN98 0 30 0 28 0 15 A a ア，，
申
。
■
且

I 173 P GM99 0 35 0 29 0 25 A a イ，111,iii,－ SH56

I 174 P GM99 0 26 0 26 0 07 A a ？，－，i，－

I 177 P GM99 0 48 0 41 0 40 A a イ，－，iii,－

I 178 P GN99 1 54 0 91 0 68 A C ウ?，
●
■
Ⅱ
▲

I 182 P GM99 0 24 0 21 0 14 ？● a 777－・ワ・9ロサ

I 183 P GM99 0 27 0 17 0 07 A a ？，－，i，－

I 184 P GM99 0 25 0 21 0 08 A a ？，－，i，－

I 185 P GM99 0 27 0 24 0 27 A a ア
●●｡

’一91119－ SH56

I 187 P GM99 0 20 0 19 0 12 C a ？，－，i，－

I 188 P GM99 0 42 0 34 0 31 A b イ，－，iii,－

I 189 P GL－GM99 0 38 0 35 0 22 A a イ，－，iii,－

I 190 P GL－GM99 0 52 0 47 0 37 A a イ，9ii･a SH56

I 191 P GM99-100 0 40 0 36 0 12 C a ？，－，i

I 192 P GM100 0 33 0 32 0 15 A b ア，－919－

I 193 P
GL－GM

100
0．52 0．38 0．14 A，a，？，－，i

I 194 P GM100 0．51 0．47 0．27 A，b，ウ,－，iii,－

I 195 P GM100 0 65 0 50 0 13 ？■ a 77？？。，。？。，。

I 196 P GM100 0 59 0 46 0 26 A b イ，9
●
。
■
鼻

I 197 P GM99 0 39 0 31 0 37 A b ア，－，ii，a

I 198 P GM100 0 40 0 36 0 11 A b ？，－，i，－

I 199 P GM99 0 34 0 31 0 15 A a イ，－，i

I 1101 P GM100 0 25 0 26 0 00 A a ？，－，i，－

I 1102 P GM100 0 32 0 25 0 16 A a ア
●●ゆ

ツー91119－

I 1103 P GM100 0 19 0 19 0 10 C a ？，－，i，－

I 1104 P GMlOO 0 31 0 27 0 08 A a イ，，
●
せ
■
且

I 1105 P GN100 0 47 0 46 0 16 A a イ，－，iii,－

I 1106 P
GM-GN

100
0．45 0．33 0．22 A，a，イ，－，i

I 1107 P GM99 0．42 0．36 0．22 A，a，イ，－，iii,－

I 1108 P GN100 0 20 0 19 0 13 A a ？，－，i

I 1109 P GN99-100 0 28 0 25 0 08 A a ?，－，i，－

I IllO P GN99-100 0 61 0 51 0 30 A a ア，ウ
●
。
Ⅱ
且 SH55

I 1112 P GO99 0 49 0 43 0 45 A a イ，－，iii SH55

I 1114 P GN99 0 50 0 45 0 45 A b ア
●■●

，－9111ツー

I 1115 P GN99 0 48 0 37 0 32 A a イ，， ii・a

I 1116 P GN99 0 48 0 41 0 35 A a イ，－，iii,－

I 1117 P GN99 0 63 0 39 0 44 A b ウ,－，ii，a

I 1118 P GO99 (025） (023） 0 35 A a ア
●⑪｡

9－，111ツー

I 1119 P GO99 0 64 (032） 0 12 A －，ウ，－，i，－

I 1121 P GO99 0 30 0 26 0 04 A a，？，－，i’一

I 1122 P GO99 0 26 0 21 0 05 A a，？，－，i，－

I 1123 P GO99 0 48 0 41 0 45 A a，イ ？， ii･f

I 1124 P GO99 0 39 0 39 0 30 A a，イ 9，
●
旬
日
且

I 1126 P GO99 0 37 0 30 0 10 C a，？，－，i

I 1127 P GO99 0 32 0 27 0 18 A a，ア,－，iii,一

I 1128 P GO99 0 60 0 54 0 14 A a・ウツー？1，－ SH55

I 1129 P GO99 0 38 ？
● 0 02 A a ？，－，i，－

I 1131 P GO100 0 18 (0.09） 0 11 A a，？，－，i

I 1132 P GP100 0 23 0 20 0 10 A a‐？ ，一91ツー

I 1133 P GP100 0 21 0 17 0 17 C a，？，－，i，－

I 1134 P GP100 0 35 0 34 0 09 C a，？，－，i’一

I 1136 P GP100 0 38 0 29 0 13 C a－7’－91サー

I 1137 P GO－GP101 0 16 0 15 0 12 A a‐？ ，一，19ー

I 1138 P GP101 0 25 0 25 0 14 A a，？，－，i，－

I 1141 P GP101 0 47 0 28 0 15 C b、？9－ワ11－

I 1142 P GO100 0 39 0 38 0 30 A a，ア，－，i

I 1144 P GO100 0 41 0 37 0 35 A a，ア，ー91ワー

I 1146 P
GN－GO

100
0．35 0．32 0．23 A，a，イ，－，iii,－
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ピット一覧表⑮表66

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
〕
深
伽 属性

備考

I 1244 P GM101 0．30 0．25 0．03 A，a，？，－，i，－

I 1245 P GPlO1 0．25 0．24 0．07 A，a，？，－，i，－

I 1246 P
GJ-GK
101-102

0．54 0．45 0．06 A，a，ウ,－，i

I 1247 P GJ-GK102 0．50 0．48 0．23 A，a，イ，－，i

I 1248 P GJ－GK102 0 32 0 26 0 24 A a ウ，ワ
●
屯
■
▲

I 1249 P GK102 0 25 0 22 0 08 A a ?，－，i，－

I 1251 P GK102 0 32 0 22 0 07 A b ア，－，i，－

I 1258 P GJ102 0 20 0 13 0 14 A a ?，－，i，－

I 1259 P GJ102 0 22 0 20 0 22 A a ？，－，i，－

I 1261 P GJ102 0 33 0 28 0 07 A a ？，一，i

I 1262 P GJ103 0 49 0 48 0 20 A a イ，？
●
Ｇ
Ｂ
＆

I 1263 P GJ103 0 45 0 37 0 35 A a ア
守●◆

ツー9111ﾜー

I 1264 P GJ102 0 20 0 18 0 18 A a ？，一ヲ19ー

I 1266 P GJ102 0 26 0 24 0 18 A a ？，－，i’一

I 1267 P GI105 0 36 0 33 0 08 A a ？，－，i’一

I 1268 P GJ103 0 17 0 15 0 28 A a ？，－，i’一

I 1269 P GJ104 0 34 0 24 0 06 A a ？，－，i，－

I 1270 P GJ104 0 47 0 47 0 42 A a ア,－，i’一

I 1271 P GK103 0 27 0 27 0 09 A a イ，－，i

I 1272 P GK103 0 40 0 25 0 15 A b イ，－，i

I 1273 P GJ104 0 35 0 27 0 23 A b ？？｡ワ。 7－7

I 1276 P GI104 0 50 0 38 0 19 A a イ，II，i

I 1277 P GJ105 0 23 0 16 0 27 A a ア,－，i，－

I 1278 P GJ104 0 43 ､035 0 17 B a ア,－，i，－

I 1283 P GI101 0 26 0 25 0 10 A a イツワ
巴
。
Ⅱ
且

I 1284 P GK101 0 36 0 32 0 12 A a イ？，
●
ｑ
日
▲

I 1286 P GI105 0 19 0 19 0 10 A a イ，9
．
Ｉ

I 1287 P GI105 0 26 0 20 0 08 A a ア ワーヲ1ツー

I 1288 P GI105 0 28 0 25 0 17 A a ？，－，i，－

I 1289 P GI106 0 23 0 22 0 20 A a ？，－，i，－

I 1291 P GI106 0 22 0 22 0 12 A a ？，－，i，－

I 1292 P GH106 0 23 0 20 0 22 A b ？，－，i，－

I 1293 P GI106 0 22 0 22 0 22 A a ？，－，i，－

I 1294 P GI106 0 63 0 44 0 14 A b ア,－，i，－

I 1295 P GI106 0 35 0 19 0 17 A a ア,－，i，－

I 1296 P GI107 0 19 0 13 0 25 A a ア，－，i，－

I 1297 P GI107 0 18 0 17 0 25 A a ア,－，i，－

I 1298 P GI107 0 19 0 19 0 10 A a ？，－，i，－

I 1299 P GI107 0 19 0 19 0 21 A a イ，－，iii,－

I 1301 P GHlO7 0 43 0 40 0 11 A a イ，－，i

I 1302 P GH108 0 47 0 35 0 26 A a ウ，－，iii,一

I 1303 P GI108 0 29 0 27 0 27 A a イ，－，i

I 1304 P GH108 0 47 0 28 0 07 A a ？，－，i’一

I 1306 P GH108 0 40 0 31 0 50 A a ア
■｡●

ツー91117－

I 1307 P GH109 0 31 0 23 0 24 A a ？，－，i，－

I 1316 P GH108 0 23 0 23 0 23 A a ？，－，i’一

I 1317 P GH108 0 19 0 19 0 17 A a ？，－，i，－

I 1318 P GI108 0 23 0 21 0 30 A a ？，－，i’一

I 1319 P GJ103 0 26 0 26 0 06 A a ？，－，i’一

I 1329 P GJ107 0 65 0 55 0 25 A a ア,－，i，－

I 1343 P GJ106 0 61 0 48 0 07 A a ？，－，i’一

I 1367 P GJ106 0 27 0 22 0 15 A a ？，－，i，－

I 1369 P GK106 0 35 0 26 0 15 A a ア,－，i，－

I 1370 P GN99 0 52 0 45 0 19 A a イ，－，iii,－ SH55

I 1371 P GO100 0 45 0 41 0 23 A a ア，－，i’一

I 1372 P GM100 0 44 (024） 0 25 A b ウ
●｡■

，－，111，－

I 1373 P GN98 0 41 0 28 0 37 A a ア,－，iii,一

I 1374 P GO100 0 27 0 25 0 13 A a イ，，
・
１

I 1375 P GM99 0 28 0 26 0 14 A a イ？ツ
①
一
石
■
＆

I 1376 P GN99 0 24 0 22 0 06 A a イ9，
■
。
■
且 145内

I 1378 P GO99 0 31 0 28 0 31 B a ア
●●●

9－9111ツー

I 1379 P GN100 0 33 0 30 0 22 A a イ，－，iii,－

I 1381 P GN100 0 39 0 36 0 42 A a ア,－，i，－

I 1382 P GOlOO 0 35 0 28 0 39 A a ア,－，i’一

I 1383 P GO99 0 47 (031） 0 54 A a ア,111,iii,－ SH55

I 1384 P GN99 0 85 0 64 0 57 A b ウ，II，i’一

I 1385 P GN99 0 48 (016） 0 13 A C ？？？？
｡ヲ。，。，。

I 1386 P GN99 0 45 (028） 0 18 A b イ，，
舎
包
■
ユ

I 1387 P GN99 0 20 0 18 0 20 A a ？，－，i，－

I 1388 P GN98 0 29 0 25 0 09 A b イ，，
．
１

I 1389 P GM99 0 38 0 27 0 16 A b ア
■●■

9－シ1119－

I 1390 P GM99 0 30 0 23 0 17 A a イ，？
●
。
■
且

I 1391 P GN98 0 29 (008） 0 35 A a ?，－，i，－

I 1392 P GM98 0 41 0 39 0 15 A a イワ，
●
も
■
且

I 1393 P GM99 0 44 0 44 0 29 A a イ，－，iii,－

I 1394 P GM100 0 33 0 30 0 04 C a ？，－，i’一

I 1395 P GM100 0 25 0 23 0 09 C a ？，－，i’一

I 1396 P GN100 0 34 0 24 0 12 C a ？，－，i，－

地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性

備考

I 1147 P GN100 0．24 0．25 0．08 A，a，？，－，i

I 1148 P GN100 0 30 0 20 0 07 A a ？，－，i

I 1149 P GN100 0 28 0 23 0 21 A b イワ，
●
。
■
且

I 1152 P GN100 0 35 0 34 0 41 A a ア,－，i’一

I 1153 P GN101 0 29 0 26 0 21 A b ア，9
。
。
■
且

I 1154 P GN101 0 29 0 24 0 23 A C ア，－，119 a

I 1155 P GN101 0 45 0 39 0 22 A a イ，－，i SH58

I 1156 P GN101 0 36 (030） 0 45 A a ウ，－，i，－

I 1157 P GN101 0 29 (024） 0 40 A a ア,－，i’一

I 1158 P GN101 0 31 0 27 0 51 A a ア，，
■
ｑ
■
▲

I 1159 P GN101 0 23 0 30 0 03 A a ？，－，i，－

I 1160 P GN101 0 34 0 30 0 18 A a イツワ
・
も
■
４

I 1162 P GN101 0 40 0 35 0 12 C a 7
●●｡

9－ヲ1119－ SH58

I 1164 P GN102 0 22 0 20 0 06 A a ？，－，i，－

I 1165 P GN102 0 36 0 25 0 06 A a ？，－，i，－

I 1166 P GN102 0 40 0 40 0 30 A a イ，－，iii,－ SH58

I 1167 P GN102 0 19 0 19 0 11 C a ？，一，i，－

I 1172 P GN101 0 30 0 28 0 14 A a ？，－，i，－

I 1173 P GN101 0 29 0 27 0 12 A a イ7，
■
も
■
且

I 1174 P GN101 0 29 0 28 0 21 A a イ，9
ｅ
■
■
且

I 1175 P GN101 0 33 0 32 0 15 A a イ，111,iii,－

I 1176 P GN100 0 20 0 17 0 12 A a ？，－，i

I 1177 P GN100 0 16 0 15 0 14 A a ?，－，i’一

I 1178 P GN100 0 37 0 27 0 06 A a ?，－，i，－

I 1179 P GN100 0 40 0 32 0 39 A b イ9，
。
■
Ⅱ
ａ

I 1180 P GN100 0 32 0 30 0 13 A a ?，－，i

I 1181 P GM100 0 28 0 27 0 24 A a ア,－，i，－

I 1182 P GM100 0 22 0 21 0 18 A a イ，ツ
■
。
■
凸

I 1183 P GM100 0 32 0 26 0 22 A b ア,－，i，－

I 1184 P GM100 (035） 0 28 0 20 A a イ9ワ
■
。
■
■
ａ

I 1185 P GM100 0 40 0 34 0 16 A a ア,－，i，－

I 1186 P GM100 0 44 0 35 0 39 A a ア
｡■巳

，－9111ゥ一

I 1188 P GM100 0 35 0 28 0 11 A a イ，－，iii,－

I 1190 P GM100 0 29 0 24 0 28 A a イツワ
■
も
■
ヨ

I 1192 P GM100 0 33 0 29 0 20 A a ア
●■●

9－91119－

I 1193 P GL100 0 24 0 24 0 29 A a イ，9ii・a

I 1194 P GL100 0 27 (021） 0 12 A a イ，－，i，－

I 1195 P GL100 0 30 0 29 0 45 A a ア,－，ii，a

I 1196 P GL100 0 34 0 27 0 21 A a アワーヮ19一

I 1197 P GL100 0 39 0 31 0 35 A b ア，ー919ー

I 1198 P GL100 0 19 0 17 0 09 A a 7－・ヲ， 1

I 1200 P GL100 0 30 0 25 0 32 A a ア，一91，－

I 1201 P GLlOO 0 36 0 34 0 44 A b ア,－，ii，a

I 1202 P GL101 0 30 0 27 0 45 A a ウ
｡■色

ツー.91117－

I 1203 P GK101 0 44 0 37 0 26 A a イ，－，iii,－ SH57

I 1204 P GL101 0 25 0 20 0 10 A a イ，－，i，－

I 1205 P GL101 0 35 0 34 0 39 A a イ，9
Ｇ
一
Ⅱ
Ⅱ
Ｌ

I 1206 P GL101 0 54 0 40 0 34 A a ウ
■e、

ツー9111ツー

I 1207 P GK101 (023） 0 21 0 40 A a ア,－，i，－

I 1208 P GL101 0 47 0 41 0 52 A b イ，9ii、f

I 1211 P
GL－GM

101
0．22 0．19 0．26 A，a，イ ，9

●
■
Ⅱ
■

I 1213 P GM101 0．28 0．24 0．28 A，b、ア
●●■

，一9111ヲ一 SH57

I 1215 P GM101 0 23 0 22 0 08 A a イ，－，iii,－

I 1216 P GM101 0 34 0 30 0 17 A a ウ
■●●

，－91119－

I 1217 P GM101 0 26 0 25 0 35 A a ア,－，iii,－

I 1218 P GM101 0 26 0 25 0 12 A a イ？，
●
■
■
且 SH57

I 1219 P GM101 0 35 (030） 0 40 A a ウ，－，i，－

I 1220 P GM101 0 32 0 29 0 21 A b イ，，
■
Ｇ
Ｈ
Ｂ

I 1221 P GM101 0 27 (021） 0 16 A a イ，－，iii

I 1222 P GM101 0 18 0 17 0 03 A a ?，－，i，－

I 1225 P GM100 0 33 0 32 0 50 A a ア,111,ii a

I 1226 P GM100 0 35 0 27 0 20 A a イ，－，iii

I 1227 P GM100 (033） 0 25 0 15 A C イ99
甲
■
Ⅱ
▲

I 1229 P GM101 0 38 0 29 0 19 A a ア,－，ii，a

I 1230 P GM101 0 29 (024） 0 23 A a イ，－，i

I 1231 P GM101 0 29 0 27 0 14 A a イ，，
●
一
■
■
且 SH57

I 1232 P GM101 0 20 0 19 0 12 A a ？，－，i，－

I 1233 P GM101 0 38 0 35 0 08 A a ？，－，i’一

I 1234 P GM101 0 38 0 35 0 41 A a イ，－，ii，a

I 1235 P GM101 0 40 0 40 0 55 A a イワ，
■
召
Ⅱ
且

I 1236 P GM101 0 28 0 25 0 32 A a ア,－，i，－

I 1237 P GM101 0 35 0 35 0 15 A a イ，－，iii,－ SH57

I 1238 P GM101 0 25 0 25 0 04 A a ？，－，i，－

I 1239 P GM101 0 34 (012） 0 93 A ？■ イ，－，i SH57

I 1240 P GM102 0 30 0 26 0 22 A a ア,－，ii，a

I 1241 P GM101 0 49 0 36 0 16 A a イ，－，iii,－

I 1242 P GM101 0 38 0 31 0 21 A a イ，，
●
。
■
且 SH57

I 1243 P GM101 0 25 0 23 0 20 C a ？，－，i’一 SH57
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地区 遺構名
構
別
遺
種 グリッド

長径
(、）
短径

(、）
さ
』
深
伽 属性 備考

I 1673 P GI114 0．21 0．20 0．24 A，a，？，－，i，－

I 1674 P GI114 0 27 0 17 0 15 A a ？，－，i，－

I 1675 P GI114 0 28 0 26 0 07 B a ウ,－，iii,－

I 1676 P GI114 0 30 0 26 0 20 A a ア ，一シ19－

I 1677 P GH114 0 27 0 20 0 29 A b イ，，
●
も
Ⅱ
△

I 1678 P GH114 (034） 0 35 0 26 A C ア,－，i，－ SH59

I 1679 P GH114 (043） 0 43 0 38 A a ア,－，i，－ SH59

I 1681 P
G G

-GH114
0．40 0．40 0．37 A，a，イ，－，i SH59

I 1683 P GG114 0．35 0．27 0．28 A，a，ウ，－，i

I 1684 P GGll5 0 22 (004） 0 14 A a ？，－，i

I 1687 P GH114 0 42 0 27 0 48 A C ア,一，i，－

I 1691 P GIll4 0 36 0 25 0 17 A a ？，－，i，－

I 1692 P GI114 0 25 0 20 0 12 A a ？，一，i，－

I 1693 P GI114 0 17 0 17 0 08 A a ？，－，i，－

I 1694 P GJ114 0 41 0 32 0 29 A a ア，－，i，－

I 1698 P GJ115 0 17 0 16 0 06 A a ?，一，i

I 1699 P GI115 0 33 0 32 0 30 A a ？，一，i

I 1701 P GH115 0 29 0 31 0 45 A a ア，－，i，－

I 1702 P GH115 0 28 0 26 0 31 A a ア，9
●
旬
日
且

I 1703 P GI115 0 28 (013） 0 22 A a ア’－911ー

I 1704 P GH115 0 18 0 16 0 20 A a ？，－，i

I 1706 P
GHll5－

116
0．30 0．25 0．38 A，a，ア,－，i，－

I 1714 P GI117 0．26 (0.12） 0．14 A，a，？，－，i

I 1717 P GI117 0 23 0 21 0 24 A a，？，－，i’一

I 1719 P GJ119 0 36 0 28 0 00 A c，？，－，i，－

I 1720 P GJ119 (028） 0 24 0 12 A C，？，－，i’一

I 1721 P GK120 0 25 0 19 0 11 C a，？，－，i，－

I 1722 P GK120 0 23 0 17 0 08 A a，？，－，i，

I 1723 P GK120 0 36 0 23 0 08 A a，？，－，i

I 1724 P GK120 0 45 0 30 0 17 A a，？，－，i'一

I 1725 P GJ121 0 26 0 20 0 17 A a，？，－，i’一

I 1726 P GJl21 0 35 0 25 0 26 C a，？，－，i，

I 1727 P GJ121 0 28 0 25 0 12 A a，？，－，i’一

I 1728 P GJ121 0 30 0 29 0 22 A a，？，－，i，－

I 1730 P GG115 0 30 0 30 0 30 A a，？，－，i

I 1731 P GG115 0 29 (013） 020 A －，？，IⅡ，i，－

I 1734 P GHll4 (032） 0 32 0 27 A a，ア，111,i SH59

I 1735 P GHll4 0 28 0 22 0 28 A a ア 9－919一 SH60

I 1736 P GH112 0 34 0 17 0 08 A a ？，－91ワ

I 1737 P GH111 0 22 0 19 0 18 C a ？，－，i，－ SA25

I 1738 P GHlll (015） (013） 0 62 A ？
■ ウ,－，i，－ SA26

I 1739 P GH111 0 32 0 26 0 07 A a ？，－，i，－ SA26

I 1740 P GH111 0 34 0 25 0 55 A a ウ9－919 SA25

I 1741 P
GG111－

112
0．26 0．24 0．17 A，a，イ，－，i SA25

I 1742 P
GG111－

112
0．29 0．27 0．12 A，a，イ，－，i

I 1743 P
GG111－

112
0．20 0．17 0．16 A，a，ア,－，i SA26

I 1744 P
GG111－

112
0．17 0．15 0．10 A，a，？，－，i，－ SA26

I 1745 P GH114 0．33 (0.16） 0．34 A，a，イ，－，iii,－ SH60

I 1746 P GH113 0．20 (0.17） 0．35 A，a，？，？，？，？ SH60

地区 遺構名
齢
鋤 グリッド

長径
(、）
短径
(、）

深さ

(、）
属性 備考

I 1397 P GM100 0．22 (0.08） 0．18 A，a，？，－，i，－

I 1398 P GM100 0 15 0 14 0 06 A，a，？，－，i，－

I 1400 P GN101 0 33 0 29 0 13 A，a，イ，－，i

I 1401 P GN101 0 42 0 53 0 37 A，a，イ，111,i a

I 1402 P GN100 0 20 0 20 0 05 A，a，？，－，i，－

I 1403 P GN100 0 17 0 15 0 03 A，a，？，－，i，－

I 1404 P GN99 0 33 0 23 0 07 A，a，イ ，，
●
■
Ⅱ
＆

I 1405 P GN99 0 43 0 34 0 35 A，b，？，－，i SH55

I 1408 P GN99 0 23 0 19 0 06 A，a，？，－，i，－

I 1409 P GM－GN99(099） 0 68 0 17 A，c，ウ,－，i，－

I 1410 P GM99 0 39 0 29 0 69 A，a，？，－，i

I 1412 P GM99 0 19 0 17 0 04 A，a，？，－，i

I 1413 P GM98 0 37 0 29 0 16 A ？，｡， イ，，
■
一
面
■
▲

I 1414 P GM102 0 46 0 42 0 51 A，a，ア,－，ii，a

I 1415 P GM102 0 43 0 40 0 15 A，a，イ，－，iii,－

I 1416 P GM98 0 22 0 19 0 12 A，a，イ ツ，
●
○
日
▲

I 1417 P GN100 0 37 0 33 0 25 A，a，イ，－，iii,－

I 1418 P GN101 0 30 0 29 0 47 A，b，ア,－，i，－

I 1419 P GN99 0 30 0 29 0 18 A，a，イ，－，i

I 1420 P GM99 0 26 0 24 0 09 A，a，イ，－，i

I 1421 P GN99 0 27 0 23 0 09 A，a，？，－，i

I 1422 P GN99 0 20 (016） 0 07 A，？，？，－，i，－

I 1425 P GN99 0 45 0 28 0 15 A，a，？，-，i，－

I 1426 P GO101 0 20 0 19 0 09 A，a，？，－，i，－

I 1427 P GO101 0 36 0 31 0 20 A，b，イ，－，i SH58

I 1428 P GO99 0 24 7 0 18 A，？，ア,－，i

I 1429 P GO98 0 25 7
P 0 24 A ？

9。， イ，－，iii,－

I 1430 P GO98 0 09 ？
■ 0 20 A，？，ウ，－，i，－

I 1431 P GO98 0 08 ？
● 0 08 A，？，ア，－，i

I 1432 P GL100 0 15 7
曲 0 14 A ？

ヲ。 イ9ツ
。
。
■
且

I 1433 P GL101 0 15 7
台 0 08 A ？

ツ。ツ イ9ツ
。
３
口
＆

I 1434 P GO99 0 48 ？
● 0 15 A ？

ワ｡9イ，－，i

I 1452 P GIlO6 0 73 0．60 0 20 A，a，ウ,－，i，－

I 1453 P GI106 0 55 0 50 0 19 A，a，ウ，－，i

I 1454 P GJ108 0 27 0 24 0 19 A，a，ア，－，i，－

I 1455 P GJ108 0 27 0 25 0 15 A，a，イ，－，i

I 1456 P GI106 0 25 (021） 0 17 A ？，。 イ，－，i

I 1457 P GK102 0 31 0 30 0 18 A，a，ア，－，i，－

I 1462 P GJ105 0 27 0 23 0 32 A，a，ア,－，i，－

I 1464 P GJ106 0 22 0 11 0 19 A，a，ア,－，iii,－

I 1472 P GKlO7 0 23 0 23 0 12 A，a，イ，－，i

I 1473 P GK107 0 22 0 22 0 18 A，b，イ 9，
。
■
■
且

I 1474 P GKlO2 0 39 0 07 0 21 A 7ツ。 イ，－，i

I 1476 P GK105 0 32 0 31 0 32 A，a，ア,－，i’一

I 1477 P GKlO8 0 44 0 34 0 23 B，a，イ，－，i

I 1478 P GJ107 0 31 0 30 0 30 B，a，ウ，－，i

I 1479 P GH107 0 60 0 53 0 30 A，a，イ，－，i

I 1481 P GJ102 0 28 0 24 0 09 A，a,？，？，？，？

I 1601 P GG110 0 32 0 28 0 47 A，a，ア,－，i， SA27

I 1602 P GH110 0 20 0 16 0 08 A，a，イ，－，i SA27

I 1603 P GH110 0 20 (008） 0 12 A，a，？，－，i，

I 1604 P GH110 0 32 0 28 0 17 A，a，イ，－，i SA27

I 1606 P GH111 0 24 0 17 0 10 A，b，？，－，i，－

I 1611 P GG111 0 18 7
■ 0 05 A 77，｡，｡ ワー，1，

I 1613 P GH111 0 33 0．27 0 47 A，b，ア，－，i，－ SA26

I 1616 P GH111 0 35 0 34 0 36 A，c，ア，－，i， SA26

I 1618 P GH111 (055） 0 28 0 11 A，c，ウ，－，i，－

I 1619 P GH111 (035） 0 37 0 43 A，a，ウ，－，i，

I 1623 P GH112 0 37 0 31 0 33 A，a，ア,－，i，－

I 1626 P GH111 0 24 0 24 0 19 A，a，イ，－，i SA25

I 1627 P GH111 0 36 0 30 0 64 A，b，ア，－，i SA26

I 1641 P GH112 0 37 0 32 0 60 A，a，イ，－，i

I 1642 P GH113 0 30 0 23 0 18 A、b，イ ，，
■
令
Ⅱ
且

I 1651 P GG113 0 37 (012） 0 15 A，a，？，－，i SH59

I 1652 P GG113 0 44 0 41 0 25 A，a，イ，－，i SH59

I 1653 P GG113 0 44 0 31 0 34 A，b，イ，111,i SH60

I 1654 P GH113 0 34 (009） 0 45 A，a，ア,－，i

I 1655 P GH113 0 40 0 40 0 43 B，a，ア，－，ii，a SH59

I 1657 P GHll3 0 38 (027） 0 39 A，a，ア,－，iii,－ SH60

I 1658 P GH113 0 59 0 57 0 68 B，a，ウ，－，ii，a SH59

I 1659 P GH113 0 40 0 25 0 16 B，a，イ，－，i

I 1662 P GJ113 0 26 0 23 0 06 A，a，？，－，i，－

I 1663 P GJ－GKll2 0 25 0 25 0 16 A，a，ア，－，i，－

I 1664 P GJ皇GK113 0 27 0 25 0 21 A，a，ア,－，i

I 1665 P GJ113 0 31 (008） 0 06 A，a，？，－，i，－

I 1666 P GK113 0 24 0 22 0 21 A，a，？，－，i

I 1667 P GJ113 0 20 0 20 0 13 C，a，？，－，i

I 1668 P GJ114 0 20 0 19 0 13 A，a，？，－，i

I 1671 P GI113 0 32 0 28 0 17 A，a，？，－，i，－
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遺構出土遺物一覧表について

この表は今回の調査で検出した土器類について、表3～5の分類に基づきその破片数を掲載したも

のである。ここに掲載したものは、掘立柱建物跡・柱穴列跡を構成するピット（柱穴）と中近世の土

坑を除いた、遺物が出土した遺構である。破片数については接合後の破片数であり、実際に出土した

数ではない。そのため複数遺構から検出した遺物については、遺構間接合した遺構の名称を列挙した

行に掲載した。中近世の士坑から出土した遺物については、土坑一覧表に一列設けて遺物の略-号とと

もに記載した。なお、出士土器分類の略号は以下の通りである。

縄文……縄文土器

弥生……弥生土器

土古……土師器（古代）

白系南…白費系陶器（南部系）

白系北…白査系陶器（北部系）

白系美…白餐系陶器（美濃須衛産の可能性があ

るもの）

中国……中国陶磁器

産不中…産地不明中世陶器（美濃須衛など）

土中近…土師器（中近世）

連房陶…連房（陶器）

連房磁…連房（磁器）

瀬美……古瀬戸～連房（陶器）

かないもの

常滑近…常滑（近世）

産不近…産地不明近世陶器

近陶磁…近現代世陶磁器

不陶磁…不明陶磁器

不土……不明土師器

製品で判別がつ

瓦質 瓦質土器

表68遺構出土遺物一覧表1)

遣識構蝿譜 遣#構§種捌I
縄
凝
議

弥
蕊
塗

領
懲
器

塗
織
謹

織
蕊
霊

戯
蕊
南

鯛
係
躯

蝋
綴
蕊

議
溌
簿

識；

窯

繕
蕊
滑

繕
溌
楽

瀬
溌
国

麓
藤
鞠

斑

質

識
一
瀬
遼

運
蕩
陶

連
蕩
磁

瀬
溌
美

鴬

嬉
遜

壷

津

蝿
議
論

瀧
蛎
篭

遊
陶
一
鐘

瀧
陶
礎

蕊
溌
鎚

砺罰露引
鐸
製
》
鐙

雁3壷罰

燕
認
識

A82(SH1) P 1
鋤
Ｉ 2

A222(SH1) P i職 1

A255(SH1) P 1

A358(SH1) P 1 1
A351(SH2) P 1 1

A124(SH3) P 2 2
A25(SH4) P 1 1
A109(SH4) P 1 I
A339(SH5) P 1 灘溌
A272(SH6) P 1 2 3
A322(SH6) P I 1
A60(SH7) P II X
A237(SH7) P 3 3
A333(SH8) P 1 1
A348(SH8) P 2 2
A365(SH8) P 2 2
A501(SH8) P 1 1
A12(SH9) P 3 1 蕊4
A86(SH9) P

1 1
B453(SH12) P 2 1 1 4
B478(SH12) P 1 1
B584(SH13) P 1 魂
B761(SH14) P 1 1
B806(SH14) P 1 2 3
B808(SH14) P 1 1
B251(SH16) P 班 3 難
B784(SH16) P 2 侭霧調

土 3
D195(SH18) P 1

班
D16(SH19) P

1
D198(SH20) P

2 3
D159(SH23) P I 2
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遣溌構溌塩 遣#構§種溌‘
縄
溌
蕊

弥
蕊
蕊

須
恵
器

識
蕊
議

寓
蕊
蕊

嵩
一
系
南

白
雨
系
輔

白
系
美

茜
瀬
猿

大
滋
窯

常
蕊
滑

信
溌
楽

噸
溌
国

産
不
瀬

一

鋼』

質

鐸
率
遼

垂P~▲~二

墓
濯
陶

連
嘉
磁

瀬
蕊
美

鴬
滑
埜
遼

唐

津

肥；

謹
鋤I

産
添
#遼

遼
陶
磁

不
陶
磁

不

璽塁

土
似
勢

1頭

合

肩r

D302(SH24) P 1 1

D323(SH24) P I I 2

D430(SH26) 大型 弱I 灘 29 1 4 741 4 5 146

E813(SH28) P 1 I

E519(SH30) P 3 3

E522(SH30) P I 1

E524(SH30) P I 1 2

E532(SH30) P 1 I 2

E736(SH30) P 2 2

E629(SH32) P 1 1

E69(SH34) P 2 2

E166(SH34) P 1 1

E352(SH34) P 1 1

E254(SH35) P 1 1 2

E255(SH35) P 1 2 2 5

E351(SH35) P 2 2

E7(SH36) P I 2 3

E511(SH37) P 1 1 3 5

E523(SH37) P I 1

E801(SH37) P 1 1

F681(SH39) 大型 2 3 2 11 1 9

F770(SH40) P 1 7 8

F1110(SH40) P I 2 3

F124(SH47) P 6 6

F130(SH47) P 1 1 2 2 6

F514(SH47) P 斑 I

F1487(SH47) P 1 1

F1488(SH47) P 3 3

F5(SH48) P ＆
1

F109(SH48) P I 2 3

F399(SH48) P 3 1 3 1 3 11

F406(SH48) P 1
1

F1478(SH48) P 1 1

F8(SH53) P 2 1 3

F207(SH53) P
1 1

F258(SH53) P 1 1 2

I59(SH55) P 1 2 1 4

I66(SH55) P 2 3 5

I110(SH55) P 1 6 3 10

I112(SH55) P 4 1 5

I128(SH55) P 1
1

I370(SH55) P 1 2 1 4

I383(SH55) P I 2
3

I7(SH56) P 1
1

I14(SH56) P 1 3 1 5

I26(SH56) P I 2
3

I73(SH56) P 1 2
3

I90(SH56) P 2 3 1 6

I218(SH57) P 1
1

I237(SH57) P I 1 2

I155(SH58) P 2
2

I166(SH58) P 1 3 4

I427(SH58) P 5 2 1 8

I655(SH59) P 3 1
4

I658(SH59) P 1 1 1 1 4

I681(SH59) P 1 1
2

I653(SH60) P
1 1

H324(SH61) P 1 2 3

H359(SH61) P 1
1

H62(SH62) P 1 1 6 8

H97(SH62) P 2 1 3

A22(SA9) P 1 1
2

A173(SA9) P 4
4

B3(SA12) P 8 1 I 1 11

B6(SA12) P 2 2

B255(SA14) P 1 3 4

B262．

B744(SA14)
SD・P 12 1 13

B93(SA15) P 1 1

E711(SA17) P 1
1

E717(SA18) P 1
1

E816(SA20) P 1
1

I626(SA25) P
1 1

I740(SA25) P 1
1

I601(SA27) P I
1

C72 土塁 2 5 1 87 13 18 2 2 58 8 3 1 2 3 205

C72．C219 土塁･SD
1 1

E500 鍛冶 7 37 1 15 3 63

E747 鍛冶 2 4 52242 1 8 5 51 2 367

E747．E835 鍛冶 1
1

E780 鍛冶 1 1 鋤5205 5 5 5 2 週0 8 447

E780．E700 鍛冶･SK
I 1
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表(4)
野I】

中腸
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表73遺構出土遺物一覧表(6)

遣溌構蕊名 遣#構§種捌
§縄

無

弥

#盤

須
恵
器

鍵

瞳

樹
溌
一
霊

織
唾
蕊
南

蟻
一
系
輔

猫
一
蕊
美

議
瀬
簿

犬
溌
窯

常
溌
滑

信
溌
楽

中
慈
国

産
砺
礁

蕊
熱
質

或
曲
瀬
遊

連
蕩
陶

遡
一
藻
Ⅷ
職

Ｐ
‐
‐
’
ｂ
言
．
‐
Ｉ
，
‐
Ｉ

瀬
溌
美

常
滑
岨
遊

唐
蕊
溌
I::::::蛭丞::::』

肥
蕊
前

#産
獅
樋

遼
陶
辛
磁

霧
陶
一
磁

添
蕊
鑓

蕊
製
鵠

登
認
識

G591 SD 3 3
G647 SD 3 鶏 靴 1 3 弧 鍵
H1 SD 1

ｑ
１ 2 斑 I 蝿 2 2 2 2 鯛 ‘ 1 2 1 73

H1・H53 SD･SK 1 1

H1．H包含層 SD･包含層 1 1

H2 SD 2 1 4

H5 SD I 6 1 1 X 2 猫

H10 SD 斑 1 2

H11 SD 通 2 2 5

Hl2 SD I X

Hl4 SD 1 I

H180 SD 1 1

H303 SD 蕊 4 6

H304 SD 斑 3 錨 職 認

H305 SD 2 20 5 3 30

H306 SD 3 5 I 1 10

H307 SD 1 6 1 8

1260 SD 2 1 23 妬 35 6 鋤4 5 3 認I 蕊 268

1260．1275 SD 2 2

1275 SD ＆ 2 蝿 趣 14 I 錨 I 3 灘 5 93

1715 SD 1 1 9 遡

G13 SX 諏 1 58 “ 55 26 35 班 1 23 5 蕊1 1 I 6 323

G13．Gl6 SX 1 1

G13.Gl6･G37．

G38｡G包含層
SX･包含層 I 1

Gl3

GSL4

G16．

G包含層
SX･包含層．
畦畔(石入り溝）

1 I

G13.G201.

G37.G60.

G包含層

SX･SK・P．

包含層
1 溌識

G13.G37.G39 SX･SD 1 I

G13．G37．

G包含層
SX･包含層 I I 2

G13．G81
SX･道路

(古代）
1 1

G13.G81．

G包含層

SX･道路

(古代)･包含層
乳 I

G13．G包含層 SX･包含層 I 1 1 3

Gl5 SX 5 5 鰯 8 2 37

G16 SX § 9 3 鰯 磯 8 3 9 主 6
雁胃
2］ 5 1 2 125

G16．G81
SX･道路

(古代）
1 I

G16．G包含層 SX･包含層 1 1 2

G37 SX ビ蝿 蕊 5 62 43 28 8 35
峰
6 2 I 7 4］ 26 X 1 蝿 260

G37．G201.

G包含層
SX・SD(古
代)･包含層

2 2

G37．G38．G81．

GSL5．G包含層

SX・道路（古
代)･畦畔(石入
り溝)･包含層

1 1

G37.G38.

GSL5･G201.

G包含層

SX･畦畔(石入

り溝)･SD

(古代)･包含層

I 1

G37.G38.

GSL5･GSL7．

G包含層

SX･畦畔(石入
り溝)･包含層

I 1

G37.G574 SX･SK 1 1

G37.G包含層 SX･包含層 1 2 1 I 5

G38 SX 卿］ 2 鯛 鰯 1 4 1 通］ 1 6 3I 2 1 74

G38.G39．G81．

G包含層

SX･SD･道路

(古代)･包含層
斑 1

GSL4 畦畔(石入り溝） I 2 通 34 3 4 麓 6 2 4 I 1 74

GSL4･GSL7．

G包含層
畦畔(石入り溝).
G包含層

I I

GSL4.G包含層
畦畔(石入り溝).
包含層

恥 1

GSL5 畦畔(石入り溝） 弱I 3 野 鞠1 26 6 24 21 8 3 4 16 3 198

GSL5・GSL7畦畔(石入り溝） 2 2

GSL5．G包含層
畦畔(石入り溝).
包含層

5 5

GSL7 畦畔(石入り溝） 3 斑 I 5 蝿1 6 8 0 1 ？
裾．

｡ 班 56

GSL7．G包含層
畦畔(石入り溝).
包含層

2 2

F4 SB(古代） 68鯛8 2 2 3 1 9 1 1 1 5 18 1600

F4．F122 SB(古代） X 2 3

F4．F4－SF1
SB･SB内遣

構
5

5

F4－P4 SB内 貴構 血
1

F4－P5 SB内 貴構 1
1

F4－P11 SB内 貴構 5
5

F4－P12 SB内 貴構 3
3

F4－Pl4 SB内：貴構 3
3

F4－P15 SB内 貴構 2
2

F4－P18 SB内 貴構 2
2
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表74遺構出土遺物一覧表(7)

遣溌構蕊譜 §遣§構鳶種捌
縄
溌
蕊

弥；

蕊

瀦
恵
器

蕊
凝
議

職
蕊
慧

鱈
‐
系
輔

織
吋
系
秘

織
咋
蕊
美

議
瀬
簿

畿
識
窯

常

滑

橋
溌
楽

輔
溌
国

掴
帆
湧
崩
砿

誇
罫
ユ
ニ
叫
売
洋
琴
都

蕊；

;質；

鐘

灘
遊＃

運
蕩
陶
鍔
磁
一

§瀬

美

鴬
滑
遼

藤
蕊
津

肥

墓前；

討
胴
隈
荒
韓
輯
溌
可
弗

障
崖
詮
弼
一
毒
需
職
『

鎚
鞠
磁

添
陶
一
磁
一

蕊
溌
錐

謹
一
製

§綴＃

鍔
蕊
識

F4－P20 SB内遺構 惑 蕊灘 溌織

F4－P21 SB内遺構 謎溌灘
蕊;i

F4－P22 SB内遺構 職溌 蕊2

F4－P27 SB内遺構 1 識

F4－SD1 SB内遺構 2
;:::欲

型

F4－SF1 SB内遺構 8灘鯛 鍵’ 藩4＃

F4－SK1 SB内遺構 4 卿 X職

F54 SB(古代） 3 1 職潟 2
総腐
:匙； 灘溌 蕊鋤

F54－P1 SB内遺構 1 蕊遜

F54－P2 SB内遺構 1 X

F122 SB(古代） 錨 蕊3 乳 鎌2 織誕 5 鋤

F122－P1 SB内 貴構
蟻；

髄 恩 蕊I轍

F122－P3 SB内 貴構 2 認

F122－P4 SB内 貴構 1 I：

F122－P4・P5SB内 貴構 7 7

F122－P5 SB内 貴構 乱 I 2

F122－P6 SB内 貴構 2 慾

F122－P8 SB内 貴構 蕊識 蝿

F122－P11 SB内 貴構 I I

F122－P14 SB内；貴構 3 6 2 避

F122－Pl8 SB内；貴構 1 1

F122－P19 SB内：貴構 職縄 I 6

F122－SD1 SB内遺構 4 錨 驚溺
F144 SB(古代） 9 3愚 2 ＃ 56

F185 SB(古代） 25 33 2 1

F185－P1 SB内遺構 2 藍 1 4

F189 SB(古代） 漣1蕊3 2 灘3 2 織溺 錨

F284 SBC古代） 鰯 縄 X I 灘躯

F374 SBC古代） 灘5 錨 1 1 1
I:::::::::::::::金:;I

3 37

F374．F374-SF
SBC古代)．
SB内遺構

1 I

F374．F384 SBC古代） 3 i：：：； 1

F374．F384．

F384-SF

SB･SB内遺

構
髄 織溌

F374．F384．

F384-SF．

F包含層

SBC古代)．包
含層

Ｉ
瀧
鉢
癖

I

F374－P1 SB内遺構 職 I
F374－P2 SB内遺構 縄 3 5
F374-SF SB内遺構 2 3
F384 SBC古代） 郷 14： 1 露2

F384oF384-SD
SB･SB内遣
構

2 葱

F384.F384-SF SBC古代） 乳 灘
F384.F384-

SF・F385

SB･SB内遺
構・SK

1 遡

F384.F包含層 SB･包含層 1

F384-SD SB内遺構 燕 蕊灘
F384-SF SB内遺構 蝿 恥
F447－SK5 SB内遺構 撚繍 蕊3
F477 SBC古代） 鞠 鰯8 14 1 3 5 19 2リ 309
F477．F1489 SB・P 1 I
F477．F477－

P13
SBC古代） 1 1

F477．F477－

SK4 SBC古代） 1 1

F477－P4 SB内 貴構 2 2
F477－P6 SB内 貴構 2鰯編 蕊溌
F477－P8 SB内 貴構 I ■

‐
‐
Ｐ

F477－P9 SB内 貴構 班 I
F477－P13 SB内 貴構 灘翰 鋤 認
F477－P14 SB内 貴構 難 4
F477－P16 SB内 貴構 1 I
F477－Pl9 SB内 貴構 1 1
F477－SK1 SB内 貴構 職溌 2
F477－SK2 SB内 貴構 ’ 趨 I 慾 蕊
F477－SK3 SB内 貴構 4 19 23
F477－SK4 SB内，貴構 6 73 I 80
F477－SK4．

F477－SK5

SB内遺構．

SBC古代）
1 1

F477－SK5 SB内遺構 4 鯉 秘 59
F477－SK6 SB内遺構 1 1
F478 SBC古代） 2 1 3
F478－P3 SB内遺構 1

蕊1
F529 SBC古代） 6 劉6 2！ I蕊錨
F529．F538 SB･SK 灘2 蕊2
F529．F538．

F包含層
SBC古代)・
SK･包含層

1
I

F531 SBC古代） 1 4 遡 ？
F556 SB(古代） 3リ 6 1 j職
F575 SB(古代） 謙 灘蕊 2 鵜 認 I識4 蕊9リ 蝿0F575．F575-P4SB･SB内遺構 2

2
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遣織構蕊名 遣;；構;;種捌
!#縄

蕊

弥

盤；

涜
憲
器

墾
溌
篭

“

蕊

l畠型

:蓮

南

織
弓
系
瀧

L‘:､二････E､二軍.:..､四

織
峰
系
美

謹
瀬
猿

畿
溌
窯

常
蕊
滑

信
溺
楽

中
撤
国

産
添
蝋

瓦
蕊
賛

鐘
率
遼

連
房
陶

連
房
磁 乗

鴬
滑
遼

溝
瀧
簿

肥
蕊
前

産
添
迩

遊
陶
一
磁

聯
陶
印
磁

郡
織
遜

謹
製
一
綴

管
溌
識

F575．F575-SD SBC古代） X 1

F575－P4 SB内遺構 亜 鋤 魁

F575-SF SB内遺構 卿 10

F1267(SH41)-
F1143

P-SKC古代） 蕊識 I

F870(SH43) P 1 I

F1489(SH43) P 葱 甥 4 16

F1490(SH43) P I 1

F154(SH44) P 2 2

F165(SH44) P I I

F614(SH44) P 4 4

F155(SH45) P 1 1 2

F484(SH45) P I I

F171(SH46) P 1 4 5

F473(SH46) P 4 4

F1(SH49) P 4 1 5

F2(SH49) P I 2 3

F27(SH49) P 2 2

F27．

F1356(SH49)
P 1 1

F34(SH49) P I 3 4

F100(SH49) P 』 繊篭 5

F1481(SH49) P
詞
４
４
．
‐
餌
。 3 I 5

F1428(SH52) P
『
ｑ
・
‐
』 礎 2

F37(SA23) P 5 1 6

F771 SK(古代） 災撚遡 撫濁 卿 5 24

F779 SK(古代） 3 2 I 1 1 8

F1143 SK(古代） 9 鯛 23 1 4 ” 20 ”3

F727 畝状遺構 2 髄 I 4

G81 道路(古代） 2 1砿 36 2 3 2 4］ 1 21 172

G868 道路(古代） 鋤 9 錘 52

F584 SD(古代） I 1 2

G41 SD(古代） 1 鍵 8 6
嗣
崎
鯉

1 3 46

G201 SD(古代） 495 25 典 18 28 4 主 3 1 15 1 2 li7 2612

G201．G617 SD(古代） 2
2

G201.G617．

G139
SD(古代)-p 1

1

G201.G包含層
SD(古代)・包
含層

1
1

G205 SD(古代） 4
1 5

G617 SD(古代） 2” 鋤 2 4 4
7 1235

G617.G包含

層

SD(古代)・包
含層

3
3

H3 SD(古代） 難X ‘ 3 5 16 I 2］ 1 蔵 1 6 163

H4 SD(古代） 澱， 4 2 8 1 1 亜 6 120

H7 SD(古代） 1 7
睡錘鰹1

，
I竪錘:曇！

1 6 I 1 2 I 1 23

FTR1 トレンチ 2
2

FTRl｡F包含層
トレンチ．

包含層
2

2

D420 SD(弥生） 鯛 I 1 2 1 2 2 68

F635 SD(古墳） 1
1

F794 埋納ピット 麓 1 3
5

G530 埋納ピット 1
I
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せき

県関市
ち

知

ぎふ

岐阜
しもう
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ぎ
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志

ふみの

阜県美濃市
ま

摩

せき

県関市
ち

知

ぎふ

岐阜
しもう

下有

21205

21207

21205

04139

09629

10001
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／
〃
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０
８
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γ
ｒ
〃
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０
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／
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０
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５
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／
〃
５
０
５
１

20010525-

20020320

12,900nf

20010920-

20011119

l,200irf

20021007-

20021018

300irf

東海環状自動車道

(関～美濃加茂）

建設及び東海北陸

自動車道と東海環

状自動車道の連絡

に係る美濃関

JCT工事に伴う

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

重竹遺跡

上西田遺跡

洞雲戸遺跡

集落跡

水田跡

祭mB遣

跡

縄文時代

～近世

中世～

近世

中世

２
７
５
８
０
７
６

６
２
１
５
１
７
２
９

跡
物
跡
建
居
坑

柱
跡
住
土
跡

立
列
穴
型
跡
戸
坑

掘
柱
竪
大
溝
井
土

畝上遺構

水田に伴う畦畔

取水路跡

祭祁遺構(経塚か）7

掘立柱建物跡1

縄文土器･弥生土器

土師器･須恵器

白査･白蓋系陶器

中近世陶器

中国陶磁器

石製品

金属製品(鍛冶関連

遺物含む)･木製品

須恵器･白査系陶器

土師器･中近世陶器

士製品

白査系陶器

中国陶磁器

和鏡･小刀･刀子

弥生時代前期の溝跡

古代の集落跡

中世～近世の集落

跡（堀とそれに伴

う土塁､地下式坑、

土器埋納遺構、鍛

冶関連遺構）の検

出

近世の畑跡と考え

られる畝状遺構、

中世末の水田跡、

当時の足跡を検出

12C末～13C前半

の経塚と考えられ

る遺構の検出
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